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はじめに

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Routing Command Reference』の「はじめに」に
は、次の項が含まれています。

• マニュアルの変更履歴, xxvii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xxvii ページ

マニュアルの変更履歴
初版後このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴をこの表に示します。

変更点日付リビジョン

Cisco IOS XR Release 4.2.3の機
能に合わせてドキュメントを更

新し再発行しました。

2012年 9月OL-26053-03-J

Cisco IOS XR Release 4.2.1の機
能に合わせてドキュメントを更

新し再発行しました。

2012年 6月OL-26053-02

このマニュアルの初版2011年 12月OL-26053-01

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
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『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマ
ンド

このモジュールでは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の設定およびモニタに使用さ
れるコマンドについて説明します。このコマンドは、Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーショ
ンサービスルータでCisco IOSXRソフトウェアを使用するときに使用されます。このモジュー
ルのコマンドは、IP Version 4（IPv4）、IP Version 6（IPv6）、Virtual Private Network Version 4
（VPNv4）のルーティングセッション用に設定を行います。

BGPの概念、設定作業、および例については、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Configuration Guide』の「Implementing BGP」のモジュールを参照してください。

大規模で複雑なルートポリシーの設定直後に show bgpコマンドを実行すると、システムデー
タベースのタイムアウトが発生することがあり、そのことはエラーメッセージ

（SYSDB-SYSDB-6-TIMEOUT_EDM）によって示されます。 showコマンドは、新しいルートポリ
シーが適用された後に実行することを推奨します。

（注）

• accept-own, 8 ページ

• additional-paths install backup, 10 ページ

• additional-paths receive, 12 ページ
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• additional-paths send, 16 ページ
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• aigp, 32 ページ
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• allocate-label, 36 ページ
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accept-own
自身を起点とするVPNルートにACCEPT_OWNコミュニティ属性が含まれる場合の処理をイネー
ブルにするには、accept-ownコマンドを、ネイバーVPNv4またはVPNv6アドレスファミリコン
フィギュレーションモードで使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの

no形式を使用するか、このコマンドとともに inheritance-disableキーワードを使用します。

accept-own [inheritance-disable]

no accept-own

___________________
構文の説明

自身を起点とする VPNルートに ACCEPT_OWNコミュニティ属性が含
まれる場合の処理をディセーブルにします。親コンフィギュレーション

から Accept Ownが継承されなくなります。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード ネイバーアドレスファミリ VPNv4

ネイバーアドレスファミリ VPNv6

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、accept-ownコミュニティの処理をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 10.2.3.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)#accept-own
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additional-paths install backup

リリース 4.0.0で、additional-paths install backupコマンドは廃止予定となり、additional-paths
selectionコマンドで置き換えられました。詳細については、additional-paths selection, （14ペー
ジ）コマンドを参照してください。

（注）

バックアップパスをフォワーディングテーブルにインストールし、PE-CEリンク障害の場合にプ
レフィックス独立コンバージェンス（PIC）を提供するには、additional-paths install backupコマ
ンドを適切なアドレスファミリコンフィギュレーションモードで使用します。バックアップパ

スがインストールされないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。プレフィッ
クス独立コンバージェンスをディセーブルにするには、disableキーワードを使用します。

additional-paths install backup [disable]

no additional-paths install backup

___________________
構文の説明

フォワーディングテーブルへのバックアップパスのインストールをディ

セーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

このコマンドが廃止予定となり、additional-paths selectionコ
マンドで置き換えられました。

リリース 4.0.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、VPNv4アドレスファミリモードでフォワーディングテーブルへのバックアップパ

スのインストールをイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)#additional-paths install backup

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネットワークが収束するまでローカルラベルを

保持します。

retain local-label, （260ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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additional-paths receive
有効なピアとの間で 1つのプレフィックスに対して複数のパスを受信する機能を設定するには、
additional-paths receiveコマンドを、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで使用し
ます。受信機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。特定の VRF
アドレスファミリに属するすべてのネイバーに対して追加パス受信機能をディセーブルにするに

は、disableオプションを使用します。

additional-paths receive [disable]

no additional-paths receive

___________________
構文の説明

追加パス受信機能のアドバタイズをディセーブルにします。

disableキーワードオプションは、追加パス受信機能を、指定した VRF
アドレスファミリに属するすべてのネイバーに対してディセーブルにす

るときに使用します。

（注）

disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

additional-paths receiveコマンドは、追加パス受信機能のネゴシエートを、指定したアドレスファ
ミリに対して許可するときに使用します。 additional-paths receiveコマンドが設定されると、指
定されたアドレスファミリのすべての内部BGPネイバーに対して受信機能が自動的にイネーブル
になります。このコマンドが設定されていないか、明示的にディセーブルにされた場合は、どの

ネイバーも、そのアドレスファミリについては受信機能のネゴシエーションを許可されません。

受信機能をイネーブルにした後は、コンフィギュレーションを有効にするためにセッションをリ

セットする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、VPNv4ユニキャストアドレスファミリの下で追加パス受信機能をイネーブルにす

る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:routerconfig)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# additional-paths receive

次の例では、特定のVRFアドレスファミリ（vrf1）に属するすべてのネイバーに対して追加パス
受信機能をディセーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-af)#additional-paths receive disable

___________________
関連コマンド 説明コマンド

有効なピアとの間で1つのプレフィックスに対する複
数のパスを送信する機能を設定します。

additional-paths send, （16ページ）

追加パス送信機能をピアにアドバタイズします。capability additional-paths send, （119ペー
ジ）

追加パス受信機能をアドバタイズします。capability additional-paths receive, （117ペー
ジ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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additional-paths selection
プレフィックスに対する追加パス選択モードを設定するには、additional-paths selectionコマンド
をアドレスファミリコンフィギュレーションモードで使用します。プレフィックスに対する追

加パス選択モードをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。特定のVRF
アドレスファミリに対して追加パス選択モードをディセーブルにするには、disableオプションを
使用します。

additional-paths selection {route-policy route-policy-name| disable}

no additional-paths selection route-policy route-policy-name

___________________
構文の説明

追加パス選択に使用するルートポリシーの名前を指定します。route-policy route-policy-name

特定のVRFアドレスファミリに対する追加パス選択をディセー
ブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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一部またはすべてのプレフィックスに対して追加パス選択モードを設定するには、ルートポリ

シーを指定して additional-paths selectionコマンドを使用します。

additional-path selectionコマンドを適切なルートポリシーとともに使用すると、バックアップパ
スを計算することや、プレフィックス独立コンバージェンス（PIC）機能をイネーブルにすること
ができます。PIC機能の詳細については、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services Router Routing
Configuration Guide』の「BGP Prefix Independent Convergence Unipath Primary/Backup」の項を参照
してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、追加パスの選択をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# additional-paths selection route-policy ap1

次の例では、特定のVRFアドレスファミリ（vrf1）に対して追加パス選択をディセーブルにする
方法を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-af)#additional-paths selection disable

次の例では、特定のVRFアドレスファミリ（vrf2）に対して追加パス選択をイネーブルにする方
法を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#vrf vrf2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-af)#additional-paths selection route-policy ap2

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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additional-paths send
有効なピアとの間で 1つのプレフィックスに対して複数のパスを送信する機能を設定するには、
additional-paths sendコマンドを、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで使用しま
す。送信機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

additional-paths send [disable]

no additional-paths send

___________________
構文の説明

追加パス送信機能のアドバタイズをディセーブルにします。

disableオプションは、追加パス送信機能を、特定の VRFアドレスファ
ミリに属するすべてのネイバーに対してディセーブルにするときに使用

します。

（注）

disable

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

additional-paths sendコマンドは、追加パス送信機能のネゴシエートを、指定したアドレスファミ
リに対して許可するときに使用します。additional-paths sendコマンドが設定されると、指定され
たアドレスファミリのすべての内部BGPネイバーに対して送信機能が自動的にイネーブルになり

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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ます。このコマンドが設定されていないか、明示的にディセーブルにされた場合は、どのネイ

バーも、そのアドレスファミリについては送信機能のネゴシエーションを許可されません。

送信機能をイネーブルにした後は、コンフィギュレーションを有効にするためにセッションをリ

セットする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、VPNv4 4ユニキャストアドレスファミリの下で追加パス送信機能をイネーブルにす

る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:routerconfig)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# additional-paths send

次の例では、特定のVRFアドレスファミリ（vrf1）に対して追加パス選択をイネーブルにする方
法を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-af)#additional-paths send disable

___________________
関連コマンド 説明コマンド

有効なピアとの間で1つのプレフィックスに対する複
数のパスを受信する機能を設定します。

additional-paths receive, （12ページ）

追加パス送信機能をピアにアドバタイズします。capability additional-paths send, （119ペー
ジ）

追加パス受信機能をアドバタイズします。capability additional-paths receive, （117ペー
ジ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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address-family（BGP）
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を設定しているときに、さまざまなアドレスファミリ
コンフィギュレーションモードを開始するには、適切なコンフィギュレーションモードで

address-familyコマンドを使用します。アドレスファミリのサポートをディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

address-family {ipv4 {labeled-unicast| multicast| mvpn| rt-filter| unicast}| ipv6 {mvpn| unicast}| l2vpn
vpls-vpws| vpnv4 unicast| }

no address-family {ipv4 {labeled-unicast| multicast| mvpn| rt-filter| unicast}| ipv6 {mvpn| unicast}|
l2vpn vpls-vpws| vpnv4 unicast| }

___________________
構文の説明 IPVersion 4（IPv4）ユニキャストアドレスプレフィックスを指定しま

す。

ipv4 unicast

IPv4マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。ipv4 multicast

IPv4ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。
このオプションは、IPv4ネイバーコンフィギュレーションモード、
およびVRFネイバーコンフィギュレーションモードで使用できます。

ipv4 labeled-unicast

IPVersion 6（IPv6）ユニキャストアドレスプレフィックスを指定しま
す。

ipv6 unicast

VPNバージョン4（VPNv4）ユニキャストアドレスプレフィックスを
指定します。このオプションは、VRFまたは VRFネイバーコンフィ
ギュレーションモードでは使用できません。

vpnv4 unicast

L2VPN vpls-vpwsアドレスプレフィックスを指定します。l2vpn vpls-vpws

IPv4 mvpnアドレスプレフィックスを指定します。ipv4 mvpn

IPv6 mvpnアドレスプレフィックスを指定します。ipv6 mvpn

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリをBGPでアクティブにするには、このアドレスファミリをルータコンフィギュ

レーションモードで明示的に設定する必要があります。同様に、アドレスファミリは、そのア

ドレスファミリのために確立される BGPセッションのネイバーで設定する必要があります。ア
ドレスファミリをネイバーで設定できるようにするには、このアドレスファミリをルータコン

フィギュレーションモードで設定する必要があります。
___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション
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ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション（IPv4アドレスファミリ）

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

L2VPNアドレスファミリのサポートが追加されました。リリース 3.9.0

IPv4および IPv6の下で mvpn SAFIが導入されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

address-familyコマンドは、BGPルーティングセッションを設定しているときにさまざまなアド
レスファミリコンフィギュレーションモードを開始するために使用します。ルータコンフィ

ギュレーションモードから address-familyコマンドを入力すると、そのアドレスファミリがイ
ネーブルになり、グローバルアドレスファミリコンフィギュレーションモードが開始します。

ネイバーの IPv4ラベル付きユニキャストアドレスファミリをネイバーコンフィギュレーション
モードで設定する前に、IPv4ユニキャストアドレスファミリをルータコンフィギュレーション
モードで設定する必要があります。表 1：アドレスファミリサブモードのサポート, （19ペー
ジ）を参照してください。

表 1：アドレスファミリサブモードのサポート

コメントネイバーサブモードで

のサポート

ルータサブモードでの

サポート

アドレスファミリ

—○○ipv4 unicast

—○○ipv4 multicast

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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コメントネイバーサブモードで

のサポート

ルータサブモードでの

サポート

アドレスファミリ

ipv4ラベル付きユニ
キャストアドレスファ

ミリは、ネイバーアド

レスファミリとしてだ

け設定できますが、そ

のためには、まず、

ipv4ユニキャストアド
レスファミリがルータ

アドレスファミリとし

て設定されていなけれ

ばなりません。

○noipv4 labeled-unicast

—○○vpnv4 unicast

—○○ipv6 unicast

—○○ipv6 multicast

—○○l2vpn vpls-vpws

—○○ipv4 rt-filter

—○○ipv4 mvpn

—○○ipv6 mvpn

ネイバーコンフィギュレーションモードから address-familyコマンドを入力すると、そのネイ
バーでアドレスファミリがアクティブ化され、ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードが開始します。 IPv4ネイバーセッションでは、IPv4ユニキャスト、マルチキャスト、
ラベル付きユニキャスト、および VPNv4ユニキャストアドレスファミリがサポートされていま
す。 IPv6ネイバーセッションは、IPv6ユニキャストアドレスファミリをサポートします。

発信ルートフィルタ（ORF）機能は、address-family l2vpn vpls-vpwsではサポートされていません

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、ルータを IPv4アドレスファミリのグローバルアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードに切り替える方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)#

次の例は、ネイバー 10.0.0.1に対する IPv4マルチキャストをアクティブ化し、IPv4マルチキャス
トアドレスファミリのネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードにルータを切

り替える方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)#

次の例は、ルータを IPv4トンネルアドレスファミリのグローバルアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードに切り替える方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 12
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 tunnel
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)#

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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advertise best-external
最適外部パスを iBGPおよびルートリフレクタのピアにアドバタイズするには（ローカルで選択
された最適パスが内部ピアからのものであるときに）、advertise best-externalコマンドを適切な
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで使用します。最適外部パスのアドバタイズ

を防ぐには、このコマンドの no形式を使用します。最適外部パスのアドバタイズをディセーブ
ルにするには、disableキーワードを使用します。

advertise best-external [disable]

no advertise best-external

___________________
構文の説明 VRFの最適外部コンフィギュレーションをディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

L2VPNアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、最適外部パス VPNv4ユニキャストアドレスファミリモードのアドバタイズをイ

ネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# advertise best-external

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バックアップパスをフォワーディングテーブ

ルにインストールし、PE-CEリンク障害の場合
にプレフィックス独立コンバージェンス（PIC）
を提供します。

additional-paths install backup, （10ページ）

ネットワークが収束するまでローカルラベルを

保持します。

retain local-label, （260ページ）
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advertisement-interval
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティングアップデート送信の最小間隔を設定する
には、適切なコンフィギュレーションモードで advertisement-intervalコマンドを使用します。
コンフィギュレーションファイルから advertisement-intervalコマンドを削除し、システムの間隔
値をデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

advertisement-interval seconds

no advertisement-interval [ seconds ]

___________________
構文の説明 BGPルーティングアップデートの最小送信間隔（単位は秒）。範囲は 0

～ 600です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの最小間隔：

内部 BGP（iBGP）ピアに対しては 0秒

外部 BGP（eBGP）ピアに対しては 30秒

カスタマーエッジ（CE）ピアに対しては 0秒

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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このコマンドで、ネイバーグループ、またはセッショングループが設定される場合、このグルー

プを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定された

コマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、BGPルーティングアップデートの最小間隔を 10秒に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# advertisement-interval 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）
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af-group
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーのアドレスファミリグループを作成して、
アドレスファミリグループコンフィギュレーションモードに入るには、ルータコンフィギュ

レーションモードで af-groupコマンドを使用します。アドレスファミリグループを削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

af-group af-group-name address-family

no af-group

___________________
構文の説明

アドレスファミリグループの名前。af-group-name

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始します。address-family

IP Version 4（IPv4）ユニキャストアドレスプレフィックスを指
定します。

ipv4 unicast

IPv4マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。ipv4 multicast

IPv4ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定し
ます。

ipv4 labeled-unicast

IPv4トンネルアドレスプレフィックスを指定します。ipv4 tunnel

IP Version 6（IPv6）ユニキャストアドレスプレフィックスを指
定します。

ipv6 unicast

VPNバージョン 4（VPNv4）ユニキャストアドレスプレフィッ
クスを指定します。

vpnv4 unicast

___________________
コマンドデフォルト BGPアドレスファミリグループは設定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

af-groupコマンドは、アドレスファミリ固有のネイバーコマンドを IPv4または IPv6アドレス
ファミリ内でグループ化するために使用します。アドレスファミリコンフィギュレーションを

持つネイバーは、アドレスファミリグループを使用できます。さらに、ネイバーは、アドレス

ファミリグループ全体のコンフィギュレーションパラメータを継承します。

異なるアドレスファミリに同じ名前を持つ2つのアドレスファミリグループを定義できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、アドレスファミリグループ group1を作成し、IPv4ユニキャストのためにアドレス

ファミリグループコンフィギュレーションモードに切り替える方法を示しています。 group1に
next-hop-self機能が含まれています。これは、アドレスファミリ group1を使用するネイバーによ
り継承されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group1 address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# next-hop-self

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングセッションを設定するため
に、ネイバーコンフィギュレーションモード

に入ります。

neighbor（BGP）, （201ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）
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説明コマンド

ネイバーグループ、セッショングループ、ま

たはアドレスファミリグループからコンフィ

ギュレーションを継承します。

use, （544ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

28 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
af-group



aggregate-address
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティングテーブル内に集約エントリを作成するに
は、適切なコンフィギュレーションモードでaggregate-addressコマンドを使用します。コンフィ
ギュレーションファイルから aggregate-addressコマンドを削除し、システムをデフォルト状態に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

aggregate-address address/mask-length [as-set] [as-confed-set] [summary-only] [route-policy
route-policy-name]

no aggregate-address

___________________
構文の説明

集約アドレス。address

集約アドレスマスクの長さ。/mask-length

（任意）関与するパスから、自律システムセットパス情報、お

よびコミュニティ情報を生成します。

as-set

（任意）関与するパスから、自律システムコンフェデレーション

セットパス情報を生成します。

as-confed-set

（任意）アップデートからのすべてのより具体的なルートをフィ

ルタ処理します。

summary-only

（任意）集約ルートの属性を設定するために使用されるルートポ

リシーの名前を指定します。

route-policy route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを指定しなかった場合、BGPルーティングテーブルには集約エントリは作成されま

せん。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPでの集約ルーティングを実装するには、networkコマンドまたは aggregate-addressコマンド
を使用して、集約ルートを BGPに再配布します。

任意指定の引数を付けずに aggregate-addressコマンドを使用すると、指定された範囲に該当す
る、より具体的な BGPルートがある場合に、BGPルーティングテーブル内に集約エントリが作
成されます。集約ルートは自律システムからの着信であるとアドバタイズされ、情報が失われて

いる可能性があることを示すようにアトミック集約属性が設定されています（アトミック集約属

性は、as-setキーワードを指定しない限りデフォルトで設定されます）。

as-setキーワードを使用したときに作成される集約エントリに使用されるルールは、このキーワー
ドがないときにこのコマンドが従うものと同じです。しかし、このルートに対してアドバタイズ

されたパスは、集約中のすべてのパスに含まれるすべての自律システムのセット AS_SETです。

多数のパスを集約するときには、この形式の aggregate-addressコマンドを使用しないでくださ
い。要約されたルートの自律システムパス到着可能性情報が変化するたびに、このルートの取り

消しとアップデートを継続的に行う必要があるからです。

as-confed-setキーワードを使用すると、要約対象のパスに含まれるコンフェデレーションセグメ
ントから、この集約の自律システムパスの中にAS_CONFED_SETが作成されます。このキーワー
ドが効果を持つのは、as-setキーワードも指定した場合だけです。

summary-onlyキーワードを使用すると、集約エントリ（例：10.0.0.0/8）が作成されますが、ネイ
バーすべてに対するより具体的なルートのアドバタイズが抑制されます。特定のネイバーに対す

るアドバタイズだけを抑制する必要がある場合は、ネイバーアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードで route-policy（BGP）コマンドを使用しますが、十分に注意してください。より
具体的なルートがリークした場合、すべてのBGPスピーカー（ローカルルータ）は、生成された
より具体的でない集約を（最長一致ルーティングを使用して）ルートします。

集約エントリのルーティングポリシーを指定するには、route-policyキーワードを使用します。
route-policyキーワードは、どの具体的な情報に基づいて集約エントリを作成し、どの具体的な情
報を抑制するかを選択するために使用します。また、集約エントリの属性を修正するために、こ

のキーワードを使用することもできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、集約アドレスの作成方法を示しています。このルートにアドバタイズされたパスは、

集約されるすべてのパスに含まれるすべての要素で構成されたAutonomous System（AS;自律シス
テム）セットです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# aggregate-address 10.0.0.0/8 as-set

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングプロセスのネットワークの
リストを指定します。

network (BGP), （207ページ）

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

ルートポリシーを定義して、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）
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aigp
eBGPネイバーごとの Accumulated interior Gateway Protocol（AiGP）属性の送受信をイネーブルま
たはディセーブルにするには、aigpコマンドをグローバルまたは VRFネイバーアドレスファミ
リコンフィギュレーションモードで使用します。この機能をディセーブルにするには、disable
キーワードを使用するか、このコマンドの no形式を使用します。

aigp [disable]

no aigp

___________________
構文の説明 AiGP属性の送受信をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト eBGPネイバーについては、AiGP属性の送受信はディセーブルです

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6アドレスファミリコンフィギュレーション

ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRFネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、ネイバーアドレスファミリ（IPv4ユニキャスト）の下でAiGP送受信機能をイネー

ブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.2.3.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# aigp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コストコミュニティのAiGP値を送信します。aigp send-cost-community

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 33

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
aigp



aigp send-cost-community
コストコミュニティの Accumulated interior Gateway Protocol（AiGP）値を送信するには、グロー
バルまたは VRFネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードで aigp
send-cost-communityコマンドを使用します。コストコミュニティのAiGP値の送信をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式または disableキーワードを使用します。

aigp send-cost-community {cost-id| disable} poi {igp-cost| pre-bestpath} [transitive]

no aigp send-cost-community

___________________
構文の説明

コストコミュニティ IDを指定します。指
定できる範囲は 0～ 255です。

cost-comm-id

最良パス計算の挿入のポイント。poi

コストコミュニティがネクストホップへ

の iGP距離の後に使用されるように設定し
ます。

igp-cost

最良パス計算の最初の手順としてコスト

コミュニティを設定します。

pre-bestpath

（任意）過渡的なコストコミュニティを

イネーブルにします

transitive

コストコミュニティの AiGP値の送信を
ディセーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト コストコミュニティの AiGP値の送信はディセーブルです

___________________
コマンドモード ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRFネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コストコミュニティ挿入ポイントは、最良パスの前または iGPコストの後として設定できます。
transitiveキーワードは、iBGPセッションには必須ではありません。ただし、eBGPセッションの
場合は、AiGPメトリックをコストコミュニティに変換して eBGPネイバーにアドバタイズするに
は transitiveキーワードが必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、ネイバーアドレスファミリ（IPv4ユニキャスト）の下でコストコミュニティ ID254

の AiGP値の送信をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.2.3.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# aigp send-cost-community 254

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Accumulated interior Gateway Protocol（AiGP）属
性の送受信をイネーブルにします。

aigp, （32ページ）
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allocate-label
BGPルータから、ラベル付きユニキャストセッション用に設定された隣接ルータに BGPルート
のラベルを送信できるようにするために、特定の IPv4ユニキャストまたは VPNルーティングお
よび転送（VRF）IPv4ユニキャストルートに対してマルチプロトコルラベルスイッチング
（MPLS）ラベルを割り当てるには、適切なコンフィギュレーションモードで allocate-labelコマ
ンドを使用します。システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

allocate-label {route-policy route-policy-name| all}

no allocate-label {route-policy route-policy-name| all}

___________________
構文の説明

すべてのプレフィックスに対してラベルを割り当てますall

ルートポリシーを使用して、ラベル割り当てのプレフィックス

を選択します。

route-policy route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPをトリガーし、すべて、またはフィルタされたグローバル IPv4ルートセットに（ルートポ
リシーに指定されているとおり）ラベルを割り当てるには、allocate-labelコマンドにルートポリ
シーを指定して使用します。このコマンドを使用すると、レイヤ3バーチャルプライベートネッ
トワーク（L3VPN）inter-AS構成において、ラベル付き IPv4ユニキャストセッションを持つ自律
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システムボーダールータ（ASBR）が、他の自律システム（AS）への IPv4ルートが指定された
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベルを交換できるようになります。

allocate-label allコマンドは、機能的には allocate-label route-policy route-policy-nameコマンド
と等価です（ルートポリシーが pass-allポリシーであるとき）。

（注）

allocate-labelコマンドを L3VPN inter-AS構成およびキャリアサポートキャリア IPv4 BGPラベル
配布に使用する方法の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router MPLS
Configuration Guide』を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、IPv4ルートに対するラベルの割り当てをイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# allocate-label route-policy policy_A
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allowas-in
ASパスに対して、回数を指定してプロバイダーエッジ（PE）自律システム番号（ASN）の発生
を許可するには、適切なコンフィギュレーションモードで allowas-inコマンドを使用します。シ
ステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

allowas-in [ as-occurrence-number ]

no allowas-in [ as-occurrence-number ]

___________________
構文の説明

（任意）PE ASNが許可される回数を指定します。範囲は 1
～ 10です。

as-occurrence-number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリグループコンフィギュレーション

ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ハブ &スポーク VPNネットワークは、ハブカスタマーエッジ（CE）を通じて、ハブ PEへの
ルーティング情報のループバックを必要とします。ハブアンドスポークVPNネットワークの詳
細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router MPLS Configuration Guide』を参
照してください。 PE ASNの存在に加えて、このループバックが原因で、ループバックされた情
報がハブ PEにより破棄されます。

allowas-inコマンドは、ループバックされた情報のドロップを阻止するために、ASパスのネイ
バー自律システム番号（ASN）を PE ASNで置き換えます。これにより、VPNカスタマーは AS
パスで PE ASNを指定された回数、発生させることができます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、PE ASNを 5回発生させる方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group_1 address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# allowas-in 5
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as-format
ルータの自律システム番号（ASN）の表記を asdot形式に設定するには、as-formatコマンドをグ
ローバルコンフィギュレーションモードで使用します。システムをデフォルトの状態に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

as-format asdot

no as-format

___________________
構文の説明

自律システム番号（ASN）の表記を asdot形式に設定します。asdot

___________________
コマンドデフォルト as-formatコマンドが設定されていない場合のデフォルト値は asplainです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、ASNの表記を asdot形式に設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# as-format asdot
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as-override
サイトの自律システム番号（ASN）をプロバイダーの ASNで上書きするように、プロバイダー
エッジ（PE）ルータを設定するには、VRFネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション
モードでas-overrideコマンドを使用します。システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

as-override [inheritance-disable]

no as-override [inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）as-overrideコマンドを親グループから継承することを
阻止します。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト ASNの自動上書きはディセーブルされています。

___________________
コマンドモード VRFネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

as-overrideコマンドは Site-of-Origin（SoO）機能とともに使用します。ルートの起点であるサイ
トを指定し、VPN内でのルータ間のルーティングループを防止します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、ASN上書きの設定方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# vrf vrf_A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)# neighbor 192.168.70.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr)# remote-as 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr-af)# as-override

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Site of Originフィルタリングを設定します。site-of-origin（BGP）, （515ページ）
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as-path-loopcheck out disable
アウトバウンドアップデートに対する AS PATHループチェックをディセーブルにするには、適
切なアドレスファミリコンフィギュレーションモードで as-path-loopcheck out disableコマンド
を使用します。デフォルトの AS PATHループチェックを再度イネーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

as-path-loopcheck out disable

no as-path-loopcheck out disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト AS PATHループチェックはアウトバウンドアップデートに対してイネーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリ

IPv6アドレスファミリ

L2VPNアドレスファミリ

VPNv4アドレスファミリ

VPNv6アドレスファミリ

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.8.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

as-path-loopcheck out disableコマンドを設定すると、BGPルートに含まれている AS番号が CE
ルータの AS番号と一致する場合はその CEルータにそのルートを通知しないという、PEルータ
のデフォルト動作がディセーブルになります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、as-path-loopcheck out disableを IPv6ユニキャストアドレスファミリの下で設定す

る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#address-family ipv6 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)#as-path-loopcheck out disable
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attribute-filter group
属性フィルタグループコマンドモードを設定するには、適切なコンフィギュレーションモード

で attribute-filter groupコマンドを使用します。属性フィルタグループコマンドモードをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

attribute-filter group group-name

no attribute-filter group group-name

___________________
構文の説明

属性フィルタグループの名前を指定します。group-name

___________________
コマンドデフォルト 属性フィルタグループコマンドモードはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

ネイバーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.3

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

attribute-filter groupコマンドは、ネイバーコンフィギュレーションモードで、BGPネイバーに
対する特定の属性フィルタグループを設定するときに使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、属性フィルタグループコマンドモードを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#attribute-filter group ag_discard_med
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-attrfg)#

次の例では、BGPネイバーの属性フィルタグループを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 10.0.1.101
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#remote-as 6461
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#update in filtering
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-nbr-upd-filter)#attribute-filter group ag_discard_med

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

46 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
attribute-filter group



bfd（BGP）
ネイバーごとに、Bidirectional ForwardingDetection（BFD）の引数multiplierおよびminimum-interval
を指定するには、ネイバーアドレスファミリに依存しないコンフィギュレーションモードで bfd
コマンドを使用します。システムのデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

この機能拡張以前は、BFDは BGPのグローバルスコープ以外では設定できませんでした。この
変更により、ネイバーアドレスファミリに依存しないコンフィギュレーションで、2つの新しい
コマンドライン引数が使用できるようになりました。

bfd {multiplier | minimum-interval} value

no bfd {multiplier | minimum-interval} value

___________________
構文の説明

このネイバーに対する BFDセッションの乗数値を指定しま
す。

multiplier value

このネイバーに対するBFDセッションの最小間隔値を指定し
ます。

minimum-interval value

___________________
コマンドデフォルト ネイバーパラメータごとのデフォルトは設定されていません。

___________________
コマンドモード ネイバーアドレスファミリに依存しないコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bfdminimum-intervalコマンドにより最小間隔が変更されている場合、新しいパラメータにより、
最小間隔が変更されたコマンドモードで、影響を受けるBFDセッションすべてがアップデートさ
れます。
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bfd multiplierコマンドにより乗数が変更されている場合、新しいパラメータは、影響を受けるネ
イバーと関連する BFDセッションだけのアップデートに使用されます。

前提として、ネイバーアドレスファミリに依存しないコンフィギュレーションで、BFDfast-detect
が有効化されているときに、ネイバーごとに値が設定されている場合は、常にこの値からmultiplier
および minimum-intervalの値が取得されます。それ以外の場合、グローバル BGPコンフィギュ
レーションモードから取得されます。これが明示的に示されていない場合、これらの値にはデ

フォルト値が取得されます。また、bfd引数はネイバーグループおよびセッショングループの下
で設定可能で、継承では標準の BGPコンフィギュレーション方法が遵守されます。

したがって、bfd fast-detectをイネーブルにするケースは 4種類あります。

下の表はこれをまとめたものです。この表で、BFD値はmultiplierまたはminimum-intervalです。
「ローカル」は NBRあたりの値であること、「グローバル」は BGPグローバル値であることを
示します。

結果BFD 値（ローカル）BFD 値（グローバル）

BFD値（ローカル）YesYes

BFD値（グローバル）NoYes

BFD値（ローカル）YesNo

BFD値（デフォルト）NoNo

___________________
例 次の例は、ネイバーに対する BFDセッションの multiplier値を指定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)#neighbor 3.3.3.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# bfd minimum-interval 311
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# bfd multiplier 7
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# neighbor 5.5.5.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# bfd minimum-interval 318
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# bfd multiplier 4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# vrf one
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)# neighbor 3.12.1.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr)# bfd minimum-interval 119
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr)# bfd multiplier 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr)# commit

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd session
Interface Dest Addr Local det time(int*mult) State

Echo Async
-------------------- --------------- ---------------- ---------------- ---------
Gi0/2/0/2 3.3.3.2 2177ms(311ms*7) 14s(2s*7) UP
Gi0/2/0/2.1 3.12.1.2 1190ms(119ms*10) 20s(2s*10) UP
PO0/3/0/6 5.5.5.2 1272ms(318ms*4) 8s(2s*4) UP

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd session detail
I/f: GigabitEthernet0/2/0/2, Location: 0/2/CPU0, dest: 3.3.3.2, src: 3.3.3.1
State: UP for 0d:0h:4m:44s, number of times UP: 1
Received parameters:
Version: 1, desired tx interval: 2 s, required rx interval: 2 s
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Required echo rx interval: 1 ms, multiplier: 7, diag: None
My discr: 524295, your discr: 524296, state UP, D/F/P/C/A: 0/0/0/1/0
Transmitted parameters:
Version: 1, desired tx interval: 2 s, required rx interval: 2 s
Required echo rx interval: 1 ms, multiplier: 7, diag: None
My discr: 524296, your discr: 524295, state UP, D/F/P/C/A: 0/0/0/1/0
Timer Values:
Local negotiated async tx interval: 2 s
Remote negotiated async tx interval: 2 s
Desired echo tx interval: 311 ms, local negotiated echo tx interval: 311 ms
Echo detection time: 2177 ms(311 ms*7), async detection time: 14 s(2 s*7)
Local Stats:
Intervals between async packets:
Tx: Number of intervals=100, min=1664 ms, max=2001 ms, avg=1838 ms

Last packet transmitted 313 ms ago
Rx: Number of intervals=100, min=1662 ms, max=2 s, avg=1828 ms

Last packet received 1615 ms ago
Intervals between echo packets:
Tx: Number of intervals=100, min=181 ms, max=462 ms, avg=229 ms

Last packet transmitted 289 ms ago
Rx: Number of intervals=100, min=178 ms, max=461 ms, avg=229 ms

Last packet received 287 ms ago
Latency of echo packets (time between tx and rx):
Number of packets: 100, min=0 us, max=4 ms, avg=860 us

Session owner information:
Client Desired interval Multiplier
---------------- -------------------- --------------
bgp-0 311 ms 7

I/f: GigabitEthernet0/2/0/2.1, Location: 0/2/CPU0, dest: 3.12.1.2, src: 3.12.1.1
State: UP for 0d:0h:4m:44s, number of times UP: 1
Received parameters:
Version: 1, desired tx interval: 2 s, required rx interval: 2 s
Required echo rx interval: 1 ms, multiplier: 10, diag: None
My discr: 524296, your discr: 524295, state UP, D/F/P/C/A: 0/0/0/1/0
Transmitted parameters:
Version: 1, desired tx interval: 2 s, required rx interval: 2 s
Required echo rx interval: 1 ms, multiplier: 10, diag: None
My discr: 524295, your discr: 524296, state UP, D/F/P/C/A: 0/0/0/1/0
Timer Values:
Local negotiated async tx interval: 2 s
Remote negotiated async tx interval: 2 s
Desired echo tx interval: 119 ms, local negotiated echo tx interval: 119 ms
Echo detection time: 1190 ms(119 ms*10), async detection time: 20 s(2 s*10)
Local Stats:
Intervals between async packets:
Tx: Number of intervals=100, min=1664 ms, max=2001 ms, avg=1838 ms

Last packet transmitted 314 ms ago
Rx: Number of intervals=100, min=1662 ms, max=2 s, avg=1828 ms

Last packet received 1616 ms ago
Intervals between echo packets:
Tx: Number of intervals=100, min=120 ms, max=223 ms, avg=125 ms

Last packet transmitted 112 ms ago
Rx: Number of intervals=100, min=119 ms, max=223 ms, avg=125 ms

Last packet received 110 ms ago
Latency of echo packets (time between tx and rx):
Number of packets: 100, min=0 us, max=2 ms, avg=850 us

Session owner information:
Client Desired interval Multiplier
---------------- -------------------- --------------
bgp-0 119 ms 10

I/f: GigabitEthernet0/3/0/6, Location: 0/3/CPU0, dest: 5.5.5.2, src: 5.5.5.1
State: UP for 0d:0h:4m:50s, number of times UP: 1
Received parameters:
Version: 1, desired tx interval: 2 s, required rx interval: 2 s
Required echo rx interval: 1 ms, multiplier: 4, diag: None
My discr: 786436, your discr: 786433, state UP, D/F/P/C/A: 0/0/0/1/0
Transmitted parameters:
Version: 1, desired tx interval: 2 s, required rx interval: 2 s
Required echo rx interval: 1 ms, multiplier: 4, diag: None
My discr: 786433, your discr: 786436, state UP, D/F/P/C/A: 0/0/0/1/0
Timer Values:
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Local negotiated async tx interval: 2 s
Remote negotiated async tx interval: 2 s
Desired echo tx interval: 318 ms, local negotiated echo tx interval: 318 ms
Echo detection time: 1272 ms(318 ms*4), async detection time: 8 s(2 s*4)
Local Stats:
Intervals between async packets:
Tx: Number of intervals=100, min=1663 ms, max=2 s, avg=1821 ms

Last packet transmitted 1740 ms ago
Rx: Number of intervals=100, min=1663 ms, max=2001 ms, avg=1832 ms

Last packet received 160 ms ago
Intervals between echo packets:
Tx: Number of intervals=100, min=181 ms, max=484 ms, avg=232 ms

Last packet transmitted 44 ms ago
Rx: Number of intervals=100, min=179 ms, max=484 ms, avg=232 ms

Last packet received 41 ms ago
Latency of echo packets (time between tx and rx):
Number of packets: 100, min=0 us, max=3 ms, avg=540 us

Session owner information:
Client Desired interval Multiplier
---------------- -------------------- --------------
bgp-0 318 ms 4

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp nei 3.3.3.2

BGP neighbor is 3.3.3.2
Remote AS 500, local AS 65000, external link
Remote router ID 16.0.0.1
BGP state = Established, up for 00:05:01
BFD enabled (session up): mininterval: 311 multiplier: 7
Last read 00:00:56, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Precedence: internet
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received
4-byte AS: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Received 8 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 9 messages, 1 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 30 seconds

For Address Family: IPv4 Unicast
BGP neighbor version 2
Update group: 0.2
AF-dependant capabilities:
Graceful Restart Capability advertised and received
Neighbor preserved the forwarding state during latest restart
Local restart time is 120, RIB purge time is 600 seconds
Maximum stalepath time is 360 seconds
Remote Restart time is 120 seconds

Route refresh request: received 0, sent 0
Policy for incoming advertisements is pass-all
Policy for outgoing advertisements is pass-all
1 accepted prefixes, 1 are bestpaths
Prefix advertised 1, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 524288
Threshold for warning message 75%
An EoR was not received during read-only mode

Connections established 1; dropped 0
Last reset 00:06:58, due to User clear requested (CEASE notification sent - administrative

reset)
Time since last notification sent to neighbor: 00:06:58
Error Code: administrative reset
Notification data sent:
None

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp nei 5.5.5.2

BGP neighbor is 5.5.5.2
Remote AS 500, local AS 65000, external link
Remote router ID 16.0.0.1
BGP state = Established, up for 00:05:04
BFD enabled (session up): mininterval: 318 multiplier: 4
Last read 00:00:58, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Precedence: internet
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Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received
4-byte AS: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Received 8 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 9 messages, 1 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 30 seconds

For Address Family: IPv4 Unicast
BGP neighbor version 2
Update group: 0.2
AF-dependant capabilities:
Graceful Restart Capability advertised and received
Neighbor preserved the forwarding state during latest restart
Local restart time is 120, RIB purge time is 600 seconds
Maximum stalepath time is 360 seconds
Remote Restart time is 120 seconds

Route refresh request: received 0, sent 0
Policy for incoming advertisements is pass-all
Policy for outgoing advertisements is pass-all
1 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Prefix advertised 1, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 524288
Threshold for warning message 75%
An EoR was not received during read-only mode

Connections established 1; dropped 0
Last reset 00:07:01, due to User clear requested (CEASE notification sent - administrative

reset)
Time since last notification sent to neighbor: 00:07:01
Error Code: administrative reset
Notification data sent:
None

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp vrf one nei 3.12.1.2

BGP neighbor is 3.12.1.2, vrf one
Remote AS 500, local AS 65000, external link
Remote router ID 16.0.0.1
BGP state = Established, up for 00:05:06
BFD enabled (session up): mininterval: 119 multiplier: 10
Last read 00:00:01, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Precedence: internet
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received
4-byte AS: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Received 9 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 9 messages, 1 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 0 seconds

For Address Family: IPv4 Unicast
BGP neighbor version 2
Update group: 0.2
AF-dependant capabilities:
Graceful Restart Capability advertised and received
Neighbor preserved the forwarding state during latest restart
Local restart time is 120, RIB purge time is 600 seconds
Maximum stalepath time is 360 seconds
Remote Restart time is 120 seconds

Route refresh request: received 0, sent 0
Policy for incoming advertisements is pass-all
Policy for outgoing advertisements is pass-all
1 accepted prefixes, 1 are bestpaths
Prefix advertised 0, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 524288
Threshold for warning message 75%
An EoR was not received during read-only mode

Connections established 1; dropped 0
Last reset 00:07:04, due to User clear requested (CEASE notification sent - administrative

reset)
Time since last notification sent to neighbor: 00:07:04
Error Code: administrative reset
Notification data sent:
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None
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bgp as-path-loopcheck
内部ボーダーゲートウェイプロトコル（iBGP）ピアによりアドバタイズされたプレフィックス
の自律システムパスでのループチェックをイネーブルにするには、適切なコンフィギュレーショ

ンモードでbgp as-path-loopcheckコマンドを使用します。システムをデフォルトの状態に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

bgp as-path-loopcheck

no bgp as-path-loopcheck

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを指定していない場合、ループチェックは外部ピアに対してだけ実行されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ループチェック iBGPピアのために、自律システムパスを設定する方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp as-path-loopcheck
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bgp attribute-download
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）属性のダウンロードをイネーブルにするには、適切な
コンフィギュレーションモードで bgp attribute-downloadコマンドを使用します。 BGP属性のダ
ウンロードをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp attribute-download

no bgp attribute-download

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト BGP属性のダウンロードはイネーブルされません。

___________________
コマンドモード IPv4ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bgp attribute-downloadコマンドを使用して BGP属性のダウンロードをイネーブルにした場合、
BGPにより、そのときにRIBに存在しない属性を持つルートがすべて再インストールされます。
同様に、ユーザがこのコマンドの no形式を使用して BGP属性をディセーブルにした場合、BGP
はヌルキーを使用して、以前にインストールしたルートを再インストールし、RIBからこの属性
を削除します。

bgp attribute-downloadコマンドは、Netflow BGPデータエクスポート機能をイネーブルにするた
めに使用します。属性のダウンロードがイネーブルにされている場合、BGPはプレフィックスの
属性情報（community、extended community、および as-path）をRouting Information Base（RIB;ルー
ティング情報ベース）および Forwarding Information Base（FIB;転送情報ベース）にダウンロード
します。これにより、FIBはこのプレフィックスを属性と関連付け、関連する属性とともにNetflow
統計情報を送信できるようになります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、BGP属性のダウンロードがイネーブルされる前および後の BGPルート、および BGP

ルータ 50で BGP属性ダウンロードをイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route bgp

B 100.0.1.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:37
B 100.0.2.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:37
B 100.0.3.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:37
B 100.0.4.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:37
B 100.0.5.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:37

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# bgp attribute-download
!
!
!
RP/0/RSP0/CPU0:router# show route bgp

B 100.0.1.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:01
Attribute ID 0x2

B 100.0.2.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:01
Attribute ID 0x2

B 100.0.3.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:01
Attribute ID 0x2

B 100.0.4.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:01
Attribute ID 0x2

B 100.0.5.0/24 [200/0] via 10.0.101.1, 00:00:01
Attribute ID 0x2
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bgp auto-policy-soft-reset disable
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ピアの設定済みルートポリシーが修正されたときのピ
アの自動ソフトリセットをディセーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで

bgp auto-policy-soft-reset disableコマンドを使用します。 BGPピアの自動ソフトリセットを再度
イネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp auto-policy-soft-reset disable

no bgp auto-policy-soft-reset disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ピアノ自動ソフトリセットはイネーブルにされています。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インバウンドポリシーが変更されている場合、必ずしもソフトリセットを実行できるとは限

りません。ネイバーがルートのリフレッシュをサポートしておらず、このネイバーについて、

ソフト再コンフィギュレーションインバウンドが設定されていない場合がこれに該当します。

このような場合、手動によるハードリセットが必要であることを示すメッセージがシステム

ログに記録されます。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、BGPピアに対して設定されているルートポリシーが変更されているときに、これらの

ピアの自動ソフトリセットをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp auto-policy-soft-reset disable
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bgp bestpath as-path ignore
優先パスを計算するときに、自律システムパスの長さを無視するには、適切なコンフィギュレー

ションモードで bgp bestpath as-path ignoreコマンドを使用します。ソフトウェアをデフォルト
の状態に戻す、つまり優先パスを計算するときに自律システムパスの長さが考慮されるようにす

るには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp bestpath as-path ignore

no bgp bestpath as-path ignore

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 最良のパスが選択されたときに、自律システムパスの長さが使用されます（無視されません）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このソフトウェアにより優先パスが選択されるときに、自律システムパスの長さが無視されるよ

うにするには、bgp bestpath as-path ignoreコマンドを使用します。最良のパスが選択されている
ときに、このコマンドを指定した場合、候補となる複数のパスの間での自律パスの長さの比較を

除いて、通常の手順がすべて実行されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

58 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
bgp bestpath as-path ignore



___________________
例 次の例は、最良のパスを選択するときに、自律システムパスの長さが無視されるようにソフト

ウェアを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp bestpath as-path ignore

___________________
関連コマンド

説明コマンド

最適パスの選択プロセス中に eBGPピアから受
信した複数の同一ルートを比較し、最も小さい

ルータ IDを持つルートを選択します。

bgp bestpath compare-routerid, （60ページ）

異なる自律システムにあるネイバーから、パス

のMulti Exit Discriminator（MED）を比較する
ことを許可します。

bgp bestpath med always, （64ページ）

コンフェデレーションピアから学習した複数の

パスの間でMED比較をイネーブルにします。
bgp bestpath med confed, （66ページ）

ソフトウェアでは、パス内の不明MED属性の
値は無限であると見なされるようにします。

bgp bestpath med missing-as-worst, （69ページ）
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bgp bestpath compare-routerid
最適パスの選択時に、外部BGP（eBGP）ピアから受信した複数の同一ルートを比較し、最も小さ
いルータ IDを持つルートを選択するには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp bestpath
compare-routeridコマンドを使用します。最適パスの選択中に eBGPピアから受信した同一ルー
トの比較をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp bestpath compare-routerid

no bgp bestpath compare-routerid

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ルータ IDを除き、（BGP選択アルゴリズムによれば）新しい最適パスが現在の最適パスと同じ

である場合は、ソフトウェアは新しい最適パスを選択しません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bgp bestpath compare-routeridを使用すると、ソフトウェアによる最適パスの選択時に、BGP選
択アルゴリズムの結果として等コストのパスが 2つ存在する場合の選択方法に影響します。ソフ
トウェアに、最も小さいルータ IDを持つパスを最適パスとして選択させるにはこのコマンドを使
用します。このコマンドを使用しなかった場合、ルータ IDが一番小さいパスはどれであるかに
関係なく、その時点での最適パスが引き続き使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、類似するパスのルータ IDを比較するために、自律システム 500の BGPスピーカーを

設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 500
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp bestpath compare-routerid

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp bestpath cost-community ignore
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を実行しているルータが最適パスの選択時にコストコ
ミュニティ属性を評価しないように設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp
bestpath cost-community ignoreコマンドを使用します。システムをデフォルトの状態に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

bgp bestpath cost-community ignore

no bgp bestpath cost-community ignore

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、コストコミュニティ属性が手動設定されるまで、このコマンドの動作はイネー

ブルになっています。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPパス選択に関連する問題を洗い出し、トラブルシューティングを行いやすくするために、コ
ストコミュニティ属性の評価をディセーブルにするには、bgp bestpath cost-community ignoreコ
マンドを使用します。また、このコマンドは、同時に大規模なネットワークにコストコミュニ

ティフィルタリングを導入できるように、コストコミュニティ属性評価のアクティベーションを

遅らせるために使用することもできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、最適パスの選択中に、コストコミュニティ属性を評価しないようにルータを設定する

方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 500
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp bestpath cost-community ignore

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp bestpath med always
それぞれ異なる自律システムにあるネイバーからのパスのMulti Exit Discriminator（MED）を比較
できるようにするには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp bestpath med alwaysコマン
ドを使用します。パスの比較において、MED属性が考慮されないようにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

bgp bestpath med always

no bgp bestpath med always

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ソフトウェアは、異なる自律システムにあるネイバーから、パスのMEDを比較しません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MEDは、多数のパスの選択肢の中から、最良のパスを選択するときに、ソフトウェアによる検討
の対象となるパラメータの 1つです。ソフトウェアは、最も小さいMEDを持つパスを選択しま
す。

デフォルトでは、最適パスの選択中、MED比較は同じ自律システムからのパスの間でだけ行われ
ます。このコマンドは、パスがどの自律システムから受信されたかに関係なく、パスのMEDが
比較されるように、ソフトウェアのデフォルトの動作を変更します。

bgp bestpath med alwaysコマンドがイネーブルにされておらず、分散 BGPが設定されている場
合、スピーカーは部分的に最適なパスだけを計算し（最適パスの選択手順をMED比較の直前ま
で実行し）、そのパスを BGP Routing Information Base（bRIB）に送信します。 bRIBは最終的な
最適パスを計算します（最適パス計算の手順をすべて実行します）。 bgp bestpath med alwaysコ
マンドがイネーブルにされていて、分散 BGPが設定されている場合は、スピーカーはすべての
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ASのMEDを比較できるので、最適パスを 1つだけ計算して bRIBに送信することができます。
bRIBは最終的な最適パスを計算する究極のプロセスですが、bgp bestpath med alwaysコマンドが
イネーブルにされている場合、スピーカーは複数の部分的に最適なパスの代わりに、1つの最適
パスを送信できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、パスがどの自律システムから受信されたかに関係なく、パスの選択肢の間でMEDを

比較するために、自律システム 100でボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）スピーカーを設
定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp bestpath med always

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コンフェデレーションピアから学習した複数の

パスの間でMED比較をイネーブルにします。
bgp bestpath med confed, （66ページ）

ソフトウェアで、パス内の不明MED属性の値
は無限であると見なされるように指定し、これ

により、MED値を持たないパスを最も必要で
はないパスにします。

bgp bestpath med missing-as-worst, （69ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp bestpath med confed
コンフェデレーションピアから学習した複数のパスのMultiExitDiscriminator（MED）を比較でき
るようにするには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp bestpath med confedコマンドを
使用します。パスの比較において、このソフトウェアでMED属性が考慮されないようにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

bgp bestpath med confed

no bgp bestpath med confed

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このソフトウェアは、コンフェデレーションセグメントだけを含むパス、または末尾に AS_SET

が続くコンフェデレーションセグメントを含むパスのMEDを他のパスのMEDと比較しません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、次のパスのMEDは、その他のいかなるパスのMEDとも比較されません。

•空の自律システムパスを持つパス

• AS_SETで始まるパス

•コンフェデレーションセグメントだけを含むパス

•末尾に AS_SETが続くコンフェデレーションセグメントを含むパス

bgp bestpath med confedコマンドを使用すると、BGP最適パスアルゴリズムで次の種類のパスが
どのように扱われるかが変更されます。

•コンフェデレーションセグメントだけを含むパス
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•末尾に AS_SETが続くコンフェデレーションセグメントを含むパス

AS_SEQUENCEで始まるパスや、末尾に AS_SEQUENCEだけが続くコンフェデレーションセグ
メントで始まるパスのMEDは、自律システム番号シーケンスで同じ先頭の自律システム番号（ネ
イバー自律システム番号）を共有するその他のパスのMEDと比較されます。この動作は、bgp
bestpath med confedコマンドによる影響は受けません。

例として、自律システム 65000、65001、65002、および 65004はコンフェデレーションの一部で
はあるが、自律システム 1は一部ではないとします。また、あるルートについて、次のパスが存
在するとします。

•パス 1：65000 65004, med = 2, IGP metric = 20

•パス 2：65001 65004, med = 3, IGP metric = 10

•パス 3：65002 1, med = 1, IGP metric = 30

bgp bestpath med confedコマンドがイネーブルにされている場合は、ソフトウェアによって最適
パスとしてパス 1が選択されます。理由は次のとおりです。

•パス 2よりもMEDの値が小さい

•パス 3よりも IGPの値が小さい

MEDはパス 3とは比較されません。これは、パスに外部自律システム番号（つまり、
AS_SEQUENCE）が含まれているからです。 bgp bestpath med confedコマンドがイネーブルにさ
れていない場合、MEDはこれらのパスのいずれの間でも比較されません。したがって、このソ
フトウェアは最適パスとして、IGPメトリックが最も小さいパス 2を選択します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次のコマンドは、コンフェデレーションピアから学習したパスのMED値を比較するために、ボー

ダーゲートウェイプロトコル（BGP）ソフトウェアをイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 210
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp bestpath med confed

___________________
関連コマンド

説明コマンド

いろいろな自律システムのネイバーからのパス

のMED比較をイネーブルにします。
bgp bestpath med always, （64ページ）
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説明コマンド

ソフトウェアで、パス内の不明MED属性の値
は無限であると見なされるように指定し、これ

により、MED値を持たないパスを最も必要で
はないパスにします。

bgp bestpath med missing-as-worst, （69ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp bestpath med missing-as-worst
パス内にMulti Exit Discriminator（MED）属性がない場合は値が無限であると見なし、MED値を
持たないパスを最も必要ではないパスにするには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp
bestpath med missing-as-worstコマンドを使用します。パスの比較において、MED属性が考慮さ
れないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp bestpath med missing-as-worst

no bgp bestpath med missing-as-worst

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ソフトウェアは不明なMEDに値 0を割り当てます。これにより、この不明MED属性を持つパス

が最良のMEDであると見なされるようになります。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、パスを最も必要のないパスにするために、このパス内の不明MED属性の値は無限で

あると見なすように、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ソフトウェアに指示する方法を
示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 210
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp bestpath med missing-as-worst

___________________
関連コマンド

説明コマンド

いろいろな自律システムのネイバーからのパス

のMED比較をイネーブルにします。
bgp bestpath med always, （64ページ）

コンフェデレーションピアから学習した複数の

パスの間でMED比較をイネーブルにします。
bgp bestpath med confed, （66ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp client-to-client reflection disable
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートリフレクタを使用するルートリフレクション
クライアント間のルートのリフレクションをディセーブルにするには、アドレスファミリコン

フィギュレーションモードで、bgp client-to-client reflection disableコマンドを使用します。
client-to-client reflectionを再度、イネーブルにするにはこのコマンドの no形式を使用します。

bgp client-to-client reflection [cluster-id cluster-id] disable

no bgp client-to-client reflection [cluster-id cluster-id] disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト client-to-client reflectionはイネーブルにされています。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、ルートリフレクタのクライアントは完全メッシュ化されている必要はなく、ク

ライアントからのルートは他のクライアントに反映されます。ただし、クライアントが完全に

メッシュ化されている場合、ルートリフレクションは必要ありません。

___________________
例 この例では、3つのネイバーは完全にメッシュ化されているため、client-to-client reflectionは無効

化されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65534
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# bgp client-to-client reflection disable
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor-group rrclients
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# remote-as 65534
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# route-reflector-client
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.253.21 use neighbor-group rrclients
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.253.22 use neighbor-group rrclients

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPクラスタが複数のルートリフレクタを持
つ場合は、クラスタ IDを設定します。

bgp cluster-id, （73ページ）

ルータをBGPルートリフレクタとして設定し、
指定したネイバーをそのクライアントとして設

定します。

route-reflector-client, （267ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp cluster-id
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）クラスタが複数のルートリフレクタを持つ場合にクラ
スタ IDを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp cluster-idコマンドを使用
します。クラスタ IDを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp cluster-id cluster-id

no bgp cluster-id [ cluster-id ]

___________________
構文の説明

ルートリフレクタとして動作するこのルータのクラスタ ID。最大 4バイト。
クラスタ IDは、IPアドレス、または値として入力できます。範囲は 1～
4294967295です。

cluster-id

___________________
コマンドデフォルト クラスタ IDは設定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートリフレクタは、そのクライアントとあわせてクラスタを形成します。クライアントからな

るクラスタには通常、ルートリフレクタが 1つ存在します。このようなインスタンスでは、クラ
スタはソフトウェアにより、ルートリフレクタのルータ IDと認識されます。冗長性を上げ、ネッ
トワークでのシングルポイント障害を回避するために、クラスタが複数のリフレクタを持つ可能

性もあります。この場合、このクラスタのルートリフレクタはすべて、同じ 4バイトのクラスタ
IDを使って設定する必要があります。これはルートリフレクタが、同じクラスタに属する別の
ルートリフレクタからのアップデートを認識できるようにするためです。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ローカルルータを、クラスタにサービスを提供するルートリフレクタの 1つとして設

定する方法を示しています。ネイバー 192.168.70.24は、クラスタ ID 1を持つデフォルトのクラ
スタに割り当てられます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65534
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp cluster-id 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.70.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 65534
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# route-reflector-client

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータをBGPルートリフレクタとして設定し、
指定したネイバーをそのクライアントとして設

定します。

route-reflector-client, （267ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp confederation identifier
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コンフェデレーション IDを指定するには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで bgp confederation identifierコマンドを使用します。連合識別情
報を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp confederation identifier as-number

no bgp confederation identifier [ as-number ]

___________________
構文の説明

自律システム（AS）番号。初期状態では、内部的に複数の自律システムが含まれ
ます。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～ 65535.65535
です。

as-number

___________________
コマンドデフォルト コンフェデレーション IDは設定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

内部 BGP（iBGP）メッシュを削減する方法の 1つは、1つの自律システムを複数の自律システム
に分割し、これらを 1つのコンフェデレーションにグループ化することです。それぞれの自律シ
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ステムは、そのシステム自身内で完全にメッシュ化されていて、同じコンフェデレーションの別

の自律システムとの接続を数個持ちます。異なる自律システムのピアは外部 BGP（eBGP）セッ
ションを持ちますが、iBGPピアであるかのようにルーティング情報を交換します。具体的には、
このコンフェデレーションによりネクストホップおよびローカルプリファレンス情報が維持さ

れ、これにより、すべての自律システムに対して Interior Gateway Protocol（IGP）を 1つ維持でき
るようになります。外部からは、このコンフェデレーションは単一の自律システムであるかのよ

うに見えます。

このコンフェデレーションに対して自律システム番号を指定するには、bgpconfederation identifier
コマンドを使用します。この自律システム番号は、コンフェデレーションの一部ではない自律シ

ステムの外部ピアを使って BGPセッションを確立するときに使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、コンフェデレーション ID 5を使用して、1つの自律システムを複数の自律システム、

4001、4002、4003、4004、4005、4006、および 4007に分割する方法を示しています。ネイバー
10.2.3.4は、コンフェデレーション内のルータです。ネイバー 172.20.16.6は、ルーティングドメ
インコンフェデレーションの外部にあります。外部からは、これらは 5という番号を持つ 1つの
自律システムに見えます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 4001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation identifier 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation peers 4002
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation peers 4003
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation peers 4004
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation peers 4005
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation peers 4006
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation peers 4007
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.2.3.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 4002
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# neighbor 172.20.16.6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 4009

___________________
関連コマンド

説明コマンド

このコンフェデレーションに属する自律システ

ムを設定します。

bgp confederation peers, （77ページ）
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bgp confederation peers
コンフェデレーションに属する自律システムを設定するには、適切なコンフィギュレーション

モードで bgp confederation peersコマンドを使用します。コンフェデレーションからこの自律シ
ステムを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp confederation peers [ as-number ]

no bgp confederation peers [ as-number ]

___________________
構文の説明

コンフェデレーションに属するボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ピア
の自律システム（AS）番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

• asdot形式の4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は1.0～65535.65535
です。

as-number

___________________
コマンドデフォルト コンフェデレーションに属する BGPピアは識別されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドで指定された自律システムは、コンフェデレーションから内部的に確認できます。

それぞれの自律システムは、そのシステム自身内で完全にメッシュ化されています。 bgp
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confederation identifier, （75ページ）コマンドは、この自律システムが属するコンフェデレーショ
ンを指定します。

複数の自律システムを指定するには、BGPコンフェデレーションピアコンフィギュレーション
モードに切り替えてから、各コマンドラインに autonomous-system-numberを 1つずつ入力します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、1つのコンフェデレーションに属する自律システム、1090および 1093を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1090
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation peers 1093

次の例は、1つのコンフェデレーションに属する自律システム、1095、1096、1097、および 1098
を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1095
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp confederation peers
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-confed-peers)# 1096
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-confed-peers)# 1097
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-confed-peers)# 1098

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPコンフェデレーション IDを指定します。bgp confederation identifier, （75ページ）
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bgp dampening
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートのダンプニングをイネーブルにする、またはさ
まざまな BGPルートダンプニング係数を変更するには、適切なコンフィギュレーションモード
でbgpdampeningコマンドを使用します。ルートダンプニングをディセーブルにし、デフォルト
値をリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp dampening [half-life [reuse suppress max-suppress-time]| route-policy route-policy-name]

no bgp dampening [half-life [reuse suppress max-suppress-time]| route-policy route-policy-name]

___________________
構文の説明

（任意）この時間の経過後にペナルティが減少します（分単位）。いった

んルートにペナルティが割り当てられると、ペナルティは半減期（デフォ

ルトでは 15分）後に半分に減少します。ペナルティの軽減は 5秒おきに行
われます。ハーフライフ期間の範囲は 1～ 45分です。

half-life

（任意）フラッピングルートペナルティの値が減少し、reuseの値を下回っ
た場合のルート再利用の値。これが起こった場合、ルートは抑制されませ

ん。ルートの抑制中止プロセスは、10秒経過ごとに発生します。範囲は 1
～ 20000です。

reuse

（任意）ペナルティの最大値。ルートのペナルティが指定された値を超え

たときに、このルートを抑制します。これが起こった場合、ルートは抑制

されます。範囲は 1～ 20000です。

suppress

（任意）ルートの最長抑制時間（分単位）。値の範囲は 1～ 255です。
half-lifeの値がデフォルトに設定されている場合、最大抑制時間はデフォル
トの 60分になります。

max-suppress-time

（任意）ダンプニングパラメータの設定に使用されるルートポリシーを指

定します。

route-policy
route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト ルートダンプニングはディセーブルです。

half-life：15分

reuse：750

suppress：2000

max-suppress-time：half-life値の 4倍

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション
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IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトのパラメータを使用して、BGPルートダンプニングをイネーブルにするには、引数を
付けずに bgp dampeningコマンドを使用します。これらのパラメータを変更するには、コマンド
ラインを使用して設定するか、またはルーティングポリシーで指定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、half-lifeの値を 30分、reuseの値を 1500、suppressの値を 10000、およびmax-suppress-time

を 120分に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# bgp dampening 30 1500 10000 120

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルートダンプニング情報をクリアし、抑
制されたルートの抑制を解除します。

clear bgp dampening, （130ページ）

BGPフラップ統計情報をクリアします。clear bgp flap-statistics, （134ページ）
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説明コマンド

ルートポリシーを定義して、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）

BGPダンプされたルートを表示します。show bgp dampened-paths, （339ページ）

BGPフラップ統計情報を表示します。show bgp flap-statistics, （344ページ）

ネイバーへの BGP接続に関する情報を表示し
ます。

show bgp neighbors, （373ページ）
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bgp default local-preference
デフォルトのローカルプリファレンス値を変更するには、適切なコンフィギュレーションモード

で bgp default local-preferenceコマンドを使用します。ローカルプリファレンスの値をデフォル
トの 100にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp default local-preference value

no bgp default local-preference [ value ]

___________________
構文の説明

ローカルプリファレンス値。範囲は 0～ 4294967295です。大きめの値が
推奨されます。

value

___________________
コマンドデフォルト 値 100でイネーブルにされています。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

通常、デフォルト値の 100で、ローカルプリファレンス属性を持たないパスよりも推奨度がやや
低いパスを簡単に定義することができます。このプリファレンスは、ローカル自律システムの

ネットワーキングデバイスすべてに送信されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、デフォルトローカルプリファレンス値をデフォルトの 100から 200に上げる方法を示

しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp default local-preference 200
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bgp enforce-first-as disable
外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）ピアから受信したルートの先頭の自律システム
パス（ASパス）を、設定済みのリモート自律システムと強制的に同じにする機能をディセーブル
にするには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp enforce-first-as disableコマンドを使用
します。 eBGPピアから受信したルートの先頭のASパスを、リモート自律システムと強制的に同
じにする機能を再度、イネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp enforce-first-as disable

no bgp enforce-first-as disable

___________________
構文の説明

このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、eBGPピアから受信したルートの先頭の自律システム（ASパスにある）は、設

定済みのリモート自律システムと必ず同じでなければなりません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、このソフトウェアは、ASパスの初めに、そのネイバーについて設定された自律
システムを持たない eBGPネイバーから受信したすべてのアップデートを無視します。設定され
ている場合、このコマンドはルータの eBGPピアすべてに適用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例が示す設定では、ASパスの先頭 AS番号が、ネイバーに対して設定された AS番号と同じ

であることを保証するために、eBGPネイバーから受信したアップデートの確認は行われません。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp enforce-first-as disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp fast-external-fallover disable
直接隣接する外部ピアにアクセスするためのリンクがダウンすると同時に、これらのピアのボー

ダーゲートウェイプロトコル（BGP）セッションがリセットされないようにするには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで bgp fast-external-fallover disableを使用します。この機能をディ
セーブルにし、ピア間のリンクが失われたときにBGPセッションを即座にリセットするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

bgp fast-external-fallover disable

no bgp fast-external-fallover disable

___________________
構文の説明 BGP高速外部フェールオーバーをディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト 直接隣接外部ピアへのアクセスに使用されているリンクがダウンした場合、これらのピアの BGP

セッションがリセットされます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、直接隣接外部ピアのBGPセッションは即座にリセットされます。これにより、
BGPピアの間のリンクがダウンしたときに、ネットワークを高速に復旧させることができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、BGPセッションの自動リセットをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp fast-external-fallover disable

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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bgp graceful-restart
グレースフルリスタートのサポートをイネーブルにするには、適切なコンフィギュレーション

モードで bgp graceful-restartコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

bgp graceful-restart

no bgp graceful-restart

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト グレースフルリスタートのサポートはイネーブルにされていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータでグレースフルリスタートの機能をイネーブルにするには、bgp graceful-restartコマンド
を使用します。また、隣接ルータにグレースフルリスタートをアドバタイズすることもできま

す。

bgpgraceful-restartコマンドにオプションを指定せずに使用してグレースフルリスタートをイ
ネーブルにすることは、bgp graceful-restart purge-time、bgp graceful-restart restart-time、bgp
graceful-restart stalepath-time、または bgp graceful-restart graceful-resetコマンドを使用する
前に行う必要があります。

（注）

グレースフルリスタートがイネーブルになっている場合、セッションが確立されたときに、BGP
グレースフルリスタート機能と、BGP OPENメッセージ内のネイバーとの間でネゴシエートが行
われます。ネイバーが、グレースフルリスタートのサポートもアドバタイズしている場合、この

ネイバーセッションに対して、グレースフルリスタートがアクティブ化されます。ネイバーが、

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

88 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
bgp graceful-restart



グレースフルリスタートのサポートをアドバタイズしていない場合、グレースフルリスタートが

ローカルでイネーブルにされていたとしても、このネイバーセッションに対してグレースフルリ

スタートはアクティブ化されません。

BGPセッションが確立された後で、bgp graceful-restartコマンドを入力した場合は、グレースフ
ルリスタートを有効にするにはそのセッションを再起動する必要があります。セッションを再起

動するには、clear bgpコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、グレースフルリスタートをイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#bgp graceful-restart

___________________
関連コマンド

説明コマンド

設定が変更されたときに、強制的にピアをリ

セットする場合は、グレースフルリセットをイ

ネーブルにします。

bgp graceful-restart graceful-reset, （91ページ）

古いルートが破棄されるまでの最長時間を定義

します。

bgp graceful-restart purge-time, （93ページ）

ネイバーにアドバタイズされる最長時間を定義

します。

bgp graceful-restart restart-time, （95ページ）

再起動されたネイバーからの End-of-RIBメッ
セージを待機する最長時間を定義します。この

時間が経過すると、学習したルートは削除され

ます。

bgp graceful-restart stalepath-time, （97ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

ネイバーへの BGP接続に関する情報を表示し
ます。

show bgp neighbors, （373ページ）

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process, （429ページ）
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bgp graceful-restart graceful-reset
設定変更により強制的にピアがリセットされたときにグレースフルリスタートを呼び出すには、

適切なコンフィギュレーションモードで bgp graceful-restartコマンドを使用します。この機能を
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp graceful-restart graceful-reset

no bgp graceful-restart graceful-reset

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 設定変更により、強制的にピアがリセットされない場合は、グレースフルリスタートは呼び出さ

れません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

必ず、bgp graceful-restartコマンドを使用してBGPグレースフルリスタートをイネーブルにして
から、bgp graceful-restart graceful-resetコマンドを使用してグレースフルリセットをイネーブル
にしてください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、グレースフルリセットをイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp graceful-restart graceful-reset

___________________
関連コマンド

説明コマンド

グレースフルリスタートをイネーブルにしま

す。

bgp graceful-restart, （88ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

ネイバーへの BGP接続に関する情報を表示し
ます。

show bgp neighbors, （373ページ）

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process, （429ページ）
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bgp graceful-restart purge-time
ローカル BGPプロセスが再起動されたときに、ルーティング情報ベース（RIB）から古いルート
が破棄されるまでの最長時間を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp
graceful-restart purge-timeコマンドを使用します。破棄タイマーの時間をデフォルト値に設定す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp graceful-restart purge-time seconds

no bgp graceful-restart purge-time seconds

___________________
構文の説明

古いルートが破棄されるまでの最長時間。秒単位の時間。値の範囲は、

0～ 6000です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：600

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

必ず、bgp graceful-restartコマンドを使用してBGPグレースフルリスタートをイネーブルにして
から、bgp graceful-restart purge-timeコマンドを使用して破棄時間を設定してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、BGP破棄時間を 800秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp graceful-restart purge-time 800

___________________
関連コマンド

説明コマンド

グレースフルリスタートをイネーブルにしま

す。

bgp graceful-restart, （88ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

ネイバーへの BGP接続に関する情報を表示し
ます。

show bgp neighbors, （373ページ）

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process, （429ページ）
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bgp graceful-restart restart-time
ユーザが予測したローカルBGPプロセスの最長再起動時間を指定するには、適切なコンフィギュ
レーションモードで bgp graceful-restart restart-timeコマンドを使用します。この時間は、セッ
ションの確立時にネイバーにアドバタイズされます。この再起動時間をデフォルト値に設定する

には、このコマンドの no形式を使用します。

bgp graceful-restart restart-time seconds

no bgp graceful-restart restart-time seconds

___________________
構文の説明

ネイバーにアドバタイズされる最長時間。秒単位の時間。範囲は 1～
4095です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：120

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

必ず、bgp graceful-restartコマンドを使用してBGPグレースフルリスタートをイネーブルにして
から、bgp graceful-restart restart-timeコマンドを使用して再起動タイマーを設定してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 95

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
bgp graceful-restart restart-time



___________________
例 次の例は、BGPグレースフルリスタート時間を 400秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp graceful-restart restart-time 400

___________________
関連コマンド

説明コマンド

グレースフルリスタートをイネーブルにしま

す。

bgp graceful-restart, （88ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

ネイバーへの BGP接続に関する情報を表示し
ます。

show bgp neighbors, （373ページ）

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process, （429ページ）
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bgp graceful-restart stalepath-time
ネイバーの再起動後に End-of-RIBメッセージを待つ最長時間を指定するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで bgp graceful-restart stalepath-timeコマンドを使用します。 stalepathタ
イマーの時間をデフォルト値に設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp graceful-restart stalepath-time seconds

no bgp graceful-restart stalepath-time seconds

___________________
構文の説明

最長待機時間。秒単位の時間。範囲は 1～ 4095です。seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：360

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

必ず、bgp graceful-restartコマンドを使用してBGPグレースフルリスタートをイネーブルにして
から、bgp graceful-restart stalepath-timeコマンドを使用して stalepath時間を設定してください。

ネイバーから End-of-RIBメッセージを受信する前に stalepath時間が経過してしまった場合、ネイ
バーから学習したパスは、BGPルーティングテーブルから破棄されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、stalepath時間を 750秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp graceful-restart stalepath-time 750

___________________
関連コマンド

説明コマンド

グレースフルリスタートをイネーブルにしま

す。

bgp graceful-restart, （88ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

ネイバーへの BGP接続に関する情報を表示し
ます。

show bgp neighbors, （373ページ）

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process, （429ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

98 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
bgp graceful-restart stalepath-time



bgp import-delay
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）バッチインポート処理の遅延をイネーブルにするに
は、適切なコンフィギュレーションモードで bgp import delayコマンドを使用します。バッチイ
ンポート処理の遅延をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp import-delay seconds milliseconds

no bgp import-delay

___________________
構文の説明

バッチインポート処理の遅延を秒単位で指定します。範囲は 0～ 10
秒です。

seconds

バッチインポート処理の遅延をミリ秒単位で指定します。範囲は 0～
999秒です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト 遅延は設定されていません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリ VPNv4ユニキャスト

アドレスファミリ VPNv6ユニキャスト

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、バッチインポート処理の遅延を 2秒 0ミリ秒として設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)#bgp import-delay 2 0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）バッチラベル処
理の遅延をイネーブルにします

bgp label-delay, （101ページ）
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bgp label-delay
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）バッチラベル処理の遅延をイネーブルにするには、適
切なコンフィギュレーションモードで bgp import-delayコマンドを使用します。バッチインポー
ト処理の遅延をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp label-delay seconds milliseconds

no bgp label-delay

___________________
構文の説明

バッチラベル処理の遅延を秒単位で指定します。範囲は 0～ 10秒で
す。

seconds

バッチラベル処理の遅延をミリ秒単位で指定します。範囲は 0～ 999
秒です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト 遅延は設定されていません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリ IPv4ユニキャスト

アドレスファミリ IPv4マルチキャスト

アドレスファミリ IPv6ユニキャスト

アドレスファミリ IPv6マルチキャスト

アドレスファミリ VPNv4ユニキャスト

アドレスファミリ VPNv6ユニキャスト

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、バッチインポート処理の遅延を 2秒 0ミリ秒として設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)#bgp label-delay 2 0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）バッチインポー
ト処理の遅延をイネーブルにします

bgp import-delay, （99ページ）
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bgp log neighbor changes disable
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーリセットのロギングをディセーブルにするに
は、適切なコンフィギュレーションモードで bgp log neighbor changes disableコマンドを使用し
ます。 BGPネイバーリセットのロギングを再度、イネーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

bgp log neighbor changes disable

no bgp log neighbor changes disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト BGPネイバーの変更はログに記録されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPネイバーステータスの変化（アップまたはダウン）およびリセットのロギングは、ネット
ワークの接続の問題のトラブルシューティングや、ネットワークの安定性評価に使用されます。

ネイバーの突然のリセットは、ネットワークのエラー率の高さや、パケット損失の多さを示して

いる可能性があるため、必ず調査してください。

BGPごとのアップデートデバッグをイネーブルする場合などとは異なり、ステータスの変化に関
するメッセージをロギングしても、パフォーマンスに大きい影響はありません。 UNIXの syslog
ファシリティがイネーブルの場合、メッセージは syslogデーモンが稼働する UNIXホストに送信
され、ディスクに格納、およびアーカイブされます。 UNIX syslogファシリティがイネーブルで
はない場合、ステータスの変化に関するメッセージは、ディスクではなく、ルータの内部バッファ

に保持されます。
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bgp log neighbor changes disabledコマンドがディセーブルの場合、最後に行われたリセットの理
由を除いて、ネイバーステータスの変化に関するメッセージは記録されません。リセットの理由

は、show bgp neighborsコマンドの出力として、いつでも参照できます。

BGPネイバーに対するアップメッセージおよびダウンメッセージは、デフォルトでログに記録さ
れます。 BGPネイバーの変化のロギングを停止するには、bgp log neighbor changes disableコマ
ンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、BGPに対するネイバーの変化がログに記録されないようにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65530
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp log neighbor changes disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーへの TCP接続および BGP接続につい
ての情報を表示します。

show bgp neighbors, （373ページ）
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bgp maximum neighbor
ルータで設定できるネイバーの最大数を制御するには、適切なコンフィギュレーションモードで

bgpmaximumneighborコマンドを使用します。ネイバー数の上限（limit）をデフォルト値に設定
するには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp maximum neighbor limit

no maximum neighbor [ limit ]

___________________
構文の説明

ネイバーの最大数。範囲は 1～ 15000です。limit

___________________
コマンドデフォルト 上限値のデフォルトは 4000です

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーの上限を 1より小さい、または 15000より大きい値に設定しようとすると失敗します。
同様に、現在、設定されているネイバーの数よりも少ない値を上限に設定しようとした場合も失

敗に終わります。たとえば、3250個のネイバーが設定されている場合に、limitを 3250未満の値
に設定することはできません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、ネイバーの上限のデフォルト値を変更し、1200に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 65530
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp maximum neighbor 1200
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bgp redistribute-internal
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）やOpen Shortest Path First（OSPF）などの Interior
GatewayProtocol（IGP）に対する内部ボーダーゲートウェイプロトコル（iBGP）ルートの再配布
を許可するには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp redistribute-internalコマンドを使
用します。 IGPへの iBGPルートの再配布をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

bgp redistribute-internal

no bgp redistribute-internal

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、iBGPルートは IGPに再配布されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bgp redistribute-internalコマンドを使用するには、すべての BGPルートを IPルーティングテー
ブルに再インストールするために、clear route *コマンドを発行する必要があります。

IGPへの iBGPルートの再配布は、自律システム内にルーティングループが作成される原因と
なる可能性があります。このコマンドの使用に当たっては、十分注意してください。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、OSPFに iBGPルートを再配布する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp redistribute-internal
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf area1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-router)# redistribute bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-router)# end
RP/0/RSP0/CPU0:router# clear route *

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーをすべてリセットします。clear bgp, （127ページ） *

すべてのルートをリセットします。clear route *
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bgp router-id
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）スピーキングルータの固定ルータ IDを設定するに
は、適切なコンフィギュレーションモードで bgp router-idコマンドを使用します。固定ルータ
IDをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp router-id ip-address

no bgp router-id [ip-address]

___________________
構文の説明

ルータ IDとして使用する IPVersion 4（IPv4）アドレス。通常、これは、
ルータに割り当てられた IPv4アドレスです。

ip-address

___________________
コマンドデフォルト BGPでルータ IDが設定されていない場合、グローバルルータ IDが設定されていて、使用可能で

あれば、BGPはこの IDを使用しようとします。それ以外の場合、ループバックインターフェイ
スで設定されている最大 IPアドレスが使用されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bgprouter-idコマンドを使用してルータ IDが設定されておらず、どのループバックインターフェ
イスでも IPアドレスが設定されておらず、グローバルルータ IDも設定されていない場合は、BGP
ネイバーはダウンしたままになります。

ルータ IDの詳細については、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services Router RoutingConfiguration
Guide』を参照してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ルータ ID192.168.70.24を使用して、ローカルルータを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#bgp router-id 192.168.70.24

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp scan-time
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）スピーキングネットワーキングデバイスのスキャン
間隔を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp scan-timeコマンドを使用し
ます。スキャン間隔をデフォルトの値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

bgp scan-time seconds

no bgp scan-time seconds

___________________
構文の説明 BGPルーティング情報のスキャン間隔（単位は秒）。範囲は 5～ 3600

秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのスキャン間隔は 60秒です。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

すべてのアドレスファミリコンフィギュレーションモードに

対してサポートが終了しました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

条件付きアドバタイズメント、ダイナミックMED変更、定期的なメンテナンスタスクなどのス
キャナタスクの処理頻度を変更するには、bgp scan-timeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、スキャン間隔を 20秒に設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 64500
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# bgp scan-time 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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bgp update-delay
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）スピーキングルータが最初のアップデートを送信する
ときの最大初期遅延を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで bgp update-delay
コマンドを使用します。初期遅延をデフォルトの値に戻すには、このコマンドの no形式を使用
します。

bgp update-delay seconds [always]

nobgp update-delay [seconds][always]

___________________
構文の説明

最初のアップデートを送信するためのルータの遅延（単位は秒）。範囲は

0～ 3600です。
seconds

（任意）すべてのネイバーが初期アップデートの送信を完了していたとし

ても、ルータは常にアップデート遅延時間のあいだ、待機するように指定

します。

always

___________________
コマンドデフォルト 120秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

開始されたBGPは、ネイバーがピアリングセッションを確立し、初期アップデートの送信を完了
するまで、指定された期間、待機します。すべてのネイバーが初期アップデートを完了するか、

またはアップデート遅延期間を満了した後で、各ルートについて最適パスが計算され、ピアに対

するアドバタイズメントの送信が開始されます。これにより、コンバージェンスタイムが改善さ

れます。ソフトウェアがルートを学習すると同時にアドバタイズした場合、それ以前に学習した

パスよりも推奨されるパスを新たに学習するたびに、ルートを再アドバタイズしなければなりま

せん。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 113

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
bgp update-delay



最初のネイバーが確立されてから、ソフトウェアが最適パスの計算とアドバタイズメントの送信

を開始するまでの最長時間を調整するには、bgp update-delayコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、最大初期遅延を 240秒に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 64530
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp update-delay 240
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bgp write-limit

bgp write-limitコマンドはリリース 4.2.0廃止予定となり、update limitコマンドで置き換えら
れました。詳細については、update limit, （540ページ）コマンドを参照してください。

（注）

アップデートメッセージキューの長さの上限を変更する、または非同期化をイネーブルにするに

は、適切なコンフィギュレーションモードで bgp write-limitコマンドを使用します。上下限をデ
フォルトの値に戻す、または非同期化をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用
します。

bgp write-limit group-limit global-limit [desynchronize]

no bgp write-limit [group-limit global-limit] [desynchronize]

___________________
構文の説明

アップデートグループ 1つにつき、ソフトウェアによりキューに入れら
れるアップデートメッセージの数の制限値。範囲は 500～ 100000000
です。グループ制限値がグローバル制限値を上回ってはいけません。

group-limit

ソフトウェアによりキューに入れられるアップデートメッセージの数の

グローバルな制限値。範囲は 500～ 100000000です。
global-limit

（任意）非同期化をイネーブルにします。desynchronize

___________________
コマンドデフォルト group-limit：50,000

global-limit：250,000

非同期化はオフです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが廃止予定となり、update limitコマンドで置き
換えられました。

リリース 4.2.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ピアをアップデートするときにソフトウェアがキューに入れるメッセージの数に対する、アップ

デートグループ単位の制限値およびグローバル制限値の両方を設定するには、bgp write-limitコ
マンドを使用します。これらの制限値を大きくすると、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
コンバージェンスがより早くなりますが、コンバージェンス中に使用されるメモリの量が増える

可能性もあります。さらに、このコマンドを使用して、非同期化をイネーブルにすることもでき

ます。アップデートグループプロセスに含まれる 1つ以上のネイバーのアップデートが、同じ
グループ内のその他のネイバーと比べて非常に遅い場合、非同期化により、メモリの使用量を減

らし、最高速のネイバーに合わせてコンバージェンスの速度を上げることができます。ただし、

非同期化をイネーブルにすることにより、全体的なコンバージェンス時間は大幅に低下します。

これは特にルータで CPUが過度に使用されている場合に顕著です。したがって、非同期化をイ
ネーブルにすることはお勧めできません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、アップグレードグループ単位の制限値に9,000メッセージ、グローバル制限値に27,000

メッセージを指定して、BGPを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#bgp write-limit 9000 27000
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capability additional-paths receive
追加パス受信機能をピアにアドバタイズするには、capability additional-paths receiveコマンドを
ネイバーまたはネイバーグループまたはセッショングループコンフィギュレーションモードで

使用します。追加パス受信機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

capability additional-paths receive [disable]

no capability additional-paths receive

___________________
構文の説明

追加パス受信機能のアドバタイズはディセーブルです。disable

___________________
コマンドデフォルト 機能はディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

capability additional-paths receiveコマンドは、追加パス受信機能のネゴシエートを、特定のネイ
バーまたはネイバーグループまたはセッショングループに対して選択的にイネーブルまたはディ

セーブルにするときに使用します。 additional-paths receiveコマンドをグローバルアドレスファ
ミリモードで設定することは、追加パス受信機能をピアとネゴシエートするための前提条件で

す。

BGPセッションを確立した後で capability additional-paths receiveコマンドを入力した場合は、新
しいコンフィギュレーションを有効にするためにそのセッションを再起動する必要があります。

セッションを再起動するには、clear bgpコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、追加パス受信機能をアドバタイズする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 10.2.3.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#capability additional-paths receive

___________________
関連コマンド 説明コマンド

有効なピアとの間で 1つのプレフィックスに対する複数
のパスを受信する機能を設定します。

additional-paths receive, （12ページ）

有効なピアとの間で 1つのプレフィックスに対する複数
のパスを送信する機能を設定します。

additional-paths send, （16ページ）

追加パス送信機能をピアにアドバタイズします。capability additional-paths send, （119ペー
ジ）
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capability additional-paths send
追加パス送信機能をピアにアドバタイズするには、capability additional-paths sendコマンドをネ
イバーまたはネイバーグループまたはセッショングループコンフィギュレーションモードで使

用します。追加パス送信機能をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

capability additional paths send [disable]

no capability additional paths send

___________________
構文の説明

追加パス送信機能のアドバタイズをディセーブルにしますdisable

___________________
コマンドデフォルト 機能はディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

capability additional paths sendコマンドは、追加パス送信機能のネゴシエートを、特定のネイバー
またはネイバーグループまたはセッショングループに対して選択的にイネーブルまたはディセー

ブルにするときに使用します。 additional-paths sendコマンドをグローバルアドレスファミリ
モードで設定することは、追加パス送信機能をピアとネゴシエートするための前提条件です。

新しいコンフィギュレーションを有効にするために BGPセッションを再起動する必要がありま
す。セッションを再起動するには、clear bgpコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、追加パス送信機能をピアにアドバタイズする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.2.3.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# capability additional-paths send

___________________
関連コマンド 説明コマンド

有効なピアとの間で 1つのプレフィックスに対する複数
のパスを受信する機能を設定します。

additional-paths receive, （12ページ）

有効なピアとの間で 1つのプレフィックスに対する複数
のパスを送信する機能を設定します。

additional-paths send, （16ページ）

追加パス受信機能をアドバタイズします。capability additional-paths receive, （117
ページ）
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capability orf prefix
プレフィックスリストベースの発信ルートフィルタ（ORF）機能をボーダーゲートウェイプロ
トコル（BGP）ピアにアドバタイズするには、適切なコンフィギュレーションモードで capability
orf prefixコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから capability orf prefixコ
マンドを削除し、ソフトウェアがこの機能をアドバタイズしない状態（デフォルト）にシステム

を戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

capability orf prefix {receive| send| both| none}

no capability orf prefix [receive| send| both| none]

___________________
構文の説明

指定されたネイバーから ORFを受信する機能を設定します。receive

指定されたネイバーに ORFを送信する機能を設定します。send

指定されたネイバーとの間で ORFを送受信する機能を設定します。both

指定されたネイバーとの間で ORFを送受信する機能を noに設定しま
す。

none

___________________
コマンドデフォルト ルーティングデバイスは、ルートプレフィックスフィルタリストの送受信を行いません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRFネイバー IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPスピーカーによるプレフィックスリストORF機能のアドバタイズメントは、このスピーカー
が指定されたネイバーにプレフィックスリストを送信できるかどうか、およびそのネイバーから

のプレフィックスリストを受け入れるかどうかを示します。スピーカーがプレフィックスリス

トを送信できると示し、ネイバーがそれらを受け入れる意思のあることを示した場合、このスピー

カーはプレフィックスリストを送信します。同様に、ネイバーがプレフィックスリストを送信

できると示し、スピーカーがそれらを受け入れる意思のあることを示した場合、このネイバーは

スピーカーにプレフィックスリストを送信します。

orfルートポリシーにより指定された capability orfおよびプレフィックスリストフィルタは明
示的に設定する必要があります。

（注）

ネイバーがプレフィックスリストを送信し、スピーカーがこれを受け入れる場合、このスピー

カーは受信したプレフィックスリスト、およびローカルに設定したアウトバウンドフィルタすべ

てを適用し、ネイバーへのアウトバウンドルーティングアップデートを制限します。フィルタ

リングを強化すると、ネイバー間での不必要なルーティングアップデートが阻止され、ルーティ

ングアップデートの生成および処理に必要なリソースが削減されます。

指定したネイバーに送受信機能をアドバタイズするかどうかを設定するには、capability orf prefix
コマンドを使用します。

受信機能の送信は、パフォーマンスに悪影響を与えます。これはそのネイバーに送信された

アップデートは、他のネイバーのために複製できないからです。

（注）

このコマンドがネイバーグループ、またはネイバーアドレスファミリグループ用に設定される

場合、このグループを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために

特別に設定されたコマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、capability orf prefixコマンドの設定方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy orfqq
RP/0/RSP0/CPU0:router:(config-rpl)# if orf prefix in (10.0.0.0/8 ge 20) then
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if orf prefix in (1910::16 ge 120) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65530
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.101.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 65534
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# route-policy pass-all out
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# capability orf prefix both
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# orf route-policy orfqq

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

BGPネイバーに関する情報を表示します。プ
レフィックスリストフィルタに関する情報を

表示するには、received prefix-filterキーワード
を使用します。

show bgp neighbors, （373ページ）
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capability suppress 4-byte-as
4バイトAS機能によるBGPペアへのアドバタイズを抑制するには、適切なコンフィギュレーショ
ンモードで capability suppress 4-byte-asコマンドを使用します。コンフィギュレーションから
capability suppress 4-byte-asコマンドを削除し、ソフトウェアがこの機能をアドバタイズする状態
（デフォルト）にシステムを戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

capability suppress 4-byte-as [inheritance-disable]

no capability suppress 4-byte-as

___________________
構文の説明 capability suppress 4-type-asを親から継承しないように設定しま

す。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト 4-byte-as機能は BGPピアにアドバタイズされます。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、4バイト AS機能は BGPピアにアドバタイズされます。このデフォルト動作を
無効にするには、「コマンドモード」の項に記載されているコマンドモードで capability suppress
4-byte-asコマンドを使用します。ネイバーグループ、またはセッショングループの下で設定さ
れている場合、このグループを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。コマンドを削

除するには、noオプションを使用します。
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capability suppress 4-byte-asまたは capability suppress 4-byte-as inheritance-disableの設定に
よって既存の BGPセッションの 4バイト AS機能が変更された場合は、BGPセッションは自
動的にリセットされます。

注意

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、capability suppress 4-byte-asコマンドの設定方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp nei 10.3.3.3 conf
neighbor 10.3.3.3
remote-as 65000 [n:internal]
description PE3 []
update-source Loopback0 [n:internal]
address-family ipv4 unicast [n:internal]

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp nei 10.3.3.3
BGP neighbor is 10.3.3.3
Remote AS 65000, local AS 65000, internal link
Description: PE3
Remote router ID 10.3.3.3
BGP state = Established, up for 1w0d
Last read 00:00:17, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Precedence: internet
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received
4-byte AS: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Received 25962 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 25968 messages, 1 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 0 seconds

For Address Family: IPv4 Unicast
BGP neighbor version 1
Update group: 0.3
Route refresh request: received 0, sent 0
0 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Prefix advertised 0, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 524288
Threshold for warning message 75%
An EoR was received during read-only mode

Connections established 2; dropped 1
Last reset 1w0d, due to BGP Notification sent: hold time expired
Time since last notification sent to neighbor: 1w0d
Error Code: hold time expired
Notification data sent: None

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 65000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 10.3.3.3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#capability suppress 4-byte-as
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#end

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp nei 10.3.3.3

BGP neighbor is 10.3.3.3
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Remote AS 65000, local AS 65000, internal link
Description: PE3
Remote router ID 10.3.3.3
BGP state = Established, up for 00:00:16
Last read 00:00:11, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Precedence: internet
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Capability 4-byte-as suppress is configured
Received 25966 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 25972 messages, 1 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 0 seconds

For Address Family: IPv4 Unicast
BGP neighbor version 1
Update group: 0.2
Route refresh request: received 0, sent 0
0 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Prefix advertised 0, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 524288
Threshold for warning message 75%
An EoR was received during read-only mode

Connections established 3; dropped 2
Last reset 00:00:43, due to Capabilty 4-byte-as configuration changed
Time since last notification sent to neighbor: 1w0d
Error Code: hold time expired
Notification data sent: None

キーワード inheritance-disableを指定した場合：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.101.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# capability suppress 4-byte-as inheritance-disable

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbor 10.0.101.1 config
neighbor 10.0.101.1
remote-as 1 []
address-family ipv4 unicast []

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbor 10.0.101.1
BGP neighbor is 10.0.101.1
Remote AS 1, local AS 100, external link
Remote router ID 0.0.0.0
BGP state = Idle
Last read 00:00:00, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Precedence: internet
Received 0 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 0 messages, 0 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 30 seconds
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clear bgp
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーのグループをリセットするには、clearbgpコ
マンドを EXECモードで使用します。

clear bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast| all| tunnel}| ipv6 {unicast}| all {unicast| multicast|
all| labeled-unicast| tunnel}| vpnv4 unicast| vrf {vrf-name| all} {ipv4 {unicast| labeled-unicast}| ipv6
unicast}]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャストおよびラベル付きユニキャ
ストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスプレフィックス
を指定します。

ipv6 unicast

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定したネイバーグループのセッションをリセット（ハードリセット）するには、clear bgpコ
マンドを使用します。これにより、ネイバーへの TCP接続が削除され、ネイバーから受信したす
べてのルートが BGPテーブルから削除され、その後でネイバーとのセッションが再確立されま
す。

キーワード gracefulが指定されていない場合、ネイバーからのルートはBGPテーブルから即座に
は削除されませんが、古い（staleである）とマークされます。セッションの再確立後、ネイバー
から再受信されなかった古いルートはすべて削除されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 10.0.0.1をハードリセットする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp 10.0.0.1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

自身を起点とするルートをクリアします。clear bgp self-originated, （144ページ）

BGPネイバーのグループをソフトリセットし
ます。

clear bgp soft, （148ページ）

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

ネイバーへの TCP接続および BGP接続につい
ての情報を表示します。

show bgp neighbors, （373ページ）
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clear bgp dampening
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートダンプニング情報をクリアし、抑制されたルー
トの抑制を解除するには、EXECモードで clear bgp dampeningコマンドを使用します。

clear bgp dampening

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使用され

るプレフィックスを指定します。

all

VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

VRFに対して、IPv4ユニキャストおよびラベル付きユニキャスト
アドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。ipv6 unicast

（任意）ダンプニング情報をクリアするネットワークの IPアドレ
ス。

ip-address

（任意）IPアドレスに適用されるネットワークマスク。/mask-length

___________________
コマンドデフォルト IPアドレスが指定されていない場合、すべてのルートに対するダンプニング情報がクリアされま

す。___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear bgp dampeningコマンドは必ず、個々のアドレスファミリに対して使用します。 clear bgp
dampeningでアドレスファミリとして allオプションを指定することは、システムの通常動作中は
絶対にしないでください。たとえば、次のものを使用します。
clear bgp ipv4 unicast dampening prefix x.x.x./y

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、172.20.0.0/16 IPv4マルチキャストパスすべてに対するルートダンプニング情報をクリ

アする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp ipv4 multicast dampening 172.20.0.0/16

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルートダンプニングをイネーブルにする
か、さまざまな BGPルートダンプニング係数
を変更します。

bgp dampening, （79ページ）

BGPダンプされたルートを表示します。show bgp dampened-paths, （339ページ）
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clear bgp external
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）外部ピアをすべてクリアするには、EXECモードで
clear bgp externalコマンドを使用します。

clear bgp external

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

（任意）VPNv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv6 unicast

（任意）ハードリセットとグレースフルリスタートを使用して、外部

ピアすべてをクリアします。このオプションは、アドレスファミリが

指定されていない場合に使用できます。

graceful

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、すべての BGP外部ピアをクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp external
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clear bgp flap-statistics
特定のグループまたはルートのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）フラップカウントをク
リアするには、EXECモードで clear bgp flap-statisticsコマンドを使用します。

clear bgp flap-statistics

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。labeled-unicast

サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファミリ

で使用されるプレフィックスを指定します。

all

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使用さ

れるプレフィックスを指定します。

all

VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャス
トアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定しま
す。

ipv6 unicast

VPNv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv6 unicast

（任意）ASパスが正規表現と一致するルートのフラップ統計情報
をクリアします。

regexp regexp

（任意）特定のルートポリシーのフラップ統計情報をクリアしま

す。

route-policy
route-policy-name
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（任意）フラップカウントがクリアされるネットワーク。network

（任意）フラップカウントがクリアされるネットワークのネット

ワークマスク。

/mask-length

（任意）ネイバーアドレス。このネイバーから受信したルートの

フラップ統計情報だけクリアされます。

ip-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、自律システム 1を起源とする（すべてのアドレスファミリにある）すべてのルートで

フラップカウントをクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#clear bgp all all flap-statistics regexp _1$

次の例は、ネイバー 172.20.1.1から受信したすべての IPv4ユニキャストルートでフラップカウン
トをクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp ipv4 unicast flap-statistics 172.20.1.1
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clear bgp nexthop performance-statistics
受信した通知の数、およびボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）のネクストホップに対する
累積処理時間をリセットするには、EXECモードで clear bgp nexthop performance-statisticsコマ
ンドを使用します。

clear bgp {ipv4 {unicast | multicast | labeled-unicast | all | tunnel | mdt} | ipv6 {unicast | multicast | all |
labeled-unicast} | all {unicast | multicast | all | labeled-unicast | mdt | tunnel} | vpnv4 unicast | vrf
{vrf-name | all} {ipv4 {unicast | labeled-unicast} | ipv6 unicast} vpnv6 unicast} nexthop
performance-statistics

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。labeled-unicast

サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使用され

るプレフィックスを指定します。

all

VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャスト
アドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。ipv6 unicast

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルーティング情報ベース（RIB）から受信した通知の総数、およびネクストホップの累積処理時間
をリセットするには、clear bgp nexthop performance-statisticsコマンドを使用します。 show bgp
nexthopsコマンドの出力から、次の情報がクリアされます。

•受信した重要な通知の総数

•受信した重要ではない通知の総数

•最後のウォーク以降、削除された最適パス

•最後のウォーク以降、変更された最適パス

•重要な通知と重要ではない通知のネクストホップテーブルの総数（Notf）、および RIB
（LastRIB）カラムからの最後の通知の受信時刻（到達不能 [UR]ステータスを持つエントリ
だけ）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、ネクストホップパフォーマンス統計情報をクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp vrf vrf_A nexthop performance statistics

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネクストホップ通知に関する情報を表示し
ます。

show bgp nexthops, （400ページ）
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clear bgp nexthop registration
指定したネクストホップをルーティング情報ベース（RIB）に再登録するには、clearbgpnexthop
registrationコマンドを EXECモードで使用します。

clear bgp {ipv4 {unicast | multicast | labeled-unicast | all | tunnel | mdt} | ipv6 {unicast | multicast | all |
labeled-unicast} | all {unicast | multicast | all | labeled-unicast | mdt | tunnel} | vpnv4 unicast | vrf
{vrf-name | all} {ipv4 {unicast | labeled-unicast} | ipv6 unicast | vpnv6 unicast} nexthop registration
nexthop-address nexthop-address

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。labeled-unicast

サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファミリ

で使用されるプレフィックスを指定します。

all

トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使用さ

れるプレフィックスを指定します。

all

VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャスト
アドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。ipv6 unicast

ネクストホップのアドレス。nexthop-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネクストホップをRIBに非同期的に再登録するには、clear bgp nexthop registrationコマンドを使
用します。 show bgp nexthopsコマンドの出力には、clear bgp nexthop registrationコマンドを使
用したときに、重要な通知が、ネクストホップに対する LastRIBEventとして表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、ネクストホップを RIBに再登録する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp nexthop registration 10.1.1.1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネクストホップ通知に関する情報を表示し
ます。

show bgp nexthops, （400ページ）
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clear bgp peer-drops
ドロップされた接続のカウンタをクリアするには、clear bgp peer-dropsコマンドを EXECモード
で使用します。

clear bgp peer-drops {*| ip-address}

___________________
構文の説明

すべての BGPネイバーを指定します。*

特定のネットワークネイバーの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、BGPネイバーすべてのドロップされた接続のカウンタをクリアする方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp peer-drops *
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーへの BGP接続に関する情報を表示し
ます。

show bgp neighbors, （373ページ）
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clear bgp performance-statistics
すべてのアドレスファミリのパフォーマンス統計情報をクリアするには、clear bgp
performance-statisticsコマンドを使用します。

clear bgp [vrf {vrf-name| all}] performance-statistics

___________________
構文の説明 VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp
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___________________
例 次の例は、アドレスファミリすべてのパフォーマンス統計情報をクリアする方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp performance-statistics

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 143

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
clear bgp performance-statistics



clear bgp self-originated
自身を起点とするボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートをクリアするには、EXEC
モードで clear bgp self-originatedコマンドを使用します。

clear bgp {ipv4{unicast | multicast | labeled-unicast | all} | ipv6 {unicast | multicast | labeled-unicast |
all } | all {unicast | multicast | labeled-unicast | all} | vpnv4 unicast | vrf {vrf-name | all} | vpnv6 unicast}
self-originated

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。labeled-unicast

サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使用され

るプレフィックスを指定します。

all

VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャスト
アドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。ipv6 unicast

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

自身を起点とするルートとは、networkコマンド、redistributeコマンド、またはaggregate-address
コマンドによってローカルに作成されたルートです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、自身を起点とする IPv4ルートをクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp ipv4 unicast self-originated

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブルに集約エントリを
作成します。

aggregate-address, （29ページ）

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）

別のルーティングプロトコルから BGPにルー
トを再配布します。

redistribute（BGP）, （245ページ）
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clear bgp shutdown
メモリが少なくなったためシャットダウンされたボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイ
バーをすべてクリアするには、EXECモードで clear bgp shutdownコマンドを使用します。

clear bgp {ipv4{unicast | multicast | labeled-unicast | all} | ipv6 {unicast | multicast | labeled-unicast |
all } | all {unicast | multicast | labeled-unicast | all} | vpnv4 unicast | vrf {vrf-name | all} | vpnv6 unicast}
shutdown

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。labeled-unicast

サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使用され

るプレフィックスを指定します。

all

VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャスト
アドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、シャットダウン BGPネイバーをすべてクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bgp shutdown

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

ネイバーへの TCP接続および BGP接続につい
ての情報を表示します。

show bgp neighbors, （373ページ）
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clear bgp soft
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーのグループをソフトリセットするには、clear
bgp softコマンドを EXECモードで使用します。

clear bgp {ipv4{unicast | multicast | labeled-unicast | all | tunnel | mdt} | ipv6 {unicast | multicast |
labeled-unicast | all } | all {unicast | multicast | labeled-unicast | all | tunnel | mdt} | vpnv4 unicast | vrf
{vrf-name | all} | vpnv6 unicast} {* | ip-address | as| as-number | external}soft[[in| {prefix-filter} | out]]

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。labeled-unicast

サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファミリで使用

されるプレフィックスを指定します。

all

トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使用されるプ

レフィックスを指定します。

all

VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャストア
ドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。ipv6 unicast

BGPネイバーをすべてソフトリセットします。*

リセットされるネイバーの IPアドレス。ip-address
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リセットされるすべてのネイバーの自律システム（AS）番号。2バイト
の番号の範囲は 1～ 65535です。 4バイトの番号の範囲は 1.0～
65535.65535です。

as as-number

すべての外部ピアのクリアを指定します。external

（任意）インバウンドソフトリセットをトリガーします。キーワード

inまたは outが指定されていない場合、インバウンドソフトリセットと
アウトバウンドソフトリセットの両方がトリガーされます。

in

（任意）ネイバーへの新しい発信ルートフィルタ（ORF）の送信を指定
します。ネイバーは新しい ORFをインストールし、そのルートを再送
信します。

prefix-filter

（任意）アウトバウンドソフトリセットをトリガーします。キーワー

ド inまたは outが指定されていない場合、インバウンドソフトリセッ
トとアウトバウンドソフトリセットの両方がトリガーされます。

out

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定されたネイバーグループに対して、指定されたアドレスファミリのソフトリセットをトリ

ガーするには、clear bgp softコマンドを使用します。ネイバーのインバウンドポリシー、または
アウトバウンドポリシーを変更する場合、またはルーティングアップデートの送信または受信に

影響を与えるその他の設定を変更する場合には、このコマンドが便利です。

アウトバウンドソフトリセットがトリガーされると、BGPは、このアドレスファミリに対する
ルートをすべて、指定されたネイバーに再送信します。

インバウンドソフトリセットがトリガーされた場合、ネイバーが ROUTE_REFRESH機能をアド
バタイズしていれば、BGPは、このネイバーに REFRESH要求を送信します（デフォルト）。ネ
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イバーがROUTE_REFRESH機能をアドバタイズ済みかどうかを判断するには、showbgpneighbors
コマンドを使用して、出力から次の行を探してください。

Received route refresh capability from peer.

ネイバーがルートのリフレッシュをサポートしていないが、このネイバーに対して

soft-reconfiguration inboundコマンドが設定されている場合は、BGPは soft-reconfiguration inbound
コマンドの結果としてキャッシュされているルートを使用してソフトリセットを実行します。

ネイバーがルートのリフレッシュをサポートしている場合でも、BGPにキャッシュされたルート
を使用させたい場合は、soft-reconfiguration inboundコマンドを設定するときに、キーワード
alwaysを使用します。

ネイバーがルートのリフレッシュをサポートしておらず、soft-reconfiguration inboundコマンドも
設定されていない場合、インバウンドソフトリセットはできません。この場合、エラーが出力

されます。

デフォルトでは、インバウンドまたは発信ルートポリシーの設定が変更された場合、BGPは
自動ソフトリセットを実行します。この動作をディセーブルにするには、bgp
auto-policy-soft-reset disableコマンドを使用します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行bgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 10.0.0.1から受信した IPv4ユニキャストルートに対してインバウンドソフト

クリアをトリガーする方法を示しています。

RP/0/RP0/CPU0:router# clear bgp ipv4 unicast 10.0.0.1 soft in

___________________
関連コマンド

説明コマンド

設定した着信ルートポリシーが修正されたとき

に、BGPピアの自動ソフトリセットをディセー
ブルにします。

bgp auto-policy-soft-reset disable, （56ページ）

BGPネイバーのグループをリセットします。clear bgp, （127ページ）

自身を起点とするルートをクリアします。clear bgp self-originated, （144ページ）
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説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

ネイバーへの TCP接続および BGP接続につい
ての情報を表示します。

show bgp neighbors, （373ページ）

ネイバーから受信したアップデートを格納する

ようにソフトウェアを設定します。

soft-reconfiguration inbound, （521ページ）
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default-information originate（BGP）
作成されたデフォルトルートを別のプロトコルからボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）に
再配布することを許可するには、適切なコンフィギュレーションモードで default-information
originateコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

default-information originate

no default-information originate

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト BGPでは、BGPへのデフォルトルートの再配布は許可されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

別のプロトコルからBGPにルートを再配布するには、redistributeコマンドを使用します。デフォ
ルトでは、これらのルートにデフォルトルート（IPv4では 0.0.0.0/0、IPv6では ::/0）が含まれて
いる場合、デフォルトルートは無視されます。この動作を変更して、デフォルトルートを無視

せず、再配布されるプロトコルの他のルートとともにBGPに再配布するには、default-information
originateコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、デフォルトルートがBGPに再配布されるようにBGPを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 164
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# default-information originate

___________________
関連コマンド

説明コマンド

別のプロトコルから BGPにルートを再配布し
ます。

redistribute（BGP）, （245ページ）
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default-metric（BGP）
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）のデフォルトメトリック値を設定するには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで default-metricコマンドを使用します。メトリック値をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

default-metric value

no default-metric [value]

___________________
構文の説明

指定されたルーティングプロトコルに適したデフォルトメトリック値。範囲

は 1～ 4294967295です。
value

___________________
コマンドデフォルト メトリックは設定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

まだメトリックが設定されていないルート（受信されたルートのうち、MED属性がないもの）を
ピアにアドバタイズするようにMulti Exit Discriminator（MED）を設定するには、default-metric
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、BGPデフォルトメトリックの設定方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# default-metric 10
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default-originate
デフォルトルートとして使用されるように、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）スピー
カー（ローカルルータ）からネイバーにデフォルトルート 0.0.0.0/0が送信されるようにするに
は、適切なコンフィギュレーションモードで default-originateコマンドを使用します。この機能
をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

default-originate [inheritance-disable| route-policy route-policy-name]

no default-originate [inheritance-disable| route-policy route-policy-name]

___________________
構文の説明

（任意）default-originateコマンドの特性が、親グループから継承
されることを阻止します。

inheritance-disable

（任意）ルートポリシーの名前を指定します。ルートポリシーで

は、条件に応じてルート 0.0.0.0を挿入できます。 IPv6アドレス
ファミリがサポートされています。

route-policy
route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトルートは BGPネイバーにアドバタイズされません。

___________________
コマンドモード IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VRF IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

default-originateコマンドを実行するときに、デフォルトルート（IPv4では 0.0.0.0/0、IPv6では
::/0）がローカルルータに存在していなくてもかまいません。ルートポリシーを指定して
default-originateコマンドを使用すると、このポリシーに一致するルートが BGPテーブルに存在
する場合にデフォルトルートがアドバタイズされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ルート 0.0.0.0/0をネイバー 172.20.2.3に無条件にアドバタイズする方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.2.3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# default-originate

次の例は、BGPテーブルにルートポリシーdefault-default-policyと一致するルートが存在する場合
に限り、ルート 0.0.0.0/0をネイバー 172.20.2.3にアドバタイズする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.2.3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# default-originate route-policy
default-default-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

別のルーティングプロトコルから BGPへのデ
フォルトルートの再配布を許可します。

default-information originate（BGP）, （152ペー
ジ）

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）
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説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）
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description（BGP）
ネイバー、ネイバーグループ、VPNルーティングおよび転送（VRF）ネイバー、またはセッショ
ングループに注釈を付けるには、適切なコンフィギュレーションモードで descriptionコマンド
を使用します。注釈を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

description text

no description [text]

___________________
構文の説明

わかりやすい説明やコメント。最大 80文字で記入します。text

___________________
コマンドデフォルト コメント、または説明は存在しません。

___________________
コマンドモード ネイバーグループコンフィギュレーション

ネイバーコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバー、ネイバーグループ、VRFネイバー、またはセッショングループの説明を設定するに
は、descriptionコマンドを使用します。 descriptionは、ユーザのコメントを保存するために使用
されます。ソフトウェアの機能には影響しません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、ネイバー 192.168.13.4に「Our best customer」という説明を設定する方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 65000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 192.168.13.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#description Our best customer
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distance bgp
どのクラスのルートを他のクラスよりも優先させるかを決定するときに、外部、内部、およびロー

カルのアドミニストレーティブディスタンスが使用されるようにするには、適切なコンフィギュ

レーションモードで distance bgpコマンドを使用します。アドミニストレーティブディスタンス
の使用をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

distance bgp external-distance internal-distance local-distance

no distance bgp [external-distance internal-distance local-distance]

___________________
構文の説明

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）外部ルートのアドミニストレーティ
ブディスタンス。外部ルートは、自律システムの外部にあるネイバーから学習

されたパスを最適パスとするルートです。値の範囲は 1～ 255です。アドミニ
ストレーティブディスタンスが 255のルートはルーティングテーブルに格納さ
れません。

external-distance

BGP内部ルートのアドミニストレーティブディスタンス。内部ルートは、同じ
自律システム内の別のBGPエンティティから学習されたルートです。値の範囲
は 1～ 255です。アドミニストレーティブディスタンスが 255のルートはルー
ティングテーブルに格納されません。

internal-distance

BGPローカルルートのアドミニストレーティブディスタンス。 local-distance
引数はローカルに生成された集約ルート（たとえば、aggregate-addressコマン
ドによって生成されたルート）、およびルーティングテーブルにインストール

されたバックドアルートに適用されます。値の範囲は 1～ 255です。アドミ
ニストレーティブディスタンスが 255のルートはルーティングテーブルに格納
されません。

local-distance

___________________
コマンドデフォルト external-distance：20

internal-distance：200

local-distance：200

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

外部 BGPを使用して実際に学習したルートよりも別のプロトコルの方が、ノードへのよりよい
ルートを提供できることがわかっている場合、またはBGPで他の内部ルートを優先する必要があ
る場合は、distance bgpコマンドを使用します。

BGP内部ルートのアドミニストレーティブディスタンスの変更はリスクが伴うため、お勧め
できません。たとえば、ルーティングテーブルの不整合が蓄積し、これがルーティングに干

渉するという問題が発生する可能性があります。

（注）

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。数

字で表すと、アドミニストレーティブディスタンスは 1から 255の範囲の整数です。通常、値が
大きいほど、信頼性の格付けが下がります。アドミニストレーティブディスタンスが 255の場合
はルーティング情報の送信元をまったく信頼できないため、無視する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ローカルに生成されたルートよりも、iBGPルートの方が優先されるため、これに従っ

て、アドミニストレーティブディスタンスの値が設定されることを示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)#distance bgp 20 20 200
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISプロトコルにより発見されたルートに割り
当てられるアドミニストレーティブディスタン

スを定義します。

distance（IS-IS）

ルートのタイプに基づいて、OSPFルートアド
ミニストレーティブディスタンスを定義しま

す。

distance（OSPF）
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dmz-link-bandwidth
eBGPまたは iBGPネイバーへのリンクのために非武装地帯（DMZ）リンク帯域幅拡張コミュニ
ティを開始するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで dmz-link-bandwidthコマンド
を使用します。 DMZリンク帯域幅拡張コミュニケーションの開始を取りやめるには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

dmz-link-bandwidth [inheritance-disable]

no dmz-link-bandwidth

___________________
構文の説明

（任意）dmz-link-bandwidthコマンドが親グループから継承され
ることを阻止します。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト BGPは DMZリンク帯域幅拡張コミュニティを開始しません。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

自律システムの終了に使用されるリンクの帯域幅をアドバタイズするには、dmz-link-bandwidth
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、ルータ bgp 1から eBGPネイバーにリンクの帯域幅をアドバタイズする方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 45.67.89.01
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#dmz-link-bandwidth

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスの帯域幅を設

定します。

bandwidth

ボーダーゲートウェイプロト

コル（BGP）によってルーティ
ングテーブルにインストール

されるパラレルルートの最大

数を制御します。

maximum-paths（BGP）, （192ページ）

ネイバーグループを作成し、

ネイバーグループコンフィ

ギュレーションモードを開始

します。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、

セッショングループコンフィ

ギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 165

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
dmz-link-bandwidth



dscp（BGP）
DiffServコードポイント（DSCP）の値を設定するには、適切なコンフィギュレーションモード
で dscpコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから dscpコマンドを削除し、
システムをデフォルトのインターバル値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

dscp value

no dscp [value]

___________________
構文の説明 DSCPの値。 DSCP値は 0～63の数字、または次のいずれかのキーワードを指定

できます。default、ef、af11、af12、af13、af21、af22、af23、af31、af32、af33、
af41、af42、af43、cs1、cs2、cs3、cs4、cs5、cs6、または cs7。

value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーセッショングループコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

DSCP値の最小および最大パケットしきい値を変更するには、dscpコマンドを使用します。

表 2：DSCPデフォルト設定, （167ページ）に、dscpコマンドで使用される DSCPデフォルト設
定を示します。 DSCP値、対応する最小しきい値、最大しきい値、マーク確率がリストされてい
ます。表の最後の行（「デフォルト」というラベルが付いている行）は、この表には登場しない

DSCP値すべてで使用されるデフォルト設定を表します。
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表 2：DSCP デフォルト設定

マーク確率最大しきい値最小しきい値DSCP（優先順位）

1/104032af11

1/104028af12

1/104024af13

1/104032af21

1/104028af22

1/104024af23

1/104032af31

1/104028af32

1/104024af33

1/104032af41

1/104028af42

1/104024af43

1/104022cs1

1/104024cs1

1/104026cs3

1/104028cs4

1/104030cs5

1/104032cs6

1/104034cs7

1/104036ef

1/104020default
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、DSCP値を af32に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#remote-as 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# dscp af32
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ebgp-multihop
直接接続されていないネットワークに存在する外部ピアへのボーダーゲートウェイプロトコル

（BGP）接続を受け付け、および試行するには、適切なコンフィギュレーションモードで
ebgp-multihopコマンドを使用します。外部ピアへの接続をディセーブルにし、ネイバー間の直
接接続だけを許可するには、このコマンドの no形式を使用します。

ebgp-multihop [ttl-value] [mpls]

no ebgp-multihop [ttl-value] [mpls]

___________________
構文の説明

（任意）存続可能時間（TTL）の値。範囲は 1～ 255ホップです。ttl-value

（任意）BGPラベルの書き換えをディセーブルにします。mpls

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの TTL値は 255です。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

mplsキーワードがサポートされました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

外部 BGPネイバーとのマルチホップピアリングをイネーブルにするには、ebgp-multihopコマン
ドを使用します。 BGPプロトコルでは外部ネイバーは直接接続する（1ホップ先にする）ことと
明記されています。このソフトウェアでは、これはデフォルトで実行されています。ただし、

ebgp-multihopコマンドを使用して、この動作を無効にすることができます。
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ebgp-multihopコマンドのmplsオプションを使用すると、BGPがピアリングインターフェイス上
のMPLSをイネーブルにすることが防止されるとともに、ピアから学習したネクストホップのア
ドレスに対する暗黙的ヌル書き換えラベル割り当てが防止されます。これが役立つのは、ネクス

トホップへのMPLS転送ラベルが BGPラベル付きユニキャストまたは LDP経由で学習済みであ
る場合です。

このコマンドがネイバーグループ、またはセッショングループ用に設定される場合、このグルー

プを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定された

コマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.16.6（最大 255ホップ先）への BGP接続を許可する方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.16.6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# ebgp-multihop

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）
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export route-policy
エクスポートルートポリシーを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで export
route-policyコマンドを使用します。システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

export route-policy policy-name

no export route-policy [policy-name]

___________________
構文の説明

設定されたルートポリシーの名前。policy-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバル VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

グローバル VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定のルートに指定のルートターゲットをタグ付けする条件を定義するには、export route-policy
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みip-services
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___________________
例 次の例は、エクスポートルートポリシーの設定方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf-af)# export route-policy policy-A

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートを VRFインスタンスにインポートする
には、ルートポリシーを指定します。

import route-policy, （175ページ）
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export route-target
VPNルーティングおよび転送（VRF）エクスポートルートターゲット拡張コミュニティを設定す
るには、適切なコンフィギュレーションモードで export route-targetコマンドを使用します。シ
ステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

export route-target [as-number:nn | ip-address:nn]

no export route-target [as-number:nn | ip-address:nn]

___________________
構文の説明

（任意）as-number：ルートターゲット拡張コミュニティの自律システム
（AS）番号。

• as-number

◦ 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

◦ asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

◦ asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

• nn：32ビットの数値

as-number:nn

（任意）ルートターゲット拡張コミュニティの IPアドレス。

• ip-address：32ビットの IPアドレス

• nn：16ビットの数値

ip-address:nn

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバル VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

グローバル VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エクスポートルートターゲット拡張コミュニティは、リモートプロバイダーエッジ（PE）ルー
タにアドバタイズされたとき、プレフィックスと関連付けられます。リモートPEルータは、ルー
トターゲット拡張コミュニティを、エクスポートされたルートターゲット拡張コミュニティと一

致するインポートルートターゲットを持つ VRFインスタンスにインポートします。

複数のルートターゲットを指定するには、エクスポートルートターゲットコンフィギュレーショ

ンモードに切り替えてから、各コマンドラインにルートターゲットを 1つずつ入力します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みip-services

___________________
例 次の例は、エクスポートルートターゲットの指定方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf-af)# export route-target 500:1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インポートルートターゲットを指定します。import route-target, （177ページ）
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import route-policy
インポートルートポリシーを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで import
route-policyコマンドを使用します。システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

import route-policy policy-name

no import route-policy [policy-name]

___________________
構文の説明

設定されたルートポリシーの名前。policy-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバル VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

グローバル VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定のルートに指定のルートターゲットがタグ付けされている場合に、このルートを VPNルー
ティングおよび転送（VRF）インスタンスにインポートすることを可能にする条件を定義するに
は、import route-policyコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みip-services
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___________________
例 次の例は、policy-Bだけが VRFにインポートされるようにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf-af)# import route-policy policy-B

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートを VRFインスタンスからエクスポート
するには、ルートポリシーを指定します。

export route-policy, （171ページ）
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import route-target
VPNルーティングおよび転送（VRF）インポートルートターゲット拡張コミュニティを設定する
には、適切なコンフィギュレーションモードで import route-targetコマンドを使用します。シス
テムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

import route-target [as-number:nn | ip-address:nn]

noimport route-target [as-number:nn | ip-address:nn]

___________________
構文の説明

（任意）ルートターゲット拡張コミュニティの自律システム（AS）番号。

• as-number

◦ 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

◦ asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

◦ asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

• nn：32ビットの数値

as-number:nn

（任意）ルートターゲット拡張コミュニティの IPアドレス。

• ip-address：32ビットの IPアドレス

• nn：16ビットの数値

ip-address:nn

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバル VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

グローバル VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

設定済みインポートルートターゲット拡張コミュニティと関連付けられているプレフィックスの

VRFインスタンスへのインポートを指定するには、import route-targetコマンドを使用します。

複数のルートターゲットを指定するには、インポートルートターゲットコンフィギュレーショ

ンモードに切り替えてから、各コマンドラインにルートターゲットを 1つずつ入力します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みip-services

___________________
例 次の例は、ルートターゲットのインポートを指定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf-af)# import route-target 500:99

___________________
関連コマンド

説明コマンド

エクスポートルートターゲットを指定します。export route-target, （173ページ）
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ignore-connected-check
直接接続されるネクストホップのチェックをシングルホップの eBGPピアリングに対してバイパ
スする機能をイネーブルにするには、ignore-connected-checkコマンドを適切なコンフィギュレー
ションモードで使用します。直接接続されるネクストホップのチェックを再度イネーブルにす

るには、このコマンドの no形式を使用します。

ignore-connected-check [inheritance-disable]

no ignore-connected-check

___________________
構文の説明 ignore-connected-checkコマンドが親から継承されないように設

定します。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト 直接接続されるネクストホップのチェックをバイパスする機能はディセーブルです。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、ignore-connected checkコンフィギュレーションをネイバー 10.2.3.4に対してイネーブ

ルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.2.3.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# ignore-connected-check
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keychain
2つのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーの間の TCP接続にキーチェーンベー
スの認証を適用するには、適切なコンフィギュレーションモードでkeychainコマンドを使用しま
す。キーチェーン認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

keychain name

no keychain [name]

___________________
構文の説明 keychainコマンドを使用して設定されたキーチェーン名。 nameには、最大

32字の英数字を指定できます。
name

___________________
コマンドデフォルト 適切なコンフィギュレーションモードでこのコマンドが指定されていない場合、2つのBGPネイ

バーの間での TCP接続でキーチェーン認証はイネーブルにされません。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

2つの BGPピアの間でキーチェーン認証をイネーブルにするには、キーチェーンを指定します。
認証のためにヒットレスキーロールオーバーを実装するには、keychainコマンドを使用します。

このコマンドがネイバーグループ、またはセッショングループ用に設定されている場合、このグ

ループを使用するネイバーはこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定されたコ

マンドの値は、継承された値を上書きします。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 181

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
keychain



BGPは HMAC-MD5と HMAC-SHA1-12暗号化アルゴリズムだけをサポートします。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、keychain_Aチェーンで設定されたキーチェーン認証を使用するためにネイバー172.20.1.1

を設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# keychain keychain_A

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのネイバーグループまたはセッ
ショングループから継承されたキーチェーン設

定をすべて上書きします。

keychain-disable, （183ページ）
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keychain-disable

リリース 3.9.0で、keychain-disableコマンドは keychain inheritance-disableコマンドで置き換
えられました。詳細については、keychain inheritance-disable, （185ページ）コマンドを参照し
てください。

（注）

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーのネイバーグループまたはセッショングルー
プから継承されたキーチェーン設定をすべて上書きするには、適切なコンフィギュレーション

モードで keychain-disableコマンドを使用します。継承されたキーチェーンコマンドの上書きを
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

keychain-disable

no keychain-disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ネイバーおよびセッショングループに対して設定されたキーチェーンは継承されます。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが keychain inheritance-disableコマンドで置き
換えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーグループまたはセッショングループでキーチェーンを指定した場合、このグループのす

べてのユーザはこのキーチェーンを継承します。このグループを使用するネイバーで、異なる
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keychainコマンドを明確に指定すると、継承された値が上書きされます。このグループを使用す
るネイバーでkeychain-disableを指定すると、そのネイバーに対するキーチェーン認証がディセー
ブルになります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.1.1がセッショングループ group1からキーチェーン keychain_Aを継承

しないように、このネイバーに対するキーチェーン認証をディセーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# keychain keychain_A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#use session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# keychain-disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

2つの BGPネイバーの間の TCP接続でキー
チェーン認証をイネーブルにします。

keychain, （181ページ）
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keychain inheritance-disable
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーのネイバーグループまたはセッショングルー
プから継承されたキーチェーン設定をすべて上書きするには、適切なコンフィギュレーション

モードで keychain inheritance-disableコマンドを使用します。継承されたキーチェーンコマンド
の上書きをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

keychain inheritance-disable

no keychain inheritance-disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ネイバーおよびセッショングループに対して設定されたキーチェーンは継承されます。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーグループまたはセッショングループでキーチェーンを指定した場合、このグループのす

べてのユーザはこのキーチェーンを継承します。このグループを使用するネイバーで、異なる

keychainコマンドを明確に指定すると、継承された値が上書きされます。このグループを使用す
るネイバーで keychain inheritance-disableを指定すると、そのネイバーに対するキーチェーン認
証がディセーブルになります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.1.1がセッショングループ group1からキーチェーン keychain_Aを継承

しないように、このネイバーに対するキーチェーン認証をディセーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# keychain keychain_A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# keychain inheritance-disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

2つの BGPネイバーの間の TCP接続でキー
チェーン認証をイネーブルにします。

keychain, （181ページ）
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label-allocation-mode
MPLS/VPNラベル割り当てモードを設定するには、VRFコンフィギュレーションモードで
label-allocation-modeコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから
label-allocation-modeコマンドを削除し、システムをデフォルト状態に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

label-allocation-mode [per-ce ]

no label-allocation-mode [per-ce ]

___________________
構文の説明

一意のカスタマーエッジ（CE）ピアまたはルータからアドバタイズされた
すべてのルートで同じラベルを使用することを指定します。

per-ce

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのラベル割り当てモードはプレフィックス単位（Per-prefix）です。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

VRFインスタンスに属する各プレフィックスは 1つのラベルを使ってアドバタイズされます。こ
れは、パケットのカスタマーエッジ（CE）ネクストホップを決定するために、VRFフォワーディ
ングテーブルでさらにルックアップが行われる原因になります。 PEルータでさらにルックアッ
プが行われることを回避し、ラベルスペースを節約するには、label-allocation-modeコマンドに
per-ceキーワードを付けて使用します。 PEルータは、このモードで、ネクストホップ 1つにつき
1つのラベルを割り当てることができます。このラベルは直接、ネクストホップにマップされる
ため、データフォワーディング中に VRFルートルックアップが実行されることはありません。
ただし、割り当てられるラベルの数は、プレフィックス 1つにつき 1つではなく、CE 1つにつき
1つです。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ラベル割り当てモードをカスタマーエッジに設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)# label-allocation-mode per-ce
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local-as
外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）ネイバーピアリングの自律システム番号をカス
タマイゼーションできるようにするには、適切なコンフィギュレーションモードで local-asコマ
ンドを使用します。 eBGPネイバーピアリングについて、ローカル自律システム値のカスタマイ
ゼーションをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

local-as {as-number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]| inheritance-disable}

no local-as [as-number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]| inheritance-disable]

___________________
構文の説明

有効な自律システム番号。

2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

ネイバーが属する自律システム番号ではありません。

as-number

（任意）ネイバーからのアナウンスの先頭にローカル自律システムの値

を付加しないことを指定します。

no-prepend

（任意）ネイバーへのアナウンスの先頭にローカル自律システムの値だ

けを付加することを指定します。

replace-as

（任意）Dual-ASモード。dual-as

ローカル ASを親から継承しないように設定します。inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト コンフェデレーションの使用中を除き、router bgpコマンドで指定された BGP自律システム番号

が使用されます。コンフェデレーションの一部ではない自律システムの外部ネイバーについて

は、このコンフェデレーション自律システムが使用されます。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記のasplain形式がサポートされまし
た。 dual-asキーワードが追加されました。 disableキーワードが
inheritance-disableキーワードで置き換えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ローカルBGPで各ネイバーとのピアに使用される自律システム番号を指定できます。このコマン
ドで指定される自律システム番号には、ローカル BGP自律システム番号（router bgpコマンドで
指定）やネイバーの自律システム番号（remote-asコマンドで指定）は使用できません。このコ
マンドを、内部ネイバー、またはコンフェデレーションの一部である自律システムの外部ネイバー

に対して指定できません。

このコマンドがネイバーグループ、またはセッショングループ用に設定される場合、このグルー

プを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定された

コマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.1.1とピアリングする目的で、自律システム 30を使用するBGPを示し

ています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# local-as 30
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）
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maximum-paths（BGP）
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）によりルーティングテーブルにインストールされるパ
ラレルルートの最大数を制御するには、適切なコンフィギュレーションモードでmaximum-paths
コマンドを使用します。このソフトウェアによりインストールされるパラレルルートの最大数を

デフォルト値に設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

maximum-paths {ebgp| ibgp| eibgp} maximum [unequal-cost]

no maximum-paths {ebgp| ibgp| eibgp} [maximum] [unequal-cost]

___________________
構文の説明

外部 BGPマルチパスピアを指定します。ebgp

内部 BGPマルチパスピアを指定します。ibgp

内部および外部BGPマルチパスピアを指定します。 eiBGPでは、内部お
よび外部のパスの同時使用が可能です。

eibgp

BGPによりルーティングテーブルにインストールされるパラレルルート
の最大数。範囲は 2～ 8です。

maximum

（任意）iBGPマルチパスによる、さまざまなBGPネクストホップ Interior
GatewayProtocol（IGP）メトリックの使用を可能にします。このオプショ
ンは、ibgpキーワードが使用されている場合に使用できます。

unequal-cost

___________________
コマンドデフォルト ルーティングテーブルにはパスが 1つインストールされています。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

192 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
maximum-paths（BGP）



___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPプロトコルが、それぞれのプレフィックスについて、ルーティングテーブルにマルチパスを
インストールできるようにするには、maximum-pathsコマンドを使用します。マルチパスは、
同じ自律システムを起点とし、BGP最適パスアルゴリズムによるとコストが等しいとされる外部
ピアのためにインストールされます。同様に、マルチパスは、BGP最適パスアルゴリズムに基
づいて等コストとされる内部ピアのためにもインストールされます。ルータが不等コスト iBGP
マルチパスまたは eiBGPマルチパス用に設定されていない限り、BGPネクストホップへの IGP
メトリックは、最適パス IGPメトリックと同じです。 BGP最適パスアルゴリズムについては、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Routing Configuration Guide』の「Implementing
BGP」を参照してください。

キーワード ibgpまたは ebgpが設定されている場合、キーワード eibgpを使ってmaximum-paths
コマンドを設定できません。これは、キーワード eibgpは ibgpや ebgpのスーパーセットであ
るからです。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、IPv4ユニキャストルーティングテーブルにインストールされた宛先へのパスを最高 4

つ許可する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# maximum-paths ebgp 4
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maximum-prefix（BGP）
ネイバーから受信できるプレフィックスの数を制御するには、適切なコンフィギュレーション

モードで maximum-prefixコマンドを使用します。プレフィックス数の上限（limit）をデフォル
ト値に設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

maximum-prefix maximum [threshold] [warning-only] [restart time-interval]

no maximum-prefix maximum [threshold] [warning-only] [restart time-interval]

___________________
構文の説明

このネイバーから許可されるプレフィックスの最大数。範囲は 1～
4294967295です。

追加パス機能を使用するときに、一意のパス IDを持つパスは、同
じピアから受信されたものであっても、最大プレフィックス機能

の目的ではそれぞれ別にカウントされます。したがって、ピアが

追加パスを送信できる場合はmaximumの値を適切に設定する必要
があります。

（注）

maximum

（任意）引数値 maximumの何パーセントで警告メッセージの生成を開始す
るかを指定する整数。範囲は 1～ 100です。

threshold

（任意）maximum引数値を超過したときはログメッセージの生成だけを行
い、ピアリングを終了させないようソフトウェアに指示します。

warning-only

（任意）間隔を分単位で設定します。この時間が経過したらピアリングセッ

ションが回復されます。

再開間隔を分単位で設定します。有効値の範囲は 1～ 65535です。

restart time-interval

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されていないときは、次のデフォルト値が適用されます。

IPv4ユニキャスト：1048576プレフィックス

IPv4マルチキャスト：131,072プレフィックス

IPv4トンネル：524,288プレフィックス

IPv6ユニキャスト：524,288プレフィックス

VPNv4ユニキャスト：2097152プレフィックス

警告メッセージ生成のデフォルトのしきい値は 75%です。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション
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IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4トンネルネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4トンネルネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4トンネルアドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

デフォルトのプレフィックス数の上限が、IPv4ユニキャスト、IPv6ユ
ニキャスト、VPNv4ユニキャスト、および VPNv6ユニキャストアド
レスファミリに対して次のように引き上げられました。

• IPv4ユニキャスト：1048576

• IPv6ユニキャスト：524288

• VPNv4ユニキャスト：2097152

リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPルータがネイバーから受信できる最大プレフィックス数を設定するには、maximum-prefixコ
マンドを使用します。これにより、ルーティングポリシーのほかに、ピアから受信されるプレ

フィックスを制御するためのメカニズムがさらに追加されます。

受信されたプレフィックスの数が設定された最大数を超える場合、デフォルトでは、ネイバーに

中止通知を送信した後で、ピアリングは終了されます。しかし、キーワードwarning-onlyが設定
されている場合は、ログメッセージが書き込まれるだけで、送信元とのピアリングは続行されま

す。ピアが終了された場合は、clear bgpコマンドが発行されるか restart time-intervalオプション
が使用されるまで、そのピアはダウンしたままになります。
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ネイバーから受信したプレフィックスの数が設定された上限値をすでに超えていない限り、この

コマンドが確立されたネイバーで設定されていれば、即座に有効になります。

このコマンドがネイバーグループ、またはネイバーアドレスファミリグループ用に設定される

場合、このグループを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために

特別に設定されたコマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、ネイバー 192.168.40.25からの IPバージョン 6（IPv6）ユニキャストプレフィックス

の最大数を 5000に、しきい値を 80%に、および再開間隔を 20分に設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 192.168.40.25
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#address-family ipv6 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)#maximum-prefix 5000 80 restart 20

次の例では、ネイバー 192.168.40.24からの IPバージョン 4（IPv4）ユニキャストプレフィックス
の最大数を 1000に設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# maximum-prefix 1000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

BGPハードまたはソフトコンフィギュレーショ
ンを使用して BGP接続をリセットします。

clear bgp, （127ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

196 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
maximum-prefix（BGP）



mpls activate（BGP）
bgpコンフェデレーションコンフィギュレーションが使用されるときには必ず、ASBRおよびCSC
コンフィギュレーションについて、インターフェイスベースでマルチプロトコルラベルスイッ

チング（MPLS）をイネーブルにするには、bgpコンフィギュレーションモードで mpls activate
コマンドを使用します。これは、コンフェデレーションを使った InterAS（オプション Bおよび
C）および Carrier Supporting Carrier（CSC）コンフィギュレーションで必要です。

コンフェデレーションを使用していない、通常の InterASおよび CSCコンフィギュレーションで
は、これをイネーブルにする必要はありません。

システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls activate interface id

no mpls activate interface id

___________________
構文の説明

インターフェイスの名前。interface id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

ネイバーコンフィギュレーション

IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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mpls activateコマンドは、指定されたインターフェイスでMPLSをイネーブルにし、さらに、こ
のインターフェイスに関連付けられたピアに対応する暗黙の nullリライトを追加します。指定す
るインターフェイスは、inter-AS ASBRまたは CSCピアに対応するものでなければなりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、コンフェデレーションを使用して、InterAS Option BのMPLSをアクティブ化する方法

を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 1

bgp confederation peers

2002

!

bgp confederation identifier 4589

bgp router-id 3.3.3.3

mpls activate

interface GigabitEthernet0/1/0/0

!

address-family ipv4 unicast

redistribute connected

!

address-family vpnv4 unicast

retain route-target all

!

neighbor 10.0.0.9

remote-as 2002

address-family ipv4 unicast

route-policy pass in

route-policy pass out

!

address-family vpnv4 unicast

route-policy pass in
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次の例は、コンフェデレーションを使用して、CSCのMPLSをアクティブ化する方法を示してい
ます。

router bgp 2002
bgp confederation peers
1
!
bgp confederation identifier 4589
bgp router-id 4.4.4.4
address-family ipv4 unicast
allocate-label all
!
address-family vpnv4 unicast
retain route-target all
!
vrf foo
rd 1:1
mpls activate
interface GigabitEthernet0/1/0/2
!
address-family ipv4 unicast
redistribute connected
allocate-label all
!
neighbor 10.0.0.1
remote-as 1
address-family ipv4 unicast
!
address-family ipv4 labeled-unicast
route-policy pass in
route-policy pass out
!
!
!

!
RP/0/RSP0/CPU0:router#show mpls forwarding
Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface
Switched
------ ----------- ------------------ ------------ ---------------
------------
16000 Aggregate foo: Per-VRF Aggr[V] \

foo 0
16001 Pop 10.0.0.0/16[V] Gi0/1/0/2 10.0.0.1 44

RP/0/RSP0/CPU0:router#show mpls interfaces
Interface LDP Tunnel Enabled
-------------------------- -------- -------- --------
GigabitEthernet0/1/0/2 No No Yes

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングセッションを設定するため
に、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードに入ります。

address-family（BGP）, （18ページ）
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mvpn
BGPインスタンスと PIM/PIM6との接続をイネーブルにするには、ルータコンフィギュレーショ
ンモードでmvpnコマンドを使用します。 BGPインスタンスと PIM/PIM6との接続をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mvpn

no mvpn

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト PIM/PIM接続はディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例では、mvpnを設定して PIM/PIM6接続をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#mvpn
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neighbor（BGP）
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティングセッションを設定するためにネイバー
コンフィギュレーションモードに入るには、適切なコンフィギュレーションモードで neighbor
コマンドを使用します。ネイバーに対するコンフィギュレーションをすべて削除し、ネイバーと

のピアリングセッションを終了するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor ip-address

no neighbor ip-address

___________________
構文の説明 BGPスピーキングネイバーの IPv4または IPv6 IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト ネイバーモードは指定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドを使用して、ルータコンフィギュレーションモードから、ネイバーコンフィギュ

レーションモードに入ることができます。

ネイバーコンフィギュレーションモードから、このネイバーのアドレスファミリコンフィギュ

レーションに入るには、address-familyコマンドを使用します。これにより、IPバージョン 4お
よび IPバージョン 6アドレスプレフィックスのルーティングセッションを設定できるようにな
ります。

neighborコマンドを使用しても、ネイバーが設定されるわけではありません。また、ネイバーと
のピアリングは確立されません。ネイバーを作成するには、remote-asコマンドを入力してリモー
ト自律システム番号を設定します。または、ネイバーにネイバーグループまたはセッショング
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ループからリモート自律システムを継承させることができます。その場合は、useコマンドを適用
します。

ネイバーにはリモート自律システム番号が必要です。また、IPアドレス、およびアドレスファ
ミリをイネーブルにしておくことも必要です。

（注）

IPv4とは異なり、IPv6では IPv6をイネーブルにしておかなければ、ネイバーを定義できません。
ルータコンフィギュレーションモードで address-familyコマンドを使用して、IPv6をイネーブル
にします。

ネイバーにリモート as-numberと、ネイバーアドレスを指定しない限り、ネイバーの設定は行
われません（ピアリングは確立されません）。

（注）

このコマンドのno形式を使用すると、ネイバーとのピアリングが終了され、このネイバーに関連
するすべての設定が削除されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、BGPルーティングプロセス 1のネイバーコンフィギュレーションモードにルータを

切り替え、ネイバー IPアドレス 172.168.40.24を BGPピアとして設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 65000

次の例は、BGPについて IPv6をイネーブルにしてから、ネイバーコンフィギュレーションモー
ドでルータを IPv6ネイバー 3000::1に切り替え、ネイバー 3000::1を BGPピアとして設定する方
法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv6 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 3000::1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 2002
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv6 unicast
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングセッションを設定するため
に、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードに入ります。

address-family（BGP）, （18ページ）

エントリを BGPネイバーテーブルに追加しま
す。

remote-as（BGP）, （254ページ）

ネイバーグループ、セッショングループ、ま

たはアドレスファミリグループから特性を継

承します。

use, （544ページ）
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neighbor-group
ネイバーグループを作成し、ネイバーグループコンフィギュレーションモードに入るには、ルー

タコンフィギュレーションモードで neighbor-groupコマンドを使用します。ネイバーグルー
プ、およびこのグループに関連付けられているコンフィギュレーションをすべて削除するには、

このコマンドの no形式を使用します。

neighbor-group name

no neighbor-group name

___________________
構文の説明

ネイバーグループ名。name

___________________
コマンドデフォルト ネイバーグループモードは指定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

neighbor-groupコマンドは、ルータをネイバーグループコンフィギュレーションモードに切り
替え、ネイバーグループを作成します。

ネイバーグループにより、1つ以上のネイバーに同一の設定を適用しやすくなります。ネイバー
グループを設定すると、各ネイバーは、useコマンド経由で設定を継承できるようになります。
あるネイバーが、ネイバーグループを使用するように設定されている場合、このネイバーはデ

フォルトで、アドレスファミリに依存しない設定や、アドレスファミリ固有の設定を含め、ネイ

バーグループの設定すべてを継承します。継承された設定を上書きするには、ネイバーに対して

直接コマンドを設定するか、または useコマンドを使用して、セッショングループ、またはアド
レスファミリグループを設定します。

ネイバーグループコンフィギュレーションモードでは、ネイバーグループについて、アドレス

ファミリに依存しないパラメータを設定できます。ネイバーグループに対してアドレスファミ
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リ固有の設定を入力するには、ネイバーグループコンフィギュレーションモードで、address-family
コマンドを使用します。

ネイバーグループに対してアドレスファミリが設定されている場合、このネイバーグループ

を使用するネイバーは、そのアドレスファミリでルートの交換を試みます。

（注）

このコマンドの no形式を使用すると、通常、このネイバーグループの設定がすべて削除されま
す。no形式を使用するとネイバーのリモート自律システム番号が失われてしまう場合は、その設
定は拒否されます。このシナリオでは、ネイバーグループコンフィギュレーションを削除でき

るようにするには、ネイバーコンフィギュレーションを削除するか、リモート自律システム番号

を使用して設定する必要があります。

IPv4アドレスファミリと IPv6アドレスファミリが混在する状態でネイバーグループを設定
してはいけません。このようなネイバーグループを使用できるネイバーはありません。 Cisco
IOS XRシステム設定アーキテクチャでは、このようなネイバーグループを作成することはで
きますが、このグループを使用としても、必ず拒否されます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、さまざまな設定機能とともにアクティブ化された IP Version 4（IPv4）ユニキャスト、

および IPv4マルチキャストを持つ、ネイバーグループ group1を作成する方法を示しています。
このネイバーグループはネイバー10.0.0.1およびネイバー10.0.0.2により使用されます。したがっ
て、これらのネイバーは group1の設定すべてを継承することができます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65530
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# remote-as 65535
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# advertisement-interval 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# send-community-ebgp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# next-hop-self
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 10.0.0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use neighbor-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.0.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use neighbor-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングセッションを設定するため
に、さまざまなアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードに入ります。

address-family（BGP）, （18ページ）

BGPルーティングセッションを設定するため
に、ネイバーコンフィギュレーションモード

に入ります。

neighbor（BGP）, （201ページ）

ネイバーグループ、セッショングループ、ま

たはアドレスファミリグループから特性を継

承します。

use, （544ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

206 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
neighbor-group



network (BGP)
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティングプロセスを開始し、そのネイバーに対し
て、ローカルで既知のネットワークをアドバタイズすることを指定するには、適切なコンフィギュ

レーションモードでnetworkコマンドを使用します。ネットワークの開始やネイバーへのアドバ
タイズをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

network {ip-address/prefix-length | ip-address mask} [route-policy route-policy-name]

no network{ip-address/prefix-length | ip-address mask} [route-policy route-policy-name]

___________________
構文の説明 BGPによりアドバタイズされるネットワーク。ip- address

IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（ア
ドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数

を示す 10進数値です。 10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付け
る必要があります。

/ prefix-length

引数 ip-addressに適用されるネットワークマスク。ip-address mask

（任意）ネットワークの属性を修正するために使用するルートポリ

シーを指定します。

route-policy
route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト ネットワークは指定されていません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドで指定されたネットワークは、ルーティングテーブルにそのネットワークへのルー

トが存在する場合に限り、作成され、ネイバーにアドバタイズされます。つまり、ローカルまた

は接続されたネットワーク、静的なルーティング、または IS-ISやOSPFなどの動的な IGPを使用
して学習されたルートが必要です。

ルータで使用可能なシステムリソース以外、設定できるネットワークコマンドの数に制限はあり

ません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、IPv4ユニキャストネットワーク 172.20.0.0/16を開始するようにローカルルータを設定

する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 120
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# network 172.20.0.0/16

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネットワークに関するよりよい情報を提供する

BGP境界ルータへのバックドアルートを指定
します。

network backdoor, （209ページ）

ルートを1つのルーティングドメインから他の
ルーティングドメインに再配布します。

redistribute（BGP）, （245ページ）
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network backdoor
外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）のアドミニストレーティブディスタンスを、ロー
カルソース BGPルートのアドミニストレーティブディスタンスに設定する、つまり Interior
GatewayProtocol（IGP）ルートよりも推奨度を低くするには、適切なコンフィギュレーションモー
ドで network backdoorコマンドを使用します。アドミニストレーティブディスタンスをローカ
ルソース BGPルートの値に設定することをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

network {ip-address/prefix-length | ip-address mask} backdoor

no network {ip-address/prefix-length | ip-address mask} backdoor

___________________
構文の説明

バックドアルートを提供するネットワーク。ip-address

IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレス
のネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す 10進
数値です。 10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける必要がありま
す。

/ prefix-length

引数 ip-addressに適用されるネットワークマスク。mask

___________________
コマンドデフォルト バックドアルートはインストールされていません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

network backdoorコマンドを設定しても、BGPがネットワークを開始することはありません（そ
のネットワークに対する IGPルートが存在したとしても）。通常、バックドアネットワークは、
eBGPおよび IGPの両方を通じて学習されます。バックドアネットワークとしてネットワークを
設定した場合、BGP最適パス選択アルゴリズムは変わりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、バックドアネットワークとして設定された IP Version 4（IPv4）ユニキャストネット

ワーク 192.168.40.0/24を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# network 192.168.40.0/24 backdoor

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）
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next-hop-self
ネクストホップ計算をディセーブルにし、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）アップデー
トのネクストホップフィールドに独自のアドレスを挿入するには、適切なコンフィギュレーショ

ンモードでnext-hop-selfコマンドを使用します。ネクストホップ計算をイネーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

next-hop-self [inheritance-disable]

no next-hop-self [inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）この機能がネイバーグループ、またはアドレスファミリグルー

プから継承された可能性がある場合に、ネクストホップ計算を無効にで

きるようにします。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されていないときは、ルータが受け付けたBGPアップデートに対してネクス

トホップが計算されます。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ラベル付きユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ラベル付きユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

VRFラベル付きユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換えられ
ました。

リリース 3.9.0

このコマンドが次のアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドでサポートされました。

• IPv4ラベル付きユニキャスト

• IPv6ラベル付きユニキャスト

• VRFラベル付きユニキャスト

リリース 4.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ピアリングセッションを通じてアドバタイズされるルートの BGPネクストホップ属性を、この
セッションのローカル発信元アドレスに設定するには、next-hop-selfコマンドを使用します。

このコマンドは、BGPネイバーが、同じ IPサブネット上にある、その他のネイバーすべてに直接
アクセスできない非メッシュネットワークで便利です。

このコマンドがネイバーグループ、またはアドレスファミリグループ用に設定されている場合、

このグループを使用するネイバーはこの設定を継承します。あるネイバーに対して特別にこのコ

マンドを設定すると、継承された値はすべて上書きされます。

next-hop-selfコマンドを IPv4ラベル付きユニキャスト、IPv6ラベル付きユニキャスト、または
VRFラベル付きユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーションモードで設定すると、
ラベル付きプレフィックスの next-hop-selfを iBGPピアにアドバタイズできるようになります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.1.1にアドバタイズされる IPバージョン 4（IPv4）ユニキャストルー

トすべてのアップデートフィールドのネクストホップを、ローカルルータのアドレスに設定す

る方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# next-hop-self

次の例は、ネイバー172.20.1.1について、next-hop-selfコマンドをディセーブルにする方法を示し
ています。無効化されていない場合、ネクストホップは、アドレスファミリグループ group1か
ら継承されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group1 address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# next-hop-self
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# use af-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# next-hop-self inheritance-disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

ネイバーグループ、セッショングループ、ま

たはアドレスファミリグループから特性を継

承します。

use, （544ページ）
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next-hop-unchanged
外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）ピアにアドバタイズする前のネクストホップの
上書きをディセーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで next-hop-unchanged
コマンドを使用します。ネクストホップの上書きをイネーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

next-hop-unchanged [inheritance-disable]

no next-hop-unchanged [inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）eBGPピアにアドバタイズする前のネクストホップ上書きを許可
します（この機能がネイバーグループまたはアドレスファミリグループ

から継承された可能性がある場合に）。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト ネクストホップの上書きを許可します。

___________________
コマンドモード VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ラベル付きユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ラベル付きユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換えられまし
た。

リリース 3.9.0
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変更箇所リリース

このコマンドが次のアドレスファミリコンフィギュレーションモード

でサポートされました。

• IPv4ラベル付きユニキャストアドレスファミリコンフィギュレー
ション

• IPv6ラベル付きユニキャストアドレスファミリコンフィギュレー
ション

• IPv4ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

• IPv6ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

マルチホップ eBGPピアリングセッションに対して、ネクストホップを無変更のまま伝えるに
は、next-hop-unchangedコマンドを使用します。このコマンドは、ルートリフレクタでは設定し
ないでください。また、ルートリフレクタクライアントに対してこの機能がイネーブルにされて

いるときに、next-hop-selfコマンドを使用してルートリフレクタのネクストホップ属性を変更し
ないでください。

ルートリフレクタのBGP属性を誤って設定すると、不整合ルーティング、ルーティングルー
プ、または接続の損失が発生する可能性があります。ルートリフレクタの BGP属性の設定
は、経験豊富なネットワークオペレータだけが行う必要があります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、eBGPピアをアドバタイズする前のネクストホップの上書きをディセーブルにする方

法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group1 address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# next-hop-unchanged disable
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# exit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネクストホップ計算をディセーブルにし、BGP
アップデートのネクストホップフィールドに

ユーザ自身のアドレスの挿入を許可します。

next-hop-self, （211ページ）

ネイバーグループ、セッショングループ、ま

たはアドレスファミリグループから特性を継

承します。

use, （544ページ）
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nexthop resolution prefix-length minimum
ネクストホップ解決の最小プレフィックス長を設定するには、適切なコンフィギュレーション

モードで nexthop resolution prefix-length minimumコマンドを使用します。ネクストホップ解決
の最小プレフィックス長をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

nexthop resolution prefix-length minimum prefix-length-value

no nexthop resolution prefix-length minimum prefix-length-value

___________________
構文の説明

プレフィックスの長さの最小値を設定します。範囲は 0～ 32
です。

prefix-length-value

___________________
コマンドデフォルト 最小プレフィックス長に対するネクストホップ解決はディセーブルです。

___________________
コマンドモード VPNv4ユニキャストアドレスファミリ

VRF IPv4ユニキャストアドレスファミリ

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、ネクストホップ解決の最小プレフィックス長を 32として設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)#nexthop resolution prefix-length minimum 32
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nexthop route-policy
指定された特性と一致するルートを持つネクストホップだけがBGPルートの解決に使用できるこ
とを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードでnexthop route-policyコマンドを使用
します。コンフィギュレーションファイルから nexthop route-policyコマンドを削除し、システ
ムをデフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

nexthop route-policy route-policy-name

no nexthop route-policy route-policy-name

___________________
構文の説明

ネクストホップに基づくフィルタリングに使用されるルートポ

リシー。

route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネクストホップを使用するルートポリシーフィルタリングを設定するには、nexthop route-policy
コマンドを使用します。

BGPネクストホップトラッキング機能では、次の特性を持つルートを持つネクストホップだけを
BGPルートの解決に使用するように指定することができます。

•集約ルートを回避するために、プレフィックスの長さは指定された値よりも長くなってい
る。
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•振動につながる可能性のあるネクストホップの解決に BGPルートが使用されないように、
ソースプロトコルが選択したリストに含まれている。

このルートポリシーのフィルタリングが可能なのは、RIBにより、ネクストホップを解決する
ルートのソースプロトコル、およびこのルートに関連付けられているマスクの長さが特定される

からです。

ネクストホップのアタッチポイントでは、プロトコル名やマスクの長さを使用した一致がサポー

トされています。 BGPは、ルートポリシーにより無効であるとして拒否されたネクストホップ
をすべてマークします。無効なネクストホップを使用するルートについては最適パスは計算され

ません。無効なネクストホップはアクティブキャッシュにそのまま残ります。このネクストホッ

プは show bgp nexthopコマンドの一部として、無効なステータスで表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ルートポリシー nexthop_Aをネクストホップのフィルタに使用するポリシーとして指

定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# nexthop route-policy nexthop_A

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートポリシーを定義して、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）

BGPネクストホップに関する統計情報を表示
します。

show bgp nexthops, （400ページ）
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nexthop trigger-delay
ネクストホップ計算をトリガーするときの遅延を指定するには、適切なコンフィギュレーション

モードで nexthop trigger-delayコマンドを使用します。トリガー遅延をデフォルト値に設定する
には、このコマンドの no形式を使用します。

nexthop trigger-delay {critical delay| non-critical delay}

no nexthop trigger-delay {critical delay| non-critical delay}

___________________
構文の説明

重要なネクストホップイベントを指定します。たとえば、ネクストホッ

プが到達不能であるときです。

critical

トリガーの遅延（単位はミリ秒）。範囲は 0～ 4294967295です。delay

重要ではないネクストホップイベントを指定します。例：InteriorGateway
Protocol（IGP）メトリックの変更。

non-critical

___________________
コマンドデフォルト critical：3000ミリ秒（IPv4アドレスファミリおよび IPv6アドレスファミリの場合）

non-critical：10000ミリ秒（IPv4、IPv6、VPNv4、および VPNv6アドレスファミリの場合）

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

Pv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

InteriorGatewayProtocol（IGP）の収束（コンバージェンス）に対して動的な方法を許可するには、
nexthop trigger-delayコマンドを使用します。このコンバージェンスにより、BGPではすべての
通知が蓄積され、トリガーされるウォークの数が少なくなります。その結果、ルートの追加、削
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除、および変更のためにルーティング情報ベース（RIB）へプロセス間通信（IPC）する回数、お
よびピアへのアップデート回数が減ります。

ネクストホップトラッキングを実質的にオフにするには、delayに大きい値を設定します。（注）

non-critical delayの値は、必ず critical delay value以上に設定する必要があります。

delayは、なんらかのイベントの後、IGPが安定した状態になるまでにかかる時間（IGPコンバー
ジェンスタイム）よりもやや大きい値でなければなりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、重要なネクストホップトリガー遅延を 3500ミリ秒に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# nexthop trigger-delay critical 3500
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nsr（BGP）
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）をアクティブにす
るには、BGPグローバルコンフィギュレーションモードでnsrコマンドを使用します。BGPNSR
を非アクティブにするには、このコマンドの no形式を使用します。

nsr

no nsr

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト BGP NSRはアクティブではありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

5000本のNSRセッションがサポートされるようになりまし
た。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）をステートフル
スイッチオーバー（SSO）とともにイネーブルにするには、nsrコマンドを使用します。これで、
すべての BGPピアリングで BGP状態が維持されるようになるので、サービスを中断するおそれ
のあるイベントが発生してもパケット転送を継続できます。

BGPは 5000本の NSRセッションをサポートします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次に、BGP NSRをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 120
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# nsr

次に、BGP NSRをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 120
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# no nsr

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルー
ティングプロセスを設定します。

router bgp, （270ページ）

ノンストップルーティング（NSR）を維持する
ために、アクティブなインスタンスをスタンバ

イルートプロセッサ（RP）またはスタンバイ
分散ルートプロセッサ（DRP）に切り替える処
理に失敗したときのリカバリアクションとして

フェールオーバーを設定します。

nsr process-failures switchover

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の
ノンストップルーティング（NSR）情報を表示
します。

show bgp nsr, （409ページ）
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orf
発信ルートフィルタ（ORF）およびインバウンドフィルタリング基準を指定するには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで orf route-policyコマンドを使用します。システムをデフォルトの
状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

orf route-policy route-policy-name

no orf route-policy route-policy-name

___________________
構文の説明

ルートポリシーの名前。route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト ORFルートポリシーは定義されていません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、アウトバウンドおよびインバウンドフィルタリング基準を設定する方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)#orf route-policy policy_A

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）
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password（BGP）
2つのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーの間の TCP接続にMessage Digest 5
（MD5）の認証を適用するには、適切なコンフィギュレーションモードで passwordコマンドを
使用します。MD5認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

password {clear| encrypted} password

no password [clear password| encrypted password]

___________________
構文の説明

暗号化されていないパスワードが続くことを示します。このパスワードはク

リアテキストで、暗号化されておらず、大文字と小文字が区別されます。

clear

暗号化パスワードが続くことを指定します。このパスワードは暗号化され、

大文字と小文字が区別されます。

encrypted

最高 80文字のパスワード。このパスワードでは、どのような英数字でも使用
できます。ただし、先頭文字が数字である場合、またはパスワードにスペー

スが含まれる場合は、このパスワードを二重引用符で囲む必要があります

（例："2 password"）。

password

___________________
コマンドデフォルト 適切なコンフィギュレーションモードでこのコマンドが指定されていない場合、2つのBGPネイ

バーの間での TCP接続でMD5認証はイネーブルにされません。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

2つの BGPピアの間で認証をイネーブルにするには、パスワードを設定します。ピア間の TCP
接続で送信されるセグメントを個別に検証するには、passwordコマンドを使用します。両方の
ネットワーキングデバイスに同じパスワードを設定する必要があります。同じではない場合、接

続できません。この認証機能では、MD5アルゴリズムが使用されます。このコマンドを指定す
ると、TCP接続上に送信されたすべてのセグメントでMD5ダイジェストが生成され、チェックさ
れるようになります。

ネイバーパスワードを設定しても、ネイバーの既存のセッションが終了することはありません。

ただし、リモートルータで新しいパスワードが設定されない限り、ローカル BGPプロセスはリ
モートデバイスからのキープアライブメッセージを受信できません。ホールドタイムが終了す

るまでに、このパスワードがリモートデバイスでアップデートされなかった場合、このセッショ

ンは終了します。ホールドタイムは、timersコマンドまたは timers bgpコマンドを使用して変更
できます。

このコマンドがネイバーグループ、またはネイバーアドレスファミリグループ用に設定されて

いる場合、このグループを使用するネイバーはこの設定を継承します。あるネイバーのために特

別に設定されたコマンドの値は、継承された値よりも優先されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、パスワード password1を使ったMD5認証を使用するためにネイバー 172.20.1.1を設定

する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#password clear password1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）
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説明コマンド

BGPネイバーのネイバーグループまたはセッ
ショングループから継承されたパスワード設定

をすべて上書きします。

password-disable, （232ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

特定のBGPネイバーにタイマーを設定します。timers（BGP）, （529ページ）
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password（rpki-server）
RPKIキャッシュサーバの SSHパスワードを指定するには、RPKIサーバコンフィギュレーショ
ンモードで passwordコマンドを使用します。 SSHパスワードを削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

password password

no password password

___________________
構文の説明 SSHトランスポートメカニズムで使用されるパスワードを入力しま

す。

password

___________________
コマンドデフォルト パスワードは設定されていません。

___________________
コマンドモード RPKIサーバコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

SSHでは、リモートサーバへの接続に何らかの認証方式を使用することになっています。 RPKI
サーバに接続するための SSH認証方式は、パスワードベースです。したがって、RPKIキャッ
シュサーバにユーザ名とパスワードが設定されている必要があります。ユーザ名とパスワード

は、BGPの下で SSHトランスポートを使用するサーバごとに設定する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 この例では、RPKIキャッシュサーバ SSHトランスポートメカニズムのユーザ名（rpki-user）お

よびパスワード（rpki-ssh-pass）を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki server 172.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)# transport ssh port 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#username rpki-user
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#password rpki-ssh-pass

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 231

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
password（rpki-server）



password-disable
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーのネイバーグループまたはセッショングルー
プから継承されたパスワード設定を上書きするには、適切なコンフィギュレーションモードで

password-disableコマンドを使用します。継承されたパスワードコマンドの上書きをディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

password-disable

no password-disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ネイバーおよびセッショングループに対して設定されたパスワードは継承されます。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーグループまたはセッショングループでパスワードを指定した場合、このグループのすべ

てのユーザはこのパスワードを継承します。このグループを使用するネイバーの 1つに対して、
異なる passwordコマンドを明示的に指定すると、継承された値が上書きされます。このグルー
プを使用するネイバーの 1つに対して password-disableを指定すると、そのネイバーに対してパ
スワード認証がディセーブルになります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.1.1がセッショングループ group1からパスワード password1を継承し

ないように、このネイバーに対するMD5認証をディセーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# password clear password1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# password-disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

2つの BGPネイバーの間の TCP接続でMD5認
証をイネーブルにします。

password（BGP）, （227ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

ネイバーグループ、セッショングループ、ま

たはアドレスファミリグループから特性を継

承します。

use, （544ページ）
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Precedence
優先レベルを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードでprecedenceコマンドを使用
します。コンフィギュレーションファイルからprecedenceコマンドを削除し、システムをデフォ
ルトのインターバル値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

precedence value

no precedence [value]

___________________
構文の説明 precedenceの値。 precedence値には 0～ 7の数値、または次のキーワードのいずれかを

指定できます。

critical：パケットの優先レベルを critical（5）に設定します。

flash：パケットの優先レベルを flash（3）に設定します。

flash-override：パケットの優先レベルを flash override（4）に設定します。

immediate：パケットの優先レベルを immediate（2）に設定します。

internet：パケットの優先レベルを internetwork control（6）に設定します。

network：パケットの優先レベルを network control（7）に設定します。

priority：パケットの優先レベルを priority（1）に設定します。

routine：パケットの優先レベルを routine（0）に設定します。

value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

ネイバーセッショングループコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

優先順位値を設定するには、precedenceコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、precedenceを 2に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# precedence 2
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preference（rpki-server）
RPKIキャッシュサーバのプリファレンス値を指定するには、RPKIサーバコンフィギュレーショ
ンモードで preferenceコマンドを使用します。プリファレンス値を削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

preference preference-value

no preference preference-value

___________________
構文の説明 RPKIキャッシュのプリファレンス値を指定します。範囲は 1～ 10

です。

低い値が推奨されま

す。

（注）

preference-value

___________________
コマンドデフォルト プリファレンス値は設定されていません。

___________________
コマンドモード RPKIサーバコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、RPKIコンフィギュレーションのプリファレンス値を1と設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki server 172.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)# transport ssh port 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#username rpki-user
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#password rpki-ssh-pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#preference 1
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purge-time（rpki-server）
RPKIキャッシュサーバからのルートを、キャッシュセッションがドロップした後もBGPで保持
する時間の長さを設定するには、purge-timeコマンドを RPKIサーバコンフィギュレーション
モードで使用します。 purge-timeコンフィギュレーションを削除するには、このコマンドの no形
式を使用します。

purge-time time-in-seconds

no purge-time time-in-seconds

___________________
構文の説明

パージ時間を秒単位で設定します。範囲は 30～ 360秒です。time-in-seconds

___________________
コマンドデフォルト パージ時間は設定されていません。

___________________
コマンドモード RPKIサーバコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

キャッシュセッションがドロップされると、そのキャッシュの「パージタイマー」が開始しま

す。タイマーの時間内にセッションが再確立された場合は、パージタイマーが停止し、それ以上

のアクションは行われません。タイマーの時間内にキャッシュセッションが再確立されなかった

場合にのみ、すべての ROAがキャッシュから削除されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、RPKIキャッシュのパージ時間を 30秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki cache 172.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)# transport ssh port 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#username rpki-user
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#password rpki-ssh-pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#preference 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#purge-time 30
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rd
ルート識別子を設定するには、VRFコンフィギュレーションモードでrdコマンドを使用します。
ルート識別子をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

rd {as-number : nn| ip-address : nn| auto}

no rd {as-number : nn| ip-address : nn| auto}

___________________
構文の説明

• as-number：ルート識別子の 16ビットの自律システム（AS）番号

◦ 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

◦ asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

◦ asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

• nn：32ビットの数値

as-number:nn

ルート識別子の IPアドレス。

• ip-address：32ビットの IPアドレス

• nn：16ビットの数値

ip-address:nn

一意のルート識別子を自動的に割り当てます。auto

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

複数の VRFの間でプレフィックスが一意となるようにするには、rdコマンドを使用します。

ルート識別子の自動割り当てを行うには、BGPルータコンフィギュレーションモードで bgp
router-idコマンドを使用してルータ IDが割り当てられている必要があります。自動ルート識別
子生成では、一意のルータ IDが使用されます。

ルート識別子の設定には、次の制約事項があります。

• rd autoを設定できるようにするには、あらかじめ、BGPルータ IDを設定する必要がありま
す

• VRFの下に IPv4ユニキャストアドレスファミリが設定されている場合、ルート識別子を変
更したり、削除したりできません。

• BGPルータ IDは、VRFの下で rd autoが設定されているときは変更や削除ができません。

•ある VRFの下で rd autoが設定されているときは、別の VRFの下に設定されているルータ
識別子の IPアドレスが、BGPルータ IDの IPアドレスとは異なるものでなければなりませ
ん。

• BGPルータ IDと同じ IPアドレスを持つルート識別子が存在する場合、rd autoは許可され
ません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、一意のルート識別子を VRFインスタンス vrf-1に自動的に割り当てる方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)# rd auto

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPスピーキングルータの固定ルータ IDを設
定します。

bgp router-id, （109ページ）
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説明コマンド

VRFエクスポートルートターゲット拡張コミュ
ニティを設定します。

export route-target, （173ページ）

VRFインポートルートターゲット拡張コミュ
ニティを設定します。

import route-target, （177ページ）
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receive-buffer-size
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーの受信バッファのサイズを設定するには、適
切なコンフィギュレーションモードで receive-buffer-sizeコマンドを使用します。コンフィギュ
レーションファイルから receive-buffer-sizeコマンドを削除し、システムをデフォルト状態（ソフ
トウェアがデフォルトサイズを使用する）に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

receive-buffer-size socket-size [bgp-size]

no receive-buffer-size [socket-size] [bgp-size]

___________________
構文の説明

受信側ソケットバッファのサイズ（単位はバイト）。範囲は 512～
131072です。

socket-size

（任意）BGPの受信バッファのサイズ（単位はバイト）。範囲は512～
131072です。

bgp-size

___________________
コマンドデフォルト socket-size：32,768バイト

bgp-size：4,032バイト

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーからアップデートを受信するときのバッファサイズを増やすには、receive-buffer-sizeコ
マンドを使用します。バッファが大きければ大きいほど、コンバージェンスタイムが短縮されま
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す。これは、同時に処理できるパケットの数が増えるからです。ただし、大きいバッファを割り

当てると、ルータで消費されるメモリの量も増えます。

ソケットバッファサイズを増やした結果、メモリの使用量が増えるのは、ソフトウェアによ

る処理を待機するメッセージの数が多い場合だけです。対照的に、BGPバッファサイズを増
やすと、メモリが無制限に使用されるようになります。

（注）

このコマンドがネイバーグループ、またはセッショングループ用に設定される場合、このグルー

プを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定された

コマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.1.1の受信バッファのサイズを、ソケットバッファについては 65,536

バイト、BGPバッファについては 8192バイトに設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# receive-buffer-size 65536 8192

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

BGPネイバーの送信バッファのサイズを設定し
ます。

send-buffer-size, （276ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

すべての BGPネイバーの受信バッファのサイ
ズを設定します。

socket receive-buffer-size, （517ページ）
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redistribute（BGP）
あるルーティングドメインからボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）にルートを再配布する
には、適切なコンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用します。ルートの再
配布をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

Connected

redistribute connected [metric metric-value] [route-policy route-policy-name]

no redistribute connected [metric metric-value] [route-policy route-policy-name]

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol (EIGRP)

redistribute eigrp process-id [match {external| internal}] [metric metric-value] [route-policy
route-policy-name]

no redistribute eigrp process-id [match {external| internal}] [metric metric-value] [route-policy
route-policy-name]

Intermediate System-to-Intermediate System (IS-IS)

redistribute isis process-id [level| {1| 1-inter-area | 2}] [metricmetric-value] [route-policy route-policy-name]

no redistribute isis process-id [level| {1| 1-inter-area | 2}] [metric metric-value] [route-policy
route-policy-name]

Open Shortest Path First (OSPF)

redistribute ospf process-id

no redistribute ospf process-id

Routing Information Protocol

redistribute rip [metric metric-value] [route-policy route-policy-name]

no redistribute rip [metric metric-value] [route-policy route-policy-name]

Static

redistribute static [metric metric-value] [route-policy route-policy-name]

no redistribute static [metric metric-value] [route-policy route-policy-name]

___________________
構文の説明

接続ルートを再配布します。インターフェイスで IPがイネーブルにされて
いる場合、接続ルートは自動的に確立されます。

connected
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（任意）再配布ルートのために使用されるMulti Exit Discriminator（MED）
属性を指定します。範囲は 0～ 4294967295です。宛先プロトコルと一致す
る値を使用してください。

デフォルトでは、InteriorGatewayProtocol（IGP）メトリックはこのルートに
割り当てられます。接続ルート、およびスタティックルートについてのデ

フォルトメトリックは 0です

metric
metric-value

（任意）再配布ルートをフィルタするには、設定済みのルーティングポリ

シーを指定します。ルートポリシーは、ソースルーティングプロトコルか

ら BGPへのルートのインポートをフィルタするために使用されます。

route-policy
route-policy-name

ルートが EIGRPから配布されることを指定します。これは、IPv4ユニキャ
スト、またはマルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

モード、または VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドから行います。

eigrp

eigrpキーワードの場合は、ルートの再配布元である EIGRPインスタンスの
名前です。

isisキーワードの場合は、ルートの再配布元である IS-ISインスタンスの名前
です。

ospfキーワードの場合は、ルートの再配布元であるOSPFインスタンスの名
前です。

process-idの値は文字列形式です。 10進数を入力できますが、ストリングと
して内部に格納されます。

process-id

（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに再配布する条件を指定
します。次の 1つ以上の条件を指定できます。

• internal：特定の自律システム内部のルート（エリア内およびエリア間
の OSPFルート）。

• external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ 1ま
たはタイプ 2の外部ルートとして OSPFにインポートされているルー
ト。

• nssa-external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ
1またはタイプ 2のNot-So-StubbyArea（NSSA）外部ルートとしてOSPF
にインポートされているルート。

externalおよび nssa-externalオプションでタイプを指定しなかった場合は、
タイプ 1とタイプ 2の両方であると想定されます。

match { internal |
external [ 1 | 2 ] |
nssa-external [ 1 |
2 ]}
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ルートが IS-ISプロトコルから配布されることを指定します。

IS-ISからの再配布は、IPv4ユニキャスト、IPv4マルチキャスト、IPv6ユニ
キャストアドレスファミリの下で許可されます。VPNv4アドレスファミリ
の下では、再配布はできません。

isis

（任意）ルートの再配布元 IS-ISレベルを指定します。次のいずれかを指定
できます。

• 1：ルートはレベル 1ルートから再配布されます。

• 1-inter-area：ルートはレベル 1インターエリアルートから再配布され
ます。

• 2：ルートはレベル 2ルートから再配布されます。

level { 1 |
1-inter-area | 2 }

ルートがOSPFプロトコルから配布されることを指定します。これは、IPv4
ユニキャスト、またはマルチキャストアドレスファミリコンフィギュレー

ションモード、または VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードから行います。

ospf

ルートがRIPから配布されることを指定します。これは IPv4ユニキャスト、
またはマルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーションモードか

ら行います。

rip

IPスタティックルートを再配布します。static

___________________
コマンドデフォルト ルートの再配布はディセーブルです。

IS-ISの場合のデフォルトは、レベル 1およびレベル 2ルートを再配布することです。

OSPFの場合のデフォルトは、タイプ 1とタイプ 2の内部、外部、およびNSSA外部ルートを再配
布することです。

デフォルトでは、Interior Gateway Protocol（IGP）メトリックはこのルートに割り当てられます。
接続ルート、およびスタティックルートについてのデフォルトメトリックは 0です

metric metric-value：0

match {internal | external [1 | 2] | nssa-external [1 | 2]}：matchに何も指定されていない場合は、デ
フォルトではすべてのルートが対象となります。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション、ユニキャストとマルチキャストの両方

（connected、eigrp、isis、ospf、rip、および staticがサポートされます）

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション、ユニキャストとマルチキャストの両方
（connected、eigrp、isis、ospfv3、および staticがサポートされます）
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VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション（connected、eigrp、ospf、rip、および static
がサポートされます）

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション（connected、eigrp、および staticがサポー
トされます）

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

属性およびルートポリシーの設定やマッチングに使用されるコマンドキーワードの両方を使

用して（BGPに）ルートを再配布する場合、ルートは、まず、ルートポリシーを実行し、次
にキーワードのマッチングおよび設定を行います。

（注）

プロトコルの個々のインスタンスは、その他のインスタンスとは関係なく再配布されます。特定

のインスタンスの再配布を変更または削除しても、その他のプロトコルや、同じプロトコルの別

のインスタンスの再配布機能には影響ありません。

networkコマンドを使用して指定されたネットワークは、redistributeコマンドによる影響は受け
ません。つまり、networkコマンドで指定されたルーティングポリシーは、redistributeコマンド
で指定されたポリシーよりも優先されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、OSPFインスタンス 110から BGPに IP Version 4（IPv4）ユニキャスト OSPFルートを

再配布する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# redistribute ospf 110
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）
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refresh-time（rpki-server）
RPKIサーバに定期的なシリアルクエリーを送信してから次の送信まで待つ時間の長さを設定す
るには、refresh-timeコマンドを RPKIサーバコンフィギュレーションモードで使用します。
refresh-timeコンフィギュレーションを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

refresh-time {time-in-seconds| off}

no refresh-time {time-in-seconds| off}

___________________
構文の説明

シリアルクエリーを定期的に送信しないことを指定します。off

リフレッシュ時間を秒単位で設定します。範囲は30～3600秒です。time-in-seconds

___________________
コマンドデフォルト リフレッシュ時間は設定されていません。

___________________
コマンドモード RPKIキャッシュコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、BGPのリフレッシュ時間（サーバに定期的なシリアルクエリーを送信してから次の

送信まで待つ時間）を 30秒として設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki server 172.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)# transport ssh port 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#username rpki-user
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#password rpki-ssh-pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#preference 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#purge-time 30
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#refresh-time 30
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response-time（rpki-server）
RPKIキャッシュサーバにシリアルまたはリセットクエリーを送信した後にサーバからの応答を
待つ時間の長さを設定するには、response-timeコマンドを RPKIサーバコンフィギュレーション
モードで使用します。 response-timeコンフィギュレーションを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

response-time {time-in-seconds| off}

no response-time {time-in-seconds| off}

___________________
構文の説明 RPKIキャッシュからの応答を無期限に待つことを指定します。off

応答時間を秒単位で指定します。範囲は 30～ 3600秒です。time-in-seconds

___________________
コマンドデフォルト 応答時間は設定されていません。

___________________
コマンドモード RPKIサーバコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、RPKIサーバにシリアルまたはリセットクエリーを送信した後に応答を待つ時間を

30秒として設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki server 72.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)# transport ssh port 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#username rpki-user
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#password rpki-ssh-pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#preference 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#purge-time 30
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#refresh-time 30
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#response-time 30
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remote-as（BGP）
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーを作成し、ルーティング情報の交換を開始す
るには、適切なコンフィギュレーションモードで remote-asコマンドを使用します。 BGPネイ
バーのエントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

remote-as as-number

no remote-as [as-number]

___________________
構文の説明

ネイバーが属する自律システム（AS）。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は1～4294967295
です。

• asdot形式の4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は1.0～65535.65535
です。

as-number

___________________
コマンドデフォルト BGPネイバーは存在しません。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーを作成してリモート自律システム番号を割り当てるには、remote-asコマンドを使用しま
す。リモート自律システム番号がなければ、ネイバーに対してこれ以外のコマンドを設定できま

せん。ネイバーからリモート自律システムを削除すると、このネイバーは削除されます。ネイ

バーにその他の設定がなされている場合、その自律システム番号を削除できません。

ネイバーの削除には、noremote-asコマンドではなく、noneighborコマンドを使用することを
お勧めします。

（注）

ネイバーに対して指定されているリモート自律システム番号が、router bgpコマンドで指定され
た自律システム番号と一致する場合は、そのネイバーはローカル自律システムにとって内部であ

ると見なされます。それ以外の場合は、ネイバーは外部にあると認識されます。

neighbor-groupコマンド、または session-groupコマンドを使用してネイバーグループまたはセッ
ショングループのために remote-asコマンドを設定すると、このコマンドで設定された特性は、
このグループを使用するすべてのネイバーに継承されます。このネイバーに対してこのコマンド

を直接設定すると、このグループから継承された値が上書きされます。

ネイバーコンフィギュレーションサブモードで、特定のセッショングループまたはネイバーグ

ループを使用し、それに対して remote-asを設定するように設定した場合に、ネイバーが作成さ
れて自律システム番号が割り当てられるのは、そのネイバーがまだ作成されていない場合です。

remote-asコマンドと no use neighbor-groupコマンド、または remote-asコマンドと no use
session-groupコマンドの組み合わせを、1つの設定コミットの中で指定しないでください。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 10.0.0.1（内部）とネイバー 192.168.0.1（外部）の 2つのネイバーに自律シス

テム番号を割り当て、このルータ、およびこれらのネイバーそれぞれの間でルーティング情報を

共有するピアリングセッションを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group group2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)#exit
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#use session-group group2

次の例は、自律システム番号 1を使用して、group2というセッショングループを設定する方法を
示しています。ネイバー 10.0.0.1が作成され、セッショングループ group2から自律システム番号
1が継承されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group group2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group group2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングセッションを設定するため
に、ネイバーコンフィギュレーションモード

に入ります。

neighbor（BGP）, （201ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp, （270ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

ネイバーグループ、セッショングループ、ま

たはアドレスファミリグループから特性を継

承します。

use, （544ページ）
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remove-private-as
外部ネイバーへのアップデートの生成中に、自律システムパスからプライベート自律システム番

号を削除するには、適切なコンフィギュレーションモードで remove-private-asコマンドを使用し
ます。ルータを、プライベート自律システム番号の削除されない、デフォルトの状態にするに

は、このコマンドの no形式を使用します。

remove-private-as [inheritance-disable] [entire-aspath]

no remove-private-as [inheritance-disable] [entire-aspath]

___________________
構文の説明

（任意）継承する代わりに、ネイバーグループ、またはアドレスファミ

リグループから機能をディセーブルにできるようにします。

inheritance-disable

（任意）パス内のすべての ASがプライベートである場合にのみ、自律
システムパスからプライベート自律システム番号全体を削除します。

entire-aspath

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが適切なコンフィギュレーションモードで指定されていない場合、プライベート自

律システム番号は、外部ネイバーに送信されるアップデートから削除されません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0

entire-aspathキーワードがサポートされました。リリース 3.9.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

この機能は、外部 BGP（eBGP）ネイバーでだけ使用できます。

アップデートを外部ネイバーに渡したとき、自律システムパスに含まれる先行自律システムシー

ケンスにプライベート自律システム番号だけが含まれ、ネイバーの自律システム番号が含まれて

いない場合、このシーケンスはすべて削除されます。

このコマンドをBGPコンフェデレーションで使用した場合、自律システムパスのコンフェデレー
ション部分に続く要素がシーケンスであれば、これが先行シーケンスと見なされます。

プライベート自律システムの値の範囲は 64512～ 65535です。

このコマンドがネイバーグループ、またはアドレスファミリグループ用に設定される場合、こ

のグループを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設

定されたコマンドの値は、継承された値を上書きします。

entire-aspathは、自律システムパス内のすべてのASがプライベートである場合にのみプライベー
ト自律システム番号全体をパスから削除するときに使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、172.20.1.1に送信された IP Version 4（IPv4）ユニキャストアップデートから、プライ

ベート自律システム番号を削除する設定を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# remove-private-as
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次の例は、ネイバー 172.20.1.1に対するプライベート自律システム番号の削除機能をディセーブ
ルにし、この機能がアドレスファミリグループ group1から自動的に継承することを回避する方
法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group1 address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# remove-private-as
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# use af-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# remove-private-as inheritance-disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

BGPネイバーテーブルへのエントリを許可し
ます。

remote-as（BGP）, （254ページ）
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retain local-label
ネットワークが収束するまでローカルラベルを保持するには、適切なアドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードで retain local-labelコマンドを使用します。ローカルラベルの保持をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

retain local-label minutes

no retain local-label

___________________
構文の説明

ローカル保持期間（分）。範囲は 3～ 60分です。デフォルトの保持時間
は 5分です。

minutes

___________________
コマンドデフォルト minutes：5

___________________
コマンドモード L2VPNアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、ローカルラベルが 5分間保持されるように設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# retain local-label 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バックアップパスをフォワーディングテーブ

ルにインストールします

additional-paths install backup, （10ページ）

最適外部パスを iBGPおよびルートリフレクタ
ピアにアドバタイズします。

advertise best-external, （22ページ）
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retain route-target
指定したルートターゲットを持つ、受信したアップデートを受け入れるには、適切なコンフィ

ギュレーションモードで retain route-targetコマンドを使用します。指定されたルートターゲッ
トでタグ付けされたルートの維持をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

retain route-target {all| route-policy route-policy-name}

no retain route-target [all| route-policy route-policy-name]

___________________
構文の説明

少なくとも 1つのルートターゲットを含む、受信したアップデー
トを受け入れます。

all

指定されたルートフィルタポリシーにより受け入れられた、受信

したアップデートを受け入れます。

route-policy
router-policy-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトではすべてのルートターゲットが受け入れられます。

___________________
コマンドモード VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

特定のルートターゲット（RT）のタグが付いているルートを保持するようにルートリフレクタ
（RR）を設定するには、retain route-targetコマンドを使用します。

retain route-targetは、Inter-ASオプション B ASBRに必須のコマンドです。デフォルトでは、
Inter-ASオプション B ASBRについては、VPNv4 BGPテーブルを PEルータから取得するように
retain route-targetが設定されている必要があります（allまたは route-policyオプションを使用）。

すべての VPNv4ルートを保持するために、プロバイダーエッジ（PE）は必要ありません。 PE
ルータでは、そのルータ上で設定された VPNのインポート RTと一致するルートだけを維持しま
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すが、RRはすべての VPNv4ルートを維持する必要があります。これは、RRが PEルータとピア
になり、その他の PEでは、RTタグ付けされた異なる VPNv4ルートが必要かもしれないからで
す。 RRにスケーラビリティを与えるには、定義された RTコミュニティセットを持つルートだ
けを保持するように RRを設定し、別の VPNセットにサービスを提供するようにこれらの RRの
一部を設定します。 PEで設定されたVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスにサービスを
提供するすべての RRとピアになるように PEを設定できます。 PEがまだルートを保持していな
い RTを使用して、新しい VRFを設定すると、この PEは RRに対してルートリフレッシュ要求
を発行し、関連する VPNルートを取得します。

route-policy route-policy-nameキーワードと引数では、ポリシー名を指定します。このポリシーで
規定される拡張コミュニティをパスが持っていれば、そのパスは RRによって保持されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ルートフィルタポリシー ft-policy-Aとともにすべてのルートを保持するために RRを

設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family vpnv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# retain route-target route-filter ft-policy-A

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VRFインポートルートターゲット拡張コミュ
ニティを設定します。

import route-target, （177ページ）
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route-policy (BGP)
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーにアドバタイズされる、またはこのネイバー
から受信するアップデートにルーティングポリシーを適用するには、適切なコンフィギュレー

ションモードで route-policyコマンドを使用します。ルーティングポリシーのアップデートへの
適用をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

route-policy route-policy-name [parameter1, parameter2, . . . , parametern] {in | out}

no route-policy route-policy-name [parameter1, parameter2, . . . , parametern] {in | out}

___________________
構文の説明

ルートポリシーの名前。 route-policy-nameに続けて、最高 16個のパラ
メータを指定できます。これらのパラメータは角カッコ（[ ]）で囲みま
す。

route-policy-name

ポリシーを着信ルートに適用します。in

ポリシーを発信ルートに適用します。out

___________________
コマンドデフォルト ポリシーは適用されません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

着信ルートまたは発信ルートのルーティングポリシーを指定するには、route-policyコマンドを使
用します。ポリシーを使用すると、ルートのフィルタリングやルート属性の変更ができます。

route-policyコマンドは、ポリシーの定義に使用されます。

一意の名前を持つアウトバウンドネイバーポリシーを多数設定すると、パフォーマンスに悪

影響がおよびます。これは、一意の名前を持つルートポリシーが機能的に同一である場合に

もあてはまります。このコマンドで使用するために、同じ機能を持つルートポリシーを複数

設定することはお勧めできません。たとえば、Policy Aおよび Policy Bは異なるネイバーに指
定されているが、機能的にはまったく同じである場合、これら 2つのポリシーは 1つのポリ
シーとして設定する必要があります。

（注）

route-policyコマンドがネイバーグループまたはネイバーアドレスファミリグループに対して設
定される場合は、このグループを使用するすべてのネイバーがこの設定を継承します。あるネイ

バーのために特別に設定されたコマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.1.1からのインバウンド IP Version 4（IPv4）ユニキャストルートに

In-Ipv4ポリシーを適用する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# route-policy In-Ipv4 in

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）
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説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

ルートポリシーを定義して、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）
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route-reflector-client
ルータをボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートリフレクタとして設定し、指定したネ
イバーをそのクライアントとして設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで

route-reflector-clientコマンドを使用します。クライアントとしてネイバーを設定することをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

route-reflector-client [inheritance-disable]

no route-reflector-client [inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）ネイバーグループ、またはアドレスファミリグループから

継承された設定の上書きを許可します。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト このネイバーはルートリフレクタクライアントとして扱われません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、内部 BGP（iBGP）ネイバーだけに制限されています。

ローカルルータをルートリフレクタとして設定し、指定したネイバーをそのクライアントの 1つ
として設定するには、route-reflector-clientコマンドを使用します。このコマンドを使って設定さ
れたネイバーはすべて、クライアントグループのメンバです。また、残りの iBGPピアは、ロー
カルルートリフレクタの非クライアントグループのメンバです。

デフォルトでは、自律システムの iBGPスピーカーはすべて、互いに完全にメッシュ化されてい
なければなりません。また、ネイバーは iBGPで学習したルートが別の iBGPネイバーに再度アド
バタイズされることはありません。

ルートリフレクションの場合、すべての iBGPスピーカーを完全にメッシュ化する必要はありま
せん。 iBGPスピーカー、つまりルートリフレクタは、学習した iBGPルートをいくつかの iBGP
クライアントネイバーに渡します。学習された iBGPルートにより、BGPを実行している各ルー
タは、自律システムでBGPを実行しているその他すべてのデバイスと通信する必要がなくなりま
す。

ローカルルータは、ルートリフレクタクライアントを 1つでも持っている限り、ルートリフレ
クタになります。

このコマンドがネイバーグループ、またはネイバーアドレスファミリグループ用に設定される

場合、このグループを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために

特別に設定されたコマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、IPVersion 4（IPv4）ユニキャストルートのルートリフレクタクライアントとして設定

されているネイバー 172.20.1.1を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# route-reflector-client

次の例は、ネイバー 172.20.1.1に対するルートリフレクタクライアントをディセーブルにし、こ
の機能がアドレスファミリグループ group1から自動的に継承することを回避する方法を示して
います。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group1 address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# route-reflector-client
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)#exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# use af-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# route-reflector-client inheritance-disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

BGPクラスタが複数のルートリフレクタを持
つ場合は、クラスタ IDを設定します。

bgp cluster-id, （73ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）
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router bgp
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティングプロセスを設定するには、グローバル
コンフィギュレーションモードで router bgpコマンドを使用します。すべての BGP設定を削除
し、BGPルーティングプロセスを終了するには、このコマンドの no形式を使用します。

router bgp as-number [instance instance-name]

no router bgp [as-number]

___________________
構文の説明

ルータが常駐する自律システム（AS）を特定する番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

as-number

インスタンスとインスタンス名を指定します。インスタンス名の最大長は

32文字です。

router bgp instance instance-nameコマンドが distributed speakerコマンドで
置き換えられました。

instance
instance-name

___________________
コマンドデフォルト BGPルーティングプロセスはイネーブルされません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。

リリース 3.9.0
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変更箇所リリース

instanceと instance-nameのキーワードと引数が、BGPマルチインス
タンス/マルチ AS機能をサポートするために追加されました。コマ
ンドに instanceと instance-nameのキーワードと引数を付けたものが、
distributed speakerコマンドで置き換えられました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

自律システム間のルーティング情報がループなく交換されることを自動的に保証する分散ルーティ

ングコアを設定するには、router bgpコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みrib

___________________
例 次の例は、自律システム 120用に BGPプロセスを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 120
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rpki server
リソース公開キーインフラストラクチャ（RPKI）キャッシュサーバ（rpki-server）コンフィギュ
レーションモードを開始して、RPKIパラメータコンフィギュレーションをイネーブルにするに
は、ルータBGPコンフィギュレーションモードで rpki serverコマンドを使用します。RPKIサー
バコンフィギュレーションモードを削除してキャッシュサーバとキャッシュリストとのリンク

を解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

rpki server {host-name| ip-address}

no rpki server {host-name| ip-address}

___________________
構文の説明 RPKIキャッシュデータベースのホスト名。host-name

RPKIキャッシュデータベースの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト RPKIサーバコンフィギュレーションはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータ BGPコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、RPKIキャッシュサーバデータベースを設定し、RPKIサーバコンフィギュレーショ

ンモードを開始する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki server 172.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#
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selective-vrf-download disable
特定のラインカードでの選択的VRFダウンロード（SVD）をディセーブルにして、すべてのプレ
フィックスおよびラベルをそのラインカードにダウンロードできるようにするには、グローバル

コンフィギュレーションモードで selective-vrf-download disableコマンドを使用します。 SVDを
イネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

selective-vrf-download disable

no selective-vrf-download disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト SVDはイネーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

SVDをディセーブルにした後でコンフィギュレーション変更をアクティブにするために、アク
ティブ RPをフェールオーバーするか、ルータをリロードする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みip-services
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___________________
例 次の例では、選択的 VRFダウンロードをディセーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#selective-vrf-download disable

___________________
関連コマンド 説明コマンド

選択的VRFダウンロード（SVD）ロール情報を表示しま
す。

show svd role, （505ページ）

選択的 VRFダウンロード（SVD）状態情報を表示しま
す。

show svd state, （507ページ）
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send-buffer-size
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーの送信バッファのサイズを設定するには、適
切なコンフィギュレーションモードで send-buffer-sizeコマンドを使用します。送信バッファの
サイズをデフォルト値に設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

send-buffer-size socket-size [bgp-size]

no send-buffer-size [socket-size] [bgp-size]

___________________
構文の説明

送信側ソケットバッファのサイズ（単位はバイト）。範囲は 4096～
131072です。

socket-size

（任意）BGPプロセス送信バッファのサイズ（単位はバイト）。範囲は
4096～ 131072です。

bgp-size

___________________
コマンドデフォルト socket-size：10240バイト

bgp-size：4096バイト

デフォルトを変更するには、socket send-buffer-sizeコマンドを使用します。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アップデートをネイバーに送信するときに使用するバッファサイズを増やすには、send-buffer-size
コマンドを使用します。バッファが大きければ大きいほど、コンバージェンスタイムが短縮され
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ます。これは、同時に処理できるパケットの数が増えるからです。ただし、大きいバッファを割

り当てると、ルータで使用されるメモリの量も増えます。

ソケットバッファサイズを増やした結果、メモリの使用量が増えるのは、ソフトウェアによ

る処理を待機するメッセージの数が多い場合だけです。対照的に、BGPバッファサイズを増
やすと、メモリが無制限に使用されるようになります。

（注）

このコマンドがネイバーグループ、またはセッショングループ用に設定される場合、このグルー

プを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定された

コマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ネイバー 172.20.1.1の送信バッファサイズを、ソケットバッファとBGPバッファの両

方について 8192バイトに設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# send-buffer-size 8192 8192

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

BGPネイバーの受信バッファのサイズを設定し
ます。

receive-buffer-size, （243ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

すべての BGPネイバーの送信バッファのサイ
ズを設定します。

socket send-buffer-size, （519ページ）
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send-community-ebgp
コミュニティ属性を外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）ネイバーに送信するように
指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで send-community-ebgpコマンドを使用し
ます。 eBGPネイバーへのコミュニティ属性の送信をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

send-community-ebgp [inheritance-disable]

no send-community-ebgp [inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）ネイバーグループ、またはアドレスファミリグループから

継承された設定の上書きを許可します。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト コミュニティ（COMM）属性は、eBGPピア（PE-CEピアも含まれます）には送信されません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コミュニティ属性を eBGPネイバーに送信するかどうかを制御するには、send-community-ebgpコ
マンドを使用します。このコマンドは、iBGPネイバーに対しては設定できません。コミュニティ
属性は常に iBGPネイバーに送信されるからです。

IOS XR BGPが eBGP VPNピア（VPNv4または VPNv6）のコミュニティ属性を更新するときは、
send-community-ebgpコマンドを別途設定する必要はありません。コミュニティ属性はデフォル
トで更新されます。

このコマンドがネイバーグループ、またはアドレスファミリグループ用に設定される場合、こ

のグループを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーに対して特別にこ

のコマンドを設定すると、継承された値が上書きされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、IP Version 4（IPv4）マルチキャストルートのネイバー 172.20.1.1にコミュニティ属性

を送信するルータをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# send-community-ebgp

次の例は、ネイバー 172.20.1.1に対するコミュニティ属性の配信をディセーブルにし、この機能
がアドレスファミリグループ group1から継承することを回避する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group1 address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# send-community-ebgp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# use af-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# send-community-ebgp inheritance-disable
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

eBGPネイバーへの拡張コミュニティ属性の送
信を指定します。

send-extended-community-ebgp, （281ページ）
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send-extended-community-ebgp
拡張コミュニティ属性を外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）ネイバーに送信するよ
うに指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで send-extended-community-ebgpコマ
ンドを使用します。eBGPネイバーへの拡張コミュニティ属性の送信をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

send-extended-community-ebgp [inheritance-disable]

no send-extended-community-ebgp [inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）ネイバーグループ、またはアドレスファミリグループから

継承された設定の上書きを許可します。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト

拡張コミュニティ（EXTCOMM）属性は、eBGPピア（PE-CEピアも含まれます）には送信され
ません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

拡張コミュニティ属性を eBGPネイバーに送信するかどうかを制御するには、
send-extended-community-ebgpコマンドを使用します。このコマンドは、iBGPネイバーに対して
は使用できません。拡張コミュニティ属性は常に iBGPネイバーに送信されるからです。

IOS XR BGPが eBGP VPNピア（VPNv4または VPNv6）のコミュニティ属性を更新するときは、
send-extended-community-ebgpコマンドを別途設定する必要はありません。コミュニティ属性は
デフォルトで更新されます。

このコマンドがネイバーグループ、またはネイバーアドレスファミリグループ用に設定される

場合、このグループを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために

特別に設定されたコマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、IP Version 4（IPv4）マルチキャストルートのネイバー 172.20.1.1に拡張コミュニティ

属性を送信するルータを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# send-extended-community-ebgp

次の例は、ネイバー 172.20.1.1に対する拡張コミュニティ属性の配信をディセーブルにし、この
機能がアドレスファミリグループ group1から自動的に継承することを回避する方法を示してい
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 140
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group1 address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# send-extended-community-ebgp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# use af-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# send-extended-community-ebgp inheritance-disable
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

コミュニティ属性は eBGPネイバーには送信さ
れないことを指定します。

send-community-ebgp, （278ページ）
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session-group
セッショングループを作成し、セッショングループコンフィギュレーションモードに入るには、

ルータコンフィギュレーションモードで session-groupコマンドを使用します。セッショング
ループ、およびこれに関連付けられているコンフィギュレーションをすべて削除するには、この

コマンドの no形式を使用します。

session-group name

no session-group name

___________________
構文の説明

セッショングループの名前。name

___________________
コマンドデフォルト セッショングループは作成されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッショングループを作成するには、session-groupコマンドを使用します。ネイバーはこのグ
ループから、アドレスファミリに依存しないコンフィギュレーションを継承できます。つまり、

セッショングループは、アドレスファミリ固有のコンフィギュレーションを持つことはできませ

ん。このコマンドにより、セッショングループコンフィギュレーションモードに入ります。こ

のモードでは、セッショングループに対する設定を入力できます。

セッショングループコンフィギュレーションモード、およびネイバーコンフィギュレーション

モードの両方で、多数のコマンドを設定できます。

セッショングループを使用すると、時間が短縮され、ルータコンフィギュレーションサイズが

削減されます。セッショングループの設定を継承できるネイバーの数に制限はないため、グルー

プを使用することにより、多数のネイバーそれぞれに長い設定や複雑な設定をコピーする必要が

なくなります。ネイバーは useコマンドを設定するだけで、セッショングループからすべての設
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定を継承できます。継承された特定のセッショングループコンフィギュレーションコマンドは、

特定のネイバーに対して明示的にコマンドを設定することにより、このネイバーについては上書

きすることができます。

このコマンドの no形式を使用すると、このセッショングループの設定がすべて削除されます。
グループを削除すると、設定済みのリモート自律システム番号を持たないネイバーが残る場合は、

このコマンドの no形式は使用できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、2つのネイバー 10.0.0.1および 10.0.0.2により使用されるセッショングループ group1

を示しています。 group1はセッショングループであるため、これにはアドレスファミリに依存
しない設定だけが含まれます。また、group1はネイバー 10.0.0.1および 10.0.0.2により使用され
るため、このグループの設定はこれらのネイバーにより継承されます。

RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group group1
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# remote-as 1
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# advertisement-interval 2
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.0.1
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group group1
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.0.2
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group group1

次の例は、2つのネイバー 10.0.0.1および 10.0.0.2により使用されるセッショングループ group1
を示しています。 group1はセッショングループであるため、これにはアドレスファミリに依存
しない設定だけが含まれます。また、group1はネイバー 10.0.0.1および 10.0.0.2により使用され
るため、このグループの設定はこれらのネイバーにより継承されます。しかし、group1からの
password password1設定は、ネイバー 10.0.0.2についてはネイバー 10.0.0.2コンフィギュレーショ
ンサブモードで password-disableコマンドを使用して上書きされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# advertisement-interval 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# password password1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.0.0.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# password-disable
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session-open-mode
特定の TCPオープンモードを使ってボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）セッションを確
立するには、適切なコンフィギュレーションモードで session-open-modeコマンドを使用します。
デフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

session-open-mode {active-only| both| passive-only}

no session-open-mode [active-only| both| passive-only]

___________________
構文の説明 BGPセッションは、要求がローカルエンドにより開始され（アクティブオー

プン要求）、相手側からのすべてのパッシブオープン要求がローカル BGPに
より拒否された場合にだけ確立されるようにします。

active-only

着信および発信TCP接続要求の両方からBGPセッションを確立できるように
します。要求が衝突したときは 1つが拒否されます。

both

ローカルBGPにより開始されるTCPオープン要求はなく、セッションは、要
求がリモートエンドから送信された場合だけ確立されるようにします。

passive-only

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは bothです。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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デフォルトでは、BGPは、新しいネイバーが設定されたときには必ず、アクティブTCP接続の開
始を試行します。また、リモートネイバーはローカル BGP画接続を開始する前に、TCP接続を
開始することもできます。このようなリモートネイバーによるTCP接続の開始は、パッシブオー
プン要求と見なされ、ローカルBGPでも受け付けられます。このデフォルト動作を変更するには
session-open-modeコマンドを使用します。

ピアリングネイバーの両方が同じ、デフォルト以外のTCPセッションオープンモード（アク
ティブだけ、またはパッシブだけ）を使用している場合、BGP接続は開かれず、また、BGP
セッションの結果、BGP接続は確立されません。両方のエンドがアクティブだけで設定され
ている場合、どちらのネイバーも相手エンドから TCPオープン要求を拒否します。 1つのネ
イバーを、パッシブだけ、またはアクティブとパッシブの両方として設定する必要がありま

す。同様に、ネイバーの両方がパッシブだけで設定されている場合、どちらのネイバーもTCP
オープン要求を開始せず、BGPセッションは確立されません。この場合も、ネイバーの 1つ
を、アクティブだけ、またはアクティブとパッシブの両方として設定する必要があります。

ただし、例外が 1つあります。 TCPセッションオープンモードがパッシブだけとなるように
設定されたネイバーからの接続オープン要求は、要求を拒否する前に、接続の衝突の有無を検

知するために処理されます。この例外により、ローカルBGPは、リモートネイバーがダウン
し、ローカルルータにより検知されなかった場合に、セッションをリセットできるようにな

ります。

（注）

存在しないネイバーをあらかじめ設定する必要がある場合は、session-open-modeコマンドを使用
します。 BGPが、ネイバーとの TCPセッションのセットアップを積極的に試行しないことを確
認してください。 2つのネイバーの両方に、このコマンドで同一の非デフォルト値（active-only
または passive-onlyキーワード）が設定されている場合は、そのネイバーの間では BGPセッショ
ンは発生しません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次の例は、ルータ bgp 1上で BGPセッションをイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 45.67.89.01
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# session-open-mode active-only
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show bgp
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティングテーブル内のエントリを表示するには、
EXECモードで show bgpコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast| all| tunnel}| ipv6 {unicast| multicast| all|
labeled-unicast}| all {unicast| multicast| all| labeled-unicast| mdt| tunnel}| vpnv4 unicast [rd rd-address]|
vrf {vrf-name| all} [ipv4 {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]| [rd rd-address]] [ip-address [{mask|
/prefix-length} [longer-prefixes| unknown-attributes| bestpath-compare]]] [standby] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指定

します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャ
ストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定し
ます。

ipv6 unicast
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（任意）ネットワークアドレス。BGPルーティングテーブル内の特定
のネットワークを表示するために入力します。ネットワークアドレス

を省略した場合、BGPルーティングテーブル内のすべてのネットワー
クが表示されます。ネットワークマスクおよびプレフィックスの長さ

を省略した場合、このネットワークアドレスに対して最長の照合プレ

フィックスが表示されます。

ip-address

（任意）照合に使用される BGPルートのネットワークマスク。mask

（任意）照合に使用される BGPルートのプレフィックスの長さ。 10進
数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける必要があります。

/ prefix-length

（任意）指定された長さのプレフィックスを持つルートを表示します。

より詳しいルートがあれば、それも表示します。 longer-prefixesキー
ワードは、ip-addressおよび maskまたは /prefix-length引数が指定されて
いる場合に限り使用できます。

longer-prefixes

（任意）未知の、過渡的な属性を含みます。 unknown-attributesキー
ワードは、ip-addressおよび maskまたは /prefix-length引数が指定されて
いる場合に限り使用できます。

unknown-attributes

（任意）ルートおよび最適パスに関する情報を表示します。

bestpath-compareキーワードは、ip-addressおよび maskまたは
/prefix-length引数が指定されている場合に限り使用できます。

bestpath-compare

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0
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変更箇所リリース

コマンド出力は、BGPAccept Ownコンフィギュレーションから表示
されるように変更されました。

リリース 4.1.1

コマンド出力は、BGPの追加パス情報を表示するように変更されま
した。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

set default-afiコマンドは、セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するときに使用
し、set default-safiコマンドは、そのセッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定す
るときに使用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文について
は、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router SystemManagement Command Reference』
を参照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレス

ファミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォル
トサブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、設定されたアドレスファミリとサブアドレスファミリの組み合わせそれぞれについ
て、ルーティングテーブルが 1つずつ含まれます。アドレスファミリおよびサブアドレスファ
ミリのオプションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミ

リ、またはサブアドレスファミリについて、allキーワードを指定した場合、一致するルーティン
グテーブルが 1つずつ、順番に検索されます。

大規模で複雑なルートポリシーの設定直後に show bgpコマンドを実行すると、システムデー
タベースのタイムアウトが発生することがあり、そのことはエラーメッセージ

（SYSDB-SYSDB-6-TIMEOUT_EDM）によって示されます。 showコマンドは、新しいルートポリ
シーが適用された後に実行することを推奨します。

（注）

特定のルートに関する詳細情報を表示するには、show bgp ip-address {mask | / prefix-length }コマン
ドを使用します。マスクおよびプレフィックスの長さを指定しなかった場合、この IPアドレスに
対する最長の照合プレフィックスの詳細が表示されます。

指定した BGPルーティングテーブルにあるすべてのルートを表示するには、show bgpコマンド
を使用します。特定のプレフィックスよりも限定的なルートを表示するには、showbgp ip-address
{mask | / prefix-length} longer-prefixesコマンドを使用します。

特定のルートと関連付けられているが、ローカルシステムでは理解できない過渡的な属性の詳細

を表示するには、unknown-attributesキーワードを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 EXECモードで実行した show bgpコマンドからの出力例は次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp
BGP router identifier 172.20.1.1, local AS number 1820
BGP generic scan interval 60 secs
BGP table state: Active
Table ID: 0xe0000000
BGP main routing table version 3
Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs

Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
i - internal, S stale

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* i10.3.0.0/16 172.20.22.1 0 100 0 1800 1239 ?
*>i 172.20.16.1 0 100 0 1800 1239 ?
* i10.6.0.0/16 172.20.22.1 0 100 0 1800 690 568 ?
*>i 172.20.16.1 0 100 0 1800 690 568 ?
* i10.7.0.0/16 172.20.22.1 0 100 0 1800 701 35 ?
*>i 172.20.16.1 0 100 0 1800 701 35 ?
* 192.168.40.24 0 1878 704 701 35 ?
* i10.8.0.0/16 172.20.22.1 0 100 0 1800 690 560 ?
*>i 172.20.16.1 0 100 0 1800 690 560 ?
* 192.168.40.24 0 1878 704 701 560 ?
* i10.13.0.0/16 172.20.22.1 0 100 0 1800 690 200 ?
*>i 172.20.16.1 0 100 0 1800 690 200 ?
* 192.168.40.24 0 1878 704 701 200 ?
* i10.15.0.0/16 172.20.22.1 0 100 0 1800 174 ?
*>i 172.20.16.1 0 100 0 1800 174 ?
* i10.16.0.0/16 172.20.22.1 0 100 0 1800 701 i
*>i 172.20.16.1 0 100 0 1800 701 i
* 192.168.40.24 0 1878 704 701 i

Processed 8 prefixes, 8 paths

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 3：show bgp フィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier
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説明フィールド

ローカルシステムの自律システム番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

local AS number

汎用スキャナによる BGPテーブルのスキャン
間隔（秒数）。

BGP generic scan interval

BGPデータベースの状態。BGP table state

BGPデータベース ID。Table ID

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

この BGPルーティングテーブル内のルートに
ついてダンプニングはイネーブルにされていま

す。

Dampening enabled

指定されたアドレスファミリおよびサブアドレ

スファミリに対する BGPスキャン間隔（単位
は秒）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用して BGPによってソースされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 293

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp



説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

相互自律システム間メトリック（別名MultiExit
Discriminator（MED）メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

LocPrf

パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの末尾には、パスの起点コードがあります。

Path

ネットワークが指定されている show bgpコマンドからの出力例は次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp 11.0.0.0/24
BGP router table entry for 11.0.0.0/24
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 2 2

Paths: (3 available, best #1)
Advertised to update-groups (with more than one peer):
0.1

Advertised to peers (in unique update groups):
10.4.101.1

Received by speaker 0
Local
0.0.0.0 from 0.0.0.0 (10.4.0.1)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, weight 32768, valid, local, best

Received by speaker 0
2 3 4
10.4.101.1 from 10.4.101.1 (10.4.101.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, external

Received by speaker 0
Local
10.4.101.2 from 10.4.101.2 (10.4.101.2)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 4：show bgp prefix length フィールドの説明

説明フィールド

表示されているネットワーク。BGP router table entry

各 BGPプロセスのネットワークバージョンの
リスト。

Versions

BGPプロセスの名前。Process

RIBに送信するためのネットワークのバージョ
ン。このバージョンを、プロセスの bRIB/RIB
バージョン（show bgp summaryの先頭にある
もの）と比較すると、このネットワークが RIB
に送信されたかどうかを確認することができま

す。

bRIB/RIB

ネイバーにアドバタイズするためのネットワー

クのバージョン。これを、ネイバーのバージョ

ンと比較し、このネットワークが特定のネイ

バーにアドバタイズされているかどうかを判断

することができます。

SendTblVer

ネットワークのパスのリスト（つまり、ネット

ワークに到達するためのルート）。パスの数、

および最適パスのインデックスは指定されま

す。

Paths

最適パスは NO_ADVERTISEコミュニティとと
もに受信されたもので、ネイバーにはアドバタ

イズされません。

not advertised to any peer

最適パスはNO_EXPORTコミュニティとともに
受信されたもので、eBGPネイバーにはアドバ
タイズされません。

not advertised to EBGP peer

最適パスは LOCAL_ASコミュニティとともに
受信されたもので、ローカル ASの外部にある
ピアにはアドバタイズされません。

not advertised outside local AS

ネットワークは設定された集約の、より具体的

なプレフィックスで、抑制されています。抑制

解除マップを設定していない限り、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Advertisements of this net are suppressed by an
aggregate
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説明フィールド

ネットがアドバタイズされたアップデートグ

ループのリスト。1ピアだけのアップデートグ
ループはここにリストされません。

Advertised to update-groups

ネットがアドバタイズされたネイバーのリス

ト。上記にリストされたアップデートグルー

プのいずれかにあるネイバーは、個別にリスト

されません。アップデートグループ内で一意

のネイバーだけがリストされます。

Advertised to peers

パスが発信された BGPプロセス。これは、ス
タンドアロンモードの場合は常に「speaker 0」
となります。 BGPが分散モードの場合これは
スピーカー IDになります。

Received by speaker 0

パスで受信された自律システム（AS）パス。
ASパスが空白の場合は、「Local」が表示され
ます。これは、このルータ上または同一AS内
の隣接ルータ上でローカルに生成されたパスの

場合です。

AS Path

パスが集約パスの場合、集約を実行したルータ

のルータ ID。
aggregated by

設定されたパスのダンプニングによってパスが

抑制されました。

suppressed due to dampening

パスは取り消されますが、ダンプニング情報を

格納するためにコピーが保持されます。

history entry

ルータリフレクタクライアントからパスが受

信されました。

Received from a RR-client

ソフト再設定インバウンドが設定されている場

合、パスは受信されましたが、インバウンドポ

リシーによってドロップされるか、受け入れら

れて変更されました。いずれの場合も、

received-only値は元の変更されていないパスの
コピーです。

received-only

ソフトウェア再設定インバウンドが設定されて

いる場合、パスは受信されてインバウンドポリ

シーによって受け入れられましたが、変更され

ませんでした。

received & used
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説明フィールド

パスを受信したネイバーがダウンしていて、グ

レースフルリスタートをサポートするためにパ

スが保持され、ステイルとマークされます。

stale

パスのネクストホップ。ネクストホップが、

BGP外のメカニズム（たとえば再配布されたパ
スなど）によって既知となったものである場合

は、0.0.0.0が表示されます。ネクストホップ
の後に、パスの受信元のネイバーがネイバーの

ルータ IDとともに表示されます。パスがロー
カルに生成された場合（たとえば集約または再

配布パス）の場合、ネイバーアドレスに0.0.0.0
が表示されます。

<nexthop> from <neighbor> (<router-id>)

IGP：IGPから発信されたパス

EGP：EGPから発信されたパス

incomplete：パスの発信元が不明です。

Origin

パスのMED値。metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

localpref

（0ではない場合）ローカルに割り当てられた
パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

weight

パスが有効で、最良パス計算で考慮することが

できます。

valid

パスは redistributeコマンドによって再配布さ
れます。

redistributed

パスは、aggregate-addressコマンドによって
ローカルで作成された集約パスです。

aggregated

パスは、networkコマンドによるローカルネッ
トワークソースです。

local

パスが iBGPネイバーから受信されました。internal
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説明フィールド

パスが eBGPネイバーから受信されました。external

atomic-aggregateフラグが設定されたパスが受信
されました。集約時に削除されたパス情報がい

くつかあります。

atomic-aggregate

パスがネットワークの最良パスで、ルーティン

グに使用され、ピアへアドバタイズされます。

best

パスがマルチパスで、最良パスとともにRIBに
インストールされます。

multipath

パスに添付されるコミュニティのリスト。Community

パスに添付される拡張コミュニティのリスト。Extended community

パスが反映される場合の AS Cluster list内にあ
るパスのオリジネータ。

Originator

パスが反映される場合パスが通過した RRクラ
スタのリスト。

AS Cluster list

パスがダンプされた場合のペナルティおよび再

利用情報。

Dampinfo

パスの現在のペナルティ。penalty

パスがフラップする回数と最初のフラップから

の時間。

flapped

パスが再利用されるまでの時間（未ダンプ）。reuse in

設定されたパスのハーフライフ。half life

パスが抑制されるペナルティ。suppress value

パスが再利用されるペナルティ。reuse value

パスを抑制できる最長時間。Maximum suppress time

次の出力例は、show bgpコマンドに ip-address/prefix-length detailオプションを指定したときのも
のです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp 51.0.0.0/24 detail
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Sat Mar 14 00:37:14.109 PST PDT

BGP routing table entry for 51.0.0.0/24

Versions:

Process bRIB/RIB SendTblVer

Speaker 3 3

Flags: 0x3e1000, label_retention: not enabled

Last Modified: Mar 13 19:32:17.976 for 05:04:56

Paths: (1 available, best #1)

Advertised to update-groups (with more than one peer):

0.3 0.4 0.7 0.8

Advertised to peers (in unique update groups):

201.48.20.1

Path #1: Received by speaker 0

Flags: 0x1000003

200 201

213.0.0.6 from 213.0.0.6 (200.200.3.1)

Origin IGP, localpref 100, valid, external, best

次に示す show bgpコマンドからの出力例は、受信した追加パスも表示されています。

BGP routing table entry for 51.0.1.0/24, Route Distinguisher: 2:1
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 63 63
Flags: 0x040630f2

Last Modified: Nov 11 12:44:05.811 for 00:00:16
Paths: (3 available, best #2)
Advertised to CE peers (in unique update groups):
10.51.0.10

Path #1: Received by speaker 0
Flags: 0x3
Not advertised to any peer
111 111 111 111 111 111 111 111
10.51.0.10 from 10.51.0.10 (11.11.11.11)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external
Received Path ID 0, Local Path ID 0, version 0
Extended community: RT:55:1

Path #2: Received by speaker 0
Flags: 0x5060007
Advertised to CE peers (in unique update groups):
10.51.0.10

561 562 563 564 565
13.0.6.50 from 13.0.6.50 (13.0.6.50)
Received Label 16
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best, group-best, import-candidate,

imported
Received Path ID 0, Local Path ID 1, version 63
Extended community: RT:55:1

Path #3: Received by speaker 0
Flags: 0x4060007
Not advertised to any peer
591 592 593 594 595
13.0.9.50 from 13.0.9.50 (13.0.9.50)
Received Label 16
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, backup, add-path, import-candidate,
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imported
Received Path ID 0, Local Path ID 4, version 63
Extended community: RT:22:232 RT:55:1

次の出力例は、「import suspect」ステートおよび showbgpコマンド出力の「import-suspect」フィー
ルドを説明するためのものです。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp vpnv4 unicast rd 11:111 100.16.11.0/24
BGP routing table entry for 100.16.11.0/24, Route Distinguisher: 11:111
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 1834195 1834195

Paths: (2 available, best #1)
Advertised to update-groups (with more than one peer):
0.1

Path #1: Received by speaker 0
11
1:16.16.16.16 (metric 30) from 55.55.55.55 (16.16.16.16)
Received Label 19602
Origin incomplete, localpref 100, valid, internal, best, import-candidate, not-in-vrf,

import suspect
Extended community: RT:11:11
Originator: 16.16.16.16, Cluster list: 55.55.55.55

Path #2: Received by speaker 0
11
1:16.16.16.16 (metric 30) from 88.88.88.88 (16.16.16.16)
Received Label 19602
Origin incomplete, localpref 100, valid, internal, not-in-vrf, import suspect
Extended community: RT:11:11
Originator: 16.16.16.16, Cluster list: 88.88.88.88

show bgpコマンドの出力に「import suspect」が表示されるのは、そのプレフィックスに対してイ
ンポート振動の可能性が検出されたときです。このようなプレフィックスのインポートが影響を

受けることはありません。ただし、将来も振動が続いた場合は、そのプレフィックスのインポー

トをダンプニングさせることができます。次回のインポート実行中に振動が終了した場合は、そ

のプレフィックスの「import supect」が解除されます。

次の show bgp vpnv4 unicast rd prefix/lengthコマンドの出力例には、Accept Ownプレフィックス
情報が表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp vpnv4 unicast rd 10.10.10.10:1 110.1.1.1/32 detail
BGP routing table entry for 110.1.1.1/32, Route Distinguisher: 10.10.10.10:1
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 1412487 1412487
Local Label: 137742 (no rewrite);
Flags: 0x04043001+0x00000000;

Last Modified: Jul 19 14:42:43.690 for 00:56:34
Paths: (2 available, best #1)
Advertised to peers (in unique update groups):
45.1.1.1

Path #1: Received by speaker 0
Flags: 0xd040003, import: 0x1f
Advertised to peers (in unique update groups):
45.1.1.1

101
10.5.1.2 from 10.5.1.2 (10.5.1.2)
Origin incomplete, localpref 100, valid, external, best, group-best, import-candidate

Received Path ID 0, Local Path ID 1, version 1412487
Extended community: RT:100:1

Path #2: Received by speaker 0
Flags: 0x324020005, import: 0x01
Not advertised to any peer
101
15.1.1.1 from 55.1.1.1 (15.1.1.1)
Received Label 137742
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Origin incomplete, localpref 100, valid, internal, import-candidate, not-in-vrf,
accept-own-self

Received Path ID 0, Local Path ID 0, version 0
Community: accept-own
Extended community: RT:100:1 RT:1000:1
Originator: 15.1.1.1, Cluster list: 55.1.1.1, 75.1.1.1, 45.1.1.1

次の show bgp vrf vrf-name ipv4unicast prefix/lengthコマンドの出力例には、特定のカスタマー（発
信元）VRFに関する Accept Ownプレフィックス情報が表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp vrf customer1 ipv4 uni 110.1.1.1/32
BGP routing table entry for 110.1.1.1/32, Route Distinguisher: 10.10.10.10:1
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 1412487 1412487
Local Label: 137742

Last Modified: Jul 19 14:42:43.690 for 01:01:22
Paths: (2 available, best #1)
Advertised to PE peers (in unique update groups):
45.1.1.1

Path #1: Received by speaker 0
Advertised to PE peers (in unique update groups):
45.1.1.1

101
10.5.1.2 from 10.5.1.2 (10.5.1.2)
Origin incomplete, localpref 100, valid, external, best, group-best, import-candidate

Received Path ID 0, Local Path ID 1, version 1412487
Extended community: RT:100:1

Path #2: Received by speaker 0
Not advertised to any peer
101
15.1.1.1 from 55.1.1.1 (15.1.1.1)
Received Label 137742
Origin incomplete, localpref 100, valid, internal, import-candidate, not-in-vrf,

accept-own-self
Received Path ID 0, Local Path ID 0, version 0
Community: accept-own
Extended community: RT:100:1 RT:1000:1
Originator: 15.1.1.1, Cluster list: 55.1.1.1, 75.1.1.1, 45.1.1.1

次の show bgp vrf vrf-name ipv4unicast prefix/lengthコマンドの出力例には、サービス VRFに関す
る Accept Ownプレフィックス情報が表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp vrf service1 ipv4 uni 110.1.1.1/32
BGP routing table entry for 110.1.1.1/32, Route Distinguisher: 11.11.11.11:1
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 1412497 1412497

Last Modified: Jul 19 14:43:08.690 for 01:39:22
Paths: (1 available, best #1)
Advertised to CE peers (in unique update groups):
10.8.1.2

Path #1: Received by speaker 0
Advertised to CE peers (in unique update groups):
10.8.1.2

101
10.5.1.2 from 55.1.1.1 (15.1.1.1)
Origin incomplete, localpref 100, valid, internal, best, group-best, import-candidate,

imported, accept-own
Received Path ID 0, Local Path ID 1, version 1412497
Community: accept-own
Extended community: RT:100:1 RT:1000:1
Originator: 15.1.1.1, Cluster list: 55.1.1.1, 75.1.1.1, 45.1.1.1

次のテーブルに、出力に表示される重要なフィールドについて説明します。
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説明フィールド

カスタマー VRFの Accept Ownパスに
「accept-own-self」キーワード/フラグが含まれ
ています。

accept-own-self

AcceptOwnパスに「accept-own」キーワード/フ
ラグが含まれています。

accept-own

パスに添付されるコミュニティのリスト：

accept-own。
Community:accept-own

パスに添付される拡張コミュニティのリスト。Extended community

ルートが渡された全ルートリフレクタのルータ

IDまたはクラスタ ID。
Cluster list

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブルに集約エントリを
作成します。

aggregate-address, （29ページ）

ローカルプリファレンスのデフォルト値を変更

します。

bgp default local-preference, （82ページ）

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

不自然なネットマスクを持つルートを表示しま

す。

show bgp cidr-only, （323ページ）
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説明コマンド

指定したコミュニティに属するルートを表示し

ます。

show bgp community, （328ページ）

発信元の自律システムと矛盾したルートを表示

します。

show bgp inconsistent-as, （351ページ）

ASパスの正規表現と一致するルートを表示し
ます。

show bgp regexp, （456ページ）

ルートポリシーの一致するネットワークを表示

します。

show bgp route-policy, （461ページ）

BGP接続すべての状況を表示します。show bgp summary, （474ページ）

ポリシーによって切り捨てられるコミュニティ

リストを持つネットワークを表示します。

show bgp truncated-communities, （484ページ）
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show bgp advertised
複数のネイバーまたは単一ネイバーのアドバタイズメントを表示するには、EXECモードで show
bgp advertisedコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 { all| labeled-unicast| mdt| multicast| tunnel| unicast}] advertised [neighbor ip-address]
[standby] [summary]

show bgp [ ipv6 { all| labeled-unicast| multicast| unicast}] advertised [neighbor ip-address] [standby]
[summary]

show bgp [ all { all | labeled-unicast | multicast| tunnel | unicast }] advertised [neighbor ip-address]
[standby] [summary]

show bgp [ vpnv4 unicast [rd rd-address]] advertised [neighbor ip-address] [standby] [summary]

show bgp [ vpnv6 unicast [ rd rd-address]] advertised [neighbor ip-address] [standby] [summary]

show bgp [ vrf {vrf-name| all} [ ipv4 | {labeled-unicast | unicast}| ipv6 unicast]] advertised [neighbor
ip-address] [standby] [summary]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

labeled-unicast

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name
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（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

（任意）単一ネイバーのアドバタイズメントをプレビューします。

neighborキーワードが省略されている場合、全ネイバーのアドバタ
イズメントが表示されます。

neighbor

（任意）ネイバーの IPアドレスip-address

（任意）アドバタイズメントの要約を表示します。summary

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、設定されたアドレスファミリとサブアドレスファミリの組み合わせそれぞれについ
て、ルーティングテーブルが 1つずつ含まれます。アドレスファミリおよびサブアドレスファ
ミリのオプションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミ

リまたはサブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、各一致ルーティ
ングテーブルが順次検査されます。

複数のピアまたは特定のピアにアドバタイズされたルートを表示するには、show bgp advertised
コマンドを使用します。特定のポリシーの下でピアに送信されるはずのアドバタイズメントをプ

レビューするには（対応するアップデートメッセージがまだ生成されていない場合でも）、show
bgp policyコマンドを使用します。

showbgp advertisedコマンドを発行したときに、特定のルートが出力に表示されるには、その
ルートのアドバタイズメントが送信済みである（かつ、まだ取り消されていない）ことが条件

となります。ルートのアドバタイズメントがまだ送信されていない場合、ルートは表示され

ません。

（注）

アドバタイズされたルートの要約を表示するには、summaryキーワードを使用します。 summary
キーワードを指定しない場合は、アドバタイズされたルートの詳細情報が表示されます。

showbgpadvertisedコマンドの出力に表示されるルートの詳細には、アウトバウンドポリシー
の適用は表示されません。したがって、このコマンドは、特定のルートがアドバタイズされ

たかどうかを示すだけで、アドバタイズされた属性の詳細は示しません。アドバタイズされ

た属性を表示するには、show bgp policy sent-advertisementsコマンドを使用します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp
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___________________
例 次に、EXECモードでの show bgp advertisedコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp advertised neighbor 10.0.101.4 summary

Network Next Hop From AS Path
1.1.1.0/24 10.0.101.1 10.0.101.1 2 3 222 333 444 555 i
1.1.2.0/24 10.0.101.1 10.0.101.1 3 4 5 6 7 i
1.1.3.0/24 10.0.101.1 10.0.101.1 77 88 33 44 55 99 99 99 i
1.1.4.0/24 10.0.101.1 10.0.101.1 2 5 6 7 8 i
1.1.7.0/24 10.0.101.1 10.0.101.1 3 5 i
1.1.8.0/24 10.0.101.1 10.0.101.1 77 88 99 99 99 i

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 5：show bgp advertised neighbor summary のフィールドの説明

説明フィールド

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

このルートをアドバタイズしたピアの IPアド
レス。

From

このルートをアドバタイズしたピアのASパス。AS Path

ローカルシステムで発信されたルートを示しま

す。

ローカル

ルートがローカルシステムで作成された集約で

あることを示します。

Local Aggregate

このエントリがアドバタイズされたピアを示し

ます。全ネイバーへのアドバタイズメントの要

約を表示する際にこのフィールドが出力で使用

されます。

Advertised to

次に、詳細アドバタイズメント情報の show bgp advertisedコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp advertised neighbor 172.72.77.1

172.16.0.0/24 is advertised to 172.72.77.1
Path info:
neighbor: Local neighbor router id: 172.74.84.1
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valid redistributed best
Attributes after inbound policy was applied:
next hop: 0.0.0.0

MET ORG AS
origin: incomplete metric: 0
aspath:

10.52.0.0/16 is advertised to 172.72.77.1
Path info:
neighbor: Local Aggregate neighbor router id: 172.74.84.1
valid aggregated best

Attributes after inbound policy was applied:
next hop: 0.0.0.0

ORG AGG ATOM
origin: IGP aggregator: 172.74.84.1 (1)
aspath:

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 6：show bgp advertised neighbor のフィールドの説明

説明フィールド

このルートがアドバタイズされたピアの IPア
ドレス。ルートが複数のピアにアドバタイズさ

れた場合、各ピアについて情報が個別に表示さ

れます。

is advertised to

このルートをアドバタイズしたピア、または次

のいずれかの IPアドレス。

Local：ローカルシステムで発信されたルート。

Local Aggregate：ルートはローカルシステムで
作成された集約です。

neighbor

ピアの BGP ID、またはルートがローカルシス
テムで発信された場合はローカルシステムの

BGP ID。

neighbor router id

アドバタイズされないwell-knownコミュニティ
がこのルートに関連付けられていることを示し

ます。このコミュニティを持つルートは、どの

BGPピアにもアドバタイズされません。

Not advertised to any peer

エクスポートされないwell-knownコミュニティ
がこのルートに関連付けられていることを示し

ます。これらの外部ピアがローカルルータと

同じコンフェデレーションの一部であっても、

このコミュニティを持つルートは外部 BGPピ
アにアドバタイズされません。

Not advertised to any EBGP peer
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説明フィールド

ローカルASのwell-knownコミュニティがこの
ルートに関連付けられていることを示します。

このコミュニティ値を持つルートは、ローカル

自律システムやコンフェデレーション境界の外

にアドバタイズされません。

Not advertised outside the local AS

ルータリフレクタクライアントからパスが受

信されました。

(Received from a RR-client)

このパスは、ルーティング用に使用されませ

ん。これは、ソフト再構成をサポートするため

に使用され、インバウンドポリシーがピアから

受信されるパスへ適用される前にパス属性を記

録します。「received-only」とマークされたパ
スは、インバウンドポリシーによってパスがド

ロップされたか、インバウンドポリシーによっ

てパス情報が変更されてそのパスの別のコピー

がルーティングに使用されることを示します。

(received-only)

パスがソフト再設定とルーティング目的に両方

で使用されることを示します。「received and
used」とマークされたパスは、パス情報がイン
バウンドポリシーによって変更されていないこ

とを意味します。

(received & used)

パスが有効です。valid

再配布を通じてパスがローカルでソースされて

います。

redistributed

集約を通じてパスがローカルでソースされてい

ます。

aggregated

networkコマンドを通じてパスがローカルでソー
スされています。

local

コンフェデレーションピアからパスが受信され

ました。

confed

パスが最良として選択されています。best

パスは、負荷分散のために選択された複数のパ

スの 1つです。
multipath
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説明フィールド

ダンプニング情報を示します。

Penalty：このパスの現在のペナルティ

Flapped：ルートがフラップした回数

In：ルータが最初のフラップを認識してから経
過した時間（時:分:秒）。

Reuse in：パスが使用可能になった後から経過
した時間（時:分:秒）。このフィールドは、パ
スが現在抑制されている場合だけ表示されま

す。

dampinfo

何らかのインバウンドポリシーが適用された後

の、受信されたルートに関連した属性を表示し

ます。

AGG：アグリゲータ属性があります。

AS：ASパス属性があります。

ATOM：アトミック集約属性があります。

COMM：コミュニティ属性があります。

EXTCOMM：拡張コミュニティ属性がありま
す。

LOCAL：ローカルプリファレンス属性があり
ます。

MET：Multi Exit Discriminator（MED）属性があ
ります。

next hop：パケットを宛先ネットワークに転送
するときに使用される、次のシステムの IPア
ドレス。 0.0.0.0のエントリは、ルータにこの
ネットワークへの非 BGPルートがあることを
示します。

ORG：発信元属性があります。

Attributes after inbound policy was applied
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説明フィールド

パスの発信元

IGP：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信
され、networkまたは aggregate-addressコマン
ドを使用してBGPによってソースされたパス。

EGP：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス

incomplete：パスの発信元が明確ではありませ
ん。たとえば、IGPから BGPへ再配布された
ルートなどです。

origin

自律システム（AS）内の最初の AS番号neighbor as

パスがアグリゲータ属性で受信されたことを示

します。集約を実行する自律システム番号およ

びシステムのルータ IDが表示されます。

aggregator

相互自律システム間メトリック（またはMED
メトリック）の値。

metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

localpref

ルートに関連付けられた ASパス。aspath
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説明フィールド

パスに関連付けられたコミュニティ属性。次の

well-knownコミュニティを除き、コミュニティ
値は AA:NN形式で表示されます。

Local-AS：値 4294967043または 16進数
0xFFFFFF03のコミュニティ。このコミュニティ
値を持つルートは、ローカル自律システムやコ

ンフェデレーション境界の外にアドバタイズさ

れません。

no-advertise：値 4294967042または 16進数
0xFFFFFF02のコミュニティ。このコミュニティ
値を持つルートは、どの BGPピアにもアドバ
タイズされません。

no-export：値 4294967041または 16進数
0xFFFFFF01のコミュニティ。これらのピアが
ローカルルータと同じコンフェデレーションに

あっても、このコミュニティを持つルートは外

部 BGPピアにアドバタイズされません。

community

パスに関連付けられた外部コミュニティ属性。

well-known拡張コミュニティタイプの場合、次
のコードが表示される可能性があります。

RT：ルートターゲットコミュニティ

SoO：Site of Originコミュニティ

LB：リンク帯域幅コミュニティ

Extended community

ルートリフレクションが使用される際の送信元

ルータのルータ ID。
Originator

ルートが渡された全ルートリフレクタのルータ

IDまたはクラスタ ID。
Cluster lists

___________________
関連コマンド

説明コマンド

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi
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説明コマンド

受信および発信ルートにルートポリシーを適用

します。

route-policy (BGP), （264ページ）

プレフィックスリストを使用してルートをフィ

ルタリングします。

rd, （240ページ）

提示されたポリシーの元での BGPアドバタイ
ズメントに関する情報を表示します。

show bgp policy, （418ページ）

アドバタイズされた属性の詳細を含む、ピアへ

のアドバタイズメントをプレビューします。

show bgp policy, （418ページ）
sent-advertisements
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show bgp af-group
アドレスファミリグループに対するボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）設定に関する情
報を表示するには、EXECモードで show bgp af-groupコマンドを使用します。

show bgp af-group group-name {configuration [defaults] [nvgen]| inheritance| users}

___________________
構文の説明

表示するアドレスファミリグループ名。group-name

（任意）このアドレスファミリグループによって使用されるアドレスファ

ミリグループから継承される設定を含む、アドレスファミリグループの有

効な設定を表示します。

configuration

（任意）デフォルト設定を含むすべての設定を表示します。defaults

（任意）show running-config出力の形式で出力を表示します。

defaultsキーワードも指定される場合、出力はコンフィギュレーションセッ
ションへカットアンドペーストするには適していません。

nvgen

このアドレスファミリグループが設定を継承するこのアドレスファミリ

グループを表示します。

inheritance

このアドレスファミリグループから設定を継承したネイバー、ネイバーグ

ループ、およびアドレスファミリグループを表示します。

users

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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use af-groupコマンドを通じて他のアドレスファミリグループから継承可能な設定を考慮してア
ドレスファミリグループの有効な設定を表示するには、group-name configuration引数およびキー
ワードを指定した show bgp af-groupコマンドを使用します。各コマンドの発信元が表示されま
す。

defaultsキーワードが指定されている場合、デフォルト値を含むアドレスファミリグループのす
べての設定が表示されます。デフォルト設定は、show出力で特定されます。 showrunning-config
コマンドのスタイルでフォーマット化された設定を表示するには、nvgenキーワードを使用しま
す。この出力は、設定セッションへのカットアンドペーストに適しています。

指定されたアドレスファミリグループが設定を継承するアドレスファミリグループを表示する

には、group-name inheritance引数を指定した show bgp af-groupコマンドを使用します。

指定されたアドレスファミリグループから設定を継承するネイバー、ネイバーグループ、およ

びアドレスファミリグループを表示するには、group-name users引数およびキーワードを指定し
た show bgp af-groupコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次のアドレスファミリグループコンフィギュレーションが例で使用されています。

af-group group3 address-family ipv4 unicast
remove-private-AS
soft-reconfiguration inbound
!
af-group group1 address-family ipv4 unicast
use af-group group2
maximum-prefix 2500 75 warning-only
default-originate
soft-reconfiguration inbound disable
!
af-group group2 address-family ipv4 unicast
use af-group group3
send-community-ebgp
send-extended-community-ebgp
capability orf prefix both

次に、EXECモードでの configurationキーワードを指定した show bgp af-groupコマンドの出力例
を示します。各コマンドの発信元は右列に表示されます。たとえば、default-originateは af-group
group1で直接設定され、remove-private-ASコマンドはアドレスファミリグループ group2から継
承され、このグループはこのコマンドをアドレスファミリグループ group3から継承します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp af-group group1 configuration

af-group group1 address-family ipv4 unicast
capability orf prefix both [a:group2]
default-originate []
maximum-prefix 2500 75 warning-only []
remove-private-AS [a:group2 a:group3]
send-community [a:group2]
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send-extended-community [a:group2

次に、show bgp af-groupコマンドと usersキーワードの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp af-group group2 users

IPv4 Unicast: a:group1

次に、inheritanceキーワードを指定した show bgp af-groupコマンドの出力例を示します。この
例では、指定されたアドレスファミリグループ group1が直接アドレスファミリグループ group2
を使用し、次にアドレスファミリグループ group3を使用することを示しています。

RP/0/RSP0RP0/CPU0:router# show bgp af-group group1 inheritance

IPv4 Unicast: a:group2 a:group3

表 7：show bgp af-groupのフィールドの説明, （316ページ）に、この出力で表示される重要な
フィールドの説明を示します。

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 7：show bgp af-group のフィールドの説明

説明フィールド

指定されたアドレスファミリグループに直接

コマンドを設定します。

[ ]

後に続く名前がアドレスファミリグループで

あることを示します。

a.

後に続く名前がネイバーグループであることを

示します。

n:

設定が明示的に設定または継承されておらず、

設定のデフォルト値が使用されています。

defaultsキーワードが指定されている場合にこ
のフィールドが表示される場合があります。

[dflt]

設定がデフォルトで無効であることを示しま

す。 defaultsキーワードが指定されている場合
にこのフィールドが表示される場合がありま

す。

<not set>

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPアドレスファミリグループを設定します。af-group, （26ページ）
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説明コマンド

ネイバーグループ、セッショングループ、お

よびアドレスファミリグループから継承され

る設定を含む、BGPネイバーに関する情報を表
示します。

show bgp neighbors, （373ページ）

ネイバーグループの設定に関する情報を表示し

ます。

show bgp neighbor-group, （368ページ）

指定されたアドレスファミリグループの設定

を継承するアドレスファミリグループを設定

します。

use, （544ページ） af-group
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show bgp attribute-key
すべての既存属性キーを表示するには、EXECモードで show bgp attribute-keyコマンドを使用し
ます。

show bgp {ipv4| ipv6| all| vpnv4 unicast| vrf} attribute-key

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

318 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp attribute-key



___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、EXECモードでの show bgp attribute-keyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp all all attribute-key

Address Family: IPv4 Unicast
============================

BGP router identifier 10.0.0.1, local AS number 1
BGP generic scan interval 60 secs
BGP main routing table version 109
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop AttrKey
*> 1.1.0.0/16 0.0.0.0 0x00000002
*> 10.0.0.0/16 0.0.0.0 0x00000002
*> 12.21.0.0/16 0.0.0.0 0x00000002
*> 194.3.192.1/32 10.0.101.1 0x00000009
*> 194.3.192.2/32 10.0.101.1 0x00000009
*> 194.3.192.3/32 10.0.101.1 0x00000009
*> 194.3.192.4/32 10.0.101.1 0x00000009
*> 194.3.192.5/32 10.0.101.1 0x00000009
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Processed 8 prefixes, 8 paths

Address Family: IPv4 Multicast
==============================

BGP router identifier 10.0.0.1, local AS number 1
BGP generic scan interval 60 secs
BGP main routing table version 15
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop AttrKey
*> 194.3.193.2/32 10.0.101.1 0x00000009
*> 194.3.193.3/32 10.0.101.1 0x00000009

Processed 2 prefixes, 2 paths

Address Family: IPv6 Unicast
============================

BGP router identifier 10.0.0.1, local AS number 1
BGP generic scan interval 60 secs
BGP main routing table version 19
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop AttrKey
*> 2222::1111/128 2222::2 0x00000009
*> 2222::1112/128 2222::2 0x00000009

Processed 2 prefixes, 2 paths

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 8：show bgp attribute-key のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

汎用スキャナによる BGPテーブルのスキャン
間隔（秒数）。

BGP generic scan interval

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

スキャンの間隔（秒数）。BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用して BGPによってソースされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたエントリ。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network
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説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

ルート属性に関連付けられたキー。AttrKey

テーブル用に処理されるプレフィックスの数と

パスの数。

Processed n prefixes, n paths

___________________
関連コマンド

説明コマンド

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi
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show bgp cidr-only
不自然なネットワークマスクを持つルート（Classless InterdomainRouting（CIDR;クラスレスドメ
イン間ルーティング）ルート）を表示するには、EXECモードで show bgp cidr-onlyコマンドを使
用します。

show bgp [ipv4| vrf] cidr-only [standby]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストアドレスファミリを指定します。unicast

（任意）マルチキャストアドレスファミリを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレス

ファミリを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスファミリを指定します。tunnel

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。このコマンドは IPv4プレフィックスに対してだけ適用できます。デ
フォルトアドレスファミリが IPv4ではない場合、ipv4キーワードを使用する必要があります。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）には、設定されたアドレスファミリとサブアドレス
ファミリの組み合わせそれぞれについて、ルーティングテーブルが 1つずつ含まれます。アドレ
スファミリおよびサブアドレスファミリのオプションによって、検査するルーティングテーブ

ルが指定されます。 allキーワードがサブアドレスファミリに対して指定されている場合は、す
べてのサブアドレスファミリルーティングテーブルが検査されます。

show bgp cidr-onlyコマンドは IPv4プレフィックスにだけ適用されます。 ipv4キーワードが指定
されておらずデフォルトアドレスファミリが IPv4ではない場合、このコマンドを使用できませ
ん。

CIDRルートを表示するには、show bgp cidr-onlyコマンドを使用します。正しいクラス（クラス
A、B、または C）プレフィックス長のあるルートは表示されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、EXECモードでの show bgp cidr-onlyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp cidr-only

BGP router identifier 172.20.1.1, local AS number 1820
BGP main routing table version 2589
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Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 192.0.0.0/8 192.168.72.24 0 1878 ?
*> 192.168.0.0/16 192.168.72.30 0 108 ?

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 9：show bgp cidr-only のフィールド説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートで有効な場合表示されます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用して BGPによってソースされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたエントリ。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

326 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp cidr-only



説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

相互自律システム間メトリック（別名MultiExit
Discriminator（MED）メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

LocPrf

パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

BGPルートを表示します。show bgp, （288ページ）
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show bgp community
指定されたボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コミュニティがあるルートを表示するに
は、EXECモードで show bgp communityコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast | all| tunnel}] community community-list [exact-match]

show bgp [ipv6 {unicast}] community community-list [exact-match]

show bgp [all {unicast| multicast| labeled-unicast | all| tunnel}] community community-list [exact-match]

show bgp [vpnv4 unicast [rd rd-address]] community community-list [exact-match]

show bgp [vrf {vrf-name| all} [ipv4 | {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]] community community-list
[exact-match]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指定し

ます。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファミリ

で使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使用さ

れるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャス
トアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }
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（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定しま
す。

ipv6 unicast

community-listによって指定されたコミュニティを持つルートだけを表示す
るように指定します。

community

1～ 7のコミュニティ。各コミュニティは 1～ 4294967295の範囲の番号、
AA:NN形式で指定されたコミュニティ、または次の well-knownコミュニ
ティのいずれかです。

Local-AS：値 4294967043または 16進数 0xFFFFFF03の well-knownコミュ
ニティ。このコミュニティ値を持つルートは、ローカル自律システムやコ

ンフェデレーション境界の外にアドバタイズされません。

no-advertise：値 4294967042または 16進数 0xFFFFFF02の well-knownコ
ミュニティ。このコミュニティ値を持つルートは、どのBGPピアにもアド
バタイズされません。

no-export：値 4294967041または 16進数 0xFFFFFF01の well-knownコミュ
ニティ。これらのピアがローカルルータと同じコンフェデレーションに

あっても、このコミュニティを持つルートは外部BGPピアにアドバタイズ
されません。

internet：値が BGP RFCで定義されていない well-knownコミュニティ。
IOSXRBGPは、インターネットコミュニティに対して値0を使用します。
このコミュニティを持つルートは、どのような制限もなくすべてのピアに

アドバタイズされます。

AA:NNフォーマットの場合：

AA：範囲は 0～ 65535です。

NN：範囲は 1～ 4294967295です。

最大 7つのコミュニティ番号まで指定できます。

community-list

（任意）指定されたコミュニティと性格に一致するコミュニティを持つルー

トを表示します。

exact-match

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、各設定済みアドレスファミリおよびサブアドレスファミリの組み合わせ向けの個別の
ルーティングテーブルが含まれています。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリのオ

プションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミリまたは

サブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、各一致ルーティングテー
ブルが順次検査されます。

7つを超えるコミュニティが必要な場合、ルートポリシーを設定してshow bgp route-policy, （461
ページ）コマンドを使用する必要があります。

指定されたコミュニティのリストと正確に一致するコミュニティのセットを持つルートだけを表

示するには、exact-matchキーワードを使用します。 exact-matchキーワードを省略すると、少な
くとも指定されたコミュニティを含むルートが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、EXECモードでの show bgp communityコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp community 1820:1 exact-match

BGP router identifier 172.20.1.1, local AS number 1820
BGP main routing table version 55
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Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* 10.13.0.0/16 192.168.40.24 0 1878 704 701 200 ?
* 10.16.0.0/16 192.168.40.24 0 1878 704 701 i

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 10：show bgp community のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートで有効な場合表示されます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network
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説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

相互自律システム間メトリック（別名MultiExit
Discriminator（MED）メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

LocPrf

パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブルに集約エントリを
作成します。

aggregate-address, （29ページ）

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

BGPルートを表示します。show bgp, （288ページ）
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show bgp convergence
特定のアドレスファミリがコンバージェンスに到達したかどうかを表示するには、EXECモード
で show bgp convergenceコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast | all| tunnel}] convergence

show bgp [ipv6 {unicast}] convergence

show bgp [all {unicast| multicast| labeled-unicast | all| tunnel}] convergence

show bgp [vpnv4 unicast ] convergence

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストアドレスファミリを指定します。unicast

（任意）マルチキャストアドレスファミリを指定します。multicast

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリを指

定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）には、各設定済みアドレスファミリおよびサブアドレ
スファミリの組み合わせ向けの個別のルーティングテーブルが含まれています。アドレスファ

ミリおよびサブアドレスファミリのオプションによって、検査するルーティングテーブルが指定

されます。アドレスファミリまたはサブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されて
いる場合、各一致ルーティングテーブルが順次検査されます。

実行する BGPの保留作業があるかどうかを確認するには、show bgp convergenceコマンドを使用
します。ソフトウェアでは、指定されたアドレスファミリがコンバージしたかどうかを判断する

ために次の条件をチェックします。すべての条件が真の場合、アドレスファミリはコンバージさ

れたと見なされます。

•受信されたすべてのアップデートが処理され、最良のルートが選択されます。

•選択されたすべてのルートがグローバルルーティング情報ベース（RIB）にインストールさ
れました。

•（これらのピアが管理シャットダウンしていない限り）選択されたすべてのルートが、確立
されていないピアを含むピアにアドバタイズされました。管理シャットダウンの詳細につい

ては、shutdown (BGP)コマンドを参照してください。

選択されたすべてのルートがピアにアドバタイズされたことをテストしている間、show bgp
convergenceコマンドが各ネイバーの書き込みキューのサイズをチェックします。このキューが
すべてのアドレスファミリで共有されているため、アドレスファミリが実際にコンバージした場

合にコンバージしなかったとコマンドが示す可能性もわずかにあります。これは、ネイバー書き

込みキューにその他のアドレスファミリからのメッセージが含まれていた場合に発生することが

あります。
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指定されたアドレスファミリがコンバージしなかった場合、show bgp convergenceコマンド出力
は保留している作業量を示しません。この情報を表示するには、show bgp summaryコマンドを
使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、コンバージしたアドレスファミリに対して show bgp convergenceコマンドを使用した結果

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp convergence

Converged.
All received routes in RIB, all neighbors updated.
All neighbors have empty write queues.

次に、コンバージしなかったアドレスファミリに対して show bgp convergenceコマンドを使用し
た結果を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp convergence

Not converged.
Received routes may not be entered in RIB.
One or more neighbors may need updating.

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 11：show bgp convergence のフィールドの説明

説明フィールド

すべてのルータが RIBにインストールされ、
アップデートが生成されてすべてのネイバーに

送信されたかどうかを指定します。

Converged/Not converged

コンバージェンスの場合、すべてのルータが

RIBにインストールされ、すべてのアップデー
トが作成される必要があります。非コンバー

ジェンスの場合、いくつかのルートがRIBにイ
ンストールされない可能性があるか、取り消さ

れたルートのいくつかがまだRIBから削除され
ていないか、RIB内の最新のルートのいくつか
がすべてのネイバーにアドバタイズされていま

せん。

[All] Received routes...
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説明フィールド

ネイバーアップデートのステータスを指定しま

す。

[All | One or more] neighbors...

___________________
関連コマンド

説明コマンド

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

BGPピア接続のステータスを表示します。show bgp summary, （474ページ）

すべてのコンバージェンスを削除せずにネイ

バーを無効にします。

shutdown（BGP）, （509ページ）
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show bgp dampened-paths
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）でダンプされたルートを表示するには、EXECモード
で show bgp dampened-pathsコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast | all}] dampened-paths

show bgp [ipv6 {unicast}] dampened-paths

show bgp [all {unicast| multicast| labeled-unicast | all| tunnel}] dampened-paths

show bgp [vpnv4 unicast [rd rd-address]] dampened-paths

show bgp [vrf {vrf-name| all} [ipv4 | {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]] dampened-paths

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 {unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast
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___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、各設定済みアドレスファミリおよびサブアドレスファミリの組み合わせ向けの個別の
ルーティングテーブルが含まれています。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリのオ

プションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミリまたは

サブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、各一致ルーティングテー
ブルが順次検査されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp
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___________________
例 次に、EXECモードでの show bgp dampened-pathsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp dampened-paths

BGP router identifier 10.2.0.1, local AS number 3
BGP generic scan interval 60 secs
BGP main routing table version 7
Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs
Status codes:s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale

Origin codes:i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network From Reuse Path

*d 10.0.0.0 10.0.101.35 00:01:20 35 i

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 12：show bgp dampened-paths のフィールド説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

汎用スキャナによる BGPテーブルのスキャン
間隔（秒数）。

BGP generic scan interval

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートで有効な場合表示されます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

ルートが受信されたネイバー。From
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説明フィールド

パスが使用できるようになった後の時間（時:
分:秒）。

Reuse

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブルに集約エントリを
作成します。

aggregate-address, （29ページ）

BGPルートダンプニングをイネーブルにする
か、さまざまな BGPルートダンプニング係数
を変更します。

bgp dampening, （79ページ）

BGPルートダンプニング情報をクリアし、抑
制されたルートの抑制を解除します。

clear bgp dampening, （130ページ）

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

フラップした BGPルートを表示します。show bgp flap-statistics, （344ページ）

ネイバーへの TCP接続および BGP接続につい
ての情報を表示します。

show bgp neighbors, （373ページ）
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show bgp flap-statistics
フラップしたボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）パスに関する情報を表示するには、EXEC
モードで show bgp flap-statisticsコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast | all}] flap-statistics [regexp
regular-expression|route-policy route-policy-name |cidr-only |{ip-address| {mask| /prefix-length}}]
[longer-prefixes] [detail]

show bgp [ipv6 {unicast}] flap-statistics [regexp regular-expression|route-policy route-policy-name
|cidr-only |{ip-address| {mask| /prefix-length}}] [longer-prefixes] [detail]

show bgp [all {unicast| multicast| labeled-unicast | all}] flap-statistics [regexp
regular-expression|route-policy route-policy-name |cidr-only |{ip-address| {mask| /prefix-length}}]
[longer-prefixes] [detail]

show bgp [vpnv4 unicast [rd rd-address]] flap-statistics [regexp regular-expression|route-policy
route-policy-name |cidr-only |{ip-address| {mask| /prefix-length}}] [longer-prefixes] [detail]

show bgp [vrf {vrf-name| all} [ipv4 | {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]] flap-statistics [regexp
regular-expression|route-policy route-policy-name |cidr-only |{ip-address| {mask| /prefix-length}}]
[longer-prefixes] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name
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（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニキャ
ストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定し
ます。

ipv6 unicast

（任意）正規表現と一致するすべてのパスのフラップ統計を表示しま

す。

regexp
regular-expression

（任意）ルートポリシーのフラップ統計を表示します。route-policy
route-policy-name

（任意）プレフィックス長がそのネットワークのクラスフルプレフィッ

クス長と一致しないルートだけを表示します。アドレスファミリが

IPv4の場合だけ cidr-onlyキーワードを指定できます。

cidr-only

（任意）ネットワークアドレスだけのフラップ統計。ip-address

（任意）引数 ip-addressに適用されるネットワークマスク。mask

（任意）IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス
（アドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数

を示す 10進数値です。 10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける
必要があります。

/ prefix-length

（任意）指定のプレフィックスおよびさらに特定したプレフィックスの

フラップ統計を表示します。 longer-prefixesキーワードは、ip-address
および maskまたは /prefix-length引数が指定されている場合に限り使用
できます。

longer-prefixes

（任意）パスのダンプニングパラメータを表示します。 longer-prefixes
キーワードを指定した場合、detailキーワードを指定できません。
ip-address引数または ip-addressおよび maskまたは /prefix-length引数を
指定する際に detailキーワードが使用可能です。

detail

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、各設定済みアドレスファミリおよびサブアドレスファミリの組み合わせ向けの個別の
ルーティングテーブルが含まれています。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリのオ

プションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミリまたは

サブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、各一致ルーティングテー
ブルが順次検査されます。

bgp dampeningコマンドを使用してダンプニングがイネーブルになっている場合、パスのフラッ
プ統計だけが更新されます。ダンプニングがイネーブルではない場合、show bgp flap-statisticsコ
マンドはパスを表示しません。

引数やキーワードが指定されていない場合、ソフトウェアは指定したアドレスファミリの全パス

のフラップ統計を表示します。表示されるパスのセットを制限するために、regexp、filter-list、
cidr-only、および longer-prefixesオプションを使用できます。

マスクまたはプレフィックス長のないネットワークアドレスを指定する場合、ネットワークアド

レスの最長の照合プレフィックスが表示されます。単一ルートのフラップ統計を表示する場合、

ルートのダンプニングパラメータを表示するために detailキーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp
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___________________
例 次に、show bgp flap-statisticsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp flap-statistics

BGP router identifier 172.20.1.1, local AS number 1820
BGP main routing table version 26180
Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network From Flaps Duration Reuse Path
*d 10.0.0.0 172.20.16.177 4 00:13:31 00:18:10 100
*d 10.10.0.0 172.20.16.177 4 00:02:45 00:28:20 100

次に、EXECモードでの detailキーワードを指定した show bgp flap-statisticsコマンドの出力例を
示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp flap-statistics 172.31.12.166 detail

BGP router identifier 10.0.0.5, local AS number 1
BGP main routing table version 738
Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network From Flaps Duration Reuse Path
h 172.31.12.166 10.0.101.1 6 00:03:28 2 2000 3000

Half life Suppress Reuse penalty Max. supp. time
00:15:00 2000 750 01:00:00

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 13：show bgp flap-statistics のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP route identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートでイネーブルになった場合に表示さ

れます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンドを
使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ダンプされたネットワークの IPプレフィック
スおよびプレフィックス長。

Network
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説明フィールド

このルートをアドバタイズしたピアの IPアド
レス。

From

ルートがフラップした回数。Flaps

最初フラップから経過した時間（時:分:秒）。Duration

パスが使用できるようになった後の時間（時:
分:秒）。

Reuse

ダンプされているルートの自律システムパス。Path

このルートをダンプする際に使用されるハーフ

ライフ値。ハーフライフは、再利用ペナルティ

を半分に減らすために経過する必要のある時間

のことです。ハーフライフ値は、bgpdampening
コマンドを使用して指定されます。

Half life

このルートをダンプするのに使用される抑制

値。抑制値は、抑制されるルートでペナルティ

が超過する必要のある値です。抑制値は bgp
dampeningコマンドを使用して設定できます。

Suppress

このルートをダンプするのに使用される再利用

ペナルティ。このペナルティは、抑制解除され

るルートの再利用ペナルティを下回らければい

けません。再利用ペナルティは、bgpdampening
コマンドを使用して設定可能です。

Reuse penalty

ダンプニングによってルートが抑制される可能

性のある最長時間。最長抑制時間は、bgp
dampeningコマンドを使用して設定できます。

Max supp. time

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルートダンプニングをイネーブルにする
か、さまざまな BGPルートダンプニング係数
を変更します。

bgp dampening, （79ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi
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説明コマンド

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

BGPダンプされたルートを表示します。show bgp dampened-paths, （339ページ）

BGPネイバーに関する情報を表示します。show bgp neighbors, （373ページ）
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show bgp inconsistent-as
複数の自律システムから発信されたボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートを表示する
には、EXECモードで show bgp inconsistent-asコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast | all| tunnel}] inconsistent-as [standby]

show bgp [ipv6 {unicast}] inconsistent-as [standby]

show bgp [all {unicast| multicast| labeled-unicast | all| tunnel}] inconsistent-as [standby]

show bgp vpnv4 unicast [rd rd-address] inconsistent-as [standby]

show bgp [vrf {vrf-name| all} [ipv4 | {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]] inconsistent-as [standby]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }
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（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、各設定済みアドレスファミリおよびサブアドレスファミリの組み合わせ向けの個別の
ルーティングテーブルが含まれています。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリのオ

プションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミリまたは

サブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、各一致ルーティングテー
ブルが順次検査されます。

指定されたBGPルーティングテーブル内の全プレフィックスを検索して不整合な発信自律システ
ム番号を持つプレフィックスのパスを表示するには、show bgp inconsistent-asコマンドを使用し
ます。発信自律システムは、パスフィールドに表示されている最後の自律システム番号で、全パ

スで同一です。

プレフィックスに異なる自律システムから発信している 1つ以上のパスがある場合、そのプレ
フィックスの全パスが表示されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、EXECモードでの show bgp inconsistent-asコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp inconsistent-as

BGP router identifier 172.20.1.1, local AS number 1820
BGP main routing table version 1129
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* 10.0.0.0 172.16.232.55 0 0 300 88 90 99 ?
*> 172.16.232.52 2222 0 400 ?
* 172.16.0.0 172.16.232.55 0 0 300 90 99 88 200 ?
*> 172.16.232.52 2222 0 400 ?
* 192.168.199.0 172.16.232.55 0 0 300 88 90 99 ?
*> 172.16.232.52 2222 0 400 ?

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 14：show bgp inconsistent-as のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートで有効な場合表示されます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network
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説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

相互自律システム間メトリック（別名MultiExit
Discriminator（MED）メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

LocPrf

パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default -safi
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show bgp labels
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートとその入ラベルおよび出ラベルを表示するに
は、EXECモードで show bgp labelsコマンドを使用します。

show bgp labels

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定し

ます。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレス

ファミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 {unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指
定します。

ipv6 unicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、EXECモードでの show bgp labelsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp vrf BAR ipv4 unicast labels

BGP VRF BAR, state: Active BGP Route Distinguisher: 100:1 BGP router identifier 10.1.1.1,
local AS number 100
BGP table state: Active BGP main routing table version 12

Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
i - internal, S stale

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Rcvd Label Local Label

Route Distinguisher: 100:1 (default for vrf BAR)
*> 20.1.1.1/32 10.0.101.1 16 nolabel
*> 20.1.1.2/32 10.0.101.1 16 nolabel
*> 20.1.1.3/32 10.0.101.1 16 nolabel
*> 20.1.1.4/32 10.0.101.1 16 nolabel
*> 20.1.1.5/32 10.0.101.1 16 nolabel

Processed 5 prefixes, 5 paths

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 15：show bgp labels のフィールドの説明

説明フィールド

BGPルート識別子。BGP Route Distinguisher

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number
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説明フィールド

BGPルーティングテーブルのステート。BGP table state

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用して BGPによってソースされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes
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説明フィールド

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

受信ラベル。Rcvd Label

ローカルラベル。Local Label

___________________
関連コマンド

説明コマンド

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi
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show bgp l2vpn rd
L2VPNアドレスファミリの下の特定のルート識別子を持つルートを表示するには、EXECモード
で show bgp l2vpn rdコマンドを使用します。

show bgp l2vpn{vpls| vpws} rd rd _value

___________________
構文の説明

バーチャルプライベート LANサービス（VPLS）を指定します。vpls

バーチャルプライベートワイヤサービス（VPWS）を指定します。vpws

ルート識別子の値。rd _value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次の例では、ルート識別子 1:1の show bgp l2vpn vplsの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls rd 1:1 2:1
BGP routing table entry for 2:1/32, Route Distinguisher: 1:1
Versions:
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Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 2 2
Local Label: 16000

Paths: (1 available, best #1)
Advertised to update-groups (with more than one peer):
0.1

Advertised to peers (in unique update groups):
100.100.100.1

Path #1: Received by speaker 0
Local
0.0.0.0 from 0.0.0.0 (200.200.200.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, redistributed, best, import-candidate
Extended community: RT:4:4 L2VPN:19:0:1500
Block Size:10

次の例では、ルート識別子 200:200の show bgp l2vpn vpwsの出力例を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpws rd 200:200 3:1
BGP routing table entry for 3:1/32, Route Distinguisher: 200:200
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 6 6
Local Label: 16015

Paths: (1 available, best #1)
Advertised to update-groups (with more than one peer):
0.1

Advertised to peers (in unique update groups):
100.100.100.1

Path #1: Received by speaker 0
Local
0.0.0.0 from 0.0.0.0 (200.200.200.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, redistributed, best, import-candidate
Extended community: RT:2:2 L2VPN:4:0:1500
Circuit Vector:0xfd 0xff
Block Size:10

次に、ローカル NLRIの show bgp l2vpn vplsの出力例を示します。

RDは 3.3.3.3:3276、NHアドレスは 100.0.0.1、VPLS IDは 150:200です。 RTは 200:100です。

RTと VPLS-IDは、同じ VPLSインスタンスに対しては常に同じです。（注）

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls
Sat Jun 6 17:01:18.610 PST
BGP router identifier 3.3.3.3, local AS number 101
BGP generic scan interval 60 secs
BGP table state: Active
Table ID: 0x0
BGP main routing table version 5
BGP scan interval 60 secs

Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
i - internal, S stale

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop

Route Distinguisher: 3.3.3.3:3276 (default for vrf g1:b1)
*>i200.0.0.1 30.0.0.2
*>i100.0.0.1 0.0.0.0
Route Distinguisher: 2.2.2.2:3435
*>i200.0.0.1 30.0.0.2

Processed 3 prefixes, 3 paths

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls rd 3.3.3.3:3276 100.0.0.1
Sat Jun 6 16:40:03.191 PST
BGP routing table entry for 100.0.0.1, Route Distinguisher: 3.3.3.3:3276
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
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Speaker 3 3
Last Modified: Jun 6 11:20:57.944 for 05:19:05

Paths: (1 available, best #1)
Advertised to peers (in unique update groups):
30.0.0.2

Path #1: Received by speaker 0
Local
0.0.0.0 from 0.0.0.0 (3.3.3.3)
Origin IGP, localpref 100, valid, redistributed, best, import-candidate
Extended community: RT:200:100 VPLS-ID:150:200

次の例では、リモート NLRIの show bgp l2vpn vplsの出力例を示します。

RDは 2.2.2.2:3435、NHアドレスは 200.0.0.1、VPLS IDは 150:200です。 RTは 200:100です。
RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls rd 2.2.2.2:3435 200.0.0.1
Sat Jun 6 16:53:55.726 PST
BGP routing table entry for 200.0.0.1, Route Distinguisher: 2.2.2.2:3435
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 5 5

Last Modified: Jun 6 11:20:57.944 for 05:32:58
Paths: (1 available, best #1)
Not advertised to any peer
Path #1: Received by speaker 0
Local
30.0.0.2 from 30.0.0.2 (133.133.133.133)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best, import-candidate, imported
Extended community: RT:200:50 VPLS-ID:150:200
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show bgp l2vpn vpls
L2VPN情報（BGP要約、指定したブリッジグループドメインのルート、アドバタイズされたルー
ト、特定のルート識別子を持つルート、BGPネイバー接続、ネクストホップ、および BGPプロ
セス）を表示するには、EXECモードで show bgp l2vpn vplsコマンドを使用します。

show bgp l2vpn vpls {summary | rd| neighbors | nexthops | bdomain | advertised | process}

___________________
構文の説明 BGPネイバーステータスの要約を表示します。summary

特定のルート識別子を持つルートを表示します。rd

TCPおよび BGPネイバー接続に関する詳細情報を表示します。neighbors

ネクストホップ関連の情報を表示します。nexthops

指定したブリッジグループドメインのルートを表示しますbdomain

アドバタイズされたルートを表示します。advertised

BGPプロセス情報を表示します。process

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp l2vpn vplsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls
Wed Mar 17 15:26:29.433 EDT
BGP router identifier 60.60.60.60, local AS number 1
BGP generic scan interval 60 secs
Non-stop routing is enabled
BGP table state: Active
Table ID: 0x0
BGP main routing table version 24001
BGP NSR Initial initsync version 1 (Reached)
BGP scan interval 60 secs

Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
i - internal, S stale

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Rcvd Label Local Label

Route Distinguisher: 101:1 (default for vrf bg1:bg1_bd1)
*>i10.10.10.10/32 10.10.10.10 nolabel nolabel
*> 60.60.60.60/32 0.0.0.0 nolabel nolabel
Route Distinguisher: 102:1 (default for vrf bg1:bg1_bd2)
*>i10.10.10.10/32 10.10.10.10 nolabel nolabel
*> 60.60.60.60/32 0.0.0.0 nolabel nolabel

次に、summaryキーワードを指定した show bgp l2vpn vplsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls summary
Wed Mar 17 15:27:09.502 EDT
BGP router identifier 60.60.60.60, local AS number 1
BGP generic scan interval 60 secs
Non-stop routing is enabled
BGP table state: Active
Table ID: 0x0
BGP main routing table version 24001
BGP NSR Initial initsync version 1 (Reached)
BGP scan interval 60 secs

BGP is operating in STANDALONE mode.

Process RcvTblVer bRIB/RIB LabelVer ImportVer SendTblVer StandbyVer
Speaker 24001 24001 24001 24001 24001 0

Neighbor Spk AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down St/PfxRcd
10.10.10.10 0 1 45532 8392 24001 0 0 03:06:25 8000

次に、ルート識別子 101:1の show bgp l2vpn vplsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls rd 101:1
Wed Mar 17 15:27:31.347 EDT
BGP router identifier 60.60.60.60, local AS number 1
BGP generic scan interval 60 secs
Non-stop routing is enabled
BGP table state: Active
Table ID: 0x0
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BGP main routing table version 24001
BGP NSR Initial initsync version 1 (Reached)
BGP scan interval 60 secs

Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
i - internal, S stale

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Rcvd Label Local Label

Route Distinguisher: 101:1 (default for vrf bg1:bg1_bd1)
*>i10.10.10.10/32 10.10.10.10 nolabel nolabel
*> 60.60.60.60/32 0.0.0.0 nolabel nolabel

Processed 2 prefixes, 2 paths

次に、BGPネイバー 10.10.10.10の show bgp l2vpn vplsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls neighbors 10.10.10.10
Wed Mar 17 15:28:28.766 EDT

BGP neighbor is 10.10.10.10
Remote AS 1, local AS 1, internal link
Remote router ID 10.10.10.10
BGP state = Established, up for 03:07:44
NSR State: None
Last read 00:00:31, Last read before reset 00:00:00
Hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Configured hold time: 180, keepalive: 60, min acceptable hold time: 3
Last write 00:00:45, attempted 19, written 19
Second last write 00:01:45, attempted 19, written 19
Last write before reset 00:00:00, attempted 0, written 0
Second last write before reset 00:00:00, attempted 0, written 0
Last write pulse rcvd Mar 17 15:27:57.362 last full not set pulse count 847
Last write pulse rcvd before reset 00:00:00
Socket not armed for io, armed for read, armed for write
Last write thread event before reset 00:00:00, second last 00:00:00
Last KA expiry before reset 00:00:00, second last 00:00:00
Last KA error before reset 00:00:00, KA not sent 00:00:00
Last KA start before reset 00:00:00, second last 00:00:00
Precedence: internet
Non-stop routing is enabled
Graceful restart is enabled
Restart time is 300 seconds
Stale path timeout time is 1200 seconds
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received
Graceful Restart (GR Awareness): received
4-byte AS: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Address family VPNv4 Unicast: advertised and received
Address family L2VPN VPLS: advertised and received

Received 45533 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 8393 messages, 0 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 0 secs

For Address Family: IPv4 Unicast
BGP neighbor version 1
Update group: 0.2
AF-dependant capabilities:
Graceful Restart Capability advertised and received
Local restart time is 300, RIB purge time is 900 seconds
Maximum stalepath time is 1200 seconds
Remote Restart time is 300 seconds

Route refresh request: received 0, sent 0
0 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Cumulative no. of prefixes denied: 0.
Prefix advertised 0, suppressed 0, withdrawn 0
Maximum prefixes allowed 524288
Threshold for warning message 75%, restart interval 0 min
An EoR was received during read-only mode
Last ack version 1, Last synced ack version 0
Outstanding version objects: current 0, max 0

For Address Family: VPNv4 Unicast
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BGP neighbor version 1
Update group: 0.2
AF-dependant capabilities:
Graceful Restart Capability advertised and received
Local restart time is 300, RIB purge time is 900 seconds
Maximum stalepath time is 1200 seconds
Remote Restart time is 300 seconds

Route refresh request: received 0, sent 0
0 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Cumulative no. of prefixes denied: 0.
Prefix advertised 0, suppressed 0, withdrawn 0
Maximum prefixes allowed 524288
Threshold for warning message 75%, restart interval 0 min
An EoR was received during read-only mode
Last ack version 1, Last synced ack version 0
Outstanding version objects: current 0, max 0

For Address Family: L2VPN VPLS
BGP neighbor version 24001
Update group: 0.2
AF-dependant capabilities:
Graceful Restart Capability advertised and received
Local restart time is 300, RIB purge time is 900 seconds
Maximum stalepath time is 1200 seconds
Remote Restart time is 300 seconds

Route refresh request: received 0, sent 203
8000 accepted prefixes, 8000 are bestpaths
Cumulative no. of prefixes denied: 18172.
No policy: 0, Failed RT match: 18172
By ORF policy: 0, By policy: 0

Prefix advertised 8000, suppressed 0, withdrawn 0
Maximum prefixes allowed 524288
Threshold for warning message 75%, restart interval 0 min
An EoR was received during read-only mode
Last ack version 24001, Last synced ack version 0
Outstanding version objects: current 0, max 2

Connections established 1; dropped 0
Local host: 60.60.60.60, Local port: 179
Foreign host: 10.10.10.10, Foreign port: 50472
Last reset 00:00:00

次に、advertisedキーワードを指定した show bgp l2vpn vplsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls advertised
Wed Mar 17 15:29:13.787 EDT
Route Distinguisher: 101:1
60.60.60.60/32 is advertised to 10.10.10.10
Path info:
neighbor: Local neighbor router id: 60.60.60.60
valid redistributed best import-candidate

Attributes after inbound policy was applied:
next hop: 0.0.0.0
EXTCOMM
origin: IGP
aspath:
extended community: RT:101:1 L2VPN AGI:1:101

次に、nexthopsキーワードを指定した show bgp l2vpn vplsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls nexthops
Wed Mar 17 15:29:36.357 EDT
Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y46w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs
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Last Notification Processing
Received: 03:10:50
Time Spent: 0.000 secs

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000000
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 3000msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.10.10.10 [R][NC][NL] 2 1/0 03:10:50 (Cri) 8000/8003

次に、processキーワードを指定した show bgp l2vpn vplsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp l2vpn vpls process
Wed Mar 17 15:29:56.086 EDT

BGP Process Information:
BGP is operating in STANDALONE mode
Autonomous System number format: ASPLAIN
Autonomous System: 1
Router ID: 60.60.60.60 (manually configured)
Default Cluster ID: 60.60.60.60
Active Cluster IDs: 60.60.60.60
Fast external fallover enabled
Neighbor logging is enabled
Enforce first AS enabled
Default local preference: 100
Default keepalive: 60
Graceful restart enabled
Restart time: 180
Stale path timeout time: 1200
RIB purge timeout time: 900
Non-stop routing is enabled
Update delay: 600
Generic scan interval: 60

Address family: L2VPN VPLS
Dampening is not enabled
Client reflection is enabled in global config
Scan interval: 60
Main Table Version: 24001
Table version synced to RIB: 1
RIB has not converged: version 0

Node Process Nbrs Estb Rst Upd-Rcvd Upd-Sent Nfn-Rcv Nfn-Snt
node0_RSP0_CPU0 Speaker 1 1 2 45347 237 0 0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 367

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp l2vpn vpls



show bgp neighbor-group
ネイバーグループのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）設定を表示するには、EXECモー
ドで show bgp neighbor-groupコマンドを使用します。

show bgp neighbor-group group-name {configuration [defaults] [nvgen]| inheritance| users}

___________________
構文の説明

表示するアドレスファミリグループ名。group-name

（任意）このネイバーグループによって継承された設定を含む、ネイバー

グループの有効な設定を表示します。

configuration

（任意）デフォルト設定を含むすべての設定を表示します。defaults

（任意）show running-configコマンド出力の出力を表示します。

defaultsキーワードも指定される場合、出力はコンフィギュレーション
セッションへカットアンドペーストするには適していません。

nvgen

このネイバーグループが設定を継承したアドレスファミリグループ、セッ

ショングループ、およびネイバーグループを表示します。

inheritance

このネイバーグループから設定を継承したネイバーとネイバーグループ

を表示します。

users

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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useコマンドのアプリケーションを通じてセッショングループ、アドレスファミリグループ、お
よびネイバーグループから継承された設定を含む、ネイバーグループの有効な設定を表示するに

は、group-name configuration引数およびキーワードを指定した show bgp neighbor-groupコマンド
を使用します。各設定済みコマンドの発信元も表示されます。

デフォルト設定を含むネイバーグループの全設定を表示するには、defaultsキーワードを使用し
ます。コマンド出力では、デフォルトの設定が明示されます。 nvgenキーワードを使用すると、
設定が show running-configコマンドの出力形式で表示されます。このフォームの出力は、設定
セッションへのカットアンドペーストに適しています。

group-name inheritance引数およびキーワードを指定して show bgp neighbor-groupコマンドを実
行すると、指定したネイバーグループの設定の継承元であるセッショングループ、アドレスファ

ミリグループ、およびネイバーグループが表示されます。

showbgp neighbor-group group-nameコマンドは、指定されたネイバーグループから設定を継承し
たネイバーおよびネイバーグループを表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 例では、次の設定を使用します。

af-group group3 address-family ipv4 unicast
remove-private-AS
soft-reconfiguration inbound

!
af-group group2 address-family ipv4 unicast
use af-group group3
send-community-ebgp
send-extended-community-ebgp
capability orf prefix both
!
session-group group3
dmzlink-bw
!
neighbor-group group3
use session-group group3
timers 30 90
!
neighbor-group group1
remote-as 1982
use neighbor-group group2
address-family ipv4 unicast
!
!
neighbor-group group2
use neighbor-group group3
address-family ipv4 unicast
use af-group group2
weight 100
!
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次に、configurationキーワードを指定した show bgp neighbor-groupコマンドからの出力例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbor-group group1 configuration

neighbor-group group1
remote-as 1982 []
timers 30 90 [n:group2 n:group3]
dmzlink-bw [n:group2 n:group3 s:group3]
address-family ipv4 unicast []
capability orf prefix both [n:group2 a:group2]
remove-private-AS [n:group2 a:group2 a:group3]
send-community-ebgp [n:group2 a:group2]
send-extended-community-ebgp [n:group2 a:group2]
soft-reconfiguration inbound [n:group2 a:group2 a:group3]
weight 100 [n:group2]

設定ソースが各コマンドの右側に表示されます。出力では、remote-asコマンドがネイバーグルー
プ group1に直接設定され、send-community-ebgpコマンドがネイバーグループ group2から継承さ
れ、次にアドレスファミリグループ group2からの設定が継承されます。

次に、usersキーワードを指定した show bgp neighbor-groupコマンドの出力例を示します。この
出力は、group1ネイバーグループが group2ネイバーグループからセッション（アドレスファミ
リ独立設定パラメータ）を継承していることを示しています。group1ネイバーグループはgroup2
ネイバーグループから IPv4ユニキャスト設定パラメータも継承しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbor-group group2 users

Session: n:group1
IPv4 Unicast: n:group1

次に、inheritanceキーワードを指定した show bgp neighbor-groupコマンドの出力例を示します。
この出力は、指定したネイバーグループ group1がセッション（アドレスファミリ独立設定）を
ネイバーグループ group2から継承し、group2が自セッションをネイバーグループ group3から継
承していることを示しています。ネイバーグループ group3はセッショングループ group3から
セッションを継承しました。また、group1ネイバーグループは group2ネイバーグループから
IPv4ユニキャスト設定パラメータを継承し、さらに group2ネイバーグループが group2アドレス
ファミリグループから継承し、group2アドレスファミリグループ自体は group3 af-groupから継
承していることも示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbor-group group1 inheritance

Session: n:group2 n:group3 s:group3
IPv4 Unicast: n:group2 a:group2 a:group3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 16：show bgp neighbor-group のフィールドの説明

説明フィールド

指定されたアドレスファミリグループに直接

コマンドを設定します。

[ ]
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説明フィールド

後に続く名前がセッショングループであること

を示します。

s:

後に続く名前がアドレスファミリグループで

あることを示します。

a.

後に続く名前がネイバーグループであることを

示します。

n:

設定が明示的に設定または継承されておらず、

設定のデフォルト値が使用されています。

defaultsキーワードが指定されている場合にこ
のフィールドが表示される場合があります。

[dflt]

デフォルトが無効にすべき設定であることを示

します。 defaultsキーワードが指定されている
場合にこのフィールドが表示される場合があり

ます。

<not set>

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPアドレスファミリグループを設定します。af-group, （26ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

アドレスファミリグループに関する情報を表

示します。

show bgp af-group, （314ページ）

ネイバーグループ、セッショングループ、お

よびアドレスファミリグループから継承され

る設定を含む、BGPネイバーに関する情報を表
示します。

show bgp neighbors, （373ページ）

セッショングループの BGP設定に関する情報
を表示します。

show bgp session-group, （467ページ）

現在の実行コンフィギュレーションの内容また

はその設定のサブセットを表示します。

show running-config
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説明コマンド

ネイバーグループ、セッショングループ、ま

たはアドレスファミリグループからの設定を

継承します。

use, （544ページ）
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show bgp neighbors
ネイバーへのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）接続に関する情報を表示するには、EXEC
モードで show bgp neighborsコマンドを使用します。

show bgp neighbors [performance-statistics| missing-eor] [standby]

showbgp neighbors ip-address[advertised-routes| dampened-routes| flap-statistics| performance-statistics|
received | {prefix-filter| routes}| routes] [standby]

show bgp neighbors ip-address [configuration| [defaults] | nvgen| inheritance][standby]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast
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（任意）このネイバーのBGPプロセスによって実行された作業に関連
したパフォーマンス統計を表示します。

performance-statistics

（任意）読み取り専用モードでEnd-of-RIB（EoR）通知を送信しなかっ
たネイバーを表示します。

missing-eor

（任意）BGPスピーキングネイバーの IPアドレス。この引数を省略
した場合、すべてのネイバーが表示されます。

ip-address

（任意）ルータがネイバーにアドバタイズした全ルートを表示します。advertised-routes

（任意）ネイバーから学習されたダンプルートを表示します。dampened-routes

（任意）ネイバーから学習されたルートのフラップ統計を表示します。flap-statistics

（任意）BGPネイバーから受信された情報を表示します。次のオプ
ションがあります。

prefix-filter：プレフィックスリストフィルタを表示します。

routes：インバウンドポリシー前のネイバーからのルートを表示しま
す。

received { prefix-filter |
routes }

（任意）ネイバーから学習されたルートを表示します。routes

（任意）このネイバーによって使用されるセッショングループ、ネイ

バーグループ、またはアドレスファミリグループから継承された設

定を含む、ネイバーの有効な設定を表示します。

configuration

（任意）デフォルト設定を含むすべての設定を表示します。defaults

（任意）show running-configコマンド出力の出力を表示します。nvgen

（任意）このネイバーが設定を継承したセッショングループ、ネイ

バーグループ、およびアドレスファミリグループを表示します。

inheritance

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

コマンド出力は、BGPAccept Ownコンフィギュレーションから表示
されるように変更されました。

リリース 4.1.1

コマンド出力は、BGP追加パス送受信情報も表示するように変更さ
れました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、各設定済みアドレスファミリおよびサブアドレスファミリの組み合わせ向けの個別の
ルーティングテーブルが含まれています。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリオプ

ションは、検査されるルーティングテーブルを指定します。アドレスファミリまたはサブアド

レスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、各一致テーブルが順次検査されま
す。

すべてのネイバーまたは特定のネイバーに関する詳細情報を表示するには、show bgp neighbors
コマンドを使用します。BGPプロセスによって実行された特定のネイバーに関連した作業に関す
る情報を表示するには、performance-statisticsキーワードを使用します。

ネイバーから受信した発信ルートフィルタ（ORF）を表示するには、ip-address receivedprefix-filter
引数およびキーワードを指定した show bgp neighborsコマンドを使用します。

指定されたネイバーにアドバタイズされたルートの要約を表示するには、advertised-routesキー
ワードを使用します。
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指定されたネイバーから受信したルートのうち、ダンプニングによって抑制されたものを表示す

るには、dampened-routesキーワードを使用します。詳細については、show bgp dampened-paths
コマンドを参照してください。

ネイバーから受信したルートのフラッピングに関する情報を表示するには、flap-statisticsキーワー
ドを使用します。詳細については、show bgp flap-statisticsコマンドを参照してください。

ネイバーから受信したルートを表示するには、routesキーワードを使用します。詳細については、
show bgpコマンドを参照してください。

useコマンドの適用を通じてセッショングループ、ネイバーグループ、またはアドレスファミリ
グループから継承された設定を含む有効な設定を表示するには、ip-address configuration引数およ
びキーワードを指定した show bgp neighborコマンドを使用します。デフォルト設定を含むネイ
バーの全設定の値を表示するには、defaultsキーワードを使用します。 show running-configコマ
ンドの設定出力フォーマットを表示するには、nvgenキーワードを使用します。このフォーマッ
トの出力は、設定セッションへのカットアンドペーストに適しています。指定されたネイバー

の設定の継承元であるセッショングループ、ネイバーグループ、およびアドレスファミリグルー

プを表示するには、ip-address inheritance引数およびキーワードを指定した show bgp neighborsコ
マンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp neighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbors 10.0.101.1

BGP neighbor is 10.0.101.1, remote AS 2, local AS 1, external link
Description: routem neighbor
Remote router ID 10.0.101.1
BGP state = Established, up for 00:00:56
TCP open mode: passive only

BGP neighbor is 1.1.1.2
Remote AS 300, local AS 100, external link
Remote router ID 0.0.0.0
BGP state = Idle (LC/FIB for the neighbor in reloading)
Last read 00:00:00, Last read before reset 00:05:12
Hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Configured hold time: 180, keepalive: 60, min acceptable hold time: 3

BFD enabled (session initializing)
Last read 00:00:55, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
DMZ-link bandwidth is 1000 Mb/s
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised
4-byte AS: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Address family IPv4 Multicast: advertised and received

Received 119 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 119 messages, 22 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 60 seconds

For Address Family: IPv4 Unicast

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

376 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp neighbors



BGP neighbor version 137
Update group: 1.3
Community attribute sent to this neighbor
AF-dependant capabilities:
Outbound Route Filter (ORF) type (128) Prefix-list:
Send-mode: advertised
Receive-mode: advertised

Route refresh request: received 0, sent 0
Policy for incoming advertisements is pass-all
Policy for outgoing advertisements is pass-all
5 accepted prefixes, 5 are bestpaths
Prefix advertised 3, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 1000000
Threshold for warning message 75%

For Address Family: IPv4 Multicast
BGP neighbor version 23
Update group: 1.2
Route refresh request: received 0, sent 0
Policy for incoming advertisements is pass-all
Policy for outgoing advertisements is pass-all
2 accepted prefixes, 2 are bestpaths
Prefix advertised 0, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 131072
Threshold for warning message 75%

Connections established 9; dropped 8
Last reset 00:02:10, due to User clear requested (CEASE notification sent - administrative
reset)
Time since last notification sent to neighbor: 00:02:10
Error Code: administrative reset
Notification data sent:
None

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 17：show bgp neighbors のフィールドの説明

説明フィールド

BGPネイバーの IPアドレスとその自律システ
ム番号。ネイバーがルータと同じ自律システム

内にある場合、これらの間のリンクは内部とな

り、そうでない場合は外部リンクと見なされま

す。

BGP neighbor

ネイバー固有の説明。Description

•ネイバーが属している自律システムの数。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

remote AS
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説明フィールド

ローカルシステムの自律システム番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

local AS

ネイバーが内部 BGPピアです。internal link

ネイバーが外部 BGPピアです。external link

shutdownコマンドを使用してネイバー接続が
無効にされています。

Administratively shut down

ネイバーのルータ ID（IPアドレス）。remote router ID

ネイバーが内部ピアまたはコンフェデレーショ

ンピアです。

Neighbor under common administration

この BGP接続の内部ステート。BGP state

Bidirectional ForwardingDetectionのステータス。BFD enabled

BGPセッションの確立で使用された TCPモー
ド。次の有効な TCPモードがサポートされて
います。

• default：アクティブ/パッシブ接続を受け入
れます。

• passive-only：パッシブ接続だけを受け入れ
ます。

• active-only：ルータによって開始されたア
クティブ接続だけ受け入れます。

TCP open mode

BGPが最後にネイバーからのメッセージを読み
込んでからの時間。

Last read

このネイバーとの接続に使用したホールドタイ

ム（秒数）。

hold time
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説明フィールド

このネイバーへのキープアライブを送信する間

隔。

keepalive interval

このネイバーの DMZリンク帯域幅。DMZ-link bandwidth

このネイバーからアドバタイズされ受信される

BGP機能。次の有効な BGP機能がサポートさ
れます。

•マルチプロトコル

•ルートリフレッシュ

•グレースフルリスタート

•発信ルートフィルタ（ORF）タイプ
（128）プレフィックス

Neighbor capabilities

ルートリフレッシュ機能を使用してネイバーが

ダイナミックソフトリセットをサポートする

ことを示します。

Route refresh

ネイバーが 4バイト AS機能をサポートしてい
ることを示します。

4-byte AS

ローカルシステムが表示されているアドレス

ファミリ機能をサポートしていることを示しま

す。「received」が表示されている場合、ネイ
バーも表示されているアドレスファミリをサ

ポートしています。

Address family

このネイバーから受信されたメッセージ数、こ

のネイバーから受信され処理された通知メッ

セージの数、受信されているもののまだ未処理

のメッセージ数。

Received

このネイバーに送信されたメッセージ数、この

ネイバーに送信するために生成された通知メッ

セージ数、このネイバーに送信するために

キューされたメッセージ数。

Sent

このネイバーのアドバタイズメント間隔（秒

数）。

Minimum time between advertisement runs
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説明フィールド

後続の情報は表示されるアドレスファミリ固有

の情報です。

For Address Family

指定されたアドレスファミリのネイバーに送信

された BGPデータベースの前のバージョン。
BGP neighbor version

ネイバーが属しているアップデートグループ。Update group

ローカルシステムがこのネイバーのルートリ

フレクタとして機能していることを示します。

Route reflector client

このネイバーから受信されたルートでソフト再

設定がイネーブルであることを示します。

ネイバーにルートリフレッシュ機能

がある場合は、ソフト設定受信専用

ルートはローカルシステムによって

保存されません。ただし、「override
route refresh」が表示されている場合
を除きます。

（注）

Inbound soft reconfiguration allowed

ネイバーに route-policy（BGP）コマンドを使
用して設定されたインバウンドまたはアウトバ

ウンドポリシーがないことを示します。した

がって、このネイバーから受け入れられるまた

はこのネイバーにアドバタイズされるルートは

ありません。

eBGP neighbor with no inbound or outbound policy:
defaults to drop

このネイバーの指定されたアドレスファミリに

remove-private-ASが設定されていることを示し
ます。

Private AS number removed from updates to this
neighbor

このネイバーに指定されたアドレスファミリに

next-hop-selfが設定されていることを示します。
NEXT_HOP is always this router

このネイバーに指定されたアドレスファミリに

send-community-ebgpが設定されていることを示
します。

Community attribute sent to this neighbor

このネイバーに指定されたアドレスファミリに

send-extended-community-ebgpが設定されている
ことを示します。

Extended community attribute sent to this neighbor
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説明フィールド

default-originate設定に指定された場合、使用さ
れているポリシーとともにこのネイバーに指定

されたアドレスファミリに default-originateが
設定されていることを示します。デフォルト

ルートがネイバーにアドバタイズされたかどう

かを示すメッセージも示されます。

Default information originate

特定のアドレスファミリに固有の BGP機能。
次の有効なAF依存BGP機能がサポートされて
います。

•ルートリフレッシュ機能

•ルートリフレッシュ機能 OLD値

AF-dependant capabilities

ネイバーに指定されたアドレスファミリの発信

ルートフィルタ（ORF）機能があります。サ
ポートされている機能詳細も表示されます。

Send-mode：ローカルシステムがネイバーに発
信ルートフィルタを送信できる場合に

「advertised」が表示されます。ネイバーがロー
カルシステムに発信ルートフィルタを送信で

きる場合に「received」が表示されます。

Receive-mode：ローカルシステムがネイバーか
ら発信ルートフィルタを受信できる場合に

「advertised」が表示されます。ネイバーがロー
カルシステムから発信ルートフィルタを受信

できる場合に「received」が表示されます。

Outbound Route Filter

グレースフルリスタート機能が指定されたアド

レスファミリのネイバーにアドバタイズされ、

ネイバーから受信されるかどうかを示します。

Graceful Restart Capability

ネイバー接続が最後に確立されたときに、指定

されたアドレスファミリのフォワーディングス

テートが保持されていることをネイバーが示し

たことを示します。

Neighbor preserved the forwarding state during latest
restart

このネイバーにアドバタイズされたリスタート

時間（秒数）。

Local restart time

グレースフルリスタートに使用される RIB除
去時間（秒数）。

RIB purge time
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説明フィールド

ネイバーのリスタート時にこのネイバーから受

信したパスがステイルとマークできる最長時間

（秒数）。

Maximum stalepath time

このネイバーから受信されたリスタート時間。Remote Restart time

このネイバーで送受信されるルートリフレッ

シュ要求の数。

Route refresh request

「sent」は、発信ルートフィルタがこのネイバー
に送信されたことを示します。「received」は、
発信ルートフィルタがこのネイバーから受信さ

れたことを示します。

received prefix-filterキーワードを指
定した show bgp neighborsコマンド
を使用すると、受信された発信ルー

トフィルタを表示できます。

（注）

Outbound Route Filter (ORF)

ローカルシステムが受信機能をアドバタイズ

し、ネイバーが送信機能をアドバタイズした場

合、（ROUTE-REFRESHまたは ORFと即時要
求を使用して）ネイバーによって特別に要求さ

れるまでアップデートが生成されません。

First update is deferred until ORF or
ROUTE-REFRESH is received

ネイバーからアップデートを受信するために、

ローカルシステムが発信ルートフィルタ要求

を送信することになっていることを示します。

Scheduled to send the Prefix-list filter

インバウンドパスポリシーが設定されている

かどうかを示します。

Inbound path policy

アウトバウンドパスポリシーが設定されてい

るかどうかを示します。

Outbound path policy

ネイバーからのインバウンドアップデートを

フィルタリングするためのプレフィックスリス

トが設定されていることを示します。

Incoming update prefix filter list

ネイバーから受信されるルートのデフォルトの

重み。

Default weight

ネイバーからのインバウンドアップデートに適

用されるためにルートポリシーが設定されてい

ることを示します。

Policy for incoming advertisements
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説明フィールド

ネイバーへのアウトバウンドアップデートに適

用されるためにルートポリシーが設定されてい

ることを示します。

Policy for outgoing advertisements

条件マップが、アドバタイズされるルートを選

択しているか、アドバタイズされないルートを

選択しているかを示します。

Exist：条件ルートマップによって許可されてい
る場合ルートがアドバタイズされます。

Non-exist：条件ルートマップによって拒否され
ている場合ルートがアドバタイズされます。

Type

受け入れられたプレフィックスの数。accepted prefixes

ネイバーとの現在の接続のライフタイム中にネ

イバーにアドバタイズされるプレフィックス

数。

Prefix advertised

ある最良パスから次のパスに変更される移行属

性がないために抑制されたプレフィックスアッ

プデートの数。

外部 BGPネイバーに対してだけアッ
プデート抑制が発生します。

（注）

suppressed

ネイバーとの現在の接続のライフタイム中にネ

イバーから取り消されたプレフィックス数。

withdrawn

ネイバーから受信可能なプレフィックスの最大

数。「(warning-only)」が表示された場合、制限
を超過したときに警告メッセージが生成され、

表示されない場合は制限の超過時にネイバー接

続がシャットダウンされます。

maximum limit

警告メッセージが生成されるときのネイバーの

最大プレフィックス制限パーセント。

Threshold for warning message

ルータがネイバーとのBGPピアリングセッショ
ンを確立した回数。

Connections established

良好な接続に失敗したか、ダウンした回数。dropped

ネイバーとの接続が最後にリセットされた理

由。

Last reset due to
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説明フィールド

通知メッセージが最後にネイバーに送信されて

から経過した時間。

Time since last notification sent to neighbor

送信された通知タイプ。ある場合、通知データ

も表示されます。

Error Code

通知メッセージが最後にネイバーから受信され

てから経過した時間。

Time since last notification received from neighbor

受信された通知タイプ。ある場合、受信された

通知データも表示されます。

Error Code

ネイバーに ebgp-multihopが設定されたことを
示します。

External BGP neighbor may be up to <n> hops away

ネイバーが直接ローカルシステムに添付されて

いないことを示します。

External BGP neighbor not directly connected

ネイバーに送信されたエラー通知とともにより

詳細なエラーの内容を提供するデータ。

Notification data sent:

次に、advertised-routesキーワードを指定した showbgpneighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbors 172.20.16.178 routes

BGP router identifier 172.20.16.181, local AS number 1
BGP main routing table version 27
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.0.0.0 172.20.16.178 40 0 10 ?
*> 10.22.0.0 172.20.16.178 40 0 10 ?

次に、routesキーワードを指定した show bgp neighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbors 10.0.101.1 dampened-routes

BGP router identifier 10.0.0.5, local AS number 1
BGP main routing table version 48
Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network From Reuse Path
*d 10.0.0.0 10.0.101.1 00:59:30 2 100 1000 i
*d 11.0.0.0 10.0.101.1 00:59:30 2 100 1000 i
*d 12.0.0.0 10.0.101.1 00:59:30 2 100 1000 i
*d 13.0.0.0 10.0.101.1 00:59:30 2 100 1000 i
*d 14.0.0.0 10.0.101.1 00:59:30 2 100 1000 i
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 18：show bgp neighbors routes のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートで有効な場合表示されます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes
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説明フィールド

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

相互自律システム間メトリック（別名MultiExit
Discriminator（MED）メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

LocPrf

パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

次に、dampened-routesキーワードを指定した showbgpneighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbors 10.0.101.1 flap-statistics

BGP router identifier 10.0.0.5, local AS number 1
BGP main routing table version 48
Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
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i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network From Flaps Duration Reuse Path
h 10.1.0.0 10.0.101.1 5008 2d02h 2 5000 1000
h 10.2.0.0 10.0.101.1 5008 2d02h 2 2000 3000
h 10.2.0.0 10.0.101.1 5008 2d02h 2 9000 6000
*d 10.0.0.0 10.0.101.1 5008 2d02h 00:59:30 2 100 1000
h 10.0.0.0/16 10.0.101.1 5008 2d02h 2 100 102
*d 10.11.0.0 10.0.101.1 5008 2d02h 00:59:30 2 100 1000
*d 10.12.0.0 10.0.101.1 5008 2d02h 00:59:30 2 100 1000
*d 10.13.0.0 10.0.101.1 5008 2d02h 00:59:30 2 100 1000
*d 10.14.0.0 10.0.101.1 5008 2d02h 00:59:30 2 100 1000
h 192.168.0.0/16 10.0.101.1 5008 2d02h 2 100 101

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 19：show bgp neighbors dampened-routes のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートで有効な場合表示されます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

ルートが受信されたネイバー。From
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説明フィールド

パスが使用できるようになった後の時間（時:
分:秒）。

Reuse

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

次に、flap-statisticsキーワードを指定した show bgp neighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbors 10.0.101.2 performance-statistics

BGP neighbor is 10.0.101.2, remote AS 1
Read 3023 messages (58639 bytes) in 3019 calls (time spent: 1.312 secs)
Read throttled 0 times
Processed 3023 inbound messages (time spent: 0.198 secs)
Wrote 58410 bytes in 6062 calls (time spent: 3.041 secs)
Processing write list: wrote 0 messages in 0 calls (time spent: 0.000 secs)
Processing write queue: wrote 3040 messages in 3040 calls (time spent: 0.055 secs)

Received 3023 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 3040 messages, 0 notifications, 0 in queue

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 20：show bgp neighbors flap-statistics のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP route identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートでイネーブルになった場合に表示さ

れます。

Dampening enabled

BGPプロセスが指定されたアドレスファミリ
とサブアドレスファミリをスキャンする間隔

（秒数）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkコマンドを使用してアドバタイズ
されたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

このルートをアドバタイズしたピアの IPアド
レス。

From
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説明フィールド

ルートがフラップした回数。Flaps

ルータが最初のフラップを認識してから経過し

た時間（時:分:秒）。
Duration

パスが使用できるようになった後の時間（時:
分:秒）。

Reuse

宛先ネットワークに到達した自律システムパ

ス。

Path

次に、performance-statisticsキーワードを指定した show bgp neighborsコマンドの出力例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbors 10.0.101.2 performance-statistics
BGP neighbor is 10.0.101.2, remote AS 1
Read 3023 messages (58639 bytes) in 3019 calls (time spent: 1.312 secs)
Read throttled 0 times
Processed 3023 inbound messages (time spent: 0.198 secs)
Wrote 58410 bytes in 6062 calls (time spent: 3.041 secs)
Processing write list: wrote 0 messages in 0 calls (time spent: 0.000 secs)
Processing write queue: wrote 3040 messages in 3040 calls (time spent: 0.055 secs)
Received 3023 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 3040 messages, 0 notifications, 0 in queue

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 21：show bgp neighbors performance-statistics のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーから受信されたメッセージ数、受信さ

れたメッセージの合計サイズ、実行された読み

取り動作の数、このネイバーの読み取り動作を

実行するプロセスで経過した実際の時間（秒

数）を示します。

Read

このネイバーとのTCP接続からの読み取りがス
ロットリングされた回数。スロットリングは、

読み取られたものの処理されないメッセージの

バックログによるものです。

Read throttled

処理された読み取りメッセージの数、およびこ

のネイバーのインバウンドメッセージの処理に

かかった実際の時間。

inbound messages
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説明フィールド

このネイバーに送信されたデータ量、実行され

た書き込み動作の数、およびこのネイバーの書

き込み動作の処理にかかった実際の時間。

Wrote

このネイバーへの書き込みリストから書き込ま

れたメッセージ数、書き込みリストが処理され

た回数、および書き込みリストの処理にかかっ

た実際の時間。

書き込みリストは一般的にアップデー

トメッセージだけが含まれていま

す。

（注）

Processing write list

このネイバーへの書き込みキューから書き込ま

れたメッセージ数、書き込みキューが処理され

た回数、および書き込みキューの処理にかかっ

た実際の時間。

Processing write queue

このネイバーから受信されたメッセージ数、こ

のネイバーから受信され処理される通知メッ

セージ数、および受信されたものの処理されて

いないメッセージ数。

Received

このネイバーに送信されたメッセージ数、この

ネイバーに送信するために生成された通知メッ

セージ数、およびこれに送信するためにキュー

されたメッセージ数。

Sent

次に、configurationキーワードを指定した show bgp neighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbors 10.0.101.1 configuration

neighbor 10.0.101.1
remote-as 2 []
bfd fast-detect []
address-family ipv4 unicast []
policy pass-all in []
policy pass-all out []
address-family ipv4 multicast []
policy pass-all in []
policy pass-all out []

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 22：show bgp neighbors configuration のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーの IPアドレス設定。neighbor

ネイバーに設定されたリモート自律システム。remote-as

ネイバーに設定された BFDパラメータ。bfd fast-detect

ルータに設定されたアドレスファミリおよび後

続のファミリ。

address-family

インバウンドアップデートに設定されたルート

ポリシー。

route-policy pass-all in

アウトバウンドアップデートに設定されたルー

トポリシー。

route-policy pass-all out

次に示す show bgp neighborsコマンドの出力例では、ネイバーにアドバタイズされた追加パス送
受信機能が表示されています。

BGP neighbor is 80.0.0.30
Remote AS 100, local AS 100, internal link
Remote router ID 33.33.33.33
BGP state = Established, up for 19:54:12
NSR State: None
Last read 00:00:25, Last read before reset 19:54:54
Hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Configured hold time: 180, keepalive: 60, min acceptable hold time: 3
Last write 00:00:02, attempted 19, written 19
Second last write 00:01:02, attempted 19, written 19
Last write before reset 19:54:54, attempted 29, written 29
Second last write before reset 19:54:59, attempted 19, written 19
Last write pulse rcvd Nov 11 12:58:03.838 last full not set pulse count 2407
Last write pulse rcvd before reset 19:54:54
Socket not armed for io, armed for read, armed for write
Last write thread event before reset 19:54:54, second last 19:54:54
Last KA expiry before reset 00:00:00, second last 00:00:00
Last KA error before reset 00:00:00, KA not sent 00:00:00
Last KA start before reset 19:54:54, second last 19:54:59
Precedence: internet
Non-stop routing is enabled
Graceful restart is enabled
Restart time is 120 seconds
Stale path timeout time is 360 seconds
Neighbor capabilities: Adv Rcvd
Route refresh: Yes Yes
4-byte AS: Yes Yes
Address family IPv4 Unicast: Yes Yes
Address family IPv4 Labeled-unicast: Yes Yes
Address family VPNv4 Unicast: Yes Yes
Address family IPv6 Unicast: Yes Yes
Address family VPNv6 Unicast: Yes Yes
Address family IPv4 MDT: Yes Yes

Message stats:
InQ depth: 0, OutQ depth: 0

Last_Sent Sent Last_Rcvd Rcvd
Open: Nov 10 17:03:52.731 2 Nov 10 17:03:52.730 2
Notification: --- 0 --- 0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 393

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp neighbors



Update: Nov 10 17:05:02.435 20 Nov 10 17:04:58.812 12
Keepalive: Nov 11 12:58:03.632 1197 Nov 11 12:57:40.458 1196
Route_Refresh: --- 0 --- 0
Total: 1219 1210

Minimum time between advertisement runs is 0 secs

For Address Family: IPv4 Unicast
BGP neighbor version 13
Update group: 0.9
NEXT_HOP is always this router
AF-dependant capabilities:
Graceful Restart capability advertised and received
Neighbor preserved the forwarding state during latest restart
Local restart time is 120, RIB purge time is 600 seconds
Maximum stalepath time is 360 seconds
Remote Restart time is 120 seconds

Additional-paths Send: advertised and received
Additional-paths Receive: advertised and received

Route refresh request: received 0, sent 0
0 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Prefix advertised 10, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 524288
Threshold for warning message 75%
AIGP is enabled
An EoR was received during read-only mode
Last ack version 13, Last synced ack version 0
Outstanding version objects: current 0, max 1
Additional-paths operation: Send and Receive

For Address Family: IPv4 Labeled-unicast
BGP neighbor version 13
Update group: 0.4 (Update Generation Throttled)

AF-dependant capabilities:
Graceful Restart capability advertised and received
Neighbor preserved the forwarding state during latest restart
Local restart time is 120, RIB purge time is 600 seconds
Maximum stalepath time is 360 seconds
Remote Restart time is 120 seconds

Additional-paths Send: received
Additional-paths Receive: received

Route refresh request: received 0, sent 0
0 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Prefix advertised 2, suppressed 0, withdrawn 0, maximum limit 131072
Threshold for warning message 75%
AIGP is enabled
An EoR was received during read-only mode
Last ack version 13, Last synced ack version 0
Outstanding version objects: current 0, max 1
Additional-paths operation: None

次に示す show bgp neighborsコマンドの出力例には、Accept Ownコンフィギュレーションのス
テータスが表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp neighbors 45.1.1.1

BGP neighbor is 45.1.1.1
Remote AS 100, local AS 100, internal link
Remote router ID 45.1.1.1
BGP state = Established, up for 00:19:54
NSR State: None
Last read 00:00:55, Last read before reset 00:00:00
Hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Configured hold time: 180, keepalive: 60, min acceptable hold time: 3
Last write 00:00:54, attempted 19, written 19
Second last write 00:01:54, attempted 19, written 19
Last write before reset 00:00:00, attempted 0, written 0
Second last write before reset 00:00:00, attempted 0, written 0
Last write pulse rcvd Jul 19 11:45:38.776 last full not set pulse count 43
Last write pulse rcvd before reset 00:00:00
Socket not armed for io, armed for read, armed for write
Last write thread event before reset 00:00:00, second last 00:00:00
Last KA expiry before reset 00:00:00, second last 00:00:00
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Last KA error before reset 00:00:00, KA not sent 00:00:00
Last KA start before reset 00:00:00, second last 00:00:00
Precedence: internet
Non-stop routing is enabled
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received
4-byte AS: advertised and received
Address family VPNv4 Unicast: advertised and received
Address family VPNv6 Unicast: advertised and received

Received 22 messages, 0 notifications, 0 in queue
Sent 22 messages, 0 notifications, 0 in queue
Minimum time between advertisement runs is 0 secs

For Address Family: VPNv4 Unicast

BGP neighbor version 549
Update group: 0.3 Filter-group: 0.1 No Refresh request being processed
Route refresh request: received 0, sent 0
Policy for incoming advertisements is pass-all
Policy for outgoing advertisements is drop_111.x.x.x
0 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Cumulative no. of prefixes denied: 0.
Prefix advertised 0, suppressed 0, withdrawn 0
Maximum prefixes allowed 524288
Threshold for warning message 75%, restart interval 0 min
AIGP is enabled
Accept-own is enabled
An EoR was received during read-only mode
Last ack version 549, Last synced ack version 0
Outstanding version objects: current 0, max 0
Additional-paths operation: None

For Address Family: VPNv6 Unicast

BGP neighbor version 549
Update group: 0.3 Filter-group: 0.1 No Refresh request being processed
Route refresh request: received 0, sent 0
Policy for incoming advertisements is pass-all
Policy for outgoing advertisements is drop_111.x.x.x
0 accepted prefixes, 0 are bestpaths
Cumulative no. of prefixes denied: 0.
Prefix advertised 0, suppressed 0, withdrawn 0
Maximum prefixes allowed 524288
Threshold for warning message 75%, restart interval 0 min
AIGP is enabled
Accept-own is enabled
An EoR was received during read-only mode
Last ack version 549, Last synced ack version 0
Outstanding version objects: current 0, max 0
Additional-paths operation: None

Connections established 1; dropped 0
Local host: 15.1.1.1, Local port: 179
Foreign host: 45.1.1.1, Foreign port: 56391
Last reset 00:00:00

RP/0/0/CPU0:BGP1-6#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP接続またはセッションをリセットします。clear bgp, （127ページ）

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）
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説明コマンド

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

BGPダンプされたルートを表示します。show bgp dampened-paths, （339ページ）

フラップした BGPルートを表示します。show bgp flap-statistics, （344ページ）

ネイバーグループの BGP設定に関する情報を
表示します。

show bgp neighbor-group, （368ページ）

すべてのコンバージェンスを削除せずにネイ

バーを無効にします。

shutdown（BGP）, （509ページ）
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show bgp neighbors nsr
さまざまなネイバーのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング
（NSR）情報を表示するには、EXECモードで show bgp neighbors nsrコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| all}| ipv6 {unicast| multicast| all}| vpnv4 unicast| vpnv6 unicast| vrf
{all| vrf_name}] neighbors nsr [standby]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv6 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf_name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）スタンバイカードに関する情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に示すのは、show bgp neighbors nsrコマンドに standbyキーワードを指定した場合の出力例で

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp neighbors nsr standby

BGP neighbor is 2.2.2.2
BGP state = Established, up for 5d04h
NSR state = NSR Ready
Outstanding Postits: 0

BGP neighbor is 10.0.101.5
BGP state = Established, up for 05:19:00
NSR state = NSR Ready
Outstanding Postits: 0

BGP neighbor is 10.1.0.5
BGP state = Established, up for 5d04h
NSR state = NSR Ready
Outstanding Postits: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 23：show bgp neighbors nsr のフィールドの説明

説明フィールド

BGPネイバーピアリングステートを表示しま
す。

BGP state

BGPネイバー NSRステートを表示します。NSR state

保留中イベントのポストイットカウンタを表示

します。

Outstanding Postits
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノ
ンストップルーティング（NSR）をアクティブ
にします。

nsr（BGP）, （223ページ）

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノ
ンストップルーティング（NSR）情報を表示し
ます。

show bgp summary nsr, （480ページ）

すべてのボーダーゲートウェイプロトコル

（BGP）接続のステータスを表示します。
show bgp summary, （474ページ）
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show bgp nexthops
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネクストホップに関する情報を表示するには、EXEC
モードで show bgp nexthopsコマンドを使用します。

show bgp nexthops [statistics] [speaker speaker-id] []

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベル付きユニキャストアドレスプレフィックスを指定し

ます。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

（任意）ネクストホップ統計を指定します。statistics

（任意）スピーカープロセス IDを指定します。speaker speaker-id
___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show bgp nexthopsコマンドは、ネクストホップ通知に関する統計情報、通知の処理にかかった時
間、およびルーティング情報ベース（RIB）に登録された各ネクストホップに関する詳細を表示し
ます。

指定したVPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスにあるネクストホップだけを表示す
るには、vrf vrf-nameキーワードおよび引数を使用します。

分散モードにあるすべての有効なスピーカープロセスのネクストホップ情報が表示されます。各

スピーカーは、スピーカーによって受信されたプレフィックスに属するネクストホップと、別の

スピーカープロセスで受信された最良パスに属するネクストホップのセットを表示します。指

定したスピーカープロセスの情報だけを表示するには、speaker speaker-idキーワードおよび引数
を使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、VRFが指定された show bgp nexthopsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp vrf all nexthops

Fri Mar 13 17:05:40.656 UTC

VRF: 900
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs
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IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000001
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
90.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 20/23

VRF: 901
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000002
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
91.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 10/13

VRF: 902
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active
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Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000003
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
92.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 10/13

VRF: 903
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000004
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
93.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 10/13

VRF: 904
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000005
Nexthop Count: 2
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Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
94.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 10/13

VRF: 905
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000006
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
95.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 10/13

VRF: 906
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000007
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec
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Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
96.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 10/13

VRF: 907
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000008
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
97.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 10/13

VRF: 908
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe0000009
Nexthop Count: 2
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
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C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
10.0.101.201 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3
98.0.0.2 [R][C][NL] 0 1/0 1d22h (Cri) 10/13

VRF: 909
========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 1d22h
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe000000a
Nexthop Count: 1
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

Status codes: R/UR Reachable/Unreachable
C/NC Connected/Not-connected
L/NL Local/Non-local
I Invalid (Policy Match Failed)

Next Hop Status Metric Notf LastRIBEvent RefCount
99.0.0.2 [UR] 4294967295 0/0 1d22h (Reg) 0/3

VRF: yellow
===========

Total Nexthop Processing
Time Spent: 0.000 secs

Maximum Nexthop Processing
Received: 82y48w
Bestpaths Deleted: 0
Bestpaths Changed: 0
Time Spent: 0.000 secs

Last Notification Processing
Received: 82y48w
Time Spent: 0.000 secs

IPv4 Unicast is active

Gateway Address Family: IPv4 Unicast
Table ID: 0xe000000e
Nexthop Count: 0
Critical Trigger Delay: 0msec
Non-critical Trigger Delay: 10000msec

Nexthop Version: 1, RIB version: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 24：show bgp vrf all nexthops のフィールドの説明

説明フィールド

VRFの名前。VRF

VRFまたはアドレスファミリの重大および重
大ではないイベントのトリガー遅延を処理する

のにかかる時間。時間は秒数で指定されます。

Total Nexthop Processing Time Spent

すべての通知の最大処理時間を使用することと

なる、ネクストホップ通知が受信されてから経

過した時間。

Maximum Nexthop Processing

最後のネクストホップ通知が受信されてから経

過した時間。

Last Notification Processing

IPv4ユニキャストアドレスファミリがVRFで
有効であることを示す VRF指定出力。

IPv4 Unicast is active.

VRFまたはアドレスファミリのネクストホッ
プカウント。

Nexthop Count

設定された重大なトリガー遅延。Critical Trigger Delay

設定された重大ではないトリガー遅延。Non-critical Trigger Delay

受信された重大通知数。Total Critical Notifications Received

受信された非重大通知数。Total Non-critical Notifications Received

最後の通知によって削除された最良パスの数。Bestpaths Deleted After Last Walk

最後の通知によって変更された最良パスの数。Bestpaths Changed After Last Walk

ネクストホップの IPアドレス。Next Hop

ネクストホップのステータス。Status

ネクストホップの IGPメトリック。Metric

受信された重大および非重大通知の数。Notf

RIBから最後の通知が受信されたとき。LastRIBEvent
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説明フィールド

ネクストホップを参照するネイバーまたはプレ

フィックスの数（「アドレスファミリ/すべて」
形式）。

RefCount

アドレスファミリの名前。Address Family

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネクストホップ計算をトリガーする遅延を
指定します。

bgp redistribute-internal, （107ページ）
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show bgp nsr
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）情報を表示するに
は、EXECモードで show bgp nsrコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast| all| tunnel| mdt}| ipv6 {unicast| multicast| all|
labeled-unicast}| all {unicast| multicast| all| labeled-unicast| mdt| tunnel}| vpnv4 unicast| vrf {vrf-name|
all} [ipv4 {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]| vpvn6 unicast] nsr [standby]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）マルチキャスト配信ツリー（MDT）アドレスプレフィックス
を指定します。

mdt

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }
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（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

（任意）VPNv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv6 unicast

スタンバイカードに関する情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp nsrコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp nsr

Fri Jan 30 10:18:48.171 PST PDT

BGP Process Information:
BGP is operating in STANDALONE mode
Autonomous System: 100
Router ID: 10.1.0.1 (manually configured)
Default Cluster ID: 10.1.0.1
Active Cluster IDs: 10.1.0.1
Fast external fallover enabled
Neighbor logging is not enabled
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Enforce first AS enabled
AS Path ignore is enabled
AS Path multipath-relax is enabled
Default local preference: 100
Default keepalive: 60
Graceful restart enabled
Restart time: 180
Stale path timeout time: 360
RIB purge timeout time: 600
Non-stop routing is enabled
Update delay: 120
Generic scan interval: 60

Address family: IPv4 Unicast
Dampening is not enabled
Client reflection is enabled in global config
Scan interval: 60
Main Table Version: 7034
IGP notification: IGPs notified
RIB has converged: version 1

========== Post Failover Summary for Active instance ==========

Node Process Read Write Inbound

node0_0_CPU0 Speaker 146.75 18.90 3.46

Entered mode Standby Ready : Jan 30 10:00:39
Entered mode TCP NSR Setup : Jan 30 10:00:39
Entered mode TCP NSR Setup Done : Jan 30 10:00:39
Entered mode TCP Initial Sync : Jan 30 10:00:39
Entered mode TCP Initial Sync Done : Jan 30 10:00:44
Entered mode FPBSN processing done : Jan 30 10:00:44
Entered mode Update processing done : Jan 30 10:00:44
Entered mode BGP Initial Sync : Jan 30 10:00:44
Entered mode BGP Initial Sync done : Jan 30 10:00:44
Entered mode NSR Ready : Jan 30 10:00:44

Current BGP NSR state - NSR Ready achieved at: Jan 30 10:00:44
NSR State READY notified to Redcon at: Jan 30 10:16:58

NSR Post Failover Summary:

QAD Statistics:

Messages Sent : 512 ACKs Received : 512
Messages Received : 8 ACKs Sent : 8
Send Failures : 1 Send ACK Failures : 0
Suspends : 1 Resumes : 1
Messages Processed : 8 Out of sequence drops: 0

Postit Summary:

Total pending postit messages: 0
Neighbors with pending postits: 0

Conv Bestpath TunnelUpd Import RIBUpd Label ReadWrite LastUpd
Process: Speaker

Yes 120 --- --- 120 120 120 87531

Rib Trigger: enabled
Last RIB down event Jan 29 09:50:03.069 received
Last RIB convergence Jan 29 09:50:03.069 last ack received.

Address Family IPv4 Unicast converged in 87531 seconds
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次に、standbyキーワードを指定した show bgp nsrコマンドからの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp nsr standby

Fri Jan 30 10:18:55.654 PST PDT

BGP Process Information:
BGP is operating in STANDALONE mode
Autonomous System: 100
Router ID: 10.1.0.1 (manually configured)
Default Cluster ID: 10.1.0.1
Active Cluster IDs: 10.1.0.1
Fast external fallover enabled
Neighbor logging is not enabled
Enforce first AS enabled
AS Path ignore is enabled
AS Path multipath-relax is enabled
Default local preference: 100
Default keepalive: 60
Graceful restart enabled
Restart time: 180
Stale path timeout time: 360
RIB purge timeout time: 600
Non-stop routing is enabled
Update delay: 120
Generic scan interval: 60

Address family: IPv4 Unicast
Dampening is not enabled
Client reflection is enabled in global config
Scan interval: 60
Main Table Version: 7034
IGP notification: IGPs notified
RIB has converged: version 1

========== Post Failover Summary for Standby instance ==========

Node Process Read Write Inbound

node0_1_CPU0 Speaker 1.68 0.00 1.42

Entered mode Standby Ready : Jan 30 10:00:39
Entered mode TCP Replication : Jan 30 10:00:39
Entered mode TCP Init Sync Done : Jan 30 10:00:44
Entered mode NSR Ready : Jan 30 10:00:44

QAD Statistics:

Messages Sent : 9 ACKs Received : 9
Messages Received : 512 ACKs Sent : 512
Send Failures : 0 Send ACK Failures : 0
Suspends : 0 Resumes : 0
Messages Processed : 512 Standby init drops : 0 Out of sequence

drops: 0

Postit Summary:

Total pending postit messages: 0
Neighbors with pending postits: 0

Conv Bestpath TunnelUpd Import RIBUpd Label ReadWrite LastUpd
Process: Speaker

Yes 1233338444 --- --- 1233338444 1233338444 1233338444 ---

Rib Trigger: enabled
Last RIB down event Jan 29 09:50:17.308 received
Last RIB convergence Jan 29 09:50:17.308 last ack received.
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノ
ンストップルーティング（NSR）をアクティブ
にします。

nsr（BGP）, （223ページ）
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show bgp paths
データベース内のすべてのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）パスを表示するには、EXEC
モードで show bgp pathsコマンドを使用します。

show bgp paths [detail] [debug] [regexp regular-expression]

___________________
構文の説明

（任意）詳細な属性情報を表示します。detail

（任意）属性プロセス ID、ハッシュバケット、およびハッシュ
チェーン ID属性情報を表示します。

debug

（任意）正規表現と一致する自律システムパスを指定します。regexp regular-expression

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ASパスとパス受信時に添付されていた関連属性に関する情報を表示するには、show bgp pathsコ
マンドを使用します。

オプションが指定されていない場合、格納されたすべての ASパスが各パスを使用するルート数
とともに表示されます。
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ASパス情報はアドレスファミリとは別に格納されていて、異なるアドレスファミリからの
ルートを同じパスで使用できるようになっています。

（注）

指定された正規表現と一致するパスだけに出力を制限するには、regular-expression引数を使用し
ます。正規表現の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Getting
Started Guide』を参照してください。

ASパスに格納されている属性の詳細情報を表示するには、detailキーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp pathsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp paths detail

Proc Attributes Refcount Metric Path
Spk 0 ORG AS LOCAL 7 0 i
Spk 0 ORG AS LOCAL COMM EXTCOMM 3 0 21 i
Spk 0 MET ORG AS 3 55 2 i
Spk 0 ORG AS 3 0 2 10 11 i
Spk 0 ORG AS COMM 3 0 2 10 11 i
Spk 0 MET ORG AS ATOM 3 2 2 3 4 ?
Spk 0 MET ORG AS 3 1 2 3 4 e
Spk 0 MET ORG AS 3 0 2 3 4 i

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 25：show bgp paths のフィールドの説明

説明フィールド

パスが格納されているプロセスの ID。これは
常に「Spk 0」です。

Proc
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説明フィールド

存在する属性。次のものが表示される可能性が

あります。

MET：Multi Exit Discriminator（MED）属性があ
ります。

ORG：発信元属性があります。

AS：ASパス属性があります。

LOCAL：ローカルプリファレンス属性があり
ます。

AGG：アグリゲータ属性があります。

COMM：コミュニティ属性があります。

ATOM：アトミック集約属性があります。

EXTCOMM：拡張コミュニティ属性がありま
す。

Attributes

ネイバーの自律システム番号、またはパス情報

がローカルに発信された場合は 0。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

NeighborAS

パスを使用しているルートの数。Refcount

相互自律システム間メトリック（またはMED
メトリック）の値。

Metric
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説明フィールド

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終わりは、パスの発信元コードです。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Path
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show bgp policy
提示されたポリシーの下でのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）アドバタイズメントに関
する情報を表示するには、EXECモードで show bgp policyコマンドを使用します。

show bgp policy

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

（任意）単一ネイバーのアドバタイズメントをプレビューします。neighbor

（任意）単一ネイバーの IPアドレス。ip-address
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（任意）ネイバーにアドバタイズされたルートを表示します。ルー

トがまだネイバーにアドバタイズされていない場合、これは表示され

ません。

sent-advertisements

（任意）出力ルートポリシーのアドバタイズメントを表示します。route-policy

（任意）ルートポリシー名。route-policy-name

（任意）BGPアドバタイズメントの要約を表示します。summary

___________________
コマンドデフォルト neighbor ip-addressキーワードおよび引数が指定されていない場合、すべてのネイバーのアドバタ

イズメントが表示されます。アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていな

い場合、set default-afiおよび set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレス
ファミリおよびサブアドレスファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、各設定済みアドレスファミリおよびサブアドレスファミリの組み合わせ向けの個別の
ルーティングテーブルが含まれています。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリのオ

プションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミリまたは
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サブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、各一致ルーティングテー
ブルが順次検査されます。

提示されたポリシーの下でネイバーにアドバタイズされるルートを表示するには、showbgppolicy
コマンドを使用します。 show bgp advertisedコマンドと異なり、表示される情報は指定されたポ
リシーの実行時にルートに行われる変更を反映しています。

特定のネイバーにアドバタイズされたルートに出力を限定するには、neighborキーワードを使用
します。 sent-advertisementsキーワードを使用すると、出力が次の 2つの方法で変更されます。

•ポリシーが明示的に指定されていない場合は、ネイバーに対して設定されたポリシー
（route-policy（BGP）コマンドを使用して）が実行されてから、ルートが表示されます。

•すでにネイバーにアドバタイズされて（取り消されていない）ルートだけが表示されます。
まだアドバタイズされていないルートは表示されません。

短縮された出力を表示するには、summaryキーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、EXECモードでの summaryキーワードを指定した show bgp policyコマンドの出力例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp policy summary

Network Next Hop From Advertised to
172.16.1.0/24 10.0.101.1 10.0.101.1 10.0.101.2

10.0.101.3

172.17.0.0/16 0.0.0.0 Local 10.0.101.1
10.0.101.2
10.0.101.3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 26：show bgp policy summary のフィールド説明

説明フィールド

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop
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説明フィールド

このルートをアドバタイズしたピアの IPアド
レス。

From

ローカルシステムで発信されたルートを示しま

す。

Local

ルートがローカルシステムで作成された集約で

あることを示します。

Local Aggregate

このルートがアドバタイズされたネイバーを示

します。

Advertised to

次に、EXECモードでの show bgp policyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp policy

11.0.0.0/24 is advertised to 10.4.101.1
Path info:
neighbor: Local neighbor router id: 10.4.0.1
valid local best

Attributes after inbound policy was applied:
next hop: 0.0.0.0
MET ORG AS
origin: IGP metric: 0
aspath:

Attributes after outbound policy was applied:
next hop: 10.4.0.1
MET ORG AS
origin: IGP metric: 0
aspath: 1

11.0.0.0/24 is advertised to 10.4.101.2
Path info:
neighbor: Local neighbor router id: 10.4.0.1
valid local best

Attributes after inbound policy was applied:
next hop: 0.0.0.0
MET ORG AS
origin: IGP metric: 0
aspath:

Attributes after outbound policy was applied:
next hop: 10.4.0.1
MET ORG AS
origin: IGP metric: 0
aspath:

11.0.0.0/24 is advertised to 10.4.101.3
Path info:

neighbor: Local neighbor router id: 10.4.0.1
valid local best

Attributes after inbound policy was applied:
next hop: 0.0.0.0
MET ORG AS
origin: IGP metric: 0
aspath:

Attributes after outbound policy was applied:
next hop: 10.4.0.1
MET ORG AS
origin: IGP metric: 0
aspath:
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12.0.0.0/24 is advertised to 10.4.101.2
Path info:

neighbor: 10.4.101.1 neighbor router id: 10.4.101.1
valid external best

Attributes after inbound policy was applied:
next hop: 10.4.101.1
ORG AS
origin: IGP neighbor as: 2
aspath: 2 3 4

Attributes after outbound policy was applied:
next hop: 10.4.101.1
ORG AS
origin: IGP neighbor as: 2
aspath:2 3 4

12.0.0.0/24 is advertised to 10.4.101.3
Path info:

neighbor: 10.4.101.1 neighbor router id: 10.4.101.1
valid external best

Attributes after inbound policy was applied:
next hop: 10.4.101.1
ORG AS
origin: IGP neighbor as: 2
aspath: 2 3 4

Attributes after outbound policy was applied:
next hop: 10.4.101.1
ORG AS
origin: IGP neighbor as: 2
aspath:2 3 4

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 27：show bgp policy のフィールドの説明

説明フィールド

このルートがアドバタイズされるピアの IPア
ドレス。ルートが複数のピアにアドバタイズさ

れる場合、情報が各ピアに個別に表示されま

す。

Is advertised to

このルートをアドバタイズしたピア、または次

のいずれかの IPアドレス。

Local：ローカルシステムで発信されたルート。

Local Aggregate：ルートはローカルシステムで
作成された集約です。

neighbor

ピアの BGP ID、またはルートがローカルシス
テムで発信された場合はローカルシステムの

BGP ID。

neighbor router id

アドバタイズされないwell-knownコミュニティ
がこのルートに関連付けられていることを示し

ます。このコミュニティを持つルートは、どの

BGPピアにもアドバタイズされません。

Not advertised to any peer
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説明フィールド

エクスポートされないwell-knownコミュニティ
がこのルートに関連付けられていることを示し

ます。これらのピアがローカルルータと同じ

コンフェデレーションにあっても、このコミュ

ニティを持つルートは外部 BGPピアにアドバ
タイズされません。

Not advertised to any EBGP peer

ローカルASのwell-knownコミュニティがこの
ルートに関連付けられていることを示します。

このコミュニティ値を持つルートは、ローカル

自律システムやコンフェデレーション境界の外

にアドバタイズされません。

Not advertised outside the local AS

ルータリフレクタクライアントからパスが受

信されました。

(Received from a RR-client)

パスは、ルーティング用に使用されません。こ

れは、ソフト再構成をサポートするために使用

され、インバウンドポリシーがピアから受信さ

れるパスへ適用される前にパス属性を記録しま

す。「received-only」とマークされたパスは、
インバウンドポリシーによってパスがドロップ

されたか、パス情報のコピーが作成されてから

ルーティング用に変更されたことを示します。

(received-only)

パスがソフト再設定とルーティング目的に両方

で使用されることを示します。「(received &
used)」とマークされたパスは、パス情報がイン
バウンドポリシーによって変更されていないこ

とを意味します。

(received & used)

パスが有効です。valid

再配布を通じてパスがローカルでソースされて

います。

redistributed

集約を通じてパスがローカルでソースされてい

ます。

aggregated

networkコマンドを通じてパスがローカルでソー
スされています。

local

コンフェデレーションピアからパスが受信され

ました。

confed
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説明フィールド

パスが最良として選択されています。best

パスは、負荷分散のために選択された複数のパ

スの 1つです。
multipath

ダンプニング情報を示します。

Penalty：このパスの現在のペナルティ

Flapped：ルートがフラップした回数

In：ネットワークが最初にフラップしてから経
過した時間（時:分:秒）

Reusein：パスが使用可能になった後の時間（時:
分:秒）このフィールドは、パスが現在抑制さ
れている場合だけ表示されます。

dampinfo

何らかのインバウンドポリシーが適用された後

の、受信されたルートに関連した属性を表示し

ます。

AGG：アグリゲータ属性があります。

AS：ASパス属性があります。

ATOM：アトミック集約属性があります。

COMM：コミュニティ属性があります。

EXTCOMM：拡張コミュニティ属性がありま
す。

LOCAL：ローカルプリファレンス属性があり
ます。

MET：Multi Exit Discriminator（MED）属性があ
ります。

next hop：パケットを宛先ネットワークに転送
するときに使用される、次のシステムの IPア
ドレス。 0.0.0.0のエントリは、ルータにこの
ネットワークへの非 BGPルートがあることを
示します。

ORG：発信元属性があります。

Attributes after inbound policy was applied
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説明フィールド

パスの発信元

IGP：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信
され、networkまたは aggregate-addressコマン
ドを使用してBGPによってソースされたパス。

EGP：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス

incomplete：IGPから BGPへ再配布されるルー
トなど、パスの発信元が明確でありません。

origin

自律システム（AS）内の最初の AS番号neighbor as

パスがアグリゲータ属性で受信されたことを示

します。集約を実行したAS番号およびシステ
ムのルータ IDが表示されます。

aggregator

相互自律システム間メトリック（またはMED
メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

localpref

ルートに関連付けられた ASパス。aspath
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説明フィールド

パスに関連付けられたコミュニティ属性。次の

well-knownコミュニティを除き、コミュニティ
値は AA:NN形式で表示されます。

Local-AS：値 4294967043または 16進数
0xFFFFFF03のコミュニティ。このコミュニティ
値を持つルートは、ローカル自律システムやコ

ンフェデレーション境界の外にアドバタイズさ

れません。

no-advertise：値 4294967042または 16進数
0xFFFFFF02のコミュニティ。このコミュニティ
値を持つルートは、どの BGPピアにもアドバ
タイズされません。

no-export：値 4294967041または 16進数
0xFFFFFF01のコミュニティ。これらのピアが
ローカルルータと同じコンフェデレーションに

あっても、このコミュニティを持つルートは外

部 BGPピアにアドバタイズされません。

community

パスに関連付けられた外部コミュニティ属性。

well-known拡張コミュニティタイプの場合、次
のコードが表示される可能性があります。

RT：ルートターゲットコミュニティ

SoO：Site of Originコミュニティ

LB：リンク帯域幅コミュニティ

Extended community

ルートリフレクションが使用される際の送信元

ルータのルータ ID。
Originator

ルートが渡された全ルートリフレクタのルータ

IDまたはクラスタ ID。
Cluster lists
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説明フィールド

何らかのアウトバウンドポリシーが適用された

後の、受信されたルートに関連した属性を表示

します。

AGG：アグリゲータ属性があります。

AS：ASパス属性があります。

ATOM：アトミック集約属性があります。

COMM：コミュニティ属性があります。

EXTCOMM：拡張コミュニティ属性がありま
す。

LOCAL：ローカルプリファレンス属性があり
ます。

MET：Multi Exit Discriminator（MED）属性があ
ります。

next hop：パケットを宛先ネットワークに転送
するときに使用される、次のシステムの IPア
ドレス。 0.0.0.0のエントリは、ルータにこの
ネットワークへの非 BGPルートがあることを
示します。

ORG：発信元属性があります。

Attributes after outbound policy was applied

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インバウンドまたはアウトバウンドルーティン

グポリシーをネイバーに適用します。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

ネイバーにアドバタイズされたルートを表示し

ます。

show bgp advertised, （304ページ）

ネイバーへの TCP接続および BGP接続につい
ての情報を表示します。

show bgp neighbors, （373ページ）
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説明コマンド

発信ルートポリシーと一致したネットワークに

関する BGP情報を表示します。
show bgp route-policy, （461ページ）
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show bgp process
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）プロセス情報を表示するには、EXECモードで show
bgp processコマンドを使用します。

show bgp [ipv4| {unicast| multicast| labeled-unicast| all| tunnel| mdt}| ipv6| {unicast| multicast| all|
labeled-unicast}| all| {unicast| multicast| all| labeled-unicast| mdt| tunnel}| vpnv4 unicast| vpvn6 unicast]
process [performance-statistics] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4を指定します。ipv4

（任意）ユニキャストサブアドレスファミリを指定します。unicast

（任意）マルチキャストサブアドレスファミリを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6を指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）指定されたプロセスで実行された作業に関連したパフォーマ

ンス統計を表示します。

performance- statistics

（任意）詳細なプロセス情報を指定します。detail

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バイ
トの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更され

ました。

リリース 3.9.0

コマンド出力は、BGP追加パス送受信機能コンフィギュレーションか
らの情報も表示するように変更されました。

リリース 4.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）プロセスのステータスおよび要約情報を表示するに
は、show bgp processコマンドを使用します。出力には、さまざまなグローバルおよびアドレス
ファミリ固有のBGP設定が表示されます。プロセスによって送受信されたネイバー、アップデー
トメッセージ、および通知メッセージの数の要約も表示されます。

詳細なプロセス情報を表示するには、detailキーワードを使用します。詳細なプロセス情報には、
さまざまな内部構造タイプによって使用されたメモリが表示されます

BGPプロセスによって実行された作業の要約または詳細を表示するには、performance-statistics
キーワードを使用します。要約表示には、特定の動作を実行するのにかかった実際の時間と、初

期コンバージェンス中のステート移行についてのタイムスタンプが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp
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___________________
例 次に、show bgp processコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp process

BGP Process Information
BGP is operating in STANDALONE mode
Autonomous System: 1
Router ID: 10.0.0.5 (manually configured)
Cluster ID: 10.0.0.5
Fast external fallover enabled
Neighbor logging is enabled
Enforce first AS enabled
Default local preference: 100
Default keepalive: 60
Update delay: 120
Generic scan interval: 60

Address family: IPv4 Unicast
Dampening is enabled
Client reflection is enabled
Scan interval: 60
Main Table Version: 150
IGP notification: IGPs notified

Node Process Nbrs Estab Rst Upd-Rcvd Upd-Sent Nfn-Rcvd Nfn-Sent
node0_0_CPU0 Speaker 3 2 1 20 10 0 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 28：show bgp process のフィールドの説明

説明フィールド

スタンドアロンモードで BGPが動作している
ことを示します。これは、唯一のサポートモー

ドです。

BGP is operating in

ローカルシステムの自律システム番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

Autonomous System
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説明フィールド

ローカルシステムに割り当てられた BGP ID。
これが、bgp router-idコマンドを使用して明示
的に設定されている場合、「manually
configured」が表示されます。ルータ IDがマ
ニュアルで設定されていない場合、グローバル

ルータ IDから決定されます。グローバル IDが
使用できない場合、ルータ IDは 0.0.0.0と表示
されます。

Router ID

ローカルシステムのコンフェデレーション ID。Confederation ID

ローカルシステムのクラスタ ID。これが、bgp
cluster-idコマンドを使用してマニュアルで設定
された場合、「manually configured」が表示され
ます。

Cluster ID

デフォルトメトリック。これは、default-metric
コマンドによって制御されます。

Default metric

高速外部フォールオーバーがイネーブルかどう

かを示します。これは、bgp
fast-external-fallover disableコマンドによって
制御されます。

Fast external fallover enabled

ピア接続のアップまたはダウン移行のロギング

がイネーブルかどうかを示します。これは、

bgp log neighbor changes disableコマンドによっ
て制御されます。

Neighbor logging enabled

外部BGPピアから受信した最初のAS番号の厳
格なチェックがイネーブルであることを示しま

す。これは、bgp enforce-first-as disableコマン
ドによって制御されます。

Enforce first AS enabled

bgp redistribution-internalコマンドを使用して
内部再配布がイネーブルになっていることを示

します。

iBGP to IGP redistribution

Multi Exit Discriminator（MED）メトリック値が
不足していることはルート選択アルゴリズムで

最悪として取り扱われることを示します。これ

は、bgp bestpathmedmissing-as-worstコマンド
によって制御されます。

Treating missing MED as worst
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説明フィールド

パスが別の自律システム内にある外部 BGPネ
イバーから受信された場合でも、ルート選択ア

ルゴリズムでMEDが常に使用されていること
を示します。これは、bgp bestpath med always
コマンドによって制御されます。

Always compare MED is enabled

ASパス長がルート選択アルゴリズムによって
無視されていることを示します。これは、bgp
bestpath as-path ignoreコマンドによって制御さ
れます。

AS Path ignore is enabled

コンフェデレーションピアから受信されたルー

トの比較時にルート選択アルゴリズムによって

MED値が使用されていることを示します。こ
れは、bgp bestpath med confedコマンドによっ
て制御されます。

Comparing MED from confederation peers

別の外部BGPネイバーから受信された同一ルー
トの比較時に、ルート選択アルゴリズムによっ

てルータ IDがタイブレーカーとして使用され
ることを示します。これは、bgp bestpath
compare-routeridコマンドによって制御されま
す。

Comparing router ID for eBGP paths

BGPルートで使用されるデフォルトローカル
プリファレンス値。これは、bgp default
local-preferenceコマンドによって制御されま
す。

Default local preference

デフォルトのキープアライブインターバル。

これは、timers bgpコマンドによって制御され
ます。

Default keepalive

グレースフルリスタート機能がイネーブルであ

ることを示します。グレースフルリスタート

動作に影響するコンフィギュレーションコマン

ドは次のとおりです。

• bgp graceful-restart

• bgp graceful-restart purge-time

• bgp graceful-restart stalepath-time

• bgp graceful-restart restart-time

• bgp graceful-restart graceful-reset

Graceful restart enabled
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説明フィールド

BGPプロセスが読み取り専用モードのままにな
る最長時間。

Update delay

アドレスファミリ独立タスクの BGPスキャン
の間隔（秒数）。これは、bgp scan-timeコマ
ンドによって制御されます。

Generic scan interval

指定したアドレスファミリでダンプニングがイ

ネーブルであるかどうかを示します。これは、

dampeningコマンドによって制御されます。

Dampening

指定したアドレスファミリでクライアント間

ルートリフレクションがイネーブルであるかど

うかを示します。これは、bgp client-to-client
reflection disableコマンドによって制御されま
す。

Client reflection

指定したアドレスファミリの BGPスキャンの
間隔（秒数）。これは、アドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードの bgp scan-time
コマンドによって制御されます。

Scan interval

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
Main Table Version

InteriorGateway Protocol（IGP）に、指定された
アドレスファミリの BGPコンバージェンスが
通知されるかどうかを示します。

IGP notification

プロセスが実行されるノード。Node

BGPプロセスのタイプ。Process

スピーカープロセス。スピーカープロセスに

は、設定されたネイバーに対するBGPメッセー
ジを受信、処理、送信する役割があります。

Speaker

プロセスの担当するネイバーの数。Nbrs

このプロセスの確立されたステートの接続を持

つネイバーの数。

Estab

このプロセスが再起動する回数。Rst
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説明フィールド

プロセスによって受信されたアップデートメッ

セージの数。

Upd-Rcvd

プロセスによって送信されたアップデートメッ

セージの数。

Upd-Sent

プロセスによって受信された通知メッセージの

数。

Nfn-Rcvd

プロセスによって送信された通知メッセージの

数。

Nfn-Sent

次に、detailキーワードを指定した show bgp processコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp all all process detail

BGP Process Information
BGP is operating in STANDALONE mode
Autonomous System: 1
Router ID: 10.0.0.5 (manually configured)
Cluster ID: 10.0.0.5
Fast external fallover enabled
Neighbor logging is enabled
Enforce first AS enabled
Default local preference: 100
Default keepalive: 60
Update delay: 120
Generic scan interval: 60

BGP Speaker process: 0, location node0_0_0
Neighbors: 3, established: 2

Sent Received
Updates: 3 15
Notifications: 0 0

Number Memory Used
Attributes: 12 1104
AS Paths: 10 400
Communities: 2 1080
Extended communities: 1 40
Route Reflector Entries: 0 0
Route-map Cache Entries: 0 0
Filter-list Cache Entries: 0 0
Next Hop Cache Entries: 2 80
Update messages queued: 0

Address family: IPv4 Unicast
Dampening is enabled
Client reflection is enabled
Main Table Version: 12
IGP notification: IGPs notified

State: normal mode.
BGP Table Version: 12
Network Entries: 15, Soft Reconfig Entries: 0
Dampened Paths: 0, History Paths: 9

Allocated Freed
Prefixes: 15 0
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Paths: 19 0

Number Memory Used
Prefixes: 15 1230
Paths: 19 760

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 29：show bgp process detail のフィールドの説明

説明フィールド

BGPがスタンドアロンモードで動作している
かどうかを示します。

BGP is operating in

ローカルシステムの自律システム番号。Autonomous System

ローカルシステムに割り当てられた BGP ID。
これが、bgp router-idコマンドを使用して明示
的に設定されている場合、「manually
configured」が表示されます。ルータ IDがマ
ニュアルで設定されていない場合、グローバル

ルータ IDから決定されます。グローバル IDが
使用できない場合、ルータ IDは 0.0.0.0と表示
されます。

Router ID

ローカルシステムのコンフェデレーション ID。Confederation ID

ローカルシステムのクラスタ ID。これが、bgp
cluster-idコマンドを使用してマニュアルで設定
された場合、「manually configured」が表示され
ます。

Cluster ID

デフォルトメトリック。Default metric

高速外部フォールオーバーがイネーブルかどう

かを示します。

Fast external fallover enabled

ピア接続のアップまたはダウン移行のロギング

がイネーブルかどうかを示します。

Neighbor logging enabled

外部 BGPピアから受信した最初の自律システ
ム（AS）番号の厳格なチェックがイネーブルで
あることを示します。

Enforce first AS enabled

bgp redistribution-internalコマンドを使用して
内部再配布がイネーブルになっていることを示

します。

iBGP to IGP redistribution
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説明フィールド

MEDメトリック値が不足していることはルー
ト選択アルゴリズムで最悪として取り扱われる

ことを示します。これは、bgp bestpath med
missing-as-worstコマンドによって制御されま
す。

Treating missing MED as worst

パスが別の自律システム内にある外部 BGPネ
イバーから受信された場合でも、ルート選択ア

ルゴリズムでMEDが常に使用されていること
を示します。これは、bgp bestpath med always
コマンドによって制御されます。

Always compare MED is enabled

ASパス長がルート選択アルゴリズムによって
無視されていることを示します。これは、bgp
bestpath as-path ignoreコマンドによって制御さ
れます。

AS Path ignore is enabled

コンフェデレーションピアから受信されたルー

トの比較時にルート選択アルゴリズムによって

MED値が使用されていることを示します。こ
れは、bgp bestpath med confedコマンドによっ
て制御されます。

Comparing MED from confederation peers

別の外部BGPネイバーから受信された同一ルー
トの比較時に、ルート選択アルゴリズムによっ

てルータ IDがタイブレーカーとして使用され
ることを示します。これは、bgp bestpath
compare-routeridコマンドによって制御されま
す。

Comparing router ID for eBGP paths

BGPルートで使用されるデフォルトローカル
プリファレンス値。

Default local preference

デフォルトのキープアライブインターバル。

これは、timers bgpコマンドによって制御され
ます。

Default keepalive
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説明フィールド

グレースフルリスタート機能がイネーブルであ

ることを示します。グレースフルリスタート

動作に影響するコンフィギュレーションコマン

ドは次のとおりです。

• bgp graceful-restart

• bgp graceful-restart purge-time

• bgp graceful-restart stalepath-time

• bgp graceful-restart restart-time

• bgp graceful-restart graceful-reset

Graceful restart enabled

BGPプロセスが読み取り専用モードのままにな
る最長時間。

Update delay

アドレスファミリ独立タスクの BGPスキャン
の間隔（秒数）。これは、bgp scan-timeコマ
ンドによって制御されます。

Generic scan interval

スピーカープロセスは、BGPメッセージの受
信、処理、および送信を担当します。

BGP Speaker Process

指定されたプロセスが実行されているノード。Node

指定されたプロセスが担当するネイバーの数。Neighbors

指定されたプロセスの確立済みステートの接続

を持つネイバーの数。

established

指定されたプロセスで送受信されるアップデー

トメッセージの数。

Updates

指定されたプロセスで送受信される通知メッ

セージの数。

Notifications

指定されたプロセスに格納されている属性情報

の独自セット数と、属性情報に使用されている

メモリ量。

Attributes

指定されたプロセスに格納されている一意の自

律システムパスの数と、ASパス情報で使用さ
れるメモリ量。

AS Paths
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説明フィールド

指定されたプロセスに格納されているコミュニ

ティ情報の独自セット数と、コミュニティ情報

に使用されているメモリ量。

Communities

指定されたプロセスに格納されている拡張コ

ミュニティ情報の独自セット数と、拡張コミュ

ニティ情報に使用されているメモリ量。

Extended communities

指定されたプロセスに格納されているルートリ

フレクタ情報の独自セット数と、その情報に使

用されているメモリ量。

Route Reflector Entries

キャッシュ済みネクストホップ情報のエントリ

数およびメモリ使用状況。

Nexthop Entries

指定されたプロセスが担当する全ネイバーにわ

たって送信するためにキューイングされている

アップデートメッセージの合計数。

Update messages queued

指定されたアドレスファミリ。Address family

指定したアドレスファミリでダンプニングがイ

ネーブルであるかどうかを示します。

Dampening

指定したアドレスファミリでクライアント間

ルートリフレクションがイネーブルであるかど

うかを示します。これは、bgp client-to-client
reflection disableコマンドによって制御されま
す。

Client reflection

指定したアドレスファミリの BGPスキャンの
間隔（秒数）。これは、bgp scan-timeコマン
ドによって制御されます。

Scan interval

メインルーティングテーブルに付与された指

定アドレスファミリのローカルBGPデータベー
スの最後のバージョン。

Main Table Version

指定されたアドレスファミリの BGPコンバー
ジェンスが IGPに通知されたかどうかを示しま
す。

IGP notification
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説明フィールド

メインルーティングテーブルバージョンがコ

ンバージされたかどうかと、コンバージされた

バージョンを示します。

RIB has converged

指定されたアドレスファミリおよびプロセスの

BGPシステム状態。これは、次のいずれかで
す。

read-onlymode：アップデートの初期セットが復
元されます。このモードでは、ルート選択が実

行されず、ルートはグローバル RIBにインス
トールされず、アップデートはピアにアドバタ

イズされません。

best-path calculationmode：read-onlymodeで受信
されたルートに対してルート選択が実行されま

す。

import mode：最良パスが計算されると、ある
VRFから別の VRFにルートがインポートされ
ます。このモードは VPNv4ユニキャストアド
レスファミリモードでサポートされています。

RIB update mode：best-path calculation modeで選
択されたルートがグローバルRIBにインストー
ルされます。

label allocation mode：要件に基づいてラベルが
受信されたプレフィックスに割り当てられま

す。

normal mode：最良パスが RIBに存在するルー
トのピアに送信されます。新規アップデートが

受信されると、ルート選択、インポート処理、

RIBアップデート、およびラベル割り当てが実
行されます。

State

受信されたルートについて BGPデータベース
で使用された最後のバージョン。

BGP Table Version

RIB属性ダウンロードがイネーブルかどうかを
示します。

Attribute download

指定されたアドレスファミリの指定されたBGP
プロセスで保持されるプレフィックス情報の

セット数。

Network Entries
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説明フィールド

ソフト再設定をサポートするためにだけ存在し

ているプレフィックス情報のセット数。

Soft Reconfig Entries

指定されたアドレスファミリのダンプニングに

よって抑制されているルート数。

Dampened Paths

現在取り消されているものの、ダンプニング情

報を保持するために維持されているルートの

数。

History Paths

割り当てられ、プロセスのライフタイム中に解

放された指定アドレスファミリのプレフィック

ス情報のセット数。

Prefixes (Allocated/Freed)

割り当てられ、プロセスのライフタイム中に解

放された指定アドレスファミリのルート情報の

セット数。

Paths (Allocated/Freed)

指定アドレスファミリに現在割り当てられてい

るプレフィックス情報のセット数と、これに

よって使用されているメモリ量。

Prefixes (Number/Memory Used)

指定アドレスファミリに現在割り当てられてい

るルート情報のセット数と、これによって使用

されているメモリ量。

Paths (Number/Memory Used)

次に、performance-statisticsキーワードを指定した show bgp processコマンドの出力例を示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp process performance-statistics detail

BGP Speaker process: 0, Node: node0_0_CPU0
Restart count: 2
Neighbors: 3, established: 2

Sent Received
Updates: 20 20
Notifications: 0 0

Number Memory Used
Attributes: 2 184
AS Paths: 2 48
Communities: 0 0
Extended communities: 0 0
Route Reflector Entries: 0 0
Route-map Cache Entries: 0 0
Filter-list Cache Entries: 0 0
Next Hop Cache Entries: 2 80
Update messages queued: 0

Read 14 messages (1142 bytes) in 12 calls (time spent: 0.024 secs)
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Read throttled 0 times
Processed 14 inbound messages (time spent: 0.132 secs)
Wrote 2186 bytes in 24 calls (time spent: 0.024 secs)
Processing write list: wrote 18 messages in 4 calls (time spent: 0.000 secs)
Processing write queue: wrote 10 messages in 20 calls (time spent: 0.000 secs)
Socket setup (LPTS): 4 calls (time spent: 0.010 secs)
Configuration: 1 requests (time spent: 0.002 secs)
Operational data: 9 requests (time spent: 0.026 secs)

State: normal mode.
BGP Table Version: 150
Network Entries: 149, Soft Reconfig Entries: 0

Allocated Freed
Prefixes: 149 0
Paths: 200 0

Number Memory Used
Prefixes: 149 12516
Paths: 200 8000

Updates generated: 149 prefixes in 8 messages from 2 calls (time spent: 0.046 secs)
Scanner: 2 scanner runs (time spent: 0.008 secs)
RIB update: 1 rib update runs, 149 prefixes installed (time spent: 0.024 secs)
Process has converged for IPv4 Unicast.

First neighbor established: 1082604050s
Entered DO_BESTPATH mode: 1082604055s
Entered DO_RIBUPD mode: 1082604055s
Entered Normal mode: 1082604055s
Latest UPDATE sent: 1082604056s

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 30：show bgp process performance-statistics のフィールドの説明

説明フィールド

BGPがスタンドアロンモードで動作している
かどうかを示します。

BGP is operating in

ローカルシステムの自律システム番号。Autonomous system

ローカルシステムに割り当てられた BGP ID。
これが、bgp router-idコマンドを使用して明示
的に設定されている場合、「manually
configured」が表示されます。ルータ IDがマ
ニュアルで設定されていない場合、グローバル

ルータ IDから決定されます。グローバル IDが
使用できない場合、ルータ IDは 0.0.0.0と表示
されます。

Router ID

ローカルシステムのコンフェデレーション ID。Confederation ID
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説明フィールド

ローカルシステムのクラスタ ID。これが、bgp
cluster-idコマンドを使用してマニュアルで設定
された場合、「manually configured」が表示され
ます。

Cluster ID

デフォルトメトリック。Default metric

高速外部フォールオーバーがイネーブルかどう

かを示します。

Fast external fallover enabled

ピア接続のアップまたはダウン移行のロギング

がイネーブルかどうかを示します。これは、

bgp log neighbor changes disableコマンドによっ
て制御されます。

Neighbor logging enabled

外部BGPピアから受信した最初のAS番号の厳
格なチェックがイネーブルであることを示しま

す。

Enforce first AS enabled

bgp redistribution-internalコマンドを使用して
内部再配布がイネーブルになっていることを示

します。

iBGP to IGP redistribution

MEDメトリック値が不足していることはルー
ト選択アルゴリズムで最悪として取り扱われる

ことを示します。これは、bgp bestpath med
missing-as-worstコマンドを使用して制御され
ます。

Treating missing MED as worst

パスが別の自律システム内にある外部 BGPネ
イバーから受信された場合でも、ルート選択ア

ルゴリズムでMEDが常に使用されていること
を示します。この設定は、bgp bestpath med
alwaysコマンドによって制御されます。

Always compare MED is enabled

ASパス長がルート選択アルゴリズムによって
無視されていることを示します。これは、bgp
bestpath as-path ignoreコマンドによって制御さ
れます。

AS Path ignore is enabled
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説明フィールド

コンフェデレーションピアから受信されたルー

トの比較時にルート選択アルゴリズムによって

MED値が使用されていることを示します。こ
れは、bgp bestpath med confedコマンドによっ
て制御されます。

Comparing MED from confederation peers

別の外部BGPネイバーから受信された同一ルー
トの比較時に、ルート選択アルゴリズムによっ

てルータ IDがタイブレーカーとして使用され
ることを示します。これは、bgp bestpath
compare-routeridコマンドによって制御されま
す。

Comparing router ID for eBGP paths

BGPルートで使用されるデフォルトローカル
プリファレンス値。

Default local preference

デフォルトのキープアライブインターバル。

この設定は、timers bgpコマンドによって制御
されます。

Default keepalive

グレースフルリスタート機能がイネーブルであ

ることを示します。グレースフルリスタート

動作に影響するコンフィギュレーションコマン

ドは、bgp graceful-restart、bgp graceful-restart
purge-time、bgp graceful-restart stalepath-time、
bgp graceful-restart restart-time、および bgp
graceful-restart graceful-resetです。

Graceful restart enabled

BGPプロセスが読み取り専用モードのままにな
る最長時間。

Update delay

アドレスファミリ独立タスクの BGPスキャン
の間隔（秒数）。この設定は、ルータコンフィ

ギュレーションモードの bgp scan-timeコマン
ドによって制御されます。

Generic scan interval

指定されたアドレスファミリ。Address family

指定したアドレスファミリでダンプニングがイ

ネーブルであるかどうかを示します。

Dampening
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説明フィールド

指定したアドレスファミリでクライアント間

ルートリフレクションがイネーブルであるかど

うかを示します。これは、bgp client-to-client
reflection disableコマンドによって制御されま
す。

Client reflection

指定したアドレスファミリの BGPスキャンの
間隔（秒数）。これは、bgp scan-timeコマン
ドによって制御されます。

Scan interval

メインルーティングテーブルに付与された指

定アドレスファミリのローカルBGPデータベー
スの最後のバージョン。

Main Table Version

指定されたアドレスファミリの BGPコンバー
ジェンスが IGPに通知されたかどうかを示しま
す。

IGP notification

プロセスが実行されるノード。Node

BGPプロセス。Process

スピーカープロセス。スピーカープロセスは、

BGPメッセージの受信、処理、および送信を担
当します。

Speaker

このプロセスによってピアからメッセージを読

み取るのにかかる実時間（秒数）。

Read

このプロセスによってピアにメッセージを書き

込むのにかかる実時間（秒数）。

Write

このプロセスによってピアから読み取られる

メッセージの処理にかかる実時間（秒数）。

Inbound

このプロセスによってコンフィギュレーション

コマンドを処理するのにかかる実時間（秒

数）。

Config

このプロセスによって処理データを提供するの

にかかる実時間（秒数）。

Data

初期アップデート後にプロセスがコンバージさ

れたかどうかを示します。

Conv

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 445

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp process



説明フィールド

最初のネイバーが確立されたときに時間を記録

するタイムスタンプ（秒数）。

Nbr Estab

best-path calculation modeが入力された時間を記
録するタイムスタンプ（秒数）。

Bestpath

RIBupdatemodeが入力された時間を記録するタ
イムスタンプ（秒数）。

RIB Inst

time normal modeが入力された時間を記録する
タイムスタンプ（秒数）。

Read/Write

最後のアップデートがネイバーに送信された時

間を記録するタイムスタンプ（秒数）。

Last Upd

BGPが IPv4ユニキャストアドレスファミリの
初期コンバージェンスに到達したことを示しま

す。コンバージェンスにかかった時間が表示さ

れます。

Address Family IPv4 Unicast converged in n seconds

BGPが IPv6マルチキャストアドレスファミリ
の初期コンバージェンスに到達したことを示し

ます。コンバージェンスにかかった時間が表示

されます。

Address Family IPv6 Multicast converged in n
seconds

次に、performance-statisticsおよび detailキーワードを指定した show bgp processコマンドの出力
例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp process performance-statistics detail

BGP Speaker process: 0, Node: node0_0_CPU0
Restart count: 2
Neighbors: 3, established: 2

Sent Received
Updates: 20 20
Notifications: 0 0

Number Memory Used
Attributes: 2 184
AS Paths: 2 48
Communities: 0 0
Extended communities: 0 0
Route Reflector Entries: 0 0
Route-map Cache Entries: 0 0
Filter-list Cache Entries: 0 0
Next Hop Cache Entries: 2 80
Update messages queued: 0

Read 14 messages (1142 bytes) in 12 calls (time spent: 0.024 secs)
Read throttled 0 times
Processed 14 inbound messages (time spent: 0.132 secs)
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Wrote 2186 bytes in 24 calls (time spent: 0.024 secs)
Processing write list: wrote 18 messages in 4 calls (time spent: 0.000 secs)
Processing write queue: wrote 10 messages in 20 calls (time spent: 0.000 secs)
Socket setup (LPTS): 4 calls (time spent: 0.010 secs)
Configuration: 1 requests (time spent: 0.002 secs)
Operational data: 9 requests (time spent: 0.026 secs)

State: normal mode.
BGP Table Version: 150
Network Entries: 149, Soft Reconfig Entries: 0

Allocated Freed
Prefixes: 149 0
Paths: 200 0

Number Memory Used
Prefixes: 149 12516
Paths: 200 8000

Updates generated: 149 prefixes in 8 messages from 2 calls (time spent: 0.046 secs)
Scanner: 2 scanner runs (time spent: 0.008 secs)
RIB update: 1 rib update runs, 149 prefixes installed (time spent: 0.024 secs)
Process has converged for IPv4 Unicast.

First neighbor established: 1082604050s
Entered DO_BESTPATH mode: 1082604055s
Entered DO_RIBUPD mode: 1082604055s
Entered Normal mode: 1082604055s
Latest UPDATE sent: 1082604056s

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 31：show bgp process performance-statistics detail のフィールドの説明

説明フィールド

指定されたプロセス。Process

指定されたプロセスが実行されているノード。Location

指定されたプロセスが担当するネイバーの数。Neighbors

指定されたプロセスの確立済みステートの接続

を持つネイバーの数。

established

指定されたプロセスで送受信されるアップデー

トメッセージの数。

Updates

指定されたプロセスで送受信される通知メッ

セージの数。

Notifications

指定されたプロセスに格納されている属性情報

の独自セット数と、属性情報に使用されている

メモリ量。

Attributes
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説明フィールド

指定されたプロセスに格納されている一意の自

律システムパスの数と、ASパス情報で使用さ
れるメモリ量。

AS Paths

指定されたプロセスに格納されているコミュニ

ティ情報の独自セット数と、コミュニティ情報

に使用されているメモリ量。

Communities

指定されたプロセスに格納されている拡張コ

ミュニティ情報の独自セット数と、拡張コミュ

ニティ情報に使用されているメモリ量。

Extended communities

指定されたプロセスに格納されているルートリ

フレクタ情報の独自セット数と、その情報に使

用されているメモリ量。

Route Reflector Entries

ルートマップを適用するためのキャッシュ結果

のエントリ数とメモリ使用状況。

Route-map Cache Entries

ASパスフィルタリストを適用するための
キャッシュ結果のエントリ数とメモリ使用状

況。

Filter-list Cache Entries

キャッシュ済みネクストホップ情報のエントリ

数およびメモリ使用状況。

Next Hop Cache Entries

指定されたプロセスが担当する全ネイバーにわ

たって送信されるためにキューイングされてい

るアップデートメッセージの数。

Update messages queued

プロセスによって読み取られるメッセージの

数、読み取られたメッセージの合計サイズ、実

行された読み取り動作の数、読み取り動作を実

行するプロセスにかかった実時間を示します。

Read

読み取られたものの処理されなかったメッセー

ジのバックログのために、TCPからの読み取り
がスロットリングされた回数。

Read throttled

処理された読み取りメッセージの数、およびイ

ンバウンドメッセージの処理にかかった実際の

時間。

inbound messages
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説明フィールド

プロセスによって書き込まれたデータ量、実行

された書き込み動作の数、書き込み動作を実行

するプロセスにかかった実時間。

Wrote

書き込みリストから書き込まれたメッセージの

数、書き込みリストが処理された回数、書き込

みリストの処理にかかる実時間。

書き込みリストは一般的にアップデー

トメッセージだけが含まれていま

す。

（注）

Processing write list

書き込みキューから書き込まれたメッセージ

数、書き込みキューが処理された回数、書き込

みキューを処理するのにかかる実時間。

Processing write queue

実行されたソケット設定の数と、ソケット設定

にかかった実時間。

Socket setup

プロセスによって受信された設定要求の数と、

構成要求の処理にかかった実時間。

Configuration

プロセスによって受信された（showコマンド
の）動作データの要求数と、動作データ要求の

処理にかかった実時間。

Operational data
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説明フィールド

指定されたアドレスファミリおよびプロセスの

BGPシステム状態。これは、次のいずれかで
す。

read-onlymode：アップデートの初期セットが復
元されます。このモードでは、ルート選択が実

行されず、ルートはグローバル RIBにインス
トールされず、アップデートはピアにアドバタ

イズされません。

best-path calculationmode：read-onlymodeで受信
されたルートに対してルート選択が実行されま

す。

import mode：最良パスが計算されると、ある
VRFから別の VRFにルートがインポートされ
ます。このモードは VPNv4ユニキャストアド
レスファミリモードでサポートされています。

RIB update mode：best-path calculation modeで選
択されたルートがグローバルRIBにインストー
ルされます。

label allocation mode：要件に基づいてラベルが
受信されたプレフィックスに割り当てられま

す。

normal mode：最良パスが RIBに存在するルー
トのピアに送信されます。新規アップデートが

受信されると、ルート選択、インポート処理、

RIBアップデート、およびラベル割り当てが実
行されます。

State

受信されたルートについて BGPデータベース
で使用された最後のバージョン。

BGP Table Version

指定されたアドレスファミリの指定されたBGP
プロセスで保持されるプレフィックス情報の

セット数。

Network Entries

ソフト再設定をサポートするためにだけ存在し

ているプレフィックス情報のセット数。

Soft Reconfig Entries

指定されたアドレスファミリのダンプニングに

よって抑制されているルート数。

Dampened Paths
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説明フィールド

現在取り消されているものの、ダンプニング情

報を保持するために維持されているルートの

数。

History Paths

割り当てられ、プロセスのライフタイム中に解

放された指定アドレスファミリのプレフィック

ス情報のセット数。

Prefixes (Allocated/Freed)

割り当てられ、プロセスのライフタイム中に解

放された指定アドレスファミリのルート情報の

セット数。

Paths (Allocated/Freed)

指定アドレスファミリに現在割り当てられてい

るプレフィックス情報のセット数と、これに

よって使用されているメモリ量。

Prefixes (Number/Memory Used)

指定アドレスファミリに現在割り当てられてい

るルート情報のセット数と、これによって使用

されているメモリ量。

Paths (Number/Memory Used)

アップデートが生成されたプレフィックスの

数、アップデートをアドバタイズするのに使用

されるメッセージの数、アップデート生成実行

が実行された数、指定アドレスファミリのアッ

プデートを生成するのにかかった実時間。

Updates generated

指定されたアドレスファミリで実行されたス

キャナの回数と、スキャナ処理にかかった実時

間。

Scanner

指定アドレスファミリに対して実行されたグ

ローバルルーティング情報ベースアップデー

ト実行の数、これらの実行中にグローバル RIB
でインストール、取消、または変更されたプレ

フィックスの数、これらの実行で実行にかかっ

た実時間。

RIB Update

プロセスが指定されたアドレスファミリの初期

コンバージェンスに到達したかどうかを示しま

す。

Process has converged

プロセスが確立した最初のネイバーの時間を記

録するタイムスタンプ（秒数）。

First neighbor established
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説明フィールド

best-path calculation modeが入力された時間を記
録するタイムスタンプ（秒数）。

Entered DO_BESTPATH mode

RIBupdatemodeが入力された時間を記録するタ
イムスタンプ（秒数）。

Entered DO_RIBUPD mode

time normal modeが入力された時間を記録する
タイムスタンプ（秒数）。

Entered Normal mode

最後のアップデートがネイバーに送信された時

間を記録するタイムスタンプ（秒数）。

Last UPDATE sent

次に、show bgp vpnv4 unicast process performance-statistics detailコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp vpnv4 unicast process performance-statistics detail
BGP Speaker process: 0, Node: node0_8_CPU0 Restart count: 1

Total Nbrs Estab/Cfg
Default VRFs: 1 4/12
Non-Default VRFs: 1009 1082/1337

Sent Received
Updates: 362259 5688505
Notifications: 14 0

Number Memory Used
Attributes: 14896 2979200
AS Paths: 17 1100
Communities: 3 120
Extended communities: 1849 124440
Route Reflector Entries: 417 25020
Nexthop Entries: 2941 539572
Update messages queued: 0

Alloc Free
Pool 210: 28955629 28955628
Pool 310: 363103 363103
Pool 600: 4931162 4931162
Pool 1100: 104693 104693
Pool 4300: 799374 799374

Read 34755745 messages (3542094326 bytes) in 30528983 calls (time spent: 6427.769 secs)
Read partly throttled 1506 times

Read 14 times after crossing lower threshold Processed 5836892 inbound update messages
(time spent: 6229.512 secs)
Wrote 825719955 bytes in 29272669 calls (time spent: 2318.472 secs)
Processing sub-group: wrote 861402 messages in 1113810 calls (time spent: 145.446 secs)
Processing write queue: wrote 6288 messages in 20498 calls (time spent: 0.039 secs)
Socket setup (LPTS): 0 calls (time spent: 0.000 secs)
event_file_attach calls: Input 8769, Output 2810, Input-output 0
Configuration: 989 requests (time spent: 0.046 secs) Operational data: 92396 requests (time
spent: 98.864 secs)
Current Clock Time: not set Update Generation master timer:

id: 0, time left: 0.0 sec, last processed: not set
expiry time of parent node: not set

IO master timer:
id: 0, time left: 0.0 sec, last processed: not set
expiry time of parent node: not set

Address Family: VPNv4 Unicast
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State: Normal mode.
BGP Table Version: 23211188
Attribute download: Disabled
Soft Reconfig Entries: 0

Last 8 Triggers Ver Tbl Ver

Label Thread Jun 18 05:31:39.120 23211188 23211188
Jun 18 05:31:35.274 23211188 23211188
Jun 18 05:31:34.340 23211187 23211188
Jun 18 05:31:34.189 23211186 23211187
Jun 18 05:31:29.120 23211186 23211186
Jun 18 05:31:28.861 23211186 23211186
Jun 18 05:31:19.640 23211186 23211186
Jun 18 05:31:19.272 23211186 23211186
Total triggers: 639526

Import Thread Jun 18 05:31:39.120 23211188 23211188
Jun 18 05:31:35.274 23211188 23211188
Jun 18 05:31:34.340 23211187 23211188
Jun 18 05:31:34.189 23211186 23211187
Jun 18 05:31:29.120 23211186 23211186
Jun 18 05:31:28.861 23211186 23211186
Jun 18 05:31:19.640 23211186 23211186
Jun 18 05:31:19.272 23211186 23211186
Total triggers: 689177

RIB Thread Jun 18 05:31:39.146 23211188 23211188
Jun 18 05:31:35.299 23211188 23211188
Jun 18 05:31:34.525 23211187 23211188
Jun 18 05:31:34.494 23211186 23211188
Jun 18 05:31:34.340 23211186 23211188
Jun 18 05:31:34.255 23211186 23211188
Jun 18 05:31:29.146 23211186 23211186
Jun 18 05:31:28.886 23211186 23211186
Total triggers: 668084

Update Thread Jun 18 05:31:39.171 --- 23211188
Jun 18 05:31:35.324 --- 23211188
Jun 18 05:31:34.558 --- 23211188
Jun 18 05:31:34.521 --- 23211188
Jun 18 05:31:34.327 --- 23211188
Jun 18 05:31:29.170 --- 23211186
Jun 18 05:31:28.910 --- 23211186
Jun 18 05:31:19.690 --- 23211186
Total triggers: 660143

Allocated Freed
Remote Prefixes: 3150972 2885064
Remote Paths: 7639074 7118286

Local Prefixes: 3760870 3425614
Local Paths: 7892100 7595657

Number Mem Used
Remote Prefixes: 265908 29781696
Remote Paths: 520788 24997824
Remote RDs: 12424 2832672

Local Prefixes: 335256 37548672
Local Paths: 296443 14229264
Local RDs: 1009 230052

Total Prefixes: 601164 67330368
Total Paths: 817231 39227088
Imported Paths: 265675 12752400
Total RDs: 13433 3062724
Same RDs: 0 0

Update Groups: 3 Subgroups: 2
Updates generated: 1438448 prefixes in 67375 messages from 181564 calls (time spent: 6779.576
secs)
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Scanner: 0 scanner runs (time spent: 0.000 secs) RIB update: 0 rib update runs, 0 prefixes
installed, 0 modified,

0 prefixes removed (time spent: 0.000 secs) RIB table update: 0 table deletes,
0 table invalid, 3526736604 table skip,

0 no local label, 0 rib retries Process has not converged for VPNv4 Unicast.

First neighbor established: Jun 11 08:32:10
Entered DO_BESTPATH mode: Jun 11 08:52:10
Entered DO_IMPORT mode: Jun 11 08:52:12
Entered DO_LABEL_ALLOC mode: Jun 11 08:52:16
Entered DO_RIBUPD mode: Jun 11 08:52:19
Entered Normal mode: Jun 11 08:52:23
Latest UPDATE sent: Jun 18 05:31:34

次の show bgp process detailコマンドの出力例には、追加パス送受信情報が表示されています。

BGP Process Information:
BGP is operating in STANDALONE mode
Autonomous System number format: ASDOT
Autonomous System: 100
Router ID: 22.22.22.22 (manually configured)
Default Cluster ID: 2.2.2.2 (manually configured)
Active Cluster IDs: 2.2.2.2
Fast external fallover enabled
Neighbor logging is enabled
Enforce first AS enabled
AS Path multipath-relax is enabled
Default local preference: 100
Default keepalive: 60
Graceful restart enabled
Restart time: 120
Stale path timeout time: 360
RIB purge timeout time: 600
Non-stop routing is enabled
Update delay: 120
Generic scan interval: 60

……
……

Allocated Freed
Prefixes: 12 0
Paths: 60 0
Path-elems: 12 0

Number Mem Used
Prefixes: 12 1200
Paths: 60 3120
Path-elems: 12 624

___________________
関連コマンド

説明コマンド

優先パスを計算する際に無視する自律システム

パス長を設定します。

bgp bestpath as-path ignore, （58ページ）

最良パス選択プロセス中に外部 BGP（eBGP）
ピアから受信した同一ルートを比較し、最小

ルータ IDのルートを選択します。

bgp bestpath compare-routerid, （60ページ）

異なる自律システムにあるネイバーからのパス

のMulti Exit Discriminator（MED）を比較しま
す。

bgp bestpath med always, （64ページ）
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説明コマンド

パス選択実行時にMED属性のないパスが最も
望ましくないMED値を持っているものと見な
します。

bgp bestpath med missing-as-worst, （69ページ）

BGPルートリフレクタを使用してルータリフ
レクタクライアントとの間のルートリフレク

ションをイネーブルにします。

bgp cluster-id, （73ページ）

BGPクラスタに複数のルートリフレクタがあ
る場合にクラスタ IDを設定します。

bgp cluster-id, （73ページ）

デフォルトのローカルプリファレンス値を設定

します。

bgp default local-preference, （82ページ）

Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）や Open Shortest Path First（OSPF）な
ど、IGPへの iBGPルートへの再配布を可能に
します。

bgp redistribute-internal, （107ページ）

BGPスピーキングルータの固定ルータ IDを設
定します。

bgp router-id, （109ページ）

BGPのデフォルトメトリック値を設定します。default-metric（BGP）, （154ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

スキャン間隔を設定します。bgp scan-time, （111ページ）

デフォルト BGPタイマーを設定します。timers bgp, （532ページ）
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show bgp regexp
自律システムパスの正規表現と一致するルートを表示するには、EXECモードで show bgp regexp
コマンドを使用します。

show bgp regexp regular-expression

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

BGP自律システムパスと一致する正規表現。regular-expression
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___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、各設定済みアドレスファミリおよびサブアドレスファミリの組み合わせ向けの個別の
ルーティングテーブルが含まれています。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリのオ

プションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミリまたは

サブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、各一致ルーティングテー
ブルが順次検査されます。

自律システムパスが指定された正規表現と一致する指定BGPテーブルにある全ルートを表示する
には、show bgp regexpコマンドを使用します。

正規表現にスペースやカッコが含まれている場合、引用符で指定し囲む必要があります。（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp regexpコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp regexp "^3 "

BGP router identifier 10.0.0.5, local AS number 1
BGP main routing table version 64
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*>i172.20.17.121 10.0.101.2 100 0 3 2000 3000 i
*>i10.0.0.0 10.0.101.2 100 0 3 100 1000 i
*>i172.5.23.0/24 10.0.101.2 100 0 3 4 60 4378 i

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 32：show bgp regexp のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートでイネーブルになった場合に表示さ

れます。

Dampening enabled

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

458 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp regexp



説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。作成元のコードはテーブルの各行

の終わりにあります。次のいずれかの値を指定

できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークエンティティの IPアドレスNetwork
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説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

相互自律システム間メトリック（別名MultiExit
Discriminator（MED）メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

LocPrf

パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

___________________
関連コマンド

説明コマンド

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）

発信ルートポリシーと一致したネットワークに

関する BGP情報を表示します。
show bgp route-policy, （461ページ）
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show bgp route-policy
発信ルートポリシーと一致するネットワークに関するボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
情報を表示するには、EXECモードで show bgp route-policyコマンドを使用します。

show bgp route-policy route-policy-name []

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

ルートポリシーの名前。route-policy-name
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___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、設定されたアドレスファミリとサブアドレスファミリの組み合わせそれぞれについ
て、ルーティングテーブルが 1つずつ含まれます。アドレスファミリおよびサブアドレスファ
ミリのオプションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミ

リまたはサブアドレスファミリに対して allキーワードが指定された場合、各一致ルーティング
テーブルが検査されます。

このコマンドを使用するためにルートポリシーが設定されている必要があります。 show bgp
route-policyコマンドが入力される際に、指定された BGPテーブル内のルートが指定されたルー
トポリシーと比較されて、ルートポリシーに渡されるすべてのルートが表示されます。

ルートポリシーがルートに適用されているときにパスが検知され、ルートポリシー処理がドロッ

プ句にヒットせずに完了した場合、ルートが表示されます。ドロップ句が検出された場合、ルー

トポリシー処理がパス句にヒットせずに完了した場合、または指定されたルートポリシーが存在

しない場合、ルートが表示されません。

表示される情報は、ポリシーがルートに対して実行した変更は反映しません。そのような変更を

表示するには、show bgp policyコマンドを使用します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

462 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp route-policy



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、EXECモードの show bgp route-policyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp route-policy p1

BGP router identifier 172.20.1.1, local AS number 1820
BGP main routing table version 729
Dampening enabled
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* 10.13.0.0/16 192.168.40.24 0 1878 704 701 200 ?
* 10.16.0.0/16 192.168.40.24 0 1878 704 701 i

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 33：show bgp route-policy のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートで有効な場合表示されます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 463

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
show bgp route-policy



説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network
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説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

相互自律システム間メトリック（別名MultiExit
Discriminator（MED）メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

LocPrf

パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブルの集約エントリを
設定します。

aggregate-address, （29ページ）

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

ルートポリシーを設定します。route-policy

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi
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説明コマンド

提示ポリシーでのアドバタイズメントを表示し

ます。

show bgp policy, （418ページ）
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show bgp session-group
セッショングループのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）に関する情報を表示するには、
EXECモードで show bgp session-groupコマンドを使用します。

show bgp session-group group-name {configuration [defaults] [nvgen]| inheritance| users}

___________________
構文の説明

表示するセッションファミリグループ名。group-name

（任意）継承された設定を含む、セッショングループの有効設定を表示

します。

configuration

（任意）デフォルト設定を含むすべての設定を表示します。defaults

（任意）show running-configコマンドのフォームで出力を表示します。

defaultsキーワードも指定されている場合、出力は設定セッションにカッ
トアンドペーストするには適していません。

nvgen

（任意）このセッショングループが設定を継承するセッショングループ

を表示します。

inheritance

（任意）このセッショングループから設定を継承するセッショングルー

プ、ネイバーグループ、およびネイバーを表示します。

users

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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useコマンドのアプリケーションを通じて他のセッショングループから継承された設定など、セッ
ショングループの有効設定を表示するには、group-name configuration引数およびキーワードを指
定した show bgp session-groupコマンドを使用します。設定された各コマンドの発信元も表示さ
れます。

デフォルト設定を含むすべての設定の値を表示するには、defaultsキーワードを使用します。 show
running-configコマンド出力の形で設定を表示するには、nvgenキーワードを使用します。この
フォームの出力は、設定セッションへのカットアンドペーストに適しています。

指定されたセッショングループが設定を継承するセッショングループを表示するには、group-name
inheritance引数およびキーワードを指定した show bgp session-groupコマンドを使用します。

指定されたセッショングループから設定を継承するネイバー、ネイバーグループ、およびセッ

ショングループを表示するには、group-name users引数およびキーワードを指定した show bgp
session-groupコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 ここで表示されている例の場合、次の設定を使用します。

session-group group3
advertisement-interval 5
dmzlink-bw
!
session-group group1
use session-group group2
update-source Loopback0
!
session-group group2
use session-group group3
ebgp-multihop 2

次に、configurationキーワードを指定した show bgp session-groupコマンドの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp session-group group1 configuration

session-group group1
advertisement-interval 5[s:group2 s:group3]
ebgp-multihop 2 [s:group2]
update-source Loopback0 []
dmzlink-bandwidth [s:group2 s:group3]

各コマンドの発信元は、コマンドの右側に表示されます。たとえば、update-sourceがセッション
グループgroup1に直接設定されます。dmzlink-bandwidthコマンドは、セッショングループgroup2
から継承され、このグループはこのコマンドをセッショングループ group3に継承します。

次に、usersキーワードを指定した show bgp session-groupコマンドの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp session-group group2 users

IPv4 Unicast:a:group1
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次に、inheritanceキーワードを指定した show bgp session-groupコマンドの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp session-group group1 inheritance

Session:s:group2 s:group3

コマンド出力は、セッショングループ group1が直接 group2セッショングループを使用すること
を示します。 group2セッショングループは group3セッショングループを使用します。

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 34：show bgp session-group のフィールドの説明

説明フィールド

指定されたセッショングループに直接コマンド

を設定します。

[ ]

後に続く名前がセッショングループであること

を示します。

s:

後に続く名前がアドレスファミリグループで

あることを示します。

a.

後に続く名前がネイバーグループであることを

示します。

n:

コマンドが明示的に設定または継承されておら

ず、コマンドのデフォルト値が使用されている

ことを示します。 defaultsキーワードが指定さ
れている場合にこのフィールドが表示される場

合があります。

[dflt]

デフォルトが無効にすべきコマンドであること

を示します。 defaultsキーワードが指定されて
いる場合にこのフィールドが表示される場合が

あります。

<not set>

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPセッショングループを設定します。session-group, （284ページ）

ネイバーグループの BGP設定に関する情報を
表示します。

show bgp neighbor-group, （368ページ）
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説明コマンド

ネイバーへの BGP接続に関する情報を表示し
ます。

show bgp neighbors, （373ページ）
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show bgp sessions
BGPネイバーに関する短い情報を表示するには、EXECモードで show bgp sessionsコマンドを使
用します。

show bgp sessions [not-established] [not-nsr-ready]

___________________
構文の説明

（任意）確立状態でないネイバーをすべて表示しますnot-established

（任意）ノンストップルーティング（NSR）の準備が完了していな
いネイバーをすべて表示します。

not-nsr-ready

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

キーワードを指定しないで show bgp sessionsコマンドを実行すると、アドレスファミリまたは
VRFに関係なく、設定されているすべての BGPネイバーに関する短い情報が表示されます。

show bgp sessionsコマンドに not-establishedキーワードを指定すると、BGPピアのうち、まだピ
アリング関係を確立していないものが表示されます。

show bgp sessionsコマンドに not-nsr-readyキーワードを指定すると、BGPピアのうち、まだNSR
準備完了状態に到達していないものが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp
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___________________
例 次に、EXECモードでの show bgp sessionsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp sessions
Thu Jan 15 17:41:45.277 UTC

Neighbor VRF Spk AS InQ OutQ NBRState NSRState
2.2.2.2 default 0 1 0 0 Active None
10.0.101.1 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.0.101.2 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.0.101.3 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.0.101.4 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.0.101.5 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.0.101.6 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.0.101.7 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.0.101.8 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.0.101.9 default 0 1 0 0 Established NSR Ready
10.11.12.2 default 0 100 0 0 Established NSR Ready
90.0.0.2 900 0 2 0 0 Established NSR Ready
9000::1001 900 0 2 0 0 Established NSR Ready
91.0.0.2 901 0 2 0 0 Established NSR Ready
9100::1001 901 0 2 0 0 Established NSR Ready
92.0.0.2 902 0 2 0 0 Established NSR Ready
9200::1001 902 0 2 0 0 Established NSR Ready
93.0.0.2 903 0 2 0 0 Established NSR Ready
9300::1001 903 0 2 0 0 Established NSR Ready
94.0.0.2 904 0 2 0 0 Established NSR Ready
9400::1001 904 0 2 0 0 Established NSR Ready
95.0.0.2 905 0 2 0 0 Established NSR Ready
9500::1001 905 0 2 0 0 Established NSR Ready
96.0.0.2 906 0 2 0 0 Established NSR Ready
9600::1001 906 0 2 0 0 Established NSR Ready
97.0.0.2 907 0 2 0 0 Established NSR Ready
9700::1001 907 0 2 0 0 Established NSR Ready
98.0.0.2 908 0 2 0 0 Established NSR Ready
9800::1001 908 0 2 0 0 Established NSR Ready
99.0.0.2 909 0 2 0 0 Idle None
9900::1001 909 0 2 0 0 Idle None
12.13.14.16 red 0 2 0 0 Idle None
20.0.101.1 red 0 2 0 0 Active None
1234:5678:9876::1111

red 0 3 0 0 Idle None
2020::1002 red 0 2 0 0 Established NSR Ready
1.2.3.4 this-is-a-long-vrf-name

0 5 0 0 Idle None
1111:2222:3333:4444:5555::6789

this-is-a-long-vrf-name
0 7 0 0 Idle None

次に示す出力例は、show bgp sessionsコマンドに not-establishedキーワードを指定したときのも
のです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp sessions not-established
Fri Jan 30 11:30:42.720 PST PDT

Neighbor VRF Spk AS InQ OutQ NBRState NSRState
10.0.101.5 default 0 100 0 0 Active None
2.2.2.2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
2.101.1.2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
2.102.1.2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
2.103.1.2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
4.4.4.2 vrf1_1 0 304 0 0 Idle None
2008:2:2:2::2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
11.16.1.2 vrf2_1 0 302 0 0 Idle None
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次に示す出力例は、show bgp sessionsコマンドに not-nsr-readyキーワードを指定したときのもの
です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp sessions not-nsr-ready
Fri Jan 30 11:30:52.301 PST PDT

Neighbor VRF Spk AS InQ OutQ NBRState NSRState
10.0.101.5 default 0 100 0 0 Active None
2.2.2.2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
2.101.1.2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
2.102.1.2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
2.103.1.2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
4.4.4.2 vrf1_1 0 304 0 0 Idle None
2008:2:2:2::2 vrf1_1 0 302 0 0 Idle None
11.16.1.2 vrf2_1 0 302 0 0 Idle None

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 35：show bgp sessions のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバー IPアドレスを表示します。Neighbor

VRFに関する情報を表示します。VRF

ネイバーを担当するスピーカープロセス。常

に 0です。
Spk

自律システム。AS

処理を待機しているネイバーからのメッセージ

の数。

InQ

ネイバーへの送信を待機しているメッセージの

数。

OutQ

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネ
イバーセッションのステート。

NBRState

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノ
ンストップルーティング（NSR）のステート。

NSRState

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーへのボーダーゲートウェイプロトコ

ル（BGP）接続に関する情報を表示します。
show bgp neighbors, （373ページ）
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show bgp summary
全ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）接続のステータスを表示するには、EXECモードで
show bgp summaryコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast| all| tunnel| mdt}| ipv6 {unicast| multicast| all|
labeled-unicast}| all {unicast| multicast| all| labeled-unicast| mdt| tunnel}| vpnv4 unicast| vrf {vrf-name|
all} [ipv4 {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]| vpvn6 unicast] summary

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast
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___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

指定されたアドレスファミリおよびサブアドレスファミリがイネーブルのネイバーの要約を表示

するには、show bgp summaryコマンドを使用します。指定されたアドレスファミリとサブアド
レスファミリがイネーブルではないネイバーは、showコマンドの出力には含まれません。アド
レスファミリまたはサブアドレスファミリに対して allキーワードが指定されている場合、アド
レスファミリとサブアドレスファミリの各組み合わせの要約が順番に表示されます。

出力（RcvTblVer、bRIB/RIB、SendTblVer、および TblVer）に表示されているテーブルバージョ
ンは、指定されたアドレスファミリおよびサブアドレスファミリ固有のものです。その他のす

べての情報はグローバルです。

テーブルバージョンは、BGPが指定されたアドレスファミリおよびサブアドレスファミリの全
動作で最新であるかどうかを示します
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• bRIB/RIB < RecvTblVer：受信ルートの中に、グローバルルーティングテーブルにまだイン
ストールされていないと見なされているものがあります。

• TblVer < SendTblVer：受信ルートの中に、グローバルルーティングテーブルイントールされ
ているもののこのネイバーへアドバタイズされていると見なされていないものがあります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp summaryコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show bgp summary

BGP router identifier 10.0.0.0, local AS number 2
BGP generic scan interval 60 secs
BGP table state: Active
Table ID: 0xe0000000
BGP main routing table version 1
BGP scan interval 60 secs

BGP is operating in STANDALONE mode.

Process RecvTblVer bRIB/RIB LabelVer ImportVer SendTblVer
Speaker 1 0 1 1 0

Neighbor Spk AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down St/PfxRcd
10.0.101.0 0 2 0 0 0 0 0 00:00:00 Idle
10.0.101.1 0 2 0 0 0 0 0 00:00:00 Idle

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 36：show bgp summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IPアドレスBGP router identifier

router bgp, （270ページ）コマンドによって設
定された自律システム番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

local AS number
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説明フィールド

汎用スキャナによる BGPテーブルのスキャン
間隔（秒数）。

BGP generic scan interval

BGPデータベースの状態。BGP table state

BGPデータベース ID。Table ID

メインルーティングテーブルに付与されたBGP
データベースの最後のバージョン。

BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートでイネーブルになった場合に表示さ

れます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval

BGPがスタンドアロンモードで動作すること
を指定します。

BGP is operating in

BGPプロセス。Process

受信されたルートについて BGPデータベース
で使用された最後のバージョン。

RecvTblVer

メインルーティングテーブルに付与されたロー

カル BGPデータベースの最後のバージョン。
bRIB/RIB

ラベル割り当て用に BGPデータベースで使用
されるラベルバージョン。

LabelVer

ルートをインポートするためのローカル BGP
データベースの最後のバージョン。

ImportVer

ネイバーへのアドバタイズの準備ができている

ローカル BGPデータベースの最後のバージョ
ン。

SendTblVer
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説明フィールド

route-policy（BGP）コマンドを使用してすべて
のアドレスファミリに対してインバウンドおよ

びアウトバウンドポリシーの両方が設定されて

いない外部ネイバーが存在します。この場合、

これらのネイバーに受け入れられアドバタイズ

されるプレフィックスはありません。

Some configured eBGP neighbors do not have any
policy

ネイバーの IPアドレス。Neighbor

ネイバーを担当するスピーカープロセス。常

に 0です。
Spr

自律システム。AS

ネイバーから受信されたBGPメッセージの数。MsgRcvd

ネイバーに送信された BGPメッセージの数。MsgSent

ネイバーに送信された BGPデータベースの最
後のバージョン。

TblVer

処理を待機しているネイバーからのメッセージ

の数。

InQ

ネイバーへの送信を待機しているメッセージの

数。

OutQ

BGPセッションが確立状態になっている期間
（hh:mm:ss）、または確立されていない場合
セッションが確立状態から外れてからの時間

Up/Down
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説明フィールド

BGPセッションが確立していない場合、セッ
ションの現在の状態。セッションが確立してい

る場合、ルータがネイバーから受信したプレ

フィックス数。

受信されたプレフィックス数が

（maximum-prefixコマンドで設定された）許
可されている最大数を超過した場合、

「(PfxRcd)」が表示されます。

接続が shutdownコマンドを使用してシャット
ダウンされた場合、「(Admin)」が表示されま
す。

route-policy（BGP）コマンドを使用している場
合、ネイバーが外部ですべてのアドレスファミ

リに対するインバウンドおよびアウトバウンド

ポリシーがない場合、感嘆符（!）が状態の後ろ
に挿入されます。

メモリ不足（OOM）によって接続がシャットダ
ウンされた場合、「(OOM)」が表示されます。

St/PfxRcd

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi
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show bgp summary nsr
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーステートおよびノンストップルーティング
（NSR）ステート情報の要約を表示するには、EXECモードで show bgp summary nsrコマンドを
使用します。

show bgp summary [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast| all| tunnel| mdt}| ipv6 {unicast| multicast|
all| labeled-unicast}| all {unicast| multicast| all| labeled-unicast| mdt| tunnel}| vpnv4 unicast| vrf {vrf-name|
all} [ipv4 {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]| vpvn6 unicast] nsr [standby]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）マルチキャスト配信ツリー（MDT）アドレスプレフィックス
を指定します。

mdt

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで使

用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }
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（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast

（任意）VPNv6ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv6 unicast

スタンバイカードに関する情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp summary nsrコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp summary nsr

BGP router identifier 10.1.0.1, local AS number 100
BGP generic scan interval 60 secs
Non-stop routing is enabled
BGP table state: Active
Table ID: 0xe0000000
BGP main routing table version 13037
BGP NSR Initial initsync version 11034 (Reached)
BGP scan interval 60 secs

BGP is operating in STANDALONE mode.
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node0_1_CPU0 Speaker

Entered mode Standby Ready : Feb 3 14:22:00
Entered mode TCP NSR Setup : Feb 3 14:22:00
Entered mode TCP NSR Setup Done : Feb 3 14:22:01
Entered mode TCP Initial Sync : Feb 3 14:22:01
Entered mode TCP Initial Sync Done : Feb 3 14:22:44
Entered mode FPBSN processing done : Feb 3 14:22:44
Entered mode Update processing done : Feb 3 14:22:44
Entered mode BGP Initial Sync : Feb 3 14:22:44
Entered mode BGP Initial Sync done : Feb 3 14:22:49
Entered mode NSR Ready : Feb 3 14:22:49

Current BGP NSR state - NSR Ready achieved at: Feb 3 14:22:49
NSR State READY notified to Redcon at: Feb 4 07:44:43

Process RcvTblVer bRIB/RIB LabelVer ImportVer SendTblVer StandbyVer
Speaker 13037 13037 13037 13037 13037 13037

Neighbor Spk AS TblVer SyncVer AckVer NBRState NSRState
2.2.2.2 0 302 13037 13037 13037 Established NSR Ready
10.0.101.5 0 100 13037 13037 13037 Established NSR Ready

次に示すのは、show bgp summary nsrコマンドに standbyキーワードを指定した場合の出力例で
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp summary nsr standby

BGP router identifier 10.1.0.1, local AS number 100
BGP generic scan interval 60 secs
Non-stop routing is enabled
BGP table state: Active
Table ID: 0xe0000000
BGP main routing table version 13037
BGP NSR Initial initsync version 0 (Not Reached)
BGP scan interval 60 secs

BGP is operating in STANDALONE mode.

node0_0_CPU0 Speaker

Entered mode Standby Ready : Feb 3 14:22:03
Entered mode TCP Replication : Feb 3 14:22:03
Entered mode TCP Init Sync Done : Feb 3 14:22:47
Entered mode NSR Ready : Feb 3 14:22:52

Process RcvTblVer bRIB/RIB LabelVer ImportVer SendTblVer StandbyVer
Speaker 13037 0 0 13037 0 0

Neighbor Spk AS TblVer SyncVer AckVer NBRState NSRState
2.2.2.2 0 302 13037 0 1 Established NSR Ready
10.0.101.5 0 100 13037 0 1 Established NSR Ready

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 37：show bgp summary nsr のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IPアドレスBGP router identifier

汎用スキャナによる BGPテーブルのスキャン
間隔（秒数）。

BGP generic scan interval
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説明フィールド

ノンストップルーティングのステート。Non-stop routing

BGPデータベースの状態。BGP table state

BGPデータベース ID。Table ID

メインルーティングテーブルに付与されたBGP
データベースの最後のバージョン。

BGP main routing table version

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval

BGPがスタンドアロンモードで動作すること
を指定します。

BGP is operating in

TCPおよび BGPのさまざまなステートの連続
的な変化。NSR準備完了ステートに続きます。

これは、モニタリングとデバッグの

目的で使用されます。

（注）

Entered mode

このネイバーのスタンバイに同期したバージョ

ン。

SyncVer

ネイバーが確認応答したバージョン。AckVer

BGPネイバーのステート。NBRState

ネイバー NSRのステート。NSRState

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノ
ンストップルーティング（NSR）をアクティブ
にします

nsr（BGP）, （223ページ）

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の
ノンストップルーティング（NSR）情報を表示
します。

show bgp nsr, （409ページ）
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show bgp truncated-communities
インバウンドポリシーまたは集約が添付可能なコミュニティの最大数を超過しているボーダー

ゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティングテーブル内のルートを表示するには、EXECモー
ドで show bgp truncated-communitiesコマンドを使用します。

show bgptruncated-communities

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）サブアドレスファミリに対して、すべてのサブアドレスファ

ミリで使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）アドレスファミリに対して、すべてのアドレスファミリで

使用されるプレフィックスを指定します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast
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___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

BGPには、設定されたアドレスファミリとサブアドレスファミリの組み合わせそれぞれについ
て、ルーティングテーブルが 1つずつ含まれます。アドレスファミリおよびサブアドレスファ
ミリのオプションによって、検査するルーティングテーブルが指定されます。アドレスファミ

リまたはサブアドレスファミリに対して allキーワードが指定された場合、各一致ルーティング
テーブルが検査されます。

コミュニティまたは拡張コミュニティを格納するために使用するバッファがオーバーフローした

指定 BGPルーティングテーブル内のルートを表示するには、show bgp truncated-communitiesコ
マンドを使用します。オーバーフローは、BGPアップデートメッセージに組み込むものよりも多
くのルートを持つコミュニティまたは拡張コミュニティと関連付けようとした場合に発生します。

これは、集約中またはインバウンドポリシーの適用時にコミュニティや拡張コミュニティを変更

することによって発生する可能性があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp truncated-communitiesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp truncated-communities

BGP router identifier 172.20.1.1, local AS number 1820
BGP main routing table version 3042
BGP scan interval 60 secs
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best

i - internal, S stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* 10.13.0.0/16 192.168.40.24 0 1878 704 701 200 ?
*> 10.16.0.0/16 192.168.40.24 0 1878 704 701 i

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 38：show bgp truncated-communities のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルシステムの BGP ID。BGP router identifier

ローカルシステムの自律システム番号。local AS number

メインルーティングテーブルにインストール

されたBGPデータベースの最後のバージョン。
BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートで有効な場合表示されます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。ステータス

は、テーブルの各行の最初に 3文字のフィール
ドとして表示されます。先頭文字の意味は次の

とおりです（優先レベル順）。

S：パスが古い。このルートが学習されたピア
を使って、グレースフルリスタートが進行中で

あることを示します。

s：パスはローカルにソースされた集約ルート
よりも具体的で、抑制されています。

*：パスは有効です。

2文字目の意味は次のとおりです（優先レベル
順）。

>：パスは、このネットワークで使用するには
最適なパスです。

d：パスはダンプされています。

h：パスは履歴エントリです。これは、現在は
取り消されているルートですが、ダンプニング

情報を保持するために残されています。このよ

うなルートは有効とマークしないでください。

3文字目の意味は次のとおりです。

i：パスは内部 BGP（iBGP）セッションにより
学習されました。

Status codes

パスの起点。起点コードは、テーブル内の各行

の末尾に表示されます。次のいずれかの値を指

定できます。

i：Interior Gateway Protocol（IGP）から発信さ
れ、networkまたは aggregate-addressコマンド
を使用してアドバタイズされたパス。

e：エクステリアゲートウェイプロトコル
（EGP）から発信されたパス。

?：パスの発信元はクリアされません。通常、
これは、IGPからBGPに再配布されたルートで
す。

Origin codes

ネットワークの IPプレフィックス、およびプ
レフィックスの長さ。

Network
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説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するときに

使用される、次のシステムの IPアドレス。
0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワー
クへの非 BGPルートがあることを示します。

Next Hop

相互自律システム間メトリック（別名MultiExit
Discriminator（MED）メトリック）の値。

Metric

ローカルプリファレンス値。これは、ローカ

ル自律システムからの優先出力点を決定するの

に使用されます。これは、ローカル自律システ

ム全体に伝播されます。

LocPrf

パスの重み。重みは、ルートへの優先パスを選

択する際に使用されます。これは、ネイバーに

はアドバタイズされません。

Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パ

スの終端は、パスの発信元コードです。

Path

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPルーティングテーブルに集約エントリを
作成します。

aggregate-address, （29ページ）

BGPルーティングプロセスにより作成され、
ネイバーにアドバタイズされるローカルネット

ワークを指定します。

network (BGP), （207ページ）

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi
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説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show bgp, （288ページ）
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show bgp update-group
アップデートグループのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）情報を表示するには、EXEC
モードで show bgp update-groupコマンドを使用します。

show bgp [ipv4 {unicast| multicast| labeled-unicast| all| tunnel| mdt}| ipv6 {unicast| multicast| all|
labeled-unicast}| all {unicast| multicast| all| labeled-unicast| mdt| tunnel}| vpnv4 unicast| vrf {vrf-name|
all} [ipv4 {unicast| labeled-unicast}| ipv6 unicast]| vpnv6 unicast] update-group [neighbor ip-address|
process-id.index [summary| performance-statistics]]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アップデートグループを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストアップデートグループを指定します。unicast

（任意）マルチキャストアップデートグループを指定します。multicast

（任意）ラベルの付いたユニキャストのアドレスプレフィックスを指

定します。

labeled-unicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストアップデートグループ

を表示します。

all

（任意）トンネルアドレスプレフィックスを指定します。tunnel

（任意）IP Version 6アップデートグループを指定しますipv6

（任意）IP Version 4および IP Version 6アップデートグループの両方
を表示します。

all

（任意）VPNv4ユニキャストアドレスファミリを指定します。vpnv4 unicast

（任意）特定のルート識別子を使用してルートを表示します。rd rd-address

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）VRFに対して、すべての VRFを指定します。all

（任意）VRFに対して、IPv4ユニキャスト、またはラベル付きユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

ipv4 { unicast |
labeled-unicast }

（任意）VRFに対して、IPv6ユニキャストアドレスファミリを指定
します。

ipv6 unicast
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（任意）特定のネイバーのアップデートグループの情報を指定しま

す。

neighbor ip-address

（任意）アップデートグループインデックス。プロセス IDの範囲
は 0～ 254です。インデックスの範囲は 0～ 4294967295です。

process id.index引数は、「プロセス ID（ドット）インデックス」の形
で指定されます。スタンドアロンモードでは、プロセス IDは常に 0
です。

process-id.index

（任意）アップデートグループメンバの要約を指定します。summary

（任意）アップデートグループで生成されたアップデートに関するパ

フォーマンス情報を指定します。

performance-statistics

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリまたはサブアドレスファミリが指定されていない場合、set default-afiおよび

set default-safiコマンドを使用して指定されたデフォルトアドレスファミリおよびサブアドレス
ファミリが使用されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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セッションのデフォルトアドレスファミリを指定するには set default-afiコマンドを使用し、
セッションのデフォルトサブアドレスファミリを指定するには set default-safiコマンドを使
用します。 set default-afiおよび set default-safiコマンドの詳細および構文については、
『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』を参
照してください。デフォルトアドレスファミリを指定しない場合、デフォルトアドレスファ

ミリは IPv4になります。デフォルトサブアドレスファミリを指定しない場合、デフォルト
サブアドレスファミリはユニキャストになります。

（注）

すべてのBGPネイバーが自動的にネイバーでイネーブルになっている各アドレスファミリのアッ
プデートグループに割り当てられます。同じアップデートが送信されるような、類似のアウトバ

ウンドポリシーのあるネイバーが同じアップデートグループに配置されます。

アップデートグループとアップデートグループに属するネイバーのリストを表示するには、show
bgp update-groupコマンドを使用します

指定されたアドレスファミリのネイバーが属するアップデートグループに関する詳細を表示する

には、show bgp update-group neighborコマンドを使用します。

指定されたアップデートグループに属するネイバーの要約を表示するには、summaryキーワード
を使用します。表示フォーマットはshow bgp summary, （474ページ）コマンドと同じです。

処理されるプレフィックスの数に関する情報と、指定されたアップデートグループのアップデー

トを生成するのにかかる時間を表示するには、performance-statisticsキーワードを使用します。

アップデートグループインデックスはプロセスリスタートをまたいで永続的である必要はあ

りません。 BGPプロセスがリスタートする際に、アップデートグループに属するネイバーの
セットが同じであっても、特定のネイバーが割り当てられているアップデートグループのイ

ンデックスが異なっている可能性があります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp update-groupコマンドの出力例をします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp update-group

Update group for IPv4 Unicast, index 0.1:
Attributes:
Internal
Common admin
Send communities
Send extended communities
Minimum advertisement interval: 300
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Update group desynchronized: 0
Sub-groups merged: 0
Messages formatted: 0, replicated: 0
Neighbors not in any sub-group:
10.0.101.1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 39：show bgp update-group のフィールドの説明

説明フィールド

このアップデートグループ内のアップデートが

適用されるアドレスファミリ。

Update group for

アップデートグループインデックス。index

アップデートグループの全メンバに共通の属

性。

Attributes

このアップデートグループのメンバのローカル

生成集約のより限定されたルートを選択的に抑

制解除するために使用する、抑制解除ルート

マップ。

Unsuppress map

このアップデートグループのメンバ用に生成さ

れたアウトバウンドアップデートに適用される

ルートポリシー。

Outbound policy

アップデートグループのメンバが内部ピアで

す。

Internal

このアップデートグループのメンバが発信ルー

トフィルタを受信することができます。

ORF Receive enabled

ローカルシステムが、このアップデートグルー

プのメンバのルートリフレクタとして機能しま

す。

Route Reflector Client

このアップデートグループのメンバにアウトバ

ウンドアップデートから取り除かれるプライ

ベート AS番号があります。

Remove private AS numbers

アップデートグループのメンバのネクストホッ

プがローカルルータに設定されています。

Next-hop-self enabled

このアップデートグループのメンバが直接外部

BGP IPv6ベースのピアに接続されています。
Directly connected IPv6 EBGP
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説明フィールド

このアップデートグループのメンバに使用され

ているローカル自律システム（AS）。
Configured Local AS

このアップデートグループ内のピアが共通の管

理下にあります（内部またはコンフェデレー

ションピア）。

Common admin

コミュニティがこのアップデートグループ内の

ネイバーに送信されます。

Send communities

拡張コミュニティがこのアップデートグループ

内のネイバーに送信されます。

Send extended communities

このアップデートグループのメンバの最小アド

バタイズメント間隔。

Minimum advertisement interval

このアップデートグループにレプリケートされ

たアップデートメッセージの数。

replicated

このアップデートグループで生成されたアップ

デートメッセージの数。

Messages formatted

指定されたアドレスファミリに対してこのアッ

プデートグループを使用するネイバーのリス

ト。

Neighbors in this update group

低速なピアを収容するためにアップデートグ

ループが分割される回数。このオプションは無

効です。

Update group desynchronized

アップデートグループが分割され結合された回

数。

Sub-groups merged

サブグループに属していない BGPネイバー。Neighbors not in any sub-group

次に、ipv4、unicast、および summaryキーワードと process id.index引数の付いた show bgp
update-groupコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp ipv4 unicast update-group 0.1 summary

BGP router identifier 10.140.140.1, local AS number 1.1
BGP generic scan interval 60 secs
BGP table state: Active
Table ID: 0xe0000000
BGP main routing table version 1
BGP scan interval 60 secs
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BGP is operating in STANDALONE mode.

Process RecvTblVer bRIB/RIB LabelVer ImportVer SendTblVer
Speaker 1 0 1 1 0

Neighbor Spr AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down St/PfxRcd

172.25.11.8 0 1 0 0 0 0 0 00:00:00 Idle

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 40：show bgp ipv4 unicast update-group のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IPアドレスBGP router identifier

router bgp, （270ページ）コマンドによって設
定された自律システム番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

local AS number

汎用スキャナによる BGPテーブルのスキャン
間隔（秒数）。

BGP generic scan interval

BGPデータベースの状態。BGP table state

BGPデータベース ID。Table ID

メインルーティングテーブルに付与されたBGP
データベースの最後のバージョン。

BGP main routing table version

ダンプニングがこの BGPルーティングテーブ
ルのルートでイネーブルになった場合に表示さ

れます。

Dampening enabled

アドレスファミリおよびサブアドレスファミ

リによって指定された BGPテーブルのスキャ
ン間隔（秒数）。

BGP scan interval

BGPがスタンドアロンモードで動作します。BGP is operating in

BGPプロセス。Process
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説明フィールド

受信されたルートについて BGPデータベース
で使用された最後のバージョン。

RecvTblVer

メインルーティングテーブルに付与されたロー

カル BGPデータベースの最後のバージョン。
bRIB/RIB

ラベル割り当て用に BGPデータベースで使用
されるラベルバージョン。

LabelVer

ルートをインポートするためのローカル BGP
データベースの最後のバージョン。

ImportVer

ネイバーへのアドバタイズの準備ができている

ローカル BGPデータベースの最後のバージョ
ン。

SendTblVer

route-policy（BGP）コマンドを使用して、すべ
てのアドレスファミリ用に設定されたインバウ

ンドおよびアウトバウンドポリシーの両方を持

たない外部ネイバーがいくつか存在します。こ

の場合、これらのネイバーに受け入れられるか

アドバタイズされるプレフィックスはありませ

ん。

Some configured eBGP neighbors do not have any
policy

ネイバーの IPアドレス。Neighbor

ネイバーを担当するスピーカープロセス。常

に 0です。
Spr

自律システム。AS

ネイバーから受信されたBGPメッセージの数。MsgRcvd

ネイバーに送信された BGPメッセージの数。MsgSent

ネイバーに送信された BGPデータベースの最
後のバージョン。

TblVer

処理を待機しているネイバーからのメッセージ

の数。

InQ

ネイバーへの送信を待機しているメッセージの

数。

OutQ
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説明フィールド

BGPセッションが確立状態になっている期間
（hh:mm:s）、または確立されていない場合セッ
ションが確立状態から外れてからの時間。

Up/Down

BGPセッションが確立していない場合、セッ
ションの現在の状態。セッションが確立してい

る場合、ルータがネイバーから受信したプレ

フィックス数。

受信されたプレフィックス数が

（maximum-prefixコマンドで設定された）許
可されている最大数を超過した場合、

「(PfxRcd)」が表示されます。

接続が shutdownコマンドを使用してシャット
ダウンされた場合、「(Admin)」が表示されま
す。

route-policy（BGP）コマンドを使用している場
合、ネイバーが外部ですべてのアドレスファミ

リに対するインバウンドおよびアウトバウンド

ポリシーがない場合、感嘆符（!）が状態の後ろ
に挿入されます。

St/PfxRcd

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーから受信可能なプレフィックス数を制

限します。

maximum-prefix（BGP）, （194ページ）

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）

現行セッションのデフォルト Address Family
Identifier（AFI）を設定します。

set default-afi

現行セッションのデフォルト Subaddress Family
Identifier（SAFI）を設定します。

set default-safi

BGP接続すべての状況を表示します。show bgp summary, （474ページ）
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説明コマンド

コンバージェンスを削除せずにネイバーを無効

にします。

shutdown（BGP）, （509ページ）
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show bgp vrf imported-routes
指定されたVPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスにインポートされたルートのボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）情報を表示するには、EXECモードで show bgp vrf
imported-routesコマンドを使用します。

show bgp vrf{vrf| vrf-name} imported-routes

___________________
構文の説明

特定の VRFのインポートされたルートを表示します。vrf-name

すべての VRFのインポートされたルートを表示します。all

（任意）IP Version 4ユニキャストまたはラベル付きユニキャス
トインポートルートを指定します。

ipv4 { unicast | labeled-unicast
}

（任意）IP Version 6ユニキャストインポートルートを指定しま
す。

ipv6 unicast

（任意）指定された発信元 VRFからインポートされたルートを
表示します。

vrf source-vrf-name

（任意）指定されたネイバーのプレビューアドバタイズメント

を表示します。

neighbor neighbor-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトVRFから指定されたVRFへインポートされたすべてのパスを表示するには、showbgp
vrf imported-routesコマンドを使用します。すべてのインポートされたパスと、どのパスが指定
されたネイバーから学習されたかを表示するには、neighbor neighbor-addressキーワードおよび引
数を使用します。指定された発信元VRFに属するすべてのインポートされたルートを表示するに
は、vrf source-vrf-nameキーワードおよび引数を使用します。 neighbor neighbor-addressと vrf
source-vrf-nameを共存させることはできません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

___________________
例 次に、show bgp vrf imported-routesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp vrf vrf-1 ipv6 unicast imported-routes

BGP VRF one, state: Active BGP
BGP Route Distinguisher: 100:222
VRF ID: 0x60000001
BGP router identifier 10.2.0.1, local AS number 100
BGP table state: Active
Table ID: 0xe0800001
BGP main routing table version 41534

Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
i - internal, S stale

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Neighbor Route Distinguisher Source VRF

*>i1234:1052::/32 10.1.0.1 100:111 default
*>i2008:1:1:1::/112 10.1.0.1 100:111 default
*>i2008:111:1:1::1/128

10.1.0.1 100:111 default

Processed 3 prefixes, 3 paths

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 41：show bgp vrf imported-routes のフィールドの説明

説明フィールド

VRF名。BGP VRF

VRFの状態。state
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説明フィールド

BGPルーティングインスタンスの一意 ID。BGP Route Distinguisher:

VRF ID。VRF Id

ルータの IPアドレスBGP router identifier

router bgp, （270ページ）コマンドによって設
定された自律システム番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

local AS number

BGPデータベースの状態。BGP table state

テーブル ID。Table ID

メインルーティングテーブルに付与されたBGP
データベースの最後のバージョン。

BGP main routing table version

ネットワークアドレス。Network

ネイバーの IPアドレス。Neighbor

ルーティングインスタンスの一意 ID。Route Distinguisher

インポートされたルートの発信元 VRF。Source VRF
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show protocols（BGP）
ルータで動作しているボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）インスタンスに関する情報を表
示するには、EXECモードで show protocolsコマンドを使用し、bgpまたは allキーワードのいず
れかを指定します。

show protocols [ipv4| ipv6| afi-all] [all| protocol]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）指定されたアドレスファミリのすべてのプロトコルを指定します。all

（任意）ルーティングプロトコルを指定します。

IPv4アドレスファミリの場合、オプションはbgp、isis、rip、eigrp、および
ospfです。

IPv6アドレスファミリの場合、オプションはbgp、eigrp、isis、およびospfv3
です。

protocol

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は IPv4です。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータ上で実行中のプロトコルに関する情報を取得して、どのプロトコルがアクティブであるか

を迅速に判断するには、show protocolsコマンドを使用します。このコマンドは、実行している
プロトコルの重要な特定を要約するために設計されていて、コマンドの出力は選択した特定のプ

ロトコルによって異なります。 BGPの場合、このコマンド出力ではプロトコル ID、ピアと最後
にリセットされてからの経過時間、外部および内部ローカルディスタンスとソースされたルート

などのその他の情報がリストされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

読み取りrib

___________________
例 次に、bgpキーワードを使用した show protocolsコマンドの表示例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show protocols bgp

Routing Protocol "BGP 40"

Address Family IPv4 Unicast:
Distance: external 20 internal 200 local 200
Sourced Networks:
10.100.0.0/16 backdoor
10.100.1.0/24
10.100.2.0/24

Routing Information Sources:
Neighbor State/Last update received
10.5.0.2 Idle
10.9.0.3 Idle

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 42：show protocols (BGP) のフィールドの説明

説明フィールド

動作プロトコルとして BGPを特定し、BGP AS
番号を表示します。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

Routing Protocol:

アドレスファミリを指定します。これは、IPv4
ユニキャスト、IPv4マルチキャスト、または
IPv6ユニキャストのいずれかです。

Address Family

eBGPルートを RIBにインストーする際に BGP
が設定した距離を指定します。 eBGPルート
は、eBGPピアから受信されたルートです。複
数のプロトコルが同じプレフィックスのルート

をインストールする際にRIBはタイブレークと
して距離を使用します。

Distance: external

iBGPピアから受信されたルートに対して BGP
が設定する距離を指定します。

Distance: internal

ローカルに生成される集約およびバックドア

ルートに対して BGPが設定する距離を指定し
ます。

Distance: local

ローカルにソースされたネットワークのリス

ト。これらは、networkコマンドを使用して
ソースされたネットワークです。

Sourced Networks

設定された BGPネイバーのリスト。Routing information Sources

BGPネイバーの IPアドレス。Neighbor

各ネイバーの状態と、確立されている場合ネイ

バーから最後のアップデートが受信されてから

経過した時間。

State/Last update received
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show svd role
選択的VRFダウンロード（SVD）ロール情報を表示するには、EXECモードで show svd roleコマ
ンドを使用します。

show svd role

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show svd roleコマンドの出力には、ラインカードの名前と各アドレスファミリのロールが表形式
で表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りip-services

___________________
例 次の例では、ラインカードのさまざまなノードと、対応する IPv4、および IPv6 SVDロール情報

が表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show svd role
Thu Mar 10 10:45:17.886 PST
Node Name IPv4 Role IPv6 Role
-----------------------------------------------------
0/1/CPU0 Core Facing Not Interested
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0/2/CPU0 Core Facing Core Facing
0/4/CPU0 Standard Standard
0/5/CPU0 Standard Standard

___________________
関連コマンド 説明コマンド

選択的VRFダウンロード（SVD）をディセーブルにし
ます。

selective-vrf-download disable, （274ペー
ジ）

選択的VRFダウンロード（SVD）状態情報を表示しま
す。

show svd state, （507ページ）
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show svd state
選択的 VRFダウンロード（SVD）状態情報を表示するには、EXECモードで show svd stateコマ
ンドを使用します。

show svd state

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りip-services

___________________
例 この例では、あるラインカードでの SVD設定状態および SVD動作状態が表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show svd state
Thu Mar 10 10:45:32.184 PST
Selective VRF Download (SVD) Feature State:
SVD Configuration State Enabled
SVD Operational State Enabled
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

選択的VRFダウンロード（SVD）をディセーブルにし
ます。

selective-vrf-download disable, （274ペー
ジ）

選択的VRFダウンロード（SVD）ロール情報を表示し
ます。

show svd role, （505ページ）
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shutdown（BGP）
設定を削除せずにネイバーをディセーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで

shutdownコマンドを使用します。ネイバーを再びイネーブルにしてボーダーゲートウェイプロ
トコル（BGP）セッションを再確立するには、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown [inheritance-disable]

no shutdown [inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）ネイバーグループまたはセッショングループから継承され

た shutdownコマンドの値を上書きします。
inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト ネイバーはシャットダウンされません。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定されたネイバーのアクティブセッションを終了させて、すべての関連ルーティング情報を削

除するには、shutdownコマンドを使用します。ネイバーグループまたはセッショングループと
ともに shutdownコマンドを使用すると、ネイバーグループまたはセッショングループを使用す
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るすべてのネイバーに影響を与える可能性があるため、大量のBGPネイバーセッションが突然終
了することがあります。

BGPネイバーの要約を表示するには、show bgp summaryコマンドを使用します。 shutdownコマ
ンドによってアイドルになったネイバーは「Idle (Admin)」状態と表示されます。

このコマンドがネイバーグループ、またはセッショングループ用に設定される場合、このグルー

プを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定された

コマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、ネイバー 192.168.40.24のアクティブセッションがディセーブルである例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit

次の例では、継承された shutdownコマンドが上書きされたため、ネイバー 192.168.40.24のセッ
ションはアクティブのままです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# shutdown inheritance-disable
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

BGP接続すべての状況を表示します。show bgp summary, （474ページ）
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shutdown（rpki-server）
RPKIキャッシュサーバをシャットダウンするには、RPKIサーバコンフィギュレーションモー
ドで shutdownコマンドを使用します。 RPKIキャッシュがアクティブになるように設定するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown

no shutdown

このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト RPKIキャッシュはアクティブです。

___________________
コマンドモード RPKIサーバコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 このコマンドは、他の RPKIキャッシュパラメータが設定された後で RPKIキャッシュコンフィ

ギュレーションを no shutdownに設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki server 172.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)# transport ssh port 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#username rpki-user
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#password rpki-ssh-pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#preference 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#purge-time 30
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#refresh-time 30
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#response-time 30
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#no shutdown
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signalling disable
ネイバーに対するBGPまたはLDPシグナリングプロトコルをディセーブルにするには、ネイバー
アドレスファミリ（l2vpn vpls-vpws）コンフィギュレーションモードで signalling disableコマン
ドを使用します。システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

signalling {bgp| ldp} disable

___________________
構文の説明 BGPシグナリングプロトコルをディセーブルにすることを選択します。bgp

LDPシグナリングプロトコルをディセーブルにすることを選択します。ldp

___________________
コマンドデフォルト BGPと LDPの両方のシグナリングプロトコルがイネーブルです。

___________________
コマンドモード ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例は、ネイバー 10.2.3.4に対する BGPシグナリングプロトコルをディセーブルにする方法を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#neighbor 10.2.3.4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)#address-family l2vpn vpls-vpws
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)#signalling bgp disable
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site-of-origin（BGP）
指定されたピアから受信された各ルートへ Site of Origin拡張コミュニティ属性を添付するには、
VRFネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードで site-of-originコマンドを使用
します。システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

site-of-origin [as-number:nn| ip-address:nn]

___________________
構文の説明

• as-number：自律システム（AS）番号。

◦ 2バイトの自律システム番号の範囲は 1～ 65535です。

◦ asplain形式の 4バイトの自律システム番号の範囲は 1～
4294967295です。

◦ asdot形式の 4バイトの自律システム番号の範囲は 1.0～
65535.6553です。

• nn：32ビットの数値

as-number:nn

[IP Address]。

• ip-address：32ビットの IPアドレス

• nn：16ビットの数値

ip-address:nn

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード VRFネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートがピアにアドバタイズされる際に、拡張コミュニティリストに Site of Origin（SoO）が含
まれるルートがフィルタリングされ、ピアにアドバタイズされません。 Site of Originは、プロバ
イダーエッジ（PE）ルータがルートを学習したサイトを一意に特定するため、拡張コミュニティ
に基づくフィルタリングにより、複雑で混合されたネットワークトポロジで一時的なルーティン

グループが発生しないようにすることに役立ちます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、SoOフィルタリングを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# vrf vrf_A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)# neighbor 192.168.70.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr)# remote-as 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf-nbr-af)# site-of-origin 10.0.01:20
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socket receive-buffer-size
すべてのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーの受信バッファのサイズを設定する
には、適切なコンフィギュレーションモードで socket receive-buffer-sizeコマンドを使用します。
受信バッファのサイズをデフォルトサイズに設定するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

socket receive-buffer-size socket-size [bgp-size]

no socket receive-buffer-size [socket-size] [bgp-size]

___________________
構文の説明

受信側ソケットバッファのサイズ（バイト）。範囲は 512～ 131072で
す。

socket-size

（任意）BGP内の受信バッファ内のサイズ（バイト）。範囲は 512～
131072です。

bgp-size

___________________
コマンドデフォルト socket-size：32,768バイト

bgp-size：4,032バイト

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーからアップデートを受信する際にバッファサイズを増加させるには、socket
receive-buffer-sizeコマンドを使用します。バッファが大きければ大きいほど、コンバージェンス
タイムが短縮されます。これは、同時に処理できるパケットの数が増えるからです。ただし、

バッファの割り当てを増やすとルータ内でのメモリの使用量が増加します。
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ソケットバッファサイズを増やした結果、メモリの使用量が増えるのは、ソフトウェアによ

る処理を待機するメッセージの数が多い場合だけです。対照的に、BGPバッファサイズを増
やすと、メモリが無制限に使用されるようになります。

（注）

socket receive-buffer-sizeコマンドによって設定された値を変更するには、個別のネイバーで
receive-buffer-sizeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、全ネイバーの受信バッファのサイズについて、ソケットバッファを 65,536バイト、BGP

バッファを 8192バイトに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# socket receive-buffer-size 65536 8192

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーの受信バッファのサイズを設定し
ます。

receive-buffer-size, （243ページ）

すべての BGPネイバーの送信バッファのサイ
ズを設定します。

socket send-buffer-size, （519ページ）
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socket send-buffer-size
すべてのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーの送信バッファのサイズを設定する
には、適切なコンフィギュレーションモードで socket send-buffer-sizeコマンドを使用します。
送信バッファサイズをデフォルトサイズに設定するには、このコマンドのno形式を使用します。

socket send-buffer-size socket-size [bgp-size]

no socket send-buffer-size [socket-size] [bgp-size]

___________________
構文の説明

送信側ソケットバッファのサイズ（バイト）。範囲は 4096～ 131072
です。

socket-size

（任意）BGP内の送信バッファ内のサイズ（バイト）。範囲は 4096～
131072です。

bgp-size

___________________
コマンドデフォルト socket-size：10240バイト

bgp-size：4096バイト

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーへのアップデート送信時にバッファサイズを増加するには、socket send-buffer-sizeコマ
ンドを使用します。バッファが大きければ大きいほど、コンバージェンスタイムが短縮されま

す。これは、同時に処理できるパケットの数が増えるからです。ただし、バッファの割り当てを

増やすとルータ内でのメモリの使用量が増加します。
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ソケットバッファサイズを増加させると、ソフトウェアで送信待ちのメッセージが増加する

場合にだけ使用するメモリ量が増加します。対照的に、BGPバッファサイズを増やすと、メ
モリが無制限に使用されるようになります。

（注）

socket send-buffer-sizeコマンドによって設定された値を変更するには、個別のネイバーで
send-buffer-sizeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、全ネイバーの送信バッファサイズについて、ソケットバッファと BGPバッファを 8192バ

イトに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# socket send-buffer-size 8192 8192

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーの送信バッファのサイズを設定し
ます。

send-buffer-size, （276ページ）

すべての BGPネイバーの受信バッファのサイ
ズを設定します。

socket receive-buffer-size, （517ページ）
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soft-reconfiguration inbound
ネイバーから受信されたアップデートを格納するようにソフトウェアを設定するには、適切なコ

ンフィギュレーションモードで soft-reconfiguration inboundコマンドを使用します。受信された
アップデートの格納をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

soft-reconfiguration inbound [always| inheritance-disable]

no soft-reconfiguration inbound [always| inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）ネイバーがルータリフレッシュ機能をサポートしていても、格納

されたアップデートを使用したソフトインバウンドクリアを常に実行し

ます。

always

（任意）ネイバーグループまたはアドレスファミリグループから継承さ

れる可能性のあるこのコマンドの設定を上書きします。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト ソフト再設定がイネーブルではありません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーから受信されたアップデートのいくつかをフィルタリングまたは変更するには、route-policy
（BGP）コマンドを使用してインバウンドポリシーを設定します。ソフト再設定インバウンドを
設定すると、ソフトウェアは、変更またはフィルタ処理されたルートの他に元の変更されていな

いルートを格納することになります。これにより、インバウンドポリシーが変更された後に「ソ

フトクリア」を実行できるようになります。ソフトクリアを実行するには、inキーワードを指
定した clear bgp softコマンドを使用します。これで、変更されていないルートが新しいポリシー
を通して BGPテーブルにインストールされます。

アドレスファミリグループ、ネイバーグループ、またはセッショングループが設定されてい

る場合、1つ以上のネイバーに直接または間接的に適用されていない限り、これらの設定グ
ループの内部にある設定は有効になりません。

（注）

bgp auto-policy-soft-resetがデフォルトでイネーブルです。 route-policy（BGP）コマンドによっ
てインバウンドポリシーが設定される場合、ソフトクリアが自動的に実行されます。この動

作は、bgp auto-policy-soft-reset disableコマンドを使用して auto-policy-soft-resetをディセーブ
ルにすることにより変更できます。

（注）

ネイバーがルートリフレッシュ機能をサポートしている場合、ルートリフレッシュ要求を通じて

ネイバーから取得できるため、元のルートが格納されません。ただし、alwaysキーワードが指定
されている場合、ネイバーがルートリフレッシュ機能をサポートしている場合でも元のルートが

格納されます。

soft-reconfiguration inboundコマンドが設定されておらずネイバーがルートリフレッシュ機能を
サポートしない場合、インバウンドソフトクリアが可能になりません。この場合、インバウン

ドポリシーを再実行する唯一の方法は、clear bgp ip-addressコマンドを使用してネイバー BGP
セッションをリセットすることです。

ルートリフレッシュ機能をサポートしないネイバーを持つ既存 BGPセッションがある場合、
セッションが終了して新規セッションが開始されます。

（注）
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このコマンドを設定することによって格納される追加ルートは、より多くのルータのメモリを

使用します。

（注）

このコマンドをネイバーグループまたはネイバーアドレスグループ用に設定した場合、グルー

プを使用するすべてのネイバーが設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定されたコ

マンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、ネイバー 10.108.1.1から受信した IP Version 4（IPv4）ユニキャストルートに対してインバ

ウンドソフト再設定をイネーブルにする例を示します。ソフトウェアは、インバウンドソフト

クリアが後で実行されたときに、格納されている情報を使用して新規変更ルートセットを生成で

きるように、未変更の形で受信されたすべてのルートを格納します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.108.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# soft-reconfiguration inbound
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# exit

次に、ネイバー 10.108.1.1のインバウンドソフト再設定をディセーブルにして、この機能がアド
レスファミリグループ group1によって自動的に継承されないようにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group group1 address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# soft-reconfiguration inbound
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 10.108.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# use af-group group1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# soft-reconfiguration inbound inheritance-disable
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）
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説明コマンド

設定した着信ルートポリシーが修正されたとき

に、BGPピアの自動ソフトリセットをディセー
ブルにします。

bgp auto-policy-soft-reset disable, （56ページ）

ソフトまたはハードリセットを使用して BGP
接続をリセットします。

clear bgp, （127ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

ネイバーから受信されたアップデートをフィル

タリングするためのプレフィックスリストを適

用します。

rd, （240ページ）

BGPネイバーにアドバタイズされるアップデー
ト、または BGPネイバーから受信されるアッ
プデートに、ルーティングポリシーを適用しま

す。

route-policy (BGP), （264ページ）
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speaker-id
スピーカープロセスをネイバーに割り当てるには、適切なコンフィギュレーションモードで

speaker-idコマンドを使用します。ネイバーからスピーカープロセスを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

speaker-id id

no speaker-id [id]

___________________
構文の説明

スピーカープロセスの ID。範囲は 1～ 15です。id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは 0です。

___________________
コマンドモード セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

ネイバーコンフィギュレーションモードでのこのコマンドの

サポートが削除されました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 525

Cisco ASR 9000 シリーズルータの BGP コマンド
speaker-id



___________________
例 次に、スピーカープロセス 3をネイバー 192.168.40.24に割り当てる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# speaker-id 3
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table-policy
ルーティングテーブルにインストールされるルートにルーティングポリシーを適用するには、適

切なコンフィギュレーションモードで table-policyコマンドを使用します。ルーティングテーブ
ルにルートをインストールする際にルーティングポリシーの適用をディセーブルにするには、こ

のコマンドの no形式を使用します。

table-policy policy-name

no table-policy [policy-name]

___________________
構文の説明

適用するルーティングポリシー名。policy-name

___________________
コマンドデフォルト ルートがルーティングテーブルにインストールされる際にポリシーが適用されません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

テーブルポリシーは、一致基準に基づいて RIBからのルートをドロップする機能をユーザに
提供します。この機能は特定のアプリケーションにおいて有用ですが、簡単にルーティング

「ブラックホール」（BGPがネイバーにアドバタイズするルートが、BGPのグローバルルー
ティングおよびフォワーディングテーブルにインストールされていない）が作成されてしま

うため、注意して使用する必要があります。

（注）
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ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）によってルーティングテーブルにルートがインストー
ルされるときにルート属性を変更するには table-policyコマンドを使用します。一般的に、これ
はトラフィックインデックス属性を設定するのに使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、set-traffic-indexポリシーをルーティングテーブルにインストールされる IPv4ユニキャスト

ルートに適用する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-af)# table-policy set-traffic-index

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートポリシーを定義し、ルートポリシーコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）
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timers（BGP）
特定のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーにタイマーを設定するには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで timersコマンドを使用します。タイマーをデフォルト値に設定
するには、このコマンドの no形式を使用します。

timers keepalive hold-time

no timers [keepalive hold-time]

___________________
構文の説明

ソフトウェアがキープアライブメッセージをネイバーに送信する頻度（秒

数）範囲は 0～ 65535です。
Keepalive

ソフトウェアがネイバーの BGPセッションを終了したネイバーからキープ
アライブメッセージを受信しない後の間隔（秒数）。値は 0または 3～
65535の範囲の数値です。

hold-time

___________________
コマンドデフォルト keepalive：60秒

hold-time：180秒

デフォルト値を上書きするには、timers bgpコマンドを使用します。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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実際にネイバーとの関連で使用されているタイマーは、このコマンドで設定されるタイマーとは

異なっている場合があります。実際のタイマーは、セッション確立時にネイバーとネゴシエート

されます。ネゴシエートされた保持時間は、最小の設定時間とネイバーから受信された保持時間

です。ネゴシーとされた保持時間が 0の場合、キープアライブはディセーブルです。

キープアライブの設定値は、ネゴシエート保持時間の 1/3を超過してはいけません。超過した場
合、ネゴシエートされた保持時間の 1/3の値が使用されます。

このコマンドがネイバーグループ、またはネイバーアドレスファミリグループ用に設定される

場合、このグループを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために

特別に設定されたコマンドの値は、継承された値を上書きします。

より高速にネットワークの変化を検出して反応するための、双方向フォワーディング検出（BFD）、
BGP高速外部フェールオーバーまたはネクストホップトラッキングなどのメカニズムを使用でき
ない場合は、BGPキープアライブおよびホールドタイマーの値を、デフォルト（60秒と 180秒）
より小さく設定することができます。アグレッシブな値を使用する場合は、ルータのプロファイ

ルとスケールを考慮してください。特に、デフォルト以外のタイマーを設定したセッションを使

用する BGPネイバーの数です。

非常にアグレッシブな値を使用しているセッションは、ルートプロセッサのCPU使用率を増加さ
せるイベントの発生時にフラップを受けやすくなります。そのようなイベントには、コンポーネ

ントOIR、ルートプロセッサのフェールオーバー、ネットワークの不安定性、ルーティングプロ
トコルでの過剰なチャーンが含まれます。そのため、運用ネットワークで値を設定する前に、ルー

タの適切なしきい値を決定するために、ルータをCPU中心イベントの対象とし、デフォルト以外
のタイマー値を使用して、ルータの必要なスケールおよびプロファイルをテストすることを推奨

します。

BGPノンストップルーティング（NSR）はBGPグレースフルリスタート（GR）に比べて、タイ
マー値がよりアグレッシブであるときもセッションを維持できます。ルートプロセッサのフェー

ルオーバーが発生したときに、グレースフルリスタート（GR）は、BGPセッションが行われて
いる TCPセッションの再確立を必要とするからです。ノンストップルーティング（NSR）を使
用すると、基となる TCPセッションおよび BGPセッションの両方がルートプロセッサのフェー
ルオーバー中に維持されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、キープアライブタイマーを 70秒に変更して、BGPピア 192.168.40.24の保持時間タイマー

を 210秒に変更する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# timers 70 210
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

すべてのBGPネイバーのBGPネットワークタ
イマーを調整します。

timers bgp, （532ページ）
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timers bgp
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーのデフォルトタイマー値を変更するには、適
切なコンフィギュレーションモードで timers bgpコマンドを使用します。デフォルトタイマー
をデフォルト値に設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

timers bgp keepalive hold-time

no timers bgp [keepalive hold-time]

___________________
構文の説明

ソフトウェアがキープアライブメッセージをネイバーに送信する頻度（秒

数）範囲は 0～ 65535です。
Keepalive

ソフトウェアがネイバーの BGPセッションを終了したネイバーからキープ
アライブメッセージを受信しない後の間隔（秒数）。値は 0または 3～
65535の範囲の数値です。

hold-time

___________________
コマンドデフォルト keepalive：60秒

hold-time：180秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

すべての BGPネイバーで使用されているデフォルトタイマーの時間を調整するには、timers bgp
コマンドを使用します。値は、ネイバーコンフィギュレーションモードで timersコマンドを使
用して特定のネイバーで上書きすることができます。
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実際にネイバーとの関連で使用されているタイマーは、このコマンドで設定されるタイマーとは

異なっている場合があります。実際のタイマーは、セッション確立時にネイバーとネゴシエート

されます。ネゴシエートされた保持時間は、最小の設定時間とネイバーから受信された保持時間

です。ネゴシーとされた保持時間が 0の場合、キープアライブはディセーブルです。

キープアライブの設定値は、ネゴシエート保持時間の 1/3を超過してはいけません。超過した場
合、ネゴシエートされた保持時間の 1/3の値が使用されます。

より高速にネットワークの変化を検出して反応するための、双方向フォワーディング検出（BFD）、
BGP高速外部フェールオーバーまたはネクストホップトラッキングなどのメカニズムを使用でき
ない場合は、BGPキープアライブおよびホールドタイマーの値を、デフォルト（60秒と 180秒）
より小さく設定することができます。アグレッシブな値を使用する場合は、ルータのプロファイ

ルとスケールを考慮してください。特に、デフォルト以外のタイマーを設定したセッションを使

用する BGPネイバーの数です。

非常にアグレッシブな値を使用しているセッションは、ルートプロセッサのCPU使用率を増加さ
せるイベントの発生時にフラップを受けやすくなります。そのようなイベントには、コンポーネ

ントOIR、ルートプロセッサのフェールオーバー、ネットワークの不安定性、ルーティングプロ
トコルでの過剰なチャーンが含まれます。そのため、運用ネットワークで値を設定する前に、ルー

タの適切なしきい値を決定するために、ルータをCPU中心イベントの対象とし、デフォルト以外
のタイマー値を使用して、ルータの必要なスケールおよびプロファイルをテストすることを推奨

します。

BGPノンストップルーティング（NSR）はBGPグレースフルリスタート（GR）に比べて、タイ
マー値がよりアグレッシブであるときもセッションを維持できます。ルートプロセッサのフェー

ルオーバーが発生したときに、グレースフルリスタート（GR）は、BGPセッションが行われて
いる TCPセッションの再確立を必要とするからです。ノンストップルーティング（NSR）を使
用すると、基となる TCPセッションおよび BGPセッションの両方がルートプロセッサのフェー
ルオーバー中に維持されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、デフォルトのキープアライブ時間を 30秒に、デフォルトの保持時間を 90秒に設定する例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# timers bgp 30 90
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーの BGPネットワークタイマーを
調整します。

timers（BGP）, （529ページ）
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transport（rpki-server）
RPKIキャッシュサーバコンフィギュレーションのトランスポートメカニズムを選択し、トラン
スポート接続を確立して管理し、バイトストリームを送信またはネットワークから受信するに

は、RPKIサーバコンフィギュレーションモードで transportコマンドを使用します。トランス
ポート接続をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

transport {ssh| tcp} port port-number

no transport {ssh| tcp} port port-number

___________________
構文の説明 RPKIキャッシュトランスポート用のポート番号を選択することを指定

します。

port

RPKIキャッシュトランスポート用のポート番号を指定します。有効値
の範囲は 1～ 65535です。

port-number

___________________
コマンドデフォルト トランスポートメカニズムはディセーブルです。

___________________
コマンドモード RPKIサーバコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

トランスポートは、TCPまたはSSHに設定できます。SSHトランスポートセッションは、セキュ
リティ上の理由から、ルータと RPKIキャッシュの間の推奨トランスポートです。

トランスポート方式（TCPまたは SSH）は、RPKIサーバごとに設定できます。たとえば、ある
サーバは TCPポート 980、別のサーバは SSHポート 22とすることができます。これはコンフィ
ギュレーションで変更できます。トランスポート方式を変更すると、キャッシュセッションがフ

ラップします（既存のトランスポート関連データをクリーンアップし、新しいトランスポート関

連データを初期化する）。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 この例では、SSHをトランスポートメカニズムとして設定し、ポート 1を SSH通信に使用するよ

うに設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki server 172.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)# transport ssh port 1
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ttl-security
指定された外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）ピアの着信 IPパケットにある存続可
能時間（TTL）フィールドをチェックするようにルータを設定するには、適切なコンフィギュレー
ションモードで ttl-securityコマンドを使用します。 TTL検証をディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

ttl-security [inheritance-disable]

no ttl-security [inheritance-disable]

___________________
構文の説明

（任意）ttl-securityコマンドをセッショングループやネイバーグ
ループから継承しないようにします。

inheritance-disable

___________________
コマンドデフォルト TTL検証は eBGPピアでイネーブルではありません。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

disableキーワードが inheritance-disableキーワードで置き換
えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ライトウェイトセキュリティメカニズムをイネーブルにして、CPU使用率ベースおよび他のリ
ソース枯渇ベースの攻撃から eBGPピアリングセッションを保護するには、ttl-securityコマンド
を使用します。このタイプの攻撃は、一般的にブルートフォース Denial of Service（DoS;サービ
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ス拒絶）攻撃で、パケットヘッダーに偽造された送信元および宛先 IPアドレスを含む IPパケッ
トでネットワーク内のデバイスをフラッディングさせることにより、ネットワークをディセーブ

ルにしようとするものです。

このコマンドは、IPパケットの既存の動作を活用します。指定された IPパケットの場合、パケッ
トのTTLカウントが常にパケット発信時のTTLカウント以下になり、想定される動作はこれを回
避できません。したがって、最大 TTL値 255と等しい TTLカウントで受信されたパケットは、
直接隣接するピアにだけ送信できます。直接隣接する eBGPネイバーに対して ttl-securityコマン
ドを設定した場合、ルータは最大 TTL値に等しい TTLカウントの IPパケットだけを受け入れま
す。

ttl-securityコマンドは、着信方向の eBGPセッションだけを保護します。アウトバウンド方向で
は、BGPネイバーも着信パケットの TTL値を確認できるように、最大 TTL値でだけパケットが
送信されるようになります。このコマンドがイネーブルの場合、IPパケットヘッダーの TTL値
が最大TTL値と等しくなる場合に限りBGPがセッションを確立または維持します。値が最大TTL
値未満の場合、パケットが廃棄され、インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）メッ
セージは生成されません。偽造されたパケットへの応答が不要であるため、この動作が設計され

ました。

各参加ルータで ttl-securityコマンドが設定されていなければいけません。両端の BGPセッ
ションでこのコマンドの設定に失敗すると、OpenSentまたは OpenConfirm状態である限り、
保持時間が満了するまで進行中のセッションはそこに残ります。

（注）

このコマンドの設定には、次の制限が適用されます。

• ttl-securityコマンドは、すでに neighbor ebgp-multihopコマンドで設定されたピアには設定
しないでください。これらのコマンドの同時設定は可能ですが、ttl-securityコマンドは
ebgp-multihopコマンドを上書きします。

•このコマンドは、内部 BGP（iBGP）ピアではサポートされません。

•このコマンドは、信頼の置けない直接隣接ピアからの攻撃には有効ではありません。

ネイバーグループまたはセッショングループにこのコマンドを設定する場合、グループを使用す

るすべてのネイバーが設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定されたコマンドの値

は、継承された値を上書きします。

ルータからの接続が確立済みまたは確立中のネイバーに対して ttl-securityコマンドを設定する
場合は、clear bgpコマンドを使用してセッションをクリアする必要があります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次に、eBGPネイバー 192.168.223.7の TTLセキュリティをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65534
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.223.7
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 65507
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# ttl-security

次に、セッショングループを使用して複数の eBGPネイバーの TTLセキュリティをイネーブルに
する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65534
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group ebgp-nbrs
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# ttl-security
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.223.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 65501
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group ebgp-nbrs
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.223.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 65502
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group ebgp-nbrs
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.223.3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 65503
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group ebgp-nbrs
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

直接接続されていないネットワーク上の外部ピ

アからの BGP接続を受け入れ、またそのピア
への BGP接続を試みます。

ebgp-multihop, （169ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

予想される最小TTL値を含む、ローカルで終了
したパケットフローに関する情報を表示しま

す。

show lpts flows
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update limit
アップデート生成のための一時的なメモリ使用量の上限を設定するには、ルータコンフィギュ

レーションモードで update limitコマンドを使用します。上限をデフォルト値に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

update limit update-limit-MB

no update limit

___________________
構文の説明

アップデートの上限をメガバイト（MB）単位で設定します。範囲
は 16～ 2048 MBです。

update-limit-MB

___________________
コマンドデフォルト アップデートの上限は 512 MBです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入され、bgpwrite-limitコマンドを置き換え
ました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

update limitコマンドは、ピアをアップデートするときにソフトウェアがキューに入れるメッセー
ジのサイズに対して、グローバルな上限を設定するときに使用します。この制限値を大きくする

と、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コンバージェンスが速くなりますが、コンバー
ジェンス中に使用されるメモリの量が増える可能性もあります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、アップデートの上限を 1024MBとして設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#update limit 1024
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update-source
内部ボーダーゲートウェイプロトコル（iBGP）セッションで iBGPセッションを形成する際に
ローカルアドレスとして特定のインターフェイスからのプライマリ IPアドレスを使用できるよう
にするには、適切なコンフィギュレーションモードで update-sourceコマンドを使用します。ネ
イバーに最も近いインターフェイスへの選択されたローカル IPアドレスを設定するには、このコ
マンドの no形式を使用します。

update-source type interface-path-id

no update-source [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
てください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト 最良ローカルアドレス

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

一般的に update-sourceコマンドは、iBGPセッションのループバックインターフェイス機能とと
もに使用されます。ループバックインターフェイスが定義され、update-sourceコマンドを通じ
てインターフェイスアドレスが BGPセッションのエンドポイントとして使用されます。このメ
カニズムにより、アウトバウンドインターフェイスがダウンした場合でもネイバーへの別のルー

トがあれば BGPセッションがアップのままにすることができます。

このコマンドがネイバーグループ、またはセッショングループ用に設定される場合、このグルー

プを使用するネイバーはすべてこの設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定された

コマンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、ネイバー 172.20.16.6のセッションを開こうとするときに Loopback0インターフェイスから

の IPアドレスを使用するようにこのルータを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 110
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.16.6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 110
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# update-source Loopback0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）
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use
ネイバーグループ、セッショングループ、またはアドレスファミリグループから設定を継承す

るには、適切なコンフィギュレーションモードで useコマンドを使用します。グループからの継
承を停止するには、このコマンドの no形式を使用します。

use {af-group group-name| neighbor-group group-name| session-group group-nam e}

no use {af-group [group-name]| neighbor-group [group-name]| session-group [group-name]}

___________________
構文の説明

アドレスファミリグループを指定します。af-group

設定を継承するネイバーグループ、セッショングループ、また

はアドレスファミリグループの名前。

group-name

ネイバーグループを指定します。neighbor-group

セッショングループを指定します。session-group

___________________
コマンドデフォルト グループ特性の継承は発生しません。

___________________
コマンドモード use af-groupバージョンの場合：

アドレスファミリグループコンフィギュレーション

ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

use neighbor-groupバージョンの場合：

ネイバーグループコンフィギュレーション

ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

use session-groupバージョンの場合：

ネイバーグループコンフィギュレーション

ネイバーコンフィギュレーション

VRFネイバーコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

useコマンドは、アドレスファミリグループ、ネイバーグループ、またはセッショングループか
らの継承を設定します。つまり、グループの設定は、そのグループのユーザに対しても有効にな

ります。

継承された設定は、指定されたグループのタイプに依存します。グループタイプは次の項で説明

されています。

アドレスファミリグループ

アドレスファミリグループは、単一アドレスファミリだけの設定を指定できます。（af-group
コマンドを通じて）アドレスファミリグループが定義されたときに指定されたアドレスファミ

リは、グループが使用されるアドレスファミリと一致している必要があります。

ネイバーグループ

（ネイバーのように）ネイバーグループにはアドレスファミリから独立した設定とアドレスファ

ミリ固有の設定を持つことができます。これらの設定はすべて継承可能です。

セッショングループ

セッショングループは、アドレスファミリから独立した設定だけを持つことができ、したがって

アドレスファミリから独立した設定だけがここから継承されます。

次の規則は、可能性のある競合設定を解決するために継承を決定します。

1 グループ設定を使用しているネイバーに直接コマンドが設定されている場合、通常グループか

ら継承される値をコマンドが上書きします。

2 ネイバーがセッショングループ（アドレスファミリから独立した設定の場合）またはアドレ

スファミリグループ（アドレスファミリ固有の設定の場合）を使用するようにネイバーが設

定され、コマンドがセッショングループまたはアドレスグループに設定されている場合、そ

の設定が使用されます。

3 次のような場合、ネイバーグループ設定が使用されます。

•コマンドが直接ネイバーに設定されておらず、ネイバーがセッショングループ（アドレ
スファミリから独立した設定の場合）またはアドレスファミリグループ（アドレスファ

ミリ固有の設定の場合）を使用していない場合

•ネイバーはネイバーグループを使用していて、コマンドがネイバーグループに設定され
ている場合
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一般的に、ネイバーグループのすべての設定が継承されますが、特性の中にはセッショングルー

プまたはアドレスファミリグループでマスキングされている可能性があります。この設定の例

については、「例」の項を参照してください。

ネイバーがセッショングループとネイバーグループの両方を使用していて、特定のコマンドがネ

イバーグループに設定されているもののセッショングループには設定されていない場合、ネイ

バーグループの設定は有効ではありません。セッショングループは、ネイバーグループのすべ

てのアドレスファミリから独立した設定を「隠し」て、これを継承しないようにします。同様

に、アドレスファミリグループを使用すると、使用しない場合にそのアドレスファミリのネイ

バーグループから継承される可能性のあるアドレスファミリ固有の設定が隠されます。

グループを使用するネイバーの他に、グループに他のグループを使用させるようにすることで階

層を構築することができます。次の階層グループが許可されています。

•セッショングループは他のセッショングループを使用できます。

•アドレスファミリグループは他のアドレスファミリグループを使用できます。

•ネイバーグループは他のネイバーグループを使用できます。

•ネイバーグループはセッショングループとアドレスファミリグループを使用できます。

Cisco IOS XRシステムコンフィギュレーションアーキテクチャ内で、remote-asコマンドと
nouseneighbor-groupコマンドを同じコミットで組み合わせたり、remote-asコマンドとnouse
session-groupコマンドを同じコミットで組み合わせたりしないでください。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

___________________
例 次に、セッショングループ session1を定義し、session1を使用するようにネイバー 172.168.40.24

を設定する例を示します。結果として、session1設定がネイバーでも有効になります。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group session1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# advertisement-interval 40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# timers 30 90
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group session1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit
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次の例は前の例と似ていますが、この場合セッショングループ上の timersコマンドはネイバーで
有効ではありません。ネイバーに直接設定された timersコマンドによって上書きされたためで
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group session1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# advertisement-interval 40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# timers 30 90
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group session1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# timers 60 180
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit

次に、IPv4マルチキャストおよびネイバーグループのアドレスファミリグループ family1と、
IPv4ユニキャストおよび IPv4マルチキャストがイネーブルの neighbor1の例を示します。この場
合、ネイバーがネイバーグループから IPv4ユニキャスト（およびアドレスファミリから独立し
た）設定を継承しますが、アドレスファミリグループから IPv4マルチキャスト設定を継承しま
す。この例では、ネイバーグループもリモート自律システムが設定されているため、ネイバー用

にリモート自律システムを設定する必要はありません。ネイバーグループからリモート自律シス

テムを継承するためです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# af-group family1 address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# route-policy mcast-in in
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-afgrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor-group neighbor1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# remote-as 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# route-policy policy1 in
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# route-policy policy1 out
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# route-policy policy1 in
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# route-policy policy1 out
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbrgrp-af)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use neighbor-group neighbor1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# use af-group family1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# exit

前の例では、ネイバーはインバウンドおよびアウトバウンド IPv4ユニキャストルートに policy1
ルートポリシーを使用しますが、インバウンド IPv4マルチキャストルートに mcast-inルートポ
リシーを使用し、アウトバウンド IPv4マルチキャストルートにポリシーを使用していません。

次に、同様に別のセッショングループから設定を継承しているセッショングループからネイバー

が設定を継承している例を示します。両セッショングループからの設定はネイバーで有効です。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group session1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# advertisement-interval 40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# session-group session2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# use session-group session1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# update-source Loopback0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-sngrp)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.168.40.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# use session-group session2
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

BGPネイバーを作成し、ルーティング情報の交
換を開始します。

remote-as（BGP）, （254ページ）

アドレスファミリグループの BGP設定に関す
る情報を表示します。

show bgp af-group, （314ページ）

ネイバーグループの BGP設定に関する情報を
表示します。

show bgp neighbor-group, （368ページ）

BGPネイバーに関する情報を表示します。show bgp neighbors, （373ページ）

セッショングループの BGP設定に関する情報
を表示します。

show bgp session-group, （467ページ）
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username（rpki-server）
RPKIキャッシュサーバの SSH usernameを指定するには、RPKIサーバコンフィギュレーション
モードで usernameコマンドを使用します。ユーザ名を削除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

username user-name

no username user-name

___________________
構文の説明 SSHトランスポートメカニズムに使用するユーザ名を入力します。user-name

___________________
コマンドデフォルト ユーザ名は設定されていません。

___________________
コマンドモード RPKIサーバコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ユーザ名コンフィギュレーションはSSHトランスポートメカニズムがアクティブな場合に限り適
用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次の例では、RPKIキャッシュサーバ SSHトランスポートメカニズムのユーザ名（rpki-user）を

設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router bgp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)#rpki server 172.168.35.40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)# transport ssh port 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-rpki-cache)#username rpki-user
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vrf（BGP）
VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを設定してVRFコンフィギュレーションモー
ドを開始するには、ルータコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからVRFインスタンスを削除して、システムをデフォルトの状態に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

vrf vrf-name

no vrf vrf-name

___________________
構文の説明 VRFインスタンスの名前。 all、default、および globalを名前に使用で

きません。

vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

VRFインスタンスを設定するには、vrfコマンドを使用します。 VRFインスタンスは、プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータで保持される VPNルーティング/転送テーブルを収集したものです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次に、VRFインスタンスを設定し、VRFコンフィギュレーションモードを開始する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-vrf)#
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weight
ネイバーから受信したルートへ重みを割り当てるには、適切なコンフィギュレーションモードで

weightコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルからweightコマンドを削除し、
ソフトウェアがルートにデフォルトの重みを割り当てるデフォルト状態にシステムを戻すには、

このコマンドの no形式を使用します。

weight weight-value

no weight [ weight-value ]

___________________
構文の説明

割り当てる重み。範囲は 0～ 65535です。weight-value

___________________
コマンドデフォルト 別のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ピアを通じて学習されたルートにはデフォルトの

重み 0があり、ローカルルータからソースされたルートにはデフォルトの重み 32768がありま
す。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリグループコンフィギュレーション

VPNv4アドレスファミリグループコンフィギュレーション

IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv4ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VPNv4ネイバーグループアドレスファミリコンフィギュレーション

VRF IPv6ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートの重みはシスコ固有の属性です。これは、（最強タイブレークとして）最良パス選択プロ

セスで使用されます。最良パスの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Routing Configuration Guide』の「Implementing BGP on Cisco ASR 9000 Series Router」のモ
ジュールを参照してください。同じ Network Layer Reachability Information（NLRI;ネットワーク
層到着可能性情報）を持つ BGPルートが 2つある場合、他の BGP属性の値に関係なく重みが大
きいルートが常に選択されます。重みは、ローカルルータでだけ重要です。重みはローカルに

ルータへ割り当てられていて、特定のルータに対してだけ値が有効で、ルートアップデートを通

じて搬送または伝搬されず、（同じ AS内であっても）BGPピア間で送信されません。

アドレスファミリグループ、ネイバーグループ、またはセッショングループが設定されてい

る場合、1つ以上のネイバーに直接または間接的に適用されていない限り、これらの設定グ
ループの内部にある設定は有効になりません。

（注）

個別ルータに割り当てられた重みは、さらに set weightコマンドを使用してネイバーの着信ルー
トポリシーポリシーで処理可能です。 set weightコマンドは、重みを直接設定します。ほとんど
のアウトバウンドトラフィックで優先させる特定のネイバーがある場合、そのネイバーから学習

したすべてのルートに大きい重みを割り当てることができます。

個別ルートに割り当てられた重みは、インバウンドルーティングポリシーを使用して変更できま

す。

重みの変更を有効にする場合、clear bgp soft, （148ページ）コマンドを使用する必要がある場
合があります。

（注）

コマンドがネイバーグループまたはネイバーアドレスファミリグループを設定する場合、グルー

プを使用するすべてのネイバーが設定を継承します。あるネイバーのために特別に設定されたコ

マンドの値は、継承された値を上書きします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp
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___________________
例 次に、重み 50を、172.20.16.6を通じて学習されたすべての IPVersion 4（IPv4）ユニキャストルー

トに割り当てる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 172.20.16.6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# weight 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPネイバーのアドレスファミリグループを
作成し、アドレスファミリグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

af-group, （26ページ）

BGPネイバーのグループをリセットします。clear bgp, （127ページ）

ネイバーグループを作成し、ネイバーグルー

プコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

neighbor-group, （204ページ）

セッショングループを作成し、セッショング

ループコンフィギュレーションモードを開始

します。

session-group, （284ページ）

BGPルートの重みを設定します。set weight
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの双方向フォ
ワーディング検出コマンド

このモジュールの内容は、CiscoASR9000シリーズルータで双方向フォワーディング検出（BFD）
を設定するためのコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドです。

• address-family ipv4 unicast（BFD）, 559 ページ

• bfd, 561 ページ

• bfd address-family ipv4 destination, 563 ページ

• bfd address-family ipv4 fast-detect, 565 ページ

• bfd address-family ipv4 minimum-interval, 567 ページ

• bfd address-family ipv4 multiplier, 570 ページ

• bfd address-family ipv4 timers, 573 ページ

• bfd fast-detect, 575 ページ

• bfd minimum-interval, 579 ページ

• bfd multipath include location, 583 ページ

• bfd multiplier, 585 ページ

• clear bfd counters, 588 ページ

• dampening（BFD）, 591 ページ

• echo disable, 594 ページ

• echo ipv4 source, 596 ページ

• echo latency detect, 598 ページ

• echo startup validate, 601 ページ

• interface（BFD）, 603 ページ
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• ipv6 checksum, 606 ページ

• multihop ttl-drop-threshold, 609 ページ

• show bfd, 611 ページ

• show bfd client, 614 ページ

• show bfd counters, 616 ページ

• show bfd mib session, 619 ページ

• show bfd multipath, 623 ページ

• show bfd session, 625 ページ

• show bfd summary, 634 ページ
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address-family ipv4 unicast（BFD）
特定の IPv4ユニキャスト宛先アドレスプレフィックスおよびフォワーディングネクストホップ
アドレスの双方向フォワーディング検出（BFD）高速検出をイネーブルにするには、スタティッ
クルートコンフィギュレーションモードで address-family ipv4 unicastコマンドを使用します。
ルータをデフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family ipv4 unicast address nexthop bfd fast-detect [minimum interval interval] [multiplier
multiplier]

no address-family ipv4 unicast address nexthop bfd fast-detect [minimum interval interval] [multiplier
multiplier]

___________________
構文の説明 BFD高速検出をイネーブルにする IPv4ユニキャスト宛先アドレスおよ

びプレフィックスを指定します。

address

BFD高速検出をイネーブルにするネクストホップアドレスを指定しま
す。

nexthop

指定の IPV4ユニキャスト宛先アドレスプレフィックスおよびフォワー
ディングネクストホップアドレスで BFD高速検出をイネーブルにしま
す。

bfd fast-detect

（任意）ネクストホップが同じ hello間隔で割り当てられるようにしま
す。 intervalは、間隔をミリ秒単位で指定する数字に置き換えます。有
効値の範囲は 10～ 10,000です。

minimum interval
interval

（任意）ネクストホップが同じ検出係数を使用して割り当てられるよう

にします。 multiplierは、検出係数を指定する数字に置き換えます。有
効値の範囲は 1～ 10です。

multiplier multiplier

___________________
コマンドデフォルト interval：100

multiplier：3

___________________
コマンドモード スタティックルートコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bfdmultiplierコマンドにより乗数が変更されている場合、新しいパラメータは、プロトコル（BGP、
IS-IS、MPLS-TE、またはOSPF）の既存のすべてのBFDセッションのアップデートに使用されま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みstatic

___________________
例 次に、スタティックルートのBFDをイネーブルにする例を示します。この例では、BFDセッショ

ンは、ネクストホップ 3.3.3.3が到達可能になると、このネクストホップで確立されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router static
RP/0/RSP0/CPU0:router (config-static)# address-family ipv4 unicast 2.2.2.0/24 3.3.3.3 bfd
fast-detection

___________________
関連コマンド 説明コマンド

隣接する転送エンジン間のパスで障害を検出するために、

BFDをイネーブルにします。
bfd fast-detect, （575ページ）

特定の場所の BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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bfd
双方向フォワーディング検出（BFD）コンフィギュレーションモードを開始するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで bfdコマンドを使用します。 BFDコンフィギュレーション
モードを終了し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻るには、このコマンドの no形
式を使用します。

bfd

no bfd

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

グローバルコンフィギュレーションモードで bfdコマンドを実行すると、CLIプロンプトが
「config-bfd」に変化し、BFDコンフィギュレーションモードが開始されたことが示されます。
次の出力例で、疑問符（?）のオンラインヘルプ機能により、BFDコンフィギュレーションモー
ドで使用できるすべてのコマンドが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# ?

commit Commit the configuration changes to running
describe Describe a command without taking real actions
do Run an exec command
echo Configure BFD echo parameters
exit Exit from this submode
interface Configure BFD on an interface
no Negate a command or set its defaults
root Exit to the global configuration mode
show Show contents of configuration
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次に、BFDコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router # configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルータまたは個別のインターフェイスまたはバンドルでエコー

モードをディセーブルにします。

echo disable, （594ページ）

インターフェイス上でエコーモードをディセーブルにできる

BFDインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始
します。

interface（BFD）, （603ページ）

特定の場所の BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

562 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの双方向フォワーディング検出コマンド
bfd



bfd address-family ipv4 destination
バンドルメンバリンクの BFDセッションの宛先アドレスを指定するには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードでbfd address-family ipv4 destinationコマンドを使用します。デフォ
ルトに戻るには、no形式のコマンドを使用します。

bfd address-family ipv4 destination ip-address

no bfd address-family ipv4 destination ip-address

___________________
構文の説明

ドット付き 10進数形式の 32ビット IPv4アドレス（A.B.C.D）。ip-address

___________________
コマンドデフォルト 宛先 IPv4アドレスは設定されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、バンドルインターフェイスだけでサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbundle
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___________________
例 次に、イーサネットバンドルインターフェイスの BFDセッションの宛先アドレスとして IPv4ア

ドレス 10.20.20.1を指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# bfd address-family ipv4 destination 10.20.20.1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

バンドルメンバリンクの IPv4 BFDセッションをイ
ネーブルにします。

bfd address-family ipv4 fast-detect, （565ペー
ジ）
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bfd address-family ipv4 fast-detect
バンドルメンバリンクの IPv4 BFDセッションをイネーブルにするには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで bfd address-family ipv4 fast-detectコマンドを使用します。デフォ
ルトに戻るには、no形式のコマンドを使用します。

bfd address-family ipv4 fast-detect

no bfd address-family ipv4 fast-detect

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト BFDセッションはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、バンドルインターフェイスだけでサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

___________________
例 次に、イーサネットバンドルのメンバリンクの IPv4 BFDセッションをイネーブルにする例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# bfd address-family ipv4 fast-detect

___________________
関連コマンド 説明コマンド

バンドルメンバリンクのBFDセッションの宛先アド
レスを指定します。

bfd address-family ipv4 destination, （563ペー
ジ）
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bfd address-family ipv4 minimum-interval
バンドルメンバリンクの IPv4 BFDセッションにおける非同期モード制御パケットの最小間隔を
指定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで bfd address-family ipv4
minimum-intervalコマンドを使用します。デフォルトに戻るには、no形式のコマンドを使用しま
す。

bfd address-family ipv4 minimum-interval milliseconds

no bfd address-family ipv4 minimum-interval [ milliseconds ]

___________________
構文の説明

ネイバーへの BFD制御パケットの送信間隔の最小値。範囲は 15～ 30000ミ
リ秒です。

このコマンドでは、最小値を 15ミリ秒に設定できますが、サポー
トされる最小値は 50ミリ秒です。

（注）

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは 150ミリ秒です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、バンドルインターフェイスだけでサポートされます。

設定可能な乗数（bfd address-family ipv4 multiplier コマンド）とともにBFDの最小間隔を使用し
て、バンドルメンバリンクの非同期モードの制御パケットおよびエコーパケットの両方の間隔

と障害検出時間を決定します。

たとえば、セッション間隔 Iおよび係数Mの場合、次のパケット間隔および障害検出時間が BFD
非同期モードに適用されます。

• Iの値：BFD制御パケットの送信間隔の最小値。
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• I x Mの値

◦ BFD制御パケット障害検出時間。これは、セッションのダウンが宣言される前に BFD
制御パケットを受信せずに経過できる最大時間です。

◦ BFDエコーパケットの送信間隔の最小値。

•（I x M）x Mの値：BFDエコーパケット障害検出時間。これは、セッションのダウンが宣
言される前に BFDエコーパケットを受信せずに経過できる最大時間です。

バンドル VLANとともに使用した場合、次の制限が適用されます。

•このコマンドは、エコーパケットがサポートされていないため、制御パケット間隔のみを指
定します。

•最小間隔は 250ミリ秒です。

バンドルインターフェイスの設定の bfd address-family ipv4 minimum-intervalコマンドは BFD設
定のその他のエリアで bfd minimum-intervalコマンドによって指定された最小間隔を上書きしま
す。

複数のアプリケーションが同じ BFDセッションを共有するとき、最も強力なアグレッシブタ
イマーのあるアプリケーションがローカルで使用されます。その結果は、次にピアルータと

ネゴシエートされます。

（注）

BFDの最小間隔設定時には、次のルータ固有のルールに留意してください。

• BFDセッションの 1秒あたりのパケット数（pps）の最大レートはラインカードによって異
なります。 BFDをサポートする複数のラインカードがある場合、システムごとの BFDセッ
ションの最大レートは、サポートされるラインカードレートにラインカードの数を掛けた値

です。

◦ラインカードごとの BFDセッションの最大レートは 9600 ppsです。

•ルータのすべての BFDセッションの最大数は 1024です。

•ルータのすべての BFDセッションの最大数は 1440です。

エコーを使用せずに非同期モードで実行されているバンドルメンバのBFDセッションのレートを
計算するには、次の手順を実行します。

•最小間隔の値で 1000を除算します（bfd address-family ipv4 minimum-intervalコマンドで指
定）。これは、エコーでのメンバセッションごとに使用される基本レートでもあります。

バンドルメンバあたりの非同期レート =（1000 /最小間隔）

エコーを使用して非同期モードで実行されているバンドルメンバのBFDセッションのレートを計
算するには、次の手順を実行します。
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•エコー間隔を決定します。これは、最小間隔（bfd address-family ipv4minimum-intervalコマ
ンドで指定）に乗数値（bfd address-family ipv4 multiplierコマンドで指定）を乗算した値で
す。

エコー間隔 =（最小間隔 x乗数）

•バンドルのすべてのメンバでサポートされる全体的なレートを計算します。
イーサネットバンドルレート =（1000/エコー間隔）x 64

•すべてのバンドルリンクの合計レートを確認するためにバンドルメンバあたりの非同期基
本レートを加算します。

合計バンドルレート =イーサネットバンドルレート +（基本非同期レート xリンク数）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

___________________
例 次に、制御パケットがイーサネットバンドルのメンバリンクの IPv4BFDセッションに対して200

ミリ秒の最小間隔で送信されるように指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# bfd address-family ipv4 minimum-interval 200

___________________
関連コマンド 説明コマンド

対応するBFD設定範囲のBFDセッションの最小制御パケット
間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ペー
ジ）

バンドルメンバリンクの IPv4 BFDセッションの BFD制御、
エコーパケット障害検出時間およびエコーパケットの送信間

bfd address-family ipv4 multiplier,
（570ページ）

隔を決定するために、最小間隔とともに係数として使用する値

を指定します。
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bfd address-family ipv4 multiplier
バンドルメンバリンクの IPv4 BFDセッションの BFD制御、エコーパケット障害検出時間、お
よびエコーパケットの送信間隔を決定するために、最小間隔とともに乗数として使用する値を指

定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでbfdaddress-family ipv4multiplier
コマンドを使用します。デフォルトに戻るには、no形式のコマンドを使用します。

bfd address-family ipv4 multiplier multiplier

no bfd address-family ipv4 multiplier [ multiplier ]

___________________
構文の説明 2～ 50の数字。

このコマンドでは最小値 2を設定できますが、サポートされて
いる最小値は 3です。

（注）

multiplier

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの乗数は 3です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、バンドルインターフェイスだけでサポートされます。

設定可能な最小間隔（bfd address-family ipv4 minimum-intervalコマンド）とともに BFD乗数を
使用して、バンドルメンバリンクの非同期モードの制御パケットおよびエコーパケットの両方

の間隔と障害検出時間を決定します。

たとえば、セッション間隔 Iおよび係数Mの場合、次のパケット間隔および障害検出時間が BFD
非同期モードに適用されます。

• Iの値：BFD制御パケットの送信間隔の最小値。

• I x Mの値
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BFD制御パケット障害検出時間。これは、セッションのダウンが宣言される前に BFD
制御パケットを受信せずに経過できる最大時間です。

◦

◦ BFDエコーパケットの送信間隔の最小値。

バンドルメンバリンクの BFDの最大エコーパケット間隔は、30秒または非
同期制御パケット障害検出時間のいずれかの最小値です。

（注）

•（I x M）x Mの値：BFDエコーパケット障害検出時間。これは、セッションのダウンが宣
言される前に BFDエコーパケットを受信せずに経過できる最大時間です。

BFDの最小間隔設定時には、次のルータ固有のルールに留意してください。

• BFDセッションの 1秒あたりのパケット数（pps）の最大レートはラインカードによって異
なります。 BFDをサポートする複数のラインカードがある場合、システムごとの BFDセッ
ションの最大レートは、サポートされるラインカードレートにラインカードの数を掛けた値

です。

◦ラインカードごとの BFDセッションの最大レートは 9600 ppsです。

•ラインカードごとのすべての BFDセッションの最大数は 1024です。

•ラインカードごとのすべての BFDセッションの最大数は 1440です。

エコーを使用せずに非同期モードで実行されているバンドルメンバのBFDセッションのレートを
計算するには、次の手順を実行します。

•最小間隔の値で 1000を除算します（bfd address-family ipv4 minimum-intervalコマンドで指
定）。これは、エコーでのメンバセッションごとに使用される基本レートでもあります。

バンドルメンバあたりの非同期レート =（1000 /最小間隔）

エコーを使用して非同期モードで実行されているバンドルメンバのBFDセッションのレートを計
算するには、次の手順を実行します。

•エコー間隔を決定します。これは、最小間隔（bfd address-family ipv4minimum-intervalコマ
ンドで指定）に乗数値（bfd address-family ipv4 multiplierコマンドで指定）を乗算した値で
す。

エコー間隔 =（最小間隔 x乗数）

•バンドルのすべてのメンバでサポートされる全体的なレートを計算します。
イーサネットバンドルレート =（1000/エコー間隔）x 64

•すべてのバンドルリンクの合計レートを確認するためにバンドルメンバあたりの非同期基
本レートを加算します。

合計バンドルレート =イーサネットバンドルレート +（基本非同期レート xリンク数）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

タスク ID

___________________
例 次に、イーサネットバンドルの非同期エコーモードでのメンバリンクで IPv4 BFDセッションに

対して次のパケット間隔および障害検出時間を指定する例を示します。

• 200ミリ秒の制御パケット間隔

• 600ミリ秒の制御パケットの障害検出間隔

• 600ミリ秒のエコーパケット間隔

• 1800ミリ秒のエコーパケットの障害検出間隔

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# bfd address-family ipv4 minimum-interval 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# bfd address-family ipv4 multiplier 3

___________________
関連コマンド 説明コマンド

バンドルメンバリンクの IPv4 BFDセッションにおける
非同期モード制御パケットの最小間隔を指定します。

bfd address-family ipv4minimum-interval,
（567ページ）

対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パ
ケット間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ページ）
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bfd address-family ipv4 timers
バンドルメンバリンクの IPv4 BFDセッションにおけるリンクバンドル BFDセッションのダウ
ンを宣言するまでに、ピアからのBFD状態変化通知（SCN）の受信の遅延を許可するようにタイ
マーを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでbfd address-family ipv4
timersコマンドを使用します。デフォルトに戻るには、no形式のコマンドを使用します。

bfd address-family ipv4 timers [start| nbr-unconfig] seconds

no bfd address-family ipv4 timers [start| nbr-unconfig] seconds

___________________
構文の説明

セッションアップを宣言できるように、BFDメンバリンクセッションの起動
後に、BFDピアからの予想される通知の受信を待機する秒数。この時間を過ぎ
ても SCNを受信しなかった場合、BFDセッションのダウンが宣言されます。
指定できる範囲は 60～ 3600です。

Cisco IOS XR Release 4.0および 4.0.1では、使用可能な最小は 30です
が、推奨されません。

（注）

start seconds

BFDピア間の設定の不一致を解決できるように、BFD設定が BFDネイバーに
よって削除されたことの通知の受信後に待機する秒数。指定されたタイマーに

達する前にBFD設定の問題が解決されない場合、BFDセッションのダウンが宣
言されます。指定できる範囲は 60～ 3600です。

Cisco IOS XR Release 4.0および 4.0.1では、使用可能な最小は 30です
が、推奨されません。

（注）

nbr-unconfig
seconds

___________________
コマンドデフォルト タイマーは設定されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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このコマンドは、バンドルインターフェイスだけでサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

___________________
例 次に、BFDメンバリンクセッションの起動後に、セッションアップを宣言するために、BFDピ

アからの予想される通知の受信を 1分（60秒）まで待機するように、特定のイーサネットバンド
ルのメンバのタイマーを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# bfd address-family ipv4 timers start 60

次に、BFDセッションのダウンを宣言する前に、BFDネイバーによって BFD設定が削除された
という通知の受信から 1分（60秒）まで待機するように、特定のイーサネットバンドルのメンバ
のタイマーを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# bfd address-family ipv4 timers nbr-unconfig 60
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bfd fast-detect
双方向フォワーディング検出（BFD）をイネーブルにして隣接するフォワーディングエンジン間
のパスで障害を検出するには、適切なコンフィギュレーションモードで bfd fast-detectコマンド
を使用します。ソフトウェアをBFDがイネーブルになっていないデフォルトの状態に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

bfd fast-detect [disable| ipv4]

no bfd fast-detect

___________________
構文の説明 BGPネイバーやOSPFインターフェイスなど、指定したエンティティの隣接するフォ

ワーディングエンジン間のパスでの障害検出をディセーブルにします。

disableキーワードは、BGPコンフィギュレーションモード、OSPFエリア
コンフィギュレーションモード、OSPFエリアインターフェイスコンフィ
ギュレーションモード、OSPFv3エリアコンフィギュレーションモード、
およびOSPFv3エリアインターフェイスコンフィギュレーションモードで
のみ使用可能です。

（注）

disable

隣接するフォワーディングエンジン間のパスでの障害の Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）BFD検出をイネーブルにします。

ipv4キーワードは、IS-ISルータコンフィギュレーションモードだけで使
用できます。

（注）

ipv4

___________________
コマンドデフォルト 隣接するフォワーディングエンジン間のパスでの障害の BFD検出をディセーブルにします。

___________________
コマンドモード ネイバーコンフィギュレーション

セッショングループコンフィギュレーション

ネイバーグループコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

エリアインターフェイスコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション
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エリアインターフェイスコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

bfd fast-detectコマンドは、OSPFv3ルータコンフィギュレーション
モード、OSPFv3エリアコンフィギュレーションモード、および
OSPFv3エリアインターフェイスコンフィギュレーションモードで
サポートされました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BFDは内部および外部 BGPピアのマルチホップをサポートできます。（注）

インターフェイスおよびデータリンクを含め、隣接するフォワーディングエンジン間のパスのプ

ロトコルおよびメディア独立型で短時間の障害検出を行うには、bfd fast-detectコマンドを使用し
ます。

BFDセッションがネイバー間で確立されるには、BFDが直接接続されたネイバーに設定されてい
る必要があります。

MPLS-TEトンネルがバックアップトンネルによって保護されている場合、BFD障害によって、
影響を受けるトンネルで高速再ルーティングが発生します。

OSPFおよび OSPFv3環境では、bfd fast-detectコマンドの設定は、コマンドを設定した最高レベ
ルコンフィギュレーションモードから継承されます。最も低いコンフィギュレーションモード

から最も高いコンフィギュレーションモードへの継承ルールは次のとおりです。

•エリアインターフェイスコンフィギュレーションモードで BFDをイネーブルにした場合、
BFDは指定したインターフェイスでのみイネーブルになります。

•エリアコンフィギュレーションモードで BFDをイネーブルにした場合、BFDは指定したエ
リアのすべてのインターフェイスでイネーブルになります。

•ルータコンフィギュレーションモードで BFDをイネーブルにした場合、BFDは指定した
ルーティングプロセスのすべてのエリアおよびすべての関連インターフェイスでイネーブル

になります。

disableキーワードは、BGPコンフィギュレーションモード、OSPFエリアコンフィギュレーショ
ンモード、OSPFエリアインターフェイスコンフィギュレーションモード、OSPFv3エリアコン
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フィギュレーションモード、および OSPFv3エリアインターフェイスコンフィギュレーション
モードで使用可能です。 OSPFおよび OSPFv3環境では、disableオプションを使用すると、前述
の継承ルールを上書きすることができます。たとえば、OSPFエリアの BFDをイネーブルにした
場合、BFDはこのエリアのすべてのインターフェイスでイネーブルになります。このエリアのい
ずれか 1つのインターフェイスでBFDを実行しない場合は、そのインターフェイスに対してのみ
bfd fast-detect disableコマンドを指定する必要があります。

BFDをディセーブルにするか、BFDが IS-ISルータコンフィギュレーションモードおよびMPLS-TE
コンフィギュレーションモードでイネーブルになっていないデフォルト状態にソフトウェアを戻

すには、no bfd fast-detectコマンドを入力する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みmulticast

___________________
例 次に、BGPルータ上で BFDを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 192.168.70.24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# bfd fast-detect

次に、san_joseという名前の OSPFv3ルーティングプロセスの設定例を示します。この例では、
それぞれギガビットイーサネットインターフェイスを含む 2つのエリアを示します。エリア 0
では、BFDがエリアレベルでイネーブルです。つまり、継承ルールによって、BFDが明示的に
ディセーブルにされた場合を除き、エリア内のすべてのインターフェイスでBFDがイネーブルに
なっています。このルールでは、BFDはギガビットイーサネットインターフェイス 1/0/0/0およ
び 2/0/0/0でイネーブルになり、インターフェイス 3/0/0/0でディセーブルになります。

エリア 1では、BFDがギガビットイーサネットインターフェイス 5/0/0/0でのみイネーブルにな
ります。BFDはエリアレベルでイネーブルではなく、インターフェイス4/0/0/0で明示的にイネー
ブルにされないため、このインターフェイスでディセーブルとなります。

router ospfv3 san_jose
area 0

bfd fast-detect
...
int gige 1/0/0/0
!
int gige 2/0/0/0
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...
int gige 3/0/0/0

bfd fast-detect disable
!

!
area 1

int gige 4/0/0/0
!
int gige 5/0/0/0

bfd fast-detect
!

!

___________________
関連コマンド 説明コマンド

特定の IPV4ユニキャスト宛先アドレスプレフィックスお
よびフォワーディングネクストホップアドレスでBFD高
速検出をイネーブルにします。

address-family ipv4 unicast（BFD）, （
559ページ）

対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パ
ケット間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ページ）

BFD係数を設定します。bfd multiplier, （585ページ）

特定の場所の BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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bfd minimum-interval
対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パケット間隔を指定するには、適切なコン
フィギュレーションモードで bfdminimum-intervalコマンドを使用します。ルータをデフォルト
設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

bfd minimum-interval milliseconds

no bfd minimum-interval [ milliseconds ]

___________________
構文の説明

ネイバーへの BFD helloパケットの送信間隔。範囲は 15～ 30000ミリ秒
です。MPLS-TEに指定できる範囲は 15～ 200ミリ秒です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト BGP interval：50ミリ秒

IS-IS interval：150ミリ秒

OSPFおよび OSPFv3 interval：150ミリ秒

MPLS-TE interval：15ミリ秒

PIM interval：150ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

MPLS TEコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

エリアインターフェイスコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

エリアインターフェイスコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

bfd minimum-intervalコマンドは、OSPFv3ルータコンフィギュレー
ションモード、OSPFv3エリアコンフィギュレーションモード、お
よび OSPFv3エリアインターフェイスコンフィギュレーションモー
ドでサポートされました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFおよび OSPFv3環境では、bfd minimum-intervalコマンドの設定は、コマンドを設定した最
高レベルコンフィギュレーションモードから継承されます。最も低いコンフィギュレーション

モードから最も高いコンフィギュレーションモードへの継承ルールは次のとおりです。

•エリアインターフェイスコンフィギュレーションモードで最小間隔を設定すると、更新さ
れた間隔は指定されたインターフェイスのみの BFDセッションに影響します。

•エリアコンフィギュレーションモードで最小間隔を設定すると、更新された間隔は指定さ
れたエリアのすべてのインターフェイスの BFDセッションに影響します。

•ルータコンフィギュレーションモードで最小間隔を設定すると、更新された間隔は指定さ
れたルーティングプロセスのすべてのエリアおよびすべての関連インターフェイスの BFD
セッションに影響します。

必要に応じて、特定のエリアインターフェイスまたはエリアに bfd minimum-intervalコマンドを
設定することによって、これらの継承ルールを上書きできます。

複数のアプリケーションが同じ BFDセッションを共有するとき、最も強力なタイマーのある
アプリケーションがローカルで優先されます。その結果は、次にピアルータとネゴシエート

されます。

（注）

BFDの最小間隔設定時には、次のルータ固有のルールに留意してください。

• BFDセッションの 1秒あたりのパケット数（pps）の最大レートはラインカードによって異
なります。 BFDをサポートする複数のラインカードがある場合、システムごとの BFDセッ
ションの最大レートは、サポートされるラインカードレートにラインカードの数を掛けた値

です。

◦ラインカードごとの BFDセッションの最大レートは 9600 ppsです。

•セッションがエコーなしで非同期モードで実行されている場合、このセッションに使用され
る PPSは、（1000/ミリ秒単位の非同期間隔）です。
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•セッションがエコーありの非同期モードで実行されている場合、このセッションに使用され
る PPSは、（1000/ミリ秒単位のエコー間隔）です。
これは、「1000 / bfd minimum-intervalコマンドの値」で計算されます。

バンドルメンバリンクのBFDセッションのレートは、異なる方法で計算されます。詳細につ
いては、bfd address-family ipv4 minimum-intervalコマンドを参照してください。

（注）

•ラインカードごとのすべての BFDセッションの最大数は 1024です。

•ラインカードごとのすべての BFDセッションの最大数は 1440です。

•非同期モードを使用できる場合、ラインカードでの 100セッションまでの最小間隔が 15ミ
リ秒以上である必要があります。最大1024セッションを実行する場合、障害検出間隔が150
ミリ秒以上である必要があります。

•非同期モードを使用できる場合、ラインカードでの 100セッションまでの最小間隔が乗数 3
の 250ミリ秒以上である必要があります。

•非同期モードを使用できる場合、ラインカードでの 100セッションまでの最小間隔が 15ミ
リ秒以上である必要があります。最大1440セッションを実行する場合、障害検出間隔が150
ミリ秒以上である必要があります。

•エコーモードを使用できる場合、ラインカードでの 100セッションまでの最小間隔が 15ミ
リ秒以上である必要があります。最大1024セッションを実行する場合、障害検出間隔が150
ミリ秒以下である必要があります。

•エコーモードが利用できる場合、最小間隔は乗数 3の 50ミリ秒である必要があります。

•エコーモードを使用できる場合、ラインカードでの 100セッションまでの最小間隔が 15ミ
リ秒以上である必要があります。最大1440セッションを実行する場合、障害検出間隔が150
ミリ秒以下である必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みmulticast
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___________________
例 次に、BGPルーティングプロセスに対する BFD最小間隔を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 6500
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bfd minimum-interval 275

次に、san_joseという名前の OSPFv3ルーティングプロセスの設定例を示します。この例では、
それぞれギガビットイーサネットインターフェイスを含む 2つのエリアを示します。エリア 0
では、最小間隔はエリアレベルで 200に設定されます。つまり、継承ルールによって、異なる値
が明示的に設定された場合を除き、同じ値がエリア内のすべてのインターフェイスで設定されま

す。このルールを前提として、ギガビットイーサネットインターフェイス 1/0/0/0は、エリアか
ら継承された間隔 200を使用し、インターフェイス 2/0/0/0は、明示的に設定された値 300を使用
します。

エリア 1では、最小間隔はエリアまたはインターフェイスレベルで設定されていません。つま
り、インターフェイス 3/0/0/0および 4/0/0/0は、デフォルトの間隔 150を使用します。

router ospfv3 san_jose
bfd fast-detect

area 0
bfd minimum-interval 200
int gige 1/0/0/0

!
int gige 2/0/0/0
bfd minimum-interval 300

!
!
area 1

int gige 3/0/0/0
!

int gige 4/0/0/0
!

!

___________________
関連コマンド 説明コマンド

特定の IPV4ユニキャスト宛先アドレスプレフィックスお
よびフォワーディングネクストホップアドレスで BFD高
速検出をイネーブルにします。

address-family ipv4 unicast（BFD）, （
559ページ）

隣接する転送エンジン間のパスで障害を検出するために、

BFDをイネーブルにします。
bfd fast-detect, （575ページ）

BFD係数を設定します。bfd multiplier, （585ページ）

特定の場所の BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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bfd multipath include location
BFDマルチパスセッションをホストする特定のラインカードを含めるには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで bfd multipath include locationコマンドを使用します。設定を削除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

bfd multipath include location node-id

no bfd multipath include location node-id

___________________
構文の説明

指定した場所の BFDマルチパスを設定します。 node-id変数は、
rack/slot/moduleの形式で示されます。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 583

Cisco ASR 9000 シリーズルータの双方向フォワーディング検出コマンド
bfd multipath include location



___________________
例 次に、特定の場所で bfd multipath include locationコマンドを実行する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd multipath include location 0/5/CPU0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

BFDコンフィギュレーションモードを開始します。bfd, （561ページ）

BFDマルチパスセッションに関する情報を表示します。show bfd multipath, （623ページ）
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bfd multiplier
双方向フォワーディング検出（BFD）乗数を設定するには、適切なコンフィギュレーションモー
ドで bfd multiplierコマンドを使用します。ルータをデフォルト設定に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

bfd multiplier multiplier

no bfd multiplier [ multiplier ]

___________________
構文の説明 BFDがネイバーのダウンを宣言する前に、パケットが失われた回数。範囲は

次のとおりです。

• BGP：2～ 16

• IS-IS：2～ 50

• MPLS-TE：2～ 10

• OSPFおよび OSPFv3：2～ 50

• PIM：2～ 50

multiplier

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの乗数は 3です。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

MPLS-TEコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

エリアインターフェイスコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

エリアインターフェイスコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

bfd multiplierコマンドは、OSPFv3ルータコンフィギュレーション
モード、OSPFv3エリアコンフィギュレーションモード、および
OSPFv3エリアインターフェイスコンフィギュレーションモードで
サポートされました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFおよび OSPFv3環境では、bfd multiplierコマンドの設定は、コマンドを設定した最高レベ
ルコンフィギュレーションモードから継承されます。最も低いコンフィギュレーションモード

から最も高いコンフィギュレーションモードへの継承ルールは次のとおりです。

•エリアインターフェイスコンフィギュレーションモードで乗数を設定すると、更新された
乗数は指定されたインターフェイスのみの BFDセッションに影響します。

•エリアコンフィギュレーションモードで乗数を設定すると、更新された乗数は指定された
エリアのすべてのインターフェイスの BFDセッションに影響します。

•ルータコンフィギュレーションモードで乗数を設定すると、更新された乗数は指定された
ルーティングプロセスのすべてのエリアおよびすべての関連インターフェイスの BFDセッ
ションに影響します。

必要に応じて、特定のエリアインターフェイスまたはエリアに bfd multiplierコマンドを設定す
ることによって、これらの継承ルールを上書きできます。

bfdmultiplierコマンドにより乗数が変更されている場合、新しい値は、プロトコル（BGP、IS-IS、
MPLS-TE、OSPF、またはOSPFv3）の既存のすべてのBFDセッションのアップデートに使用され
ます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みospf
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操作タスク ID

読み取り、書き込みmulticast

___________________
例 次に、BGPルーティングプロセスに対する BFD乗数を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 65000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bfd multiplier 2

次に、san_joseという名前の OSPFv3ルーティングプロセスの設定例を示します。この例では、
それぞれギガビットイーサネットインターフェイスを含む 2つのエリアを示します。エリア 0
では、乗数はエリアレベルで 5に設定されます。つまり、継承ルールによって、異なる値が明示
的に設定された場合を除き、同じ値がエリア内のすべてのインターフェイスで設定されます。こ

のルールを前提として、ギガビットイーサネットインターフェイス 1/0/0/0は、エリアから継承
された乗数 5を使用し、インターフェイス 2/0/0/0は、明示的に設定された乗数 2を使用します。

エリア 1では、乗数はエリアまたはインターフェイスレベルで設定されていません。つまり、イ
ンターフェイス 3/0/0/0および 4/0/0/0は、デフォルトの値 3を使用します。

router ospfv3 san_jose
bfd fast-detect

area 0
bfd multiplier 5
int gige 1/0/0/0

!
int gige 2/0/0/0
bfd multiplier 2

!
!
area 1

int gige 3/0/0/0
!

int gige 4/0/0/0
!

!

___________________
関連コマンド 説明コマンド

特定の IPV4ユニキャスト宛先アドレスプレフィックスおよ
びフォワーディングネクストホップアドレスで BFD高速
検出をイネーブルにします。

address-family ipv4 unicast（BFD）,
（559ページ）

隣接する転送エンジン間のパスで障害を検出するために、

BFDをイネーブルにします。
bfd fast-detect, （575ページ）

対応するBFD設定範囲のBFDセッションの最小制御パケッ
ト間隔を指定します。

bfdminimum-interval, （579ページ）

特定の場所の BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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clear bfd counters
双方向フォワーディング検出（BFD）カウンタをクリアするには、EXECモードでclearbfdcounters
コマンドを使用します。

clear bfd counters {ipv4| [singlehop|multihop]| ipv6| [singlehop|multihop]| all| label} [packet] [timing]
[interface type interface-path-id] location node-id

___________________
構文の説明

（任意）IPv4上の BFD情報だけをクリアします。ipv4

（任意）IPv6上の BFD情報だけをクリアします。ipv6

（任意）BFDシングルホップ情報だけをクリアします。singlehop

（任意）BFDマルチホップ情報だけをクリアします。multihop

（任意）IPv4上の BFD情報および IPv6上の BFD情報の両方をクリアし
ます。

all

（任意）パケットカウンタをクリアすることを指定します。packet

（任意）タイミングカウンタをクリアすることを指定します。timing

（任意）BFDパケットカウンタをクリアするインターフェイスを指定し
ます。

interface

インターフェイスタイプを指定します。詳細については、疑問符（?）
オンラインヘルプ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

指定した場所からの BFDカウンタをクリアします。 node-id引数は、
rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは、set default-afiコマンドで設定したデフォルトのアドレスファミリ識別子（AFI）

で、IPv4または IPv6です。___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

ipv6キーワードのサポートが追加されました。リリース 4.0.0

singlehopおよび multihopキーワードのサポートが追加され
ました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

interface-path-id引数の場合、次のガイドラインを使用します。

•物理インターフェイスを指定する場合、命名の表記法は rack/slot/module/portです。値を区切
るスラッシュ（/）は、表記の一部として必須です。命名の表記法の各構成要素の説明は次
のとおりです。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：ラインカードの物理スロット番号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）は、常に 0で
す。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

•仮想インターフェイスを指定する場合、番号の範囲は、インターフェイスタイプによって異
なります。

同一ラインカード上で、IPv4と IPv6の両方のBFDセッションを同時に実行することができます。

___________________
例 次に、POSインターフェイスで BFD IPv6パケットカウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bfd counters packet ipv6 interface POS 0/1/0/0 location 0/1/cpu0

次に、BFD IPv4タイミングカウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear bfd counters ipv4 timing location 0/5/cpu0
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

隣接する転送エンジン間のパスで障害を検出するために、

BFDをイネーブルにします。
bfd fast-detect, （575ページ）

対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パ
ケット間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ページ）

BFD係数を設定します。bfd multiplier, （585ページ）

特定の場所の BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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dampening（BFD）
BFDセッション起動の遅延を指定するには、双方向フォワーディング検出（BFD）コンフィギュ
レーションモードで dampeningコマンドを使用します。デフォルトに戻るには、no形式のコマ
ンドを使用します。

dampening [bundle-member] {initial-wait| maximum-wait| secondary-wait} milliseconds

no dampening [bundle-member] {initial-wait| maximum-wait| secondary-wait} milliseconds

___________________
構文の説明

（任意）BFDバンドルメンバの BFDセッション起動の初期遅延、最大遅
延、またはセカンダリ遅延をミリ秒単位で指定します。

bundle-member

BFDセッションの開始前の初期遅延をミリ秒単位で指定します。バンド
ルメンバの場合、デフォルトは 16000です。非バンドルインターフェイ
スの場合、デフォルトは 2000です。

initial-wait

BFDセッションの開始前の最大遅延をミリ秒単位で指定します。バンド
ルメンバの場合、デフォルトは 600000です。非バンドルインターフェイ
スの場合、デフォルトは 12000です。

最大遅延は初期遅延よりも大きな値にする必要がありま

す。

（注）

maximum-wait

BFDセッションの開始前のセカンダリ遅延をミリ秒単位で指定します。
バンドルメンバの場合、デフォルトは 20000です。非バンドルインター
フェイスの場合、デフォルトは 5000です。

secondary-wait

1～ 3600000の数字。milliseconds

___________________
コマンドデフォルト BFDセッション起動遅延は設定されておらず、デフォルトタイマーは無制限です。

___________________
コマンドモード BFDコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

bundle-memberキーワードが追加されました。リリース 4.0.0
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変更箇所リリース

他のダンプニングオプションに l3-only-modeが追加されま
した。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BFD起動タイマーを設定する必要はありません。初期待機起動タイマーを設定する（initial-wait
キーワードを使用）場合は、最大待機タイマーの値未満にする必要があります。

デフォルトでは、BFDダンプニングは、すべてのセッションに次のように適用されます。

•セッションがダウンした場合、ダンプニングが適用されてから、セッションは初期/起動状態
に移行できます。

•セッションがダンプされる時間の長さは、連続的なセッションフラップにより急激に増加し
ます。

•セッションが最小で 2分間起動している場合、次のセッションフラップでセッションがダン
プされる時間は、最初のダンプニング値にリセットされます。

バンドルメンバの BFDは、検出された障害がレイヤ 3.に固有のものである場合に限り、ダンプ
ニングを適用します。BFDダンプニングは、L1またはL2障害の場合は呼び出されません。BFD
はレイヤ 1の後に開始され、レイヤ 2（LACP）が起動してレースコンディションと誤トリガーを
回避します。BFDは、L1または L2がダウンし、指定された/影響を受けるリンク/メンバの L1ま
たは L2が回復したときに開始/再開するよう通知される必要がある場合に停止/無視するよう停止
されます。

BFDは、セッションがアップからダウン状態に移行し、削除されなくなるまでダンプニングを適
用します。 L1または L2で障害が検出されるたびに、バンドルマネージャはメンバの BFDセッ
ションを削除します。

ダンプニングが削除されると、syslogメッセージ「Exponential backoff dampening for BFD session
has been cleared for specified BFD session.When/if same session gets created by application(s), only calculated
initial wait time will be applied」が生成されます。これが目的の動作である場合は、コマンド bfd
dampening bundle-member l3-failure-onlyを使用して BFD設定を設定することによって、ダンプ
ニングをイネーブルにできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf
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操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次に、BFDバンドルメンバの BFDセッション起動の初期遅延および最大遅延を設定する例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# dampening bundle-member initial-wait 8000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# dampening bundle-member maximum-wait 15000

次に、非バンドルインターフェイスのBFDのデフォルトの initial-waitを変更する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# dampening initial-wait 30000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# dampening maximum-wait 35000

___________________
関連コマンド 説明コマンド

BFDコンフィギュレーションモードを開始します。bfd, （561ページ）
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echo disable
ルータまたは個別のインターフェイスまたはバンドルでエコーモードをディセーブルにするに

は、双方向フォワーディング検出（BFD）コンフィギュレーションモードで echo disableコマン
ドを使用します。エコーモードがイネーブルになっているデフォルト設定にルータを戻すには、

このコマンドの no形式を使用します。

echo disable

no echo disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード BFDコンフィギュレーション

BFDインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ユニキャストリバースパス転送（uRPF）とともにBFDを使用している場合は、echo disableコマ
ンドを使用してエコーモードをディセーブルにする必要があります。そうしないと、エコーパ

ケットが拒否されます。

IPv4インターフェイスでの IPv4 uRPFチェックをイネーブル/ディセーブルにするには、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードで [no] ipv4 verify unicast source reachable-viaコ
マンドを使用します。 IPv6インターフェイスでの loose方式 IPv6 uRPFチェックをイネーブル
またはディセーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで [no] ipv6
verify unicast source reachable-via anyコマンドを使用します。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次に、ルータでエコーモードをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# echo disable

次に、個別のインターフェイスでエコーモードをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# interface gigabitethernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd-if)# echo disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BFDコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

bfd, （561ページ）

BFDインターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

interface（BFD）, （603ページ）

IPv4インターフェイスでの IPv4 uRPFチェック
をイネーブルまたはディセーブルにします。

ipv4 verify unicast source reachable-via

IPv6インターフェイスでの loose方式 IPv6 uRPF
チェックをイネーブルまたはディセーブルにし

ます。

ipv6 verify unicast source reachable-via any

BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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echo ipv4 source
BFDエコーパケットの送信元アドレスとして使用する IPアドレスを指定するには、BFDまたは
BFDインターフェイスコンフィギュレーションモードで echo ipv4 sourceコマンドを使用しま
す。デフォルトに戻るには、no形式のコマンドを使用します。

echo ipv4 source ip-address

no echo ipv4 source ip-address

___________________
構文の説明

ドット付き 10進数形式の 32ビット IPv4アドレス（A.B.C.D）。ip-address

___________________
コマンドデフォルト echo ipv4 sourceコマンドが設定されていない場合、出力インターフェイスの IPアドレス、または

router-idコマンドの IPアドレス（設定されている場合）がエコーパケットに使用されるデフォ
ルトのアドレスとなります。

___________________
コマンドモード BFDコンフィギュレーション

BFDインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エコーパケットの IPv4送信元アドレスを設定しない場合、BFDは router-idコマンドでアドレス
の出力インターフェイスの IPアドレスを使用します（指定されている場合）。

ルータおよび個々のインターフェイスですべての BFDセッションのエコーパケットの IPv4送信
元アドレスをグローバルに指定することによって、BFDエコーパケットのデフォルトのアドレス
を上書きできます。個々のインターフェイスの IPアドレスを指定すると、ルータで BFDに対し
てグローバルに指定された値が上書きされます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次に、ルータのすべての BFDセッションの BFDエコーパケットの送信元アドレスとして、IPア

ドレス 10.10.10.1を指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# echo ipv4 source 10.10.10.1

次に、個々のギガビットイーサネットインターフェイスの BFDエコーパケットの送信元アドレ
スとして、IPアドレス 10.10.10.1を指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# interface gigabitethernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd-if)# echo ipv4 source 10.10.10.1

次に、個々の Packet-over-SONET（POS）インターフェイスの BFDエコーパケットの送信元アド
レスとして、IPアドレス 10.10.10.1を指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# interface pos 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd-if)# echo ipv4 source 10.10.10.1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

BFDコンフィギュレーションモードを開始します。bfd, （561ページ）

ルータまたは個別のインターフェイスまたはバンドルでエコー

モードをディセーブルにします。

echo disable, （594ページ）
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echo latency detect
BFDエコーパケットの遅延検出をイネーブルにするには、BFDコンフィギュレーションモード
で echo latency detectコマンドを使用します。デフォルトに戻るには、no形式のコマンドを使用
します。

echo latency detect [percentage percent-value [count packet-count]]

no echo latency detect [percentage percent-value [count packet-count]]

___________________
構文の説明

（任意）不良遅延として検出されたエコー障害検出時間の割合。指

定できる範囲は 100～ 250です。デフォルトは 100です。
percentage percent-value

（任意）BFDセッションがダウンする不良遅延とともに受信された
連続するパケットの数。範囲は 1～ 10です。デフォルトは 1です。

count packet-count

___________________
コマンドデフォルト エコー遅延検出がディセーブルになります。

___________________
コマンドモード BFDコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

遅延検出は、エコーモードがBFDでサポートされている場合にだけ有効です。ただし、バン
ドルインターフェイスではサポートされません。

（注）

遅延検出のない標準BFDエコー障害検出では、カウンタに基づいて一定期間内のエコーパケット
の受信がない場合だけが追跡されます。ただし、この標準エコー障害検出は、BFDセッション内
の許容範囲を超えて作成される可能性がある特定のエコーパケットの送信と受信間の遅延には対

応しません。
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遅延検出をイネーブルにすると、割合がエコー障害検出値（I x M x %）に乗算され、ラウンドト
リップ遅延がエコーパケット用に計算されます。この遅延が（I x M x %）よりも大きい場合、
BFDセッションがダウンします。

パケット数を指定した場合は、不良遅延とともにバックツーバックで受信したパケット数が追跡

されてから、セッションがダウンします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次の例では、BFD最小間隔は 50 ms、また BFDセッションの係数は 3とします。

次に、パケット数 1のエコー障害期間（I x M）のデフォルト値 100%を使用して、エコー遅延検
出をイネーブルにする例を示します。この例では、ラウンドトリップ遅延が 150msを超える 1つ
のエコーパケットを検出すると、セッションはダウンします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# echo latency detect

次に、200%（2倍）のパケット数 1のエコー障害期間に基づくエコー遅延検出をイネーブルにす
る例を示します。この例では、ラウンドトリップ遅延が 300msを超える 1つのパケットを検出す
ると、セッションはダウンします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# echo latency detect percentage 200

次に、100%のパケット数3のエコー障害期間に基づくエコー遅延検出をイネーブルにする例を示
します。この例では、ラウンドトリップ遅延が 150 msを超えるエコーパケットを 3回連続して
検出すると、セッションはダウンします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# echo latency detect percentage 100 count 3

___________________
関連コマンド 説明コマンド

BFDコンフィギュレーションモードを開始します。bfd, （561ページ）
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説明コマンド

対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パ
ケット間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ページ）

BFD係数を設定します。bfd multiplier, （585ページ）

BFDセッションを開始する前にエコーパケットパスの検
証をイネーブルにします。

echo startup validate, （601ページ）
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echo startup validate
BFDセッションを開始する前にエコーパケットパスの検証をイネーブルにするには、BFDコン
フィギュレーションモードで echo startup validateコマンドを使用します。デフォルトに戻るに
は、no形式のコマンドを使用します。

echo startup [force]

no echo startup [force]

___________________
構文の説明

（任意）リモートの「Required Min Echo RX Interval」設定を無視します。force

___________________
コマンドデフォルト エコー起動検証はディセーブルです。

___________________
コマンドモード BFDコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エコー検査は、エコーモードがBFDでサポートされている場合にだけ有効です。ただし、バ
ンドルインターフェイスではサポートされません。

（注）

BFDセッションがダウンし、echo startup validateコマンドが設定されている場合、エコーパケッ
トは、BFDセッションの状態の変更が許可される前に遅延内の正常な送信を確認するためにダウ
ンしている間、リンクで定期的に送信されます。

forceオプションを使用しない場合、エコー検証テストは、最後に受信した制御パケットにゼロ以
外の「RequiredMin Echo RX Interval」値が含まれている場合にのみ実行されます。 forceキーワー
ドが設定されている場合、この値に関係なく、エコー検証テストが実行されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次に、最後に受信した制御パケットにゼロ以外の「Required Min Echo RX Interval」値が含まれて

いる場合に、非バンドルインターフェイスのBFDセッションのエコー起動検証をイネーブルにす
る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# echo startup validate

次に、最後の制御パケットの「RequiredMinEchoRXInterval」値に関係なく、非バンドルインター
フェイスの BFDセッションのエコー起動検証をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# echo startup validate force

___________________
関連コマンド 説明コマンド

BFDコンフィギュレーションモードを開始します。bfd, （561ページ）

BFDエコーパケットの遅延検出をイネーブルにします。echo latency detect, （598ページ）
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interface（BFD）
インターフェイス上でエコーモードをディセーブルにできる双方向フォワーディング検出（BFD）
インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始するには、BFDコンフィギュレーション
モードで interfaceコマンドを使用します。 BFDコンフィギュレーションモードに戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用しま
す。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード BFDコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

interface-path-id引数の場合、次のガイドラインを使用します。
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•物理インターフェイスを指定する場合、命名の表記法は rack/slot/module/portです。値を区切
るスラッシュ（/）は、表記の一部として必須です。命名の表記法の各構成要素の説明は次
のとおりです。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：ラインカードの物理スロット番号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）は、常に 0で
す。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

•仮想インターフェイスを指定する場合、番号の範囲は、インターフェイスタイプによって異
なります。

特定のインターフェイスでユニキャストリバースパス転送（uRPF）とともに BFDを使用してい
る場合、そのインターフェイスでのエコーモードをディセーブルにするには、BFDインターフェ
イスコンフィギュレーションモードで echo disableコマンドを使用する必要があります。そうし
ないと、エコーパケットはインターフェイスによって拒否されます。

IPv4インターフェイスでの IPv4 uRPFチェックをイネーブル/ディセーブルにするには、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードで [no] ipv4 verify unicast source reachable-viaコ
マンドを使用します。 IPv6インターフェイスでの loose方式 IPv6 uRPFチェックをイネーブル
またはディセーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで [no] ipv6
verify unicast source reachable-via anyコマンドを使用します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次に、ギガビットイーサネットインターフェイスでBFDインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# interface gigabitethernet 0/1/0/0
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd-if)#

次に、Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイスで BFDインターフェイスコンフィギュ
レーションモードを開始する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# interface pos 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BFDコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

bfd, （561ページ）

個別のインターフェイスまたはルータ全体でエ

コーモードをディセーブルにします。

echo disable, （594ページ）

IPv4インターフェイスでの IPv4 uRPFチェック
をイネーブルまたはディセーブルにします。

ipv4 verify unicast source reachable-via

IPv6インターフェイスでの loose方式 IPv6 uRPF
チェックをイネーブルまたはディセーブルにし

ます。

ipv6 verify unicast source reachable-via any

BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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ipv6 checksum
BFD UDPパケットの IPv6チェックサム計算をグローバルに、または BFDインターフェイスでイ
ネーブルおよびディセーブルにするには、双方向フォワーディング検出（BFD）インターフェイ
スコンフィギュレーションモードで ipv6 checksumコマンドを使用します。デフォルトに戻るに
は、no形式のコマンドを使用します。

BFD Configuration

ipv6 checksum disable

no ipv6 checksum disable

BFD Interface Configuration

ipv6 checksum [disable]

no ipv6 checksum [disable]

___________________
構文の説明

（BFDインターフェイスコンフィギュレーションの場合のみ任意）IPv6チェッ
クサム計算をディセーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト BFD UDPパケットの IPv6チェックサム計算はディセーブルです。

___________________
コマンドモード BFDコンフィギュレーション

BFDインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

UDPパケットの IPv6チェックサム計算は、BFDセッションのデフォルトではディセーブルです。
すべての BFDセッションの IPv6チェックサムのサポートをグローバルにイネーブルにしたり、
個々のインターフェイスの IPv6チェックサムのサポートをイネーブルにしたりできます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次に、ルータのすべての BFDセッションの UDPパケットの IPv6チェックサム計算をイネーブル

にする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# no ipv6 checksum disable

次に、ルータのすべての BFDセッションの UDPパケットの IPv6チェックサム計算をディセーブ
ルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# ipv6 checksum disable

次に、個別のインターフェイスのBFDセッションでエコーモードをイネーブルにする例を示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# interface gigabitethernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd-if)# ipv6 checksum

次に、個別のインターフェイスのBFDセッションでエコーモードをディセーブルにする例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# bfd
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd)# interface gigabitethernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bfd-if)# ipv6 checksum disable

___________________
関連コマンド 説明コマンド

BFDコンフィギュレーションモードを開始します。bfd, （561ページ）
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説明コマンド

インターフェイス上でエコーモードをディセーブルにできる

BFDインターフェイスコンフィギュレーションモードを開
始します。

interface（BFD）, （603ページ）

特定の場所の BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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multihop ttl-drop-threshold
システムごとのマルチホップセッションに対して存続可能時間（TTL）の最大値を指定するには、
BFDコンフィギュレーションモードでmultihop ttl-drop-thresholdコマンドを使用します。デフォ
ルトに戻るには、no形式のコマンドを使用します。

multihop ttl-drop-threshold value

no multihop ttl-drop-threshold value

___________________
構文の説明 TTLの値の設定可能な範囲を指定します。範囲は 0～ 254です。value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード BFDコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコンフィギュレーションコマンドはBFDマルチホップセッションだけに適用されます。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みisis
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操作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

___________________
例 次に、multihop-ttl-drop-thresholdコマンドを使用して TTLの最大値を 2に設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:routerconfigure
RP/0/RSP0/CPU0:routerbfd multihop ttl-drop threshold 2

___________________
関連コマンド 説明コマンド

BFDのカウンタ情報を表示します。show bfd counters, （616ページ）

BFDマルチパスセッションに関する情報を表示しま
す。

show bfd multipath, （623ページ）
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show bfd
特定の場所の双方向フォワーディング検出（BFD）情報を表示するには、EXECモードで showbfd
コマンドを使用します。

show bfd [ipv4| [singlehop|multihop ]| ipv6 [singlehop|multihop ]| all|label]interface[destination| source
] [location node-id]

___________________
構文の説明

（任意）IPv4上の BFD情報だけを表示します。ipv4

（任意）BFDマルチホップ情報だけを表示します。multihop

（任意）BFDシングルホップ情報だけを表示します。singlehop

（任意）IPv6上の BFD情報だけを表示します。ipv6

（任意）IPv4上の BFD情報および IPv6上の BFD情報の両方を表示し
ます。

all

（任意）BFDのラベル情報を表示します。label

BFDインターフェイスを指定します。interface

（任意）宛先 IPv4ユニキャストアドレスを指定します。destination

（任意）送信元 IPv4ユニキャストアドレスを指定します。source

指定した場所のBFD情報を表示します。node-id引数は、rack/slot/module
の形式で入力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは、set default-afiコマンドで設定したデフォルトのアドレスファミリ識別子（AFI）

で、IPv4または IPv6です。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

ipv6キーワードのサポートが追加されました。リリース 4.0.0

multihopキーワードのサポートが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readbgp

readospf

readisis

readmpls-te

___________________
例 次に、show bfdコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd

IPV4 Sessions Up: 0, Down: 0, Total: 0

次に、show bfd allコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd all

IPv4:
-----
IPV4 Sessions Up: 20, Down: 0, Unknown/Retry: 2, Total: 22
IPv6:
-----
IPV6 Sessions Up: 128, Down: 2, Unknown/Retry: 1, Total: 131
Label:
-----
Label Sessions Up: 10, Down: 0, Unknown/Retry: 1, Total: 11

次に、show bfd ipv4コマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd ipv4

IPV4 Sessions Up: 0, Down: 0, Total: 0
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次に、show bfd ipv6コマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd ipv6

IPV6 Sessions Up: 0, Down: 0, Total: 0

次に、show bfd ipv4 locationコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd ipv4 location 0/3/cpu0

IPV4 Sessions Up: 0, Down: 1, Standby: 0, Total: 1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

隣接する転送エンジン間のパスで障害を検出するために、

BFDをイネーブルにします。
bfd fast-detect, （575ページ）

対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パ
ケット間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ページ）

BFD係数を設定します。bfd multiplier, （585ページ）
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show bfd client
双方向フォワーディング検出（BFD）クライアント情報を表示するには、EXECモードで showbfd
clientコマンドを使用します。

show bfd client [detail]

___________________
構文の説明

（任意）セッションおよびクライアントの再接続の数を含むクライアント詳

細情報を指定します。

detail

___________________
コマンドデフォルト detailキーワードを指定せずに show bfd clientコマンドを入力すると、要約された BFDクライア

ント情報が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

読み取りospf

読み取りisis

読み取りmpls-te
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___________________
例 次に、show bfd clientコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd client

Name Node Num sessions
--------------- ---------- --------------
bgp 0/RSP0/CPU0 0
isis 0/RSP0/CPU0 0
isis 0/RSP0/CPU0 0

表 43：show bfd client のフィールドの説明

説明フィールド

BFDクライアントの名前。Name

BFDクライアントの場所。Node

BFDクライアントのアクティブなセッションの
数。

Num sessions

___________________
関連コマンド 説明コマンド

隣接する転送エンジン間のパスで障害を検出するために、

BFDをイネーブルにします。
bfd fast-detect, （575ページ）

対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パ
ケット間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ページ）

BFD係数を設定します。bfd multiplier, （585ページ）

特定の場所の BFD情報を表示します。show bfd, （611ページ）
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show bfd counters
双方向フォワーディング検出（BFD）カウンタ情報を表示するには、EXECモードで show bfd
countersコマンドを使用します。

show bfd counters [ipv4| [singlehop|multihop]| ipv6 [singlehop|multihop]| all| label] packet [interface
type interface-path-id] location node-id

___________________
構文の説明

（任意）IPv4上の BFD情報だけを表示します。ipv4

（任意）IPv6上の BFD情報だけを表示します。ipv6

（任意）BFDシングルホップ情報だけを表示します。singlehop

（任意）BFDマルチホップ情報だけを表示します。multihop

（任意）IPv4上の BFD情報および IPv6上の BFD情報の両方を表示しま
す。

all

パケットカウンタを表示することを指定します。packet

（任意）カウンタを表示するインターフェイスを指定します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

指定した場所からの BFDカウンタを表示します。 node-id引数は、
rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは、set default-afiコマンドで設定したデフォルトのアドレスファミリ識別子（AFI）

で、IPv4または IPv6です。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

ipv6キーワードのサポートが追加されました。リリース 4.0.0

singlehopおよびmultihopキーワードのサポートが追加され
ました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

interface-path-id引数の場合、次のガイドラインを使用します。

•物理インターフェイスを指定する場合、命名の表記法は rack/slot/module/portです。値を区切
るスラッシュ（/）は、表記の一部として必須です。命名の表記法の各構成要素の説明は次
のとおりです。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：ラインカードの物理スロット番号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）は、常に 0で
す。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

•仮想インターフェイスを指定する場合、番号の範囲は、インターフェイスタイプによって異
なります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

読み取りospf

読み取りisis

読み取りmpls-te
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___________________
例 次に、IPv4と IPv6両方の show bfd counters packetコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd counters packet all interface POS 0/1/0/0 location 0/1/cpu0

Mon Nov 5 08:49:51.950 UTC
IPv4:
-----
POS 0/1/0/0 Recv Xmit Recv Xmit

Async: 520 515 Echo: 9400 9400

IPv6:
-----
POS 0/1/0/0 Recv Xmit Recv Xmit

Async: 237 237 Echo: 0 0

次に、IPv4の show bfd counters packetコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd counters ipv4 packet

IPv4 Singlehop:
GigabitEthernet0/0/1/2 Recv Xmit Recv Xmit

Async: 4148 4137 Echo: ( 47136) 80192
GigabitEthernet0/1/1/2 Recv Xmit Recv Xmit

Async: 116876 125756 Echo: ( 2268192) 2301312
Bundle-Ether10 Recv Xmit Recv Xmit

Async: 2 0 Echo: 0 0
Bundle-Ether20 Recv Xmit Recv Xmit

Async: 91 0 Echo: 0 0

IPv4 Multihop: (Src IP/Dst IP/Vrf Id)
33.15.151.4/33.16.151.4/0x12345678 Recv Xmit

Async: 0 570337

表 44：show bfd counters packet のフィールドの説明

説明フィールド

指定したインターフェイスで受信または送信さ

れた非同期モード（制御）パケットの数。

Async

指定したインターフェイスで受信または送信さ

れたエコーパケットの数。

Echo

___________________
関連コマンド 説明コマンド

隣接する転送エンジン間のパスで障害を検出するために、

BFDをイネーブルにします。
bfd fast-detect, （575ページ）

対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パ
ケット間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ページ）

BFD係数を設定します。bfd multiplier, （585ページ）
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show bfd mib session
IPv4および IPv6双方向フォワーディング検出（BFD）MIBセッション情報を表示するには、EXEC
モードで show bfd mib sessionコマンドを使用します。

show bfd mib session [location node-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定されたノードに保存されているすべての IPv4および IPv6
BFD MIBセッション情報を表示します。 node-id引数は、rack/slot/module
の形式で入力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト node-idを指定しない場合、ルートプロセッサノードに保存されているすべての IPv4および IPv6

BFD MIBセッションの情報が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

IPv6 BFDMIBセッション情報の表示のサポートが追加され
ました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

node-idを指定しない場合、ルートプロセッサノードに保存されているすべての IPv4および IPv6
BFD MIBセッションの情報が表示され、これらの BFD MIBセッションの SNMP操作が実行され
た後にだけ、この情報は入力され更新されます。

node-idを指定すると、指定されたノード（ラインカード）に保存されているすべての IPv4および
IPv6 BFDMIBセッションの情報が表示され、この情報は、SNMP操作なしで自動的に更新されま
す。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

読み取りospf

読み取りisis

読み取りmpls-te

___________________
例 次に、RPノードに保存されているすべての IPv4および IPv6 BFDMIBセッション情報を表示する

例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd mib session

Tue Sep 9 07:49:30.828 PST DST
Local Discr: 327681(0x50001), Remote Discr: 0(0x0)
BFD session: GigabitEthernet0_1_5_2(0x11800c0), 10.27.4.7
Current State: ADMIN DOWN, Number of Times UP: 0
Running Version: 0, Last Down Diag: None
Last Up Time (s.ns): 0.0
Last Down Time (s.ns): 0.0
Detection Multiplier: 0
Desired Min TX Interval: 0
Required Min RX Interval: 0
Required Min RX Echo Interval: 0
Packets in/out: 0/0
Current Trap Bitmap: 0x0
Last Time Cached: Not yet cached

次に、0/1/CPU0に保存されているすべての IPv4および IPv6 BFDMIBセッション情報を表示する
例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd mib session location 0/1/CPU0

Tue Sep 9 07:44:49.190 PST DST
Local Discr: 327681(0x50001), Remote Discr: 0(0x0)
BFD session: GigabitEthernet0_1_5_2(0x11800c0), 10.27.4.7
Number of times UP: 0
Last Down Diag: None
Last Up Time (s.ns): 0.0
Last Down Time (s.ns): 0.0
Packets in/out: 0/1140134

表 45：show bfd mib のフィールドの説明

説明フィールド

BFDMIBセッション情報のスナップショットを
取得する日時タイムスタンプ。

date and timestamp
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説明フィールド

BFDMIBセッションを一意に識別するローカル
識別子（10進数または 16進数）。

Local Discr

BFDMIBセッションのリモートシステムによっ
て選択されたセッション識別子（10進数または
16進数）。

Remote Discr

BFDMIBセッションが実行されているインター
フェイスの索引。また、BFD MIBセッション
でモニタされているネイバー IPアドレス。

BFD session

BFD MIBセッションの現在の状態。Current State

ルータが最後に再起動されてからBFDMIBセッ
ションが起動状態になった回数。

Number of Times UP

BFD MIBセッションが実行されている BFDプ
ロトコルバージョン番号。

Running Version

最後にダウンした BFD MIBセッションに関連
付けられた診断値。

Last Down Diag

BFD MIBセッションが最後に起動した
sysUpTimeの値（seconds.nanoseconds）。この
ようなイベントがない場合、ゼロが表示されま

す。

Last Up Time (s.ns)

ネイバーとの通信が最後に切断されたsysUpTime
の値（seconds.nanoseconds）。このようなイベ
ントがない場合、ゼロが表示されます。

Last Down Time (s.ns)

障害検出の乗数。Detection Multiplier

BFD制御パケットを送信する場合に論理システ
ムにより優先される最小間隔（マイクロ秒単

位）

Desired Min TX Interval

論理システムによりサポートされる受信 BFD
制御パケット間の最小間隔（マイクロ秒単位）

Required Min RX Interval

論理システムによりサポートされる受信 BFD
エコーパケット間の最小間隔（マイクロ秒単

位）

Required Min RX Echo Interval
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説明フィールド

BFD MIBセッションで送受信された BFDメッ
セージの合計数。

Packets in/out

BFDMIBセッションのトラップを制御するビッ
ト。ゼロ以外の値は、次のトラップイベント

がトリガーされたときにトラップが生成される

ことを指定します。

Current Trap Bitmap

BFDMIBセッションの情報が最後にキャッシュ
された時期。通常、情報は、BFDMIBセッショ
ンのSNMP操作が実行されるときにキャッシュ
されます。

Last Time Cached

___________________
関連コマンド 説明コマンド

show bfd session, （625ページ）
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show bfd multipath
BFDマルチパスセッションだけに関連する情報を表示するには、EXECモードで showbfdmultipath
コマンドを使用します。

show bfd multipath{ipv4| ipv6| label| all} location node-id

___________________
構文の説明 IPv4上の BFD情報だけを表示します。ipv4

IPv6上の BFD情報だけを表示します。ipv6

BFDラベル情報を表示します。label

IPv4上のBFD情報および IPv6上のBFD情報
の両方を表示します。

all

指定した場所からのBFDカウンタを表示しま
す。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で
入力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp
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操作タスク ID

読み取りospf

読み取りisis

読み取りmpls-te

___________________
例 次に、show bfd multipathコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:routershow bfd multipath location 0/5/cpu0

Int/Src Addr Label/Dest Addr VRF ID Discr Node State
--------------- --------------- ---------- ---------- -------- --------
pw-ether 1 10.10.10.10 0x00000002 0x4 0/5/CPU0 DOWN
tunnel-ip 1 1.1.1.1 0x8 0x5 0/5/CPU0 UP
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show bfd session
双方向フォワーディング検出（BFD）セッション情報を表示するには、EXECモードで show bfd
sessionコマンドを使用します。

show bfd [ipv4| [singlehop|multihop]| ipv6| [singlehop|multihop]| all| label] session [interface type
interface-path-id [destination ip-address] [detail][in-label]] location node-id

___________________
構文の説明

（任意）IPv4上の BFD情報だけを表示します。ipv4

（任意）IPv6上の BFD情報だけを表示します。ipv6

（任意）BFDシングルホップ情報だけを表示します。singlehop

（任意）BFDマルチホップ情報だけを表示します。multihop

（任意）IPv4上の BFD情報および IPv6上の BFD情報の両方を表示しま
す。

all

（任意）MPLS転送プロファイル（MPLS-TP）ラベル BFD情報だけを表
示します。

label

（任意）情報を表示するインターフェイスを指定します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

（任意）指定した IPアドレスを宛先とする BFDセッションを表示しま
す。

destination ip-address

（任意）統計情報および状態遷移の回数など、詳細なセッション情報を

表示します。

detail

（任意）特定の着信MPLS-TPラベルを持つ BFDセッションを表示しま
す。

in-label

（任意）指定した場所からホストされる BFDセッションを表示します。
node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトは、set default-afiコマンドで設定したデフォルトのアドレスファミリ識別子（AFI）

で、IPv4または IPv6です。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

ipv6キーワードのサポートが追加されました。リリース 4.0.0

singlehopおよびmultihopキーワードのサポートが追加され
ました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

interface-path-id引数の場合、次のガイドラインを使用します。

•物理インターフェイスを指定する場合、命名の表記法は rack/slot/module/portです。値を区切
るスラッシュ（/）は、表記の一部として必須です。命名の表記法の各構成要素の説明は次
のとおりです。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：ラインカードの物理スロット番号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）は、常に 0で
す。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

•仮想インターフェイスを指定する場合、番号の範囲は、インターフェイスタイプによって異
なります。
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VRF IDのみは要約CLI（show bfdmultiple-path、show bfd all session、show bfd countersなど）
で表示され、VRF名およびVRF IDは詳細なCLI（showbfd all session detail、showbfd all session
statusなど）で表示されます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

読み取りospf

読み取りisis

読み取りmpls-te

___________________
例 次に、デフォルトとして detailキーワードおよび IPv4を指定した show bfd sessionコマンドの出

力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd session detail

I/f:TenGigE0/2/0/0.6, Location:0/2/CPU0, dest:10.0.6.2, src:10.0.6.1
State:UP for 0d:0h:3m:4s, number of times UP:1
Received parameters:
Version:1, desired tx interval:2 s, required rx interval:2 s
Required echo rx interval:1 ms, multiplier:3, diag:None
My discr:589830, your discr:590028, state UP, D/F/P/C/A:0/0/0/1/0
Transmitted parameters:
Version:1, desired tx interval:2 s, required rx interval:2 s
Required echo rx interval:1 ms, multiplier:3, diag:None
My discr:590028, your discr:589830, state UP, D/F/P/C/A:0/0/0/1/0
Timer Values:
Local negotiated async tx interval:2 s
Remote negotiated async tx interval:2 s
Desired echo tx interval:250 ms, local negotiated echo tx interval:250 ms
Echo detection time:750 ms(250 ms*3), async detection time:6 s(2 s*3)
Local Stats:
Intervals between async packets:
Tx:Number of intervals=100, min=952 ms, max=2001 ms, avg=1835 ms

Last packet transmitted 606 ms ago
Rx:Number of intervals=100, min=1665 ms, max=2001 ms, avg=1828 ms

Last packet received 1302 ms ago
Intervals between echo packets:
Tx:Number of intervals=100, min=250 ms, max=252 ms, avg=250 ms

Last packet transmitted 188 ms ago
Rx:Number of intervals=100, min=250 ms, max=252 ms, avg=250 ms

Last packet received 187 ms ago
Latency of echo packets (time between tx and rx):
Number of packets:100, min=1 ms, max=2 ms, avg=1 ms

Session owner information:
Client Desired interval Multiplier
---------------- -------------------- --------------
bgp- 250 ms 3
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IPv4および IPv6の両方の情報を表示する allキーワードを指定した show bfd sessionコマンドの出
力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bfd all session location 0/1/CPU0

Mon Nov 5 08:51:50.339 UTC
IPv4:
-----
Interface Dest Addr Local det time(int*mult) State

Echo Async
-------------------- --------------- ---------------- ---------------- ---------
PO0/1/0/0 10.0.0.2 300ms(100ms*3) 6s(2s*3) UP

IPv6:
-----
Interface Dest Addr

Local det time(int*mult) State
Echo Async

------------------- ----------------------------------------------
PO0/1/0/0 abcd::2

0s(0s*0) 15s(5s*3) UP

表 46：show bfd session detail コマンドフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスタイプ。I/f

rack/slot/moduleの表記で表示される接続のロー
カルエンドポイントをホストするノードの場

所。

Location

宛先エンドポイントの IPアドレス。dest

送信元エンドポイントの IPアドレス。src

接続の現在の状態、およびこの接続がアクティ

ブであった日数、時間、分、秒。

State

この接続がアクティブになった回数。number of times UP
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説明フィールド

セッションに最後に送信された制御パケットに

関する情報を提供します。

• Version：BFDプロトコルのバージョン番
号。

• desired tx interval：目的の送信間隔。

• required rx interval：必須受信間隔。

• Required echo rx interval：必須エコー受信
間隔。

• multiplier：BFDがネイバーのダウンを宣言
する前に、パケットが失われた回数。

• diag：セッションが起動から他の状態に最
後に移行したピアシステムの理由を指定

する診断コード。

• My discr：同じペアのシステム間で複数の
BFDセッションを逆多重化するために使
用される送信システムが生成する、ゼロ以

外の一意の識別子。

• your discr：対応するリモートシステムか
ら受信した識別子。このフィールドは、

受信した値であるMydiscrを示すか、この
値が不明な場合はゼロとなります。

Received parameters
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説明フィールド

セッションに最後に送信された制御パケットに

関する情報を提供します。

• Version：BFDプロトコルのバージョン番
号。

• desired tx interval：目的の送信間隔。

• required rx interval：必須受信間隔

• Required echo rx interval：必須エコー受信
間隔

• multiplier：BFDがネイバーのダウンを宣言
する前に、パケットが失われた回数。

• diag：セッションが起動から他の状態に最
後に移行したローカルシステムの理由を

指定する診断コード。

• My discr：同じペアのシステム間で複数の
BFDセッションを逆多重化するために使
用される送信システムが生成する、ゼロ以

外の一意の識別子。

• your discr：対応するリモートシステムか
ら受信した識別子。このフィールドは、

受信した値であるMydiscrを示すか、この
値が不明な場合はゼロとなります。

Transmitted parameters
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説明フィールド

ローカルおよびリモートエンドで使用されるタ

イマー値に関する情報を次のように提供しま

す。

• Local negotiated async tx interval：制御パケッ
トがローカルエンドによって送信される

間隔。

• Remote negotiated async tx interval：制御パ
ケットがリモートエンドによって送信さ

れる間隔。

• Desired echo tx interval：ローカルエンドが
エコーパケットの送信元となる間隔。

• local negotiated echo tx interval：エコーパ
ケットがローカルエンドによって送信さ

れる間隔。

• Echo detection time：エコーパケットのロー
カル障害検出時間。これは、ネゴシエー

トされたローカルエコー tx間隔とローカ
ル乗数の積です。

• async detection time：非同期モード（制御
パケット）のローカル障害検出時間。こ

れは、ネゴシエートされたリモート非同期

tx間隔とリモート乗数の積です。

Timer Values
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説明フィールド

ローカル送信を表示し、統計情報を受信します

• Intervals between async packets：制御パケッ
ト間の間隔の測定を提供します（txおよび
rx）。

◦ Number of intervals：制御パケット間
でサンプリングされた間隔の数。

◦ min：2つの連続した制御パケット間
で測定された最小間隔。

◦ max：2つの連続した制御パケット間
で測定された最大間隔。

◦ avg：2つの連続した制御パケット間
で測定された平均間隔。

◦ Last packet received/transmitted：最後
の制御パケットの受信/送信がどれく
らい前に行われたかを示します。

• Intervals between echo packets：エコーパ
ケット間の間隔の測定を提供します（txお
よび rx）。測定の意味は非同期パケット
の場合と同じです。

• Latency of echo packets (time between tx and
rx)：エコーパケットの遅延の測定（エコー
パケットの txと rxの間の時間）を提供し
ます。

◦ Number of packets：サンプリングされ
たエコーパケットの数。

◦ min：エコーパケットの測定された最
小遅延。

◦ max：エコーパケットの測定された
最大遅延。

◦ avg：エコーパケットの測定された平
均遅延。

Local Stats
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説明フィールド

セッションのオーナーに関する次の情報を提供

します。

• Client：クライアントアプリケーションプ
ロセスの名前。

• Desired interval：クライアントによって提
供される適切な間隔（ミリ秒単位）。

• Multiplier：クライアントが提供する乗数
値。

Session owner information

___________________
関連コマンド 説明コマンド

隣接する転送エンジン間のパスで障害を検出するため

に、BFDをイネーブルにします。
bfd fast-detect, （575ページ）

対応する BFD設定範囲の BFDセッションの最小制御パ
ケット間隔を指定します。

bfd minimum-interval, （579ページ）

BFD係数を設定します。bfd multiplier, （585ページ）

BFDのMIBセッション情報を表示します。show bfd mib session, （619ページ）
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show bfd summary
ラインカードごとの使用中の PPSレートのパーセンテージ、PPSの最大使用率、およびセッショ
ンの合計数を表示するには、EXECモードで show bfd summaryコマンドを使用します。

show bfd summary [private]locationnode-id

___________________
構文の説明

プライベート情報を表示します。private

指定した場所からのBFDカウンタを表示しま
す。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で
入力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbgp

読み取りospf

読み取りisis

読み取りmpls-te
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___________________
例 次に、特定の場所に show bfd summaryコマンドを使用した場合の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:routershow bfd summary location 0/1/cpu0

Node PPS rate usage Session number
% Used Max Total Max

---------- --------------- --------------
0/1/CPU0 0 80 9600 4 4000

次に、show bfd summaryコマンドの出力例を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:routershow bfd summary
Node PPS rate usage Session number

% Used Max Total Max
---------- --------------- --------------
0/0/CPU0 0 0 9600 0 4000
0/1/CPU0 0 0 9600 0 4000
0/2/CPU0 0 0 9600 0 4000
0/5/CPU0 0 0 9600 0 4000
0/6/CPU0 0 0 9600 0 4000
0/7/CPU0 0 0 9600 0 4000
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの EIGRP コマ
ンド

このモジュールでは、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）の設定およびモニタに
使用するコマンドについて説明します。

EIGRPの概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Routing Configuration Guide』の「Implementing EIGRP on Cisco ASR 9000 Series Router」の
モジュールを参照してください。

• address-family（EIGRP）, 639 ページ

• authentication keychain, 641 ページ

• auto-summary（EIGRP）, 643 ページ

• autonomous-system, 645 ページ

• bandwidth-percent（EIGRP）, 647 ページ

• clear eigrp neighbors, 649 ページ

• clear eigrp topology, 651 ページ

• default-information, 653 ページ

• default-metric（EIGRP）, 655 ページ

• distance（EIGRP）, 657 ページ

• hello-interval（EIGRP）, 659 ページ

• hold-time（EIGRP）, 661 ページ

• interface（EIGRP）, 663 ページ

• log-neighbor-changes, 665 ページ

• log-neighbor-warnings, 667 ページ

• maximum-paths（EIGRP）, 669 ページ

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

    OL-26053-03-J 637



• maximum-prefix（EIGRP）, 671 ページ

• metric（EIGRP）, 674 ページ

• metric maximum-hops, 676 ページ

• metric weights, 678 ページ

• neighbor（EIGRP）, 681 ページ

• neighbor maximum-prefix, 683 ページ

• next-hop-self disable, 687 ページ

• nsf disable（EIGRP）, 689 ページ

• passive-interface（EIGRP）, 691 ページ

• redistribute（EIGRP）, 693 ページ

• redistribute maximum-prefix, 696 ページ

• route-policy（EIGRP）, 699 ページ

• router eigrp, 701 ページ

• router-id（EIGRP）, 703 ページ

• show eigrp accounting, 705 ページ

• show eigrp interfaces, 708 ページ

• show eigrp neighbors, 713 ページ

• show eigrp topology, 717 ページ

• show eigrp traffic, 721 ページ

• show protocols（EIGRP）, 723 ページ

• site-of-origin（EIGRP）, 727 ページ

• split-horizon disable（EIGRP）, 729 ページ

• stub（EIGRP）, 731 ページ

• summary-address（EIGRP）, 734 ページ

• timers active-time, 736 ページ

• timers nsf route-hold（EIGRP）, 738 ページ

• variance, 740 ページ

• vrf（EIGRP）, 742 ページ
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address-family（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）で IPv4アドレスファミリをイネーブルにする
には、適切なモードで address-familyコマンドを使用します。 EIGRP設定からアドレスファミリ
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family{ipv4| ipv6}

no address-family{ipv4| ipv6}

___________________
構文の説明 IPv4アドレスファミリを選択します。ipv4

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EIGRPで IPv4アドレスファミリセッションを設定するには、address-family ipv4コマンドを使用
します。

EIGRPバーチャルプライベートネットワーク（VPN）は、まず初めにVRFコンフィギュレーショ
ンモードを開始した後に、IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードで設定できま
す。 autonomous-systemコマンドおよび maximum-prefixコマンドを除く、アドレスファミリコ
ンフィギュレーションモードのすべてのコマンドを、VRFアドレスファミリで設定できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、vrf1という VRFを定義した後に IPv4 VRFアドレスファミリセッションを設定する例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# default-metric 1000 100 255 1 1500

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VRF内で実行する EIGRPルーティングプロセ
スを設定します。

autonomous-system

EIGRPがアドレスファミリで受け入れるプレ
フィックス数を制限します。

maximum-prefix（EIGRP）
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authentication keychain
MD5アルゴリズムに基づいて 1つ以上のインターフェイスですべての EIGRPプロトコルトラ
フィックを認証するには、適切なコンフィギュレーションモードで authentication keychainコマ
ンドを使用します。認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

authentication keychain key-chain-name

no authentication keychain key-chain-name

___________________
構文の説明

認証キーチェーン名key-chain-name

___________________
コマンドデフォルト 認証はディセーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーション

IPv6 VRFアドレスファミリインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EIGRPで IPv4アドレスファミリセッションを設定するには、address-family ipv4コマンドを使用
し、EIGRPで IPv6アドレスファミリセッションを設定するには、address-family ipv6コマンドを
使用します。

EIGRPバーチャルプライベートネットワーク（VPN）は、まず初めにVRFコンフィギュレーショ
ンモードを開始した後に、IPv4および IPv6アドレスファミリコンフィギュレーションモードで
設定できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、EIGRP認証キーチェーンをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface POS 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-if)# authentication key chain key1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングプロセスを設定して、Enhanced
InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）のルー
タコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

router eigrp, （701ページ）
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auto-summary（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスでサブネットルートをネットワーク
レベルのルートに自動サマライズできるようにするには、適切なモードで auto-summaryコマン
ドを使用します。この機能をディセーブルにし、クラスフルネットワーク境界を越えてサブプレ

フィックスルーティング情報を送信するには、このコマンドの no形式を使用します。

auto-summary

no auto-summary

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドの動作は、デフォルトではディセーブルです（ソフトウェアは、クラスフルネット

ワーク境界を越えてサブネットルーティング情報を送信します）。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルート集約により、ルーティングテーブルにおけるルーティング情報の量が少なくなります。ク

ラスフルネットワーク境界を越える場合に、クラスフルネットワーク境界までのサマリーサブ

プレフィックスをソフトウェアで作成できるようにするには、auto-summaryコマンドを使用しま
す。

EIGRP集約ルートには、アドミニストレーティブディスタンス値 5が割り当てられます。この値
は設定できません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、EIGRP 1の自動サマライズをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vpn-1

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# auto-summary

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定されたインターフェイスのサマリー集約ア

ドレスを設定します。

summary-address（EIGRP）, （734ページ）
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autonomous-system
VPNルーティングおよび転送インスタンス（VRF）内で実行するEnhanced InteriorGatewayRouting
Protocol（EIGRP）ルーティングプロセスを設定するには、IPv4 VRFアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードで autonomous-systemコマンドを使用します。

autonomous-system as-number

no autonomous-system as-number

___________________
構文の説明 EIGRPルーティングプロセスの自律システム番号値の範囲は1～65535

です。

as-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードで autonomous-systemコマンドを使用し
ます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、VRF VPN-1で自律システム 101を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# autonomous-system 101

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VRFインスタンスを定義し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

vrf（EIGRP）, （742ページ）
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bandwidth-percent（EIGRP）
インターフェイス上で EIGRPの使用する帯域幅の割合を設定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで bandwidth-percentコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

bandwidth-percent percent

no bandwidth-percent

___________________
構文の説明 EIGRPに使用できる帯域幅のパーセンテージpercent

___________________
コマンドデフォルト percent：50

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EIGRPでは、帯域幅のインターフェイスコンフィギュレーションコマンドによる定義に従って、
リンクの帯域幅を最大50%まで使用します。このコマンドは、帯域幅のその他のフラクションが
必要な場合に使用できます。 100%よりも大きい値を設定することができます。他の理由で帯域
幅が意図的に低く設定されている場合、この設定オプションは便利な場合があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、自律システム 209のインターフェイスを最大 75%（42 kbps）まで使用するようにEIGRPを

設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# bandwidth-percent 75

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth（インターフェイス）
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clear eigrp neighbors
適切なテーブルから Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ネイバーのエントリを削
除および再設定するには、EXECモードで clear eigrp neighborsコマンドを使用します。

clear eigrp [as-number] [vrf {vrf| all}] [ipv4| ipv6] neighbors [ip-address| type interface-path-id] [soft]

___________________
構文の説明

（任意）自律システム番号。値の範囲は 1～ 65535です。as-number

（任意）特定の VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルーティングお
よび転送）インスタンスまたはすべての VRFインスタンスを指定しま
す。

vrf { vrf | all }

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）ネイバーのアドレス。ip-address

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示

するには、show interfacesコマンドを使用します。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を
使用してください。

interface-path-id

（任意）ソフトリセットを指定します。soft

___________________
コマンドデフォルト 自律システム番号または VRFインスタンスを指定しない場合は、すべての EIGRPネイバーのエ

ントリがテーブルからクリアされます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、ネイバーギガビットイーサネットインターフェイス 0/5/0/0の EIGRPVRFエントリをすべ

てクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear eigrp vrf customer_1 neighbors GigabitEthernet 0/5/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPに設定されているインターフェイスに関
する情報を表示します。

show eigrp interfaces, （708ページ）

EIGRPによって検出されたネイバーを表示しま
す。

show eigrp neighbors, （713ページ）
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clear eigrp topology
適切なテーブルから Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）トポロジのエントリを削
除して再学習するには、EXECモードで clear eigrp topologyコマンドを使用します。

clear eigrp [as-number] [vrf{vrf| all}] [ipv4 | ipv6] topology [prefix mask | prefixl/ength]

___________________
構文の説明

（任意）自律システム番号。値の範囲は 1～ 65535です。as-number

（任意）特定の VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルーティングお
よび転送）インスタンスまたはすべての VRFインスタンスを指定しま
す。

vrf { vrf | all }

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

出力を特定のルートに制限する IPプレフィックス。prefix

IPアドレスマスクmask

プレフィックス長。スラッシュ（/）と数字で指定できます。たとえば、/8
は、IPプレフィックスの最初の 8ビットがネットワークビットであるこ
とを示します。 lengthを使用する場合、スラッシュが必要です。

/ length

___________________
コマンドデフォルト EIGRPトポロジのエントリはクリアされません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、特定のルートの EIGRPトポロジのエントリをクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear eigrp topology 10.1.0.0/8

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPトポロジテーブルに関する情報を表示
します。

show eigrp topology, （717ページ）
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default-information
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）の候補のデフォルトルーティング情報を制御
するには、適切なコンフィギュレーションモードで default-informationコマンドを使用します。
着信アップデートまたは発信アップデートでEIGRPの候補のデフォルト情報を抑制するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

default-information allowed {in| out} [route-policy name]

no default-information allowed {in| out} [route-policy name]

___________________
構文の説明

デフォルトルーティング情報を受け入れるように EIGRPを指定しま
す。

allowed

着信のデフォルトルーティング情報を受け入れるようにEIGRPを指定
します。

in

発信のデフォルトルーティング情報を受け入れるようにEIGRPを指定
します。

out

（任意）ルートポリシーを指定します。route-policy name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトルーティング情報を受け入れず、フラグ付けも行われません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、ルートポリシー acmeとともに指定された着信のデフォルトルートを、自律システム 1の

EIGRPピアで受け入れるように設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# default-information accept in route-policy

acme
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default-metric（EIGRP）
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）のメトリックを設定するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで default-metricコマンドを使用します。メトリック値を削除し、デフォ
ルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

default-metric bandwidth delay reliability loading mtu

no default-metric

___________________
構文の説明

ルートの最小帯域幅（キロビット/秒）。範囲は 1～ 4294967295です。bandwidth

10マイクロ秒単位のルート遅延。範囲は 1～ 4294967295です。delay

パケット送信が成功する可能性（0～ 255の数字で表す）。 255という値
は100%の信頼性を意味し、0はリンクに信頼性がないことを意味します。

reliability

ルートの有効な帯域幅（1～ 255の数字で表す、255は 100%のローディン
グ）。

loading

ルートの最大伝送単位（MTU）のサイズ（バイト）。値の範囲は1～65535
です。

mtu

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値はありません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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EIGRPにプロトコルを再配布すると同時にデフォルトメトリック値を提供するには、default-metric
コマンドを使用します。

メトリックのデフォルトは、さまざまなネットワークで機能するよう慎重に設定されています。

値を変更する場合は、最大限の注意を払うようにしてください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、再配布された Routing Information Protocol（RIP）メトリックを取得し、bandwidth = 1000、

delay = 100、reliability = 250、loading = 100、およびMTU = 1500の値を指定して、EIGRPメトリッ
クに変換する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# redistribute rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# default-metric 1000 100 250 100 1500

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートを1つのルーティングドメインから他の
ルーティングドメインに再配布します。

redistribute
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distance（EIGRP）
ノードまでのより適切なルートの提供を可能にする、内部と外部、2つのアドミニストレーティ
ブディスタンスのいずれかを使用できるようにするには、適切なコンフィギュレーションモード

でdistanceコマンドを使用します。この値をデフォルトにリセットするには、このコマンドのno
形式を使用します。

distance internal-distance external-distance

no distance

___________________
構文の説明 EIGRP内部ルートのアドミニストレーティブディスタンス。内部ルート

は、同一自律システム（AS）内の他のエンティティから学習するルートで
す。ディスタンスは、1～ 255の値です。

internal-distance

EIGRP外部ルートのアドミニストレーティブディスタンス。外部ルート
は、ASの外部の送信元から学習する最適なパスのルートです。ディスタ
ンスは、1～ 255の値です。

external-distance

___________________
コマンドデフォルト internal-distance：90

external-distance：170

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アドミニストレーティブディスタンスは、個々のルータやルータのグループなど、ルーティング

情報発信元の信頼性を表す数値です。数値的に、アドミニストレーティブディスタンスは 0～
255の整数です。通常、値が大きいほど、信頼性の格付けが下がります。アドミニストレーティ
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ブディスタンスが 255の場合はルーティング情報の送信元をまったく信頼できないため、無視す
る必要があります。

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）で優先すべき外部 EIGRPルートまたは一部の
内部ルートを使用して実際に学習したルートよりも、ノードまでのより適切なルートを提供する

プロトコルがわかっている場合には、distanceコマンドを使用します。

指定されたルーティングプロセスのデフォルトアドミニストレーティブディスタンスを表示す

るには、show protocols EXECコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、（vrf vpn-1内の）すべての EIGRP 1内部ルートのアドミニストレーティブディスタンスを

80に、すべての EIGRP外部ルートを 130に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# distance 80 130

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータで動作している EIGRPに関する情報を
表示します。

show protocols（EIGRP）, （723ページ）
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hello-interval（EIGRP）
インターフェイスの hello間隔を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモー
ドで hello-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

hello-interval seconds

no hello-interval

___________________
構文の説明 helloインターバル（秒単位）。値の範囲は 1～ 65535です。seconds

___________________
コマンドデフォルト 低速の非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）ネットワークの場合：60秒

その他のすべてのネットワークの場合：5秒

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、インターフェイスの hello間隔を 10秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# hello-interval 10
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hold-time（EIGRP）
インターフェイスのホールドタイムを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーション

モードで hold-timeコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

hold-time seconds

no hold-time

___________________
構文の説明

ホールド時間（秒単位）。値の範囲は 1～ 65535です。seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの 15秒の hello間隔の 3倍。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

非常に輻輳した大規模なネットワークでは、デフォルトの保留時間では、全ルータがネイバーか

ら helloパケットを受信するまでに十分な時間がない場合もあります。この場合、ホールドタイ
ムを増やすこともできます。

ホールドタイムは、少なくとも hello間隔の 3倍にすることを推奨します。指定されたホールド
時間内にルータがhelloパケットを受信しなかった場合は、そのルータ経由のルートが使用できな
いと判断されます。

ホールドタイムを増やすと、ネットワーク全体のルート収束が遅くなります。

RPフェールオーバー中のノンストップフォワーディングを確実にするため、ホールドタイムを
30秒まで増やすことを推奨します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 661

Cisco ASR 9000 シリーズルータの EIGRP コマンド
hold-time（EIGRP）



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、インターフェイスのホールドタイムを 0～ 40秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# hold-time 40

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth（インターフェイス）

自律システム番号によって指定された EIGRP
ルーティングプロセスの helloインターバルを
設定します。

hello-interval（EIGRP）, （659ページ）
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interface（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ルーティングプロトコルを実行するインター
フェイスを定義するには、適切なコンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用しま
す。インターフェイスの EIGRPルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
てください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト コンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しないと、インターフェイスのEIGRPルー

ティングはイネーブルにはなりません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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特定のインターフェイスをEIGRPプロセスに関連付けるには、interfaceコマンドを使用します。
インターフェイスの IPv4アドレスが変更された場合でも、インターフェイスがプロセスに関連付
けされた状態は変わりません。

このコマンドを使用すると、ルータをインターフェイスコンフィギュレーションモードにしま

す。このモードから、インターフェイス固有の設定を実行できます。このモードで設定されたコ

マンド（hello-intervalコマンドなど）は、このインターフェイスに自動的にバインドされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、EIGRPプロセス 1のインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/0の hello間隔を 10秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# hello-interval 10
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log-neighbor-changes
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）隣接ルータとの隣接関係における変更のロギ
ングをイネーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで log-neighbor-changesコ
マンドを使用します。EIGRP隣接ルータとの隣接関係における変更のロギングをディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

log-neighbor-changes

no log-neighbor-changes

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、キーワードや引数はありません。

隣接の変更はロギングされません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

隣接ルータとの隣接関係における変更をロギングし、ルーティングシステムの安定性をモニタし

て、問題を検出しやすくするには、log-neighbor-changesコマンドを使用します。ロギングはデ
フォルトではディセーブルになっています。隣接ルータとの隣接関係の変更のロギングをディ

セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、EIGRP 1のネイバーの変更に対するロギングをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# log-neighbor-changes
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log-neighbor-warnings
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ネイバー警告メッセージのロギングをイネー
ブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで log-neighbor-warningsコマンドを使用
します。EIGRPネイバー警告メッセージのロギングをディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

log-neighbor-warnings

no log-neighbor-warnings

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ネイバー警告メッセージのロギングは行われません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバー警告メッセージをディセーブルおよびイネーブルにするには、log-neighbor-warningsコ
マンドを使用します。ネイバー警告メッセージが表示される場合、デフォルトではそのメッセー

ジのロギングは行われません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、EIGRPプロセス 20のネイバー警告メッセージのログを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# log-neighbor-warnings
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maximum-paths（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）でサポートできる最大パラレルルート数を制
御するには、適切なコンフィギュレーションモードで maximum-pathsコマンドを使用します。
コンフィギュレーションファイルから maximum-pathsコマンドを除去して、ルーティングプロ
トコルに関してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

maximum-paths maximum

no maximum-paths

___________________
構文の説明 EIGRPがルーティングテーブル内にインストールできるパラレルルート

の最大数。範囲は、1～ 32ルートです。
maximum

___________________
コマンドデフォルト maximum：4

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EIGRPプロトコルで複数のパスをプレフィックスごとにルーティングテーブルに追加できるよう
にするには、maximum-pathsコマンドを使用します。内部ルートと外部ルートの両方について、
複数のパスがインストールされます。これは、複数のパスが同じ自律システムで学習され、等コ

スト（EIGRP最適パスアルゴリズムに基づいて）である場合に限られます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次の例では、1つの宛先に最大 10のパスが許可されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# maximum-paths 10
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maximum-prefix（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）が VRFアドレスファミリで受け入れるプレ
フィックス数を制限するには、IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードで
maximum-prefixコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

maximum-prefixmaximum [ threshold ] [dampened] [reset-timeminutes] [restartminutes] [restart-count
number] [warning-only]

nomaximum-prefixmaximum [ threshold ] [dampened] [reset-timeminutes] [restartminutes] [restart-count
number] [warning-only]

___________________
構文の説明

アドレスファミリで受け入れる最大プレフィックス数。範囲は1～4294967295
です。

設定可能なプレフィックスの数は、ルータ上の利用可能なシステムリソース

によってだけ制限されます。

maximum

（任意）プレフィックス数の上限値を超えた割合として syslog警告メッセー
ジを指定します。プレフィックスの割合を表す数値の範囲は 1～ 100です。
デフォルトは 75%です。

threshold

（任意）プレフィックス数の上限値を超えるたびに減衰ペナルティが再起動

時間に適用されます。減衰ペナルティのハーフライフは、デフォルトまたは

ユーザ定義の再起動時間（分単位）の150%です。このキーワードは、デフォ
ルトでディセーブルです。

dampened

（任意）再起動回数は、デフォルトまたはユーザ定義のリセット時間を経過

した後、0にリセットされます。 minutes引数に適用可能な値の範囲は 1～
65535分です。デフォルトの reset-time期間は 15分です。

reset-time minutes

（任意）プレフィックス数の上限値を超えた後、ルータ隣接が形成されない、

または再配布ルートを Routing Information Base（RIB;ルーティング情報ベー
ス）から受け入れない期間。 minutes引数の値は 1～ 65535分です。デフォ
ルト再起動時間は 5分です。

restart minutes

（任意）ピアセッションを解放した後、または最大プレフィックス数が上限

を超えた際に再配布ルートがクリアされて再学習した後、ピアセッションが

自動的に再確立される回数。デフォルトの再起動回数の制限値は 3です。

再起動回数のしきい値を超えたら、clear routeコマンドまたは clear eigrp
neighborsコマンドを使用して、標準のピアリングおよび再配布を再確立する
必要があります。

restart-count
number
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（任意）プレフィックス数の上限値に達したときだけ、ピアセッションを終

了する代わりに syslogメッセージを生成するようにルータを設定します。
warning-only

___________________
コマンドデフォルト threshold：75%

dampened：False

reset-time：15分

restart：5分

restart-count：3

warning-only：False

___________________
コマンドモード IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

すべての送信元から受け入れるプレフィックス数を制限するには、maximum-prefixコマンドを使
用します。プレフィックス数の上限値を超えた場合、リモートピアを含むセッションは解放さ

れ、リモートピアからまたは再配布を通じて学習したすべてのルートはトポロジおよびルーティ

ングテーブルから削除されます。また、デフォルトまたはユーザ定義の期間は再配布およびピア

リングを中断します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、EIGRPプロセスのプレフィックス数の上限値を設定する例を示します。これには、再配布

を通じて学習したルートおよび EIGRPピアセッションを通じて学習したルートが含まれます。
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最大制限は50,000プレフィックスに設定されています。再配布を通じて学習したプレフィックス
数が 37,500（50,000の 75%）に達した場合、コンソールに警告メッセージが表示されます。プレ
フィックス数の上限値を超えた場合、すべてのピアセッションがリセットされます。トポロジお

よびルーティングテーブルはクリアされ、再配布ルートおよびすべてのピアセッションはペナル

ティステートになります。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# maximum-prefix 50000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRP VPNネイバーのエントリをテーブルか
ら削除します。

clear eigrp neighbors, （649ページ）

IPルーティングテーブルからルートを削除し
ます。

clear route
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metric（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）インターフェイスのメトリックを設定するに
は、インターフェイスコンフィギュレーションモードでmetricコマンドを使用します。メトリッ
ク値を削除し、デフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

metric {bandwidth| delay | load| reliability}

no metric

___________________
構文の説明

ルートのインターフェイスの最小帯域幅（キロビット/秒）。範囲は 1～
4294967295です。

bandwidth

インターフェイスのルート遅延（10マイクロ秒単位）。遅延は 1か、また
は 39.1ナノ秒の倍数である正の数値。範囲は 1～ 4294967295です。

delay

ルートの有効な帯域幅（1～ 255の数字で表す、255は 100%ロード済み）。load

パケット送信が成功する可能性（0～ 255の数字で表す）。 255という値は
100%の信頼性を意味し、0はまったく信頼性がないことを意味します。

reliability

___________________
コマンドデフォルト メトリック値は設定されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.6.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EIGRPインターフェイスにプロトコルを再配布すると同時にメトリック値を提供するには、metric
コマンドを使用します。メトリックのデフォルトは、さまざまなネットワークで機能するよう慎

重に設定されています。値を変更する場合は、最大限の注意を払うようにしてください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、bandwidth = 100、delay = 7、reliability = 250、および load = 100の値を使用してインターフェ

イス POS 0/1/0/1のメトリック値を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface POS 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# metric bandwidth 100 delay 7 reliability 250
load 100

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）のメトリックを設定します

default-metric（EIGRP）, （655ページ）
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metric maximum-hops
コマンドで指定されたホップカウントよりも大きいホップカウントを持つ、Enhanced Interior
Gateway Routing Protocol（EIGRP）ルートを到達不能としてアドバタイズするには、適切なコン
フィギュレーションモードでmetricmaximum-hopsコマンドを使用します。値をデフォルトにリ
セットするには、このコマンドの no形式を使用します。

metric maximum-hops hops-number

no metric maximum-hops

___________________
構文の説明

最大ホップカウント。範囲は 1～ 255ホップです。hops-number

___________________
コマンドデフォルト hops-number：100

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

無限にカウントされる潜在的な問題を解決する安全機構を提供するには、metric maximum-hops
コマンドを使用します。このコマンドを使用すると、hops-number引数に指定された値よりも大
きいホップカウントを持つルートを到達不能として EIGRPルーティングプロトコルがアドバタ
イズするようになります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、通常の（ループのない）運用でホップカウントが大きくなる複雑なWANを含むルータに、

200までのホップカウントを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# metric maximum-hops 200

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPメトリック計算の調整が可能になりま
す。

metric weights, （678ページ）
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metric weights
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）メトリック計算を調整できるようにするには、
適切なコンフィギュレーションモードでmetric weightsコマンドを使用します。デフォルト値に
リセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

metric weights tos k1 k2 k3 k4 k5

no metric weights

___________________
構文の説明

常にゼロにする必要のあるタイプオブサービス（ToS）。tos

EIGRPメトリックベクトルをスカラー量に変換する定数。範囲は 0～
4294967295です。

k1 k2 k3 k4 k5

___________________
コマンドデフォルト tos：0

k1：1

k2：0

k3：1

k4：0

k5：0

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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EIGRPのルーティングおよびメトリック計算のデフォルト動作を変更し、特定のToSのEIGRPメ
トリック計算の調整を可能にするには、metric weightsコマンドを使用します。

k5が 0に等しい場合、次の計算式に従って複合 EIGRPメトリックが計算されます。

メトリック = [k1 *帯域幅 + (k2 *帯域幅)/(256 –負荷) + k3 *遅延]

k5がゼロに等しくない場合、追加の計算が実行されます。

メトリック =メトリック * [k5/(信頼性 + k4)]

帯域幅は、2.56*1012の係数で定めた、BPS単位のパスの最小帯域幅の逆数です。範囲は1200-bps
ラインから 10テラビット/秒です。

遅延は 10マイクロ秒単位です。遅延の範囲は 10マイクロ秒～ 168秒です。遅延がオール 1の
ときは、ネットワークが到達不能であることを示します。

遅延パラメータは 32ビットのフィールドに格納され、39.1ナノ秒単位で増加します。遅延の範
囲は 1（39.1ナノ秒）から 16進数値 FFFFFFFF（10進数で 4,294,967,040ナノ秒）です。遅延が
オール 1（つまり、遅延が 16進数で FFFFFFFF）のときは、ネットワークが到達不能であること
を示します。

次の表に、複数の共通メディアで使用されるデフォルト値を示します。

表 47：メディアタイプごとの帯域幅値

帯域幅遅延メディアタイプ

5120（500 MB）5120（2秒）Satellite

256000（10メガビット）25600（1ミリ秒 [ms]）Ethernet

1,657,856ビット512000（20,000 ms）1.544 Mbps

40,000,000ビット512000（20,000 ms）64 kbps

45,714,176ビット512000（20,000 ms）56 kbps

256,000,000ビット512000（20,000 ms）10 kbps

2,560,000,000ビット512000（20,000 ms）1 kbps

信頼性は 255のフラクションとして指定されます。つまり、255は 100%の信頼性または、十分
に安定したリンクです。負荷は、255のフラクションとして指定されます。負荷 255は、完全に
飽和状態のリンクを表します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 metric weightsのデフォルト値の変更例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# metric weights 0 2 0 2 0 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コマンドで指定されたホップカウントよりも大

きいホップカウントを持つ EIGRP VPNルート
を到達不能としてアドバタイズします。

metric maximum-hops, （676ページ）
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neighbor（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）情報を交換する隣接ルータを定義するには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで neighborコマンドを使用します。エントリ
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor ip-address

no neighbor ip-address

___________________
構文の説明

ルーティング情報を交換するピアルータの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト 隣接ルータは定義されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルーティング情報のポイントツーポイント（非ブロードキャスト）交換を許可するには、neighbor
コマンドを使用します。

ネイバーが neighborコマンドを使用して、インターフェイスで設定されている場合、インター
フェイスはマルチキャスト helloメッセージの送信または受信を停止します。ただし、インター
フェイスはユニキャスト helloメッセージを送信または受信できます。このため、LANの各ネイ
バーは、個別に設定する必要があります。複数のneighborコマンドを使用して、他のネイバーま
たはピアを指定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、EIGRPアップデートの特定のネイバーへの送信を許可する例を示します。ネイバーごとに

1つアップデートのコピーが作成されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# neighbor 172.20.1.2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

（EIGRP）インターフェイスでの「hello」メッ
セージの送受信をディセーブルにします。

passive-interface（EIGRP）, （691ページ）
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neighbor maximum-prefix
単一 Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ネイバーまたはすべての EIGRP VPNネ
イバーから受け入れるプレフィックス数を制限するには、IPv4 VRFアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードで neighbor maximum-prefixコマンドを使用します。この機能をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

Single-Neighbor Configuration CLI

neighbor ip-addressmaximum-prefix maximum [ threshold ] [warning-only]

no neighbor ip-addressmaximum-prefix

All-Neighbor Configuration CLI

neighbor maximum-prefix maximum [ threshold ] [dampened] [reset-time minutes] [restart minutes]
[restart-count number] [warning-only]

no neighbor maximum-prefix

___________________
構文の説明

（任意）単一ピアの IPアドレス。ip-address

受け入れられるプレフィックスの最大数。範囲は 1～ 4294967295です。

設定可能なプレフィックスの数は、ルータ上の利用可能なシステムリソー

スによってだけ制限されます。

maximum

（任意）プレフィックス数の上限値を超えた割合として syslog警告メッセー
ジを指定します。プレフィックスの割合を表す数値の範囲は1～100です。
デフォルトは 75%です。

threshold

（任意）プレフィックス数の上限値を超えるたびに再起動時間に適用され

る減衰ペナルティを設定します。減衰ペナルティのハーフライフは、デフォ

ルトまたはユーザ定義の再起動時間（分単位）の150%です。このキーワー
ドは、デフォルトでディセーブルです。

dampened

（任意）デフォルトまたは設定されたリセット時間を経過した後に、再起

動回数を 0にリセットするようにルータを設定します。範囲は 1～ 65535
分です。

reset-time minutes

（任意）プレフィックス数の上限値を超えた後、ルータが隣接を形成しな

い、または RIBからの再配布ルートを受け入れない期間を設定します。範
囲は 1～ 65535分です。

restart minutes
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（任意）プレフィックス数の上限値を超えたためにピアセッションが解放

された後または再配布ルートがクリアされて再学習した後、ピアセッショ

ンを自動的に再確立できる回数を設定します。

再起動回数のしきい値を超えたら、clear eigrpneighborsコマンドを
使用して標準のピアリング、再配布、またはその両方の再確立が必

要になります。

注意

restart-count number

（任意）プレフィックス数の上限値に達したときだけ、ピアセッションを

終了する代わりに syslogメッセージを生成するようにルータを設定します。
warning-only

___________________
コマンドデフォルト threshold：75%

dampened：disabled

warning-only：disabled

reset-time：15分

restart：5分

restart-count：3

___________________
コマンドモード IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

個々のピアセッションまたはすべてのピアセッションを保護するには、neighbormaximum-prefix
コマンドを設定します。この機能がイネーブルで、プレフィックス数の上限値を超えた場合、

ルータはピアセッションを解放し、ピアから学習したルートをすべてクリアしてから、デフォル

トまたはユーザ定義の期間、ピアをペナルティステートにします。ペナルティの期限が切れた

後、標準のピアリングが再確立されます。
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EIGRPでは従来、neighborコマンドを使用してスタティックネイバーを設定していました。
ただし、この機能と関連して、静的に設定されたネイバーおよび動的に検出されたネイバーの

両方に対してプレフィックス数の上限値を設定するのに neighbor maximum-prefixコマンドを
使用できます。

（注）

単一ピアセッションを保護するために neighbor maximum-prefixコマンドを設定する場合に設定
できるのは、プレフィックス数の上限、割合のしきい値、および警告だけのコンフィギュレーショ

ンオプションだけです。セッションダンプニング、再起動、およびリセットタイマーはグロー

バルベースで設定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、単一ピアに対してプレフィックス数の上限値を設定する例を示します。最大制限は 1000

プレフィックスに設定されていて、警告しきい値は80%に設定されています。プレフィックス数
の上限値を超えた場合、このピアを含むセッションは解放され、このピアから学習したすべての

ルートはトポロジおよびルーティングテーブルから削除されます。そして、このピアは 5分間
（デフォルトペナルティ値）ペナルティステートになります。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# neighbor 10.0.0.1 maximum-prefix 1000 80

次に、すべてのピアに対してプレフィックス数の上限値を設定する例を示します。最大制限は

10,000プレフィックスに設定されて、警告しきい値は 90%、再起動タイマーは 4分に設定されて
いて、dampenedキーワードによって再起動タイマーに対して減少ペナルティが設定されていて、
すべてのタイマーは 60分ごとにゼロにリセットされます。プレフィックス数の上限値を超えた
場合、すべてのピアセッションは解放され、すべてのピアから学習したすべてのルートはトポロ

ジおよびルーティングテーブルから削除されます。そして、すべてのピアは 4分間（ユーザ定義
のペナルティ値）ペナルティステートになります。ダンプニング指数による減衰ペナルティも適

用されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# neighbor maximum-prefix 10000 90 dampened

reset-time 60 restart4

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 685

Cisco ASR 9000 シリーズルータの EIGRP コマンド
neighbor maximum-prefix



___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPおよび VRFネイバーエントリを適切な
テーブルから削除します。

clear eigrp neighbors, （649ページ）
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next-hop-self disable
ルートのアドバタイズ時に受信したネクストホップ値を Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）プロセスで使用させるには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで
next-hop-self disableコマンドを使用します。デフォルトの設定に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

next-hop-self disable

no next-hop-self disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト EIGRPは常に、IPネクストホップ値を自身に設定します。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EIGRPはデフォルトでは、ルートを学習したインターフェイスと同じインターフェイス上のルー
トをアドバタイズする場合でも、アドバタイズしているルートの IPネクストホップ値が自身にな
るように設定します。このデフォルトを変更するには、next-hop-self disableインターフェイスコ
ンフィギュレーションコマンドを使用して、これらのルートのアドバタイズ時には受信したネク

ストホップ値を EIGRPで使用させる必要があります。

next-hop-self disable機能は、再配布されたルートでは使用できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 デフォルトの IPネクストホップ値を変更し、受信したネクストホップ値を使用するようにEIGRP

に指示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# next-hop-self disable
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nsf disable（EIGRP）
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）ノンストップフォワーディング（NSF）をディ
セーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで nsf disableコマンドを使用しま
す。 EIGRP NSFをディセーブル状態から再びイネーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

nsf disable

no nsf disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト EIGRPの NSFがイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

すべての VRFの IPv4および IPv6アドレスの両方で NSFをディセーブルにする場合は、ルータ
コンフィギュレーションモードで nsf disableコマンドを使用します。

特定の VRFの特定のアドレスファミリで NSFをディセーブルにする場合は、アドレスファミリ
コンフィギュレーションモードで nsf disableコマンドを使用します。

NSFがディセーブルの場合、EIGRPはそのピアから学習したルートを保持できず、ISSU時にトラ
フィックが失われることがあります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、VRFのすべてのアドレスファミリで NSFをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)#nsf disable

次に、VRF v1の IPv4アドレスファミリで NSFをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)#vrf v1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)#address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)#nsf disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングプロセスを設定して、Enhanced
InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）のルー
タコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

router eigrp, （701ページ）
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passive-interface（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）インターフェイスでの「hello」メッセージの
送受信をディセーブルにし、インターフェイスのネイバーの形成をディセーブルにするには、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードでpassive-interfaceコマンドを使用します。「hello
メッセージ」の送受信を再度イネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

passive-interface

no passive-interface

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト passive-interfaceコマンドはインターフェイスでディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

「hello」メッセージの送信をディセーブルにするには、passive-interfaceコマンドを使用します。
このインターフェイス上で指定されたサブネットは、他のインターフェイスのネイバーに EIGRP
によってアドバタイズされ続けます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/6/5/0でpassive-interfaceコマンドを設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/6/5/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# passive-interface
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redistribute（EIGRP）
あるルーティングドメインからのルートを Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）に
挿入するには、適切なコンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用します。コ
ンフィギュレーションファイルから redistributeコマンドを削除し、ルートの再配布をしないデ
フォルトの状態にシステムを戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

redistribute {{bgp| connected| isis| ospf| rip| static} | [as-number| instance-name]}[ route-policy name]

no redistribute {{bgp| connected| isis| ospf| rip| static} | [as-number| instance-name]}

___________________
構文の説明 BGPプロトコルからのルートを配布します。bgp

インターフェイスの IPをイネーブルにしたことで、自動的に確立されるルー
トを配布します。

connected

IS-ISプロトコルからのルートを配布します。isis

OSPFプロトコルからのルートを配布します。このプロトコルは IPv4アドレ
スファミリでサポートされています。

ospf

IPスタティックルートを再配布します。static

次の 3つのオプションのいずれかを表します。

bgpキーワードの場合：

2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～ 65535.65535
です。

isisキーワードの場合は、ルートの再配布元である IS-ISインスタンスの名前
です。値は文字列の形式を取ります。 10進数を入力できますが、ストリン
グとして内部に格納されます。

ospfキーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFインスタンスの名
前です。値は文字列の形式を取ります。 10進数を入力できますが、ストリ
ングとして内部に格納されます。

as-number |
instance-name

（任意）設定されたポリシーの IDを指定します。ポリシーは、この送信元
のルーティングプロトコルからEIGRPへのルートのインポートのフィルタリ
ングに使用されます。

route-policy name

___________________
コマンドデフォルト ルートの再配布はディセーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション
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IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

再配布ルーティング情報は常に、route-policy nameキーワードと引数によってフィルタされる必
要があります。このフィルタリングによって、管理者が意図するルートだけがEIGRPで再配布さ
れるようになります。

デフォルトメトリックは通常、他のプロトコルからのルートをEIGRPに再配布する必要がありま
す。メトリックは、default-metricコマンドを使用するか、redistributeコマンドで設定されたルー
トポリシーで設定します。この要件の例外の 1つに、MPLS-VPNのシナリオにおいて、EIGRP
でプロバイダーエッジ（PE）上の BGPルートを再配布する場合があります。ルートの発信元プ
ロトコルが同一自律システム内の EIGRPである場合（MPLS-VPNにおいて）、メトリックは、
BGPルートの拡張コミュニティから自動的に学習することになります。

ルーティングポリシーの詳細については、『CiscoASR9000 Series Aggregation Services Router Routing
Command Reference』の「Routing Policy Commands on Cisco ASR 9000 Series Router」のモジュール
を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、BGPルートを EIGRP自律システムに再配布させる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# redistribute bgp 100
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次に、VPNルーティング/転送（VRF）内で指定された IS-ISプロセスのルートを EIGRP自律シス
テムに再配布する例を示します。 IS-ISルートは、ルートポリシー3を使用して再配布されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# redistribute isis 108 route-policy 3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPのメトリックを設定します。default-metric（EIGRP）, （655ページ）
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redistribute maximum-prefix
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスに再配布されるプレフィックス数を
制限するには、IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードで redistribute
maximum-prefixコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

redistribute maximum-prefix maximum [ threshold ] [[dampened] [reset-time minutes] [restart minutes]
[restart-count number]| [warning-only]]

no redistribute maximum-prefix

___________________
構文の説明

アドレスファミリの EIGRPに再配布されるプレフィックスの最大数。範囲
は 1～ 4294967295です。

設定可能なプレフィックスの数は、ルータ上の利用可能なシステムリソース

によってだけ制限されます。

maximum

（任意）プレフィックス数の上限値を超えた割合としてsyslog警告メッセー
ジを指定します。プレフィックスの割合を表す数値の範囲は 1～ 100です。
デフォルトは 75%です。

threshold

（任意）最大プレフィックス制限が超過した後に、ルータが隣接関係を形成

したりRIBからの再配布ルートを受け入れたりすることのない期間を設定し
ます。 minutes引数の値は 1～ 65535分です。

restart minutes

（任意）プレフィックス数の上限値を超えたためにピアセッションが解放さ

れた後または再配布ルートがクリアされて学習した後、ピアセッションを自

動的に再確立できる回数を設定します。

再起動回数がしきい値を超えたら、process restart eigrpコマンドを開始して
標準のピアリング、再配布、またはその両方の再確立が必要になります。

restart-count
number

（任意）デフォルトまたは設定されたリセット時間を経過した後に、再起動

回数を 0にリセットするようにルータを設定します。 minutes引数の値は 1
～ 65535分です。

reset-time minutes

（任意）プレフィックス数の上限値を超えるたびに再起動時間に適用される

減衰ペナルティを設定します。減衰ペナルティのハーフライフは、デフォル

トまたはユーザ定義の再起動時間（分単位）の 150 %です。

dampened

（任意）プレフィックス数の上限値に達した場合、再配布を中断する代わり

に、syslogメッセージの生成だけを行うようにルータを設定します。
warning-only

___________________
コマンドデフォルト threshold：75%
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warning-only：disabled

reset-time：15分

restart：5分

restart-count：3

dampened：disabled

___________________
コマンドモード IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

再配布を通じて学習するプレフィックス数の制限を設定するには、redistribute maximum-prefix
コマンドを使用します。プレフィックス数の上限値を超えた場合、ルーティング情報ベース（RIB）
から学習したすべてのルートは破棄され、デフォルトまたはユーザ定義の期間、再配布は中断さ

れます。再配布されるプレフィックスに設定できるプレフィックス数の上限値は、ルータ上で使

用可能なシステムリソースだけにより制限されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、再配布を通じて学習したルートに対してプレフィックス数の上限値を設定する例を示しま

す。上限値を 5000プレフィックス、警告するしきい値を 95%に設定します。再配布を通じて学
習したプレフィックス数が4750（5000の95%）に達した場合、コンソールに警告メッセージが表
示されます。warning-onlyキーワードが設定されているため、トポロジおよびルーティングテー
ブルはクリアされず、ルートの再配布はペナルティステートにはなりません。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# redistribute maximum-prefix 5000 95 warning-only
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

プロセスを開始、終了、再開します。process
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route-policy（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ネイバーからアドバタイズされるアップデー
トまたは受信されるアップデートにルーティングポリシーを適用するには、適切なコンフィギュ

レーションモードで route-policyコマンドを使用します。ルーティングポリシーのアップデート
への適用をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

route-policy route-policy-name {in| out}

no route-policy route-policy-name {in| out}

___________________
構文の説明

ルートポリシーの名前。route-policy-name

ポリシーを着信ルートに適用します。in

ポリシーを発信ルートに適用します。out

___________________
コマンドデフォルト ポリシーは適用されません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

着信ルートまたは発信ルートのルーティングポリシーを指定するには、route-policyコマンドを使
用します。ポリシーを使用すると、ルートのフィルタリングやルート属性の変更ができます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、着信 IP Version 4（IPv4）ルートに IN-Ipv4ポリシーを適用する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# route-policy IN-IPv4 in
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router eigrp
ルーティングプロセスを設定して、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）のルータ
コンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

router eigrpコマンドを使用します。 EIGRPルーティングプロセスをオフにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

router eigrp as-number

no router eigrp as-number

___________________
構文の説明

（任意）自律システム番号。値の範囲は 1～ 65535です。as-number

___________________
コマンドデフォルト ルーティングプロセスは定義されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EIGRPのインスタンスを 1つだけサポートします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、EIGRPのルーティングプロセスを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)#
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router-id（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスのルータ IDを設定するには、適切な
コンフィギュレーションモードで router-idコマンドを使用します。デフォルトの方法でルータ
IDを決定するには、このコマンドの no形式を使用します。

router-id router-id

no router-id

___________________
構文の説明 4分割のドット付き 10進表記で指定した 32ビットルータ IDrouter-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが設定されていない場合、EIGRPはルータのいずれかのインターフェイスの IPv4ア

ドレスをルータ IDとして選択します。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

router-idコマンドを使用して、ルータ IDとして明示的に一意の 32ビット数値を指定することを
お勧めします。この処理によって、インターフェイスアドレスの設定に関係なく、EIGRPが機能
することが保証されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、172.20.1.1の IPアドレスを EIGRPプロセス 1に割り当てる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# router-id 172.20.1.1
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show eigrp accounting
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスのプレフィックスアカウンティング
情報を表示するには、EXECモードで show eigrp accountingコマンドを使用します。

show eigrp [as-number] [vrf {vrf-name| all}] [ipv4| ipv6] accounting

___________________
構文の説明

（任意）自律システム番号。VPNRouting andForwarding（VRF;VPNルー
ティング/転送）インスタンスを指定しないと、このオプションは使用で
きません。値の範囲は 1～ 65535です。

as-number

（任意）特定の VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルーティングお
よび転送）インスタンスまたはすべての VRFインスタンスを指定しま
す。

vrf { vrf-name | all }

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。[ ipv4 ]

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りEIGRP
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___________________
例 次に、show eigrp accountingコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show eigrp accounting

IP-EIGRP accounting for AS(100)/ID(10.0.2.1) Routing Table: RED
Total Prefix Count: 4 States: A-Adjacency, P-Pending, D-Down

State Address/Source Interface Prefix Restart Restart/
Count Count Reset(s)

P Redistributed ---- 0 3 211
A 10.0.1.2 Gi0/6/0/0/ 2 0 84
P 10.0.2.4 Gi00/2/0/3 0 2 114
D 10.0.1.3 Gi0/6/0/0 0 3 0

接続ルートおよびサマリールートは、このコマンドの出力には個々に表示されず、プロセス

ごとの総数で算出されます。

（注）

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 48：show eigrp accounting のフィールドの説明

説明フィールド

AS番号、ルータ ID、およびテーブル IDに従っ
て EIGRPインスタンスを識別します。

EIGRP accounting for AS

EIGRPインスタンストポロジテーブル内にあ
るプレフィックスの集約合計を示します。この

計算には、すべてのネイバーまたは再配布から

学習したプレフィックスが含まれています。

Total Prefix Count

A-Adjacency：ネイバーとの安定した隣接関係ま
たは通常の再配布状態を示します。

P-Pending：プレフィックス数の上限値を超えた
ために、隣接ルータとの隣接関係または再配布

が中断されたか、またはペナルティステートの

状態です。

D-Down：clear routeコマンドを使用して手動
でリセットされるまで永続的に、隣接ルータと

の隣接関係または再配布が中断されます。

States：A-Adjacency、P-Pending、D-Down

再配布ソースのピア IPアドレスを示します。Address/Source
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説明フィールド

ソースによって学習されるプレフィックスの合

計数を表示します。

ルートは複数の送信元からの同じプ

レフィックスとして取得できます。

また、このカラム内のすべてのプレ

フィックスカウントの合計が、

「Prefix Count」フィールドに表示さ
れた数値を上回る場合があります。

（注）

Prefix Count

ルート送信元がプレフィックス数の上限値を超

えた回数。

Restart Count

ルートソースが P（ペナルティを科されてい
る）状態である時間を秒数で表示します。ルー

ト送信元がA（安定または通常の）ステートで
ある場合、表示された時間は penalization履歴
がリセットされるまでの時間になります（秒単

位）。

Restart Reset(s)
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show eigrp interfaces
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）に設定されたインターフェイスに関する情報
を表示するには、EXECモードで show eigrp interfacesコマンドを使用します。

show eigrp [as-number] [vrf{vrf-name| all}] [ipv4| ipv6] interfaces [type interface-path-id] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）自律システム番号。 VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルー
ティング/転送）インスタンスを指定しないと、このオプションは使用できま
せん。

2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

asdot形式の4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は1.0～65535.65535
です。

as-number

（任意）特定の VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルーティングおよび
転送）インスタンスまたはすべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name |
all }

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。[ ipv4 ]

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示する

には、show interfacesコマンドを使用します。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
してください。

interface-path-id

（任意）EIGRPインターフェイスの詳細情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

どのインターフェイスでEIGRPがアクティブであるかを判別して、このインターフェイスに関連
した EIGRPについての情報を学習するには、show eigrp interfacesコマンドを使用します。

インターフェイスが指定された場合、そのインターフェイスのみが表示されます。指定されない

場合、EIGRPを実行しているすべてのインターフェイスが表示されます。

自律システムが指定された場合、指定された自律システムについてのルーティングプロセスのみ

が表示されます。指定されない場合、すべての EIGRPプロセスが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りEIGRP

___________________
例 次に、show eigrp interfacesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show eigrp interfaces

IP EIGRP interfaces for process 1

Xmit Queue Mean Pacing Time Multicast Pending
Interface Peers Un/Reliable SRTT Un/Reliable Flow Timer Routes

Gi0/6/0/2.212 0 0/0 0 11/434 0 0

Gi0/6/0/0 1 0/0 337 0/10 0 0

Gi0/2/0/3 1 0/0 10 1/63 103 0

Gi0/6/2/5 1 0/0 330 0/16 0 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 49：show eigrp interfaces のフィールドの説明

説明フィールド

EIGRPが設定されているインターフェイスInterface

直接接続された EIGRPネイバーの数。Peers

信頼できない、または信頼できる送信キューに

あるパケットの数

Xmit Queue Un/Reliable

平均 Smoothed Round-Trip Time（SRTT）イン
ターバル（ミリ秒単位）

Mean SRTT

EIGRPパケット（信頼できない、または信頼で
きるパケット）をインターフェイスに送信する

ときを決定するペーシング時間

Pacing Time Un/Reliable

ルータがマルチキャスト EIGRPパケットを送
信する最大秒数

Multicast Flow Timer

送信キュー内で送信を待機しているパケット内

のルートの数。

Pending Routes

次に、detailキーワードを指定して実行した場合の show eigrp interfacesコマンドの出力例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show eigrp interfaces detail

IPv4-EIGRP interfaces for AS(100)

Xmit Queue Mean Pacing Time Multicast Pending
Interface Peers Un/Reliable SRTT Un/Reliable Flow Timer Routes
Lo0 0 0/0 0 640/640 0 0
Hello interval is 5 sec, hold time is 15 sec
Next xmit serial <none>
Un/reliable mcasts: 0/0 Un/reliable ucasts: 0/0
Mcast exceptions: 0 CR packets: 0 ACKs suppressed: 0
Retransmissions sent: 0 Out-of-sequence rcvd: 0
Bandwidth percent is 50
Total packets received: 0
Authentication mode: MD5 Key chain: key1
No active key found in keychain database
Valid authenticated packets received: 0
Packets dropped due to wrong keychain config: 0
Packets dropped due to missing authentication: 0
Packets dropped due to invalid authentication: 0
Effective Metric:
Bandwidth: 10000000, Delay: 500, Reliability: 255, Load: 1, MTU: 1514

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 50：show eigrp interfaces detail のフィールドの説明

説明フィールド

helloパケットの送信間隔。Hello interval

ネイバーに通知されたホールドタイム。ネイ

バーは、この期間にルータから helloパケット
を受け取らなかった場合、ネイバー関係がダウ

ンしていることを宣言します。

hold time

次の送信シリアル番号。Next xmit serial

このインターフェイス上で送信された信頼でき

ないマルチキャストパケットおよび信頼できる

マルチキャストパケットの数。

Un/reliable mcasts

このインターフェイス上で送信された信頼でき

ないユニキャストパケットおよび信頼できるユ

ニキャストパケットの数。

Un/reliable ucasts

マルチキャストの例外数（シーケンスTLV）。Mcast exceptions

条件付き受信ビットが設定されて送信されたパ

ケットの数。

CR packets

抑制された ACKパケットの数。ACKs suppresses

このインターフェイス上での再送信の数。Retransmissions

シーケンスを外れて受信したパケットの数。Out-of-sequence rcvd

設定された帯域幅の割合。Bandwidth percent

認証のモード。Authentication

有効な認証パケットの数。Valid authenticated packets received

誤ったキーチェーン設定が原因でドロップされ

たパケットの数。

Packets dropped due to wrong keychain config

認証が失われているためにドロップされたパ

ケット数。

Packets dropped due to missing authentication

無効な認証のためにドロップされたパケット

数。

Packets dropped due to invalid authentication
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPによって検出されたネイバーを表示しま
す。

show eigrp neighbors, （713ページ）
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show eigrp neighbors
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）で検出されたネイバーに関する情報を表示す
るには、EXECモードで show eigrp neighborsコマンドを使用します。

show eigrp as-numbervrf{vrf-name| all}ipv4ipv6

___________________
構文の説明

（任意）自律システム番号。 VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルー
ティング/転送）インスタンスを指定しないと、このオプションは使用でき
ません。値の範囲は 1～ 65535です。

as-number

（任意）特定の VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルーティングおよ
び転送）インスタンスまたはすべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。[ ipv4 ]

（任意）詳細な EIGRPネイバー情報を表示します。detail

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示す

るには、show interfacesコマンドを使用します。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

（任意）スタティックルートを表示します。static

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーがいつアクティブになり、いつ非アクティブになるかを判断するには、showeigrpneighbors
コマンドを使用します。このコマンドは、特定の転送問題のデバッグにも役立ちます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りEIGRP

___________________
例 次に、show eigrp neighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show eigrp neighbors

IP-EIGRP Neighbors for process 77

Address Interface Holdtime Uptime Q Seq SRTT RTO
(secs) (h:m:s) Count Num (ms) (ms)

172.16.81.28 Gi0/2/0/3 13 0:00:41 0 11 4 20

172.16.80.28 Gi0/6/0/0 14 0:02:01 0 10 12 24

172.16.80.31 Gi0/6/2/5 12 0:02:02 0 4 5 20

RP/0/RSP0/CPU0:router#

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 51：show eigrp neighbors のフィールドの説明

説明フィールド

ルータコンフィギュレーションコマンドで指

定された Autonomous System（AS;自律システ
ム）番号

process

EIGRPピアの IPアドレスAddress

ルータがピアから helloパケットを受信するイ
ンターフェイス

Interface

ピアがダウンしていると宣言するまでに、Cisco
IOS XRソフトウェアがピアからの受信を待機
する時間（秒単位）

Holdtime
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説明フィールド

ローカルルータが初めてこのネイバーから受信

した時点からの経過時間（時、分、秒単位）。

Uptime

ソフトウェアが送信を待機する EIGRPパケッ
ト（アップデート、クエリー、および応答）の

数

Q Count

このネイバーから受信した最新アップデート、

クエリー、または応答パケットのシーケンス番

号。

Seq Num

Smoothed Round-Trip Time（SRTT）。これは、
EIGRPパケットがこのネイバーに送信される際
に必要な時間およびローカルルータがそのパ

ケットの確認応答を受信する際にかかる時間

（ミリ秒単位）の数字です。

SRTT

RetransmissionTimeout（再送信のタイムアウト）
（ミリ秒）。これは、再送信キューからネイ

バーへパケットを再送信するまでソフトウェア

が待機する時間です。

RTO

次に、detailキーワードを指定して実行した場合の show eigrp neighborsコマンドの出力例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show eigrp neighbors detail

IP-EIGRP neighbors for AS 1

H Address Interface Hold Uptime SRTT RTO Q Seq
(sec) (ms) Cnt Num

0 11.0.0.10 Gi0/6/0/0 14 01:00:52 3 200 0 10

Version 12.4/1.2, Retrans: 0, Retries: 0, Prefixes: 3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 52：show eigrp neighbors detail のフィールドの説明

説明フィールド

ノードおよびネイバーで実行中の EIGRPソフ
トウェアのバージョン（メジャー.マイナー）。

Version

このネイバーへの再送信の数。Retrans
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説明フィールド

最後の Acknowledgement（ACK;確認応答）を
受信した時点からの、このネイバーへの再送信

の数。

Retries

このネイバーから学習したプレフィックスの

数。

Prefixes
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show eigrp topology
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）トポロジテーブルを表示するには、EXECモー
ドで show eigrp topologyコマンドを使用します。

show eigrp [as-number] [vrf{vrf-name| all}] [ipv4| ipv6] topology [ip-address mask] {active| all-links|
detail-links| pending| summary| zero-successors}

___________________
構文の説明

（任意）自律システム番号。 VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルー
ティング/転送）インスタンスを指定しないと、このオプションは使用でき
ません。

2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

asplain形式の4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は1～4294967295
です。

asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～65535.65535
です。

as-number

（任意）特定のVPNRouting and Forwarding（VRF; VPNルーティングおよび
転送）インスタンスまたはすべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all
}

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。[ ipv4 ]

（任意）4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。ip-address

（任意）次の2つの方法のうちいずれかで指定されるネットワークマスク。

4分割ドット付き10進表記のアドレスでネットワークマスクを指定します。
たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対応するアドレスビッ
トがネットワークアドレスであることを示します。

ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができます。た
とえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、アドレスの対応する
ビットはネットワークアドレスであることを示します。

mask

（任意）EIGRPトポロジテーブル内のアクティブエントリのみ表示します。active

（任意）EIGRPトポロジテーブルのエントリをすべて表示します。all-links

（任意）EIGRPトポロジテーブル内の全エントリの詳細情報を表示します。detail-links

（任意）ネイバーからの更新を待機しているか、ネイバーへの応答を待機し

ている、EIGRPトポロジテーブル内のすべてのエントリを表示します。
pending

（任意）EIGRPトポロジテーブルの要約を表示します。summary
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（任意）EIGRPトポロジテーブル内の使用可能なルートを表示します。zero-successors

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

キーワードや引数を指定しないで show eigrp topologyコマンドを使用した場合、フィジブルサク
セサであるルートだけが表示されます。

showeigrptopologyコマンドを使用して、拡散更新アルゴリズム（DUAL）ステートを判断し、起
こり得る DUALの問題をデバッグできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りEIGRP

___________________
例 次に、show eigrp topologyコマンドの出力例を示します。指定された内部ルートおよび外部ルー

トの EIGRPメトリックが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show eigrp topology 10.2.1.0/24

IP-EIGRP (AS 1): Topology entry for 10.2.1.0/24
State is Passive, Query origin flag is 1, 1 Successor(s), FD is 281600
Routing Descriptor Blocks:
0.0.0.0 (GigabitEthernet0/6/0/0), from Connected, Send flag is 0x0
Composite metric is (281600/0), Route is Internal !This is the internal route.
Vector metric:
Minimum bandwidth is 10000 Kbit
Total delay is 1000 microseconds
Reliability is 255/255
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Load is 1/255
Minimum MTU is 1500
Hop count is 0

RP/0/RSP0/CPU0:router# show eigrp topology 10.4.80.0/20

IP-EIGRP (AS 1): Topology entry for 10.4.80.0/20
State is Passive, Query origin flag is 1, 1 Successor(s), FD is 409600
Routing Descriptor Blocks:
10.2.1.1 (GigabitEthernet0/6/0/0), from 10.2.1.1, Send flag is 0x0
Composite metric is (409600/128256), Route is External
Vector metric:
Minimum bandwidth is 10000 Kbit
Total delay is 6000 microseconds
Reliability is 255/255
Load is 1/255
Minimum MTU is 1500
Hop count is 1

External data:
Originating router is 10.89.245.1
AS number of route is 0
External protocol is Connected, external metric is 0
Administrator tag is 0 (0x00000000)

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 53：show eigrp topology のフィールドの説明

説明フィールド

クエリーの originステートQuery origin

このプレフィックスのフィジブルサクセサの数Successors

このプレフィックスのフィジブルディスタンスFD

このパスが学習されたネクストホップとイン

ターフェイス

10.2.1.1 (Gi0/0)

このパスの情報送信元from 10.2.1.1

このネイバーに対してこのプレフィックスの送

信が保留中かどうかを示します。

Send flag

最初の数値は宛先へのコストを表す EIGRPメ
トリックです。 2番めの数値はこのピアがアド
バタイズした EIGRPメトリックです。

Composite Metric

(409600/128256)

ルートタイプ（内部または外部）Route is

ネイバーによってアドバタイズされたメトリッ

ク（帯域幅、遅延、信頼性、負荷、MTU、およ
びホップカウント）を表示します。

Vector Metric
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説明フィールド

ネイバーによってアドバタイズされた外部情報

（送信元ルータID、AS番号、外部プロトコル、
メトリック、およびタグ）を示します。

External Data
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show eigrp traffic
送受信したEnhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）パケット数を表示するには、EXEC
モードで show eigrp trafficコマンドを使用します。

show eigrp [as-number] [vrf{vrf-name| all}][ipv4| ipv6] traffic

___________________
構文の説明

（任意）自律システム番号。VPNRouting andForwarding（VRF;VPNルー
ティング/転送）インスタンスを指定しないと、このオプションは使用で
きません。値の範囲は 1～ 65535です。

as-number

（任意）特定の VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルーティングお
よび転送）インスタンスまたはすべての VRFインスタンスを指定しま
す。

vrf { vrf-name | all }

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。[ ipv4 ]

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

送受信したパケット数を確認するには、show eigrp trafficコマンドを使用します。

また、接続またはコンフィギュレーション上の問題のために、あるノードからのパケットがネイ

バーノードに到達していないかを判断するには、このコマンドが便利です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りEIGRP
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___________________
例 次に、show eigrp trafficコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show eigrp traffic

IP-EIGRP Traffic Statistics for AS 1

Hellos sent/received: 736/797
Updates sent/received: 6/6
Queries sent/received: 0/1
Replies sent/received: 1/0
Acks sent/received: 6/6
Input queue high water mark 0, 0 drops
SIA-Queries sent/received: 0/0
SIA-Replies sent/received: 0/0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 54：show eigrp traffic のフィールドの説明

説明フィールド

router eigrpコマンドで指定された自律システ
ム番号

AS

送受信された helloパケットの数Hellos sent/received

送受信されたアップデートパケットの数Updates sent/received

送受信されたクエリーパケットの数Queries sent/received

送受信された応答パケットの数Replies sent/received

送受信された Acknowledgment（ACK;確認応
答）パケットの数

Acks sent/received

入力キューのパケットの最大数とドロップの数Input queue high water mark

送受信されたStuck-in-Activeクエリーパケット
の数

SIA-Queries sent/received

送受信された Stuck-in-Active応答パケットの数SIA-Replies sent/received
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show protocols（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスコンフィギュレーションに関する情
報を表示するには、EXECモードで show protocolsコマンドを使用します。

show protocols [ipv4 | afi-all] [all | protocol] [default-context | vrf| vrf-name] [private]

___________________
構文の説明

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）指定されたアドレスファミリのすべてのプロトコルを指定しま

す。

all

（任意）ルーティングプロトコルを指定します。

IPv4アドレスファミリの場合、オプションは eigrp、bgp、isis、ospf、お
よび ripです。

protocol

（任意）デフォルトコンテキスト情報を表示します。このキーワードは、

eigrpまたは ripプロトコルを指定した場合に使用できます。
default-context

（任意）指定されたプロセスのVPNルーティング/転送（VRF）情報を表
示します。このキーワードは、eigrpまたは ripプロトコルを指定した場
合に使用できます。

vrf vrf-name

（任意）プライベート EIGRPデータを表示します。このキーワードは、
eigrpを指定した場合に使用できます。

private

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータ上で実行中のプロトコルに関する情報を取得して、どのプロトコルがアクティブであるか

を迅速に判断するには、show protocolsコマンドを使用します。このコマンドは、実行している
プロトコルの重要な特定を要約するために設計されていて、コマンドの出力は選択した特定のプ

ロトコルによって異なります。

EIGRPの場合、コマンドの出力は、インスタンス番号、デフォルトASコンテキスト、ルータ ID、
デフォルトネットワーク、ディスタンス、最大パスなどを示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りEIGRP

___________________
例 次に、show protocols eigrpコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show protocols eigrp

Routing Protocol: EIGRP, instance 1
Default context AS: 1, Router ID: 192.168.0.22
Address Family: IPv4
Default networks not flagged in outgoing updates
Default networks not accepted from incoming updates
Distance: internal 90, external 170
Maximum paths: 4
EIGRP metric weight K1=1, K2=0, K3=1, K4=0, K5=0
EIGRP maximum hopcount 100
EIGRP maximum metric variance 1
EIGRP NSF: enabled
NSF-aware route hold timer is 240s
NSF signal timer is 20s
NSF converge timer is 120s
Time since last restart is 01:01:21
SIA Active timer is 180s
Interfaces:
GigabitEthernet0/6/0/0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 55：show protocols のフィールドの説明

説明フィールド

インスタンスの AS番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

instance

このコンテキストの AS番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範
囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は 1～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号
（ASN）の範囲は1.0～65535.65535です。

AS

コンフィギュレーションステータスを表示する

アドレスファミリ。

Address Family

デフォルトのネットワーク受け入れとアナウン

ス動作。

Default Networks Candidate

EIGRPルートのアドミニストレーティブディ
スタンス。

Distance

ルートに対して RIBに追加されている最大パ
ス。

Maximum paths

EIGRPで使用する現在のメトリックの重みMetric Weight

EIGRPで受け入れる最大ホップカウント。Maximum hopcount

ルートの到達可能パスを検索するために使用さ

れるメトリック分散。

Variance

ネイバーのグレースフルリスタートの実行と同

時にルートを削除せず、ネイバーから学習した

ルートを保持する時間。

Route hold time
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説明フィールド

ノンストップフォワーディング信号時間。signal time

ノンストップフォワーディングコンバージェ

ンス時間。

converge time

SIAのアクティブな時間。SIA Active time

EIGRPに設定されたインターフェイスの一覧。Interfaces
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site-of-origin（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）インターフェイス上で Site of Origin（SoO）
フィルタリングを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで site-of-origin
コマンドを使用します。インターフェイス上でSoOフィルタリングをディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

site-of-origin {as-number : number| ip-address : number}

no site-of-origin

___________________
構文の説明 Autonomous System（AS;自律システム）番号。

2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～ 65535.65535
です。

自律システム番号とネットワーク番号はコロンで区切ります。

as-number:

ネットワーク番号。2バイトのAS番号を使用する場合、範囲は0～4294967295
です。 4バイトの AS番号を使用する場合、範囲は 0～ 65535です。

number

4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。

IPアドレスとネットワーク番号はコロンで区切ります。

ip-address:

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

バックドアリンクを持つサイト間のMPLSVPNリンクを含む複雑なトポロジのサポートが要求さ
れる場合は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）から再配布されたルートの SoO属性を
EIGRPプロセスで検索できる必要があります。

プレフィックスが再び送信元サイトにアドバタイズされないように、サイトから発信されたルー

トの識別に使用する SoO BGP拡張コミュニティ属性を設定するには、site-of-originコマンドを使
用します。SoO拡張コミュニティは、プロバイダーエッジ（PE）ルータがルートを学習したサイ
トを一意に識別します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、EIGRPインターフェイスで SoOフィルタリングを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) vrf customer1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp--vrf-af-if)# site-of-origin 10.0.0.1:20
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split-horizon disable（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスでスプリットホライズンをディセー
ブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで split-horizondisableコマン
ドを使用します。スプリットホライズンをイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

split-horizon disable

no split-horizon disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト スプリットホライズンは、EIGRPプロセスではイネーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、GigabitEthernetリンク上でスプリットホライズンをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# split-horizon disable
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stub（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）にルータをスタブとして設定するには、適切
なコンフィギュレーションモードで stubコマンドを使用します。この機能をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

stub [receive-only| [connected] [redistributed] [static] [summary]]

no stub [receive-only| [connected] [redistributed] [static] [summary]]

___________________
構文の説明

（任意）ルータを受信専用のネイバーとして設定します。receive-only

（任意）接続ルートをアドバタイズします。connected

（任意）他のプロトコルと Autonomous System（AS;自律システム）
から再配布されたルートをアドバタイズします。

redistributed

（任意）スタティックルートをアドバタイズします。static

（任意）集約ルートをアドバタイズします。summary

___________________
コマンドデフォルト スタブルーティングはディセーブルです。

スタブルーティングを指定した場合、接続ルートおよびサマリールートはデフォルトでアドバタ

イズされます。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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ルータがすべての IPトラフィックをディストリビューションルータに渡すスタブとしてルータを
設定するには、stubコマンドを使用します。

stubコマンドは、オプションを複数使用して変更することができます。receive-onlyキーワードを
除き、これらのオプションを任意に組み合わせて使用できます。

receive-onlyキーワードを使用すると、ルータがこの EIGRP自律システム内の他のルータとルー
トを共有するのを制限します。ルートのどのタイプも送信されなくなるため、他のオプションを

指定できません。その他の 4つのオプションキーワード（connected、static、summary、および
redistributed）は任意の組み合わせで使用できますが、receive-onlyキーワードと同時には使用で
きません。これら 4つのキーワードのいずれも stubコマンドとともに使用する場合は、特定の
キーワード（複数可）で指定されたルートタイプだけが送信されます。キーワードを使用せずに

指定されたルートタイプは送信されません。

connectedキーワードを使用すると、EIGRPスタブルーティングで接続ルートを送信できます。
すべての接続ルートが EIGRPインターフェイスに含まれていない場合、EIGRPプロセスで
redistribute connectedコマンドを使用して、接続ルートの再配布が必要になる場合もあります。
このオプションは、デフォルトで有効です。

staticキーワードを使用すると、EIGRPスタブルーティングでスタティックルートを送信できま
す。このオプションを設定しないと、EIGRPではスタティックルートを送信しません。redistribute
staticコマンドを使用して、スタティックルートの再配布がさらに必要な場合もあります。

summaryキーワードを使用すると、EIGRPスタブルーティングでサマリールートを送信できま
す。サマリールートは、summary addressコマンドを使用して手動で作成するか、または
auto-summaryコマンドがイネーブルの場合には、主要なネットワーク境界ルータで自動に作成で
きます。このオプションは、デフォルトで有効です。

redistributedキーワードを使用すると、EIGRPスタブルーティングで他のルーティングプロトコ
ルおよび自律システムを送信できます。このオプションを設定しないと、EIGRPでは再配布ルー
トをアドバタイズしません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、接続ルートおよびサマリールートをアドバタイズするスタブとしてルータを設定する例を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# stub
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次に、受信専用ネイバーとしてルータを設定する例を示します（接続ルート、サマリールート、

およびスタティックルートは送信されません）。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# stub receive-only

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるルーティングドメインからのルートを

EIGRPに再配布します。
redistribute（EIGRP）, （693ページ）

指定されたEIGRPインターフェイスのサマリー
集約アドレスを設定します。

summary-address（EIGRP）, （734ページ）

EIGRPプロセスでサブネットルートをネット
ワークレベルのルートに自動サマライズできる

ようにします。

auto-summary（EIGRP）, （643ページ）
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summary-address（EIGRP）
指定された Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）インターフェイスのサマリー集約
アドレスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで summary-address
コマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

summary-address ip-address {/length| mask} [ admin-distance ]

no summary-address ip-address {/length| mask}

___________________
構文の説明 IPアドレスの引数は、インターフェイスに適用するサマリー IPアドレス

を 4分割ドット付き 10進表記で指定します。
ip-address

プレフィックス長。スラッシュ（/）と数字で指定できます。たとえば、/8
は、IPプレフィックスの最初の 8ビットがネットワークビットであるこ
とを示します。 lengthを使用する場合、スラッシュが必要です。

/ length

IPアドレスマスクmask

（任意）アドミニストレーティブディスタンス。値の範囲は 1～ 255で
す。

admin-distance

___________________
コマンドデフォルト EIGRPサマリールートには、アドミニストレーティブディスタンス 5が適用されます。

事前設定されるサマリーアドレスはありません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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インターフェイスレベルのアドレスサマライズを設定するには、summary-addressコマンドを使
用します。 EIGRPサマリールートのアドミニストレーティブディスタンスは 5です。アドミニ
ストレーティブディスタンスは、サマリーをルーティングテーブルに追加せずにアドバタイズす

るために使用します。

デフォルトでは、EIGRPはサブネットルートをネットワークレベルに集約します。サブネット
レベルの集約を設定するために、no auto-summaryコマンドを入力することができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 EIGRPインターフェイスの 192.168.0.0/16サマリーアドレスにアドミニストレーティブディスタ

ンス 95を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af-if)# summary-address 192.168.0.0/16 95

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPプロセスでサブネットルートをネット
ワークレベルのルートに自動サマライズできる

ようにします。

auto-summary（EIGRP）, （643ページ）
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timers active-time
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ルーティング待機時間を調整するには、適切
なコンフィギュレーションモードで timers active-timeコマンドを使用します。この機能をディ
セーブルにするには、このコマンドの timers active-time no形式を使用します。

timers active-time [time-limit| disabled]

no timers active-time

___________________
構文の説明

アクティブ時間制限（分単位）。範囲は 1～ 4294967295分です。time-limit

タイマーをディセーブルにし、ルーティング待機時間は期限なくアクティ

ブのままにできます。

disabled

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータが（クエリー送信後）ルートを Stuck in Active（SIA）ステートであると宣言するまでに待
機する時間を制御するには、timers active-timeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp
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___________________
例 次に、指定した EIGRPルートに無制限のルーティング待機時間を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# timers active-time disabled

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPトポロジテーブル内のエントリを表示
します。

show eigrp topology, （717ページ）
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timers nsf route-hold（EIGRP）
NSF対応 Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ルータが非アクティブなピアのルー
トを保持する時間を決めるタイマーを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで

timers nsf route-holdコマンドを使用します。このルートホールドタイマーをデフォルト値に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

timers nsf route-hold seconds

no timers nsf route-hold

___________________
構文の説明 EIGRPが非アクティブピアのルートを保持する時間（秒）。範囲は 20～

6000秒です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト EIGRP NSF認識がイネーブルになっています。

seconds：480

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

デフォルトのルートホールドタイムが 240秒から 480秒に
変更されました。

リリース 4.1.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

スイッチオーバーの動作中またはwell-known障害の状態にある間、NSF対応ルータがNSF対応ネ
イバーの既知のルートを保持する最長時間を設定するには、timers nsf route-holdコマンドを使用
します。ネットワークのパフォーマンスを調整し、スイッチオーバー動作に時間がかかりすぎた

場合に起こるルートでのパケット損失など、不要な影響を受けないために、ルートのホールドタ

イマーを設定します。このタイマーの期限が切れると、NSF認識ルータはトポロジテーブルをス

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

738 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの EIGRP コマンド
timers nsf route-hold（EIGRP）



キャンし無効なルートを破棄します。これによりEIGRPピアは、スイッチオーバー動作中に長い
時間待機せずに代替ルートを探すことができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、NSF認識ルータのルートホールドタイマー値を 2分（120秒）に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# timers nsf route-hold 120
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variance
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ベースのインターネットワークのロードバラ
ンシングを制御するには、適切なコンフィギュレーションモードで varianceコマンドを使用しま
す。バリアンスをデフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

variance multiplier

no variance

___________________
構文の説明

ロードバランシングに使用されるメトリック値。範囲は 1～ 128で
す。

multiplier

___________________
コマンドデフォルト multiplier：1（等コストのロードバランシング）

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータで潜在するルートの実行可能性を判断できるように、EIGRPルータでバリアンスを設定す
るには、varianceコマンドを使用します。パス内の次のルータが現在のルータよりも宛先に近く、
パス全体のメトリックがバリアンスの範囲内にある場合、ルートは実行可能です。実行可能なパ

スだけをロードバランシングに使用して、ルーティングテーブルに含めることができます。

次の 2つの条件を満たす場合、ルートは実行可能と見なされ、ルーティングテーブルに追加され
ます。

1 ローカルの最適メトリックは、次のルータから学習したメトリックよりも大きくなければなり

ません。
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2 宛先に対するローカルの最適メトリックを調整する乗数は、次のルータを使用するメトリック

よりも大きいかまたは等しくなければなりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、バリアンスとして 4を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp) address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-af)# variance 4
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vrf（EIGRP）
VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを定義してVRFコンフィギュレーションモー
ドを開始するには、ルータコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。 VRF
インスタンスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

vrf vrf-name

no vrf vrf-name

___________________
構文の説明 VPNルーティング/転送インスタンス。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト VRFは定義されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

VRFインスタンスを設定するには、vrfコマンドを使用します。 VRFインスタンスは、プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータで保持される VPNルーティング/転送テーブルを収集したものです。

VRFコンフィギュレーションモードで、アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開
始してから、auto-summaryコマンドなどのコマンドを発行する必要があります。

単一の EIGRPルーティングプロセスでは複数の VRFがサポートされます。設定できる VRFの
数は、ルータ上で使用可能なシステムリソースに応じて制限されます。これは、VRF数、実行中
のプロセス、使用可能なメモリによって決まります。ただし、各 VPNでサポートできるのは 1
つの VRFだけです。異なる VRF間の再配布はサポートされません。

PEルータとカスタマーエッジ（CE）ルータ間のMPLS VPNのサポートは、サービスプロバイ
ダーのバックボーン上にVPNサービスを提供する PEルータだけに設定します。お客様のサイト
では、EIGRPVPNをサポートするために機器や設定を変更する必要はありません。通常、CEルー
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タにアドバタイズするルートにメトリックを設定する必要があります。メトリックは、redistribute
プロトコルコマンドの route-policy、または default-metricコマンドで設定できます。

IPインターフェイス上で VRFの割り当て、削除、または変更を行う前に、IPv4/IPv6アドレスを
インターフェイスから削除する必要があります。これを事前に行わない場合、IPインターフェイ
ス上での VRF変更はすべて拒否されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeigrp

___________________
例 次に、IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始して、このモードから

発行できる EIGRPコマンドを識別する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router eigrp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-eigrp-vrf-af)# ?

auto-summary Auto summarisation
autonomous-system Set the autonomous system of VRF
commit Commit the configuration changes to running
default-information Handling of default route
default-metric Set metric of redistributed routes
describe Describe a command without taking real actions
distance Set distance for EIGRP routes
do Run an exec command
exit Exit from this submode
interface EIGRP interface configuration submode
log-neighbor-changes Enable/Disable EIGRP neighbor logging
log-neighbor-warnings Enable/Disable EIGRP neighbor warnings
maximum-paths Maximum paths
maximum-prefix Maximum number of IP prefixes acceptable in aggregate
metric Modify EIGRP routing metrics and parameters
neighbor Neighbor prefix limits configuration
no Negate a command or set its defaults
redistribute Redistribute another protocol
route-policy Configure inbound/outbound policies
router-id Set router ID
show Show contents of configuration
stub EIGRP stub
timers Configure EIGRP timers
variance Control load balancing variance

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EIGRPのメトリックを設定します。default-metric（EIGRP）, （655ページ）

あるルーティングドメインからのルートを

EIGRPに挿入します。
redistribute（EIGRP）, （693ページ）
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマ
ンド

このモジュールは、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコル（Cisco ASR
9000シリーズアグリゲーションサービスルータ）の設定およびモニタに使用するコマンドにつ
いて説明します。

IS-ISの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Routing Configuration Guide』の「Implementing IS-IS on Cisco ASR 9000 Series Router」のモ
ジュールを参照してください。

• address-family（IS-IS）, 749 ページ

• address-family multicast topology（IS-IS）, 751 ページ

• adjacency-check disable, 753 ページ

• advertise passive-only, 755 ページ

• circuit-type, 757 ページ

• clear isis process, 759 ページ

• clear isis route, 761 ページ

• clear isis statistics, 763 ページ

• csnp-interval, 765 ページ

• default-information originate（IS-IS）, 767 ページ

• disable（IS-IS）, 769 ページ

• distance（IS-IS）, 770 ページ

• fast-reroute per-link（IS-IS）, 773 ページ

• fast-reroute per-prefix（IS-IS）, 775 ページ

• fast-reroute per-link priority-limit（IS-IS）, 777 ページ

• fast-reroute per-link use-candidate-only（IS-IS）, 779 ページ
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• fast-reroute per-prefix load-sharing disable（IS-IS）, 781 ページ

• fast-reroute per-prefix tiebreaker（IS-IS）, 783 ページ

• fast-reroute per-prefix use-candidate-only（IS-IS）, 785 ページ

• hello-interval（IS-IS）, 787 ページ

• hello-multiplier, 789 ページ

• hello-padding, 791 ページ

• hello-password, 793 ページ

• hello-password keychain, 795 ページ

• hello-password accept, 797 ページ

• hostname dynamic disable, 799 ページ

• ignore-lsp-errors, 801 ページ

• interface（IS-IS）, 803 ページ

• ispf, 805 ページ

• is-type, 807 ページ

• log adjacency changes（IS-IS）, 809 ページ

• log pdu drops, 811 ページ

• lsp fast-flood threshold, 813 ページ

• lsp-gen-interval, 815 ページ

• lsp-interval, 817 ページ

• lsp-mtu, 819 ページ

• lsp-password, 821 ページ

• lsp-password accept, 824 ページ

• lsp-refresh-interval, 826 ページ

• maximum-paths（IS-IS）, 828 ページ

• maximum redistributed-prefixes（IS-IS）, 830 ページ

• max-lsp-lifetime, 832 ページ

• mesh-group（IS-IS）, 834 ページ

• metric（IS-IS）, 837 ページ

• metric-style narrow, 840 ページ

• metric-style transition, 842 ページ

• metric-style wide, 844 ページ
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• min-lsp-arrivaltime, 846 ページ

• mpls ldp auto-config , 848 ページ

• mpls ldp sync（IS-IS）, 850 ページ

• mpls traffic-eng（IS-IS）, 852 ページ

• mpls traffic-eng multicast-intact（IS-IS）, 854 ページ

• mpls traffic-eng path-selection ignore overload, 856 ページ

• mpls traffic-eng router-id（IS-IS）, 858 ページ

• net, 860 ページ

• nsf (IS-IS), 862 ページ

• nsf interface-expires, 864 ページ

• nsf interface-timer, 866 ページ

• nsf lifetime（IS-IS）, 868 ページ

• passive（IS-IS）, 870 ページ
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address-family（IS-IS）
標準 IPVersion 4（IPv4）および IPVersion 6（IPv6）アドレスプレフィックスを使用する Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングを設定するためにアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始するには、ルータコンフィギュレーションモードまたはインター

フェイスコンフィギュレーションモードで、address-familyコマンドを使用します。アドレス
ファミリのサポートをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family {ipv4| ipv6} {unicast| mulitcast}

no address-family {ipv4| ipv6} {unicast| multicast}

___________________
構文の説明 IPv4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IPv6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリは指定されません。デフォルトの Subsequent Address Family Identifier（SAFI）

はユニキャストです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

IPv6のサポートが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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ルータまたはインターフェイスを配置するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドで address familyコマンドを使用します。ルータアドレスファミリコンフィギュレーション
モードで、標準 IPv4または IPv6アドレスプレフィックスを使用するルーティングを設定できま
す。アドレスファミリは、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定する必要が

あります。インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーションモードで、IPv4または
IPv6のインターフェイスパラメータを変更できます。

アドレスファミリは、単一のアドレスファミリを対象とするパラメータを設定するために指定す

る必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスで IS-ISルータプロセスを設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface gigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)#
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address-family multicast topology（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングの設定時にマルチキャストトポロ
ジをイネーブルにするには（またはIS-ISインターフェイス内に特定のトポロジを配置するには）、
該当するコンフィギュレーションモードで、IPv4または IPv6アドレスプレフィックスによって
address-family multicast topologyコマンドを使用します。 IS-ISでマルチキャストトポロジをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family {ipv4| ipv6}multicast topology topo-name [maximum prefix prefix-limit]

no address-family {ipv4| ipv6}multicast topology topo-name

___________________
構文の説明 IPv4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IPv6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

トポロジの名前を指定します。topology topo-name

ルーティングテーブルに設定できるプレフィックスの最大数を

指定します。

maximum prefix

プレフィックスの最大数。指定できる範囲は 32～ 2,000,000で
す。

prefix-limit

___________________
コマンドデフォルト マルチキャストトポロジのアドレスファミリは指定されません。デフォルトのSubsequentAddress

Family Identifier（SAFI）はユニキャストです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

IPv6のサポートが追加されました。リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードでルータまたはインターフェイスを配置する

には、address family multicast topologyコマンドを使用します。ルータアドレスファミリコン
フィギュレーションモードで、IS-ISトポロジ IDを、作成したトポロジに関連付けて、接続され
たローカルルータを特定のルーティングテーブルに追加できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IPv4マルチキャストアドレスプレフィックスを使用して IS-ISルータトポロジを設定する

例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv6 multicast topology green
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)#

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface gigabitethernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 multicast topology green
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トポロジ IDを名前付き IS-ISトポロジに関連付
けて、ドメイン内のトポロジを区別します。

topology-id, （993ページ）
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adjacency-check disable
helloパケットで隣接の形成前に実行される Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）IP
Version 4（IPv4）または IP Version 6（IPv6）プロトコルサポートの整合性検査を抑制するには、
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで adjacency-check disableコマンドを使用しま
す。この機能を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

adjacency-check disable

no adjacency-check disable

___________________
コマンドデフォルト 隣接チェックはイネーブルです。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

IPv6のサポートが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISは helloパケットで一貫性チェックを実行し、同じプロトコルのセットをサポートする隣接
ルータとだけ隣接を形成します。 IPv4と IPv6の両方で IS-ISを実行するルータは、IPv4対応 IS-IS
だけを実行するルータとは隣接を形成しません。

IPv6 IS-ISの整合性検査を抑制し、IPv4 IS-ISルータが IPv4 IS-ISおよび IPv6を実行するルータと
隣接を形成できるようにするには、adjacency-checkdisableコマンドを使用します。 IS-ISは、IPv4
IS-ISだけを実行するルータと IPv6だけを実行するルータとの間で隣接を形成することはありま
せん。

また、adjacency-check disableコマンドは、IPv4または IPv6サブネットの整合性検査を抑制し、
IPv4または IPv6サブネットを共通して持っているかに関係なく、IS-ISが他のルータと隣接を形
成できるようにします。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、隣接チェックをディセーブルにするコマンド例を示します。

次に、ネットワーク管理者が既存の IPv4 IS-ISネットワークに IPv6を導入し、すべての隣接ルー
タが IPv6を使用するように設定されるまで、隣接ネイバーからチェックする helloパケットの
チェックをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv6 |ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# adjacency-check disable
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advertise passive-only
パッシブインターフェイスに属するプレフィックスだけをアドバタイズするように IS-ISを設定
するには、ISISアドレスファミリコンフィギュレーションモードで advertise-passive-onlyコマ
ンドを使用します。パッシブインターフェイスに属するプレフィックスだけのアドバタイズメン

トをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

advertise passive-only

no advertise passive-only

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IPv4ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、パッシブインターフェイスに属するプレフィックスだけをアドバタイズするように IS-IS

を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)#advertise passive-only
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circuit-type
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルに使用される隣接のタイプを設定す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで circuit-typeコマンドを使用します。
回線タイプをレベル 1とレベル 2にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

circuit-type {level-1| level-1-2| level-2-only}

no circuit-type

___________________
構文の説明

インターフェイスを介して、レベル 1の隣接だけを確立します。level-1

可能な場合、レベル 1とレベル 2の両方の隣接を確立します。level-1-2

インターフェイスを介して、レベル 2の隣接だけを確立します。level-2-only

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの隣接タイプは、レベル 1とレベル 2の隣接です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

circuit-typeコマンドによって許容された場合でも、隣接は確立できません。隣接を確立するため
の適切な方法は、is-type, （807ページ）コマンドを使用して、ルータをレベル 1、レベル 1とレ
ベル 2、またはレベル 2だけのシステムとして設定することです。エリア（レベル 1とレベル 2
のネットワーキングデバイス）間にあるネットワーキングデバイスに限り、一部のインターフェ

イスをレベル 2だけに設定し、未使用のレベル 1 helloパケットを送信することで帯域幅の無駄遣
いを防止する必要があります。ポイントツーポイントインターフェイスでは、レベル 1とレベル
2 helloパケットが同じパケット内にあることを忘れないでください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1の隣接を GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0のネイバーに、レベル 2の隣接

を GigabitEthernetインターフェイス 0/5/0/2上のすべてのレベル 2対応ルータに設定する例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level-1-2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# circuit-type level-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/5/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# circuit-type level-2-only

次の例では、is-typeコマンドが設定されているため、レベル 2の隣接だけが確立されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level-2-only
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# circuit-type level-1-2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISルーティングプロセスのインスタンスの
ルーティングレベルを設定します。

is-type, （807ページ）

ルーティングプロセスの IS-IS NETを設定しま
す。

net, （860ページ）
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clear isis process
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスまたはすべての IS-ISインスタンス
に対するリンクステートパケット（LSP）データベースと隣接データベースセッションをクリア
するには、EXECモードで clear isis processコマンドを使用します。

clear isis [instance instance-id] process

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスだけに IS-ISセッションを指定し
ます。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインス
タンス ID（英数字）です。

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

すべての IS-ISインスタンスをクリアするには、キーワードを指定しないで clear isis processコマ
ンドを使用します。指定された IS-ISインスタンスをクリアするには、instanceキーワードと
instance-id引数を追加します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、インスタンス 1でクリアされる IS-IS LSPデータベースと隣接セッションの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear isis instance 1 process

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISリンクステートデータベースを表示しま
す。

show isis database, （909ページ）

IS-ISネイバーに関する情報を表示します。show isis neighbors, （946ページ）
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clear isis route
トポロジ内の Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルートをクリアするには、EXEC
モードで clear isis routeコマンドを使用します。

clear isis [instance instance-id] {afi-all| ipv4| ipv6} {unicast| multicast| safi-all} [topology topo-name]
route

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスだけに IS-ISセッションを指定
します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるイン
スタンス ID（英数字）です。

instance instance-id

IP Version 4（IPv4）アドレスプレフィックスおよび IP Version 6
（IPv6）アドレスプレフィックスを指定します。

afi-all

IPv4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IPv6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

すべてのセカンダリアドレスプレフィックスを指定します。safi-all

（任意）トポロジテーブル情報およびトポロジテーブル名を指定し

ます。

topology topo-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

IPv6のサポートが追加されました。リリース 3.9.0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 761

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
clear isis route



___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定されたトポロジからルートをクリアするか、トポロジが指定されていない場合はすべてのト

ポロジ内のすべてのルートをクリアするには、clear isis routeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行isis

読み取り、書き込みrib

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスを持つルートをクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear isis ipv4 unicast route

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISリンクステートデータベースを表示しま
す。

show isis database, （909ページ）

IS-ISネイバーに関する情報を表示します。show isis neighbors, （946ページ）
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clear isis statistics
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）統計情報をクリアするには、EXECモードで clear
isis statisticsコマンドを使用します。

clear isis [instance instance-id] statistics [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISセッションをクリアし
ます。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instance instance-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show isis statisticsコマンドによって表示される情報をクリアするには、clear isis statisticsコマン
ドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行isis

読み取り、書き込みrib

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、クリアされる、指定されたインターフェイスの IS-IS統計情報の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear isis instance 23 statistics

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-IS統計情報を表示します。show isis statistics, （965ページ）
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csnp-interval
Complete SequenceNumber PDU（CSNP）パケットがブロードキャストインターフェイスに定期的
に送信される間隔を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでcsnp-interval
コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

csnp-interval seconds [level {1| 2}]

no csnp-interval seconds [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

マルチアクセスネットワーク上の CSNPの伝送の間隔（秒単位）。この
間隔は指定ルータだけに適用されます。範囲は 0～ 65535秒です。

seconds

（任意）レベル 1とレベル 2に対して個別に CSNPの伝送間隔を指定し
ます。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：10秒

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

csnp-intervalコマンドは、指定されたインターフェイスの指定ルータ（DR）だけに適用されま
す。 DRだけがデータベースの同期を維持するために CSNPパケットを送信します。 CSNPイン
ターバルはレベル 1とレベル 2で別々に設定できます。

ポイントツーポイントサブインターフェイスでの csnp-intervalコマンドの使用は、IS-ISメッシュ
グループ機能と組み合わせた場合に限り意味があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行isis

読み取り、書き込みrib

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、レベル 1の CSNP間隔を 30秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/0/2/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# csnp-interval 30 level 1
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default-information originate（IS-IS）
デフォルトのルートを Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングドメインに
生成するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで default-information originate
コマンドを使用します。 default-information originateコマンドを設定ファイルから削除し、シス
テムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

default-information originate [external| route-policy route-policy-name]

no default-information originate [external| route-policy route-policy-name]

___________________
構文の説明

（任意）外部ルートとして開発

されたデフォルトルートをイ

ネーブルにします。

external

（任意）デフォルトルートの状

態を定義します。

route-policy

（任意）ルートポリシーの名

前。

route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトルートは IS-ISルーティングドメインには生成されません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

externalキーワードが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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default-information originateコマンドを使用して設定されたルータがルーティングテーブルに
0.0.0.0へのルートを持っている場合、IS-ISはリンクステートパケット（LSP）で 0.0.0.0に対する
アドバタイズメントを発信します。

ルートポリシーが設定されていない場合、デフォルトでレベル 2 LSP内だけにアドバタイズされ
ます。レベル 1ルーティングの場合、デフォルトルートを検索する別のプロセスがあります。こ
のプロセスは、最も近いレベル 1とレベル 2ルータを検索します。最も近いレベル 1とレベル 2
ルータは、レベル 1 LSP内のAttach bit（ATT; Attachビット）を調べることで見つけることができ
ます。

ルートポリシーは次の 2つの目的で使用できます。

•ルータでレベル 1 LSP内にデフォルトルートを生成させる。

• 0.0.0.0/0を条件付きでアドバタイズするため。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、デフォルト外部ルートを IS-ISドメインに生成する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# default-information originate

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるルーティングプロトコルから Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）にルート
を再配布します。

redistribute（IS-IS）, （878ページ）

IS-ISリンクステートデータベースを表示しま
す。

show isis database, （909ページ）
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disable（IS-IS）
指定されたインターフェイス上の Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）トポロジを
ディセーブルにするには、インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーションモード

で disableコマンドを使用します。この機能を削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

disable

no disable

___________________
コマンドデフォルト IS-ISプロトコルはイネーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1上で IPv4ユニキャストの IS-ISプロトコルをディ

セーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# disable
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distance（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルによって検出されたルートに割り当
てられるアドミニストレーティブディスタンスを定義するには、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードで distanceコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから
distanceコマンドを削除して、ソフトウェアがディスタンス定義を削除するようにシステムをデ
フォルト状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

distance weight [prefix mask| prefix/length | [prefix-list-name]]

no distance [weight] [prefix mask| prefix/length| [prefix-list-name]]

___________________
構文の説明 IS-ISルートに割り当てられるアドミニストレーティブディスタンス。値

の範囲は 1～ 255です。
weight

（任意）prefix引数は、IPアドレスを 4分割ドット付き 10進表記で指定し
ます。

prefix

（任意）IPアドレスマスク。mask

（任意）IPプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレスの
ネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す 10進数
値です。 10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。 IPv4アド
レスの場合の範囲は 0～ 32、IPv6アドレスの場合の範囲は 0～ 128です。

/length

（任意）アドミニストレーティブディスタンスが適用されるルートのリス

ト。

prefix-list-name

___________________
コマンドデフォルト weight：115

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アドミニストレーティブディスタンスは 1～ 255の整数です。通常、値が大きいほど、信頼性の
格付けが下がります。 255のアドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源が
まったく信頼できないため、無視すべきであることを意味します。重み値は主観的に選択しま

す。重み値を選択するための定量的方法はありません。

distanceコマンドは、IS-ISルートがルーティング情報ベース（RIB）に挿入されるときに適用さ
れるアドミニストレーティブディスタンスを設定し、他のプロトコルによって検出された同じ宛

先アドレスへのルートよりもこれらのルートが優先される可能性に影響を与えるために使用しま

す。

address/prefix-length引数は、距離を適用する送信元ルータを定義します。つまり、各 IS-ISルート
は、他のルータによってアドバタイズされ、このルータが IS-ISルートを識別するアドレスをアド
バタイズします。この送信元アドレスは、show isis route detailコマンドの出力に表示されます。

distanceコマンドは、指定されたプレフィックスにアドレスが一致するルートに適用されます。
その後、prefix-list-name引数を使用して、distanceコマンドが特定のルートだけに影響を及ぼすよ
うに改良できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IDが 1.0.0.0/8に含まれるルータによってアドバタイズされる 2.0.0.0/8および 3.0.0.0/8（ま

たは、より具体的なプレフィックス）へのすべてのルートに距離10を割り当てる例を示します。
他のすべてのルートには、距離 80が割り当てられます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv4 prefix-list target_routes
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# permit 2.0.0.0/8
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# permit 3.0.0.0/8
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# deny 0.0.0.0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# distance 10 1.0.0.0/8 target_routes
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# distance 80
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISルーティングプロトコルを設定し、IS-IS
インスタンスを指定します。

router isis, （887ページ）

IS-ISインスタンスに関するサマリー情報を表示
します。

show isis protocol, （950ページ）

リンクステートパケット（LSP）の詳細情報を
表示します。

show isis route, （953ページ） detail
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fast-reroute per-link（IS-IS）
IP高速再ルーティング（IPFRR）ループフリー代替（LFA）プレフィックス独立リンク別計算を
イネーブルにするには、インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーションモードで

fast-reroute per-linkコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンド
の no形式を使用します。

fast-reroute per-link [exclude interface type interface-path-id| level {1| 2}| lfa-candidate interface type
interface-path-id]

no fast-reroute per-link

___________________
構文の説明

高速再ルーティング（FRR）ループフリー代替（LFA）計算の除外の情報
を指定します。

exclude

1レベルだけの FRR LFA計算を設定します。level {1 | 2}

FRR LFA計算の候補情報を指定します。lfa-candidate

FRR LFA計算から除外（excludeキーワードとともに使用する場合）する
か、または FRR LFA計算の LFA候補リストに含める（lfa-candidateキー
ワードとともに使用する場合）必要があるインターフェイスを指定します。

interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト IP高速再ルーティング LFAリンク別計算はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1で IPv4ユニキャストトポロジに対してリンクごとの高速再ルーティング LFA計

算を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface POS0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# fast-reroute per-link level 1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

IP高速再ルーティング（IPFRR）ループフリー代替
（LFA）プレフィックス依存計算をイネーブルにします。

fast-reroute per-prefix（IS-IS）, （775
ページ）
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fast-reroute per-prefix（IS-IS）
IP高速再ルーティング（IPFRR）ループフリー代替（LFA）プレフィックス依存計算をイネーブ
ルにするには、インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーションモードで fast-reroute
per-prefixコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

fast-reroute per-prefix [exclude interface type interface-path-id| level {1| 2}| lfa-candidate interface type
interface-path-id]

no fast-reroute per-prefix

___________________
構文の説明

高速再ルーティング（FRR）ループフリー代替（LFA）計算の除外の情報
を指定します。

exclude

1レベルだけの FRR LFA計算を設定します。level {1 | 2}

FRR LFA計算の候補情報を指定します。lfa-candidate

FRR LFA計算から除外（excludeキーワードとともに使用する場合）する
か、または FRR LFA計算の LFA候補リストに含める（lfa-candidateキー
ワードとともに使用する場合）必要があるインターフェイスを指定します。

interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト IP高速再ルーティング LFAプレフィックス別計算はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1で IPv4ユニキャストトポロジに対してプレフィックスごとの高速再ルーティング

LFA計算を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface POS0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# fast-reroute per-prefix level 1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

IP高速再ルーティング（IPFRR）ループフリー代替（LFA）
プレフィックス独立リンク別計算をイネーブルにします。

fast-reroute per-link（IS-IS）, （773
ページ）
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fast-reroute per-link priority-limit（IS-IS）
IP高速再ルーティング（IPFRR）ループフリー代替（LFA）プレフィックス独立リンク別計算を
イネーブルにするには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで fast-rerouteper-link
priority-limitコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

fast-reroute per-link priority-limit {critical| high| medium} level {1| 2}

no fast-reroute per-link priority-limit

___________________
構文の説明 criticalプライオリティのプレフィックスに対し

てのみ LFA計算をイネーブルにします。
critical

highプライオリティのプレフィックスに対して
のみ LFA計算をイネーブルにします。

high

critical、high、およびmediumプライオリティの
プレフィックスに対してのみLFA計算をイネー
ブルにします。

medium

ルーティングのレベル 1またはレベル 2のプラ
イオリティ制限を個別に設定します。

level {1|2}

___________________
コマンドデフォルト 高速再ルーティングリンク別プライオリティ制限 LFA計算はディセーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル1のcriticalプライオリティのプレフィックスに対する高速再ルーティングプレフィッ

クス独立リンク別計算を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis isp_lfa
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)#fast-reroute per-link priority-limit critical level
1
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fast-reroute per-link use-candidate-only（IS-IS）
プレフィックス独立リンク別高速再ルーティング計算からすべてのインターフェイスをデフォル

トで除外するには、ISISアドレスファミリコンフィギュレーションモードで fast-reroute per-link
use-candidate-onlyコマンドを使用します。デフォルトですべてのインターフェイスを含めるに
は、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-link use-candidate-only [level {1| 2}]

no fast-reroute per-link use-candidate-only

___________________
構文の説明

（任意）ルーティングのレベル 1またはレベル 2のプライオリティ制
限を個別に設定します。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IPv4ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは特定のレベルに設定できます。レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の
両方に適用できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1に対して fast-reroute per-link use-candidate-onlyコマンドを設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)#fast-reroute use-candidate-only per-link level 1
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fast-reroute per-prefix load-sharing disable（IS-IS）
複数のバックアップ間でのロードシェアリングプレフィックスをディセーブルにするには、IPv4
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで fast-reroute per-prefix load-sharing disable
コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

fast-reroute per-prefix load-sharingdisable

no fast-reroute per-prefix load-sharingdisable

___________________
構文の説明

レベル 1またはレベル 2のロードシェアリングを個別にディセーブルに
します。

level {1|2}

___________________
コマンドデフォルト ロードシェアリングはイネーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、レベル 1ルートに対して複数のバックアップ間でのロードシェアリングプレフィックスを

ディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis isp_lfa
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)#fast-reroute per-prefix load-sharing disable level 1
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fast-reroute per-prefix tiebreaker（IS-IS）
複数のバックアップのタイブレークを設定するには、IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードで fast-reroute per-prefix tiebreakerコマンドを使用します。タイブレークの設定を
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-prefix tiebreaker [downstream | lc-disjoint | lowest-backup-metric | node-protecting |
primary-path | secondary-path] index index_number level {1 | 2}

no fast-reroute per-prefix tiebreaker

___________________
構文の説明

タイブレークの場合はダウンストリームノード経由のバックアップ

パスが優先されるように設定します。

downstream

優先ラインカードの分離したバックアップパスが優先されるように

設定します。

lc-disjoint

最小の合計メトリックのバックアップパスが優先されるように設定

します。

lowest-backup-metric

ノード保護のバックアップパスが優先されるように設定します。node-protecting

ECMPセットからのバックアップパスが優先されるように設定しま
す。

primary-path

ECMP以外のバックアップパスが優先されるように設定します。secondary-path

タイブレーク間の優先順位を設定します。index

インデックスの値。範囲は 1～ 255です。index_number

レベル 1またはレベル 2のタイブレークを個別に設定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト 複数のバックアップのタイブレークは設定されません。

___________________
コマンドモード IPv4ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、複数のバックアップパスからのバックアップパスの選択に関して、タイブレーク場合にダ

ウンストリームノード経由のバックアップパスの優先順位を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis isp_lfa
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)#fast-reroute per-prefix tiebreaker downstream index
255
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fast-reroute per-prefix use-candidate-only（IS-IS）
プレフィックス依存高速再ルーティング計算からすべてのインターフェイスをデフォルトで除外

するには、ISISアドレスファミリコンフィギュレーションモードで fast-reroute per-prefix
use-candidate-onlyコマンドを使用します。デフォルトですべてのインターフェイスを含めるに
は、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-prefix use-candidate-only [level {1| 2}]

no fast-reroute per-prefix use-candidate-only

___________________
構文の説明

（任意）ルーティングのレベル 1またはレベル 2のプライオリティ制
限を個別に設定します。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IPv4ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv4マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6マルチキャストアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは特定のレベルに設定できます。レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の
両方に適用できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1に対して fast-reroute per-prefix use-candidate-onlyコマンドを設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)#fast-reroute use-candidate-only per-link level 1
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hello-interval（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルソフトウェアによって送信される連
続 helloパケット間の間隔を指定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで
hello-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用
します。

hello-interval seconds [level {1| 2}]

no hello-interval [ seconds ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

連続 helloパケット間の間隔を表す整数（秒単位）。デフォルトでは、helloイ
ンターバル secondsの 3倍の値が、送信される helloパケットの hold timeとして
アドバタイズされます。（この乗数 3は hello-multiplierコマンドを使用して変
更できます）。hello間隔が短いほど、トポロジの変更はすばやく検出されます
が、ルーティングトラフィックが増加します。範囲は 1～ 65535秒です。

seconds

（任意）レベル 1とレベル 2の hello間隔を個別に指定します。ブロードキャ
ストインターフェイスだけに指定されます。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：10秒

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

hello間隔は、シリアルポイントツーポイントインターフェイスを除き、レベル 1およびレベル
2について個別に設定できます（単一タイプの helloパケットだけがシリアルリンクで送信され
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るため、レベル1またはレベル2で独立しています）。レベル1とレベル2の個別の設定は、Local
Area Network（LAN;ローカルエリアネットワーク）インターフェイスで使用されます。

hello間隔が短いほどコンバージェンスがすばやく行われますが、帯域幅と CPUの使用が増加
します。また、ネットワークが不安定になることもあります。

（注）

hello間隔が長いほど帯域幅と CPUが節約されます。特に、より大きい hello乗数と組み合わせて
使用する場合、この戦略によりネットワークの全体的な安定性が増加します。

ポイントツーポイントリンクの場合、IS-ISはレベル 1とレベル 2に対して単一の helloだけを送
信し、ポイントツーポイントリンクでの levelキーワードを無意味なものにします。ポイントツー
ポイントインターフェイスの helloパラメータを変更するには、levelキーワードを省略します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、TenGigEインターフェイス 0/6/0/0を設定して、レベル 1トポロジルートに対して 5秒ごと

に helloパケットをアドバタイズする例を示します。この状況では、より長い間隔を設定する場
合よりもトラフィックが増加しますが、トポロジの変更がよりすばやく検出されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface TenGigE 0/6/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-interval 5 level 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパ
ケット数の最大値を指定します。見落とされた

パケット数がこの値を超えると、ルータは隣接

がダウンしていると宣言します。

hello-multiplier, （789ページ）
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hello-multiplier
ルータが隣接をダウンしていると宣言する前にネイバーが受信に失敗する必要がある Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）helloパケットの数を指定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードでhello-multiplierコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

hello-multiplier multiplier [level {1| 2}]

no hello-multiplier [ multiplier ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明 IS-IS helloパケットのアドバタイズされる hold timeは、hello間隔の hello乗数倍に

設定されます。範囲は 3～ 1000です。ネイバーは、アドバタイズされた hold time
中に IS-IS helloパケットを受信しなかった場合に、このダウンしているルータに
隣接を宣言します。 hold time（つまり hello乗数と hello間隔）は個別のインター
フェイスごとに設定し、1つのエリア内の異なるネットワーキング装置間で異なる
ように設定できます。

小さいhello乗数を使用するとコンバージェンスが迅速になりますが、ルーティン
グの不安定性が増加する可能性があります。必要に応じてhello乗数を大きくする
ことで、ネットワークの安定性を確保できます。 hello乗数を、デフォルト値の 3
より小さい値に設定しないでください。

multiplier

（任意）レベル 1またはレベル 2の隣接に対して個別に hello乗数を指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト multiplier：3

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-IShelloパケットで伝送される「保持時間」によって、ネイバーがダウンとして宣言される前に
次の helloパケットを待機する時間が決定されます。この値によって、障害状態のリンクやネイ
バーの検出とルート再計算にかかる時間が決まります。

helloパケットが頻繁に失われ、IS-ISが不必要に失敗する場合は、hello-multiplierコマンドを使用
します。 hello乗数を増やし、それに応じて hello間隔を短くすることで（hello-interval（IS-IS）,
（787ページ）コマンド）、リンク障害を検出するのに必要な時間を増やすことなく helloプロト
コルの信頼性を向上させることができます。

ポイントツーポイントリンクでは、レベル 1とレベル 2の両方に対して 1つの helloだけが存在
します。 X.25、Frame Relay、ATMなどのマルチポイントモードの NonBroadcast MultiAccess
（NBMA;非ブロードキャストマルチアクセス）ネットワークでは、レベル 1とレベル 2に別々
の helloパケットも送信されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、多数（10個）の helloパケットが失われたときに限り、隣接がダウンしていることを確認

することで、ネットワーク管理者がネットワークの安定性を向上させる例を示します。リンク障

害の検出にかかる総時間は60秒です。この戦略は、リンクが完全に輻輳しているときでも、ネッ
トワークが安定した状態で置かれていることを確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet /2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-interval 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-multiplier 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ソフトウェアが送信する helloパケット間の時
間間隔を指定します。

hello-interval（IS-IS）, （787ページ）
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hello-padding
ルータ上のすべての IS-ISインターフェイスの Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
helloプロトコルデータユニット（IIH PDU）上にパディングを設定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードで hello-paddingコマンドを使用します。パディングを抑制する
には、このコマンドの no形式を使用します。

hello-padding {disable| sometimes} [level {1| 2}]

no hello-padding {disable| sometimes} [level {1| 2}]

___________________
構文の説明 helloパディングを抑制します。disable

隣接の形成時に限り helloパディングをイネーブルにします。sometimes

（任意）レベル 1またはレベル 2の helloパディングを個別に指定
します。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト helloパディングはイネーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

helloパディングを抑制して、ネットワークリソースを保存することが必要な場合もあります。
回線の速度が低いほど、パディングオーバーヘッドの割合（パーセンテージ）が高くなります。

helloパディングを抑制する前に、物理およびデータリンク層のコンフィギュレーションを認識し
てこれらを制御し、ネットワーク層でのルータコンフィギュレーションも認識する必要がありま

す。
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ポイントツーポイントリンクの場合、IS-ISはレベル 1とレベル 2に対して単一の helloだけを送
信し、ポイントツーポイントリンクでの levelキーワードを無意味なものにします。ポイントツー
ポイントインターフェイスの helloパラメータを変更するには、levelキーワードを省略します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/1のローカルエリアネットワーク（LAN）回線上で

IS-IS helloパディングを抑制する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-padding disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

（任意）IS-ISインターフェイスに関する情報を
表示します。

show isis interface, （928ページ）
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hello-password
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスの認証パスワードを設定する
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで hello-passwordコマンドを使用しま
す。認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

hello-password [hmac-md5| text] [clear| encrypted] password [level {1| 2}] [send-only]

no hello-password [hmac-md5| text] [clear| encrypted] password [level {1| 2}] [send-only]

___________________
構文の説明

（任意）パスワードがHMAC-MD5認証を使用するように指定します。hmac-md5

（任意）パスワードがクリアテキストパスワード認証を使用するよう

に指定します。

text

（任意）パスワードが暗号化されないように指定します。clear

（任意）双方向アルゴリズムを使用してパスワードを暗号化することを

指定します。

encrypted

インターフェイスに割り当てられる認証パスワード。password

（任意）パスワードが、レベル 1プロトコルデータユニット（PDU）
用であるか、レベル 2 PDU用であるかを指定します。

level {1 | 2}

（任意）パスワードが、送信されるプロトコルデータユニット（PDU）
だけに適用され、受信されるPDUには適用されないように指定します。

send-only

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

password：暗号化されたテキスト

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

textパスワードが設定される場合、パスワードはクリアテキストとして交換されます。したがっ
て、hello-passwordコマンドは、制限されたパスワードを提供します。

hmac-md5パスワードが設定されている場合、パスワードはネットワークを介して送信されず、
代わりに交換データの完全性を確認するための暗号化チェックサムを計算するために使用されま

す。

ポイントツーポイントリンクの場合、IS-ISはレベル 1とレベル 2に対して単一の helloだけを送
信し、ポイントツーポイントリンクでの levelキーワードを無意味なものにします。ポイントツー
ポイントインターフェイスの helloパラメータを変更するには、levelキーワードを省略します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、GigabitEthernet 0/2/0/3インターフェイス上で動作する helloパケットの HMAC-MD5認証に

よってパスワードを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-password hmac-md5 clear mypassword

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）インターフェイスの認証パスワード
キーチェーンを設定します。

hello-password keychain, （795ページ）

IS-ISインターフェイスの追加認証パスワードを
設定します。

hello-password accept, （797ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

794 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
hello-password



hello-password keychain
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスの認証パスワードキーチェー
ンを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで hello-password keychain
コマンドを使用します。認証パスワードキーチェーンをディセーブルにするには、このコマンド

の no形式を使用します。

hello-password keychain keychain-name [level {1| 2}] [send-only]

no hello-password keychain keychain-name [level {1| 2}] [send-only]

___________________
構文の説明

設定するキーチェーンを指定するキーワード。認証パスワードキーチェー

ンは、一括管理され、ピアツーピアグループの認証に使用されるキーの

シーケンスです。

keychain

キーチェーンの名前を指定します。keychain-name

（任意）キーチェーンが、レベル 1プロトコルデータユニット（PDU）
用であるか、レベル 2 PDU用であるかを指定します。

level {1 | 2}

（任意）キーチェーンが、送信されるプロトコルデータユニット（PDU）
だけに適用され、受信されるPDUには適用されないように指定します。

send-only

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

password：暗号化されたテキスト

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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キーチェーンを指定して、2つの IS-ISピア間のキーチェーン認証をイネーブルにします。認証の
ヒットレスキーロールオーバーを実装するには、keychainキーワードと keychain-name引数を使
用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1のパスワードキーチェーンを設定し、GigabitEthernetインターフェイス上に限り

認証を送信する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:routerRP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:routerRP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0

RP/0/RSP0/CPU0:routerRP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-password keychain
mykeychain level 1 send-only

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）インターフェイスの認証パスワードを
設定します。

hello-password, （793ページ）

IS-ISインターフェイスの追加認証パスワードを
設定します。

hello-password accept, （797ページ）
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hello-password accept
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスの追加認証パスワードを設定
するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで hello-password acceptコマンドを
使用します。認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

hello-password accept {clear| encrypted} password [level {1| 2}]

no hello-password accept {clear| encrypted} password [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

パスワードを暗号化しないことを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してパスワードを暗号化することを指定

します。

encrypted

割り当てる認証パスワード。password

（任意）レベル 1またはレベル 2のパスワードを個別に指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISインターフェイスの追加パスワードを設定するには、hello-password acceptコマンドを使用
します。認証パスワードは、受け入れるパスワードが対応するレベルに設定可能になる前に、

hello-passwordコマンドを使用して設定する必要があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、パスワードを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:routerRP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:routerRP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/3

RP/0/RSP0/CPU0:routerRP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# hello-password accept encrypted
111D1C1603

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISインターフェイスの認証パスワードを設定
します。

hello-password, （793ページ）
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hostname dynamic disable
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロトコルのダイナミックホスト
名マッピングをディセーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードで hostname
dynamicコマンドを使用します。指定したコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除
してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

hostname dynamic disable

no hostname dynamic disable

___________________
構文の説明

ダイナミックホスト命名をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト ルータ名は、システム IDに動的にマッピングされます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン IS-ISルーティングドメインでは、各ルータは 6バイト 16進数表記のシステム IDによって表され

ます。ネットワーク管理者がネットワーキングデバイスを保守およびトラブルシューティングす

る場合、ルータ名と対応するシステム IDを知っている必要があります。

リンクステートパケット（LSP）には、ドメイン全体にわたりマッピング情報を伝送する Type
Lenght Value（TLV;タイプ、長さ、値）の中にダイナミックホスト名が含まれています。ネット
ワーク内のすべてのルータは、LSPからTLVを受信すると、それをマッピングテーブルに導入し
ようとします。次に、ルータは、システム IDをルータ名に変換する必要があるときにマッピン
グテーブルを使用します。

マッピングテーブル内のエントリを表示するには、show isis hostnameコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、システム IDへのホスト名のダイナミックマッピングをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# hostname dynamic disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ローカルルータの名前を指定します。hostname

ルータ name-to-system IDマッピングテーブル
を表示します。

show isis hostname, （926ページ）
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ignore-lsp-errors
ルータのデフォルト設定を上書きして、内部チェックサムエラーとなる受信された Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートパケット（LSP）を無視するには、ルータ
コンフィギュレーションモードで ignore-lsp-errors disableコマンドを使用します。 IS-IS LSPエ
ラー無視をイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ignore-lsp-errors disable

no ignore-lsp-errors disable

___________________
構文の説明

コマンドの機能をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト システムは、発信側に LSPを再生成させる壊れた LSPを除去します。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISプロトコル定義では、データリンクチェックサムが不正な受信 LSPを受信側が除去するこ
とになっています。これにより、パケットの発信側はLSPを再生成します。ただし、データの破
損を引き起こすリンクがネットワークに含まれており、同時に、正しいデータリンクチェックサ

ムによって LSPを配信している場合、大量のパケットの除去と再生成を繰り返す連続サイクルが
発生する可能性があります。この状況によりネットワークが機能しなくなる可能性があるため、

このコマンドを使用して、パケットを除去するのではなく、これらの LSPを無視します。

受信ネットワークデバイスは、リンクステートパケットを使用してルーティングテーブルを保

守します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、内部チェックサムエラーがある LSPを無視するようにルータに指示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# ignore-lsp-errors disable
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interface（IS-IS）
インターフェイス上で Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルを設定するに
は、ルータコンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用します。インターフェイ
スの IS-ISルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは指定されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インターフェイスで IS-ISプロトコル操作がイネーブルになる前に、IS-ISインターフェイス上で
アドレスファミリが確立される必要があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/3/0/0上の IPv4に対する IS-ISマルチトポロジ設定をイ

ネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0000.0000.0001.00
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# metric-style wide level 1
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 2001::1/64

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISルーティングプロセスのインスタンスの
ルーティングレベルを設定します。

log adjacency changes（IS-IS）, （809ページ）

ルーティングプロセスの IS-IS Network Entity
Title（NET）を設定します。

net, （860ページ）

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルに
します。

router isis, （887ページ）
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ispf
ネットワークトポロジを計算するために、incremental Shortest Path First（iSPF）アルゴリズムを設
定するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで ispfコマンドを使用します。
このアルゴリズム機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ispf [level {1| 2}]

no ispf [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

（任意）レベル 1またはレベル 2の iSPFアルゴリズムを個別に設定
します。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト iSPFアルゴリズムは設定されません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

iSPFアルゴリズムは、IS-ISが軽微な変更後にトポロジを再計算する必要がある場合に、プロセッ
サ負荷を減らすために使用する場合があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、レベル 1で IPv4ユニキャストトポロジに対して iSPFを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# ispf level 1
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is-type
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）エリアのルーティングレベルを設定するには、
ルータコンフィギュレーションモードで is-typeコマンドを使用します。ルーティングレベルを
デフォルトレベルに設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

is-type {level-1| level-1-2| level-2-only}

no is-type [level-1| level-1-2| level-2-only]

___________________
構文の説明

ルータが、レベル 1（エリア内）ルーティングだけを実行するように指定し
ます。このルータが学習するのはそのエリア内の宛先だけです。レベル 2
（エリア間）ルーティングは、最も近いレベル 1～ 2ルータによって実行さ
れます。

level-1

ルータが、レベル 1とレベル 2の両方のルーティングを実行するように指定
します。

level-1-2

ルーティングプロセスが、レベル 2（エリア間）ルータとして動作すること
だけを指定します。このルータは、バックボーンの一部であり、それ自身の

エリア内のレベル 1だけのルータとは通信しません。

level-2-only

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータがレベル 1ルーティングだけで設定される場合、このルータは、そのエリア内の宛先だけ
を学習します。レベル 2（エリア間）ルーティングは、最も近いレベル 1-2ルータにより実行さ
れます。
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ルータがレベル 2のルーティングだけで設定される場合、このルータはバックボーンの一部であ
り、それ自身のエリア内のレベル 1ルータとは通信しません。

ルータは、エリア（レベル 1ルーティング）内の宛先に対して 1つの Link-state Packet Database
（LSDB;リンクステートパケットデータベース）を持ち、Shortest Path First（SPF）計算を実行し
て、エリアトポロジを検出します。また、他のすべてのバックボーン（レベル 2）ルータのリン
クステートパケット（LSP）による別の Link-State Database（LSDB;リンクステートデータベー
ス）を持ち、別の SPF計算を実行して、バックボーンのトポロジと他のすべてのエリアの存在を
検出します。

IS-ISルーティングプロセスのタイプを設定して、隣接の適切なレベルを確立することを強く推奨
します。ネットワーク内に 1つのエリアだけが存在する場合、レベル 1ルーティングアルゴリズ
ムとレベル 2ルーティングアルゴリズムの両方を実行する必要はありません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、ルータがバックボーンの一部であり、レベル 1だけのルータと通信しないことを指定する

例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level-2-only

___________________
関連コマンド

説明コマンド

隣接のタイプを設定します。circuit-type, （757ページ）

IS-ISネイバーに関する情報を表示します。show isis neighbors, （946ページ）
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log adjacency changes（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）隣接の状態が変化したときに（アップまたはダ
ウン）、IS-ISインスタンスにログメッセージを生成させるには、ルータコンフィギュレーショ
ンモードで log adjacency changesコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマン
ドの no形式を使用します。

log adjacency changes

no log adjacency changes

___________________
コマンドデフォルト IS-ISインスタンスのログメッセージは生成されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-IS隣接状態の変更をモニタするには、log adjacency changesコマンドを使用します。これは、
大規模ネットワークをモニタする場合に非常に役立つ場合があります。メッセージは、システム

エラーメッセージ機能を使用してロギングされます。メッセージは、次の 2つの形式のいずれか
にすることができます。

%ISIS-4-ADJCHANGE: Adjacency to 0001.0000.0008 (Gi 0/2/1/0) (L2) Up, new adjacency
%ISIS-4-ADJCHANGE: Adjacency to router-gsr8 (Gi /2/1/0) (L1) Down, Holdtime expired

コマンドのno形式を使用して、指定されたコマンドを設定ファイルから削除し、システムをコマ
ンドに関してデフォルトの状態に戻します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、ルータを設定して、隣接変更を記録する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# log adjacency changes

___________________
関連コマンド

説明コマンド

メッセージを syslogサーバホストにロギングし
ます。

logging
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log pdu drops
ドロップされる Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルデータユニット
（PDU）を記録するには、ルータコンフィギュレーションモードで log pdu dropsコマンドを使
用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

log pdu drops

no log pdu drops

___________________
コマンドデフォルト PDUロギングはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-IS PDUがドロップされていると疑われる場合にネットワークをモニタするには、log pdu drops
コマンドを使用します。 PDUがドロップされた理由と現在の PDUドロップ統計情報が記録され
ます。

次に、PDUロギングの出力例を示します。

%ISIS-4-ERR_IIH_INPUT_Q_OVERFLOW: IIH input queue overflow: 86 total drops; 19 IIH drops,
44 LSP drops, 23 SNP drops
%ISIS-4-ERR_LSP_INPUT_Q_OVERFLOW: LSP input queue overflow: 17 total drops; 9 IIH drops,
3 LSP drops, 5 SNP drops

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、PDUロギングをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# log pdu drops
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lsp fast-flood threshold
リンクステートパケット（LSP）の高速フラッディングしきい値を設定するには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで lsp fast-flood thresholdコマンドを使用します。デフォル
ト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lsp fast-flood threshold lsp-number [level {1| 2}]

no lsp fast-flood threshold [ lsp-number ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

バックツーバックで送信する LSPの数。範囲は 1～ 4294967295で
す。

lsp-number

（任意）レベル 1またはレベル 2の LSPのしきい値を個別に指定し
ます。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト 10個の LSPがバックツーバックウィンドウで許可されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

LSPデータベースのコンバージェンスを加速するには、lsp fast-flood thresholdコマンドを使用し
ます。 LSPは、インターフェイスを介して、指定された限度までバックツーバックで送信されま
す。限度を過ぎると、LSPは、LSPペーシング間隔で決められたとおり、次のバッチウィンドウ
で送信されます。

バックツーバックウィンドウの期間 = LSP間隔 * LSP高速フラッディングしきい値の限度。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、LSPしきい値を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# lsp fast-flood threshold 234 level 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISインターフェイス上で送信される連続LSP
間の時間を設定します。

lsp-interval, （817ページ）
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lsp-gen-interval
リンクステートパケット（LSP）生成の IS-ISスロットリングを設定するには、ルータコンフィ
ギュレーションモードで lsp-gen-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

lsp-gen-interval [initial-wait initial] [secondary-wait secondary] [maximum-waitmaximum] [level {1| 2}]

no lsp-gen-interval [[initial-wait initial] [secondary-wait secondary] [maximum-wait maximum]] [level
{1| 2}]

___________________
構文の説明

最初の LSP生成の遅延（ミリ秒単位）を指定します。範囲は 0
～ 120000ミリ秒です。

initial-wait initial

最初と 2番目の LSP生成間のホールドタイム（ミリ秒単位）を
指定します。範囲は 1～ 120000ミリ秒です。

secondary-wait secondary

連続する2回のLSP生成の間の最大間隔を指定します（ミリ秒単
位）。範囲は 1～ 120000ミリ秒です。

maximum-wait maximum

（任意）レベル 1またはレベル 2の LSP間隔を個別に指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト initial-wait initial：50ミリ秒

secondary-wait secondary：200ミリ秒

maximum-wait maximum：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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ネットワークの不安定性が長引いている期間中にLSPの再計算を繰り返すと、ローカルルータの
CPU負荷が増加する可能性があります。さらに、これらの再計算されたLSPをネットワーク内の
他の中継システムにフラッディングすると、トラフィックが増加し、他のルータがルート計算を

実行するために費やす時間が増加する可能性があります。

ネットワークの不安定性が続いている間の LSPの生成速度を小さくするには、lsp-gen-intervalコ
マンドを使用します。このコマンドは、ルータの CPU負荷を軽減し、IS-ISネイバーへの LSPの
伝送数を低減するのに役立ちます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、連続する 2回の LSP生成の間の最大間隔を 15ミリ秒に設定し、初期 LSP生成の増分を 5

ミリ秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-gen-interval maximum-wait 15 initial-wait 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポイントツーポイントリンク上の各 IS-IS LSP
の再伝送間の時間を設定します。

retransmit-interval（IS-IS）, （883ページ）
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lsp-interval
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイス上で送信される連続リンクス
テートパケット（LSP）間の時間を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで lsp-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

lsp-interval milliseconds [level {1| 2}]

no lsp-interval [ milliseconds ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

連続する LSP間の遅延時間（ミリ秒）。範囲は 1～ 4294967295で
す。

milliseconds

（任意）レベル 1またはレベル 2のLSP遅延時間を個別に設定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト milliseconds：33ミリ秒

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、レベル 1およびレベル 2で 100ミリ秒ごとに（10パケット/秒）LSPを送信するようにシス

テムを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet /2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# lsp-interval 100

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポイントツーポイントリンク上の各 IS-IS LSP
の再伝送間の時間を設定します。

retransmit-interval（IS-IS）, （883ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

818 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
lsp-interval



lsp-mtu
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートパケット（LSP）の最大伝送単
位（MTU）のサイズを設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで lsp-mtuコマンド
を使用します。デフォルトに戻す場合は、このコマンドの no形式を入力します。

lsp-mtu bytes [level {1| 2}]

no lsp-mtu [ bytes ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

最大パケットサイズ（バイト数）。バイト数は、ネットワーク内の任意の

リンクの最小MTU以下の値に設定する必要があります。範囲は 128～
4352バイトです。

bytes

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

通常の状態では、デフォルトMTUサイズで十分です。ただし、リンクのMTUサイズが 1500バ
イト未満の場合、ネットワーク内の各ルータでも同様にLSPMTUサイズを小さくする必要があり
ます。この処理を行わない場合、ルーティングは予測不能になります。

このガイドラインは、ネットワーク内のすべてのシスコネットワーキングデバイスに適用されま

す。ネットワーク内の任意のリンクでMTUサイズが減らされた場合、直接リンクに接続された
デバイスだけではなく、すべてのデバイスを変更する必要があります。
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lsp-mtuコマンド（ネットワーク層）を mtuコマンド（物理層）で設定したリンクMTUサイ
ズより大きい値に設定しないでください。

（注）

リンクMTUサイズを確認するには、show isis interface, （928ページ）コマンドを使用して値を表
示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、MTUサイズを 1300バイトに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-mtu 1300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

最大パケットサイズまたはMTUサイズを調整
します。

mtu

（任意）IS-ISインターフェイスに関する情報を
表示します。

show isis interface, （928ページ）
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lsp-password
リンクステートパケット（LSP）認証パスワードを設定するには、ルータコンフィギュレーショ
ンモードで lsp-passwordコマンドを使用します。 lsp-passwordコマンドを設定ファイルから削除
し、リンクステートパケット認証パスワードをディセーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

lsp-password [[hmac-md5| text] [clear| encrypted] password| keychain keychain-name] [level {1| 2}]
[send-only] [snp send-only]

no lsp-password [[hmac-md5| text] [clear| encrypted] password| keychain keychain-name] [level {1| 2}]
[send-only] [snp send-only]

___________________
構文の説明

パスワードが HMAC-MD5認証を使用するように指定します。hmac-md5

パスワードがクリアテキストパスワード認証を使用するように指定し

ます。

text

パスワードを暗号化しないことを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してパスワードを暗号化することを指定し

ます。

encrypted

割り当てる認証パスワード。password

（任意）キーチェーンを指定します。keychain

キーチェーンの名前。keychain-name

（任意）レベル 1またはレベル 2のパスワードを個別に指定します。level {1 | 2}

（任意）LSPと Sequence Number Protocol（SNP）データユニットが送
信されるときにパスワードを追加します。受信LSPまたはシーケンス
番号 PDU（SNP）では認証は行われません。

send-only

（任意）SNPデータユニットが送信されるときにパスワードを追加し
ます。受信 SNPでは認証は行われません。このオプションは、text
キーワードが指定されている場合に利用できます。

snp send-only

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。
___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

textパスワードが設定される場合、パスワードはクリアテキストとして交換されます。したがっ
て、lsp-passwordコマンドは、限定的なセキュリティを提供します。

HMAC-MD5パスワードが設定されている場合、パスワードはネットワークを介して送信されず、
代わりに交換データの完全性を確認するための暗号化チェックサムを計算するために使用されま

す。

推奨されるパスワード設定は、受信および送信 SNPを認証することです。

SNPパスワードチェックをディセーブルにするには、snp send-onlyキーワードを lsp-password
コマンドで指定する必要があります。

（注）

追加パスワードを設定するには、lsp-password acceptコマンドを使用します。

キーチェーンを指定して、2つの IS-ISピア間のキーチェーン認証をイネーブルにします。認証の
ヒットレスキーロールオーバーを実装するには、keychainキーワードと keychain-name引数を使
用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1とレベル 2の LSPと SNPパスワードを、1つは HMAC-MD5認証と暗号化、1つ

はクリアテキストパスワードと非暗号化を使用して別個に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-password hmac-md5 clear password1 level 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-password text clear password2 level 2
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

1つの LSPパスワードがあるレベルに設定済み
の場合、追加のLSPパスワードを設定します。

lsp-password accept, （824ページ）
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lsp-password accept
追加のリンクステートパケット（LSP）認証パスワードを設定するには、ルータコンフィギュ
レーションモードで lsp-password acceptコマンドを使用します。 lsp-password acceptコマンドを
設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形式を使
用します。

lsp-password accept {clear| encrypted} password [level {1| 2}]

no lsp-password accept [{clear| encrypted} password [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

パスワードを暗号化しないことを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してパスワードを暗号化することを指定

します。

encrypted

割り当てる認証パスワード。password

（任意）レベル 1またはレベル 2のパスワードを個別に指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

lsp-password acceptコマンドは、システムでの受信 LSPとシーケンス番号 PDU（SNP）の検証時
に使用する追加パスワードを設定します。 LSPパスワードは、受け入れるパスワードが対応する
レベルに設定可能になる前に、lsp-passwordコマンドを使用して設定する必要があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1 LSPと SNPパスワードを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-password accept encrypted password1 level 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

認証 LSPパスワードを設定します。lsp-password, （821ページ）
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lsp-refresh-interval
異なるシーケンス番号（LSP）を含むリンクステートパケットの再生成間の時間を設定するには、
ルータコンフィギュレーションモードで lsp-refresh-intervalコマンドを使用します。デフォルト
のリフレッシュ間隔に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lsp-refresh-interval seconds [level {1| 2}]

no lsp-refresh-interval [seconds [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

更新間隔（秒単位）。範囲は 1～ 65535秒です。seconds

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：900秒（15分）

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

更新間隔によって、ソフトウェアが発信するルートトポロジ情報を定期的に送信する速度が決ま

ります。この動作を実行して情報の陳腐化を防止します。デフォルトでは、更新間隔は 900秒
（15分）です。

LSPは、有効期間が切れる前に、定期的に更新する必要があります。更新間隔は、このルータコ
マンドで指定されたLSPの有効期間未満である必要があります。更新間隔を短くすると、リンク
利用率の上昇と引き換えに、未検出のリンクステートデータベースの破損が続く時間が短縮され

ます（ただし、この事象は、破損を防止する他の予防措置が存在するため、きわめてまれにしか
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発生しません）。間隔を長くすると、更新されたパケットのフラッディングによって発生するリ

ンク利用率（ただし、この利用率は非常に小さいものです）が低下します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、LSPの更新間隔を 10,800秒（3時間）に変更する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-refresh-interval 10800

___________________
関連コマンド

説明コマンド

LSPが更新されずに保持される最大時間を設定
します。

max-lsp-lifetime, （832ページ）
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maximum-paths（IS-IS）
IPルーティングプロトコルがルーティングテーブルに導入するパラレルルートの最大数を設定
するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードでmaximum-pathsコマンドを使用
します。コンフィギュレーションファイルから maximum-pathsコマンドを除去して、ルーティ
ングプロトコルに関してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

maximum-paths maximum

no maximum-paths

___________________
構文の説明 IS-ISがルーティングテーブルに導入できるパラレルルートの最大数。

範囲は 1～ 8です。
maximum

___________________
コマンドデフォルト maximum：8ルート

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、1つの宛先に最大 16個のパスを許可する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# maximum-paths 8
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maximum redistributed-prefixes（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルがアドバタイズする再配布プレフィッ
クス数（集約の対象になる）の上限を指定するには、アドレスファミリモードで

maximum-redistributed-prefixesコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

maximum-redistributed-prefixes maximum [level {1| 2}]

no maximum-redistributed-prefixes [maximum [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

アドバタイズされる再配布されるプレフィックスの最大数。範囲は 1
～ 28000です。

maximum

（任意）レベル 1またはレベル 2のプレフィックスの最大数を指定し
ます。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト maximum：10000

level：1～ 2

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

超過プレフィックスの再配布をもたらす設定ミスを防止するには、maximum-redistributed-prefixes
コマンドを使用します。 IS-ISは、プレフィックスの最大数を超えたことを検知した場合、バイス
テートアラームを設定します。再配布されるプレフィックスの数が最大数以下に下がった場合

（再設定または再配布ソース内の変更のいずれかにより）、IS-ISはアラームをクリアします。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

830 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
maximum redistributed-prefixes（IS-IS）



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 2で再配布されるプレフィックスの数を 5000に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# maximum-redistributed-prefixes 5000 level 2
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max-lsp-lifetime
リンクステートパケット（LSP）が更新されずに保持される最大時間を設定するには、ルータコ
ンフィギュレーションモードで max-lsp-lifetimeコマンドを使用します。デフォルトの時間に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

max-lsp-lifetime seconds [level {1| 2}]

no max-lsp-lifetime [seconds [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明 LSPの有効期間（秒単位）。範囲は 1～ 65535秒です。seconds

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：1200秒（20分）

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

lsp-refresh-intervalコマンドを使用して LSPの更新間隔を変更する場合、LSPの最大有効期間を
調整する必要がある場合があります。 LSPの最大ライフタイムは、LSPのリフレッシュ間隔より
も大きな値にする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、LSPが 11,000秒（3時間超）保持される最大時間を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# max-lsp-lifetime 11000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

LSPの更新間隔を設定します。lsp-refresh-interval, （826ページ）
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mesh-group（IS-IS）
高度にメッシュ化されたネットワーク内のリンクステートパケット（LSP）フラッディングを最
適化するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで mesh-groupコマンドを使用
します。メッシュグループからサブインターフェイスを削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

mesh-group {number| blocked}

no mesh-group

___________________
構文の説明

このインターフェイスがメンバーとして属しているメッシュグループの

識別番号。範囲は 1～ 4294967295です。
number

このインターフェイス上で LSPフラッディングが発生しないように指定
します。

blocked

___________________
コマンドデフォルト メッシュグループの設定はありません（標準 LSPフラッディング）。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

メッシュグループの一部ではないサブインターフェイスで最初に受信されたLSPは、通常どおり
の方法で、他のすべてのサブインターフェイスにフラッディングされます。

メッシュグループの一部であるサブインターフェイスで最初に受信されたLSPは、同じメッシュ
グループのサブインターフェイス以外のすべてのインスタンスにフラッディングされます。blocked
キーワードがサブインターフェイスに設定されている場合、新規に受信した LSPは、そのイン
ターフェイスからフラッディングすることはありません。
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不完全なフラッディングの可能性を最小限に抑えるためには、無制限のフラッディングを許可す

るのはメッシュ内の最小限のリンクだけにする必要があります。すべての物理パスをカバーする

ような論理リンクの最小セットを選択すると、フラッディングは非常に少なくなりますが、ロバ

ストネスが低下します。理想的には、LSPフラッディングがスケーリングパフォーマンスに悪影
響を与えず、障害発生シナリオのほとんどでルータが残りのネットワークから論理的に切断され

ることのない、必要最低限のリンクを選択する必要があります。つまり、すべてのリンクのフ

ラッディングをブロックすれば、スケーリングパフォーマンスは最高になりますが、フラッディ

ングはまったく生じなくなります。すべてのリンクでフラッディングを許可すると、スケーリン

グパフォーマンスが大きく低下します。

メッシュグループの仕様の詳細については、RFC 2973を参照してください。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次の例では、6つのインターフェイスが 3つのメッシュグループに設定されます。受信された

LSPは次のように処理されます。

• GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/0によって最初に受信された LSPは、
GigabitEthernet 0/1/0/1（同じメッシュグループの一部である）と GigabitEthernet 0/3/0/0（ブ
ロックされる）以外のすべてのインターフェイスにフラッディングされます。

• GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/1によって最初に受信された LSPは、GigabitEthernet
0/2/0/0（同じメッシュグループの一部である）と GigabitEthernet 0/3/0/0（ブロックされる）
以外のすべてのインターフェイスにフラッディングされます。

• GigabitEthernet 0/3/0/0によって最初に受信された LSPは無視されませんが、通常どおりすべ
てのインターフェイスにフラッディングされます。

• GigabitEthernet 0/3/0/1を介して最初に受信されたLSPは、GigabitEthernet 0/3/0/0（ブロックさ
れる）以外のすべてのインターフェイスにフラッディングされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 11
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 11
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
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RP/0/RSP0/CPU0:routerconfig-isis)# interface GigabitEthernet 0/3/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 12
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group blocked
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metric（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスのメトリックを設定するには、
アドレスファイミリコンフィギュレーションモードまたはインターフェイスアドレスファミリ

コンフィギュレーションモードで metricコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

metric {default-metric| maximum} [level {1| 2}]

no metric [{default-metric| maximum} [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

リンクに割り当てられ、ネットワーク内の他の宛先のリンクを使用して他の各

ルータからのコストを計算するために使用されるメトリック。ナローメトリッ

クの場合、範囲は 1～ 63、ワイドメトリックの場合、範囲は 1～ 16777214で
す。

アドレスファミリでデフォルトメトリックを設定すると、そのアド

レスファミリに関連付けられているすべてのインターフェイスに同

じメトリックが設定されます。インターフェイスでメトリック値を

設定すると、デフォルトのメトリックが上書きされます。

（注）

default-metric

ワイドメトリックの最大値を指定します。すべてのルータが、Shortest Path
First（SPF）からこのリンクを除外します。

maximum

（任意）レベル 1またはレベル 2の SPF計算を個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト default-metric：デフォルトは 10です。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

levelキーワードを指定すると、指定したレベルのメトリックだけがリセットされます。メトリッ
クはすべてのインターフェイスで設定することを強くお勧めします。

アドレスファミリでデフォルトメトリックを設定すると、そのアドレスファミリに関連付けら

れているすべてのインターフェイスに同じメトリックが設定されます。インターフェイスでメト

リック値を設定すると、デフォルトのメトリックが上書きされます。

メトリックはすべてのインターフェイスで設定することを強くお勧めします。

63を超えるメトリックは、ナローメトリックスタイルでは使用できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1のデフォルトリンクステートメトリックのコスト 15を使用して、

Packet-over-SONET/SDH 0/1/0/1インターフェイスを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet /1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# metric 15 level 1

次に、レベル 2のアドレスファミリ IPv4ユニキャストに属するすべてのインターフェイスに対し
てメトリックコスト 15を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# metric 15 level 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

古いスタイルの TLVオブジェクトを生成し、
受け入れるように、IS-ISを実行するルータを設
定します。

metric-style narrow, （840ページ）

古いスタイルと新しいスタイルの両方の TLV
オブジェクトを生成し、受け入れるように、ソ

フトウェアを設定します。

metric-style transition, （842ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

838 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
metric（IS-IS）



説明コマンド

新しいスタイルの TLVオブジェクトだけを生
成し、受け入れるように、ソフトウェアを設定

します。

metric-style wide, （844ページ）
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metric-style narrow
古いスタイルのタイプ、長さ、値（TLV）のオブジェクトを生成し、受け入れるように、Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）ソフトウェアを設定するには、アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードで metric-style narrowコマンドを使用します。 metric-style narrowコマン
ドを設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形式
を使用します。

metric-style narrow [transition] [level {1| 2}]

no metric-style narrow [transition] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

（任意）古いスタイルと新しいスタイルの両方の TLVオブジェクトを生
成し、受け入れるように、ルータに指示します。古いスタイルの TLVオ
ブジェクトだけを生成します。

transition

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト 古いスタイルの TLVが生成されます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISトラフィックエンジニアリングの拡張には、古いスタイルの TLVオブジェクトより幅の広
いメトリックフィールドを持つ新しいスタイルの TLVオブジェクトが含まれています。デフォ
ルトでは、ルータは古いスタイルの TLVオブジェクトだけを生成します。Multiprotocol Label
Switching Traffic Engineering（MPLS TE;マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエ
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ンジニアリング）を実行するには、ルータは新しいスタイルのTLVオブジェクトを生成する必要
があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1で古いスタイルの TLVオブジェクトだけを生成し、受け入れるように、ルータを

設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# metric-style narrow level 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

古いスタイルと新しいスタイルの両方の TLV
オブジェクトを生成し、受け入れるように、

ルータを設定します。

metric-style transition, （842ページ）

新しいスタイルの TLVオブジェクトだけを生
成し、受け入れるように、ルータを設定しま

す。

metric-style wide, （844ページ）
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metric-style transition
古いスタイルと新しいスタイルの両方のタイプ、長さ、値（TLV）のオブジェクトを生成し、受
け入れるように、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ソフトウェアを設定するには、
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで metric-style transitionコマンドを使用しま
す。 metric-style transitionコマンドを設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

metric-style transition [level {1| 2}]

no metric-style transition [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

古いスタイルと新しいスタイルの両方の TLVオブジェクトを生成し、
受け入れるように、ルータに指示します。

transition

（任意）レベル1またはレベル2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを設定しない場合、古いスタイルの TLVが生成されます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISトラフィックエンジニアリングの拡張には、古いスタイルの TLVオブジェクトより幅の広
いメトリックフィールドを持つ新しいスタイルの TLVオブジェクトが含まれています。デフォ
ルトでは、ルータは古いスタイルの TLVオブジェクトだけを生成します。マルチプロトコルラ
ベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）を実行するには、ルータは新し
いスタイルの TLVオブジェクトを生成する必要があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 2で古いスタイルと新しいスタイルの両方の TLVオブジェクトを生成し、受け入れ

るように、ルータを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# metric-style transition level 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

古いスタイルの TLVオブジェクトだけを生成
し、受け入れるように、ルータを設定します。

metric-style narrow, （840ページ）

新しいスタイルの TLVオブジェクトだけを生
成し、受け入れるように、ルータを設定しま

す。

metric-style wide, （844ページ）
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metric-style wide
新しいスタイルのタイプ、長さ、値（TLV）のオブジェクトだけを生成し、受け入れるように、
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ソフトウェアを設定するには、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードで metric-style wideコマンドを使用します。 metric-style wide
コマンドを設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの

no形式を使用します。

metric-style wide [transition] [level {1| 2}]

no metric-style wide [transition] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

（任意）古いスタイルと新しいスタイルの両方の TLVオブジェクトを生
成し、受け入れるように、ルータに指示します。新しいスタイルの TLV
オブジェクトだけを生成します。

transition

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを設定しない場合、古いスタイルの TLVの長さが生成されます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISトラフィックエンジニアリングの拡張には、古いスタイルの TLVオブジェクトより幅の広
いメトリックフィールドを持つ新しいスタイルのTLVオブジェクトが含まれています。metric-style
wideコマンドを入力すると、ルータは新しいスタイルのTLVオブジェクトだけを生成し、受け入
れます。このため、古いスタイルと新しいスタイルの両方のTLVオブジェクトを生成する場合よ
りも、ルータが使用するメモリと他のリソースは減少します。
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MPLSトラフィックエンジニアリングを実行するには、ルータは新しいスタイルの TLVオブジェ
クトを生成する必要があります。

メトリックスタイルおよび移行戦略に関するこの説明は、トラフィックエンジニアリングの

展開に向けたものです。新しいスタイルの TLVオブジェクトが他の理由で必要になる場合、
他のコマンドとモデルが適切な場合があります。たとえば、ネットワークがより幅の広いメ

トリックを要求するが、トラフィックエンジニアリングを使用できない場合があります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1に新しいスタイルの TLVオブジェクトだけを生成し、受け入れるように、ルータ

を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# metric-style wide level 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

古いスタイルの TLVオブジェクトだけを生成
し、受け入れるように、ルータを設定します。

metric-style narrow, （840ページ）
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min-lsp-arrivaltime
受信LSP（リンクステートパケット）のレートを制御するには、ルータコンフィギュレーション
モードで min-lsp-arrivaltimeコマンドを使用します。この機能を削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

min-lsp-arrivaltime [initial-wait initial ] [secondary-wait secondary] [maximum-wait maximum] [level
{1| 2}]

no min-lsp-arrivaltime [initial-wait initial] [secondary-wait secondary] [maximum-wait maximum]
[level {1| 2}]

___________________
構文の説明

最初のLSP計算遅延（ミリ秒単位）。範囲は0～120000です。initial-wait initial

1回目と 2回目の LSP計算の間のホールドタイム（ミリ秒単
位）。範囲は 0～ 120000です。

secondary-wait secondary

2つの連続した LSP計算の間の最小時間（ミリ秒単位）。範囲
は 0～ 120000です。

maximum-wait maximum

（任意）レベル 1とレベル 2の LSP間隔設定を独立してイネー
ブルにします。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドを使用して、ネイバーの LSPの可能な不安定性からルータを保護できます。
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コマンドパラメータは、lsp-gen-intervalコマンドと似ており、ネイバーの lsp-gen-interval値を使
用して min-lsp-arrivaltimeを設定できます。

minimum-lsp-arrivalの initial-waitは、LSP到着時間パラメータの最大カウントおよび最大ウィ
ンドウサイズの計算には役立ちません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、min-lsp-arrival timeコマンドを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp min-lsp-arrivaltime
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis 1 min- lsp-arrivaltime initial-wait
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis 1 min-lsp-arrivaltime maximum-wait
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis 1 min-lsp-arrivaltime secondary-wait
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mpls ldp auto-config
ラベル配布プロトコル（LDP）Interior Gateway Protocol（IGP）インターフェイスの自動設定をイ
ネーブルにするには、IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードでmpls ldpauto-config
コマンドを使用します。 LDP IGP自動設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

mpls ldp auto-config

no mpls ldp auto-config

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト LDP IGP自動設定はディセーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

mpls ldp auto-configコマンドを使用して、指定した IGPインスタンスに関連付けられた一連のイ
ンターフェイス上で LDPを自動的に設定します。さらに、LDP IGP自動設定は、LDPが指定さ
れたインターフェイス上でイネーブルにならないようブロックする手段を提供します。 IS-ISイン
ターフェイスで LDPをイネーブルにしない場合は、igp auto-config disableコマンドを使用しま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、LDP IGP自動設定をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# mpls ldp auto-config

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のインターフェイスのLDPIGP自動設定を
ディセーブルにします。

igp auto-config disable

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 849

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
mpls ldp auto-config



mpls ldp sync（IS-IS）
ラベル配布プロトコル（LDP）IS-IS同期を設定するには、インターフェイスアドレスファミリ
コンフィギュレーションモードで mpls ldp syncコマンドを使用します。 LDP同期をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls ldp sync [level {1| 2}]

no mpls ldp sync [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

（任意）指定したレベルの LDP同期を設定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、LDP同期は両方のレベルに設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

LDPラベルを使用して転送されたマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPNトラフィッ
クは、次の場合にドロップされる可能性があります。

•新しいリンクがネットワークに導入され、LDPがラベルを確立する前に、IS-ISが収束した
場合。

• IS-IS隣接がリンク上で元の完全な状態のままになっている間に、既存の LDPセッションが
ダウンした場合。

どちらの場合も、発信 LDPラベルはMPLSトラフィックの転送に利用できません。 LDP IS-IS同
期はトラフィックのドロップに対応します。mpls ldp syncコマンドが設定されている場合、LDP
がリンク上で収束されるまで、IS-ISは可能な最大リンクメトリックをアドバタイズします。リ
ンクは、MPLSトラフィックの転送では優先されず、ほとんど使用されません。 LDPがセッショ
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ンを確立し、ラベルを交換する場合、IS-ISはリンク上で通常のメトリックをアドバタイズしま
す。

最大ワイドメトリックは特に最短パス優先アルゴリズム（SPF）からリンクを除外するために
使用されるので（RFC 3784）、ワイドメトリックが設定されている場合、IS-ISは最大メト
リック -1（16777214）をアドバタイズします。ただし、最大ナローメトリックは、この定義
の影響を受けません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、LDP IS-IS同期をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# mpls ldp sync

___________________
関連コマンド

説明コマンド

（任意）IS-ISインターフェイスに関する情報を
表示します。

show isis interface, （928ページ）
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mpls traffic-eng（IS-IS）
マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）のリンク情
報を、指定された IS-ISレベルにフラッディングするように Intermediate System-to-Intermediate
System（IS-IS）プロトコルを実行するルータを設定するには、IPv4アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードで mpls traffic-engコマンドを使用します。この機能をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng {level-1| level-1-2| level-2-only}

no mpls traffic-eng [level-1| level-1-2| level-2-only]

___________________
構文の説明

ルーティングレベル 1を指定します。level-1

ルーティングレベル 1と 2を指定します。level-1-2

ルーティングレベル 2を指定します。level-2-only

___________________
コマンドデフォルト フラッディングはディセーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータのリンクステートパケット（LSP）内で適切に設定されたリンクのリンクリソース情報
（使用可能な帯域幅）などをフラッディングするには、ルーティングプロトコルツリーの一部で

ある mpls traffic-engコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IS-ISレベル 1のMPLSトラフィックエンジニアリングをオンにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# mpls traffic-eng level-1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ノードのトラフィックエンジニアリングルー

タ識別子が、指定されたインターフェイスに関

連付けられている IPアドレスになるように指
定します。

mpls traffic-eng router-id（IS-IS）, （858ページ）
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mpls traffic-eng multicast-intact（IS-IS）
プロトコル独立型マルチキャスト（PIM）およびマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
トラフィックエンジニアリングを使用した Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルー
トのmulticast-intactイネーブルにするには、IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドで mpls traffic-eng multicast-intactコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng multicast-intact

no mpls traffic-eng [multicast-intact]

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト multicast-intactはディセーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLSTE）が IS-ISルー
ティングドメインを経由して設定され、さらにマルチキャストプロトコル（プロトコル独立マル

チキャスト [PIM]など）がイネーブルになっている場合、マルチキャストで使用するルーティン
グ情報ベース（RIB）内に非トラフィックエンジニアリングネクストホップを導入するには、mpls
traffic-end multicast-intactコマンドを使用します。 IPに限るネクストホップの導入は、オーバー
トラフィックエンジニアリングトンネルとなる場合がある、プレフィックスのパスの標準セット

の導入に追加されます。

mpls traffic-eng multicast-intactコマンドにより、ユニキャストルーティングがMPLS TEトンネ
ルを使用している場合でも、PIMはネイティブのホップバイホップのネイバーを使用することが
できます。
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___________________
例 次に、multicast-intact機能をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# mpls traffic-engmulticast-intact

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISインスタンスの IP到着可能性情報を表示
します（multicast-intactのオプションとして指
定）。

show isis route, （953ページ）

すべてのエリアの接続された IS-ISルータのリ
ストを表示します（multicast-intactのオプショ
ンとして指定）。

show isis topology, （970ページ）
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mpls traffic-eng path-selection ignore overload
ルータが Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）過負荷ビットセットを持っている場合
に、ラベルスイッチドパス（LSP）がディセーブルにならないようにするには、グローバルコン
フィギュレーションモードで mpls traffic-eng path-selection ignore overloadコマンドを使用しま
す。この上書きをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng path-selection ignore overload

no mpls traffic-eng path-selection ignore overload

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-IS過負荷ビットの無効化機能がアクティブになっている場合、つまりラベルスイッチドパス
（LSP）で引き続き使用できる場合、過負荷ビットセットを持つすべてのノードは無視されます。
この場合、次のノードが含まれます。

•先頭のノード

•中間のノード

•末尾のノード

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te
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___________________
例 次に、IS-IS過負荷ビット無効化をアクティブにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# mpls traffic-eng path-selection ignore overload

次に、IS-IS過負荷ビット無効化を非アクティブにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# no mpls traffic-eng path-selection ignore overload

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Shortest Path First（SPF）計算の中間ホップとし
て使用しないように、ルータが他のルータに通

知するようにルータを設定します。

set-overload-bit, （891ページ）
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mpls traffic-eng router-id（IS-IS）
ノードのマルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLSTE）ルー
タ IDを指定するには、IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードでmpls traffic-eng
router-idコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

mpls traffic-eng router-id {ip-address| type interface-path-id}

no mpls traffic-eng [router-id]

___________________
構文の説明 4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。ip-address

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト グローバルルータ IDが使用されます。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータ IDは、トラフィックエンジニアリング設定の安定した IPアドレスとして動作します。こ
の IPアドレスはすべてのノードにフラッディングされます。他のノードから開始され、このノー
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ドで終了するすべてのトラフィックエンジニアリングトンネルの場合、トンネルの宛先は、その

パス計算のトンネルヘッドでトラフィックエンジニアリングトポロジのデータベースとして使

用されるアドレスであるため、宛先ノードのトラフィックエンジニアリングルータ IDに設定す
る必要があります。

ループバックインターフェイスは物理インターフェイスより安定しているため、ループバッ

クインターフェイスをMPLS TEに使用することを推奨します。
（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、ループバックインターフェイス 0に関連付けられている IPアドレスとして、トラフィック

エンジニアリングルータ IDを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# mpls traffic-eng router-id Loopback0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定された IGPレベルまたはエリア内のMPLS
トラフィックエンジニアリングのリンク情報の

フラッディングをオンにします。

mpls traffic-eng（IS-IS）, （852ページ）
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net
ルーティングインスタンスの Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）Network Entity Title
（NET）を設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで netコマンドを使用します。
netコマンドを設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

net network-entity-title

no net network-entity-title

___________________
構文の説明 ISISルーティングプロセスのエリアアドレスとシステム IDを指

定する NET。
network-entity-title

___________________
コマンドデフォルト NETは設定されていません。 NETは必須であるため、IS-ISインスタンスは動作しません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ほとんどの場合、NETを 1つだけ設定する必要があります。

NETは、最終バイトが常にゼロ（0）であるネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）
です。 IS-ISを実行するシスコルータでは、NETの長さは 8～ 20バイトにすることができます。
最終バイトは、必ず nセレクタで、常にゼロ（0）である必要があります。 nセレクタは、パケッ
トが送信されるトランスポートエンティティを指定します。 nセレクタがゼロ（0）の場合、ト
ランスポートエンティティが指定されず、パケットがシステムのルーティングソフトウェア用で

あることを意味します。

nセレクタのすぐ前に表示される 6バイトはシステム IDです。システム IDの長さは、固定され
たサイズで、変更できません。システム IDは、個々のエリア（レベル 1）全体を通じ、かつバッ
クボーン（レベル 2）全体を通じて一意でなければなりません。
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システム IDの前に表示される全バイトはエリア IDです。

ルータごとに最大 3つの NETが許可されます。まれに、2つまたは 3つの NETが設定可能な場
合があります。このような場合、このルータが属するエリアは 3つのエリアアドレスを持ちま
す。 1つのエリアだけが引き続き存在しますが、複数のエリアアドレスを持っています。

複数のエリアが結合される場合、または 1つのエリアが複数のエリアに分割される場合、複数の
NETを設定するとネットワークの再設定に一時的に役立つ場合があります。複数のエリアアドレ
スがある場合は、必要に応じてエリアごとに番号を付け直すことができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、NETエリア IDが 47.0004.004d.0001、システム IDが 0001.0c11.1110であるルータを設定す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1110.00

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISルーティングプロセスのインスタンスの
ルーティングレベルを設定します。

log adjacency changes（IS-IS）, （809ページ）

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルに
し、IS-ISインスタンスを指定します。

router isis, （887ページ）
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nsf (IS-IS)
次回の再開でノンストップフォワーディング（NSF）をイネーブルにするには、ルータコンフィ
ギュレーションモードで nsfコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

nsf {cisco| ietf}

no nsf {cisco| ietf}

___________________
構文の説明

シスコ独自の NSFの再開を指定します。cisco

Internet Engineering Task Force（IETF;インターネット技術特別調査委員
会）NSFの再開を指定します。

ietf

___________________
コマンドデフォルト NSFはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NSFでは、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスがチェックポイントさ
れた隣接とリンクステートパケット（LSP）情報を使用して再開し、隣接ルータに影響を与えず
に再開することができます。つまり、隣接の破損と再生成およびシステムLSPによって、ネット
ワーク内の他のルータに影響を与えることはありません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、シスコ独自の NSFをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# nsf cisco

___________________
関連コマンド

説明コマンド

確認されたNSFの再開確認応答を再送信する回
数を設定します。

nsf interface-expires, （864ページ）

確認されない IETF NSFの再開の試行を繰り返
す間隔を設定します。

nsf interface-timer, （866ページ）

NSF再開に続くルートの最大有効期間を設定し
ます。

nsf lifetime（IS-IS）, （868ページ）
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nsf interface-expires
確認されたノンストップフォワーディング（NSF）の再開確認応答を再送信する回数を設定する
には、ルータコンフィギュレーションモードで nsf interface-expiresコマンドを使用します。デ
フォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

nsf interface-expires number

no nsf interface-expires

___________________
構文の説明

再送信する回数。範囲は 1～ 3です。number

___________________
コマンドデフォルト number：3回

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NSF再開フラグセットによって送信されたhelloパケットが確認されない場合、再送信されます。
NSF helloが再送信される回数を制御するには、nsf interface-expiresコマンドを使用します。イン
ターフェイス上でこの限度に到達した場合、このインターフェイスで以前に認識されたネイバー

はダウンしていると見なされ、必要な他のすべての条件が満たされている場合、最初の Shortest
Path First（SPF）計算が許可されます。

隣接の再確立（インターフェイスタイマー *インターフェイス期限切れ）に利用可能な総時間間
隔は、予想される合計 NSF再開時間よりも長い必要があります。

nsf interface-expiresコマンドは、インターネット技術特別調査委員会（IETF）スタイルのNSFだ
けに適用されます。シスコ独自の NSFが設定されている場合は無効です。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IETFNSF再開信号が確認されない場合、各インターフェイスで 1回だけ再試行を許可する

例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# nsf ietf
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# nsf interface-expires 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパ
ケット数の最大値を指定します。見落とされた

パケット数がこの値を超えると、ルータは隣接

がダウンしていると宣言します。

hello-multiplier, （789ページ）

確認されない IETF NSFの再開の試行を繰り返
す間隔を設定します。

nsf interface-timer, （866ページ）
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nsf interface-timer
確認されないインターネット技術特別調査委員会（IETF）ノンストップフォワーディング（NSF）
の再開試行を繰り返してからの間隔を設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで

nsf interface-timerコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

nsf interface-timer seconds

no nsf interface-timer

___________________
構文の説明 NSF再開間隔（秒単位）。範囲は 3～ 20秒です。seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：10秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IETFNSF再開処理が開始されると、helloパケットはルータのネイバーによって確認される必要が
ある NSF再開フラグを送信します。 helloパケットが再送信されてからの再開間隔を制御するに
は、nsf interface-timerコマンドを使用します。再開間隔は hello間隔に一致する必要はありませ
ん。

nsf interface-timerコマンドは、IETFスタイルのNSFだけに適用されます。シスコ独自のNSFが
設定されている場合は無効です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、フラグが確認されるまで、NSF再開フラグセットを持つ helloパケットが 5秒ごとに再送

信されることを確認する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# nsf ietf
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# nsf interface-timer 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

確認されたNSFの再開確認応答を再送信する回
数を設定します。

nsf interface-expires, （864ページ）

ソフトウェアが送信する helloパケット間の時
間間隔を指定します。

hello-interval（IS-IS）, （787ページ）
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nsf lifetime（IS-IS）
ノンストップフォワーディング（NSF）再開に続くルートの最大有効期間を設定するには、ルー
タコンフィギュレーションモードで nsf lifetimeコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

nsf lifetime seconds

no nsf lifetime

___________________
構文の説明 NSF再開に続くルートの最大有効期間（秒単位）。範囲は 5～ 300秒で

す。

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：60秒（1分）

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

シスコ独自のNSFの再開中に、チェックポイントされた隣接とリンクステートパケット（LSP）
情報の取得に利用可能な最大時間を設定するには、nsf lifetimeコマンドを使用します。この間隔
中に回復されない LSPと隣接は放棄されるため、ネットワークトポロジの変更が発生します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、NSFプロセス全体に 20秒だけ使用できるようにルータを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# nsf cisco
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# nsf lifetime 20
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passive（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）パケットがインターフェイスに転送され、受信
したパケットがインターフェイス上で処理されないよう抑制するには、インターフェイスコン

フィギュレーションモードで passiveコマンドを使用します。インターフェイスに着信する IS-IS
パケットを元に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

passive

no passive

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスはアクティブです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1上の IS-ISパケットを抑制するようにルータを設定

する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# passive
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISインターフェイスが LSP内の接続された
プレフィックスをアドバタイズせずに隣接の形

成に参加できるようにします。

suppressed, （989ページ）
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point-to-point
ブロードキャストリンクの代わりにポイントツーポイントリンクとして機能するように、ブロー

ドキャストメディアと統合された Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティング
プロトコルを使用する 2つのネットワーキングデバイスだけを設定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードで point-to-pointコマンドを使用します。ポイントツーポイント
としての使用をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

point-to-point

no point-to-point

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ブロードキャストメディアに接続されている場合、インターフェイスはブロードキャストとして

扱われます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

2つのネットワーキングデバイスをネットワーク内のブロードキャストメディア上だけで、
point-to-pointコマンドを使用します。このコマンドにより、システムは、ブロードキャストとし
てではなくポイントツーポイントとしてパケットを発行します。このコマンドは、ネットワーク

にある両方のネットワーキングデバイスで設定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、ポイントツーポイントインターフェイスとして動作するように、10ギガビットイーサネッ

トインターフェイスを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface TenGigE 0/6/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# point-to-point
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priority（IS-IS）
指定ルータのプライオリティを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモード

で priorityコマンドを使用します。デフォルトのプライオリティにリセットするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

priority value [level {1| 2}]

no priority [ value ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

ルータのプライオリティ。範囲は 0～ 127です。value

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト value：64

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

プライオリティはレベル 1とレベル 2で別々に設定できます。レベル 1またはレベル 2を指定す
ると、レベル 1またはレベル 2のルーティングのプライオリティだけがそれぞれリセットされま
す。レベルを指定しない場合、すべてのレベルに対して設定できます。

プライオリティは、LAN上のどのルータが指定ルータであるか、または Designated Intermediate
System（DIS;指定中間システム）であるかを決定するのに使用されます。プライオリティはhello
パケットでアドバタイズされます。最高のプライオリティを持つルータが DISになります。
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Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルでは、バックアップ指定ルータはあ
りません。プライオリティを 0に設定すると、そのシステムが DISになる可能性は低くなります
が、完全には回避できません。より高いプライオリティを持つルータがオンライン上に配置され

ると、現在の DISのロールを引き継ぎます。同等のプライオリティ場合、より高いMACアドレ
スの方が引き継ぎます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1のルーティングプライオリティにプライオリティレベル 80を設定する例を示し

ます。このルータが DISになる可能性が高くなります。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface TenGigE0/6/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# priority 80 level 1
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propagate level
ある Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）レベルから別のレベルにルートを伝播する
には、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで propagate levelコマンドを使用しま
す。伝播をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

propagate level {1| 2} into level {1| 2} route-policy route-policy-name

no propagate level {1| 2} into level {1| 2}

___________________
構文の説明

ルーティングレベル 1またはレベル 2ルートから伝播します。level {1 | 2}

レベル1またはレベル2ルートからレベル1またはレベル2ルー
トに伝播します。

into

設定済みのルートポリシーを指定します。route-policy route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト ルートリーキング（レベルから 2からレベル 1）はディセーブルです。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

通常、レベルから 1からレベル 2へのルートの伝播は自動的に行われます。レベル 1ルートをレ
ベル 2に伝播できるように適切に制御する必要がある場合は、このコマンドを使用します。

レベル 2ルートをレベル 1に伝播する場合をルートリーキングと呼びます。デフォルトでは、
ルートリークはディセーブルです。つまり、レベル 2ルートは、レベル 1リンクステートパケッ
ト（LSP）に自動的に取り込まれません。レベル2ルートをレベル1ルートにリークさせるには、
このコマンドを使用してその動作をイネーブルにする必要があります。

レベル 1からレベル 1の伝播およびレベル 2からレベル 2の伝播は許可されません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 2ルートをレベル 1に再配布する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv4 access-list 101 permit ip 10.0.0.0 255.0.0.0 10.1.0.1
0.255.255.255
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.1234.2222.2222.2222.00
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# propagate level 2 into level 1 route-policy policy_a

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるルーティングドメインから指定された IS-IS
インスタンスにルートを再配布します。

redistribute（IS-IS）, （878ページ）
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redistribute（IS-IS）
あるルーティングプロトコルから Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）にルートを再
配布するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用
します。コンフィギュレーションファイルから redistributeコマンドを削除し、ルートの再配布
をしないデフォルトの状態にシステムを戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

Border Gateway Protocol (BGP)

redistribute bgp process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {internal|
external}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute bgp process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {internal|
external}] [route-policy route-policy-name]

Connected Routes

redistribute connected [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {internal| external}]
[route-policy route-policy-name]

no redistribute connected [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {internal| external}]
[route-policy route-policy-name]

Intermediate System-to-Intermediate System (IS-IS)

redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {internal|
external}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {internal|
external}] [route-policy route-policy-name]

Open Shortest Path First (OSPF)

redistribute ospf process-id [level-1| level-2| level-1-2] [match {external [1| 2]| internal| nssa-external [1|
2]}] [metric metric-value] [metric-type {internal| external}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute ospf process-id [level-1| level-2| level-1-2] [match {external [1| 2]| internal| nssa-external
[1| 2]}] [metric metric-value] [metric-type {internal| external}] [route-policy route-policy-name]

Open Shortest Path First Version 3 (OSPFv3)

redistribute ospfv3 process-id [level-1| level-2| level-1-2] [match {external [1| 2]| internal| nssa-external
[1| 2]}] [metric metric-value] [metric-type {internal| external}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute ospfv3 process-id [level-1| level-2| level-1-2] [match {external [1| 2]| internal| nssa-external
[1| 2]}] [metric metric-value] [metric-type {internal| external}] [route-policy route-policy-name]

Static Routes

redistribute static [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {1 | 2 }] [route-policy
route-policy-name]

no redistribute static [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {1 | 2 }] [route-policy
route-policy-name]
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EIGRP

redistribute eigrp as-number [level-1| level-2| level-1-2] [match {external| internal}] [metricmetric-value]
[metric-type {internal| external| rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy
route-policy-name]

no redistribute eigrp as-number [level-1| level-2| level-1-2] [match {external| internal}] [metric
metric-value] [metric-type {internal| external| rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy
route-policy-name]

RIP

redistribute rip [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {internal| external|
rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute rip [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {internal| external|
rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy route-policy-name]

Subscriber Routes

redistribute subscriber [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {internal| external|
rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute subscriber [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {internal| external|
rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy route-policy-name]

___________________
構文の説明 bgpキーワードの場合、自律システム番号には次の範囲があります。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

isisキーワードの場合は、ルートの再配布元である IS-ISインスタンス IDで
す。

ospfキーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFプロセス名です。
値は文字列の形式を取ります。 10進数を入力できますが、ストリングとし
て内部に格納されます。

ospfv3キーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFv3プロセス名で
す。値は文字列の形式を取ります。 10進数を入力できますが、ストリング
として内部に格納されます。

process-id

（任意）再配布されるルートがルータのレベル 1 LSP内にアドバタイズされ
るように指定します。

level-1

（任意）再配布されるルートがルータのレベル 1およびレベル 2 LSP内にア
ドバタイズされるように指定します。

level-1-2
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（任意）再配布されるルートがルータのレベル 2 LSP内にアドバタイズされ
るように指定します。

level-2

（任意）再配布ルートに使用されるメトリックを指定します。範囲は 0～
16777215です。 metric-valueは、ルートが再配布されるエリアおよびトポロ
ジの IS-ISメトリックスタイルと一致している必要があります。

metricmetric-value

（任意）IS-ISルーティングドメインにアドバタイズされるルートに関連付
けられた外部リンクタイプを指定します。次の 2つの値のいずれかにする
ことができます。

• external

• internal：internalキーワードを使用して IS-IS内部メトリックタイプを
設定します。

• external：externalキーワードを使用して IS-IS外部メトリックタイプを
設定します。

内部メトリックを持つルート（メトリックがどれだけ大きい場合でも）は、

外部メトリック（メトリックがどれだけ小さい場合でも）を持つルートより

も優先されます。

metric-type
{internal |
external}

（任意）設定されたポリシーの IDを指定します。ポリシーは、このソース
ルーティングプロトコルから IS-ISまでのルートの重要性をフィルタリング
するために使用されます。

route-policy
route-policy-name

（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに再配布する条件を指定
します。次の 1つ以上の条件を指定できます。

• internal：特定の自律システムの内部のルート（エリア内およびエリア
間 OSPFルート）。

• external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ 1また
はタイプ 2の外部ルートとして OSPFにインポートされているルート。

• nssa-external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ
1またはタイプ 2のNot-So-StubbyArea（NSSA）外部ルートとしてOSPF
にインポートされているルート。

externalおよび nssa-externalオプションでタイプを指定しなかった場合は、
タイプ 1とタイプ 2の両方であると想定されます。

match {internal |
external [1 | 2] |
nsaa-external [1 |
2]}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 2が設定されます。

metric-type：internal
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match：matchキーワードを指定しない場合、すべての OSPFルートが再配布されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされ
ました。

リリース 3.9.0

EIGRPのルート、RIP、および加入者ルートの IS-ISへの再配布
がサポートされました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

属性とルートポリシーの設定または照合のために両方のコマンドキーワードを使用してルー

トを（IS-ISに）再配布する場合、ルートは最初にルートポリシーを調べ、その後キーワード
の照合と設定を調べます。

（注）

別個の IS-ISインスタンス間のルートの再配布を制御するには、redistributeコマンドを使用しま
す。 1つの IS-ISインスタンスのレベル間の伝播を制御するには、propagate level, （876ページ）
コマンドを使用します。

IPv4 OSPFアドレスだけが IS-IS IPv4アドレスファミリに再配布できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次の例では、IS-ISインスタンス isp_Aが、レベル 2 LSP内の IS-ISインスタンス isp_Bのすべての

ルートを再アドバタイズします。 level-2キーワードは、どのレベルのインスタンス isp_Aがルー
トをアドバタイズするかに影響を与え、どのインスタンス isp_Bからのルートがアドバタイズさ
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れるかには影響を与えないことに注意してください（IS-ISインスタンス isp_Bからのレベル 1
ルートは再配布に含まれます）。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp_A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.1234.2222.2222.2222.00
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# redistribute isis isp_B level-2
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp_B
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.4567.2222.2222.2222.00
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ある IS-ISレベルから別のレベルにルートを伝
播します。

propagate level, （876ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

882 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
redistribute（IS-IS）



retransmit-interval（IS-IS）
ポイントツーポイント上の各 Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートパ
ケット（LSP）の再伝送間の時間を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで retransmit-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

retransmit-interval seconds [level {1| 2}]

no retransmit-interval [seconds [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

各LSPの連続再送信間隔（秒単位）。これは、接続されたネットワーク間
の 2つのネットワーキングデバイス間の予想されるラウンドトリップ遅延
より大きい整数です。範囲は 0～ 65535秒です。

seconds

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：5秒

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

retransmit-intervalコマンドは LAN（マルチポイント）インターフェイス上では無効です。ポイ
ントツーポイントリンクでは、この値を増やしてネットワークの安定性を強化できます。

再伝送は LSPがドロップされた場合に限り発生するため、このコマンドで高い値を設定しても、
再コンバージェンスにはほとんど影響はありません。ネイバーネットワーキングデバイスが多

くなるほど、LSPがフラッディングできるパスが多くなり、この値をより高く設定できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、大規模なシリアルラインに対して 60秒ごとに IS-IS LSPを再伝送する GigabitEthernetイン

ターフェイス 0/2/0/1を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# retransmit-interval 60

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポイントツーポイントインターフェイスの IS-IS
LSP再送信間の時間を設定します。

retransmit-throttle-interval, （885ページ）
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retransmit-throttle-interval
ポイントツーポイントインターフェイス上の異なる Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）リンクステートパケット（LSP）の再送信間の最小間隔を設定するには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで retransmit-throttle-intervalコマンドを使用します。コマ
ンドを設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形
式を使用します。

retransmit-throttle-interval milliseconds [level {1| 2}]

no retransmit-throttle-interval [milliseconds [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

インターフェイス上のLSP再送信間の最小遅延（ミリ秒単位）です。
範囲は 0～ 65535です。

milliseconds

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは 0です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インターフェイス上の任意の 2つの連続 LSPの再送信間で待機する必要がある最小間隔を定義す
るには、retransmit-throttle-intervalコマンドを使用します。 retransmit-throttle-intervalコマンド
は、多くの LSPと多くのインターフェイスを持つ大規模なネットワークで LSP再送信トラフィッ
クを制御する方法として役立つ場合があります。このコマンドは、インターフェイスでLSPを再
送信できるレートを制御します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、LSP伝送の速度を 300ミリ秒ごとに 1回に制限するように GigabitEthernetインターフェイ

ス 0/2/0/1を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# retransmit-throttle-interval 300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

同じLSPを再生成する間の最小間隔を設定しま
す。

lsp-gen-interval, （815ページ）

ポイントツーポイント上の各 IS-IS LSPの再伝
送間の時間を設定します。

retransmit-interval（IS-IS）, （883ページ）
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router isis
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロトコルをイネーブルにし、
IS-ISインスタンスを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで router isisコマ
ンドを使用します。 IS-ISルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

router isis instance-id

no router isis instance-id

___________________
構文の説明

ルーティングプロセスの名前。文字の最大数は 40です。instance-id

___________________
コマンドデフォルト IS-ISルーティングプロトコルはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISルーティングプロセスを作成するには、router isisコマンドを使用します。エリア（レベル
1）のアドレスとルータのシステム IDを指定するには、適切なNetwork Entity Title（NET）を設定
する必要があります。隣接関係が確立されてダイナミックルーティングが可能になる前に、1つ
以上のインターフェイスでルーティングをイネーブルにする必要があります。

複数の IS-ISプロセスを設定できます。最大 8個のプロセスを設定できます。システムでは、最
大 5個の IS-ISインスタンスがサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、IPルーティングに対する IS-ISを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0001.0000.0001.00

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングプロセスの IS-IS NETを設定しま
す。

net, （860ページ）
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set-attached-bit
レベル1リンクステートパケット（LSP）内のAttachビットを持つ IntermediateSystem-to-Intermediate
System（IS-IS）インスタンスを設定するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドで set-attached-bitコマンドを使用します。 set-attached-bitコマンドを設定ファイルから削除
し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

set-attached-bit

no set-attached-bit

___________________
コマンドデフォルト Attachビットは LSP内では設定されません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

別の IS-ISインスタンスがレベル 2トポロジを再配布できるようにするレベル 1 LSP内の Attach
ビットを持つ IS-ISインスタンスを設定するには、set-attached bitコマンドを使用します。 Attach
ビットは、別の IS-ISインスタンスからのレベル 2の接続が、レベル 1の Attachビットによって
アドバタイズされるときに使用されます。

Cisco IOS XRソフトウェアは、1つの IS-ISルーティングインスタンス内の複数のレベル 1エリ
アをサポートしません。ただし、redistribute（IS-IS）, （878ページ）コマンドを使用した 2つの
IS-ISインスタンス間のルートの再配布によって、同等の機能を実現できます。

single-topologyコマンドが設定されていない場合に限り、Attachビットは特定のアドレスファミ
リに対して設定されます。

レベル 2インスタンスの接続が失われた場合、レベル 1インスタンス LSP内の Attachビット
がレベル2インスタンスへのトラフィックの送信を続け、トラフィックのドロップを発生させ
ます。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 2インスタンスがレベル 1インスタンスからのルートを再配布できるようにする、

レベル 1インスタンスの Attachビットを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0001.0001.0001.0001.00
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# redistribute isis 2 level 2
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af-if)# address-family ipv4 unicast
!
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0002.0001.0001.0002.00
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# set-attached-bit
!
RP/0/RSP0/CPU0:routerfig-isis-af)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af-if)# address-family ipv4 unicast

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ある IS-ISインスタンスから別のインスタンス
にルートを再配布します。

redistribute（IS-IS）, （878ページ）

IPv6が設定されている場合、IPv4用のリンク
トポロジを設定します。

single-topology, （980ページ）
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set-overload-bit
Shortest Path First（SPF）計算で自身を中間ホップとして使用しないよう、他のルータに通知する
ようルータを設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで set-overload-bitコマンド
を使用します。指定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

set-overload-bit [on-startup {delay| wait-for-bgp}] [level {1| 2}] [advertise {external| interlevel}]

no set-overload-bit [on-startup {delay| wait-for-bgp}] [level {1| 2}] [advertise {external| interlevel}]

___________________
構文の説明

（任意）再起動後、過負荷ビットだけを一時的に設定します。on-startup

（任意）再起動後、ルータが過負荷状態になるときをアドバタイズする間

隔（秒単位）。範囲は 5～ 86400秒（86400秒 = 1日）です。
delay

（任意）ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）信号が収束またはタ
イムアウトするまで、スタートアップで過負荷ビットを設定します。

wait-for-bgp

（任意）レベル 1またはレベル 2の過負荷ビットを個別に指定します。level {1 | 2}

（任意）ルータが次のタイプの IPプレフィックスをアドバタイズする場
合、過負荷ビットを設定します。

• external：過負荷ビット設定が他のプロトコルから学習された IPプレ
フィックスをアドバタイズする場合

• interlevel：過負荷ビット設定が別の IS-ISレベルから学習された IP
プレフィックスをアドバタイズする場合

advertise { external |
interlevel

___________________
コマンドデフォルト 過負荷ビットは設定されません。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

advertise {external | interlevelキーワードが追加されました。リリース 4.2.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータが nonpseudonodeリンクステートパケット（LSP）内に過負荷ビットを設定することを強
制するには、set-overload-bitコマンドを使用します。通常、過負荷ビットの設定はルータに問題
が発生した場合に限り許可されます。たとえば、ルータにメモリ不足が発生している場合、リン

クステートデータベースが不完全になり、その結果不完全または不正確なルーティングテーブル

が生成されている可能性があります。信頼できないルータのLSPに過負荷ビットを設定すると、
ルータが問題から回復するまで、他のルータは SPF計算でルータを無視することができます。そ
の結果、信頼できないルータを経由するパスは Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
エリア内の他のルータには見えなくなります。ただし、このルータに直接接続されたIPプレフィッ
クスは引き続き到達可能です。

ルータを IS-ISネットワークに接続し、どのような場合でも実際のトラフィックが流れないように
する場合、set-overload-bitコマンドが役立つ場合があります。

過負荷ビットが設定されたルータには、次のものがあります。

•本稼働ネットワークに接続している研究室内のテストルータ。

•たとえば、非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）ネットワーク上にある、メッシュ
グループ機能とともに LSPフラッディングサーバとして設定されたルータ。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、過負荷ビットを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# set-overload-bit
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show isis
show isisコマンドは、IS-ISインスタンスおよびプロトコル操作に関する一般情報を表示します。
インスタンス IDを指定しない場合、このコマンドはすべての IS-ISインスタンスに関する情報を
表示します。

show isis [instance instance-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-IS隣接を表示します。

instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたイン
スタンス ID（英数字）です。

（注）

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS隣接を表示しま

す。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インスタンスごとに、出力の最初の行に IS-ISインスタンス IDがリストされ、以降の行では、
IS-ISシステム ID、サポートレベル（レベル 1、レベル 2、またはレベル 1～ 2）、設定されたエ
リアアドレス、アクティブなエリアアドレス、ノンストップフォワーディング（NSF）のステー
タス（イネーブルまたはディセーブル）とタイプ（Ciscoまたは IETF）、および最終 IS-ISプロセ
スのスタートアップが実行されたモードが特定されます。

次に、各設定済みアドレスファミリのステータス（または設定されていない場合は単に IPv4ユニ
キャスト）が要約されます。各レベル（レベル 1またはレベル 2）について、生成され、受け入
れられたメトリックスタイル（ナローまたはワイド）が、incremental Shortest Path First（iSPF）計
算のステータス（イネーブルまたはディセーブル）とともにリストされます。その後、再配布さ
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れるプロトコルおよび再配布されるルートに適用されるアドミニストレーティブディスタンスが

リストされます。

最後に、各 IS-ISインターフェイスの稼働状態（アクティブ、パッシブ、またはディセーブル）お
よび設定状態（アクティブまたはディセーブルに）がリストされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isisコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis
Wed Aug 20 23:54:55.043 PST DST

IS-IS Router: lab
System Id: 0000.0000.0002
IS Levels: level-2-only
Manual area address(es):
49.1122

Routing for area address(es):
49.1122

Non-stop forwarding: Disabled
Most recent startup mode: Cold Restart
Topologies supported by IS-IS:
IPv4 Unicast
Level-2
Metric style (generate/accept): Narrow/Narrow
Metric: 10
ISPF status: Disabled

No protocols redistributed
Distance: 115

Interfaces supported by IS-IS:
Loopback0 is running passively (passive in configuration)
POS0/1/0/2 is running actively (active in configuration)
POS0/1/0/3 is running actively (active in configuration

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 56：show isis のフィールドの説明

説明フィールド

IS-ISインスタンス ID。IS-IS Router

IS-ISシステム ID。System Id

インスタンスのサポートレベル。IS Levels

ドメインおよびエリア。Manual area address(es)
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説明フィールド

設定済みのエリアアドレスおよびアクティブな

エリアアドレス。

Routing for area address(es):

ノンストップフォワーディング（NSF）のス
テータス（イネーブルまたはディセーブル）と

タイプ（Ciscoまたは IETF）。

Non-stop forwarding

最終 IS-ISプロセスのスタートアップが実行さ
れたモード。

Most recent startup mode

各設定済みアドレスファミリのステータス（ま

たは設定されていない場合は単に IPv4ユニキャ
スト）の要約。

Topologies supported by IS-IS

再配布されるプロトコルおよび再配布される

ルートに適用されるアドミニストレーティブ

ディスタンスのリスト。

Redistributed protocols

各設定済みアドレスファミリのステータス（ま

たは設定されていない場合は単に IPv4ユニキャ
スト）の要約。各レベル（レベル1またはレベ
ル 2）について、生成され、受け入れられたメ
トリックスタイル（ナローまたはワイド）が、

incremental Shortest Path First（iSPF）計算のス
テータス（イネーブルまたはディセーブル）と

ともにリストされます。

Metric style (generate/accept)

各 IS-ISインターフェイスの稼働状態（アクティ
ブ、パッシブ、またはディセーブル）および設

定状態（アクティブまたはディセーブルに）。

Interfaces supported by IS-IS
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show isis adjacency
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）隣接を設定するには、EXECモードで show isis
adjacencyコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] adjacency [level {1| 2}] [type interface-path-id] [detail] [systemid system-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-IS隣接を表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインスタ
ンス ID（英数字）です。

instance instance-id

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-IS隣接を個別に指定します。level {1 | 2}

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を
使用してください。

interface-path-id

（任意）ネイバー IPアドレスとアクティブなトポロジを表示します。detail

（任意）指定されたルータに限り情報を表示します。systemid system-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS隣接を表示しま

す。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis adjacencyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis adjacency

IS-IS p Level-1 adjacencies:
System Id Interface SNPA State Hold Changed NSF BFD
12a4 PO0/1/0/1 *PtoP* Up 23 00:00:06 Capable Init
12a4 Gi0/6/0/2 0004.2893.f2f6 Up 56 00:04:01 Capable Up

Total adjacency count: 2

IS-IS p Level-2 adjacencies:
System Id Interface SNPA State Hold Changed NSF BFD
12a4 PO0/1/0/1 *PtoP* Up 23 00:00:06 Capable None
12a4 Gi0/6/0/2 0004.2893.f2f6 Up 26 00:00:13 Capable Init

Total adjacency count: 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 57：show isis adjacency のフィールドの説明

説明フィールド

レベル 1の隣接。Level-1

レベル 2の隣接。Level-2

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID

ネイバーに到達するために使用されるインター

フェイス。

Interface
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説明フィールド

ネイバーのデータリンクアドレス（サブネッ

トワーク接続点 [SNPA]とも呼ばれます）。
SNPA

ネイバーインターフェイスの隣接状態。有効

な状態は、Down、Init、および Upです。
State

ネイバーのホールドタイム。Holdtime

ネイバーがアップされている時間（時間:分:
秒）。

Changed

ネイバーが IETF-NSF再開メカニズムに追随で
きるかどうかを指定します。

NSF

インターフェイスに Bidirectional Forwarding
Detection（BFD）ステータスを指定します。有
効な状態は次のとおりです。

• None：BFDは設定されません。

• Init：BFDセッションはアップされていま
せん。1つの理由は、反対側がまだイネー
ブルになっていないためです。

• Up：BFDセッションは確立されています。

• Down：BFDセッションのホールドタイム
の期限が切れました。

BFD

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISネイバーに関する情報を表示します。show isis neighbors, （946ページ）
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show isis adjacency-log
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）隣接ログを表示するには、EXECモードで show
isis adjacency-logコマンドを使用します。

show isis adjacency-log [level {1| 2}] [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-IS隣接ログを個別に表示しま
す。

level {1 | 2}

（任意）出力がエントリの最後の numberに制限されるように指定し
ます。範囲は 1～ 100です。

last number

（任意）出力がエントリの最初の numberに制限されるように指定し
ます。範囲は 1～ 100です。

first number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 899

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
show isis adjacency-log



___________________
例 次に、show isis adjacency-logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis adjacency-log

IS-IS 10 Level 1 Adjacency log
When System Interface State Details
4d00h 12a1 PO0/5/0/0 d -> i
4d00h 12a1 PO0/5/0/0 i -> u New adjacency

IPv4 Unicast Up
4d00h 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency
4d00h 12a1 Gi0/6/0/0 u -> d Interface state
down
3d17h 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency
3d17h 12a1 Gi0/6/0/0 u -> d Interface state
down
01:44:07 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency

IS-IS 10 Level 2 Adjacency log
When System Interface State Details
4d00h 12a1 PO0/5/0/0 d -> i
4d00h 12a1 PO0/5/0/0 i -> u New adjacency

IPv4 Unicast Up
4d00h 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency
4d00h 12a1 Gi0/6/0/0 u -> d Interface state
down
3d17h 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency
3d17h 12a1 Gi0/6/0/0 u -> d Interface state
down
01:44:07 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 58：show isis adjacency-log のフィールドの説明

説明フィールド

イベントが記録されてからの経過時間（時間:
分:秒）。

When

隣接ルータのシステム ID。System

隣接変更に関係するインターフェイスを指定し

ます。

Interface

記録されたイベントの状態の移行。State

隣接変更の説明。Details
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show isis checkpoint adjacency
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）チェックポイント隣接データベースを表示する
には、EXECモードで show isis checkpoint adjacencyコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] checkpoint adjacency

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISチェックポイント隣
接を表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインスタ
ンス ID（英数字）です。

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISチェックポイン

ト隣接を表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

チェックポイントされた隣接を表示するには、show isis checkpoint adjacencyコマンドを使用しま
す。この情報によって、シスコ独自のノンストップフォワーディング（NSF）の再開中に隣接
データベースを格納できます。このコマンドは、show isis adjacencyコマンドとともに、2つの
データベースの一貫性を確認するために使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis checkpoint adjacencyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show
isis
checkpoint
adjacency

Interface Level System ID State Circuit ID Chkpt ID
Gi3/0/0/1 1 router-gsr8 Up 0001.0000.0008.04 80011fec
Gi0/4/0/1 1 router-gsr9 Up 0001.0000.0006.01 80011fd8
Gi/0/0/1 2 router-gsr8 Up 0001.0000.0008.04 80011fc4

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 59：show isis checkpoint adjacency のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーに到達するために使用されるインター

フェイス。

Interface

設定済みのレベル 1またはレベル 2隣接を持つ
ルータのいずれかをリストします。

Level

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID

ネイバーインターフェイスの状態。State

回線の作成時に回線に対して発行された一意の

ID。
Circuit ID

チェックポイントの作成時にチェックポイント

に対して発行された一意の ID。
Chkpt ID

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-IS隣接を表示します。show isis adjacency, （896ページ）
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説明コマンド

IS-ISチェックポイント LSPデータベースを表
示します。

show isis checkpoint lsp, （906ページ）
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show isis checkpoint interface
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）チェックポイントインターフェイスを表示する
には、EXECモードで show isis checkpoint interfaceコマンドを使用します。

show isis checkpoint interface

このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis checkpoint interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis checkpoint interface

IS-IS 10 checkpoint interface
Interface Index CircNum DIS Areas Chkpt ID
PO0/5/0/0 0 0 NONE 80002fe8
Gi0/6/0/0 1 3 L1L2 80002fd0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 60：show isis checkpoint interface のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーに到達するために使用されるインター

フェイス。

Interface

インターフェイスの作成時にインターフェイス

に割り当てられたインターフェイスインデック

ス。

Index

回線に対して内部的に発行された一意の ID。CircNum

指定中間システム（DIS）エリア。DIS Areas

チェックポイントの作成時にチェックポイント

に対して発行された一意の ID。
Chkpt ID
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show isis checkpoint lsp
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）チェックポイントリンクステートパケット
（LSP）プロトコルデータユニット（PDU）IDデータベースを表示するには、EXECモードで
show isis checkpoint lspコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] checkpoint lsp

___________________
構文の説明

（任意）指定されたインスタンスに限り IS-ISチェックポイント LSPを
表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインス
タンス ID（英数字）です。

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISチェックポイン

ト LSPを表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドによって表示されるチェックポイントされた LSPは、シスコ独自のノンストップ
フォワーディング（NSF）の再開中に LSPデータベースを格納するために使用されます。 show
isis checkpoint lspコマンドは、show isis databaseコマンドとともに、2つのデータベースの一貫
性を確認するために使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis checkpoint lspコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#
show isis checkpoint lsp

Level LSPID Chkpt ID
1 router-gsr6.00-00 80011f9c
1 router-gsr6.01-00 80011f88
1 router-gsr8.00-00 80011f74
1 router-gsr9.00-00 80011f60
2 router-gsr6.00-00 80011f4c
2 router-gsr6.01-00 80011f38
2 router-gsr8.00-00 80011f24
2 router-gsr9.00-00 80011f10
Total LSP count: 8 (L1: 4, L2 4, local L1: 2, local L2 2)

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 61：show isis checkpoint lsp のフィールドの説明

説明フィールド

設定済みのレベル 1またはレベル 2隣接を持つ
ルータ。

Level
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説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0の場合は、LSPはシステムからのリン
クを記述します。ゼロでない場合は、LSPは、
いわゆる非疑似ノードLSPです。これは、Open
Shortest Path First（OSPF）プロトコルのルータ
リンクステートアドバタイズメント（LSA）に
類似しています。LSPは発信元ルータの状態に
ついて記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。 1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なる LSP番号
が割り当てられます。アスタリスク（*）は、
そのLSPが、このコマンドの送信元のシステム
によって生成されたことを示します。

LSPID

チェックポイントの作成時にチェックポイント

に対して発行された一意の ID。
Chkpt ID

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISチェックポイント隣接データベースを表示
します。

show isis checkpoint adjacency, （901ページ）

IS-ISリンクステートデータベースを表示しま
す。

show isis database, （909ページ）
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show isis database
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートパケット（LSP）データベース
を表示するには、EXECモードで show isis databaseコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] database [level {1| 2}] [update] [summary] [detail] [verbose] [*| lsp-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定されたインスタンスに限り IS-ISLSPデータベースを表示し
ます。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインスタ
ンス ID（英数字）です。

instance instance-id

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-IS LSPデータベースを個別に表示
します。

level {1 | 2}

（任意）アップデートスレッドによって管理されたLSPデータベースの
内容を表示します。

update

（任意）LSP ID番号、シーケンス番号、チェックサム、ホールドタイ
ム、およびビット情報を表示します。

summary

（任意）各 LSPの内容を表示します。detail

（任意）各 LSPの内容を表示します。verbose

（任意）LSPプロトコルデータユニット（PDU）識別子。 ID番号によっ
て 1つの LSPの内容を表示するか、*をワイルドカード文字として含め
ることができます。

* | lsp-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS LSPデータベー

スを表示します。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show isis databaseコマンドの各オプションは同じコマンドエントリ内の任意のストリングに入力
できます。たとえば、構文 show isis database detail level 2および show isis database level 2 detail
は両方とも有効なコマンドを指定し、同じ出力を生成します。

このコマンドで summaryキーワードを使用すると、大規模な IS-ISデータベースをフィルタリン
グし、問題のあるエリアをすばやく特定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、キーワードを指定しない場合の show isis databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis database

IS-IS Area a1 (Level-1) Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
router-gsr6.00-00 * 0x00000016 0x62c8 896 0/0/0
router-gsr6.01-00 * 0x0000000f 0x56d9 902 0/0/0
router-gsr8.00-00 0x00000019 0x4b6d 1015 0/0/0
router-gsr9.00-00 0x00000016 0x33b7 957 0/0/0

Total LSP count: 4 (L1: 4, L2 0, local L1: 2, local L2 0)

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 62：show isis database のフィールドの説明

説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0の場合は、LSPはシステムからのリン
クを記述します。ゼロでない場合は、LSPは、
いわゆる非疑似ノードLSPです。これは、Open
Shortest Path First（OSPF）プロトコルのルータ
リンクステートアドバタイズメント（LSA）に
類似しています。LSPは発信元ルータの状態に
ついて記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。 1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なる LSP番号
が割り当てられます。アスタリスク（*）は、
そのLSPが、このコマンドの送信元のシステム
によって生成されたことを示します。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
LSP Seq Num

LSPパケットのチェックサム。LSP Checksum

LSPが有効になっている時間（秒数）。 LSP
Holdtimeが 0である場合は、LSPがパージされ
て、すべてのルータのリンクステートデータ

ベース（LSDB）から削除されていることを示
します。値は、除去された LSPが完全に削除
されるまでにLSDB内に存続する時間を示しま
す。

LSP Holdtime
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説明フィールド

ATT：Attachビット。このビットは、そのルー
タがレベル 2ルータでもあるため、他のエリア
に到達できることを示します。他のレベル 2
ルータへの接続が失われたレベル 1だけのルー
タとレベル 1～ 2ルータは、Attachビットを使
用して最も近いレベル 2ルータを見つけます。
これらは、最も近いレベル 2ルータへのデフォ
ルトルートを指定します。

P：Pビット。中継システムがエリアパーティ
ションの修復ケーブルであるかどうかを検出し

ます。シスコおよび他のベンダーは、エリア

パーティション修復をサポートしません。

OL：過負荷ビット。 ISが混雑しているかどう
かを判断します。過負荷ビットが設定される

と、他のルータはルータの計算時にこのシステ

ムを中継ルータとして使用しません。過負荷に

なっているルータに直接接続された宛先のパ

ケットだけが、このルータに送信されます。

ATT/P/OL

次に、show isis databaseコマンドで summaryキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis database summary

IS-IS 10 Database Summary for all LSPs
Active Purged All

L1 L2 Total L1 L2 Total L1 L2 Total
----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

Fragment 0 Counts
Router LSPs: 1 1 2 0 0 0 1 1 2

Pseudo-node LSPs: 0 0 0 0 0 0 0 0 0
All LSPs: 1 1 2 0 0 0 1 1 2

Per Topology
IPv4 Unicast
ATT bit set LSPs: 0 0 0 0 0 0 0 0 0
OVL bit set LSPs: 0 0 0 0 0 0 0 0 0

All Fragment Counts
Router LSPs: 1 1 2 0 0 0 1 1 2

Pseudo-node LSPs: 0 0 0 0 0 0 0 0 0
All LSPs: 1 1 2 0 0 0 1 1 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 63：show isis database summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータに関連付けられたアクティブなLSP、除
去された LSP、および合計 LSP。

Router LSPs

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

912 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
show isis database



説明フィールド

pseudonodeに関連付けられたアクティブな
LSP、除去された LSP、および合計 LSP。

Pseudo-node LSPs：

アクティブな LSPと除去された LSPの合計。All LSPs：

Attachビット（ATT）。ルータがレベル 2ルー
タでもあり、他のエリアに到達できることを示

します。他のレベル2ルータへの接続が失われ
たレベル 1だけのルータとレベル 1～ 2ルータ
は、Attachビットを使用して最も近いレベル 2
ルータを見つけます。これらは、最も近いレベ

ル 2ルータへのデフォルトルートを指定しま
す。

ATT bit set LSPs

過負荷ビット。 ISが輻輳しているかどうかを
指定します。過負荷ビットが設定されると、他

のルータはルータの計算時にこのシステムを中

継ルータとして使用しません。過負荷になって

いるルータに直接接続された宛先のパケットだ

けが、このルータに送信されます。

OVL bit set LSPs

次に、show isis databaseコマンドで detail キーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis instance isp database detail

IS-IS isp (Level-1) Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
router-5.00-00 0x00000003 0x8074460 457 0/0/0
Area Address: 49

Area Address: 01
NLPID: 0xcc

Hostname: router-5
IP Address: 172.1.1.5
Metric: 0 IP 172.3.55.0/24
Metric: 10 IP 172.6.1.0/24

MT: IPv6 Unicast 0/0/0
Metric: 10 IP 172.7.0.0/24

Metric: 10 IS router-11.00
Metric: 10 IS router-11.01

router-11.00-00 * 0x0000000b 0x8074460 1161 0/0/0
Area Address: 49

NLPID: 0xcc
Hostname: router-11

IP Address: 192.168.0.145
IP Address: 172.1.11.11 Metric: 0 IP 172.1.111.0/24
Metric: 10 IP 172.016.1.0/24
Metric: 10 IP 172.007.0.0/24
Metric: 10 IS router-11.01
Metric: 10 IS router-5.00

router-11.01-00 * 0x00000001 0x80770ec 457 0/0/0
Metric: 0 IS router-11.00
Metric: 0 IS router-5.00

Affinity: 0x00000000
Interface IP Address: 10.3.11.145
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Neighbor IP Address: 10.3.11.143
Physical BW: 155520 kbits/sec
Total LSP count: 3 (L1: 3, L2 0, local L1: 2, local L2 0)
Reservable Global pool BW: 0 kbits/sec
Global Pool BW Unreserved:
IS-IS isp (Level-2) Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
router-5.00-00 0x00000005 0x807997c 457 0/0/0
[0]: 0 kbits/sec [1]: 0 kbits/sec
[2]: 0 kbits/sec [3]: 0 kbits/sec
[4]: 0 kbits/sec [5]: 0 kbits/sec
[6]: 0 kbits/sec [7]: 0 kbits/sec

Area Address: 49
Interface IP Address: 10.3.11.145
Neighbor IP Address: 10.3.11.143
NLPID: 0xcc Hostname: router-5IP Address: 172.6.1.5
Metric: 0 IP 172.3.55.0/24
Metric: 10 IP 172.1686.1.0/24
Metric: 10 IS router-11.00
Metric: 10 IP 172.1.0.0/24
Metric: 10 IS router-11.01
Metric: 10 IP 172.8.111.0/24

router-11.00-00 * 0x0000000d 0x807997c 1184 0/0/0
Area Address: 49
NLPID: 0xcc
Hostname: router-11
IP Address: 172.28.111.111
Metric: 0 IP 172.8.111.0/24
Metric: 10 IP 172.6.1.0/24
Metric: 10 IP 172.7.0.0/24
Metric: 10 IS router-11.01
Metric: 10 IS router-5.00
Metric: 10 IP 172.3.55.0/24 router-gsr11.01-00 * 0x00000001 0x80770ec

457 0/0/0
Metric: 0 IS router-11.00
Metric: 0 IS router-5.00

Total LSP count: 3 (L1: 0, L2 3, local L1: 0, local L2 2)

出力に示されるように、show isis databaseコマンドによって表示された情報の横に、detail キー
ワードを指定したコマンドによって各 LSPの内容が表示されます。
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表 64：show isis instance isp database detail のフィールドの説明

説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0の場合は、LSPはシステムからのリン
クを記述します。ゼロでない場合は、LSPは、
いわゆる非疑似ノードLSPです。これは、Open
Shortest Path First（OSPF）プロトコルのルータ
リンクステートアドバタイズメント（LSA）に
類似しています。LSPは発信元ルータの状態に
ついて記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。 1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なる LSP番号
が割り当てられます。アスタリスク（*）は、
そのLSPが、このコマンドの送信元のシステム
によって生成されたことを示します。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
LSP Seq Num

LSPパケットのチェックサム。LSP Checksum

LSPが有効である時間（秒単位）。 LSP
Holdtimeが 0である場合は、LSPがパージされ
て、すべてのルータのリンクステートデータ

ベース（LSDB）から削除されていることを示
します。値は、除去された LSPが完全に削除
されるまでにLSDB内に存続する時間を示しま
す。

LSP Holdtime
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説明フィールド

ATT：Attachビット。このビットは、そのルー
タがレベル 2ルータでもあるため、他のエリア
に到達できることを示します。他のレベル 2
ルータへの接続が失われたレベル 1だけのルー
タとレベル 1～ 2ルータは、Attachビットを使
用して最も近いレベル 2ルータを見つけます。
これらは、最も近いレベル 2ルータへのデフォ
ルトルートを指定します。

P：Pビット。中継システムがエリアパーティ
ションの修復ケーブルであるかどうかを検出し

ます。シスコおよび他のベンダーは、エリア

パーティション修復をサポートしません。

OL：過負荷ビット。 ISが混雑しているかどう
かを判断します。過負荷ビットが設定される

と、他のルータはルータの計算時にこのシステ

ムを中継ルータとして使用しません。過負荷に

なっているルータに直接接続された宛先のパ

ケットだけが、このルータに送信されます。

ATT/P/OL

ルータから到達可能なエリアアドレス。レベ

ル 1 LSPの場合は、送信元ルータ上で手動によ
り設定されるエリアアドレスになります。レ

ベル 2 LSPの場合、このルートが属しているエ
リアのすべてのエリアアドレスです。

Area Address

Network Layer Protocol Identifier（NLPID;ネット
ワーク層プロトコル識別子）。

NLPID

ノードのホスト名。Hostname

ノードのアドレス。IP Address:

発信元ルータとアドバタイズされるネイバー間

の隣接のコストの IS-ISメトリック、またはア
ドバタイズするルータからアドバタイズされる

宛先までにかかるコストのメトリック（IPアド
レス、End System [ES;エンドシステム]、また
は Connectionless Network Services [CLNS;コネ
クションレス型ネットワークサービス]のプレ
フィックスを指定できます）。

Metric
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次に、show isis database detailコマンドの、別の出力例を示します。これはレベル 2 LSPです。
エリアアドレス 39.0001は、ルータが存在するエリアのアドレスです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis database level 2 detail

IS-IS Level-2 Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
0000.0C00.1111.00-00* 0x00000006 0x4DB3 1194 0/0/0
Area Address: 39.0001
NLPID: 0x81 0xCC
IP Address: 172.18.1.17
Metric: 10 IS 0000.0C00.1111.09
Metric: 10 IS 0000.0C00.1111.08
Metric: 10 IP 172.17.4.0 255.255.255.0
Metric: 10 IP 172.18.8.0 255.255.255.0
Metric: 0 IP-External 10.0.0.0 255.0.0.0

IPエントリは、ルータがアドバタイズする、直接接続された IPサブネット（関連メトリックを含
む）です。 IP-Externalエントリは再配布されるルートです。

表 65：show isis database level 2 detail のフィールドの説明

説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0の場合は、LSPはシステムからのリン
クを記述します。ゼロでない場合は、LSPは、
いわゆる非疑似ノードLSPです。これは、Open
Shortest Path First（OSPF）プロトコルのルータ
リンクステートアドバタイズメント（LSA）に
類似しています。LSPは発信元ルータの状態に
ついて記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。 1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なる LSP番号
が割り当てられます。アスタリスク（*）は、
そのLSPが、このコマンドの送信元のシステム
によって生成されたことを示します。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
LSP Seq Num
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説明フィールド

LSPパケットのチェックサム。LSP Checksum

LSPが有効になっている時間（秒数）。 LSP
Holdtimeが 0である場合は、LSPがパージされ
て、すべてのルータのリンクステートデータ

ベース（LSDB）から削除されていることを示
します。値は、除去された LSPが完全に削除
されるまでにLSDB内に存続する時間を示しま
す。

LSP Holdtime

ATT：Attachビット。このビットは、そのルー
タがレベル 2ルータでもあるため、他のエリア
に到達できることを示します。他のレベル 2
ルータへの接続が失われたレベル 1だけのルー
タとレベル 1～ 2ルータは、Attachビットを使
用して最も近いレベル 2ルータを見つけます。
これらは、最も近いレベル 2ルータへのデフォ
ルトルートを指定します。

P：Pビット。中継システムがエリアパーティ
ションの修復ケーブルであるかどうかを検出し

ます。シスコおよび他のベンダーは、エリア

パーティション修復をサポートしません。

OL：過負荷ビット。 ISが混雑しているかどう
かを判断します。過負荷ビットが設定される

と、他のルータはルータの計算時にこのシステ

ムを中継ルータとして使用しません。過負荷に

なっているルータに直接接続された宛先のパ

ケットだけが、このルータに送信されます。

ATT/P/OL

ルータから到達可能なエリアアドレス。レベ

ル 1 LSPの場合は、送信元ルータ上で手動によ
り設定されるエリアアドレスになります。レ

ベル 2 LSPの場合は、このルータが属するエリ
アのすべてのエリアアドレスになります。

Area Address

Network Layer Protocol Identifier（NLPID;ネット
ワーク層プロトコル識別子）。

NLPID

ノードのホスト名。Hostname

ノードの IPアドレス。IP Address:

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

918 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
show isis database



説明フィールド

発信元ルータとアドバタイズされるネイバー間

の隣接のコストの IS-ISメトリック、またはア
ドバタイズするルータからアドバタイズされる

宛先までにかかるコストのメトリック（IPアド
レス、End System [ES;エンドシステム]、また
は Connectionless Network Services [CLNS;コネ
クションレス型ネットワークサービス]のプレ
フィックスを指定できます）。

Metric:
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show isis database-log
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）データベースログ内のエントリを表示するに
は、EXECモードで show isis database-logコマンドを使用します。

show isis database-log [level {1| 2}] [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）レベル 1またはレベル 2のデータベースログを個別に表示し
ます。

level {1 | 2}

（任意）出力がエントリの最後の numberに制限されるように指定し
ます。範囲は 1～ 1000です。

last number

（任意）出力がエントリの最初の numberに制限されるように指定し
ます。範囲は 1～ 1000です。

first number

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis database-logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis database-log

IS-IS 10 Level 1 Link State Database Log
New LSP Old LSP

WHEN LSPID Op Seq Num Holdtime OL Seq Num Holdtime OL
01:17:19 12b1.03-00 REP 0x00000003 1200 0 0x00000002 340 0
001:06:20 12b1.00-00 REP 0x000001d8 1200 0 0x000001d7 375 0
01:06:00 12b1.03-00 REP 0x00000004 1200 0 0x00000003 520 0
01:05:46 12a1.00-00 REP 0x000001fc 1200 0 0x000001fb 425 0
00:55:01 12b1.00-00 REP 0x000001d9 1200 0 0x000001d8 520 0
00:53:39 12b1.03-00 REP 0x00000005 1200 0 0x00000004 459 0
00:53:19 12a1.00-00 REP 0x000001fd 1200 0 0x000001fc 453 0
00:42:12 12b1.00-00 REP 0x000001da 1200 0 0x000001d9 431 0
00:39:56 12b1.03-00 REP 0x00000006 1200 0 0x00000005 376 0
00:38:54 12a1.00-00 REP 0x000001fe 1200 0 0x000001fd 334 0
00:29:10 12b1.00-00 REP 0x000001db 1200 0 0x000001da 418 0
00:27:22 12b1.03-00 REP 0x00000007 1200 0 0x00000006 446 0
00:25:10 12a1.00-00 REP 0x000001ff 1200 0 0x000001fe 375 0
00:17:04 12b1.00-00 REP 0x000001dc 1200 0 0x000001db 473

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 66：show isis database-log のフィールドの説明

説明フィールド

イベントが記録されてからの経過時間（時間:
分:秒）。

WHEN
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説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0の場合は、LSPはシステムからのリン
クを記述します。ゼロでない場合は、LSPは、
いわゆる非疑似ノードLSPです。これは、Open
Shortest Path First（OSPF）プロトコルのルータ
リンクステートアドバタイズメント（LSA）に
類似しています。LSPは発信元ルータの状態に
ついて記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。 1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なる LSP番号
が割り当てられます。アスタリスク（*）は、
そのLSPが、このコマンドの送信元のシステム
によって生成されたことを示します。

LSPID

トポロジに追加される新しいルータまたは

pseudonode。
New LSP

トポロジから消去される古いルータまたは

pseudonode。
Old LSP

データベース上の動作：挿入（INS）または置
き換え（REP）。

Op

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
Seq Num

LSPが有効になっている時間（秒数）。 LSP
Holdtimeが 0である場合は、LSPがパージされ
て、すべてのルータのリンクステートデータ

ベース（LSDB）から削除されていることを示
します。値は、除去された LSPが完全に削除
されるまでにLSDB内に存続する時間を示しま
す。

Holdtime
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説明フィールド

過負荷ビット。 ISが混雑しているかどうかを
判断します。過負荷ビットが設定されると、他

のルータはルータの計算時にこのシステムを中

継ルータとして使用しません。過負荷になって

いるルータに直接接続された宛先のパケットだ

けが、このルータに送信されます。

OL

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISリンクステートパケット（LSP）データ
ベースを表示します。

show isis database, （909ページ）
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show isis fast-reroute
プレフィックスごとの LFA情報を表示するには、EXECモードで show isis fast-rerouteコマンド
を使用します。

show isis fast-reroute A.B.C.D/length | detail | summary

___________________
構文の説明

プレフィックスごとの LFA情報を表示するネットワーク。A.B.C.D/length

バックアップに関するタイブレーク情報を表示するために使用します。detail

プライオリティ別の保護を持つプレフィックス数を表示するために使

用します。

summary

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、プレフィックスごとの LFA情報を表示する show isis fast-rerouteコマンドの出力例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis fast-reroute 10.1.6.0/24

L1 10.1.6.0/24 [20/115]
via 10.3.7.47, POS0/3/0/1, router2
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FRR backup via 10.1.7.145, GigabitEthernet0/1/0/3, router3

次に、バックアップに関するタイブレーク情報を表示する show isis fast-reroute detailコマンドの
出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis fast-reroute 10.1.6.0/24 detail

L1 10.1.6.0/24 [20/115] low priority
via 10.3.7.47, POS0/3/0/1, router2
FRR backup via 10.1.7.145, GigabitEthernet0/1/0/3, router3
P: No, TM: 30, LC: Yes, NP: No, D: No

src router2.00-00, 192.168.0.47
L2 adv [20] native, propagated

次に、プライオリティ別の保護を持つプレフィックス数を表示する show isis fast-reroute summary
コマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show isis fast-reroute summary
IS-IS frr IPv4 Unicast FRR summary

Critical High Medium Low Total

Priority Priority Priority Priority

Prefixes reachable in L1
All paths protected 0 0 2 8 10

Some paths protected 0 0 1 3 4

Unprotected 0 0 1 3
4
Protection coverage 0.00% 0.00% 75.00% 78.57% 77.78%

Prefixes reachable in L2
All paths protected 0 0 0 0 0

Some paths protected 0 0 1 0 1

Unprotected 0 0 0 0
0
Protection coverage 0.00% 0.00% 100.00% 0.00% 100.00%
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show isis hostname
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルータ name-to-system IDマッピングテーブル内
のエントリを表示するには、EXECモードで show isis hostnameコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] hostname

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、IS-ISルータname-to-system
IDマッピングテーブルを表示します。

instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインスタンス
ID（英数字）です。

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISルータ

name-to-system IDマッピングテーブルを表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ダイナミックホスト名がディセーブルの場合、show isis hostnameコマンドはエントリを表示しま
せん。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis hostnameコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合の出力例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis instance isp hostname

ISIS isp hostnames
Level System ID Dynamic Hostname
1 0001.0000.0005 router
2 * 0001.0000.0011 router-11

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 67：show isis instance isp hostname のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID

ルータのホスト名。Dynamic Hostname

ローカルルータ。*

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ローカルルータの名前を指定します。ホスト名

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルに
して、ルータ名のマッピングをシステム IDに
動的に更新します。

hostname dynamic disable, （799ページ）
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show isis interface
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスに関する情報を表示するには、
EXECモードで show isis interfaceコマンドを使用します。

show isis interface [type interface-path-id| level {1| 2}] [brief]

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
してください。

interface-path-id

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-ISインターフェイス情報を個別に指
定します。

level {1 | 2}

（任意）簡単なインターフェイス出力を表示します。brief

___________________
コマンドデフォルト すべての IS-ISインターフェイスを表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show isis interface
GigabitEthernet 0/3/0/2

Gi /3/0/2 Enabled
Adjacency Formation: Enabled
Prefix Advertisement: Enabled
BFD: Disabled
BFD Min Interval: 150
BFD Multiplier: 3

Circuit Type: level-2-only
Media Type: P2P
Circuit Number: 0
Extended Circuit Number: 67111168
Next P2P IIH in: 4 s
LSP Rexmit Queue Size: 0

Level-2
Adjacency Count: 1
LSP Pacing Interval: 33 ms
PSNP Entry Queue Size: 0

CLNS I/O
Protocol State: Up
MTU: 4469

IPv4 Unicast Topology: Enabled
Adjacency Formation: Running
Prefix Advertisement: Running
Metric (L1/L2): 10/100
MPLS LDP Sync (L1/L2): Disabled/Disabled

IPv6 Unicast Topology: Disabled (Not cfg on the intf)

IPv4 Address Family: Enabled
Protocol State: Up
Forwarding Address(es): 10.3.10.143
Global Prefix(es): 10.3.10.0/24

IPv6 Address Family: Disabled (No topology enabled which uses IPv6)

LSP transmit timer expires in 0 ms
LSP transmission is idle
Can send up to 9 back-to-back LSPs in the next 0 ms

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 68：show isis interface のフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスのステータス（イネーブル/
ディセーブルのいずれか）。

GigabitEthernet0/6/0/0
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説明フィールド

隣接の形成のステータス（イネーブル/ディセー
ブルのいずれか）。

Adjacency formation

接続されたプレフィックスのアドバタイジング

のステータス（イネーブル/ディセーブルのいず
れか）。

Prefix Advertisement

Bidirectional Forwarding Detection（BFD）のス
テータス（イネーブル/ディセーブルのいずれ
か）。

BFD

BFDの最小間隔。BFD Min Interval

BFDの乗数。BFD Multiplier

インターフェイスが実行されるレベル

（circuit-typeの設定）。ルータ上のレベルのサ
ブセットとなる可能性があります。

Circuit Type

IS-ISが実行されるメディアタイプ。Media Type

回線に内部的に割り当てられた一意の ID（8
ビットの整数）。

Circuit Number

ポイントツーポイントインターフェイスに限り

有効（32ビットの整数）。
Extended Circuit Number

インターフェイス上の保留中の LSP再伝送の
数。

LSP Rexmit Queue Size

同じプロトコルのセットをサポートする隣接

ルータによって形成された隣接の数。

Adjacency Count

次のPSNP内への取り込みが保留中のSNPエン
トリの数。

PSNP Entry Queue Size

LANの ID。LAN ID

このインターフェイスのプライオリティまたは

指定中間システムのプライオリティ。

Priority (Local/DIS)

次のLANhelloメッセージが送信される間隔（秒
単位）。

Next LAN IIH in
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説明フィールド

リンクステートパケット（LSP）伝送レート
（および他のシステムの受信レートを推定する

ことにより）を短縮する間隔。

LSP Pacing Interval

プロトコルの稼働状態（アップまたはダウ

ン）。

Protocol State

リンクの最大伝送単位（MTU）。MTU

ネイバーのデータリンクアドレス（サブネッ

トワーク接続点 [SNPA]とも呼ばれます）。
SNPA

レイヤ2マルチキャストグループ内のインター
フェイスメンバーシップのステータス。ステー

タスのオプションはYesまたはマルチキャスト
グループのメンバではない理由です。

All Level-n ISs

トポロジのステータス（イネーブル/ディセーブ
ルのいずれか）。

IPv4 Unicast Topology

隣接情報のステータス。ステータスのオプショ

ンは Runningまたは隣接を形成する準備ができ
ていない理由です。

Adjacency Formation

プレフィックスのアドバタイジングのステータ

ス（イネーブル/ディセーブルのいずれか）。
Prefix Advertisement

発信元ルータとアドバタイズされるネイバー間

の隣接のコストの IS-ISメトリック、またはア
ドバタイズするルータからアドバタイズされる

宛先までにかかるコストのメトリック（IPアド
レス、エンドシステム（ES）、またはコネク
ションレス型ネットワークサービス（CLNS）
のプレフィックスを指定できます）。

Metric (L1/L2)

LDP IS-IS同期のステータス（イネーブル/ディ
セーブルのいずれか）。イネーブルの場合、同

期の状態（Sync Status）が、実現しているか、
実現していないかのいずれかで追加表示されま

す。

MPLS LDP Sync (L1/L2)

アドレスファミリのステータス（イネーブル/
ディセーブルのいずれか）。

IPv4 Address Family
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説明フィールド

プロトコルの状態。Protocol State

ネクストホップフォワーディングに対するネイ

バーとして使用される、このインターフェイス

上のアドレス

Forwarding Address(es)

LSP内に含まれる、このインターフェイスのプ
レフィックス

Global Prefix(es)

LSP伝送の有効期間の間隔（ミリ秒単位）。LSP transmit timer expires in

LSP伝送の状態。有効な状態は次のとおりで
す。

•アイドル

•進行中

•要求済み

•要求済みおよび進行中

LSP transmission is

次に、show isis interfaceコマンドで briefキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/0/CPU0:router# show isis interface brief

Interface All Adjs Adj Topos Adv Topos CLNS MTU Prio
OK L1 L2 Run/Cfg Run/Cfg L1 L2

----------------- --- --------- --------- --------- ---- ---- --------
PO0/5/0/0 Yes 1 1 1/1 1/1 Up 4469 - -
Gi0/6/0/0 Yes 1* 1* 1/1 1/1 Up 1497 64 64

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 69：show isis interface brief のフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスの名前。Interface

このインターフェイスでは、すべてが正常に動

作しています。

All OK

このインターフェイス上のL1およびL2隣接の
数。

Adjs L1 L2
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説明フィールド

隣接の形成に参加するトポロジの数。隣接の形

成に参加するように設定されたトポロジの数。

Adj Topos Run/Cfg

プレフィックスのアドバタイジングに参加する

トポロジの数。プレフィックスのアドバタイジ

ングに参加するように設定されたトポロジの

数。

Adv Topos Run/Cfg

コネクションレス型ネットワークサービスのス

テータス。ステータスのオプションはUpまた
は Downです。

CLNS

インターフェイスの最大伝送単位のサイズ。MTU

インターフェイス L1のプライオリティ。イン
ターフェイス L2のプライオリティ。

Prio L1 L2
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show isis lsp-log
リンクステートパケット（LSP）ログ情報を表示するには、EXECモードで show isis lsp-logコマ
ンドを使用します。

show isis [instance instance-id] lsp-log [level {1| 2}] [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、LSPログ情報を表示し
ます。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタ
ンス ID（英数字）です。

instance instance-id

（任意）レベル 1またはレベル 2の Intermediate System-to-Intermediate
System（IS-IS）リンクステートデータベースを個別に表示します。

level {1 | 2}

（任意）出力がエントリの最後の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 20です。

last number

（任意）出力がエントリの最初の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 20です。

first number

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する LSPログ情報を表示し

ます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis lsp-logコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis instance isp lsp-log

ISIS isp Level 1 LSP log
When Count Interface Triggers

00:02:36 1
00:02:31 1 LSPREGEN
00:02:26 1 PO4/1 DELADJ
00:02:24 1 PO4/1 NEWADJ
00:02:23 1 Gi5/0 DIS
00:01:27 1 Lo0 IPDOWN
00:01:12 1 Lo0 IPUP

ISIS isp Level 2 LSP log
When Count Interface Triggers

00:02:36 1
00:02:30 1 LSPREGEN
00:02:26 1 PO4/1 DELADJ
00:02:24 1 PO4/1 NEWADJ
00:02:23 1 Gi5/0 DIS
00:02:21 1 AREASET
00:01:27 1 Lo0 IPDOWN
00:01:12 1 Lo0 IPUP

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 70：show isis instance isp lsp-log のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

以前に LSPの再構築が行われた時刻（時:分:
秒）。直近20回分の発生内容が記録されます。

When

このLSPの実行をトリガーしたイベントの数。
トポロジの変更がある場合、短時間に複数の

LSPが受信されることがあります。ルータは、
すべてのLSPを実行する前に 5秒間待機するた
め、すべての新しい情報を取り込むことができ

ます。この数は、ルータがすべての LSPを実
行する前に 5秒間待機している間に発生したイ
ベントの数（新しいLSPの受信など）を意味し
ます。

Count
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説明フィールド

トリガーされたLSP再構築の理由に対応するイ
ンターフェイス。

Interface

LSP再構築をトリガーしたすべての理由を示す
リスト。トリガーは次のとおりです。

• AREASET：エリアセットの変更

• ATTACHFLAG：ビットの接続

• CLEAR：clearコマンド

• CONFIG：設定の変更

• DELADJ：隣接の削除

• DIS：DISの変更

• IFDOWN：インターフェイスのダウン

• IPADDRCHG：IPアドレスの変更

• IPDEFORIG：IP def-orig

• IPDOWN：接続された IPのダウン

• IFDOWN：インターフェイスのダウン

• IPEXT：外部 IP

• IPIA：エリア間 IP

• IPUP：接続された IPのアップ

• LSPDBOL：LSPDBOLビット

• LSPREGEN：LSPの再生成

• NEWADJ：新しい隣接関係

Triggers
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show isis mesh-group
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）メッシュグループ情報を表示するには、EXEC
モードで show isis mesh-groupコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] mesh-group

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、メッシュグループ情報
を表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインス
タンス ID（英数字）です。

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISメッシュグルー

プ情報を表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis mesh-groupコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合の出力例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis instance isp mesh-group

ISIS isp Mesh Groups

Mesh group 6:
GigabitEthernet 0/4/0/1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 71：show isis instance isp mesh-group のフィールドの説明

説明フィールド

このインターフェイスがメンバであるメッシュ

グループの番号。メッシュグループは、高度

にメッシュされたポイントツーポイントトポロ

ジを持つ、非ブロードキャストマルチアクセス

（NBMA）ネットワーク内のリンクステートパ
ケット（LSP）フラッディングを最適化します。
メッシュグループの一部であるインターフェイ

スで最初に受信された LSPは、同じメッシュ
グループのインターフェイス以外のすべてのイ

ンスタンスにフラッディングされます。

Mesh group

メッシュグループ 6に属するインターフェイ
ス。

GigabitEthernet0/4/0/1
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show isis mpls traffic-eng adjacency-log
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスに対するマルチプロトコルラベル
スイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）の隣接変更のログを表示するには、
EXECモードで show isis mpls traffic-eng adjacency-logコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] mpls traffic-eng adjacency-log [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、MPLS TE隣接変更を
表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインス
タンス ID（英数字）です。

instance instance-id

（任意）出力がエントリの最後のnumberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 20です。

last number

（任意）出力がエントリの最初のnumberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 20です。

first number

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対するMPLS TE隣接変更を

表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS TEの隣接のステータスを表示するには、show isis mpls traffic-eng adjacency-logコマンドを
使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis mpls traffic-eng adjacency-logコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合

の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis instance isp mpls traffic-eng adjacency-log

IS-IS isp Level-2 MPLS Traffic Engineering adjacency log
When Neighbor ID IP Address Interface Status
00:03:36 router-6 172.17.1.6 PO0/3/0/1 Up
00:03:36 router-6 172.17.1.6 PO0/3/0/1 Down
00:02:38 router-6 172.17.1.6 PO0/3/0/1 Up

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 72：show isis instance isp mpls traffic-eng adjacency-log のフィールドの説明

説明フィールド

エントリがログに記録されてからの時間（時間:
分:秒）。

When

ネイバーの IDの値。Neighbor ID

ネイバーの IP Version 4（IPv4）アドレス。IP Address

ネイバーが学習されるインターフェイス。Interface

Up（アクティブ）または Down（切断）。Status

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLSトラフィックエンジニアリングから最後
にフラッドした記録を表示します。

show isismpls traffic-eng advertisements, （941ペー
ジ）
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show isis mpls traffic-eng advertisements
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスに対するマルチプロトコルラベル
スイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLSTE）から最後にフラッディングされた記録
を表示するには、EXECモードで show isismpls traffic-eng advertisementsコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] mpls traffic-eng advertisements

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、MPLS TEから最後にフ
ラッディングされた記録を表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインスタ
ンス ID（英数字）です。

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対してMPLS TEから最後に

フラッディングされた記録を表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS TEが記録をフラッディングし、帯域幅が適切であることを確認するには、show isis mpls
traffic-eng advertisementsコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis mpls traffic-eng advertisementsコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合

の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis instance isp mpls traffic-eng advertisements

ISIS isp Level-2 MPLS Traffic Engineering advertisements
System ID: router-9
Router ID: 172.18.0.9
Link Count: 1
Link[0]
Neighbor System ID: router-gsr6 (P2P link)
Interface IP address: 172.18.0.9
Neighbor IP Address: 172.18.0.6
Admin. Weight: 0
Physical BW: 155520000 bits/sec
Reservable BW global: 10000000 bits/sec
Reservable BW sub: 0 bits/sec
Global pool BW unreserved:
[0]: 10000000 bits/sec, [1]: 10000000 bits/sec
[2]: 10000000 bits/sec, [3]: 10000000 bits/sec
[4]: 10000000 bits/sec, [5]: 10000000 bits/sec
[6]: 10000000 bits/sec, [7]: 10000000 bits/sec

Sub pool BW unreserved:
[0]: 0 bits/sec, [1]: 0 bits/sec
[2]: 0 bits/sec, [3]: 0 bits/sec
[4]: 0 bits/sec, [5]: 0 bits/sec
[6]: 0 bits/sec, [7]: 0 bits/sec

Affinity Bits: 0x00000000

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 73：show isis instance isp mpls traffic-eng advertisements のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID

MPLS TEルータ ID。Router ID

MPLS TEがアドバタイズしたリンクの数。Link Count
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説明フィールド

エリア内のネイバー番号のシステム ID。nセレ
クタのすぐ前に表示される 6バイトはシステム
IDです。システム IDの長さは、固定されたサ
イズで、変更できません。システムIDは、個々
のエリア（レベル 1）全体を通じ、かつバック
ボーン（レベル 2）全体を通じて一意でなけれ
ばなりません。 IS-ISルーティングドメインで
は、各ルータは 6バイト 16進数表記のシステ
ム IDによって表されます。ネットワーク管理
者がネットワーキングデバイスを保守およびト

ラブルシューティングする場合、ルータ名と対

応するシステム IDを知っている必要がありま
す。

Neighbor System ID

インターフェイスの IPアドレス。Interface IP address

ネイバーの IPアドレス。Neighbor IP Address

対象のリンクに関連付けられている管理上の重

み。

Admin. Weight

リンクの帯域幅容量（ビット/秒）。Physical BW

このリンク上で予約された帯域幅。Reservable BW

グローバルプールで利用できる、予約されてい

ない帯域幅。

Global pool BW unreserved

サブプールで利用できる、予約されていない帯

域幅の量。

Sub pool BW unreserved

フラッディングされているリンク属性フラグ。

ビットはMPLS-TE固有です。
Affinity Bits

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-ISに対するMPLS TE隣接変更のログを表示
します。

show isis mpls traffic-eng adjacency-log, （939ペー
ジ）
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show isis mpls traffic-eng tunnel
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスに対するマルチプロトコルラベル
スイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）トンネル情報を表示するには、EXEC
モードで show isis mpls traffic-eng tunnelコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] mpls traffic-eng tunnel

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限りMPLS TEトンネル情報を
表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインス
タンス ID（英数字）です。

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対するMPLS TEトンネル情

報を表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS TEトンネルの現在のステータスを確認するには、show isisコマンドを使用します。

トンネルは IS-ISネクストホップ計算で使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis mpls traffic-eng tunnelコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis mpls traffic-eng tunnel

ISIS isp Level-2 MPLS Traffic Engineering tunnels
System Id Tunnel Name Bandwidth Nexthop Metric Mode
router-6 tu0 100000 172.18.1.6 0 Relative

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 74：show isis mpls traffic-eng tunnel のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID

MPLS TEトンネルインターフェイスの名前。Tunnel Name

トンネルのMPLS TE指定トンネル帯域幅。Bandwidth

トンネルのMPLS TE宛先 IPアドレス。Nexthop

トンネルのMPLS TEメトリック。Metric

トンネルのMPLS TEメトリックモード。相対
モードまたは絶対モードのいずれかを指定でき

ます。

Mode
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show isis neighbors
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ネイバーに関する情報を表示するには、EXEC
モードで show isis neighborsコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] neighbors [type interface-path-id| summary] [detail] [systemid system-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISネイバー情報を表示
します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインスタ
ンス ID（英数字）です。

instance instance-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を
使用してください。

interface-path-id

（任意）各レベルに対するネイバーステータス数を表示します。summary

（任意）追加の詳細を表示します。detail

（任意）指定されたネイバーに限り情報を表示します。systemid system-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対するネイバー情報を表示し

ます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis neighborsコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合の出力例を示しま

す。

Total neighbor count: 3
RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis instance isp neighbors detail

IS-IS isp neighbors:
System Id Interface SNPA State Holdtime Type IETF-NSF
e222e Gi0/1/0/0 *PtoP* Up 23 L1 Capable
Area Address(es): 00
IPv4 Address(es): 10.1.0.45*
IPv6 Address(es): fe80::212:daff:fe6b:68a8*
Topologies: 'IPv4 Unicast'

Uptime: 01:09:44
IPFRR: LFA Neighbor: elise

LFA IPv4 address: 10.100.1.2
LFA Router address: 192.168.0.45

e333e Gi0/1/0/0.1 0012.da6b.68a8 Up 8 L1 Capable
e333e Gi0/1/0/0.1 0012.da6b.68a8 Up 8 L1 Capable
Area Address(es): 00
IPv4 Address(es): 10.100.1.2*
Topologies: 'IPv4 Unicast'
Uptime: 01:09:46
IPFRR: LFA Neighbor: elise

LFA IPv4 address: 10.1.0.45
LFA Router address: 192.168.0.45
LFA Interface: Gi0/1/0/0

m44i Gi0/1/0/1 0012.da62.e0a8 Up 7 L1 Capable
Area Address(es): 00 11
IPv4 Address(es): 10.1.2.47*
IPv6 Address(es): fe80::212:daff:fe62:e0a8*
Topologies: 'IPv4 Unicast'

Uptime: 01:09:33

Total neighbor count: 3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 75：show isis instance isp neighbors のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID

ネイバーが到達可能なインターフェイスInterface

ネイバーのデータリンクアドレス（サブネッ

トワーク接続点 [SNPA]とも呼ばれます）。
SNPA

ネイバーインターフェイスの隣接状態。有効

な状態は、Down、Init、および Upです。
State

ネイバーのホールドタイム。Holdtime

隣接のタイプ。Type

ネイバーが IETF-NSF再開メカニズムに追随で
きるかどうかを指定します。有効な状態は

Capableと Unableです。

IETF-NSF

このルータのエリアアドレス数。Area Address(es)

このルータで設定された IPv4アドレス。IPv4 Address(es)

IS-ISが設定されるアドレスおよびサブアドレス
ファミリ。

Topologies

ネイバーがアップ状態になっている期間（時:
分:秒）。

Uptime

IP高速再ルーティング（IPFRR）ループフリー
代替（LFA）ネイバー。

IPFRR: LFA Neighbor

LFAのアドレス。LFA IPv4 address:

LFAインターフェイス。LFA Interface:
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次に、show isis neighborsコマンドで summaryキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis instance isp neighbors summary

ISIS isp neighbor summary:
State L1 L2 L1L2
Up 0 0 2
Init 0 0 0
Failed 0 0 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 76：show isis neighbors summary のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーの状態はアップ、初期化済み、または

失敗です。

State

レベル 1ネイバーの数。L1

レベル 2ネイバーの数。L2

レベル 1およびレベル 2ネイバーの数。L1L2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IS-IS隣接を表示します。show isis adjacency, （896ページ）
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show isis protocol
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスに関するサマリー情報を表示する
には、EXECモードで show isis protocolコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] protocol

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-IS隣接を表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインス
タンス ID（英数字）です。

instance instance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS隣接を表示しま

す。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis protocolコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis protocol
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IS-IS Router: isp
System Id: 0001.0000.0011
IS Levels: level-1-2
Manual area address(es):
49

Routing for area address(es):
49

Non-stop forwarding: Cisco Proprietary NSF Restart enabled
Process startup mode: Cold Restart
Topologies supported by IS-IS:
IPv4 Unicast
Level-1 iSPF status: Dormant (awaiting initial convergence)
Level-2 iSPF status: Dormant (awaiting initial convergence)
No protocols redistributed
Distance: 115

Interfaces supported by IS-IS:
Loopback0 is running passively (passive in configuration)
GigabitEthernet 0/4/0/1 is running actively (active in configuration)
GigabitEthernet 0/5/0/1 is running actively (active in configuration)

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 77：show isis protocol のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID:

ルータの IS-ISレベル。IS Levels:

手動で設定されるエリアアドレス。Manual area address(es)

このルータによって提供されるルーティングの

エリアアドレス。

Routing for areaaddress(es)

ノンストップフォワーディング（NSF）のス
テータスと名前。

Non-stop forwarding:

最終プロセスのスタートアップが実行された

モード。有効なモードは次のとおりです。

• Cisco Proprietary NSF Restart

• IETF NSF Restart

• Cold Restart

Process startup mode:
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説明フィールド

この IS-ISインスタンスの incremental Shortest
Path First（iSPF）設定の状態。次の 4つの状態
があります。

Disabled：iSPFは設定されていませんが、iSPF
アルゴリズムで使用するトポロジが Full SPFに
よって構築されるのを待っています。

Dormant：iSPFは設定されていますが、初期化
の前に初期コンバージェンスを待っています。

Awake：iSPFは設定されていますが、iSPFアル
ゴリズムで使用するトポロジが Full SPFによっ
て構築されるのを待っています。

Active：IS-ISは、新しいルート計算を実行する
必要がある場合に、iSPFアルゴリズムの使用を
考慮する準備ができています。

iSPF status:

表示すべき再配布されるプロトコル情報は存在

しません。

No protocols redistributed:

このプロトコルのアドミニストレーティブディ

スタンス。

Distance:
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show isis route
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスの IP到着可能性情報を表示するに
は、EXECモードで show isis routeコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] [ipv4| ipv6| afi-all] [unicast|multicast [topology {all| topo-name}]| safi-all]
route [ip-address mask| ip-address/length [longer-prefixes]] [summary] [multicast-intact] [backup] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）指定した IS-ISインスタンスに限り、IP到達可能性情報を表示し
ます。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインスタ
ンス ID（英数字）です。

instance instance-id

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）すべてのアドレスプレフィックスを指定します。afi-all

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）中継システムへの IS-ISパスを指定します。topology

（任意）すべてのトポロジを指定します。all

（任意）トポロジテーブル情報およびトポロジテーブル名を指定しま

す。

topology topo-name

（任意）すべてのセカンダリアドレスプレフィックスを指定します。safi-all

（任意）ルーティング情報が表示されるネットワーク IPアドレス。ip-address

（任意）次の 2つの方法のうちいずれかで指定されるネットワークマス
ク。

• 4分割ドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスクを指定
します。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対応す
るアドレスビットがネットワークアドレスであることを示します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができま
す。たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、対応す
るアドレスビットがネットワークアドレスであることを示します。

mask
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（任意）IPプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレス
のネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す 10進
数値です。10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。範囲は
0～ 32です。

/ length

（任意）ルートおよびより詳細なルートを表示します。longer-prefixes

（任意）トポロジのサマリー情報を表示します。summary

（任意）このエントリの multicast-intact情報を表示します。multicast-intact

（任意）システム IDに対するマルチキャスト情報を表示します。systemid

（任意）このエントリのバックアップ情報を表示します。backup

（任意）リンクステートパケット（LSP）の詳細情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IP到達可能性情報を表

示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

IPv6のサポートが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis routeコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis route

IS-IS isp IPv4 Unicast routes
Codes: L1 - level 1, L2 - level 2, ia - interarea (leaked into level 1)
df - level 1 default (closest attached router), su - summary null
C - connected, S - static, R - RIP, B - BGP, O - OSPF
i - IS-IS (redistributed from another instance)

Maximum parallel path count: 8

L2 10.76.240.6/32 [4/115]
via 10.76.245.252, SRP0/1/0/2, isp2
via 10.76.246.252, SRP0/1/0/0, isp2
C 10.76.240.7/32
is directly connected, Loopback0
L2 10.76.240.9/32 [256/115]
via 10.76.249.2, GigabitEthernet 0/3/0/0, isp3
L2 10.76.240.10/32 [296/115]
via 10.76.249.2, GigabitEthernet 0/3/0/0, isp3
C 10.76.245.0/24
is directly connected, SRP0/1/0/2
C 10.76.246.0/24
is directly connected, SRP0/1/0/0
C 10.76.249.0/26
is directly connected, GigabitEthernet 0/3/0/0
L2 10.101.10.0/24 [296/115]
via 10.76.249.2, GigabitEthernet 0/3/0/0, isp3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 78：show isis route ipv4 unicast のフィールドの説明

説明フィールド

GigabitEthernetインターフェイス 0/5/0/0の接続
されたルート

C172.18.0.0/24

GigabitEthernetインターフェイス 0/4/0/1の接続
されたルート

C 172.19.1.0/24

ネットワーク 172.35.0.0/24へのレベル 1ルートL1 172.35.0.0/24 [10]

ループバックインターフェイス0の接続された
ルート

C 172.18.0/24
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show isis spf-log
ルータが Full Shortest Path First（SPF）計算を実行した頻度と理由を表示するには、EXECモード
で show isis spf-logコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] [[ipv4| ipv6| afi-all] [unicast|multicast [topology {all| topo-name}]| safi-all]]
spf-log [level {1| 2}] [ispf| fspf| prc| nhc] [detail| verbose| plfrr| ppfrr] [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、IS-ISSPFログを表示し
ます。

instance instance-id

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）すべてのアドレスプレフィックスを指定します。afi-all

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）すべてのトポロジまたは指定したトポロジテーブル

（topo-name）のトポロジテーブル情報を指定します。
topology all | topo-name

（任意）すべてのセカンダリアドレスプレフィックスを指定します。safi-all

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-IS SPFログを個別に表示しま
す。

level {1 | 2}

（任意）incremental SPFエントリだけを指定します。ispf

（任意）Full SPFエントリだけを指定します。fspf

（任意）部分的なルート計算だけを指定します。prc

（任意）ネクストホップルート計算だけを指定します。nhc

（任意）リンク別高速再ルーティング計算のみを指定します。plfrr

（任意）プレフィックス別高速再ルーティング計算のみを指定します。ppfrr

（任意）詳細出力を指定します。計算に要した時間と、計算結果によ

る変更の詳細が表示されます。

detail

（任意）詳細な出力を指定します。verbose
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（任意）出力がエントリの最後の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 210です。

last number

（任意）出力がエントリの最初の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 210です。

first number

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS隣接を表示しま

す。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

すべてのタイプのルート計算（fspf、ispf、および prcだけではなく）を表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

IPv6のサポートが追加されました。リリース 3.9.0

plfrrおよび ppfrrが追加されました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis spf-logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis spf-log

IS-IS 1 Level 1 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig
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Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
----------- ---- ---- ----- ----- ----- ------- --- --------
--- Thurs Aug 19 2004 ---
12:00:50.787 FSPF 1 1 3 ensoft-grs7.00-00 LSPHEADER TLVCODE
12:00:52.846 FSPF 1 1 1 ensoft-grs7.00-00 LSPHEADER
12:00:56.049 FSPF 1 1 1 ensoft-grs7.00-00 TLVCODE
12:01:02.620 FSPF 1 1 2 ensoft-grs7.00-00 NEWADJ LINKTLV

IS-IS 1 Level 1 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
----------- ---- ---- ----- ----- ----- ------- --- --------
--- Mon Aug 19 2004 ---
12:00:50.790 FSPF 0 1 4 ensoft-grs7.00-00 LSPHEADER TLVCODE
12:00:54.043 FSPF 1 1 2 ensoft-grs7.00-00 NEWADJ LSPHEADER
12:00:55.922 FSPF 1 2 1 ensoft-grs7.00-00 NEWLSPO
12:00:56.724 FSPF 1 13 1 ensoft-grs7.00-00 NEWLSPO

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 79：show isis spf-log ipv4 unicast のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

SPF計算が開始された時刻。Timestamp

この SPFの実行を完了するために要した時間
（ミリ秒単位）。経過時間は実経過時間であ

り、CPU時間ではありません。

Duration

今回のSPF実行で計算されるトポロジを生成す
るルータおよび疑似ノード（LAN）の数。

Nodes

今回のSPF実行をトリガーしたイベントの数。
トポロジが変更されると、複数のリンクステー

トパケット（LSP）が短時間で受信されます。
ルータは、spf-intervalコマンドの設定に応じ
て、ルート計算を実行する前に一定の時間だけ

待ちます。この値は、ルータが計算の実行まで

待っている間に発生したトリガーイベントの数

を表します。トリガーイベントの詳細につい

ては、「トリガーのリスト」を参照してくださ

い。

Trig Count

新しいLSPの到着によって Full SPF計算がトリ
ガーされた場合にルータに保存されるLSPID。
LSPIDは、あるエリアにおけるルーティングの
不安定性の原因を示す場合があります。複数の

LSPによって SPFが 1回実行された場合、最初
に受信したLSPのLSPIDだけが記録されます。

First Trigger LSP
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説明フィールド

Full SPF計算をトリガーしたすべての理由の一
覧。考えられるトリガーの一覧については、

「トリガーのリスト」を参照してください。

Triggers

次の表に、Full SPF計算のトリガーの一覧を示します。

表 80：トリガーの一覧

説明トリガー

15分ごとの Full SPF計算の実行。PERIODIC

このルータで新しいレベルが設定されました

（is-typeを使用）。
NEWLEVEL

ルータで IS-ISトポロジがクリアされました。RTCLEARED

IP最大パラレルパスが変更されました。MAXPATHCHANGE

リンクメトリックが変更されました。NEWMETRIC

レベル 2 Attachビットが変更されました。ATTACHFLAG

このルータで IS-ISインスタンスに対し別のア
ドミニストレーティブディスタンスが設定され

ました。

ADMINDIST

別のルータへの新しい隣接が作成されました。NEWADJ

隣接が削除されました。DELADJ

バックアップルートが導入されました。BACKUP

incremental SPFのシード。SEEDISPF

IPネクストホップアドレスが変更されました。NEXTHOP

新しい LSP 0がトポロジに出現しました。NEWLSP0

リンクステートデータベース（LSDB）内のい
くつかの LSPの期限が切れました。

LSPEXPIRED

重要な LSPヘッダーフィールドが変更されま
した。

LSPHEADER
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説明トリガー

タイプ、長さ、値（TLV）オブジェクトコード
の不一致。新しいバージョンの LSPに異なる
TLVオブジェクトが含まれていることを示しま
す。

TLVCODE

リンク TLVの内容が変更されました。LINKTV

プレフィックスTLVの内容が変更されました。PREFIXTLV

エリアアドレスの TLVの内容が変更されまし
た。

AREAADDRTLV

IPアドレスの TLVの内容が変更されました。IP ADDRTLV

RRRトンネルが変更されました。TUNNEL

次に、show isis spf-logコマンドで firstキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis spf-log first 2

IISIS isp Level 1 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
Mon Aug 16 2004

19:25:35.140 FSPF 1 1 1 12a5.00-00 NEWLSP0
19:25:35.646 FSPF 1 1 1 NEWADJ

IISIS isp Level 2 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
Mon Aug 16 2004

19:25:35.139 FSPF 1 1 1 12a5.00-00 NEWLSP0
19:25:35.347 FSPF 1 1 2 12a5.00-00 NEWSADJ TLVCODE

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 81：show isis spf-log first のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

SPF計算が開始された時刻。Timestamp

ルート計算の種類。種類としては、incremental
SPF（iSPF）、Full SPF（FSPF）、部分的なルー
ト計算（PRC）があります。

Type
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説明フィールド

この SPFの実行を完了するために要した時間
（ミリ秒単位）。経過時間は実経過時間であ

り、CPU時間ではありません。

Time (ms)

今回のSPF実行で計算されるトポロジを生成す
るルータおよび疑似ノード（LAN）の数。

Nodes

今回のSPF実行をトリガーしたイベントの数。
トポロジが変更されると、複数のリンクステー

トパケット（LSP）が短時間で受信されます。
ルータは、spf-intervalコマンドの設定に応じ
て、ルート計算を実行する前に一定の時間だけ

待ちます。この値は、ルータが計算の実行まで

待っている間に発生したトリガーイベントの数

を表します。トリガーイベントの詳細につい

ては、「トリガーのリスト」を参照してくださ

い。

Trig Count

新しいLSPの到着によって Full SPF計算がトリ
ガーされた場合にルータに保存されるLSPID。
LSPIDは、あるエリアにおけるルーティングの
不安定性の原因を示す場合があります。複数の

LSPによって SPFが 1回実行された場合、最初
に受信したLSPのLSPIDだけが記録されます。

First Trigger LSP

Full SPF計算をトリガーしたすべての理由の一
覧。考えられるトリガーの一覧については、

「トリガーのリスト」を参照してください。

Triggers

次に、show isis spf-logコマンドで detailキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis spf-log detail

IISIS isp Level 1 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
Mon Aug 16 2004

19:25:35.140 FSPF 1 1 1 12a5.00-00 NEWLSP0
Delay: 51ms (since first trigger)
SPT Calculation
CPU Time: 0ms
Real Time: 0ms

Prefix Updates
CPU Time: 1ms
Real Time: 1ms

New LSP Arrivals: 0
Next Wait Interval: 200ms

Results
Reach Unreach Total

Nodes: 1 0 1
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Prefixes (Items)
Critical Priority: 0 0 0
High Priority: 0 0 0
Medium Priority 0 0 0
Low Priority 0 0 0

All Priorities 0 0 0
Prefixes (Routes)
Critical Priority: 0 - 0
High Priority: 0 - 0
Medium Priority 0 - 0
Low Priority: 0 - 0

All Priorities 0 - 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 82：show isis spf-log detail のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

SPF計算が開始された時刻。Timestamp

ルート計算の種類。種類としては、incremental
SPF（iSPF）、Full SPF（FSPF）、部分的なルー
ト計算（PRC）があります。

Type

この SPFの実行を完了するために要した時間
（ミリ秒単位）。経過時間は実経過時間であ

り、CPU時間ではありません。

Time (ms)

今回のSPF実行で計算されるトポロジを生成す
るルータおよび疑似ノード（LAN）の数。

Nodes

今回のSPF実行をトリガーしたイベントの数。
トポロジが変更されると、複数のリンクステー

トパケット（LSP）が短時間で受信されます。
ルータは、spf-intervalコマンドの設定に応じ
て、ルート計算を実行する前に一定の時間だけ

待ちます。この値は、ルータが計算の実行まで

待っている間に発生したトリガーイベントの数

を表します。トリガーイベントの詳細につい

ては、「トリガーのリスト」を参照してくださ

い。

Trig Count
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説明フィールド

新しいLSPの到着によって Full SPF計算がトリ
ガーされた場合にルータに保存されるLSPID。
LSPIDは、あるエリアにおけるルーティングの
不安定性の原因を示す場合があります。複数の

LSPによって SPFが 1回実行された場合、最初
に受信したLSPのLSPIDだけが記録されます。

First Trigger LSP

Full SPF計算をトリガーしたすべての理由の一
覧。考えられるトリガーの一覧については、

「トリガーのリスト」を参照してください。

Triggers

遅延には次の 2種類があります。

1 ルート計算が最初にトリガーされてから実

行されるまでの遅延。

2 最後のルート計算からこのルート計算の開

始までの遅延。これは、SPFインターバル
タイマーが正しく動作していることを確認

するために使用され、最初の遅延のあとの

計算に対してだけ報告されます。

Delay

CPU時間には次の 2種類があります。

1 Shortest PathTree（SPT）の計算に要したCPU
時間（ミリ秒単位）

2 プレフィックスを更新するために要したCPU
時間（ミリ秒単位）

CPU Time

実時間には次の 2種類があります。

1 Shortest Path Tree（SPT）の計算に要した実
時間（ミリ秒単位）

2 プレフィックスを更新するために要した実

時間（ミリ秒単位）

Real Time

このルート計算を開始してから到着したLSPの
数。

New LSP Arrivals

次のルート計算を実行できるまでの遅延。

spf-intervalコマンドの設定で決まります。
Next Wait Interval

到達可能ノードまたはプレフィックスの数。Reach
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説明フィールド

到達不能ノードまたはプレフィックスの数。Unreach

さまざまなプライオリティのノードまたはプレ

フィックスの総数。

Total

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Shortest Path First（SPF）計算の IS-ISスロット
リングを設定します。

spf-interval, （983ページ）
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show isis statistics
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）トラフィックカウンタを表示するには、EXEC
モードで show isis statisticsコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] statistics [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISトラフィック統計情報
を表示します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるインスタン
ス ID（英数字）です。

instance instance-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISトラフィック統

計情報を表示します。

IS-ISトラフィック統計情報は、すべてのインターフェイスに対して表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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show isis statisticsコマンドは、指定したインターフェイスの IS-ISトラフィックカウンタを表示
します。インターフェイスが指定されていない場合は、すべてのトラフィックカウンタを表示し

ます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、すべてのトラフィックカウンタを表示する show isis statisticsコマンドの出力例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show isis statistics
IS-IS isp statistics:

Fast PSNP cache (hits/tries): 164115/301454
Fast CSNP cache (hits/tries): 41828/43302
Fast CSNP cache updates: 2750
LSP checksum errors received: 0
LSP Dropped: 1441
SNP Dropped: 1958
UPD Max Queue size: 2431
Average transmit times and rate:
Hello: 0 s, 987947 ns, 4/s
CSNP: 0 s, 1452987 ns, 0/s
PSNP: 0 s, 1331690 ns, 0/s
LSP: 0 s, 1530018 ns, 1/s

Average process times and rate:
Hello: 0 s, 874584 ns, 41/s
CSNP: 0 s, 917925 ns, 29/s
PSNP: 0 s, 1405458 ns, 0/s
LSP: 0 s, 4352850 ns, 0/s

Level-1:
LSPs sourced (new/refresh): 3376/2754
Level-1:LSPs sourced (new/refresh): 3376/2754IPv4 UnicastSPF calculations

: 520ISPF calculations : 0
Next-hop Calculations : 0
Partial Route Calculations : 0

IPv6 Unicast
SPF calculations : 527
ISPF calculations : 0
Next Hop Calculations : 13
Partial Route Calculations : 1
Level-2:

LSPs sourced (new/refresh): 4255/3332
IPv4 Unicast
SPF calculations : 432
ISPF calculations : 0
Next Hop Calculations : 8
LSPs sourced (new/refresh): 4255/3332LSPs sourced (new/refresh): 4255/3332
IPFRR Parallel calculations: 0

IPv4 IPv6 Unicast
SPF calculations : 432
ISPF calculations : 0
Next-hop Calculations : 8
Partial Route Calculations : 0 Interface GigabitEthernet0/1/0/1.1:

Level-1 Hellos (sent/rcvd): 22398/25633
Level-1 DR Elections : 66
Level-1 LSPs (sent/rcvd) : 246/7077
Level-1 CSNPs (sent/rcvd) : 0/33269
Level-1 PSNPs (sent/rcvd) : 22/0
Level-1 LSP Flooding Duplicates : 25129
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Level-2 Hellos (sent/rcvd): 22393/67043
Level-2 DR Elections : 55
Level-2 LSPs (sent/rcvd) : 265/437
Level-2 CSNPs (sent/rcvd) : 0/86750
Level-2 PSNPs (sent/rcvd) : 0/0
Level-2 LSP Flooding Duplicates : 78690

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 83：show isis statistics のフィールドの説明

説明フィールド

ルックアップが成功した回数（hits）と、ルッ
クアップの試行回数（tries）。同じLSPを複数
回受信した場合の時間と処理能力を節約するた

めに、IS-ISは受信 LSPをルックアップし、最
近受信したかどうかを確認します。

Fast PSNP cache (hits/tries)

ルックアップが成功した回数（hits）と、ルッ
クアップの試行回数（tries）。 CSNPの構築時
間を短縮するため、IS-ISはCSNPのキャッシュ
を保持しており、インターフェイス上で送信す

る前に、このキャッシュ内の CSNPをルック
アップします。

Fast CSNP cache (hits/tries)

最後に統計情報をクリアしてからCSNPキャッ
シュが更新された回数。キャッシュは、データ

ベースに対してLSPを追加または削除すると更
新されます。

Fast CSNP cache updates

LSPで受信した内部チェックサムエラーの数。LSP checksum errors received

ドロップされた hello、LSP、SNPメッセージの
数。

IIH (LSP/SNP) dropped

キューに格納された最大パケット数。IIH (UPD) Max Queue size

pduタイプを送信するために要した時間のすべ
てのインターフェイスでの平均と、それに対応

する pduタイプの送信速度。

Average transmit times and rate

受信 pduタイプを処理するために要した時間の
すべてのインターフェイスでの平均と、それに

対応する pduタイプの受信速度。

Average process times and rate
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説明フィールド

この IS-ISインスタンスが作成または更新した
LSPの数。これらの LSPの詳細を検索するに
は、show isis lsp-logコマンドを使用します。

LSPs sourced (new/refresh)

Shortest Path First（SPF）計算の回数。SPF計算
が実行されるのは、トポロジが変更されたとき

だけです。外部ルートが変更された場合は実行

されません。 SPF計算を実行する間隔は、
spf-intervalコマンドを使用して設定します。

SPF calculations

incremental Shortest Path First（iSPF）計算の回
数。 iSPF計算は、isisアドレスファミリコン
フィギュレーションサブモードで ISPFが設定
されている場合にだけ実行されます。

iSPF calculations

部分的なルート計算（PRC）の回数。PRCはプ
ロセッサを大量に消費します。そのため、特に

低速なネットワーキングデバイスでは、特に

PRCの実行頻度を制限することをお勧めしま
す。 PRCの間隔を長くすることで、ルータ上
のプロセッサ負荷が減りますが、コンバージェ

ンスの速度が遅くなる可能性があります。PRC
計算を実行する間隔は、spf-intervalコマンドを
使用して設定します。

Partial Route Calculations

このインターフェイス上で送受信された、LSP、
Complete Sequence Number Packet（CSNP）、
Partial Sequence Number Packet（PSNP）、およ
び helloパケットの数。

Level-(1/2) (LSPs/CSNPs/PSNPs/Hellos) (sent/rcvd)

送受信されたPoint-To-Point（PTP;ポイントツー
ポイント）hello。

PTP Hellos (sent/rcvd)

ポイントツーポイントインターフェイス上での

各 IS-IS LSP上の再伝送の合計数。 LSP再伝送
間隔は、retransmit-throttle-intervalコマンドを
使用して設定できます。

LSP Retransmissions

実行された指定中間システム選出の合計数。こ

れらの数は、レベルごとに保持されます。

Level-(1.2) DRElections
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説明フィールド

ネイバーへのフラッディングからフィルタ処理

された重複 LSPの数。同じネイバーへのパラ
レルインターフェイスの場合、IS-ISは同じLSP
のコピーを他のインターフェイス上で送信しな

いようにすることで、フラッディングを最適化

します。

LSP Flooding Duplicates

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータがフルSPF計算の頻度と、実行理由を表
示します。

show isis spf-log, （956ページ）

Shortest Path First（SPF）計算の IS-ISスロット
リングを設定します。

spf-interval, （983ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 969

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
show isis statistics



show isis topology
すべてのエリアの接続された Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルータの一覧を表
示するには、EXECモードで show isis topologyコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] [[ipv4| ipv6| afi-all] [unicast|multicast [topology {all| topo-name}]|
safi-all]]| summary| level {1| 2} [multicast-intact] [systemid system-id] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISトポロジを表示
します。

• instance-id引数は、router isisコマンドによって定義されるイン
スタンス ID（英数字）です。

instance instance-id

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）すべてのアドレスプレフィックスを指定します。afi-all

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）トポロジテーブル情報およびトポロジテーブル名を指定し

ます。

topology topo-name

（任意）すべてのセカンダリアドレスプレフィックスを指定しま

す。

safi-all

（任意）IS-ISトポロジの簡潔な一覧を表示します。summary

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-ISリンクステートトポロジ
を個別に表示します。

level {1 | 2}

（任意）IS-ISトポロジの multicast-intact情報を表示します。multicast-intact

（任意）指定されたルータに限り情報を表示します。systemid system-id

（任意）IS-ISトポロジの詳細情報を表示します。detail
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___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対し、すべてのエリアの接続

されたルータの一覧を表示します。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

IPv6のサポートが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show isis topologyコマンドは、すべてのエリアのすべてのルータの存在とその間の接続を確認す
るために使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis topologyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis topology

IS-IS isp paths to (Level-1) routers
System Id Metric Next-hop Interface SNPA
ensoft-5 10 ensoft-5 PO0/4/0/1 *PtoP*
ensoft-5 10 ensoft-5 Gi0/5/0/0 0003.6cff.0680
ensoft-11 --

IS-IS isp paths to (Level-2) routers
System Id Metric Next-hop Interface SNPA
ensoft-5 10 ensoft-5 PO0/4/0/1 *PtoP*
ensoft-5 10 ensoft-5 Gi0/5/0/0 0003.6cff.0680
ensoft-11 --

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 84：show isis topology ipv4 unicast のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID

リンクに割り当てられ、ネットワーク内のリン

クを使用する各ルータから他の宛先へのコスト

を計算するために使用されるメトリック。範囲

は 1～ 16777214です。ナローメトリックの場
合、デフォルトは 1～ 63、ワイドメトリック
の場合、デフォルトは1～16777214です。ユー
ザがメトリックを指定していない場合は、内部

的に 0が設定されます。

Metric

ネクストホップのアドレス。Next-hop

ネイバーに到達するために使用されるインター

フェイス。

Interface

ネイバーのデータリンクアドレス（サブネッ

トワーク接続点 [SNPA]とも呼ばれます）。
SNPA

次に、show isis topologyコマンドで summaryキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis topology summary

IS-IS 10 IS Topology Summary IPv4 Unicast
L1 L2

Reach UnReach Total Reach UnReach Total
------- ------- ------- ------- ------- -------

Router nodes: 1 1 2 1 1 2
Pseudo nodes: 0 0 0 0 0 0

Total nodes: 1 1 2 1 1 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 85：show isis topology summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。L1/L2
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説明フィールド

到達可能なルータノードまたは pseudonodeの
数。

Reach

到達不能なルータノードまたは pseudonodeの
数。

UnReach

到達可能なノードと到達不能なノードの合計

数。

Total
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show protocols（IS-IS）
指定したアドレスファミリに従ってコマンドで表示されるプロトコルの数をグループ化するに

は、EXECモードで show protocolsコマンドを使用します。

show protocols [afi-all| ipv4| ipv6] [all| protocol]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）指定されたアドレスファミリのすべてのプロトコルを指定します。all

（任意）ルーティングプロトコルを指定します。 IPv4アドレスファミリの
場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• isis

• ospf

• rip

• eigrp

IPv6アドレスファミリの場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• isis

• ospfv3

protocol

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリを指定しない場合のデフォルトは IPv4です。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

IPv6のサポートが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISインスタンスで IPv6がイネーブルの場合、インスタンスは show protocols ipv6コマンドの出
力に表示されます。 show protocols ipv4コマンドの出力では、IPv4 IS-ISインスタンスが表示され
ます。

show protocolsコマンドを ipv6または ipv4キーワードとともに使用すると、IS-ISインスタンスだ
けでなく、そのアドレスファミリ内のすべてのルーティングインスタンスが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りisis

読み取りrib

___________________
例 次に、show protocolsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show protocols ipv4

IS-IS Router: uut
System Id: 0000.0000.12a8
IS Levels: level-1-2
Manual area address(es):
49.1515.1515

Routing for area address(es):
49.1515.1515

Non-stop forwarding: Disabled
Most recent startup mode: Cold Restart
Topologies supported by IS-IS:
IPv4 Unicast
Level-1
Metric style (generate/accept): Narrow/Narrow
ISPF status: Disabled

Level-2
Metric style (generate/accept): Narrow/Narrow
ISPF status: Disabled

Redistributing:
static

Distance: 115
IPv6 Unicast
Level-1
ISPF status: Disabled

Level-2
ISPF status: Disabled

No protocols redistributed
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Distance: 45
Interfaces supported by IS-IS:
GigabitEthernet 0/6/0/0 is running actively (active in configuration)

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 86：show protocols ipv4 のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名

はhostnameコマンドを使用して指定されます。
ダイナミックホスト名が不明であるか、

hostname dynamic disableコマンドが実行され
ている場合、6オクテットシステム IDが使用
されます。

System ID

ルータの IS-ISレベル。IS Levels

発信元ルータで手動で設定されているエリアア

ドレス。

Manual area address(es)

このルータによって提供されるルーティングの

エリアアドレス。

Routing for area address(es)

NSFのステータスと名前。Non-stop forwarding

最後に起動を行ったモード。Most recent startup mode

IS-ISが設定されているアドレスおよびサブアド
レスファミリ。

Topologies supported by IS-IS

IS-ISが受け付けるタイプ、長さ、値（TLV）オ
ブジェクト。この値を設定するには、コマンド

metric-style narrow, （840ページ）、metric-style
transition, （842ページ）、および metric-style
wide, （844ページ）を参照してください。

Metric style
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説明フィールド

この IS-ISインスタンスの iSPF設定の状態。次
の 4つの状態があります。

• Disabled：iSPFは設定されていませんが、
iSPFアルゴリズムで使用するトポロジが
Full SPFによって構築されるのを待ってい
ます。

• Dormant：iSPFは設定されていますが、初
期化の前に初期コンバージェンスを待って

います。

• Awake：iSPFは設定されていますが、iSPF
アルゴリズムで使用するトポロジが Full
SPFによって構築されるのを待っていま
す。

• Active：IS-ISは、新しいルート計算を実行
する必要がある場合に、iSPFアルゴリズ
ムの使用を考慮する準備ができています。

ISPF status

IS-ISは、IPスタティックルートをレベル 1ま
たはレベル 2に再配布するように設定されてい
ます。 redistributeコマンドは、再配布を設定
するために使用します。

Redistributing

アドミニストレーティブディスタンス。Distance

現在 IS-ISでサポートされているインターフェ
イスとその状態。運用ステータスと設定ステー

タスの両方が表示されます。

Interfaces supported by IS-IS

次に、IPv4アドレスファミリをディセーブルにする例を示します。show protocols ipv4コマンド
では、IS-IS IPv4インスタンスに対する出力は表示されません。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis uut
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# no address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# commit

RP/0/RSP0/CPU0:router# show protocols ipv4

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 977

Cisco ASR 9000 シリーズルータの IS-IS コマンド
show protocols（IS-IS）



___________________
関連コマンド

説明コマンド

古いスタイルのタイプ、長さ、値（TLV）オブ
ジェクトを生成し受け付けるように IS-ISソフ
トウェアを設定します。

metric-style narrow, （840ページ）

古いスタイルと新しいスタイルのタイプ、長

さ、値（TLV）オブジェクトを生成し受け付け
るように IS-ISソフトウェアを設定します。

metric-style transition, （842ページ）

新しいスタイルのタイプ、長さ、値（TLV）オ
ブジェクトだけを生成し受け付けるように IS-IS
ソフトウェアを設定します。

metric-style wide, （844ページ）

ある IS-ISインスタンスから別のインスタンス
にルートを再配布します。

redistribute（IS-IS）, （878ページ）
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shutdown（IS-IS）
特定のインターフェイス上で Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルをディ
セーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで shutdownコマンドを
使用します。 IS-ISプロトコルを再びイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

shutdown

no shutdown

___________________
コマンドデフォルト IS-ISプロトコルはイネーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1上で IS-ISプロトコルをディセーブルにする例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# shutdown
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single-topology
IP Version 6（IPv6）が設定されている場合に IP Version 4（IPv4）のリンクトポロジを設定するに
は、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで single-topologyコマンドを使用します。
コンフィギュレーションファイルから single-topologyコマンドを削除してシステムをデフォルト
の状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

single-topology

no single-topology

___________________
コマンドデフォルト IPv4および IPv6用の独立したトポロジが単一のエリアまたはドメインで実行されているマルチト

ポロジモードで実行します。

___________________
コマンドモード IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IPv6の Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）が IPv4ネットワークプロトコルととも
にインターフェイスに設定されるようにするには、single-topologyコマンドを使用します。すべ
てのインターフェイスは、ネットワークプロトコルの同一のセットで設定される必要があり、

IS-ISエリア（レベル 1ルーティングの場合）またはドメイン（レベル 2ルーティングの場合）の
すべてのルータは、すべてのインターフェイスのネットワーク層プロトコルの同一のセットをサ

ポートする必要があります。

IPv6のシングルトポロジサポートが使用されている場合、古いスタイルのタイプ、長さ、値
（TLV）オブジェクトが使用され、IPv4（設定されている場合）および IPv6ルートの計算に単一
の Shortest Path First（SPF）個別レベルが使用されます。 1つの SPFが使用されるため、IPv4 IS-IS
と IPv6 IS-ISの両方のルーティングプロトコルでネットワークトポロジを共有する必要がありま
す。

IPv4および IPv6でリンク情報が共有されるようにするには、アドレスファミリに single-topology
コマンドを設定する必要があります。シングルトポロジの IPv6モードでは、設定されたメトリッ
クは IPv4と IPv6の両方で常に同じです。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IPv6のシングルトポロジモードをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0000.0000.0001.00
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv6 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# single-topology
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snmp-server traps isis
snmp-server traps isis {all| traps set}

no snmp-server traps isis {all| traps set}

___________________
コマンドデフォルト

___________________
コマンドモード

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
例

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# snmp-server traps isis

adjacency-change isisAdjacencyChange
all Enable all IS-IS traps
area-mismatch isisAreaMismatch
attempt-to-exceed-max-sequence isisAttemptToExceedMaxSequence
authentication-failure isisAuthenticationFailure
authentication-type-failure isisAuthenticationTypeFailure
corrupted-lsp-detected isisCorruptedLSPDetected
database-overload isisDatabaseOverload
id-len-mismatch isisIDLenMismatch
lsp-error-detected isisLSPErrorDetected
lsp-too-large-to-propagate isisLSPTooLargeToPropagate
manual-address-drops isisManualAddressDrops
max-area-addresses-mismatch isisMaxAreaAddressesMismatch
orig-lsp-buff-size-mismatch isisOrigLSPBuffSizeMismatch
own-lsp-purge isisOwnLSPPurge
protocols-supported-mismatch isisProtocolsSupportedMismatch
rejected-adjacency isisRejectedAdjacency
sequence-number-skip isisSequenceNumberSkip
version-skew isisVersionSkew

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server traps isis all

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# snmp-server traps isis area-mismatch
lsp-error-detected
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spf-interval
Shortest Path First（SPF）計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズするには、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードで spf-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

spf-interval [initial-wait initial| secondary-wait secondary|maximum-wait maximum] ... [level {1| 2}]

no spf-interval [[initial-wait initial| secondary-wait secondary|maximum-wait maximum] ...] [level {1|
2}]

___________________
構文の説明

トポロジ変更後の初期 SPF計算遅延（ミリ秒単位）。範囲は 0
～ 120000です。

initial-wait initial

1回目の SPF計算と 2回目の SPF計算の間のホールドタイム（ミ
リ秒単位）。範囲は 0～ 120000です。

secondary-wait secondary

2つの連続した SPF計算の間の最小時間（ミリ秒単位）。範囲
は 0～ 120000です。

maximum-wait maximum

（任意）レベル 1とレベル 2の SPF間隔設定を独立してイネー
ブルにします。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト initial-wait initial：50ミリ秒

secondary-wait secondary：200ミリ秒

maximum-wait maximum：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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SPF計算が実行されるのは、トポロジが変更されたときだけです。外部ルートが変更された場合
は実行されません。

spf-intervalコマンドは、SPF計算を実行する頻度を制御するために使用します。 SPF計算はプロ
セッサを大量に消費します。そのため、特にエリアが広くトポロジが頻繁に変わる場合に、この

計算を実行する頻度を制限することが有効です。SPFの間隔を長くすることで、ルータのプロセッ
サ負荷が減りますが、コンバージェンスの速度が遅くなる可能性があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、初期 SPF計算遅延を 10ミリ秒に設定し、2回の連続する SPF計算の最大間隔を 5000ミリ

秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# spf-interval initial-wait 10 maximum-wait 5000
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spf prefix-priority（IS-IS）
RIB更新シーケンスをカスタマイズするために、IS-ISプレフィックスにプライオリティを割り当
てるには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで spf prefix-priorityコマンドを使
用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spf prefix-priority [level {1| 2}] {critical| high| medium} {access-list-name| tag tag}

no spf prefix-priority [level {1| 2}] {critical| high| medium} [access-list-name| tag tag]

___________________
構文の説明

（任意）プライオリティのレベル 1およびレベル 2への個別の割
り当てをイネーブルにします。

level {1 | 2}

criticalプライオリティを割り当てます。critical

highプライオリティを割り当てます。high

mediumプライオリティを割り当てます。medium

アクセスリストの名前。access-list-name

プライオリティを示すタグを指定します。 tag引数の範囲は、1～
4294967295です。

tag tag

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、長さが 32の IPv4プレフィックスおよび長さが 128の IPv6プレフィックスには

プライオリティmediumが割り当てられます。それ以外のプレフィックスには lowプライオリティ
が割り当てられます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

spf prefix-priorityコマンドは、SPF実行後の RIBに対するプレフィックスの更新シーケンスを変
更するために使用します。 IS-ISは、次のプライオリティ順序にしたがって RIBにプレフィック
スを導入します。

Critical > High > Medium > Low

spf prefix-priorityコマンドは、最初の 3つのプライオリティに対するプレフィックスリストをサ
ポートしています。一致しないプレフィックスは、lowプライオリティで更新されます。

spf prefix-priorityが指定されている場合、IPv4または IPv6のそれぞれ長さが 32または 128のプ
レフィックスに mediumのプライオリティを設定するというデフォルトの動作はディセーブルに
なります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、プレフィックスのプライオリティを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv4 prefix-list isis-critical-acl
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# 10 permit 0.0.0.0/0 eq 32
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv4 prefix-list isis-med-acl
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# 10 permit 0.0.0.0/0 eq 29
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv4 prefix-list isis-high-acl
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# 10 permit 0.0.0.0/0 eq 30
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis ring
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# spf prefix-priority critical isis-critical-acl
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# spf prefix-priority high isis-high-acl
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# spf prefix-priority medium isis-med-acl
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summary-prefix（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルの集約アドレスを作成するには、ア
ドレスファミリコンフィギュレーションモードで summary-prefixコマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

___________________
構文の説明

ある範囲の IPv4アドレスに対して指定されたサマリーアドレス。 address
引数は、4分割ドット付き 10進表記である必要があります。

address

IPv4または IPv6プレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アド
レスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す 10
進数値です。 10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。

/ prefix-length

IPv6プレフィックスの範囲に対して指定されたサマリープレフィックス。
ipv6-prefix引数は、RFC 2373に記載された形式にする必要があり、16ビッ
ト値をコロンで区切った 16進でアドレスを指定します。

ipv6-prefix

（任意）レベル 1またはレベル 2にルートを再配布し、設定されているア
ドレスとマスク値で集約します。

level {1 | 2}

タグ値を設定します。値の範囲は 1～ 4294967295です。tag tag

___________________
コマンドデフォルト 再配布されるすべてのルートは個別にアドバタイズされます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

tagキーワードおよび IPv6サポートが追加されました。リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

複数のアドレスグループを特定のレベルに集約できます。他のルーティングプロトコルから学

習したルートも集約できます。サマリーをアドバタイズするために使用するメトリックは、より

詳細なすべてのルートのうち最も小さいメトリックです。 summary-prefixコマンドは、ルーティ
ングテーブルのサイズを小さくするために使用します。

このコマンドは、リンクステートパケット（LSP）のサイズも小さくします。これにより、リン
クステートデータベースのサイズも小さくなります。また、要約アドバタイズメントは多数の個

別のルートに依存するため、安定性を強化するのにも役立ちます。個別のルートの 1つ以上がフ
ラップしても、このフラップが原因で要約アドバタイズメントがフラップすることはありません。

サマリーアドレスを使用する場合の欠点は、他のルートには、個々の宛先すべてに最適なルー

ティングテーブルを計算するための情報が少なくなることです。

IS-ISがサマリープレフィックスをアドバタイズするとき、サマリープレフィックスが IPルー
ティングテーブルに自動的に挿入されますが、「廃棄」ルートエントリとしてラベル付けさ

れます。ルーティングループを防ぐために、エントリに一致するパケットはすべてドロップ

されます。 IS-ISがサマリープレフィックスのアドバタイズを停止すると、ルーティングテー
ブルエントリが削除されます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、Open Shortest Path First（OSPF）ルートを IS-ISに再配布する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 ipv6 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# redistribute ospf 2 level-2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# summary-prefix 10.10.10.10 level-2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# summary-prefix 10.10.10.10
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suppressed
IS-ISインターフェイスが、システムリンクステートパケット（LSP）で接続されたプレフィック
スをアドバタイズせずに、隣接の形成に参加できるようにするには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで suppressedコマンドを使用します。接続されたプレフィックスのアド
バタイズをイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

suppressed

no suppressed

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスはアクティブです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

suppressedコマンドは、IS-ISが保持する必要のあるルートの数を減らし、障害が隔離された後の
コンバージェンス時間を短縮するために使用します。ネットワーク全体でコマンドを使用するこ

とにより、効果が顕著になります。ドメイン内の他のルータは、影響のある接続されたプレフィッ

クスにルートを導入しません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、接続されたプレフィックスの GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1上でのアドバタイズ

をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet /1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# suppressed

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイス上で IS-ISパケットを抑制し
ます。

passive（IS-IS）, （870ページ）
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tag（IS-IS）
IS-ISインターフェイスのプレフィックス付きのタグを関連付けてアドバタイズするには、イン
ターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーションモードで tagコマンドを使用します。
デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

tag tag

no tag [ tag ]

___________________
構文の説明

インターフェイスタグ。範囲は 1～ 4294967295です。tag

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、タグの関連付けもアドバタイズも行われません。

___________________
コマンドモード インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、インターフェイスタグの関連付けとアドバタイズを行う例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# tag 234

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIB更新シーケンスをカスタマイズするため
に、IS-ISプレフィックスにプライオリティを割
り当てます。

spf prefix-priority（IS-IS）, （985ページ）
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topology-id
マルチキャストルーティングテーブルを設定する際に、ドメイン内のトポロジを区別するには、

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）アドレスファミリコンフィギュレーションサ
ブモードで topology-idコマンドを使用します。トポロジをディセーブルにするには、コマンドの
no形式を使用します。

topology-id isis-multicast-topology-id-number

no topology-id isis-multicast-topology-id-number

___________________
構文の説明

特定の IS-ISマルチキャストトポロジの ID番号。範囲は
6～ 4095です。

isis-multicast-topology-id-number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ルーティングテーブルに関連付けられたトポロジはありません。

___________________
コマンドモード IS-ISアドレスファミリ設定

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、IS-ISルーティングのマルチキャストルーティングテーブルにおいて、トポロジを区別す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 multicast topology green
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)# topology-id 2666

___________________
関連コマンド

説明コマンド

topology-idコマンドと組み合わせて使用するこ
とで、Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）ルーティングを設定するときに、マル
チキャストトポロジをグローバルにイネーブル

にします。

address-family multicast topology（IS-IS）, （751
ページ）
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trace（IS-IS）
IS-ISのバッファサイズを設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで traceコマン
ドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

trace [detailed| severe| standard] max-trace-entries

no trace [detailed| severe| standard]

___________________
構文の説明

詳細トレースのためのバッファ

サイズを指定します。

detailed

重大トレースのためのバッファ

サイズを指定します。

severe

標準トレースのためのバッファ

サイズを指定します。

standard

トレースエントリの最大数を設

定します。範囲は 1～ 20000で
す。

max-trace-entries

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルータ IS-ISコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、重大トレースのための IS-ISのバッファサイズを 1200に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#trace sever 1200
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマ
ンド

このモジュールでは、Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロトコルの設定およびモ
ニタに使用されるコマンドについて説明します。

OSPFの概念、設定作業、および例については、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Configuration Guide』の「Implementing OSPF on Cisco ASR 9000 Series Router」のモジュー
ルを参照してください。

• address-family（OSPF）, 1001 ページ

• adjacency stagger, 1003 ページ

• area（OSPF）, 1005 ページ

• authentication（OSPF）, 1007 ページ

• authentication-key（OSPF）, 1010 ページ

• auto-cost（OSPF）, 1013 ページ

• capability opaque disable, 1015 ページ

• clear ospf process, 1017 ページ

• clear ospf redistribution, 1019 ページ

• clear ospf routes, 1021 ページ

• clear ospf statistics, 1023 ページ

• cost（OSPF）, 1025 ページ

• cost-fallback（OSPF）, 1027 ページ

• database-filter all out（OSPF）, 1029 ページ

• dead-interval（OSPF）, 1031 ページ

• default-cost（OSPF）, 1033 ページ
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• default-information originate（OSPF）, 1035 ページ

• default-metric（OSPF）, 1037 ページ

• demand-circuit（OSPF）, 1039 ページ

• disable-dn-bit-check, 1041 ページ

• distance（OSPF）, 1042 ページ

• distance ospf, 1045 ページ

• distribute-list, 1047 ページ

• domain-id（OSPF）, 1050 ページ

• domain-tag, 1052 ページ

• fast-reroute（OSPFv2）, 1054 ページ

• fast-reroute per-link exclude interface, 1056 ページ

• fast-reroute per-prefix exclude interface（OSPFv2）, 1058 ページ

• fast-reroute per-prefix lfa-candidate（OSPFv2）, 1060 ページ

• fast-reroute per-prefix use-candidate-only（OSPFv2）, 1062 ページ

• flood-reduction（OSPF）, 1064 ページ

• hello-interval（OSPF）, 1066 ページ

• ignore lsa mospf, 1068 ページ

• interface（OSPF）, 1070 ページ

• log adjacency changes（OSPF）, 1072 ページ

• loopback stub-network , 1074 ページ

• max-lsa, 1076 ページ

• max-metric, 1079 ページ

• maximum interfaces（OSPF）, 1082 ページ

• maximum-paths（OSPF）, 1084 ページ

• maximum redistributed-prefixes（OSPF）, 1086 ページ

• message-digest-key, 1088 ページ

• mpls ldp auto-config（OSPF）, 1091 ページ

• mpls ldp sync（OSPF）, 1092 ページ

• mpls traffic-eng（OSPF）, 1094 ページ

• mpls traffic-eng igp-intact（OSPF）, 1096 ページ

• mpls traffic-eng multicast-intact（OSPF）, 1098 ページ
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• mpls traffic-eng router-id（OSPF）, 1100 ページ

• mtu-ignore（OSPF）, 1102 ページ

• multi-area-interface, 1104 ページ

• neighbor（OSPF）, 1106 ページ

• neighbor database-filter all out, 1109 ページ

• network（OSPF）, 1111 ページ

• nsf（OSPF）, 1114 ページ

• nsf flush-delay-time（OSPF）, 1116 ページ

• nsf interval（OSPF）, 1118 ページ

• nsf lifetime（OSPF）, 1120 ページ

• nsr（OSPF）, 1122 ページ

• nssa（OSPF）, 1124 ページ

• ospf name-lookup, 1126 ページ

• packet-size（OSPF）, 1127 ページ

• passive（OSPF）, 1129 ページ

• priority（OSPF）, 1131 ページ

• protocol shutdown, 1133 ページ

• queue dispatch flush-lsa, 1135 ページ

• queue dispatch incoming, 1137 ページ

• queue dispatch rate-limited-lsa, 1139 ページ

• queue dispatch spf-lsa-limit, 1141 ページ

• queue limit, 1143 ページ

• range (OSPF), 1145 ページ

• redistribute（OSPF）, 1147 ページ

• retransmit-interval（OSPF）, 1153 ページ

• route-policy（OSPF）, 1155 ページ

• router-id（OSPF）, 1157 ページ

• router ospf, 1159 ページ

• security ttl（OSPF）, 1161 ページ

• sham-link, 1163 ページ

• show ospf, 1165 ページ
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• show ospf border-routers, 1168 ページ

• show ospf database, 1170 ページ

• show ospf flood-list, 1185 ページ

• show ospf interface, 1188 ページ

• show ospf mpls traffic-eng, 1192 ページ

• show ospf message-queue, 1197 ページ

• show ospf neighbor, 1200 ページ

• show ospf request-list, 1208 ページ

• show ospf retransmission-list, 1211 ページ

• show ospf routes, 1214 ページ

• show ospf sham-links, 1220 ページ

• show ospf summary-prefix, 1223 ページ

• show ospf virtual-links, 1225 ページ

• show protocols（OSPF）, 1228 ページ

• snmp context（OSPF）, 1231 ページ

• snmp trap（OSPF）, 1234 ページ

• snmp trap rate-limit（OSPF）, 1236 ページ

• spf prefix-priority（OSPFv2）, 1238 ページ

• stub（OSPF）, 1240 ページ

• summary-prefix（OSPF）, 1242 ページ

• timers lsa group-pacing, 1244 ページ

• timers lsa min-arrival, 1246 ページ

• timers throttle lsa all（OSPF）, 1248 ページ

• timers throttle spf（OSPF）, 1251 ページ

• transmit-delay（OSPF）, 1253 ページ

• virtual-link（OSPF）, 1255 ページ

• vrf（OSPF）, 1257 ページ
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address-family（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）のアドレスファミリコンフィギュレーションモードをイネーブ
ルにするには、適切なモードで address-familyコマンドを使用します。アドレスファミリコン
フィギュレーションモードをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family ipv4 [unicast]

no address-family ipv4 [unicast]

___________________
構文の説明 IP Version 4（IPv4）アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリは指定されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFバージョン 2は、IPv4ユニキャストトポロジのルーティングサービスを自動的に提供する
ため、このコマンドは冗長的です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスで OSPFルータプロセスを設定する例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# address-family ipv4 unicast
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adjacency stagger
リロード、プロセスリスタート、およびプロセスクリア中にOSPF隣接関係をずらすことを設定
するには、ルータコンフィギュレーションモードで adjacency staggerコマンドを使用します。
隣接関係をずらすことをオフにするには、disableキーワードを使用するか、またはこのコマンド
の no形式を使用します。

adjacency stagger {disable| initial-num-nbr max-num-nbr}

no adjacency stagger

___________________
構文の説明

隣接関係をずらすことをディセーブルにします。disable

ルータのリロード、OSPFプロセスリスタート、またはOSPFプロセスク
リアの後で、FULLにする任意の領域で隣接関係を FULLまで形成できる
同時ネイバーの初期数。範囲は1～65535です。デフォルト値は2です。

initial-num-nbr

OSPFネイバーの初期セットが FULLになった後に、隣接を形成できる
OSPFインスタンスごとの同時ネイバーの後続数。範囲は 1～ 65535で
す。デフォルトは 64です。

max-num-nbr

___________________
コマンドデフォルト OSPF隣接関係をずらすことはイネーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リロード、プロセスリスタート（NSRまたはグレースフルリスタートなし）、およびプロセス
クリア中に OSPF隣接関係をずらすことによって、隣接関係全体のコンバージェンス時間が削減
されます。
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最初に、エリアごとに 2つの（設定可能）ネイバーによる FULLへの隣接関係の形成を許可しま
す。最初の隣接関係が FULLに達すると、最大 64個の（設定可能）ネイバーはOSPFインスタン
ス（すべてのエリア）に対して隣接関係を同時に形成できます。ただし、FULL隣接関係がない
エリアは、初期エリア制限によって制限されます。

隣接関係をずらすことおよびOSPFノンストップフォワーディング（NSF）は相互に排他的で
す。隣接関係をずらすことは、nsfがルータ OSPFコンフィギュレーションで設定されている
場合はアクティブになりません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、最初に 2つのネイバー、次に最大 3つのネイバーに対して隣接関係をずらすことを設定す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# adjacency stagger 2 3
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area（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）エリアを設定するには、適切なモードで areaコマンドを使用しま
す。 OSPFエリアを終了するには、このコマンドの no形式を使用します。

area area-id

no area area-id

___________________
構文の説明 OSPFエリアの ID。 area-id引数は、10進数値または IPアドレス（ドット付

き10進数）のいずれかのフォーマットで指定できます。範囲は0～4294967295
です。

area-id

___________________
コマンドデフォルト OSPFエリアは定義されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

areaコマンドを使用すると、エリアを明示的に設定できます。エリアコンフィギュレーション
モードで設定されているコマンド（interface [OSPF]および authenticationコマンドなど）は、そ
のエリアに自動的に関連付けられます。

エリアを修正または削除するには、area-id引数フォーマットが、エリア作成時に使用されたフォー
マットと同じでなければなりません。フォーマットが同じでない場合、実際の 32ビット値が一
致していても、エリアは一致しません。たとえば、area-idが 10のエリアを作成した場合、これ
は、area-idが 0.0.0.10のエリアとは一致しません。
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指定したエリアをルータコンフィギュレーションから削除するには、no area area-idコマンド
を使用します。 no area area-idコマンドは、エリア、および authentication、default-cost、
nssa、range、stub、virtual-link、interfaceなどのすべてのエリアオプションを削除します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、エリア 0および GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0を設定する例を示します。

GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0は、自動的にエリア 0に関連付けられます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
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authentication（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイスのプレーンテキスト、MessageDigest 5（MD5）
認証またはヌル認証をイネーブルにするには、適切なモードでauthenticationコマンドを使用しま
す。このような認証を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

authentication [message-digest [keychain keychain]| null]

no authentication

___________________
構文の説明

（任意）MD5が使用されることを指定します。message-digest

（任意）キーチェイン名を指定します。keychain keychain

（任意）認証を使用しないことを指定します。エリアに設定する

場合のパスワードまたはMD5認証を上書きするときに便利です。
null

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される authenticationパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される authenticationパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、インターフェイスは認証を使用しませ

ん。

キーワードを指定しない場合、プレーンテキスト認証が使用されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアインターフェイスコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

authenticationコマンドを使用すると、インターフェイスの認証タイプを指定できます。これは、
このインターフェイスが属するエリアで指定される認証より優先されます。このコマンドが、コ

ンフィギュレーションファイルに含まれていない場合、インターフェイスが属するエリアで設定

される認証（area authenticationコマンドで指定）が使用されます。

認証タイプおよびパスワードは、OSPFにおいて、他の各インターフェイスと通信するすべての
OSPFインターフェイスで同じでなければなりません。プレーンテキスト認証を指定した場合、
authentication-keyコマンドを使用して、プレーンテキストパスワードを指定します。

message-digestキーワードを指定してMD5認証をイネーブルにした場合、message-digest-keyイン
ターフェイスコマンドでキーを設定する必要があります。

キーのロールオーバーを管理し、OSPFのMD5認証を拡張するには、キーチェインと呼ばれる
キーのコンテナを設定できます。この各キーは、生成/受け取り時間、キー ID、認証アルゴリズム
の属性で構成されます。キーチェイン管理機能は常にイネーブルです。

システムクロックを変更すると、既存の設定におけるキーの有効性に影響を与えます。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFルーティングプロセス 201のエリア 0および 1の認証を設定する例を示します。認

証キーも指定しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# authentication
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# authentication-key mykey
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# authentication
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# authentication-key mykey1

次に、認証キーチェインの使用を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# authentication message-digest keychain mykeychain

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFの単純パスワード認証を使用している隣
接ルータが使用するパスワードを割り当てま

す。

authentication-key（OSPF）, （1010ページ）

OSPF MD5認証で使用されるキーを指定しま
す。

message-digest-key, （1088ページ）
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authentication-key（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）の簡易パスワード認証を使用している隣接ルータにより使用され
るパスワードを割り当てるには、適切なモードで authentication-keyコマンドを使用します。過
去に割り当てられた OSPFパスワードを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

authentication-key [clear| encrypted] password

no authentication-key

___________________
構文の説明

（任意）キーがクリアテキストであることを指定します。clear

（任意）双方向アルゴリズムを使用してキーを暗号化することを指定

します。

encrypted

キーボードから入力できる、最長 8文字の連続するストリング。たと
えば、mypswd2です。

password

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている OSPFパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される OSPFパスワードパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、パスワードは指定されません。

クリアは、clearまたは encryptedキーワードが指定されていない場合のデフォルトです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドで作成されるパスワードは、Cisco IOS XRソフトウェアがルーティングプロトコル
パケットを発信するときに、OSPFヘッダーに直接挿入されます。個々のインターフェイスに基
づいて、各ネットワークに個別のパスワードを割り当てることができます。 OSPF情報を交換す
るには、同じネットワーク上のすべての隣接ルータが同じパスワードを持っている必要がありま

す。

authentication-keyコマンドは、authenticationコマンドと使用する必要があります。 authentication
コマンドが設定されていない場合、authentication-keyコマンドにより提供されるパスワードは無
視され、OSPFインターフェイスでは、認証は採用されません。

message-digestまたは nullキーワードが設定されている場合、authentication-keyコマンドを
authenticationコマンドと使用できません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、認証パスワードをストリング yourpassで設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# authentication-key yourpass

___________________
関連コマンド

説明コマンド

認証タイプを指定します。authentication（OSPF）, （1007ページ）
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auto-cost（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルによるインターフェイスのデフォルトメトリックの計
算方法を制御するには、適切なモードでauto-costコマンドを使用します。デフォルトのリファレ
ンス帯域幅に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

auto-cost {reference-bandwidth mbps| disable}

no auto-cost {reference-bandwidth| disable}

___________________
構文の説明 Mbpsでのレート（帯域幅）を指定します。範囲は1～4294967

です。

reference-bandwidth mbps

インターフェイスタイプに基づいてコストを割り当てます。disable

___________________
コマンドデフォルト mbps：100 Mbps

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、OSPFは、インターフェイスの帯域幅にしたがって、インターフェイスのOSPF
メトリックを計算します。

OSPFメトリックは、帯域幅で除算した mbps値として計算されます。デフォルトでは、mbpsは
108です。

複数の高帯域幅（OC-192など）リンクを使用している場合、これらのリンクのコストを差別化す
るために高い値を指定することもできます。つまり、デフォルトの mbps値を使用して計算され
るメトリックは、すべての高帯域幅リンクで同じです。
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高帯域幅を使用する OSPFインターフェイスでは、コストコンフィギュレーションを一貫した方
法で行うことをお勧めします。つまり、明示的に設定（costコマンドを使用）するか、またはデ
フォルトを選択（auto-costコマンドを使用）するかのいずれかです。

costコマンドによって設定される値により、auto-costコマンドの結果のコストが上書きされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、自動コスト計算のリファレンス値を 1000 Mbpsに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# auto-cost reference-bandwidth 1000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFパス計算のインターフェイス（ネットワー
ク）のコストを明示的に指定します。

cost（OSPF）, （1025ページ）
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capability opaque disable
マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）トポロジ情
報が Opaque LSAを介してネットワークにフラッディングされないようにするには、適切なモー
ドで capability opaque disableコマンドを使用します。OpaqueLSAを介してネットワークにフラッ
ディングされたMPLS TEトポロジ情報を復元するには、このコマンドの no形式を使用します。

capability opaque disable

no capability opaque disable

___________________
コマンドデフォルト Opaque LSAは許可されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

capability opaque disableコマンドは、すべての範囲（タイプ 9、10、11）のOpaque LSAを介した
MPLS TE情報（タイプ 1および 4）のフラッディングを防止します。

Opaque LSAサポート機能の制御は、MPLS TEをサポートするために OSPFでイネーブルにする
必要があります。

MPLS TEトポロジ情報は、デフォルトで、Opaque LSAを介してエリアにフラッディングされま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、OSPFで Opaqueサービスがサポートされないようにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# capability opaque disable

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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clear ospf process
Open Shortest Path First（OSPF）ルータプロセスを停止および再起動せずにリセットするには、
EXECモードで clear ospf processコマンドを使用します。

clear ospf [process-name [vrf {vrf-name| all}]] process

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数を含めた場合は、指定
したルーティングプロセスだけが影響を受けます。この引数を使用しない

場合、すべての OSPFプロセスがリセットされます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス。vrf

（任意）リセットされる OSPF VRFインスタンスの名前。vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスをリセットします。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFルータプロセスがリセットされると、OSPFは、割り当てられているすべてのリソースを解
放し、内部データベースをクリーンアップして、プロセスに属するすべてのインターフェイスを

シャットダウンおよび再起動します。
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router-id（OSPF）,（1157ページ）コマンドによりOSPFルータ IDが明示的に設定されていな
い限り、clear ospf processコマンドはルータ IDを変更できます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、すべての OSPFプロセスをリセットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf process

次に、OSPF 1プロセスをリセットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf 1 process

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）

OSPFプロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPF）, （1157ページ）
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clear ospf redistribution
他のプロトコルから再配布されるすべてのルートをOpen Shortest Path First（OSPF）ルーティング
テーブルからクリアするには、EXECモードで clear ospf redistributionコマンドを使用します。

clear ospf [process-name [vrf {vrf-name| all}]] redistribution

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数を含めた場合は、指定
したルーティングプロセスだけが影響を受けます。この引数を使用しない

場合、すべての OSPFルートがクリアされます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス。vrf

（任意）リセットされる OSPF VRFインスタンスの名前。vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスをリセットします。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear ospf redistributionコマンドを使用すると、ルーティングテーブルが再び読み取られます。
OSPFは、タイプ 5およびタイプ 7 Link-State Advertisements（LSA;リンクステートアドバタイズ
メント）を再生成して、そのネイバーに送信します。OSPF再配布に予期せぬルートがある場合、
このコマンドを使用して、その問題を解決できます。
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このコマンドを使用すると、大量の LSAがネットワークにフラッディングする可能性があり
ます。そのため、このコマンドを使用する場合は注意してください。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、他のプロトコルからすべてのプロセスで再配布されるすべてのルートをクリアする例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf redistribution
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clear ospf routes
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングテーブルからすべての OSPFルートをクリアするに
は、EXECモードで clear ospf routesコマンドを使用します。

clear ospf [process-name [vrf {vrf-name| all}]] routes

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数を含めた場合は、指定
したルーティングプロセスだけが影響を受けます。この引数を使用しない

場合、すべての OSPFルートがクリアされます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス。vrf

（任意）リセットされる OSPF VRFインスタンスの名前。vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスをリセットします。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、OSPFルーティングテーブルからすべての OSPFルートをクリアし、有効なルートを再計

算する例を示します。OSPFルーティングテーブルがクリアされると、グローバルルーティング
テーブルの OSPFルートも再計算されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf routes

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）
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clear ospf statistics
ネイバー状態遷移の Open Shortest Path First（OSPF）統計情報をクリアするには、EXECモードで
clear ospf statisticsコマンドを使用します。

clear ospf [process-name [vrf {vrf-name| all}]] statistics [neighbor [type interface-path-id] [ ip-address ]]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数を含めた場合は、指定
したルーティングプロセスだけが影響を受けます。この引数を使用しな

い場合、ネイバー状態遷移のすべての OSPF統計情報がクリアされます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス。vrf

（任意）リセットされる OSPF VRFインスタンスの名前。vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスをリセットします。all

（任意）指定されたネイバーだけの状態遷移カウンタをクリアします。neighbor

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラ
インヘルプ機能を使用します。

type

（任意）物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示す

るには、show interfacesコマンドを使用します。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

（任意）状態遷移カウンタをクリアする指定ネイバーの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear ospf statisticsコマンドを使用すると、OSPFカウンタをリセットできます。リセットは、カ
ウンタ値の変化を検出するときに便利です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイス 0/2/0/0のすべてのネイバーのOSPF状態

遷移カウンタをリセットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf statistics neighbor POS 0/2/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）
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cost（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）パス計算のインターフェイス（ネットワーク）を明示的に指定す
るには、適切なモードでcostコマンドを使用します。コストを除去するには、このコマンドのno
形式を使用します。

cost cost

no cost

___________________
構文の説明

リンクステートメトリックとして表される符号なし整数値。有効値の範囲

は 1～ 65535です。
cost

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される costパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される costパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、コストは、auto-costコマンドで計算さ
れます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リンクステートメトリックは、ルータリンクアドバタイズメントでリンクコストとしてアドバ

タイズされます。 Cisco IOS XRソフトウェアでは、Type of Service（ToS;タイプオブサービス）
はサポートされていないため、各インターフェイスに割り当てることができるコストは 1つだけ
です。

一般に、パスコストは次の式を使用して計算されます。

108 /帯域幅（デフォルトの自動コストは 100 Mbpsに設定されています）

この計算は、インターフェイス自動コストを確立する自動コスト計算で使用されるデフォルトの

リファレンス帯域幅です。auto-costコマンドは、このリファレンス帯域幅をいくつかの他の値に
設定できます。 costコマンドは、自動コストによりインターフェイスで計算されたデフォルト値
を上書きするときに使用されます。

この公式を使用すると、デフォルトパスコストは、リンク帯域幅が 100 Mbps以上の任意のイン
ターフェイスで 1になります。この値がネットワークに適さない場合、リンク帯域幅に基づいた
自動計算コストのリファレンス帯域幅を設定します。

costコマンドによって設定される値により、auto-cost（OSPF）コマンドの結果のコストが上書き
されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1でコスト値を 65に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# cost 65

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFプロトコルによるインターフェイスのデ
フォルトメトリックの計算方法を制御します。

auto-cost（OSPF）, （1013ページ）
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cost-fallback（OSPF）
バンドルインターフェイスの累積帯域幅が指定しきい値を下回るときに、通常のインターフェイ

スコストより高いコストを適用し、累積帯域幅が設定しきい値を超えるときに、元のコストに戻

すには、cost-fallbackコマンドを使用します。コストフォールバックを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

cost-fallback cost threshold bandwidth

no cost-fallback

___________________
構文の説明

リンクステートメトリックとして表される符号なし整数値。範囲は 1
～ 65535ですが、通常、cost-fallback値は、通常のコストより高い値に
設定してください。

cost threshold

Mbit/秒で表現される符号なし整数値。範囲は 1～ 4294967です。bandwidth

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、累積帯

域幅が最大帯域幅を下回る場合でも、現在有効なインターフェイスコストが使用されます。

interface costコマンドとは異なり、この cost-fallbackコマンドを使用できるのは、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードだけです。エリアまたはプロセスレベルでは使用できません。

他のインターフェイス固有パラメータとは異なり、このコマンドがインターフェイスレベルで指

定されない場合でも、エリアまたはプロセスレベルからの継承は行われません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

フォールバックコストは、通常のインターフェイスコストより高い値に設定する必要がありま

す。フォールバックコストを設定する目的は、インターフェイスコストを減らすこと、または
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累積帯域幅がユーザ指定しきい値を下回る場合に、トラフィックが別のパスを通過できるように、

インターフェイスをシャットダウンせずに、別のインターフェイスに切り替えることです。累積

帯域幅がユーザ指定しきい値以上になると、通常のインターフェイスコストが代わりに使用され

ます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、cost-fallback値を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#router-id 2.2.2.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#interface bundle-a
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)#cost-fallback 1000 threshold 300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFプロトコルによるインターフェイスのデ
フォルトメトリックの計算方法を制御します。

auto-cost（OSPF）, （1013ページ）

OSPFパス計算のインターフェイス（ネットワー
ク）のコストを指定します。

cost（OSPF）, （1025ページ）
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database-filter all out（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイスへの発信リンクステートアドバタイズメント
（LSA）をフィルタリングするには、適切なモードで database-filter all outコマンドを使用しま
す。 LSAのインターフェイスへの転送を元に戻すには、このコマンドの disable形式を使用しま
す。

database-filter all out [disable| enable]

___________________
構文の説明

（任意）フィルタリングをディセーブルにします。disable

（任意）フィルタリングをイネーブルにします。enable

___________________
コマンドデフォルト データベースフィルタはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

database-file all outコマンドを使用すると、ネイバーに基づいて neighbor database-filter all out, （
1109ページ）コマンドが実行する同じ機能を実行できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1を介して到達できるブロードキャスト、非ブロー

ドキャストおよびポイントツーポイントネットワークへの OSPF LSAのフラッディングを防止す
る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# database-filter all out

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFインターフェイスへの発信 LSAをフィル
タリングします。

neighbor database-filter all out, （1109ページ）
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dead-interval（OSPF）
helloパケットが観察されなくなってから、ネイバーが Deadと宣言されるまでの間隔を設定する
には、適切なモードでdead-intervalコマンドを使用します。デフォルト時間に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

dead-interval seconds

no dead-interval

___________________
構文の説明

間隔を指定する整数（秒）。有効値の範囲は1～65535です。この値はネッ
トワーク上のすべてのノードで同じにする必要があります。

seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている dead intervalパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される dead intervalパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、デッド間隔はhello-interval（OSPF）コ
マンドで設定されている間隔の 4倍となります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトの間隔値は、すべてのルータおよび特定のネットワークのアクセスサーバ間で同じで

なければなりません。

hello intervalが設定されている場合、dead interval値は、hello interval値より大きくなければなりま
せん。 dead interval値は、通常、hello interval値の 4倍の値に設定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPF dead intervalを 40秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# dead-interval 40

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Cisco IOS XRソフトウェアがインターフェイス
で送信するhelloパケットの間隔を指定します。

hello-interval（OSPF）, （1066ページ）
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default-cost（OSPF）
スタブエリアまたはNot-So-StubbyArea（NSSA）へのデフォルトのサマリールートのコストを指
定するには、エリアコンフィギュレーションモードで default-costコマンドを使用します。割り
当てられたデフォルトルートのコストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

default-cost cost

no default-cost cost

___________________
構文の説明

スタブエリアまたは NSSAエリアに使用されるデフォルトサマリールートの
コストです。指定できる値は 24ビット数値です。

cost

___________________
コマンドデフォルト cost：1

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

default-costコマンドは、スタブエリアまたは NSSAエリアに接続されているエリア境界ルータ
（ABR）だけで使用してください。

スタブエリアに接続されているすべてのルータおよびアクセスサーバにおいて、エリアは、エリ

アサブモードでstubコマンドを使用してスタブエリアとして設定する必要があります。default-cost
コマンドは、スタブエリアに接続されている ABRでだけ使用してください。 default-costコマン
ドは、ABRによってスタブエリアに生成されるサマリーデフォルトルートのメトリックを提供
します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、スタブエリアのデフォルトコストに 20を割り当てる例を示します。 GigabitEthernetイン

ターフェイス 0/4/0/3は、スタブエリアでも設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.15.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# stub
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# default-cost 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/4/0/3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

エリアをスタブエリアとして定義します。stub（OSPF）, （1240ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1034 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
default-cost（OSPF）



default-information originate（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングドメインへのデフォルトの外部ルートを生成するに
は、適切なモードで default-information originateコマンドを使用します。この機能をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

default-information originate [always] [metric metric-value] [metric-type type-value] [route-policy
policy-name]

no default-information originate

___________________
構文の説明

（任意）ルーティングテーブルにデフォルトのルートがあるかどうか

に関係なく、デフォルトルートを常にアドバタイズします。

always

（任意）デフォルトルートの生成に使用するメトリックを指定しま

す。デフォルトのメトリック値は1です。範囲は1～16777214です。
metric metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされるデフォル
トのルートに関連付けられる外部リンクタイプを指定します。次のい

ずれかの値を指定できます。

1：タイプ 1外部ルート

2：タイプ 2外部ルート

metric-type type-value

（任意）ルーティングポリシーが使用されること、およびそのルー

ティングポリシー名を指定します。

route-policy policy-name

___________________
コマンドデフォルト このコマンドをルータコンフィギュレーションモードで使用しない場合、OSPFルーティングド

メインへのデフォルトの外部ルートは生成されません。

metric-value：1

type-value：2

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

redistributeまたは default-information originateコマンドを使用して、OSPFルーティングドメイ
ンにルートを再配布する場合、ソフトウェアは自動的に自律システム境界ルータ（ASBR）になり
ます。ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォルトルートをOSPFルーティングドメインに生
成しません。キーワード alwaysを指定した場合を除き、ソフトウェアには、デフォルトルート
を生成する前に、自身のためにデフォルトルートが設定されている必要があります。

ルーティングポリシーの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Command Reference』の「Routing Policy Commands」の章を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFルーティングドメインに再配布されるデフォルトのルートのメトリックを 100に指

定し、タイプ 1の外部メトリックタイプを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#redistribute igrp 108 metric 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#default-information originate metric 100 metric-type 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングドメインから、指定された OSPF
プロセスにルートを再配布します。

redistribute（OSPF）, （1147ページ）
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default-metric（OSPF）
別のプロトコルからOpen Shortest Path First（OSPF）プロトコルに再配布されるルートのデフォル
トのメトリック値を設定するには、適切なモードでdefault-metricコマンドを使用します。デフォ
ルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

default-metric value

no default-metric value

___________________
構文の説明

指定されたルーティングプロトコルに適したデフォルトメトリック値。範

囲は 1～ 16777214です。
value

___________________
コマンドデフォルト 各ルーティングプロトコルに適した、組み込みの自動的なメトリック変換。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

default-metricコマンドは、redistributeコマンドと組み合わせて使用して、現在のルーティング
プロトコルで、再配布されるすべてのルートに対して同じメトリック値が使用されるようにしま

す。デフォルトのメトリックは、互換性のないメトリックを持つルートを再配布するという問題

を解決するために役立ちます。メトリックを変換しない場合は、必ずデフォルトのメトリックを

使用して、適切な代替メトリックを提供し、再配布を続行できるようにしてください。

OSPFコンフィギュレーションで設定されている default-metric値は、redistribute connectedコマン
ドを使用して OSPFに再配布される接続ルートに適用されません。接続ルートにデフォルト以外
のメトリックを設定するには、redistribute connectedmetricmetric-valueコマンドを使用してOSPF
を設定します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルから派生するルートを OSPF

にアドバタイズし、10メトリックを割り当てる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# default-metric 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute isis IS-IS_isp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングドメインから、指定された OSPF
プロセスにルートを再配布します。

redistribute（OSPF）, （1147ページ）
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demand-circuit（OSPF）
インターフェイスが OSPFデマンド回線として扱われるように Open Shortest Path First（OSPF）プ
ロトコルを設定するには、適切なモードで demand-circuitコマンドを使用します。インターフェ
イスからデマンド回線の指定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

demand-circuit [disable| enable]

no demand-circuit

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスのOSPFデマンド回線としての指定をディセー
ブルにします。

disable

（任意）インターフェイスの OSPFデマンド回線としての指定をイネー
ブルにします。

enable

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている demand circuitパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される demand circuitパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、回線はデマンド回線になりません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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ポイントツーポイントインターフェイスでは、デマンド回線の 1つの側だけをこのコマンドで設
定する必要があります。定期的な helloメッセージが抑止され、リンクステートアドバタイズメ
ント（LSA）の定期的な更新によってデマンド回線がフラッディングされません。demand-circuit
コマンドを使用すると、トポロジが安定している場合、基礎となるデータリンク層を閉じること

ができます。ポイントツーマルチポイントトポロジでは、マルチポイントの端だけをこのコマン

ドで設定する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFデマンド回線の設定を行う例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# demand-circuit
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disable-dn-bit-check
ダウンビットを無視するように指定するには、VPNルーティングおよび転送（VRF）コンフィ
ギュレーションモードで disable-dn-bit-checkコマンドを使用します。ダウンビットを考慮する
ように指定するには、このコマンドの no形式を使用します。

disable-dn-bit-check

no disable-dn-bit-check

___________________
コマンドデフォルト ダウンビットは考慮されます。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、ダウンビットを無視するように指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf v1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)# disable-dn-bit-check
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distance（OSPF）
アドミニストレーティブディスタンスを定義するには、適切なコンフィギュレーションモードで

distanceコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから distanceコマンドを削除
して、ソフトウェアがディスタンス定義を削除するようにシステムをデフォルト状態に戻すには、

このコマンドの no形式を使用します。

distance weight [ip-address wildcard-mask [ access-list-name ]]

no distance weight ip-address wildcard-mask [ access-list-name ]

___________________
構文の説明

アドミニストレーティブディスタンス。範囲は 10～ 255です。単独で使用
される場合、weight引数は、ルーティング情報ソースに他の指定がない場合
にソフトウェアが使用するデフォルトのアドミニストレーティブディスタン

スを指定します。アドミニストレーティブディスタンスが 255のルートは
ルーティングテーブルに格納されません。表 87：デフォルトのアドミニス
トレーティブディスタンス,（1043ページ）に、デフォルトのアドミニスト
レーティブディスタンスをリストします。

weight

（任意）4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。ip-address

（任意）4分割ドット付き 10進表記のワイルドカードマスク。mask引数で
ビットが 1に設定されている場合、ソフトウェアは、アドレス値で対応する
ビットを無視します。

wildcard-mask

（任意）着信ルーティングアップデートに適用される IPアクセスリストの
名前。

access-list-name

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されていない場合、アドミニストレーティブディスタンスは、表87：デフォ

ルトのアドミニストレーティブディスタンス, （1043ページ）で定義されているデフォルトにな
ります。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アドミニストレーティブディスタンスは、10～ 255の整数です。通常、値が大きいほど、信頼
性の格付けが下がります。 255のアドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源
がまったく信頼できないため、無視すべきであることを意味します。重み値は主観的に選択しま

す。重み値を選択するための定量的方法はありません。

アクセスリストがこのコマンドで使用される場合、ネットワークがルーティングテーブルに挿入

されるときに適用されます。この動作により、ルーティング情報を提供する IPプレフィックスに
基づいてネットワークをフィルタリングできます。たとえば、管理制御下にないネットワーキン

グデバイスからの、間違っている可能性があるルーティング情報をフィルタリングできます。

distanceコマンドを入力する順序は、予期せぬ方法で割り当てられたアドミニストレーティブディ
スタンスに影響を与えます（詳細については、「例」を参照してください）。

次の表に、デフォルトのアドミニストレーティブディスタンスをリストします。

表 87：デフォルトのアドミニストレーティブディスタンス

デフォルト距離ルートの送信元

0接続されているインターフェイス

0インターフェイスからのスタティックルート

1ネクストホップへのステートルート

5EIGRPサマリールート

20EBGP

90内部 EIGRP

110OSPF

115IS-IS

120RIPバージョン 1および 2

170外部 EIGRP

200IBGP

255不明
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、router ospfコマンドは、OSPFルーティングインスタンス 1を設定します。最初の

distanceコマンドは、デフォルトのアドミニストレーティブディスタンスを 255に設定します。
つまり、ソフトウェアは、明示的なディスタンスが設定されていないネットワーキングデバイス

からのすべてのルーティングアップデートを無視します。 2番目の distanceコマンドは、クラス
Cネットワーク 192.168.40.0 0.0.0.255のすべてのネットワーキングデバイスのアドミニストレー
ティブディスタンスを 90に設定します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# distance 255
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# distance 90 192.168.40.0 0.0.0.255

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPノードへの最適なルートである可能性があ
る、外部、内部およびローカルアドミニスト

レーティブディスタンスの使用を許可します。

distance bgp

OSPFノードへの最適なルートである可能性が
ある、外部、内部およびローカルアドミニスト

レーティブディスタンスの使用を許可します。

distance ospf

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）
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distance ospf
ルートタイプに基づいた Open Shortest Path First（OSPF）ルートアドミニストレーティブディス
タンスを定義するには、ルータコンフィギュレーションモードで distance ospfコマンドを使用し
ます。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

distance ospf {intra-area| inter-area| external} distance

no distance ospf

___________________
構文の説明

エリアのタイプを設定します。次のいずれかの値を指定できます。

intra-area：エリア内のすべてのルート。

inter-area：エリアから別のエリアへのすべてのルート。

external：再配布により学習された、他のルーティングドメインからの
すべてのルート。

上記のエリアは任意に組み合わせることができます。

intra-area | inter-area |
external

ルートアドミニストレーティブディスタンス。distance

___________________
コマンドデフォルト distance：110

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

キーワードをいずれか 1つ指定する必要があります。

distance ospfコマンドを使用すると、アクセスリストで使用される distanceコマンドと同じ機能
を実行できます。ただし、distance ospfコマンドは、アクセスリストに合格した特定のルートで
はなく、ルートのグループ全体のディスタンスを設定します。
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distance ospfコマンドを使用する一般的な理由は、相互に再配布する複数の OSPFプロセスがあ
り、あるプロセスからの内部ルートを、他のプロセスからの外部ルートよりも優先させる場合で

す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、外部ディスタンスを 200に変更して、ルートの信頼性を下げる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute ospf 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# distance ospf external 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# distance ospf external 200

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アドミニストレーティブディスタンスを定義し

ます。

disable-dn-bit-check, （1041ページ）
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distribute-list
Open Shortest Path First（OSPF）アップデートで受信または転送されるネットワークをフィルタリ
ングするには、適切なモードでdistribute-listコマンドを使用します。フィルタを変更またはキャ
ンセルするには、このコマンドの no形式を使用します。

distribute-list {access-list-name {in| out [bgp number| connected| ospf instance| static]}| route-policy
route-policy-name in}

no distribute-list {access-list-name {in| out}| route-policy route-policy-name in}

___________________
構文の説明

標準 IPアクセスリスト名。このリストは、受信されるネットワークと
ルーティングアップデートで抑制されるネットワークを定義します。

access-list-name

アクセスリストまたはルートポリシーを着信ルーティングアップデー

トに適用します。

in

アクセスリストを発信ルーティングアップデートに適用します。 out
キーワードは、ルータコンフィギュレーションモードだけで使用でき

ます。

out

（任意）アクセスリストを BGPルートに適用します。bgp

（任意）アクセスリストを接続ルートに適用します。connected

（任意）アクセスリストをOSPFルート（現在のOSPFプロセスではあ
りません）に適用します。

ospf

（任意）静的に設定されるルートにアクセスリストを適用します。static

OSPFプレフィックスをフィルタリングするようにルートポリシーを指
定します。

route-policy
route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている distribute listパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される distribute listパスワードパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、distribute listはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション
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エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

キーワードおよび引数 route-policy route-policy-nameが追加され、
ルートポリシーを使用して OSPFプレフィックスをフィルタリン
グできるようになりました。

リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

distribute-listコマンドを使用すると、このルータにインストールされる OSPFルートを制限でき
ます。 distribute-listコマンドは、OSPFプロトコル自体には影響を与えません。

distribute-listはインスタンス（プロセス）、スペース、およびインターフェイスレベルで設定で
きます。通常の OSPFの設定継承が適用されます。設定は、インスタンス、エリア、インター
フェイスレベルの順に継承されます。

キーワードおよび引数 route-policy route-policy-nameを使用すると、ルートポリシーを使用して
OSPFプレフィックスをフィルタリングできます。

1つのコマンドでは、access-listまたは route-policyのいずれかを使用でき、両方使用すること
はできません。 access-listを使用してコマンドを設定すると、route-policyの設定が削除されま
す。その逆も同様です。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、エリア 0で学習された場合、172.17.10.0ネットワークからの OSPFルートがインストール

されないように設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv4 access-list 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4-acl)# deny 172.17.10.0 0.0.0.255
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4-acl)# permit any any
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# distribute-list 3 in
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
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domain-id（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）VPNルーティングおよび転送（VRF）ドメイン IDを指定するに
は、VRFコンフィギュレーションモードで domain-idコマンドを使用します。 OSPF VRFドメイ
ン IDを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

domain-id [secondary] type [0005| 0105| 0205| 8005] value value

no domain-id [secondary] type [0005| 0105| 0205| 8005] value value

___________________
構文の説明

（任意）OSPFセカンダリドメイン ID。secondary

16進数形式でのプライマリ OSPFドメイン ID。type

16進数（6オクテット）形式での OSPFドメイン ID値。value value

___________________
コマンドデフォルト ドメイン IDは指定されません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFドメイン IDを明示的に設定する必要があります。 OSPFドメイン IDは、リモートプロバ
イダーエッジ（PE）からボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を介して受信したプレフィッ
クスの変換方法を OSPFで判別するときに役立ちます。ドメイン IDが一致する場合、OSPFは、
タイプ 3リンクステートアドバタイズメント（LSA）を生成します。ドメイン IDが一致しない
場合、OSPFは、タイプ 5 LSAを生成します。

プライマリドメイン IDは 1つだけです。セカンダリドメイン IDは複数使用できます。
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IOS XRルータおよび IOSルータをピアとして設定する場合、2つのドメイン IDが一致する必
要があります。 IOSのデフォルトドメイン ID値と一致する IOS XRドメイン ID値を手動で
設定します。これにより、ルートがエリア間ルートとして学習されるため、ルートにルート

コード「OIA」が指定されます。ドメイン IDが一致しない場合、ルートは外部ルートとして
学習されるため、ルートにルートコード「O-E2」が指定されます。 IOSルータから OSPFド
メイン IDを取得するには、show ip ospfコマンドを使用します。次に、domain-idコマンドを
使用して同じ値に IOS XRドメイン IDを設定します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、ドメイン IDを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf o1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf v1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)# domain-id type 0105 value AABBCCDDEEFF
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domain-tag
Open Shortest Path First（OSPF）VPNルーティングおよび転送（VRF）ドメインタグを指定するに
は、VRFコンフィギュレーションモードで domain-tagコマンドを使用します。 OSPF VRFドメ
インタグを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

domain-tag tag

no domain-tag

___________________
構文の説明 32ビット値としての OSPFドメインタグ。有効な範囲は 0～ 4294967295

です。

tag

___________________
コマンドデフォルト OSPF VRFドメインタグは指定されません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ドメインタグは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）から受信したVPN-IPルートの結果
として生成される任意のタイプ 5リンクステートアドバタイズメント（LSA）に追加されます。
ドメインタグは BGP自律システム番号（ASN）から取得されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、ドメインタグを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf o1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# domain-tag 234
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fast-reroute（OSPFv2）
IP高速再ルーティングループフリー代替（LFA）計算をイネーブルにするには、適切な OSPFコ
ンフィギュレーションモードで fast-rerouteコマンドを使用します。 IP高速再ルーティングルー
プフリー代替計算をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

上位レベルでイネーブルになっているループフリー代替計算をディセーブルにするには、disable
キーワードを指定して fast-rerouteコマンドを使用します。

fast-reroute {per-link| per-prefix} [disable]

no fast-reroute

___________________
構文の説明

リンク別ループフリー代替計算をイネーブルにします。per-link

プレフィックス別ループフリー代替計算をイネーブルにします。per-prefix

（任意）上位レベルでイネーブルにしたループフリー代替計算をディ

セーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト IP高速再ルーティング LFA計算はディセーブルです。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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計算の1つのモード（リンク別またはプレフィックス別）だけインターフェイスで設定できます。
計算の異なるモードは、異なるインターフェイス上でイネーブルにすることができます。1つの
インターフェイスセットでリンク別計算を使用し、別のセットではプレフィックス別計算を使用

します。プライマリパスの発信インターフェイスに基づいて、リンク別またはプレフィックス別

のバックアップパスが計算されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、インターフェイスPOS0/3/0/0でループフリー代替のリンク別計算をイネーブルにする例を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface POS 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# fast-reroute per-link

次に、エリア 0でループフリー代替のプレフィックス別計算をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#fast-reroute per-prefix

次に、エリア 0で設定されているループフリー代替の計算をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#fast-reroute per-prefix
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#interface POS 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)#fast-reroute disable

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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fast-reroute per-link exclude interface
（IPFRR）ループフリー代替（LFA）計算中にバックアップとして使用するように指定されたイ
ンターフェイスを除外するには、適切な OSPFコンフィギュレーションモードで fast-reroute
per-link exclude interfaceコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-link exclude interface type interface-path-id

no fast-reroute per-link exclude interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは除外されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、IP高速再ルーティングループフリー代替（LFA）計算からインターフェイスを除外する例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# fast-reroute per-link exclude interface POS 0/3/2/1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP高速再ルーティングループフリー代替
（LFA）計算をイネーブルにします。

fast-reroute（OSPFv2）, （1054ページ）
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fast-reroute per-prefix exclude interface（OSPFv2）
高速再ルーティングループフリー代替プレフィックス別計算中にバックアップとして使用するイ

ンターフェイスを除外するには、適切な OSPFコンフィギュレーションモードで fast-reroute
per-prefix exclude interfaceコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-prefix exclude interface type interface-path-id

no fast-reroute per-prefix exclude interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用しま
す。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは除外されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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除外されたインターフェイスを経由するバックアップパスは計算されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、インターフェイス POS0/6/0/1をバックアップパスとしての使用から除外する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#fast-reroute per-prefix exclude interface POS0/6/0/1
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fast-reroute per-prefix lfa-candidate（OSPFv2）
LFA候補リストにインターフェイスを追加するには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで fast-reroute per-prefix lfa-candidateコマンドを使用します。この機能をディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-prefix lfa-candidate [ interface-name ]

no fast-reroute per-prefix lfa-candidate [ interface-name ]

___________________
構文の説明 LFA候補リストに追加するインターフェイスの名前を指定しま

す。

interface-name

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは候補リストに追加されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、LFA候補にインターフェイスを追加する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#fast-reroute per-prefix lfa-candidate interface POS0/6/0/0
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fast-reroute per-prefix use-candidate-only（OSPFv2）
LFA候補リスト内のインターフェイスにバックアップインターフェイスを制限するには、ルータ
OSPFコンフィギュレーションモードで fast-reroute per-prefix use-candidate-onlyコマンドを使用
します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-prefix use-candidate-only [enable| disable]

fast-reroute per-prefix use-candidate-only

___________________
構文の説明

候補リストのみからのバックアップの選択をイネーブルにします。enable

候補リストのみからのバックアップの選択をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード ルータ OSPFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、LFA候補リスト内のインターフェイスにバックアップインターフェイスを制限する例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#fast-reroute per-prefix use-candidate-only
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flood-reduction（OSPF）
安定したトポロジにおけるリンクステートアドバタイズメント（LSA）の不要なフラッディング
を抑制するには、適切なモードで flood-reductionコマンドを使用します。この機能を設定から削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

flood-reduction [enable| disable]

no flood-reduction [enable| disable]

___________________
構文の説明

（任意）この機能を特定のレベルでオンにします。enable

（任意）この機能を特定のレベルでオフにします。disable

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている flood reductionパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される flood reductionパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、フラッドリダクションはディセーブル

です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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OSPFデマンド回線をサポートするすべてのルータは、フラッドリダクションをサポートするルー
トと互換性があり、対話が可能です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、エリア 0の不必要な LSAのフラッディングを軽減する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# flood-reduction

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFに関連するインターフェイス情報を表示
します。

show ospf interface, （1188ページ）

個々のインターフェイスに基づいた OSPFネイ
バー情報を表示します。

show ospf neighbor, （1200ページ）
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hello-interval（OSPF）
OpenShortest Path First（OSPF）インターフェイスで送信される連続 helloパケットの間隔を指定す
るには、適切なモードでhello-intervalコマンドを使用します。デフォルト時間に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

hello-interval seconds

no hello-interval

___________________
構文の説明

間隔（秒単位）。この値は、特定のネットワーク上の全デバイスに対して

同じにする必要があります。有効値の範囲は 1～ 65535です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている hello intervalパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される hello intervalパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、hello間隔は10秒（ブロードキャスト）
または 30秒です（非ブロードキャスト）。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

hello interval値は、helloパケットでアドバタイズされます。 helloパケットの間隔が短い場合、ト
ポロジ変化の検出が速くなりますが、ルーティングトラフィックが多くなります。この値は、特

定のネットワーク上のすべてのルータおよびアクセスサーバで同じにする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 helloパケット間のインターバルを 15秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# hello-interval 15

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーによりルータがダウン状態と宣言され

る前に helloパケットが抑制される間隔を設定
します。

dead-interval（OSPF）, （1031ページ）
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ignore lsa mospf
ルータが、サポートされていないリンクステートアドバタイズメント（LSA）タイプ6マルチキャ
ストオープンショーテストパスファースト（MOSPF）パケットを受信したときに、syslogメッ
セージを送信しないようにするには、適切なコンフィギュレーションモードで ignore lsa mospf
コマンドを使用します。 syslogメッセージの送信を元に戻すには、このコマンドのno形式を使用
します。

ignore lsa mospf

no ignore lsa mospf

このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドをルータコンフィギュレーションモードで指定しない場合、ルータは、MOSPFパ

ケットを受信するたびに、syslogメッセージを送信します。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

シスコルータは、LSAタイプ 6（MOSPF）をサポートしないため、このようなパケットを受信し
ても syslogメッセージを生成しません。ルータが多数のMOSPFパケットを受信している場合、
パケットを無視するようにルータを設定して、大量の syslogメッセージが生成されないようにす
ることが必要な場合があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、MOSPFパケットを受信したときに syslogメッセージを送信しないようにルータを設定する

例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# ignore lsa mospf
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interface（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルが実行するインターフェイスを定義するには、エリア
コンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用します。インターフェイスの OSPF
ルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの interface形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドをコンフィギュレーションモードで指定しない場合、インターフェイスのOSPFルー

ティングはイネーブルになりません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

interfaceコマンドを使用すると、特定のインターフェイスをエリアに関連付けることができます。
インターフェイスの IPアドレスが変わっても、インターフェイスはエリアに関連付けられたまま
になります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFルーティングプロセス 109が 4つの OSPFエリア（0、2、3、10.9.50.0）を定義し、

各エリアにインターフェイスを関連付ける例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 4/0/0/3
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 3/0/0/2
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.9.50.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 3/0/0/1
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log adjacency changes（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）ネイバーの状態が変わったときに syslogメッセージを送信するよ
うにルータを設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで log adjacency changesコマ
ンドを使用します。この機能をオフにするには、disableキーワードを使用します。すべての状
態変化を記録するには、detailキーワードを使用します。

log adjacency changes {detail| disable}

___________________
構文の説明

すべて（DOWN、INIT、2WAY、EXSTART、EXCHANGE、LOADING、
FULL）の隣接状態変化を提供します。

detail

隣接変化メッセージの送信をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト ルータは、OSPFネイバーの状態が変化したときに syslogメッセージを送信します。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

log adjacency changesコマンドを使用すると、ピア関係の状態のハイレベルな変化を表示できま
す。このコマンドは、OSPFネイバー変化を理解している場合に設定してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、任意の OSPFネイバー状態変化の syslogメッセージを送信するようにソフトウェアを設定

する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# log adjacency changes detail

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1073

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
log adjacency changes（OSPF）



loopback stub-network
スタブネットワークとしてのループバックのアドバタイズをイネーブルにするには、適切なコン

フィギュレーションモードで loopback stub-networkコマンドを使用します。スタブネットワー
クとしてのループバックのアドバタイズをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使
用します。

loopback stub-network [enable| disable]

no loopback stub-network

___________________
構文の説明

（任意）スタブネットワークとしてのループバックのアドバタイズをイ

ネーブルにします。

enable

（任意）スタブネットワークとしてのループバックのアドバタイズをディ

セーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、OSPFはスタブホストとしてループバックをアドバタイズします。

___________________
コマンドモード OSPFインターフェイスコンフィギュレーション

OSPFルータコンフィギュレーション

OSPFエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インターフェイスサブモードでは、このコマンドは、ループバックインターフェイス上でだけイ

ネーブルにできます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFインターフェイス設定でスタブネットワークとしてのループバックのアドバタイズ

をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#loopback stub-network enable

___________________
関連コマンド 説明コマンド

showospf interface, （1188ページ）OpenShortest Path First（OSPF）インターフェ
イス情報を表示します。
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max-lsa
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスが OSPFリンクステートデータベース
（LSDB）で保持できる非自己生成リンクステートアドバタイズメント（LSA）の数を制限するに
は、ルータコンフィギュレーションモードでmax-lsaコマンドを使用します。 OSPFルーティン
グプロセスが OSPF LSDBに保持できる非自己生成 LSA数の制限を削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

max-lsa max [ threshold ] [warning-only] [ignore-time value] [ignore-count value] [reset-time value]

no max-lsa max [ threshold ] [warning-only] [ignore-time value] [ignore-count value] [reset-time value]

___________________
構文の説明 OSPFプロセスがOSPFLSBDに保持できる非自己生成LSAの最大数。max

（任意）maximum-number引数で指定される、警告メッセージが記録さ
れる最大 LSA数の割合。デフォルトは 75%です。

threshold

（任意）LSAの最大制限数を超えたときに警告メッセージだけを送信
するように指定します。デフォルトでは、ディセーブルです。

warning-only

（任意）LSAの最大制限数の超過後、すべてのネイバーを無視する時
間を分単位で指定します。デフォルトは 5分です。

ignore-time value

（任意）OSPFプロセスを ignore状態に連続して設定できる回数を指定
します。デフォルト値は 5回です。

ignore-count value

（任意）ignoreになったカウントをゼロにリセットしてからの時間を
分単位で指定します。デフォルトは、ignore-timeの 2倍です。

reset-time value

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドを使用すると、大量の受信 LSAからOSPFルーティングプロセスを保護できます。
大量の LSA受信は、OSPFドメインの別のルータにおける間違った設定が原因で発生します（た
とえば、大量の IPプレフィックスを OSPFに再配布するなどです）。

この機能がイネーブルにされている場合、ルータは、受信したすべての（非自己生成）LSA数の
カウントを続けます。設定されている threshold値に達すると、エラーメッセージが記録されま
す。受信した LSA数が、設定されている max値を超えると、ルータは、新しい LSAの受け取り
を停止します。

1分後、受信した LSAのカウントが、設定されている max値より高い場合、OSPFプロセスによ
り、特定のコンテキストのすべての隣接がディセーブルになり、OSPFデータベースがクリアされ
ます。この状態は、ignore状態と呼ばれます。この状態では、OSPFインスタンスに属するすべ
てのインターフェイスで受信されるすべての OSPFパケットが無視され、そのインターフェイス
で OSPFパケットが生成されなくなります。 OSPFプロセスは、設定されている ignore-timeの
間、ignore状態になります。 ignore-timeの時間が経過すると、OSPFプロセスは、通常動作に戻
り、そのすべてのインターフェイスでの隣接構築を開始します。

OSPFインスタンスが normal状態と ignore状態をエンドレスに繰り返さないようにするため、
OSPFインスタンスは、ignore状態となった回数をカウントします。このような繰り返しは、OSPF
インスタンスが ignore状態から normal状態に戻った後ですぐに、LSAカウントがmax値を超える
ことが原因で発生します。このカウンタは、ignore-countと呼ばれます。 ignore-countがその設
定値を超える場合、OSPFインスタンスは、永続的に ignore状態のままになります。

OSPFインスタンスを normal状態に戻すには、clear ip ospfコマンドを使用する必要があります。
LSAカウントが、reset-timeキーワードにより設定されている時間の間、max値を超えない場合、
ignore-countは、ゼロにリセットされます。

warning-onlyキーワードを使用する場合、OSPFインスタンスが ignore状態になることはありませ
ん。LSAカウントがmax値を超えると、OSPFプロセスは、エラーメッセージを記録して、OSPF
インスタンスは、normal状態での操作を続けます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、グローバルルーティングテーブルで受信する非自己生成 LSAが 12000、VRF V1で受信す

る非自己生成 LSAが 1000になるように OSPFインスタンスを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 0
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# max-lsa 12000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf V1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# max-lsa 1000

次に、OSPFインスタンスの現在のステータスを表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf 0

Routing Process "ospf 0" with ID 10.0.0.2
NSR (Non-stop routing) is Disabled
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border router
Maximum number of non self-generated LSA allowed 12000

Current number of non self-generated LSA 1
Threshold for warning message 75%
Ignore-time 5 minutes, reset-time 10 minutes
Ignore-count allowed 5, current ignore-count 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Open Shortest Path First（OSPF）ルーティング
プロセスの一般的な情報を表示します。

show ospf, （1165ページ）
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max-metric
Shortest Path First（SPF）計算の中間ホップとしてローカルルータを使用せずに、他のネットワー
キングデバイスに信号通知するように Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルを設定するに
は、ルータコンフィギュレーションモードでmax-metricコマンドを使用します。この機能をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

max-metric router-lsa [external-lsa overridingmetric] [include-stub] [on-proc-migration] [on-proc-restart]
[on-startup] [on-switchover] [wait-for-bgp] [summary-lsa]

no max-metric router-lsa

___________________
構文の説明

常に、最大メトリックでルータリンクステートアドバタイズメント

（LSA）を発信します。
router-lsa

（任意）external-lsaメトリックをmax-metric値で上書きします。overriding
metric引数は、サマリー LSAの数を指定します。範囲は 1～ 16777215>
です。デフォルト値は 16711680です。

external-lsa overriding
metric

（任意）max-metric値（0xFFFF）でルータ LSAのスタブリンクをアド
バタイズします。

include-stub

（任意）プロセスの移行後に最大メトリックを一時的に設定して、

max-metric値でルータ LSAを発信します。 timeの範囲は 5～ 86400秒
です。

on-proc-migration time

（任意）プロセスの再起動後に最大メトリックを一時的に設定して、

max-metric値でルータ LSAを発信します。 timeの範囲は 5～ 86400秒
です。

on-proc-restart time

（任意）リブート後に最大メトリックを一時的に設定して、max-metric
値でルータ LSAを発信します。 timeの範囲は 5～ 86400秒です。

on-startup time

（任意）スイッチオーバー後に最大メトリックを一時的に設定して、

max-metric値でルータ LSAを発信します。 timeの範囲は 5～ 86400秒
です。

OSPFでは、ノンストップルーティング（NSR）またはノンス
トップフォワーディング/グレースフルリスタート（NSF/GR）
をサポートするために、OSPFルーティングプロセスを設定す
ると、ルータの生成LSAの最大メトリックが入力されません。

（注）

on-switchover time
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（任意）OSPFに最大メトリックでルータ LSAを発信させます。また、
最大メトリックではなく、通常のメトリックでルータLSAの発信を開始
するタイミングをボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）が決定で
きるようにします。

wait-for-bgp

（任意）サマリー LSAの数を指定します。指定できる範囲は 1～
16777215です。デフォルト値は 16711680です。

summary-lsa

___________________
コマンドデフォルト ルータ LSAは、通常のリンクメトリックで発信されます。

overriding-metric：16711680

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

max-metricコマンドを使用すると、ソフトウェアは、LSInfinity（0XFFFF）に設定されたルータ
リンクメトリックでルータ LSAを発信することができます。この機能は、OSPFと BGPを両方
実行するインターネットバックボーンルータで便利です。これは、OSPFは、BGPより速くコン
バージするため、BGPがコンバージするよりも前にトラフィックの引き込みを開始でき、これに
より、トラフィックがドロップされることがあるからです。

このコマンドが設定される場合、ルータは、そのローカルで生成されるルータLSAをメトリック
0XFFFFでアドバタイズします。この処理により、ルータは、コンバージしますが、このルータ
より適した代替パスがある場合は通過トラフィックを引き込みません。指定されたannounce-time
値またはBGPからの通知の有効期間が過ぎると、ルータは、通常のメトリック（インターフェイ
スコスト）でローカルルータ LSAをアドバタイズします。

このコマンドがon-startupキーワードを指定して設定されている場合、最大メトリックは、リブー
トが開始された後だけ、一時的に設定されます。このコマンドが on-startupキーワードを指定せ
ずに設定されている場合、最大メトリックは、設定が削除されるまで永続的に使用されます。
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include-stubキーワードがイネーブルの場合、ルータ LSAのスタブリンクは、最大メトリックで
送信されます。 summary-lsaキーワードがイネーブルの場合、メトリック値がmax-metric valueパ
ラメータで指定されていない限り、すべての自己生成サマリー LSAには、メトリック 0xFF0000
が設定されます。 external-lsaキーワードがイネーブルの場合、メトリック値が max-metric value
パラメータで指定されていない限り、すべての自己生成外部 LSAには、メトリック 0xFF0000が
設定されます。

このコマンドは、ルータを OSPFネットワークに接続するが、より適切な代替パスがある場合は
実際のトラフィックがそのルータを通過しないようにする場合に役に立ちます。代替パスがない

場合、これまでと同様に、このルータは通過トラフィックを受け取ります。

次に、このコマンドが役に立つ例をいくつか示します。

•ルータリロード中、OSPFが通過トラフィックを受け取る前に、BGPがコンバージするまで
待機する場合。代替パスがない場合、ルータは通過トラフィックを受け取ります。

•ルータが危機的状況にある場合（たとえば、CPU負荷が非常に高い場合や、すべての LSA
を保存したり、ルーティングテーブルを構築したりするメモリが十分にない場合）。

•ネットワークへのルートの導入または削除を通常の方法で行う場合。

•実験中のテストルータを運用中のネットワークに接続する場合。

以前の OSPF実装（RFC 1247）では、LSInfinityのメトリックおよびコストで受信したルータ
LSAのルータリンクは、SPF計算中に使用されません。そのため、通過トラフィックは、こ
のようなルータ LSAを発信するルータに設定されません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、BGPがコンバージしたことを示すまで、最大メトリックでルータ LSAを発信するように

OSPFを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# max-metric router-lsa on-startup wait-for-bgp
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maximum interfaces（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロセスに設定できるインターフェイスの数を制限するには、適
切なモードでmaximum interfacesコマンドを使用します。デフォルト制限に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

maximum interfaces number-interfaces

no maximum interfaces

___________________
構文の説明

インターフェイスの数。範囲は 1～ 4294967295です。number-interfaces

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されない場合、デフォルトの 1024が使用されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

インターフェイスの数の範囲は 1～ 4294967295から 1～ 1024に
変更されました。インターフェイスのデフォルト数が 255から
1024に変更されました。

リリース 4.1.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximum interfaceコマンドを使用すると、OSPFプロセスに設定されるインターフェイス数の制
限を増加または減少することができます。

現在 OSPFプロセスに設定されているインターフェイスの数より低い値を制限数として設定でき
ません。制限数を減らすには、設定されているインターフェイスの数が目的の制限以下になるま

で、OSPF設定からインターフェイスを削除します。これで、新しい、以前より低い制限を適用
できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、ルータの最大インターフェイス制限を 1500に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# maximum interfaces 1500

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFインターフェイス情報を表示します。show ospf interface, （1188ページ）
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maximum-paths（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルがサポートできるパラレルルートの最大数を制御する
には、適切なコンフィギュレーションモードでmaximumpathsコマンドを使用します。コンフィ
ギュレーションファイルから maximum pathsコマンドを除去して、ルーティングプロトコルに
関してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

maximum paths maximum-routes-number

no maximum paths

___________________
構文の説明 OSPFがルーティングテーブル内にインストールできるパラレルルー

トの最大数。範囲は 1～ 32です。

設定できるパスの最大数は 32で
す。

（注）

maximum-routes-number

___________________
コマンドデフォルト 32パス

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

パラレルルートの最大数が削減されると、既存のすべてのパスがプルーニングされ、パスは、新

しい最大数で再インストールされます。このルート削減の期間中、パケット損失が数秒間発生す

ることがあります。これはルートトラフィックに影響を与える可能性があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、宛先に最大 2つのパスを許可する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# maximum paths 2
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maximum redistributed-prefixes（OSPF）
OpenShortestPathFirst（OSPF）プロセスに再配布できるプレフィックスの集約数を制限するには、
適切なモードで maximum redistributed-prefixコマンドを使用します。デフォルト制限に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

maximum redistributed-prefixes maximum [ threshold-value ] [warning-only]

no maximum redistributed-prefixes

___________________
構文の説明

ルート数。範囲は 1～ 4294967295です。maximum

（任意）警告メッセージを生成するときのしきい値（パーセン

ト）。範囲は 1～ 100です。
threshold-value

（任意）制限を超えたときに警告だけを行います。warning-only

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されない場合、デフォルトの 10000が使用されます。

threshold値はデフォルトで 75%に設定されています。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximumredistributed-prefixesコマンドを使用すると、OSPFプロセスに再配布されるプレフィッ
クス（ルートとも呼ばれる）の最大数を増加または減少することができます。

maximum値が、ルートの既存数より小さい場合、既存のルートは設定されたままになりますが、
新しいルートは再配布されません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFルーティングプロセスで再配布できるルートの最大数を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# maximum redistributed-prefixes 15000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFトポロジテーブルを表示します。show ospf routes, （1214ページ）
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message-digest-key
Open Shortest Path First（OSPF）Message Digest 5（MD5）認証で使用されるキーを指定するには、
適切なモードでmessage-digest-keyコマンドを使用します。古いMD5キーを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

message-digest-key key-idmd5 {key| clear key| encrypted key}

no message-digest-key key-id

___________________
構文の説明

キー番号。値の範囲は 1～ 255です。key-id

OSPF Message Digest 5（MD5）認証をイネーブルにします。md5

最大 16文字の英数字ストリング。key

キーがクリアテキストであることを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してキーを暗号化することを指定します。encrypted

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている message digest keyパラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、インターフェイス

では、プロセスに指定されている message digest keyパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、OSPF MD5認証はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

通常、1つのキーの単一のインターフェイスが、パケット送信時の認証情報の生成および着信パ
ケットの認証に使用されます。隣接ルータの同一キー識別子は、key値を同一にする必要があり
ます。

認証をイネーブルにするには、message-digest-keyコマンドと authenticationコマンドおよびその
message-digestキーワードを設定する必要があります。 message-digest-keyと authenticationの両
方のコマンドは、より高いコンフィギュレーションレベルから継承できます。

次に、キーの変更プロセスを示します。現在のコンフィギュレーションを次のものと仮定しま

す。

interface GigabitEthernet 0/3/0/2
message-digest-key 100 md5 OLD

設定を変更するには次のようにします。

interface GigabitEthernet 0/3/0/2
message-digest-key 101 md5 NEW

システムからはネイバーにはまだ新しいキーがないと見なされるため、ロールオーバープロセス

が開始されます。同じパケットの複数のコピーが送信され、それぞれ異なるキーで認証されま

す。この例では、システムは同じパケットのコピーを 2つ送信し、それぞれをキー 100とキー
101で認証します。

隣接するルータはロールオーバーにより、ネットワーク管理者が新しいキーで更新中も通信を継

続できます。ロールオーバーが停止するのは、ローカルシステムにより、そのすべてのネイバー

が新しいキーを認識すると判断した後です。新しいキーで認証されたネイバーからパケットをネ

イバーが受信した時点で、このネイバーに新しいキーが与えられたことが検出されます。

すべてのネイバーが新しいキーで更新されたら、以前のキーを削除する必要があります。この例

では、次のように入力します。

interface ethernet 1
no ospf message-digest-key 100

次に、キー 101だけがインターフェイス 1での認証に使用されます。
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キーの単一のインターフェイスを複数使用しないようにしてください。新しいキーを追加したら

その都度古いキーを削除して、ローカルシステムが古いキー情報を持つ悪意のあるシステムと通

信を続けることのないようにしてください。古いキーを削除すると、ロールオーバー中のオー

バーヘッドを減らすことにもなります。

MD5キーは、常に、ルータに暗号化された形式で保存されます。 clearおよび encryptedキー
ワードは、入力された値が暗号化されているかどうかをルータに通知します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、パスワード 8ry4222の新しいキー 19を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# message-digest-key 19 md5 8ry4222

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアを設定します。area（OSPF）, （1005ページ）

OSPFインターフェイスのプレーンテキスト、
MD5認証またはヌル認証をイネーブルにしま
す。

authentication（OSPF）, （1007ページ）

OSPFエリアの認証をイネーブルにします。default-cost（OSPF）, （1033ページ）
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mpls ldp auto-config（OSPF）
ラベル配布プロトコル（LDP）-Interior Gateway Protocol（IGP）インターフェイス自動設定をイ
ネーブルにするには、適切なモードでmpls ldp auto-configコマンドを使用します。LDP-IGPイン
ターフェイス自動設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls ldp auto-config

no mpls ldp auto-config

___________________
コマンドデフォルト LDP-IGPインターフェイス自動コマンド設定は、OSPFでディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、LDP-IGPインターフェイス自動設定をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf o1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls ldp auto-config
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mpls ldp sync（OSPF）
ラベル配布プロトコル（LDP）-Interior Gateway Protocol（IGP）同期をイネーブルにするには、適
切なモードでmpls ldp syncコマンドを使用します。LDP-IGP同期をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

mpls ldp sync [disable]

no mpls ldp sync

___________________
構文の説明

（任意）OSPFインターフェイスおよびエリアコンフィギュレーションサブモー
ドのみでMPLS LDP同期をディセーブルにします。 OSPFルータコンフィギュ
レーションモードでは、このコマンドの no形式を使用します。

disable

___________________
コマンドデフォルト LDP-IGP同期は、OSPFでディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1092 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
mpls ldp sync（OSPF）



___________________
例 次に、LDP-IGP同期をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf o1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls ldp sync
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mpls traffic-eng（OSPF）
マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）の Open
Shortest Path First（OSPF）エリアを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードでmpls
traffic-engコマンドを使用します。エリアからMPLS TEを削除するには、このコマンドの no形
式を使用します。

mpls traffic-eng

no mpls traffic-eng

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト MPLS TEは、OSPFで設定されません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLSトラフィックエンジニアリングをサポートするには、OSPFの mpls traffic-engコマンドを
設定する必要があります。OSPFは、TEリンク情報のフラッディングに使用されるフラッディン
グメカニズムを提供します。

このコマンドは、デフォルトの VRFモードだけでサポートされています。（注）

グローバルコンフィギュレーションモードで router-idコマンドを使用するのではなく、mpls
traffic-eng router-idコマンドを設定することをお勧めします。

MPLS TEの OSPFサポートは、MPLS TE機能全体のコンポーネントです。この機能を完全にサ
ポートするには、他のMPLS TEソフトウェアコンポーネントも設定する必要があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、ループバックインターフェイス 0をエリア 0に関連付け、エリア 0がMPLSエリアとして

宣言される例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 10.10.10.10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng router-id loopback 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface loopback 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFOpaqueLSAサポート機能を制御します。capability opaque disable, （1015ページ）

ノードのトラフィックエンジニアリングルー

タ識別子が、指定されたインターフェイスに関

連付けられている IPアドレスになるように指
定します。

mpls traffic-eng multicast-intact（OSPF）, （1098
ページ）

OSPFプロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPF）, （1157ページ）
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mpls traffic-eng igp-intact（OSPF）
トンネルネクストホップ（igp-shortcuts）を追加するときに OSPFプロトコルが少なくとも 1つの
IPv4ネクストホップをインストールするように設定するには、ルータコンフィギュレーション
モードで mpls traffic-eng igp-intactコマンドを使用します。 IGP-intactをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng igp-intact

no mpls traffic-eng igp-intact

___________________
コマンドデフォルト IGP-intactはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFプロトコルは、パスの最大数に達するまで、トンネルネクストホップ（igp-shortcuts）と
IPv4ネクストホップの両方を Routing Information Base（RIB;ルーティング情報ベース）のネクス
トホップリストに追加します。 IGP-intactがイネーブルの場合、パスの数が最大のとき、ルーティ
ング情報ベース（RIB）のネクストホップのリストには少なくとも 1つの IPv4ネクストホップが
必ず存在します。

IGP-intactは、Policy-Based Tunnel Selection（PBTS;ポリシーベースのトンネル選択）が使用さ
れている場合だけ使用してください。

（注）

IGP-intactは、ポリシーベースのトンネル選択（PBTS）が使用されている場合だけ設定してくだ
さい。これにより、少なくとも 1つの IPv4ネクストホップがデフォルトの DiffServコードポイ
ント（DSCP）トラフィッククラスで使用できるようになります。また、これにより、対応する
トンネルが転送に使用できない場合にこのようなトラフィックを IPv4ネクストホップに迂回させ
ることで、他の DSCPトラフィッククラスのトラフィック損失が防止されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、IGP-intactをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng igp-intact

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルがサ
ポートできるパラレルルートの最大数を設定し

ます。

maximum-paths（OSPF）, （1084ページ）
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mpls traffic-eng multicast-intact（OSPF）
マルチキャストインタクトパスがルーティング情報ベース（RIB）にパブリッシュされるように
Open Shortest Path First（OSPF）のマルチキャストインタクトをイネーブルにするには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで mpls traffic-eng multicast-intactコマンドを使用します。MPLS
TEエリアを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng multicast-intact

no mpls traffic-eng multicast-intact

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト MPLS TEは、OSPFで設定されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS TEの OSPFサポートは、MPLS TE機能全体のコンポーネントです。この機能を完全にサ
ポートするには、他のMPLS TEソフトウェアコンポーネントも設定する必要があります。

このコマンドは、デフォルトの VRFモードだけでサポートされています。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1098 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
mpls traffic-eng multicast-intact（OSPF）



___________________
例 次に、マルチキャストインタクトパスの RIBへのパブリッシュをイネーブルにする例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng multicast-intact
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mpls traffic-eng router-id（OSPF）
ノードのトラフィックエンジニアリングルータ IDが、特定のOpen Shortest Path First（OSPF）イ
ンターフェイスに関連付けられている IPアドレスであることを指定するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで mpls traffic-eng router-idコマンドを使用します。この機能をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng router-id {router-id| type interface-path-id}

no mpls traffic-eng router-id {router-id| type interface-path-id}

___________________
構文の説明 4分割ドット付き 10進表記で指定された 32ビットルータ ID値（範囲 0.0.0.0

～ 255.255.255.255の有効な IPアドレスでなければなりません）。
router-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示する

には、show interfacesコマンドを使用します。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドがルータコンフィギュレーションモードで指定されている場合、ノードのトラフィッ

クエンジニアリングルータ IDは、特定のインターフェイスに関連付けられている IPアドレスで
す。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このルータの IDは、トラフィックエンジニアリングコンフィギュレーションの安定した IPアド
レスとして機能します。この IPアドレスはすべてのノードにフラッディングされます。他のノー
ドから始まり、このノードで終了するすべてのトラフィックエンジニアリングトンネルに対し

て、トンネル宛先を宛先ノードのトラフィックエンジニアリングルータ IDに設定する必要があ
ります。これは、そのアドレスが、トンネルヘッドのトラフィックエンジニアリングトポロジ

データベースがそのパス計算に使用するアドレスであるからです。

ループバックインターフェイスは、物理インターフェイスより安定しているため、マルチプ

ロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLSTE）に使用することを
お勧めします。

（注）

このコマンドは、デフォルトの VRFモードだけでサポートされています。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、ループバックインターフェイス 0に関連付けられている IPアドレスとして、トラフィック

エンジニアリングルータ IDを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng router-id loopback 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS TEの OSPFエリアを設定します。mpls traffic-eng（OSPF）, （1094ページ）
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mtu-ignore（OSPF）
ネイバーがデータベース記述子（DBD）パケットの交換時にコモンインターフェイスで同じ最大
伝送単位（MTU）を使用しているかどうかを、Open Shortest Path First（OSPF）がチェックしない
ようにするには、適切なモードでmtu-ignoreコマンドを使用します。デフォルトにリセットする
には、このコマンドの no形式を使用します。

mtu-ignore [disable| enable]

no mtu-ignore

___________________
構文の説明

（任意）OSPFネイバーが、コモンインターフェイスでMTUを使用してい
るかどうかのチェックをイネーブルにします。

disable

（任意）OSPFネイバーが、コモンインターフェイスでMTUを使用してい
るかどうかのチェックをディセーブルにします。

enable

___________________
コマンドデフォルト デフォルトはキーワードを指定しない mtu-ignoreであり、MTUチェックをディセーブルにしま

す。

インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、

インターフェイスでは、エリアによって指定されているMTU無視パラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、

インターフェイスでは、プロセスに指定されているMTU無視パラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、

OSPFは DBDパケットの交換時にネイバーから受信したMTUをチェックします。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFは、OSPFネイバーがコモンインターフェイスで同じMTUを使用しているかどうかを検査
します。このチェックは、ネイバーによるDBDパケットの交換時に行われます。DBDパケット
内の受信したMTUが、受信インターフェイスに設定されているMTUより大きい場合は、OSPF
隣接関係は確立されません。

disableおよび enableキーワードを使用する必要はありません。キーワードを使用しない場合は、
mtu-ignoreコマンドによりMTUチェックがディセーブルになります。この場合は、nomtu-ignore
コマンドを使用して、MTUチェックを有効にできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、受信 DBDパケットにおけるMTU不一致検出をディセーブルにする方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# mtu-ignore
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ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1103

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
mtu-ignore（OSPF）



multi-area-interface
異なるOpen Shortest Path First（OSPF）エリアの複数の隣接関係をイネーブルにして、複数エリア
インターフェイスコンフィギュレーションモードにするには、エリアコンフィギュレーション

モードでmulti-area-interfaceコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

multi-area-interface type interface-path-id

no multi-area-interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト OSPFネットワークは 1つのエリアだけでイネーブルになります。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

multi-area-interfaceコマンドを使用すると、エリア境界ルータ（ABR）をイネーブルにして、異
なる OSPFエリアに対して複数の隣接関係を確立できます。

各複数エリア隣接関係は、構成されたエリアのポイントツーポイントの番号が付けられていない

リンクとしてアドバタイズされます。このポイントツーポイントリンクは該当するエリアに対す
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るトポロジパスを提供します。このリンクを使用した最初の隣接関係または主要な隣接関係は

draft-ietf-ospf-multi-area-adj-06.txtと整合性のあるリンクをアドバタイズします。

2台の OSFスピーカーだけ接続されているインターフェイス上でマルチエリア隣接関係を設定で
きます。ネイティブブロードキャストネットワークの場合、マルチエリア隣接関係のインター

フェイスをイネーブルにする network point-to-pointコマンドを使用して、インターフェイスを
OPSFポイントツーポイント型で設定する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例は OSPF 109で複数エリアの隣接関係をイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# multi-area-interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-mif)# ?

authentication Enable authentication
authentication-key Authentication password (key)
commit Commit the configuration changes to running
cost Interface cost
database-filter Filter OSPF LSA during synchronization and flooding
dead-interval Interval after which a neighbor is declared dead
describe Describe a command without taking real actions
distribute-list Filter networks in routing updates
do Run an exec command
exit Exit from this submode
hello-interval Time between HELLO packets
message-digest-key Message digest authentication password (key)
mtu-ignore Enable/Disable ignoring of MTU in DBD packets
no Negate a command or set its defaults
packet-size Customize size of OSPF packets upto MTU
pwd Commands used to reach current submode
retransmit-interval Time between retransmitting lost link state advertisements
root Exit to the global configuration mode
show Show contents of configuration
transmit-delay Estimated time needed to send link-state update packet

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-mif)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFインターフェイス情報を表示します。show ospf interface, （1188ページ）
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neighbor（OSPF）
非ブロードキャストネットワークに相互接続するOpenShortest Path First（OSPF）ルータを構成す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで neighborコマンドを使用します。
設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor ip-address [cost number] [priority number] [poll-interval seconds]

no neighbor ip-address [cost number] [priority number] [poll-interval seconds]

___________________
構文の説明

ネイバーのインターフェイス IPアドレス。ip-address

（任意）ネイバーに 1～ 65535の整数を使用したコストを割り当てます。
コストが具体的に設定されていないネイバーについては、インターフェイス

のコストは costコマンドに基づいて想定されます。ポイントツーマルチポ
イントインターフェイスでは、cost numberだけが、キーワードと引数の唯
一機能する組み合わせです。 costキーワードは、非ブロードキャストマル
チアクセス（NBMA）ネットワークには適用されません。

cost number

（任意）指定された IPアドレスに関連付けられた非ブロードキャストネイ
バーのルータプライオリティ値を示す8ビットの数値を指定します。priority
キーワードは、ポイントツーマルチポイントインターフェイスには適用さ

れません。

priority number

（任意）ポーリング間隔を示す符号なし整数値（秒数）を指定します。RFC
1247では、この値を hello intervalよりずっと大きくすることが推奨されてい
ます。 poll-intervalキーワードは、ポイントツーマルチポイントインター
フェイスには適用されません。

poll-interval
seconds

___________________
コマンドデフォルト 指定されるコンフィギュレーションはありません。

priority number：0

poll-interval seconds：120秒（2分）

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

既知のそれぞれの非ブロードキャストネットワークネイバーのソフトウェアコンフィギュレー

ションには、ネイバーエントリを 1つ含める必要があります。ネイバーアドレスは、インター
フェイスのプライマリアドレスに存在する必要があります。

隣接ルータが非アクティブになった（helloパケットがルータのデッドインターバル間に受信され
なかった）場合でも、デッドネイバーに helloパケットを送信しなければならない可能性があり
ます。これらの helloパケットはポーリング間隔と呼ばれる低速レートで送信されます。

ルータが起動すると、helloパケットは非ゼロプライオリティのルータに対してだけ送信されま
す。つまり、指定ルータ（DR）とバックアップ指定ルータ（BDR）となりうるルータに対してだ
け送信されます。 DRと BDRの選択後、DRと BDRで、すべてのネイバーへの helloパケットの
送信と隣接関係の確立が開始されます。

ネイバーのすべての発信 OSPFリンクステートアドバタイズメント（LSA）パケットをフィルタ
リングするには、neighbor database-filter all outコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、非ブロードキャストネットワーク上のアドレス 172.16.3.4で、プライオリティ 1、

ポーリング間隔 180秒として、ルータを宣言する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.4 priority 1 poll-interval
180

次の例では、非ブロードキャストネットワークを図説しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet1/0/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ip address 172.16.3.10 255.255.255.0

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet1/0/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# network nonbroadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.4 priority 1 poll-interval

180
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.5 cost 10 priority 1

poll-interval 180
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.6 cost 15 priority 1

poll-interval 180
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.7 priority 1 poll-interval
180

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての発信LSAをOSPFネイバーにフィルタ
リングします。

neighbor database-filter all out, （1109ページ）

OSPFネットワークタイプをそのメディアのデ
フォルト以外のタイプに設定します。

network（OSPF）, （1111ページ）

ルータプライオリティを設定します。これによ

り、このネットワークにおける指定ルータの特

定に役立ちます。

priority（OSPF）, （1131ページ）
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neighbor database-filter all out
すべての発信リンクステートアドバタイズメント（LSA）をOpen Shortest Path First（OSPF）ネイ
バーにフィルタリングするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで neighbor
database-filter all outコマンドを使用します。ネイバーへの LSAの転送を元に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

neighbor ip-address database-filter all out

no neighbor ip-address database-filter all out

___________________
構文の説明

発信 LSAをブロックするネイバーの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト すべての発信 LSAはネイバーでフィルタリングされずに、ネイバーでフラッディングします。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

neighbor database-filter all outコマンドを使用すると、非ブロードキャストネットワーク上のポ
イントツーマルチポイントネイバーに対する同期化とフラッディング中に、すべての発信 OSPF
LSAパケットをフィルタリングします。neighborコマンドを使用すると、さらに多くのネイバー
オプションを利用できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、ポイントツーマルチポイントネットワークから IPアドレス 10.2.3.4のネイバーへの

OSPF LSAのフラッディングを避ける方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet1/0/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 10.2.3.4 database-filter all out

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワーク間を相互接続

する OSPFルータを設定します。
neighbor（OSPF）, （1106ページ）
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network（OSPF）
OpenShortest Path First（OSPF）ネットワークタイプを指定されたメディアのデフォルトタイプ以
外のタイプに設定するには、適切なモードで networkコマンドを使用します。デフォルト値に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

network {broadcast| non-broadcast| {point-to-multipoint [non-broadcast]| point-to-point}}

no network

___________________
構文の説明

ネットワークタイプをブロードキャストに設定します。broadcast

ネットワークタイプを非ブロードキャストマルチアクセス

（NBMA）に設定します。
non-broadcast

ネットワークタイプをポイントツーマルチポイントに設定します。point-to-multipoint

（任意）ポイントツーマルチポイントネットワークを非ブロード

キャストに設定します。このキーワードを使用する場合は、neighbor
コマンドが必須です。

non-broadcast

ネットワークタイプをポイントツーポイントに設定します。point-to-point

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される networkパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される networkパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、OSPFネットワークタイプはそのメディ
アのデフォルトとなります。

GigabitEtherntおよび TenGigEthernetインターフェイスのデフォルトはブロードキャストです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

networkコマンドを使用すると、たとえば、ネットワークのルータがマルチキャストアドレス指
定をサポートしていない場合に、ブロードキャストネットワークを NBMAネットワークとして
構成します。

NBMAネットワークをブロードキャストまたは非ブロードキャストとして構成する場合は、各
ルータから各ルータあるいはフルメッシュのネットワークにまで仮想回線があると想定されます。

ただし、一部の構成の場合、この前提が当てはまらないことがあります。たとえば、部分メッシュ

ネットワークの場合です。この場合は、OSPFネットワークのタイプをポイントツーマルチポイ
ントネットワークとして設定できます。直接接続していない 2つのルータ間のルーティングは、
仮想回線のあるルータを通過して 2つのルータに到達します。

このコマンドを許可していないインターフェイス上で、このコマンドが発行された場合は、コマ

ンドは無視されます。

OSPFにはポイントツーマルチポイントネットワークに関連する 2つの機能があります。一つは
ブロードキャストネットワークに適用される機能で、もう一方は非ブロードキャストネットワー

クに適用される機能です。

•ポイントツーマルチポイントのブロードキャストネットワークでは、neighborコマンドを使
用できますが、当該ネイバーまでのコストを指定する必要があります。

•ポイントツーマルチポイントの非ブロードキャストネットワークでは、neighborコマンドを
使用してネイバーを識別する必要があります。ネイバーへのコストの割り当てはオプション

です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、OSPFネットワークを非ブロードキャストネットワークとして構成する方法を示し

ています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# network non-broadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.4 priority 1 poll-interval

180

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワーク間を相互接続

する OSPFルータを設定します。
neighbor（OSPF）, （1106ページ）
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nsf（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルのノンストップフォワーディング（NSF）を設定する
には、適切なモードで nsfコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルからこのコ
マンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

nsf {cisco [enforce global]| ietf [helper disable]}

no nsf {cisco [enforce global]| ietf [helper disable]}

___________________
構文の説明 Ciscoノンストップフォワーディングをイネーブルにします。cisco

（任意）非NSFネットワークデバイスネイバーが検出されると、NSF
再起動がキャンセルされます。

enforce global

Internet Engineering Task Force（IETF;インターネット技術特別調査委員
会）規定のグレースフルリスタートをイネーブルにします。

ietf

（任意）ルータヘルパーサポートをディセーブルにします。helper disable

___________________
コマンドデフォルト NSFはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NSF機能を使用すると、ルーティングプロトコル情報（OSPFなど）をスイッチオーバーの後に
復元し、データ転送パケットを既知のルートで送信できます。
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ルータが再起動中に NSFを実行すると予想される場合は、nsfコマンドを使用します。この機能
の利点を最大限に活用するには、すべての隣接ルータに NSFを設定します。

オプションの cisco enforce globalキーワードなしでこのコマンドを使用し、非 NSFネイバーが検
出される場合は、NSF再起動メカニズムはこれらのネイバーのインターフェイスで中断され、他
のネイバーで正常に機能します。

オプションの cisco enforce globalキーワードとともにこのコマンドを使用し、非 NSFネイバーが
検出される場合は、OSPFプロセス全体で NSF再起動はキャンセルされます。

IETFグレースフルリスタートが提供する NSFメカニズムでは、RFC 3623のガイドラインに沿っ
て、データトラフィックがシームレスにフローし、OSPFがプロセス再起動または RPフェール
オーバー後に回復を試みる過渡状態期間の間でもパケット損失を防ぐことができます。

デフォルトでは、ヘルパーモードのネイバーは NSF Ciscoタイプおよび NSF IETFタイプの両方
のLSAをリスニングします。nsfコマンドを使用すると、RPフェールオーバーを実施またはOSPF
プロセス再起動を予想する一種のメカニズムを実現できます。 ciscoまたは ietfキーワードが入力
されていない場合は、NSF CiscoおよびNSF IETFの両方のリスニングモードのネイバーに関係な
く、NSFはイネーブルになりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、再起動中にいずれかのネットワークインターフェイスで非NSFネイバーが検出され

る場合に、OSPFプロセス全体の NSF再起動をキャンセルする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsf cisco enforce global
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nsf flush-delay-time（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルのノンストップフォワーディング（NSF）外部ルート
クエリーに許可された最大時間を設定するには、適切なモードで nsf flush-delay-timeコマンドを
使用します。コンフィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォル

トの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

nsf flush-delay-time seconds

no nsf flush-delay-time seconds

___________________
構文の説明 NSF外部ルートクエリーに許可された時間（秒数）。範囲は 1～ 3600

秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：300

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、NSFの最大時間を 60秒に設定して、OSPFの外部ルートを知る方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsf flush-delay-time 60
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nsf interval（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルの連続ノンストップフォワーディング（NSF）再起動
試行の最小時間間隔を設定するには、適切なモードで nsf intervalコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

nsf interval seconds

no nsf interval seconds

___________________
構文の説明

連続再起動試行の時間間隔（秒数）。範囲は 90～ 3600秒です。seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：90

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

nsf intervalコマンドを使用する場合、OSPFが NSF再起動実行を試みる前の OSPFプロセスを、
最小でも 90秒に設定しなければなりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、連続 NSF再起動試行最小時間間隔を 120秒に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:routerr(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsf interval 120
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nsf lifetime（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロセス再起動後に、ルートがルーティング情報ベース（RIB）
に保持される最大時間を設定するには、適切なモードで nsf lifetimeコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

nsf lifetime seconds

no nsf lifetime seconds

___________________
構文の説明

ルートがRIBに保持される時間（秒数）。範囲は 90～ 3600秒です。seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：95

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドを使用する場合、OSPFプロセスは設定された最大時間内で再収束しなければなりま
せん。収束がこの時間を超えると、ルートがRIBから消去され、ノンストップフォワーディング
（NSF）再起動が失敗する可能性があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、OSPF NSFの最大寿命を 120秒に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsf lifetime 120
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nsr（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルのNonstopRouting（NSR;ノンストップルーティング）
を設定するには、OSPFルータコンフィギュレーションモードで nsrコマンドを使用します。コ
ンフィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻す

には、このコマンドの no形式を使用します。

nsr

no nsr

___________________
コマンドデフォルト NSRは定義されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NSR機能を使用すると、アクティブな RP上の OSPFプロセスで、すべての必要なデータおよび
状態をスタンバイ RPの OSPFプロセスと同期化できます。スイッチオーバーが発生すると、新
しくアクティブになったRP上のOSPFプロセスに、実行を続けるために必要なすべてデータと状
態が含まれ、ネイバーからのヘルプは必要ではありません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、NSRを構成する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsr

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1122 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
nsr（OSPF）



Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1123

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
nsr（OSPF）



nssa（OSPF）
エリアをNot-So-StubbyArea（NSSA）として設定するには、エリアコンフィギュレーションモー
ドで nssaコマンドを使用します。エリアから NSSAの区別を削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

nssa [no-redistribution] [default-information-originate [metric metric-value] [metric-type type-value]]
[no-summary]

no nssa

___________________
構文の説明

（任意）ルータが NSSAエリア境界ルータ（ABR）の場合に、
redistributeコマンドを使用すると、ルートを通常のエリアにだけイン
ポートし、NSSAエリアにはインポートしません。

no-redistribution

（任意）タイプ7のデフォルトをNSSAエリアに生成します。このキー
ワードは、NSSAABRまたはNSSA自律システム境界ルータ（ASBR）
だけで有効です。

default-information-
originate

（任意）デフォルトルートの生成に使用するメトリックを指定します。

値を省略して、defaultmetricコマンドを使用して値を指定しない場合、
デフォルトのメトリック値は 10になります。範囲は 1～ 16777214で
す。

metric metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされるデフォルト
のルートに関連付けられる外部リンクタイプを指定します。次のいず

れかの値を指定できます。

1：タイプ 1外部ルート

2：タイプ 2外部ルート

metric-type type-value

（任意）ABRによるNSSAへのサマリーリンクアドバタイズメントの
送信を停止します。

no-summary

___________________
コマンドデフォルト NSSAエリアは未定義です。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NSSAはコアからエリアへとタイプ 5の外部 LSAをフラッディングしませんが、限定的に自律シ
ステム外部ルートをエリア内にインポートできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、エリア 1を NSSAエリアとして設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# nssa
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ospf name-lookup
OpenShortest Path First（OSPF）プロトコルを構成して、ドメインネームシステム（DNS）名を検
索するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ospf name-lookupコマンドを使用しま
す。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ospf name-lookup

no ospf name-lookup

___________________
コマンドデフォルト ルータはルータ IDまたはネイバー IDごとに表示されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ospfname-lookupコマンドを使用すると、すべてのOSPF showコマンドの表示を実行するときに、
簡単にルータを特定できます。ルータはルータ IDまたはネイバー IDごとではなく、名前ごとに
表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、OSPFを構成して、名前ごとにルータを特定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ospf name-lookup
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packet-size（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）パケットのサイズを最大伝送単位（MTU）で指定されたサイズに
設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで packet-sizeコマンドを使用します。こ
の機能をディセーブルにし、デフォルトパケットサイズを再設定するには、このコマンドの no
形式を使用します。

packet-size bytes

no packet-size

___________________
構文の説明

サイズ（バイト単位）。範囲は 576～ 10000バイトです。bytes

___________________
コマンドデフォルト コマンドが指定されていない場合、デフォルトパケットサイズはインターフェイス IP MTUサイ

ズ（9000バイト未満の場合）または 9000バイトです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

デフォルトのパケットサイズがより小さいインターフェイス IP
MTUサイズまたは 9000バイトに変更されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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packet-sizeコマンドを使用すると、OSPFパケットのサイズをカスタマイズできます。OSPFプロ
トコルはパケットサイズとMTUサイズを比較して、小さい方のパケットサイズ値を使用しま
す。

コマンドが設定されていない場合、デフォルトパケットサイズはインターフェイス IP MTUサイ
ズ（9000バイト未満の場合）または 9000バイトです。たとえば、インターフェイス IP MTUサ
イズが 1500バイトの場合、バイトサイズが 9000バイトより小さいため、OSPFはインターフェ
イスで 1500バイトのパケットサイズを使用します。インターフェイス IP MTUサイズが 9500バ
イトの場合、バイトサイズが 9000バイトを超えるため、OSPFはインターフェイスで 9000バイ
トのパケットサイズを使用します。インターフェイス IP MTUサイズは、インターフェイスとプ
ラットフォームによって異なります。ほとんどの場合、デフォルトインターフェイス IP MTU値
は、9000バイト未満となります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、インターフェイスのパケットサイズを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 1/0/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# packet-size 3500
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passive（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコル送信動作をインターフェイスで停止するには、適切な
モードで passiveコマンドを使用します。 Passiveコンフィギュレーションを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

passive [disable| enable]

no passive

___________________
構文の説明

（任意）OSPF更新を送信します。disable

（任意）OSPF更新の送信をディセーブルにします。enable

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される passiveパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される passiveパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルで指定されていない場合、passiveパラメータはディセーブルに
なり、OSPF更新がインターフェイスに送信されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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指定されたインターフェイスでは、OSPFルーティング情報の送受信は行われません。OSPFルー
タ（タイプ1）リンクステートアドバタイズメント（LSA）では、インターフェイスはスタブネッ
トワークのように表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次は、passiveモードがイネーブルになっているため、GigabitEthernetインターフェイス 1/0/0/2で

OSPF更新が減少する例を示しています。ただし、GigabitEthernetインターフェイス0/1/0/3は通常
OSPFトラフィックフローを受信します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet1/0/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# passive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet1/0/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# end
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priority（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）リンクの指定ルータの決定を行うインターフェイスのルータプラ
イオリティを設定するには、適切なモードで priorityコマンドを使用します。デフォルト値に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

priority value

no priority value

___________________
構文の説明

ルータプライオリティ値を示す 8ビットの符号なし整数。範囲は 0～ 255
です。

value

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される priorityパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される priorityパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、デフォルトのプライオリティは1です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネットワークにアタッチされている 2つのルータがともに指定ルータになろうとした場合、ルー
タのプライオリティの高い方が優先されます。プライオリティが同じ場合、より高位のルータ ID

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1131

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
priority（OSPF）



を持つルータが優先されます。ルータのプライオリティがゼロに設定されているルータには、指

定ルータまたはバックアップ指定ルータになる資格がありません。ルータプライオリティはマル

チアクセスネットワークへのインターフェイスに対してだけ設定されています（つまり、ポイン

トツーポイントネットワークには設定されていません）。

このプライオリティ値は、OSPFの neighborコマンドを使用して、非ブロードキャストネット
ワークの Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルを構成するときに使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、ルータAとルータ Bの priorityおよび neighborコマンドを使用してプライオリティを設定

し、ネイバープライオリティ値が隣接ルータのプライオリティを反映していなければならない場

合の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 10.0.0.2 255.255.255.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# network non-broadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# priority 4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 10.0.0.1 priority 6

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet POS 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 10.0.0.1 255.255.255.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# network non-broadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# priority 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 10.0.0.2 priority 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワーク間を相互接続

する OSPFルータを設定します。
neighbor（OSPF）, （1106ページ）

OSPFネットワークタイプをそのメディアのデ
フォルト以外のタイプに設定します。

network（OSPF）, （1111ページ）
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protocol shutdown
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルのインスタンスをディセーブルにして、どのインター
フェイスとも隣接関係を持たないようにするには、ルータコンフィギュレーションモードで

protocol shutdownコマンドを使用します。 OSPFプロトコルを再度イネーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

protocol shutdown

no protocol shutdown

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

protocol shutdownコマンドを使用すると、既存の OSPFコンフィギュレーションパラメータを削
除せずに、特定のルーティングインスタンスの OSPFプロトコルをディセーブルにします。

OSPFプロトコルはルータ上で実行し続けます。現在のOSPFコンフィギュレーションを使用でき
ますが、OSPFはインターフェイスでの隣接関係は構築しません。

このコマンドは no router ospfコマンドの実行と類似しています。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、OSPF 1インスタンスをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# protocol shutdown
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queue dispatch flush-lsa
フラッシュにスケジュールされた（レート制限）LSAの数を変更するには、ルータコンフィギュ
レーションモードで queue dispatch flush-lsaコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

queue dispatch flush-lsa count

no queue dispatch flush-lsa

___________________
構文の説明

実行ごとにフラッシュされた LSAの最大数。範囲は 30～ 3000です。count

___________________
コマンドデフォルト 実行ごとにフラッシュされるデフォルトのLSAは150です（カウントが設定されていない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、実行ごとにフラッシュされる LSAの数を 30に制限する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue dispatch flush-lsa 30

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1135

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
queue dispatch flush-lsa



キューディスパッチ値、ピーク長、および制限を確認するには、show ospf message-queue, （1197
ページ）コマンドを使用します。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （1137ページ）

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （1139ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （1141ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （1143ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （1197ページ）
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queue dispatch incoming
処理される着信パケット（ステート変化をトリガーするLSAUpdate、LSAck、DBD、LSRequest、
および Hello）の数を制限するには、ルータコンフィギュレーションモードで queue dispatch
incomingコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

queue dispatch incoming count

no queue dispatch incoming

___________________
構文の説明

処理される連続イベントの最大数。範囲は 30～ 3000です。count

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの着信カウントは 300パケットです（カウントが設定されていない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、処理される着信パケットの数を 500に制限する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue dispatch incoming 500
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キューディスパッチ値、ピーク長、および制限を確認するには、show ospf message-queue, （1197
ページ）コマンドを使用します。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （1139ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （1141ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （1143ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （1197ページ）
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queue dispatch rate-limited-lsa
レート制限されるリンクステートアドバタイズメント（LSA）（再）生成の実行ごとに処理され
る最大数を設定するには、ルータコンフィギュレーションモードでqueuedispatch rate-limited-lsa
コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

queue dispatch rate-limited-lsa count

no queue dispatch rate-limited-lsa

___________________
構文の説明

実行ごとに処理されるレート制限されたLSAの最大数。範囲は30～3000
です。

count

___________________
コマンドデフォルト 実行ごとに処理されるレート制限された LSAのデフォルト数は 300です（このカウントが設定さ

れていない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、レート制限されている LSA（再）生成の実行ごとに処理される最大数を 300に設定する例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue dispatch rate-limited-lsa 300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （1137ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （1141ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （1143ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （1197ページ）
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queue dispatch spf-lsa-limit
単一の SPF実行内で Shortest Path First（SPF）反復ごとに処理されるタイプ 3-4およびタイプ 5-7
のリンクステートアドバタイズメント（LSA）の最大数を変更するには、ルータコンフィギュ
レーションモードで queue dispatch spf-lsa-limitコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

queue dispatch spf-lsa-limit count

no queue dispatch spf-lsa-limit

___________________
構文の説明

単一の SPF実行内のスケジュールされた各反復で SPFごとに処理される連続
タイプ 3-4およびタイプ 5-7の LSAの最大数範囲は 30～ 3000です。

count

___________________
コマンドデフォルト 実行ごとに処理されるタイプ 3-4およびタイプ 5-7のデフォルト数は、150の LSAです（このコ

マンドが設定されていない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、スケジューリング実行ごとにSPFによって処理される連続タイプ 3-4およびタイプ 5-7 LSA

の数を 100に制限する方法を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue dispatch spf-lsa-limit 100

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （1137ページ）

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （1139ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （1143ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （1197ページ）
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queue limit
プライオリティ別の着信イベントの最高水準点を設定するには、ルータコンフィギュレーション

モードで queue limitを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

queue limit {high| medium| low} count

no queue limit {high| medium| low}

___________________
構文の説明

ハイプライオリティの着信イベントの最高水準点（状態変更 Hello）。high

ミディアムプライオリティの着信イベントの最高水準点（LSA ACK）。medium

ロープライオリティの着信イベントの最高水準点（DBD/LSUpd/LSReq）。low

キューごとのイベントの最大数。イベントは、プライオリティキューの

サイズがこの値を超えるとドロップされます。範囲は1000～30000です。
count

___________________
コマンドデフォルト 最高水準点：9500（対応する設定がない場合）。

中間水準点：9000（対応する設定がない場合）。

最低水準点：8000（対応する設定がない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

プライオリティの次の順序での制限を必ず維持してください。

ハイプライオリティの制限 >ミディアムプライオリティの制限 >ロープライオリティの制限
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、キューごとのイベントの最大数を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue limit high 11000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue limit medium 10000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue limit low 9000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （1137ページ）

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （1139ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （1141ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （1197ページ）
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range (OSPF)
エリア境界でルートを統合してまとめるには、エリアコンフィギュレーションモードで rangeコ
マンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

range ip-address mask [advertise| not-advertise]

no range ip-address mask [advertise| not-advertise]

___________________
構文の説明 4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。ip-address

IPアドレスマスクmask

（任意）アドバタイズするアドレス範囲ステータスを設定し、タイプ 3
サマリーリンクステートアドバタイズメント（LSA）を生成します。

advertise

（任意）アドレス範囲ステータスを DoNotAdvertiseに設定します。タ
イプ3サマリーLSAは停止し、コンポーネントネットワークは他のネッ
トワークからは非表示の状態となります。

not-advertise

___________________
コマンドデフォルト このコマンドがエリア境界ルータ（ABR）で指定されていない場合は、エリア境界のルートの統

合または集約は行われません。

デフォルトは Advertiseです。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エリア境界ルータ（ABR）の場合にだけ、rangeコマンドを使用します。このコマンドを使用す
ると、エリアのルートを統合または集約します。その結果、1つの集約ルートがABRによって他
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のエリアにアドバタイズされます。ルーティング情報は、エリア境界でまとめられます。エリア

の外部では、アドレス範囲ごとに 1つのルートがアドバタイズされます。このプロセスをルート
集約と呼びます。

rangeコマンドを指定して、複数範囲コンフィギュレーションを設定できます。このようにして、
OSPFプロトコルは数多くの異なるアドレス範囲の集合のアドレスを集約できます。

集約されたルートは範囲で想定される最大ルートコストを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、IPアドレスの最初の 2つの 8ビット部に「10.31.x.x」を含むインターフェイスから

構成されるエリア 36.0.0.0を示しています。 rangeコマンドはインターフェイスを集約します。 8
つのネットワークを個々にアドバタイズする代わりに、1つのルート 10.31.0.0 255.255.0.0をアド
バタイズします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet 0/3/0/2
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 36.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# range 10.31.0.0 255.255.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/1/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/2/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/2/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

別のルーティングプロトコルからOSPFプロト
コルに再配布されているルートの集約アドレス

を作成します。

summary-prefix（OSPF）, （1242ページ）
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redistribute（OSPF）
あるルーティングドメインからOpenShortest Path First（OSPF）にルートを再配布するには、適切
なモードで redistributeコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから redistribute
コマンドを削除し、ルートの再配布をしないデフォルトの状態にシステムを戻すには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

Border Gateway Protocol (BGP)

redistribute bgp process-id [preserve-med] [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy
policy-name] [tag tag-value]

no redistribute bgp process-id [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag
tag-value]

Local Interface Routes

redistribute connected [instance instance-name] [instance IPCP][metric metric-value] [metric-type {1|
2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute connected [instance instance-name] [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy
policy-name] [tag tag-value]

Directed-attached gateway redundancy (DAGR)

redistribute dagr [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute dagr [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol (EIGRP)

redistribute eigrp process-id [match {external [1| 2]| internal}] [metric metric-value] [metric-type {1|
2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute eigrp process-id [match {external [1| 2]| internal}] [metricmetric-value] [metric-type {1|
2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

Intermediate System-to-Intermediate System (IS-IS)

redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy
policy-name] [tag tag-value]

no redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {1| 2}]
[route-policy policy-name] [tag tag-value]

Open Shortest Path First (OSPF)

redistribute ospf process-id [match {external [1| 2]| internal| nssa-external [1| 2]}] [metric metric-value]
[metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute ospf process-id [match {external [1| 2]| internal| nssa-external [1| 2]}] [metricmetric-value]
[metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]
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Routing Information Protocol (RIP)

redistribute rip [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute rip [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

IP Static Routes

redistribute static [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute static [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

___________________
構文の説明 BGPプロトコルからのルートを配布します。bgp

bgpキーワードの場合、自律システム番号には次の範囲があります。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

isisキーワードの場合は、ルートの再配布元である IS-ISインスタンスの
名前です。値は文字列の形式を取ります。10進数を入力できますが、ス
トリングとして内部に格納されます。

ospfキーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFインスタンス
の名前です。値は文字列の形式を取ります。10進数を入力できますが、
ストリングとして内部に格納されます。

process-id

（任意）BGPルートのMulti Exit Discriminator（MED）を保存します。preserve-med

（任意）再配布ルートに使用されるメトリックを指定します。範囲は 1
～ 16777214です。ソースプロトコルと同じ値を使用します。

metric metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされるルートに関
連付けられた外部リンクタイプを指定します。次の 2つの値のいずれか
にすることができます。

• 1：タイプ 1外部ルート

• 2：タイプ 2外部ルート

metric-type { 1 | 2 }

（任意）各外部ルートに追加された値を指定します。この値は OSPFプ
ロトコル自体では使用されませんが、外部LSA内で伝達されます。範囲
は 0～ 4294967295です。

tag tag-value

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1148 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
redistribute（OSPF）



（任意）設定されたポリシーの IDを指定します。ポリシーは、このソー
スルーティングプロトコルから OSPFへのルートのインポートをフィル
タリングするために使用されます。

route-policy
policy-name

インターフェイスの IPをイネーブルにしたことで、自動的に確立される
ルートを配布します。

connected

接続されたインスタンス。instance

接続されたインスタンスの名前。instance-name

IPCPプロトコルからルートを配布します。instance IPCP

EIGRPプロトコルからのルートを配布します。eigrp

IS-ISプロトコルからのルートを配布します。isis

（任意）レベル 1ルートを他の IPルーティングプロトコルに個別に再配
布します。

level-1

（任意）レベル 1とレベル 2の両方のルートを、他の IPルーティングプ
ロトコルに配布します。

level-1-2

（任意）レベル 2ルートを他の IPルーティングプロトコルに個別に配布
します。

level-2

OSPFプロトコルからのルートを配布します。ospf

（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに再配布する条件を
指定します。次の 1つ以上の条件を指定できます。

• internal：特定の自律システム内部のルート（エリア内およびエリア
間の OSPFルート）。

• external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ 1
またはタイプ 2の外部ルートとして OSPFにインポートされている
ルート。

• nssa-external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイ
プ 1またはタイプ 2の Not-So-Stubby Area（NSSA）外部ルートとし
て OSPFにインポートされているルート。

externalおよび nssa-externalオプションでタイプを指定しなかった場合
は、タイプ 1とタイプ 2の両方であると想定されます。

matchが指定されていない場合、デフォルトはフィルタリングなしとなり
ます。

match { internal |
external [1 | 2 ] |
nssa-external [ 1 | 2]
}

RIPプロトコルからのルートを配布します。rip
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IPスタティックルートを配布します。static

DirectAttachedGatewayRedundancy（DAGR）からのルートを配布します。dagr

___________________
コマンドデフォルト ルートの再配布はディセーブルです。

metricmetric-value：デフォルトが 1であるBGPルートを除くすべてのプロトコルからのルートの
デフォルトは 20です。

metric-type：タイプ 2外部ルート。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記のasplain形式がサポートされました。

Direct Attached Gateway Redundancy（DAGR）からの再配布のサポート
が追加されました。キーワード dagrが追加されました。

instanceキーワードおよび instance-name引数が、接続ルート用に追加
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

属性を設定または照合するコマンドキーワードとルートポリシーの両方を使用してルートを

（OSPFに）再配布する場合、ルートは、まずルートポリシーによって制御され、次にキー
ワードの照合と設定が行われます。

（注）

再配布ルーティング情報は常に、policy policy-nameキーワードと引数によってフィルタされる必
要があります。このフィルタリングにより、管理者が意図したルートだけが確実に OSPFに再配
布されるようになります。
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ルーティングポリシーの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Command Reference』の「Routing Policy Commands on Cisco ASR 9000シリーズルータ」の
モジュールを参照してください。

redistributeまたは default-information originate（OSPF）, （1035ページ）コマンドを使用して、
OSPFルーティングドメインにルートを再配布する場合は、ルータは自動的にASBRになります。
ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォルトルートを OSPFルーティングドメインに生成しま
せん。

OSPFプロセス間でルートが再配信される場合、OSPFメトリックは保持されません。

ルートが OSPFに再配布され、メトリックが metricキーワードで指定されていない場合、OSPF
は、メトリック 1を取得するBGPルートを除き、すべてのプロトコルからのルートのデフォルト
メトリックとして 20を使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、BGPルートを OSPFドメインに再配布する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 110
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute bgp 100

次の例では、指定された IS-ISプロセスルートを OSPFドメインに再配布する方法を示していま
す。 IS-ISルートはメトリック 100で再配布されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute isis 108 metric 100

次の例では、ネットワーク10.0.0.0は、OSPF1の外部リンクステートアドバタイズメント（LSA）
として表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ip address 10.0.0.0 255.0.0.0
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet 0/2/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ip address 10.99.0.0 255.0.0.0
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute ospf 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/2
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

デフォルトの外部ルートを OSPFルーティング
ドメインに生成します。

default-information originate（OSPF）, （1035ペー
ジ）
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retransmit-interval（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイスに属する隣接関係のリンクステートアドバタイ
ズメント（LSA）再送信時間間隔を指定するには、適切なモードで retransmit-intervalコマンドを
使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

retransmit-interval seconds

no retransmit-interval

___________________
構文の説明

再送信間の時間（秒単位）。接続したネットワーク上の任意の 2つのルータ
間の予想往復遅延時間よりも大きくなければなりません。範囲は 1～ 65535
秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている retransmit intervalパラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される retransmit intervalパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、デフォルトの再送信間隔は 5秒です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータが自身のネイバーにLSAを送信する場合、ルータは確認応答メッセージを受信するまでそ
の LSAを保持します。確認応答を受信しなかった場合、ルータでは LSAを再送します。

このパラメータは慎重に設定してください。不要な再送信の原因になる場合があります。シリア

ル回線および仮想リンクの場合は、値を大きくする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、インターフェイスコンフィギュレーションモードで再送信間隔値を 8秒に設定する

方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# retransmit-interval 8
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route-policy（OSPF）
タイプ 3リンクステートアドバタイズメント（LSA）をフィルタリングするようにルーティング
ポリシーを指定するには、エリアコンフィギュレーションモードで route-policyコマンドを使用
します。ルーティングポリシーをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

route-policy route-policy-name {in| out}

no route-policy route-policy-name {in| out}

___________________
構文の説明

ルートポリシーの名前。route-policy-name

ポリシーを着信ルートに適用します。in

ポリシーを発信ルートに適用します。out

___________________
コマンドデフォルト ポリシーは適用されません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

route-policyコマンドを使用して、着信ルートまたは発信ルートのOSPFルーティングポリシーを
指定します。ポリシーを使用すると、ルートのフィルタリングやルート属性の変更ができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、エリア 0の着信ルートの OSPFルートポリシーを指定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-area)# route-policy area0_in in
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router-id（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロセスのルータ IDを設定するには、適切なモードで router-id
コマンドを使用します。デフォルトの方法でルータ IDを決定するには、OSPFプロセスのクリア
または再起動後にこのコマンドの no形式を使用します。

router-id router-id

no router-id router-id

___________________
構文の説明 4分割のドット付き 10進表記で指定した 32ビットルータ IDrouter-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが設定されていない場合、ルータ IDはルータ上のインターフェイスの最大の IP

Version 4（IPv4）アドレスとなり、ループバックインターフェイスが優先されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

router-idコマンドを使用して、ルータ IDとして明示的に一意の 32ビット数値を指定することを
お勧めします。このアクションにより、OSPFがインターフェイスアドレス構成に依存しない
OSPFの機能が保証されます。 clear ospf processコマンドを使用してOSPFプロセスをクリアする
か、または OSPFプロセスを再起動して no router-idコマンドを有効にします。

OSPFは次の方法（プリファレンス順）でルータ IDの取得を試みます。

1 デフォルトでは、OSPFプロセスの初期化時に、チェックポインティングデータベースにルー
タ IDがあるかどうかを確認します。
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2 ルータコンフィギュレーションモードで OSPF router-idコマンドによって指定された 32ビッ
トの数値。（この値には任意の 32ビット値を指定できます。このルータのインターフェイス
に割り当てられた IPv4アドレス以外のアドレスを設定できます。また、ルーティング可能な
IPv4アドレスでなくてもかまいません。）

3 ITALによって選択されたルータ ID。

4 OSPFプロセスが実行されているインターフェイスのプライマリ IPv4アドレス。 OSPFイン
ターフェイスの最初のインターフェイスアドレスが選択されます。

OSPFバージョン 3とは異なり、OSPFバージョン 2では、IPv4アドレスが設定されているイ
ンターフェイスが少なくとも 1つ含まれていることが保証されています。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、IPアドレス 172.20.10.10を OSPFプロセス 109に割り当てる方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 172.20.10.10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルータプロセスを停止および再起動せず
にリセットします。

clear ospf process, （1017ページ）

インターフェイスのプライマリ IPv4アドレス
を設定します。

ipv4 address
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router ospf
OpenShortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスを設定するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで router ospfコマンドを使用します。OSPFルーティングプロセスを終了する
には、このコマンドの no形式を使用します。

router ospf process-name

no router ospf process-name

___________________
構文の説明 OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名はス

ペースを含まない 40文字以内の任意の英数字ストリングです。
process-name

___________________
コマンドデフォルト OSPFルーティングプロセスは定義されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

1ルータあたり複数のOSPFルーティングプロセスを指定できます。最大 10個のプロセスを設定
できます。 OSPFプロセスは 4個以下にすることをお勧めします。

すべての OSPFコンフィギュレーションコマンドは、OSPFルーティングプロセスの下で設定す
る必要があります。これらのコマンドの 2つの例としては、default-metricコマンドと router-id
コマンドがあります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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操作タスク ID

読み取り、書き込みrib

___________________
例 次の例では、109と呼ばれる OSPFルーティングプロセスをインスタンス化する方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアを設定します。area（OSPF）, （1005ページ）

別のプロトコルから OSPFプロトコルに再配布
されるルートのデフォルトのメトリック値を設

定します。

default-metric（OSPF）, （1037ページ）

OSPFプロトコルが実行されるインターフェイ
スを定義します。

interface（OSPF）, （1070ページ）

OSPFプロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPF）, （1157ページ）
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security ttl（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）パケットの IPヘッダーのセキュリティ存続可能時間（TTL）値を
設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで security ttlコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

security ttl [hops hops-number]

no security ttl

___________________
構文の説明 IPホップ。許可されたホップの最大数。範囲は 1～ 254ホッ

プです。

hops hops-number

___________________
コマンドデフォルト hops-number：1

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

security ttlコマンドは、ネットワーク攻撃を防止するGeneralizedTTLSecurityMechanism（GTSM）
機能のために使用します。

ネイバーからのリンクステートアドバタイズメント（LSA）の受信動作中は、ネットワーク攻撃
が発生する可能性があります。これは、ユニキャストまたはマルチキャストパケットが仮想リン

クの 1ホップまたは複数ホップ向こう側に配置されているネイバーから送信されているという確
認ができないためです。
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仮想リンクについては、OSPFパケットはネットワーク全体の複数ホップを通過して送信されま
す。したがって、TTL値は複数回にわたり減少していく可能性があります。このようなリンクの
種類では、最小 TTL値が複数ホップパケットで許可され受け入れられなければなりません。

複数ホップを通過して送信される無効なソースから発生するネットワーク攻撃をフィルタリング

するには、GTSMの RFC 3682を使用して、攻撃を防止します。 GTSMはリンクローカルアドレ
スをフィルタリングして、TTL値 255のコンフィギュレーションの 1ホップネイバーとなる隣接
関係だけを許可します。 IPヘッダーのTTL値はOSPFパケットが生成されるときに設定され、受
信されたOSPFパケットでデフォルトのGTSM TTL値 255またはユーザ設定されたGTSM TTL値
に対してチェックされます。このようにして、TTLホップを超える不正なOSPFパケットをブロッ
クします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、インターフェイスのセキュリティ TTLを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet0/6/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# security ttl 2
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sham-link
2台のプロバイダーエッジルータ間のOpen Shortest Path First（OSPF）の模造リンクを設定するに
は、VRFエリアコンフィギュレーションモードで sham-linkコマンドを使用します。 OSPF模造
リンクを終了するには、このコマンドの no形式を使用します。

sham-link source-address destination-address

no sham-link source-address destination-address

___________________
構文の説明 4分割ドット付き 10進表記で指定されたローカル（ソース）模造リ

ンクエンドポイントの IPアドレス。
source-address

4分割ドット付き 10進表記で指定されたリモート（送信先）模造リ
ンクエンドポイントの IPアドレス。

destination-address

___________________
コマンドデフォルト 模造リンクは設定されていません。

___________________
コマンドモード VRFエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

sham-linkコマンドを使用すると、2台のプロバイダーエッジ（PE）ルータ間でポイントツーポイ
ント接続を構成し、2つの VPNサイト（VPNバックボーン）間の内部接続を作成します。模造
リンクはマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPNバックボーンの PEプロバイダー
エッジ（PE）ルータで構成されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、OSPF模造リンクを構成する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_ospf)# vrf vrf_a
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_ospf_vrf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_ospf_vrf_ar)# sham-link 192.168.40.0 172.16.30.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_ospf_vrf_ar_sl)# cost 23

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアを設定します。area（OSPF）, （1005ページ）

OSPFパス計算のインターフェイス（ネットワー
ク）のコストを明示的に指定します。

cost（OSPF）, （1025ページ）

OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタ
ンスを構成します。

vrf（OSPF）, （1257ページ）
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show ospf
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスに関する概要を表示するには、EXECモー
ドで show ospfコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [summary]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。ストリング「default」および「all」は、vrf-name引数で予約済みの
値です。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）OSPFサマリー情報を表示します。summary

___________________
コマンドデフォルト IPv4およびユニキャストアドレスプレフィックス。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1165

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show ospf



___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospfコマンドを使用すると、ルータで実行されているOSPFプロセスに関する基本情報を表
示します。追加オプションを使用すると、詳細情報を表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospfコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospf

Routing Process "ospf 1" with ID 1.1.1.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border router
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Initial LSA throttle delay 500 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 5000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 5000 msecs
Minimum LSA interval 5000 msecs. Minimum LSA arrival 1 secs
Maximum number of configured interfaces 255
Number of external LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 2 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0
Non-Stop Forwarding enabled

Area BACKBONE(0) (Inactive)
Number of interfaces in this area is 2
SPF algorithm executed 8 times
Number of LSA 2. Checksum Sum 0x01ba83
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 1
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 9 times
Number of LSA 2. Checksum Sum 0x0153ea
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 88：show ospf フィールドの説明

説明フィールド

OSPFプロセス名。Routing Process "ospf 201" with ID 172.22.110.200

サポートされるサービスタイプの数（タイプ 0
のみ）

Supports only

タイプは、内部、エリア境界、または自律シス

テム境界です。

It is

再配布されたルートのプロトコル別リスト。Redistributing External Routes from

SPF計算の遅延時間。SPF schedule delay

LSA間の最小間隔。Minimum LSA interval

同じリンクステートアドバタイズメント

（LSA）の更新の受け入れ間の最小経過時間。
Minimum LSA arrival

LSDBのタイプ 5 LSAの総数。external LSA

LSDBのタイプ 10 LSAの総数。opaque LSA

デマンド回線のタイプ 5およびタイプ 11 LSA
の総数。

DCbitless...AS LSA

DoNotAgeビットが設定されているタイプ 5お
よびタイプ 11 LSAの総数。

DoNotAge...AS LSA

ルータのエリアの数、エリアアドレスなど。Number of areas

バックボーンはエリア 0です。Area BACKBONE
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show ospf border-routers
エリア境界ルータ（ABR）および自律システム境界ルータ（ASBR）に対する内部 Open Shortest
Path First（OSPF）ルーティングテーブルエントリを表示するには、EXECモードで show ospf
border-routersコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] border-routers [ router-id ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFプロセス名。この引数を指定すると、指定されたルーティ
ングプロセスの情報だけが追加されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。ストリング「default」および「all」は、予約済みの VRF名です。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）境界ルータに関連付けられたルータ ID。 router-id引数の値には、
4分割ドット付き 10進表記で指定された任意の 32ビットのルータ ID値を
指定できます。デフォルト値は存在しません。

router-id

___________________
コマンドデフォルト IPv4およびユニキャストアドレスプレフィックス。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospf border-routersコマンドを使用して、指定されたプロセスに表示されるすべての OSPF
境界ルータをリストし、ルータの OSPFトポロジを確認します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、ospf border-routersコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf border-routers

OSPF 1 Internal Routing Table

Codes: i - Intra-area route, I - Inter-area route

i 172.31.97.53 [1] via 172.16.1.53, GigabitEthernet POS 3/0/0/0, ABR/ASBR , Area 0, SPF
3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 89： show ospf border-routers のフィールドの説明

説明フィールド

このルートのタイプ。iはエリア内ルートを示
し、Iはエリア間ルートを示します。

i

宛先のルータ ID。172.31.97.53

このルートを使用するコスト。[1]

宛先に対するネクストホップのネクストホッ

プ。

172.16.1.53

172.16.1.53宛てのパケットは GigabitEthernetイ
ンターフェイス 3/0/0/0に送信されます。

GigabitEthernet 3/0/0/0

宛先のルータタイプ。これは、エリア境界ルー

タ（ABR）または自律システム境界ルータ
（ASBR）、あるいはその両方です。

ABR/ASBR

このルートが学習されたエリアのエリア ID。Area 0

このルートをインストールするShortest PathFirst
（SPF）計算の内部番号。

SPF 3
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show ospf database
特定のルータのOpen Shortest Path First（OSPF）データベースに関連する情報リストを表示するに
は、EXECモードで show ospf databaseコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [adv-router ip-address]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [asbr-summary] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [asbr-summary] [ link-state-id ]
[internal] [adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [asbr-summary] [ link-state-id ]
[internal] [self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [database-summary]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [external] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [external] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [external] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [network] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [network] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [network] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [nssa-external] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [nssa-external] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [nssa-external] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-area] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-area] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router] [ ip-address ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-area] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-as] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-as] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-as] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-link] [ link-state-id ]
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show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-link] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-link] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [router] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [router] [internal] [adv-router
[ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [router] [internal] [self-originate]
[ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [summary] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [summary] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [summary] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate] [ link-state-id ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に特定する OSPFプロセス
名。プロセス名は 40文字以内の任意の英数字ストリングです。この引数
を指定すると、指定されたルーティングプロセスの情報だけが追加され

ます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPFVRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

（任意）指定されたルータのすべての LSAを表示します。adv-router ip-address

（任意）自律システム境界ルータ（ASBR）サマリーLSAに関する情報だ
けを表示します。

asbr-summary
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（任意）アドバタイズメントによって説明されるインターネット環境の部

分。入力値はアドバタイズメントのリンクステートタイプによって異な

ります。 IPアドレス形式で入力する必要があります。

リンクステートアドバタイズメント（LSA）がネットワークを説明してい
るときには、link-state-idは次の 2つの形式のいずれかを取ります。

•ネットワーク IPアドレス（タイプ 3サマリーリンクアドバタイズメ
ントおよび自律システム外部リンクアドバタイズメントとして）。

•リンクステート IDから取得した生成されたアドレス。

ネットワークリンクアドバタイズメントのリンクステート ID
をネットワークのサブネットマスクでマスクすると、ネット

ワークの IPアドレスが生成されます。

（注）

LSAがルータを示している場合は、リンクステート IDは必ず示された
ルータの OSPFルータ IDとなります。

自律システム外部アドバタイズメント（LSタイプ=5）がデフォルトルー
トを示している場合は、リンクステート IDはデフォルト送信先（0.0.0.0）
に設定されます。

link-state-id

（任意）内部 LSA情報を表示します。internal

（任意）自己生成 LSA（ローカルルータから）だけ表示します。self-originate

（任意）データベースと全体にある各エリアの各 LSAタイプの数を表示
します。

database-summary

（任意）外部 LSAの情報だけを表示します。external

（任意）ネットワーク LSAの情報だけを表示します。network

（任意）Not-So-Stubby Area（NSSA）外部 LSAに関する情報だけを表示
します。

nssa-external

（任意）Opaqueタイプ 10 LSAに関する情報を表示します。タイプ 10は
エリアローカルスコープを示しています。 Opaque LSAオプションに関
する詳細は、RFC 2370を参照してください。

opaque-area

（任意）Opaqueタイプ 11 LSAに関する情報を表示します。タイプ 11は
LSAが自律システム全体でフラッディングしていることを示しています。

opaque-as

（任意）Opaqueタイプ 9 LSAに関する情報を表示します。タイプ 9はリ
ンクローカルスコープを示しています。

opaque-link

（任意）ルータ LSAの情報だけを表示します。router

（任意）サマリー LSAの情報だけを表示します。summary

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1172 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show ospf database



___________________
コマンドデフォルト IPv4およびユニキャストアドレスプレフィックス。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

さまざまな形式の show ospf databaseコマンドにより、異なる OSPFリンクステートアドバタイ
ズメントに関する情報が提供されます。このコマンドを使用して、リンクステートデータベース

（LSD）とその内容を検証できます。当該エリアに関する同一のデータベースエントリを含むエ
リアに参加している各ルータ（フラッディングしているLSAを除く）。多くのオプション（network
や router）を使用して、データベース部分を表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、引数やキーワードが使用されていないときの show ospf databaseコマンドの出力例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database

OSPF Router with ID (172.20.1.11) (Process ID 1)

Router Link States (Area 0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum Link count
172.20.1.8 172.20.1.8 1381 0x8000010D 0xEF60 2
172.20.1.11 172.20.1.11 1460 0x800002FE 0xEB3D 4
172.20.1.12 172.20.1.12 2027 0x80000090 0x875D 3
172.20.1.27 172.20.1.27 1323 0x800001D6 0x12CC 3

Net Link States (Area 0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum
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172.22.1.27 172.20.1.27 1323 0x8000005B 0xA8EE
172.22.1.11 172.20.1.11 1461 0x8000005B 0x7AC

Type-10 Opaque Link Area Link States (Area 0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum Opaque ID
10.0.0.0 172.20.1.11 1461 0x800002C8 0x8483 0
10.0.0.0 172.20.1.12 2027 0x80000080 0xF858 0
10.0.0.0 172.20.1.27 1323 0x800001BC 0x919B 0
10.0.0.1 172.20.1.11 1461 0x8000005E 0x5B43 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 90： show ospf database のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。Link ID

アドバタイジングルータの ID。ADV Router

リンクステートの経過時間。Age

リンクステートシーケンス番号（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

Seq#

LSAの内容全体の FletcherチェックサムChecksum

ルータ用に検出されたインターフェイスの数。Link count

Opaque LSA ID番号。Opaque ID

次に、asbr-summaryキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database asbr-summary

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Summary ASB Link States (Area 0.0.0.0)

LS age: 1463
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Summary Links (AS Boundary Router)
Link State ID: 172.17.245.1 (AS Boundary Router address)
Advertising Router: 172.17.241.5
LS Seq Number: 80000072
Checksum: 0x3548
Length: 28
Network Mask: /0
TOS: 0 Metric: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 91： show ospf database asbr-summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID（ASBR）。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

実行されたネットワークマスク。Network Mask

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリック。Metric

次に、externalキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database external

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Type-5 AS External Link States

LS age: 280
Options: (No TOS-capability)
LS Type: AS External Link
Link State ID: 172.17.0.0 (External Network Number)
Advertising Router: 172.17.70.6
LS Seq Number: 80000AFD
Checksum: 0xC3A
Length: 36
Network Mask: 255.255.0.0

Metric Type: 2 (Larger than any link state path)
TOS: 0
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Metric: 1
Forward Address: 0.0.0.0
External Route Tag: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 92： show ospf database external フィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with Router ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID（外部ネットワーク番号）。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス番号（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

実行されたネットワークマスク。Network Mask

外部タイプ。Metric Type

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリック。Metric

転送アドレス。アドバタイズされた宛先への

データトラフィックは、このアドレスに転送さ

れます。転送アドレスが 0.0.0.0に設定されて
いる場合は、代わりに、データトラフィックが

アドバタイズメントの送信元に転送されます。

Forward Address
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説明フィールド

外部ルートタグ、各外部ルートに関連付けられ

る 32ビットフィールド。このタグは、OSPF
プロトコル自体には使用されません。

External Route Tag

次に、networkキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database network

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Net Link States (Area 0.0.0.0)

LS age: 1367
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Network Links
Link State ID: 172.23.1.3 (address of Designated Router)
Advertising Router: 192.168.0.1
LS Seq Number: 800000E7
Checksum: 0x1229
Length: 52
Network Mask: /24

Attached Router: 192.168.0.1
Attached Router: 172.23.241.5
Attached Router: 172.23.1.1
Attached Router: 172.23.54.5
Attached Router: 172.23.1.5

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 93： show ospf database network のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

指定ルータのリンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス番号（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number
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説明フィールド

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

実行されたネットワークマスク。Network Mask

ネットワークに関連付けられるルータの IPア
ドレス別リスト。

Attached Router

次は、showospfdatabaseコマンドの出力例で、マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィッ
クエンジニアリング（MPLS TE）仕様情報を送信しています。また、opaque-areaキーワードと
adv-routerの link-state-idを使用しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database opaque-area adv-router 172.20.1.12

OSPF Router with ID (172.20.1.11) (Process ID 1)

Type-10 Opaque Link Area Link States (Area 0)

LS age: 224
Options: (No TOS-capability, DC)
LS Type: Opaque Area Link
Link State ID: 1.0.0.0
Opaque Type: 1
Opaque ID: 0
Advertising Router: 172.20.1.12
LS Seq Number: 80000081
Checksum: 0xF659
Length: 132
Fragment number : 0

MPLS TE router ID : 172.20.1.12

Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 172.20.1.11
Interface Address : 172.21.1.12
Neighbor Address : 172.21.1.11
Admin Metric : 10
Maximum bandwidth : 193000
Maximum reservable bandwidth : 125000
Number of Priority : 8
Priority 0 : 125000 Priority 1 : 125000
Priority 2 : 125000 Priority 3 : 125000
Priority 4 : 125000 Priority 5 : 125000
Priority 6 : 125000 Priority 7 : 100000
Affinity Bit : 0x0

Number of Links : 1

次に、タイプ 10のルータ情報 LSAを表示する show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database opaque-area 4.0.0.0

OSPF Router with ID (3.3.3.3) (Process ID orange)

Type-10 Opaque Link Area Link States (Area 0)
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LS age: 105
Options: (No TOS-capability, DC)
LS Type: Opaque Area Link
Link State ID: 4.0.0.0
Opaque Type: 4
Opaque ID: 0
Advertising Router: 3.3.3.3
LS Seq Number: 80000052
Checksum: 0x34e2
Length: 52
Fragment number: 0

Router Information TLV: Length: 4
Capabilities:
Graceful Restart Helper Capable
Traffic Engineering enabled area
All capability bits: 0x50000000

PCE Discovery TLV: Length: 20
IPv4 Address: 3.3.3.3
PCE Scope: 0x20000000
Compute Capabilities:
Inter-area default (Rd-bit)
Compute Preferences:
Intra-area: 0 Inter-area: 0
Inter-AS: 0 Inter-layer: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 94： show ospf database opaque-area のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID。Link State ID

Opaqueリンクステートタイプ。Opaqueタイプ

Opaque ID番号。Opaque ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number
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説明フィールド

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

複数のトラフィックエンジニアリング LSAを
維持するために使用される任意の値。

Fragment number

リンク ID番号。Link ID

インターフェイスの IDアドレス。Interface Address

ネイバーの IPアドレス。Neighbor Address

MPLSTEで使用される管理上のメトリック値。Admin Metric

最大帯域幅を指定します（kbps単位）。Maximum bandwidth

予約可能な最大帯域幅を指定します（kbps単
位）。

Maximum reservable bandwidth

プライオリティ番号。Number of Priority

MPLS TEが使用します。Affinity Bit

ルータ機能は、この TLVでアドバタイズされ
ます。

Router Information TLV

一部のルータ機能には、スタブルータ、トラ

フィックエンジニアリング、グレースフルリ

スタート、およびグレースフルリスタートヘ

ルパーが含まれます。

Capabilities

PCEのアドレスおよび機能の情報は、このTLV
でアドバタイズされます。

PCE Discovery TLV

設定された PCE IPv4アドレス。IPv4 Address

PCEの計算機能。PCE Scope

PCEの計算機能およびプリファレンス。Compute Capabilities

エリア内、エリア間、エリア間のデフォルト、

AS間、AS間のデフォルト、レイヤ間などの
PCE計算機能。

Inter-area default (RD-bit)
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説明フィールド

エリア内、エリア間、AS間、およびレイヤ間
プリファレンスを含むパス計算の順序またはプ

リファレンス。

Compute Preferences

次に、routerキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database router

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Router Link States (Area 0.0.0.0)

LS age: 1176
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Router Links
Link State ID: 172.23.21.6
Advertising Router: 172.23.21.6
LS Seq Number: 80002CF6
Checksum: 0x73B7
Length: 120
AS Boundary Router
Number of Links: 8

Link connected to: another Router (point-to-point)
(Link ID) Neighboring Router ID: 172.23.21.5
(Link Data) Router Interface address: 172.23.21.6
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 95： show ospf database router のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router
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説明フィールド

リンクステートシーケンスです（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサムです（LSAの内
容すべての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

ルータタイプの定義。AS Boundary Router

アクティブリンクの数。Number of Links

リンクタイプ。Link ID

ルータインターフェイスアドレス。Link Data

タイプオブサービスメトリック（タイプ 0限
定）。

TOS

次に、summaryキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database summary

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Summary Net Link States (Area 0.0.0.0)

LS age: 1401
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Summary Links (Network)
Link State ID: 172.23.240.0 (Summary Network Number)
Advertising Router: 172.23.241.5
LS Seq Number: 80000072
Checksum: 0x84FF
Length: 28
Network Mask: /24

TOS: 0 Metric: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 96： show ospf database summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age
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説明フィールド

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID（サマリーネットワーク番
号）。

Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

実行されたネットワークマスク。Network Mask

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリック。Metric

次に、database-summaryキーワードを指定した showospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database database-summary

OSPF Router with ID (172.19.65.21) (Process ID 1)

Area 0 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 2 0 0
Network 1 0 0
Summary Net 2 0 0
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Subtotal 5 0 0

Process 1 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 2 0 0
Network 1 0 0
Summary Net 2 0 0
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Type-5 Ext 2 0 0
Opaque AS 0 0 0
Total 7 0 0
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 97： show ospf database database-summary のフィールドの説明

説明フィールド

リンクステートタイプ。LSA Type

各リンクステートタイプのそのエリアのアドバ

タイズメントの数。

Count

そのエリアで「Deleted」とマークされた LSA
の数。

Delete

そのエリアで「Maxaged」とマークされた LSA
の数。

Maxage
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show ospf flood-list
インターフェイスでフラッディング待機中のOpenShortest Path First（OSPF）リンクステートアド
バタイズメント（LSA）のリストを表示するには、EXECモードで show ospf flood-listコマンドを
使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] flood-list [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に特定するOSPFプロセス名。
プロセス名には40文字以下の任意の英数字を指定できます。この引数を指
定すると、指定されたルーティングプロセスの情報だけが追加されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのインターフェイス

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospf flood-listコマンドを使用すると、フラッディングキューの LSAとキュー長を表示しま
す。

フラッディングリスト情報は一時的であるため、通常、フラッディングリストは空になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、インターフェイスGigabitEthernet 3/0/0/0での、show ospf flood-listコマンドの出力例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf flood-list GigabitEthernet 3/0/0/0

Interface GigabitEthernet3/0/0/0, Queue length 20
Link state retransmission due in 12 msec
Displaying 6 entries from flood list:

Type LS ID ADV RTR Seq NO Age Checksum
5 10.2.195.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0xFB61
5 10.1.192.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x2938
5 10.2.194.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x757
5 10.1.193.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x1E42
5 10.2.193.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x124D
5 10.1.194.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x134C

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 98：show ospf flood-list のフィールドの説明

説明フィールド

情報が表示されるインターフェイス。GigabitEthernet3/0/0/0

フラッディングを待機している LSAの数。Queue length

次のリンクステート送信までの時間（ミリ秒単

位）。

Link state retransmission due in

LSAのタイプ。Type

LSAのリンクステート ID。LS ID
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説明フィールド

アドバタイズルータの IPアドレス。ADV RTR

LSAのシーケンス番号。Seq NO

LSAの経過時間（秒単位）。Age

LSAのチェックサム。Checksum

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1187

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show ospf flood-list



show ospf interface
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイス情報を表示するには、EXECモードで show ospf
interfaceコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] interface [brief] [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に特定するOSPFプロセス名。
プロセス名には 40文字以下の任意の英数字を指定できます。この引数を
指定すると、指定されたルーティングプロセスの情報だけが追加されま

す。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

（任意）インターフェイス概要情報を表示します。brief

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示す

るには、show interfacesコマンドを使用します。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのインターフェイス

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospf interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf interface

GigabitEthernet0/2/0/1 is up, line protocol is up
Internet Address 121.10.10.2/24, Area 2
Process ID 1, Router ID 200.2.2.2, Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 1
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:04

Index 1/3, flood queue length 0
Next 0(0)/0(0)
Last flood scan length is 3, maximum is 10
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 101.3.3.3

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Multi-area interface Count is 1
Multi-Area interface exist in area 1 Neighbor Count is 1

GigabitEthernet0/3/0/0 is up, line protocol is up
Internet Address 145.10.10.2/16, Area 3
Process ID 1, Router ID 200.2.2.2, Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 1
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
BFD enabled, BFD interval 15 msec, BFD multiplier 3
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Index 1/5, flood queue length 0
Next 0(0)/0(0)
Last flood scan length is 3, maximum is 11
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 1 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 101.3.3.3

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Message digest authentication enabled
Youngest key id is 1

Multi-area interface Count is 0
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次は、GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/1で複数エリア隣接関係が構成されているときのサ
ンプル出力です。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospf 1 interface
GigabitEthernet0

/2

/0
/1GigabitEthernet0/2/0/1 is up, line protocol is up

Internet Address 121.10.10.2/24, Area 1
Process ID 1, Router ID 200.2.2.2, Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 1
Interface is multi-area adjacency
LDP Sync Enabled, Sync Status: Achieved
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Non-Stop Forwarding (NSF) enabled
Hello due in 00:00:09

Index 2/4, flood queue length 0
Next 0(0)/0(0)
Last flood scan length is 3, maximum is 10
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 1 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 101.3.3.3

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Multi-area interface Count is 0

Loopback0 is up, line protocol is up
Internet Address 200.2.2.2/32, Area 1
Process ID 1, Router ID 200.2.2.2, Network Type LOOPBACK, Cost: 1
Loopback interface is treated as a stub Host

RP/0/RSP0/CPU0:router#

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 99： show ospf interface のフィールドの説明

説明フィールド

物理リンクのステータス。GigabitEthernet

プロトコルの動作ステータス。line protocol

インターフェイス IPアドレス、サブネットマ
スク、およびエリアアドレス。

Internet Address

OSPFプロセス ID、ルータ ID、ネットワーク
タイプおよびリンクステートコスト。

Process ID

転送遅延、インターフェイスステート、および

ルータプライオリティ。

Transmit Delay

タイマーインターバルの設定。Timer intervals configured

次の helloパケットをこのインターフェイスに
送信するまでの秒数。

Hello
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説明フィールド

エリアと自律システムは索引をフラッディング

します。

Index

次のエリアおよび自律システムは、情報、デー

タポインタ、および索引をフラッディングしま

す。

Next 0 (0) /0 (0)

最後のフラッディングスキャンの長さ。Last flood scan length

最後のフラッディングスキャンの時間（ミリ秒

単位）。

Last flood scan time

ネットワークネイバーの数、および隣接ネイ

バーのリスト。

Neighbor Count

helloメッセージを抑制するネイバーの数。Suppress hello

カウント、エリア/ネイバーの場所など、プライ
マリインターフェイスの複数のエリアインター

フェイス情報。

Multi-area interface
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show ospf mpls traffic-eng
トラフィックエンジニアリングのローカルルータで利用可能なリンクとフラグメントに関する情

報を表示するには、EXECモードで show ospf mpls traffic-engコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] [type interface-path-id]mpls traffic-eng {link|
fragment}

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に特定するOSPFプロセス名。
プロセス名は40文字以内の任意の英数字ストリングです。この引数を指定
すると、指定されたルーティングプロセスの情報だけが追加されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

ローカルルータでトラフィックエンジニアリングがサポートされるリンク

に関する詳細情報を表示します。

link

ローカルルータのトラフィックエンジニアリングフラグメントに関する詳

細情報を表示します。

fragment

___________________
コマンドデフォルト すべてのリンクまたはフラグメント

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、linkキーワードを指定したときの show ospfmpls traffic-engコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf mpls traffic-eng link

OSPF Router with ID (10.10.10.10) (Process ID 1)

Area 0 has 2 MPLS TE links. Area instance is 67441.

Links in hash bucket 3.
Link is associated with fragment 1. Link instance is 67441
Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 10.10.10.8
Interface Address : 10.10.10.2
Neighbor Address : 10.10.10.3
Admin Metric : 0
Maximum bandwidth : 19440000
Maximum global pool reservable bandwidth : 25000000
Maximum sub pool reservable bandwidth : 3125000
Number of Priority : 8
Global pool unreserved BW
Priority 0 : 25000000 Priority 1 : 25000000
Priority 2 : 25000000 Priority 3 : 25000000
Priority 4 : 25000000 Priority 5 : 25000000
Priority 6 : 25000000 Priority 7 : 25000000
Sub pool unreserved BW
Priority 0 : 3125000 Priority 1 : 3125000
Priority 2 : 3125000 Priority 3 : 3125000
Priority 4 : 3125000 Priority 5 : 3125000
Priority 6 : 3125000 Priority 7 : 3125000
Affinity Bit : 0

Links in hash bucket 8.
Link is associated with fragment 0. Link instance is 67441
Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 10.1.1.1
Interface Address : 10.10.25.4
Neighbor Address : 10.10.25.5
Admin Metric : 0
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Maximum bandwidth : 19440000
Maximum global pool reservable bandwidth : 25000000
Maximum sub pool reservable bandwidth : 3125000
Number of Priority : 8
Global pool unreserved BW
Priority 0 : 25000000 Priority 1 : 25000000
Priority 2 : 25000000 Priority 3 : 25000000
Priority 4 : 25000000 Priority 5 : 25000000
Priority 6 : 25000000 Priority 7 : 25000000
Sub pool unreserved BW
Priority 0 : 3125000 Priority 1 : 3125000
Priority 2 : 3125000 Priority 3 : 3125000
Priority 4 : 3125000 Priority 5 : 3125000
Priority 6 : 3125000 Priority 7 : 3125000
Affinity Bit : 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 100： show ospf mpls traffic-eng link のフィールドの説明

説明フィールド

リンクタイプ。Link ID

インターフェイスの IPアドレス。Interface address

ネイバーの IPアドレス。Neighbor address

マルチプロトコルラベルスイッチングトラ

フィックエンジニアリング（MPLSTE）で使用
されるアドミニストレーティブディスタンス

メトリック値。

Admin Metric

リンクの帯域幅キャパシティ（kbps単位）。Maximum bandwidth

グローバルプールで予約に使用できる帯域幅の

最大量。

Maximum global pool reservable bandwidth

サブプールで予約に使用できる帯域幅の最大

量。

Maximum sub pool reservable bandwidth

プライオリティ番号。Number of Priority

グローバルプールで利用できる、予約されてい

ない帯域幅の量。

Global pool unreserved BW

サブプールで利用できる、予約されていない帯

域幅の量。

Sub pool unreserved BW
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説明フィールド

MPLS TEが使用します。対象のトンネルを伝
送するリンクに必要な属性値。32ビットのドッ
ト付き 10進表記の数。有効な値は 0x0～
0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表しま
す。属性の値は 0または 1です。

Affinity Bit

次に、fragmentキーワードを指定したときの show ospf mpls traffic-engコマンドの出力例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf mpls traffic-eng fragment

OSPF Router with ID (10.10.10.10) (Process ID 1)

Area 0 has 2 MPLS TE fragment. Area instance is 67441.
MPLS router address is 10.10.10.10
Next fragment ID is 2

Fragment 0 has 1 link. Fragment instance is 67441.
Fragment has 1 link the same as last update.
Fragment advertise MPLS router address
Link is associated with fragment 0. Link instance is 67441
Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 10.1.1.1
Interface Address : 10.10.25.4
Neighbor Address : 10.10.25.5
Admin Metric : 0
Maximum bandwidth : 19440000
Maximum global pool reservable bandwidth : 25000000
Maximum sub pool reservable bandwidth : 3125000
Number of Priority : 8
Global pool unreserved BW
Priority 0 : 25000000 Priority 1 : 25000000
Priority 2 : 25000000 Priority 3 : 25000000
Priority 4 : 25000000 Priority 5 : 25000000
Priority 6 : 25000000 Priority 7 : 25000000
Sub pool unreserved BW
Priority 0 : 3125000 Priority 1 : 3125000
Priority 2 : 3125000 Priority 3 : 3125000
Priority 4 : 3125000 Priority 5 : 3125000
Priority 6 : 3125000 Priority 7 : 3125000
Affinity Bit : 0

Fragment 1 has 1 link. Fragment instance is 67441.
Fragment has 0 link the same as last update.
Link is associated with fragment 1. Link instance is 67441
Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 10.10.10.8
Interface Address : 10.10.10.2
Neighbor Address : 10.10.10.3
Admin Metric : 0
Maximum bandwidth : 19440000
Maximum global pool reservable bandwidth : 25000000
Maximum sub pool reservable bandwidth : 3125000
Number of Priority : 8
Global pool unreserved BW
Priority 0 : 25000000 Priority 1 : 25000000
Priority 2 : 25000000 Priority 3 : 25000000
Priority 4 : 25000000 Priority 5 : 25000000
Priority 6 : 25000000 Priority 7 : 25000000
Sub pool unreserved BW
Priority 0 : 3125000 Priority 1 : 3125000
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Priority 2 : 3125000 Priority 3 : 3125000
Priority 4 : 3125000 Priority 5 : 3125000
Priority 6 : 3125000 Priority 7 : 3125000
Affinity Bit : 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 101： show ospf mpls traffic-eng fragment のフィールドの説明

説明フィールド

トラフィックエンジニアリング情報またはリン

クが変更された回数。

Area instance

リンクが変更された回数。Link instance

リンクタイプLink ID

インターフェイスの IPアドレス。Interface address

ネイバーの IPアドレス。Neighbor address

MPLSTEで使用されるアドミニストレーティブ
ディスタンスメトリック値。

Admin Metric

リンクの帯域幅キャパシティ（kbps単位）。Maximum bandwidth

グローバルプールで予約に使用できる帯域幅の

最大量。

Maximum global pool reservable bandwidth

サブプールで予約に使用できる帯域幅の最大

量。

Maximum sub pool reservable bandwidth

プライオリティ番号。Number of Priority

グローバルプールで利用できる、予約されてい

ない帯域幅の量。

Global pool unreserved BW

サブプールで利用できる、予約されていない帯

域幅の量。

Sub pool unreserved BW

MPLS TEが使用します。対象のトンネルを伝
送するリンクに必要な属性値。32ビットのドッ
ト付き 10進表記の数。有効な値は 0x0～
0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表しま
す。属性の値は 0または 1です。

Affinity Bit
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show ospf message-queue
キューディスパッチ値、ピーク長、および制限に関する情報を表示するには、EXECモードで
show ospf message-queueコマンドを使用します。

show ospf message-queue

このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospf message-queueコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf 1 message-queue

OSPF 1
Hello Input Queue:
Current queue length: 0
Event scheduled: 0
Total queuing failures: 0
Maximum length : 102
Pkts pending processing: 0
Limit: 5000

Router Message Queue
Current instance queue length: 0
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Current redistribution queue length: 0
Current ex spf queue length: 0
Current sum spf queue length: 0
Current intra spf queue length: 0
Event scheduled: 0
Maximum length : 101
Total low queuing failures: 0
Total medium queuing failures: 0
Total high queuing failures: 0
Total instance events: 919
Processing quantum : 300
Low queuing limit: 8000
Medium queuing limit: 9000
High queuing limit: 9500
Rate-limited LSA processing quantum: 150
Current rate-limited LSA queue length: 0
Rate-limited LSA queue peak len: 517

Rate-limited LSAs processed: 4464
Flush LSA processing quantum: 150
Current flush LSA queue length: 0
Flush LSA queue peak len: 274
Rate-limited flush LSAs processed: 420

SPF-LSA-limit processing quantum: 150
Managed timers processing quantum: 50
Instance message count: 0
Instance pulse send count: 919
Instance pulse received count: 919
Global pulse count: 0
Instance Pulse errors: 0

TE Message Queue
Current queue length: 0
Total queuing failures: 0
Maximum length : 0

Number of Dlink errors: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 102：show ospf message-queue のフィールドの説明

説明フィールド

このセクションは、OSPFプロセスの hello（着
信パケット）スレッドで処理されたイベントお

よび着信パケットの数に関する統計情報を提供

します。

Hello Input Queue

このセクションは、OSPFプロセスのルータ（プ
ライマリ）スレッドで処理されたイベントと

メッセージの統計情報を提供します。

Router Message Queue

このセクションは、TE（te_controlプロセス）
からOSPFが受信したトラフィックエンジニア
リングイベントおよびメッセージの統計情報を

提供します。これらのイベントは、OSPFプロ
セスのルータスレッドで処理されます。

TE Message Queue
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説明フィールド

OSPFプロセスのすべてのリンクリスト全体で
確認されたエンキューエラーまたはデキュー

エラーの数。

Number of Dlink errors

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （1137ページ）

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （1139ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （1141ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （1143ページ）
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show ospf neighbor
個々のインターフェイスベースのOpenShortest Path First（OSPF）ネイバー情報を表示するには、
EXECモードで show ospf neighborコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] neighbor [[type interface-path-id] [ neighbor-id ]
[detail]| area-sorted]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、routerospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPFVRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示
されます。

area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

（任意）ネイバー ID。neighbor-id

（任意）指定されたすべてのネイバーの詳細を表示します（すべてのネイ

バーをリストします）。

detail

（任意）すべてのネイバーがエリアごとにグループ化されるように指定し

ます。

area-sorted

___________________
コマンドデフォルト すべてのネイバー

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、各ネイバーのサマリー情報を 2行表示する show ospf neighborコマンドの出力例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor

Neighbors for OSPF

Neighbor ID Pri State Dead Time Address Interface
192.168.199.137 1 FULL/DR 0:00:31 172.31.80.37 GigabitEthernet 0/3/0/2

Neighbor is up for 18:45:22
192.168.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 192.168.48.1 GigabitEthernet 0/3/0/3

Neighbor is up for 18:45:30
192.168.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:33 192.168.48.200 GigabitEthernet 0/3/0/3

Neighbor is up for 18:45:25
192.168.199.137 5 FULL/DR 0:00:33 192.168.48.189 GigabitEthernet 0/3/0/3

Neighbor is up for 18:45:27

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 103： show ospf neighborのフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor ID

指定ルータのプライオリティ。Pri

OSPFステート。State
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説明フィールド

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する必要がある時間（時:分:秒）。

Dead time

ネクストホップのアドレス。Address

ネクストホップのインターフェイス名。Interface

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

次に、ネイバー IDと一致するネイバーに関するサマリー情報を示す出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor 192.168.199.137

Neighbor 192.168.199.137, interface address 172.31.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/2
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x2
Dead timer due in 0:00:32
Neighbor is up for 18:45:30
Number of DBD retrans during last exhange 0
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum 0 msec

Neighbor 192.168.199.137, interface address 192.168.48.189
In the area 0.0.0.0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/3
Neighbor priority is 5, State is FULL, 6 state changes
Options is 0x2
Dead timer due in 0:00:32
Neighbor is up for 18:45:30
Number of DBD retrans during last exhange 0
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum 0 msec

Total neighbor count: 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 104： show ospf neighbor 192.168.199.137 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

インターフェイスの IPアドレス。interface address

OSPFネイバーが認識されるエリアおよびイン
ターフェイス。

In the area
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説明フィールド

ネイバーのルータプライオリティおよびネイ

バー状態。

Neighbor priority

OSPFステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します。）

Options

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

再送信されたデータベース記述パケットの数。Number of DBD retrans

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

次のサンプル表示のように、ネイバー IDとともにインターフェイスを指定すると、インターフェ
イスのネイバー IDと一致するネイバーが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor GigabitEthernet 0/3/0/2 192.168.199.137

Neighbor 192.168.199.137, interface address 172.31.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/2
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x2
Dead timer due in 0:00:32
Neighbor is up for 18:45:30
Number of DBD retrans during last exhange 0
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum 0 msec

Total neighbor count: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 105： show ospf neighbor GigabitEthernet 0/3/0/2 192.168.199.137 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

インターフェイスの IPアドレス。interface address

OSPFネイバーが認識されるエリアおよびイン
ターフェイス。

In the area

ネイバーのルータプライオリティ。Neighbor priority

OSPFステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します）。

Options

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

再送信されたデータベース記述パケットの数。Number of DBD retrans

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

また、次に示す出力例のように、ネイバー IDなしでインターフェイスを指定して、指定したイン
ターフェイスのすべてのネイバーを表示することもできます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor GigabitEthernet POS 0/3/0/3

Neighbors for OSPF ospf1

ID Pri State Dead Time Address Interface
192.168.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 192.168.48.1 GigabitEthernet POS

0/3/0/3
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Neighbor is up for 18:50:52
192.168.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:32 192.168.48.200 GigabitEthernet POS

0/3/0/3
Neighbor is up for 18:50:52

192.168.199.137 5 FULL/DR 0:00:32 192.168.48.189 GigabitEthernet POS
0/3/0/3

Neighbor is up for 18:50:52

Total neighbor count: 3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 106： show ospf neighbor GigabitEthernet 0/3/0/3 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。ID

ネイバーのルータプライオリティ。Pri

OSPFステート。State

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead Time

ネクストホップのアドレス。Address

ネクストホップのインターフェイス名。Interface

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します）。

Options

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

再送信されたデータベース記述パケットの数。Number of DBD retrans

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index
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次に、show ospf neighbor detailコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor detail

Neighbor 192.168.199.137, interface address 172.31.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/2
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x2
Dead timer due in 0:00:32
Neighbor is up for 18:45:30
Number of DBD retrans during last exhange 0
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum 0 msec

Total neighbor count: 1

Neighbor 10.1.1.1, interface address 192.168.13.1
In the area 0 via interface GigabitEthernet0/3/0/1
Neighbor priority is 1, State is FULL, 10 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x52
LLS Options is 0x1 (LR)
Dead timer due in 00:00:36
Neighbor is up for 1w2d
Number of DBD retrans during last exchange 0
Index 3/3, retransmission queue length 0, number of retransmission 5
First 0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 1, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

Neighbor 10.4.4.4, interface address 192.168.34.4
In the area 0 via interface GigabitEthernet0/3/0/2
Neighbor priority is 1, State is FULL, 48 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x12
LLS Options is 0x1 (LR)
Dead timer due in 00:00:30
Neighbor is up for 00:40:03
Number of DBD retrans during last exchange 0
Index 2/2, retransmission queue length 0, number of retransmission 6
First 0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 107： show ospf neighbor detail のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

インターフェイスの IPアドレス。interface address

OSPFネイバーが認識されるエリアおよびイン
ターフェイス。

In the area

ネイバーのルータプライオリティおよびネイ

バー状態。

Neighbor priority
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説明フィールド

OSPFステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビッ
トのみ。有効値は 0および 2です。2はエリア
がスタブでないことを示し、0はエリアがスタ
ブであることを示します）

Options

ネイバーが NFS Ciscoに対応しています。LLS Options is 0x1 (LR)

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

再送信されたデータベース記述パケットの数。Number of DBD retrans

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）
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show ospf request-list
ローカルルータが指定されたOpenShortest Path First（OSPF）ネイバーとインターフェイスに対し
て行っている最初の10個の保留中のリンクステートリクエストを表示するには、EXECモードで
show ospf request-listコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] request-list [type interface-path-id] [ neighbor-id ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示
されます。

area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示す

るには、show interfacesコマンドを使用します。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

i nterface-path-id

（任意）OSPFネイバーの IPアドレス。neighbor-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのネイバー

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

2台の隣接ルータのデータベースが同期化されていないときや、ルータ間に隣接関係が構成され
ていない場合に、このコマンドを使用できます。隣接関係とは、ルータが別のルータを検出した

ときに、データベースを同期化することです。

リストを参照すると、1台のルータが特定のデータベース更新のリクエストを試みているかどう
かを判断できます。一般に、リストで中断中のエントリは、アップデートの配布中でないことを

示します。このような動作の原因として考えられる理由の 1つは、ルータ間における最大伝送単
位（MTU）の不一致です。

このリストを参照して、破損していないことを確認することもできます。リストには、実際に存

在しているデータベースエントリが示されます。

リクエストリスト情報は一時的であるため、通常、リストは空になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospf request-listコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf request-list 10.0.124.4 GigabitEthernet3/0/0/0

Request Lists for OSPF pagent

Neighbor 10.0.124.4, interface GigabitEthernet3/0/0/0 address 10.3.1.2

Type LS ID ADV RTR Seq NO Age Checksum
1 192.168.58.17 192.168.58.17 0x80000012 12 0x0036f3
2 192.168.58.68 192.168.58.17 0x80000012 12 0x00083f

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 108： show ospf request-list 10.0.124.4 GigabitEthernet3/0/0/0 のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルルータからリクエストリストを受信

している特定のネイバー。

Neighbor

リクエストリストが送信されている特定のイン

ターフェイス。

Interface

リクエストリストが送信されているインター

フェイスのアドレス。

Address

リンクステートアドバタイズメント（LSA）の
タイプ。

Type

LSAのリンクステート ID。LS ID

アドバタイズルータの IPアドレス。ADV RTR

LSAのシーケンス番号。Seq NO

LSAの経過時間（秒単位）。Age

LSAのチェックサム。Checksum

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）

指定されたインターフェイス上で、ローカル

ルータが指定されたネイバーに送信する再送信

リストの最初の 10個のリンクステートエント
リを表示します。

show ospf retransmission-list, （1211ページ）
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show ospf retransmission-list
指定されたインターフェイス上で、ローカルルータが指定されたネイバーに送信するOpenShortest
PathFirst（OSPF）再送信リストの最初の10個のリンクステートエントリを表示するには、EXEC
モードで show ospf retransmission-listコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] retransmission-list [type interface-path-id]
[ neighbor-id ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示
されます。

area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

（任意）OSPFネイバーの IPアドレス。neighbor-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのネイバー

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、2つの隣接ルータでデータベースが同期されていない場合や、それらのルータ
間に隣接関係が形成されない場合などに使用します。隣接関係とは、ルータが別のルータを検出

したときに、データベースを同期化することです。

リストを参照すると、1台のルータが特定のデータベース更新のリクエストを試みているかどう
かを判断できます。一般に、リストで中断中であると示されているエントリは、アップデートの

配布中でないことを示します。このような動作の原因として考えられる理由の 1つは、ルータ間
における最大伝送単位（MTU）の不一致です。

このリストを参照して、破損していないことを確認することもできます。リストには、実際に存

在しているデータベースエントリが示されます。

再送信リスト情報は一時的であるため、通常、リストは空になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospf retransmission-listコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf retransmission-list 10.0.124.4 GigabitEthernet3/0/0/0

Neighbor 10.0.124.4, interface GigabitEthernet3/0/0/0 address 10.3.1.2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 109： show ospf retransmission-list 10.0.124.4 GigabitEthernet3/0/0/0 のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルルータから再送信リストを受信してい

る指定されたネイバー。

Neighbor
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説明フィールド

再送信リストが送信されている指定されたイン

ターフェイス。

Interface

インターフェイスのアドレス。Address

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）

ローカルルータが指定されたネイバーとイン

ターフェイスに対して行っている最初の 10個
の保留中のリンクステートリクエストを表示し

ます。

show ospf request-list, （1208ページ）
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show ospf routes
Open Shortest Path First（OSPF）トポロジテーブルを表示するには、EXECモードで show ospf
routesコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] routes [connected| external| local] [prefix mask]
[prefix/length] [multicast-intact] [backup-path]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス
名は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場
合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定で
きます。文字列「default」および「all」はVRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）接続されているルートを表示します。connected

（任意）他のプロトコルから再配布されたルートを表示します。external

（任意）ルーティング情報ベース（RIB）から再配布されるローカルルー
トを表示します。

ローカル

（任意）IPプレフィックス。特定のルートへの出力を制限します。

prefix引数が指定されている場合は、lengthあるいは mask引数が必要で
す。

prefix

（任意）IPアドレスマスク。mask

（任意）プレフィックス長。スラッシュ（/）と数値で示すことができま
す。たとえば、/8は、IPプレフィックスの最初の 8ビットがネットワー
クビットであることを示します。 lengthを使用する場合、スラッシュが
必要です。

/ length

（任意）マルチキャストの完全なパスを表示します。multicast-intact

（任意）高速再ルーティングのバックアップパス情報を表示します。backup-path

___________________
コマンドデフォルト すべてのルートタイプ

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記のasplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

backup-pathキーワードが追加されました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospf routesコマンドを使用して、OSPFプライベートルーティングテーブル（OSPFで計算
されたルートだけを含む）を表示します。 RIBのルートに問題がある場合は、OSPFルートのコ
ピーを確認して、RIBの内容と一致するかどうかを判断する方法が有用です。一致しない場合は、
OSPFと RIBの間に同期化の問題があります。ルートが一致しているにもかかわらず、ルートが
正しくない場合は、OSPFでのルーティング計算中にエラーが発生しました。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospf routesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf routes

Topology Table for ospf 1 with ID 10.3.4.2

Codes:O - Intra area, O IA - Inter area
O E1 - External type 1, O E2 - External type 2
O N1 - NSSA external type 1, O N2 - NSSA external type 2

O E2 10.3.1.0/24, metric 1
10.3.4.1, from 172.16.10.1, via GigabitEthernet 0/1/0/1

O 10.3.4.0/24, metric 1562
10.3.4.2, directly connected, via GigabitEthernet 0/1/0/1

O E2 10.1.0.0/16, metric 1
10.3.4.1, from 172.16.10.1, via GigabitEthernet 0/1/0/1

O IA 10.10.10.0/24, metric 1572
10.3.4.1, from 172.16.10.1, via GigabitEthernet 0/1/0/1

O E2 130.10.10.0/24, metric 20
10.3.4.1, from 172.16.10.1, via GigabitEthernet 0/1/0/1
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 110： show ospf route のフィールドの説明

説明フィールド

OSPFルート。O

外部タイプ 1または 2ルート。E

NSSAタイプ 1または 2N

ローカルルータにルートがあるネットワークお

よびサブネットマスク。

10.3.1.0/24

ネットワーク 10.3.1.0にアクセスするコスト。metric

ネットワーク 10.3.1.0へのパスのネクストホッ
プルータ。

10.3.4.1

ルータ ID 172.16.10.1はこのルートをアドバタ
イズするルータです。

from 172.16.10.1

特定のプレフィックス（10.3.1.0/24）宛てのパ
ケットは、GigabitEthernetインターフェイス
0/1/0/1に送信されます。

via GigabitEthernet 0/1/0/1

次に、プロセス名 100を使用した show ospf routesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf 100 routes

Topology Table for ospf 100 with ID 172.23.54.14

Codes:O - Intra area, O IA - Inter area
O E1 - External type 1, O E2 - External type 2
O N1 - NSSA external type 1, O N2 - NSSA external type 2

O 10.1.5.0/24, metric 1562
10.1.5.14, directly connected, via GigabitEthernet 0/3/0/3

O IA 21.0.0.0/24, metric 1572
10.1.5.12, from 172.23.54.12, via GigabitEthernet 0/3/0/3

O 10.0.0.0/24, metric 10
10.0.0.12, directly connected, via GigabitEthernet 0/2/0/3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 111： show ospf 100 route のフィールドの説明

説明フィールド

OSPFルート。O

エリア間ルート。IA

ローカルルータにルートがあるネットワークお

よびサブネットマスク。

10.1.5.0/24

ネットワーク 10.1.5.0にアクセスするコスト。metric 1562

ネットワーク 10.1.5.0へのパスのネクストホッ
プルータ。

10.1.5.14

ルータ ID 172.23.54.12はこのルートをアドバタ
イズするルータです。

from 172.23.54.12

特定のプレフィックス（10.3.1.0/24）宛てのパ
ケットは、GigabitEthernetインターフェイス
0/3/0/3に送信されます。

via GigabitEthernet 0/3/0/3

次に、プレフィックス 10.0.0.0と長さ 24を使用した show ospf routesコマンドの出力例を示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf routes 10.0.0.0/24

Topology Table for ospf 100 with ID 172.23.54.14

Codes:O - Intra area, O IA - Inter area
O E1 - External type 1, O E2 - External type 2
O N1 - NSSA external type 1, O N2 - NSSA external type 2

O IA 10.0.0.0/24, metric 1572
10.1.5.12, from 172.23.54.12, via GigabitEthernet 0/3/0/3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 112： show ospf route 10.0.0.0/24 のフィールドの説明

説明フィールド

ルートは OSPFルートです。O

ネットワーク 10.0.0.0へのルートは、エリア間
ルートです。

IA
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説明フィールド

ローカルルータにルートがあるネットワークお

よびサブネットマスク。

10.0.0.0/24

ネットワーク 10.0.0.0にアクセスするコスト。metric 1572

ネットワーク 10.0.0.0へのパスのネクストホッ
プルータの IPアドレス。

10.1.5.12

ルータ ID 172.23.54.12はこのルートをアドバタ
イズするルータです。

from 172.23.54.12

特定のプレフィックス（10.0.0.0/24）宛てのパ
ケットは、GigabitEthernetインターフェイス
0/3/0/3に送信されます。

via GigabitEthernet 0/3/0/3

次に、バックアップパス情報を表示する backup-pathキーワードを指定した show ospf routesコ
マンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospf routes backup-path

Topology Table for ospf 2 with ID 10.1.1.6

Codes: O - Intra area, O IA - Inter area
O E1 - External type 1, O E2 - External type 2
O N1 - NSSA external type 1, O N2 - NSSA external type 2

O 2.4.1.0/24, metric 50
2.4.1.2, directly connected, via TenGigE0/4/0/0

O 10.1.1.3/32, metric 11
200.40.1.101, from 10.1.1.3, via Bundle-Ether1.1, path-id 1

Backup path:
100.100.2.1, from 10.1.1.3, via TenGigE0/2/0/3.1, protected bitmap 0x1

O 10.1.1.6/32, metric 1
10.1.1.6, directly connected, via Loopback0

O 10.1.1.9/32, metric 22
200.40.1.101, from 10.1.1.9, via Bundle-Ether1.1, path-id 1

Backup path:
100.100.2.1, from 10.1.1.9, via TenGigE0/2/0/3.1, protected bitmap 0x1

O 10.1.1.10/32, metric 111
200.40.1.101, from 10.1.1.10, via Bundle-Ether1.1, path-id 1

Backup path:
100.100.2.1, from 10.1.1.10, via TenGigE0/2/0/3.1, protected bitmap 0x1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）

ルーティング情報ベース（RIB）の現在のルー
ト情報を表示します。

show route, （1526ページ）
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説明コマンド

ルーティング情報ベース（RIB）にインストー
ルされている隠されたデータを表示します。

show rib opaques, （1506ページ）
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show ospf sham-links
Open Shortest Path First（OSPF）模造リンク情報を表示するには、EXECモードで show ospf
sham-linksコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] sham-links

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPFVRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定できま
す。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospf sham-linksコマンドを使用すると、OSPF模造リンク情報が表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf
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___________________
例 次に、show ospf sham-linksコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf 1 vrf vrf_1 sham-links

Sham Links for OSPF 1, VRF vrf_1

Sham Link OSPF_SL0 to address 10.0.0.3 is up
Area 0, source address 10.0.0.1
IfIndex = 185
Run as demand circuit
DoNotAge LSA allowed., Cost of using 1
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:04
Adjacency State FULL (Hello suppressed)
Number of DBD retrans during last exchange 0
Index 2/2, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Keychain-based authentication enabled
Key id used is 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 113：show ospf sham-links フィールドの説明

説明フィールド

模造リンクの宛先エンドポイントのアドレス。Sham Link OSPF_SL0 to address

模造リンクに関連付けられた ifindex。IfIndex

模造リンクはデマンド回線として扱われます。Run as demand circuit

DoNotAge LSAが模造リンクにフラッディング
できます。

DoNotAge LSA allowed

模造リンクのコスト。Cost of using

模造リンク送信遅延。Transmit Delay

模造リンクインターフェイスの状態。State

さまざまな模造リンクのインターフェイス関連

のタイマー。

Timer intervals configured

次の helloが模造リンク上で送信されるまでの
時間。

Hello due in

模造リンク上のネイバーと隣接関係の状態。Adjacency State
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説明フィールド

模造リンク上の最後の交換中の DBD再送信の
数。

Number of DBD retrans during last exchange

エリアのフラッディングインデックス。Index

模造リンクの再送信キューの長さ。retransmission queue length

模造リンクインターフェイス上での再送信の

数。

number of retransmission

最初のフラッディング情報。First

次のフラッディング情報。Next

模造リンクインターフェイスの最後の再送信ス

キャンの長さ。

Last retransmission scan length is

模造リンクインターフェイスの再送信スキャン

の最大長。

maximum is

模造リンクインターフェイスの最後の再送信ス

キャンの時間。

Last retransmission scan time is

模造リンクインターフェイスの再送信スキャン

の最大時間。

maximum is 0 msec

キーチェーンベースの認証がイネーブルになり

ます。

Keychain-based authentication enabled

使用されたキー ID。Key id used is
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show ospf summary-prefix
Open Shortest Path First（OSPF）集約サマリーアドレス情報を表示するには、EXECモードで show
ospf summary-prefixコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] summary-prefix

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

___________________
コマンドデフォルト すべてのサマリープレフィックス

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

summary-prefixコマンドを使用して、外部ルートの集約を設定し、設定されたサマリーアドレス
を表示する場合は、show ospf summary-prefixコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospf summary-prefixコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf summary-prefix

OSPF Process 1, summary-prefix

10.1.0.0/255.255.0.0 Metric 20, Type 2, Tag 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 114：show ospf summary-prefix のフィールドの説明

説明フィールド

アドレスの範囲を表すために指定するサマリー

アドレス。サマリールートに使用される IPサ
ブネットマスク。

10.1.0.0/255.255.0.0

サマリールートをアドバタイズするために使用

されるメトリック。

Metric

外部リンクステートアドバタイズメント

（LSA）メトリックタイプ。
Type

ルートマップで再配布を制御するために、タグ

値を「一致」値として使用できます。

Tag

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）

別のルーティングプロトコルからOSPFプロト
コルに再配布されているルートの集約アドレス

を作成します。

summary-prefix（OSPF）, （1242ページ）
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show ospf virtual-links
OpenShortest PathFirst（OSPF）仮想リンクのパラメータと現在の状態を表示するには、EXECモー
ドで show ospf virtual-linksコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] virtual-links

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

___________________
コマンドデフォルト すべての仮想リンク

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

showospf virtual-linksコマンドを使用すると、OSPFルーティング動作のデバッグで役に立つ情報
が表示されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospf virtual-linksコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf virtual-links

Virtual Link to router 172.31.101.2 is up
Transit area 0.0.0.1, via interface GigabitEthernet 0/3/0/0, Cost of using 10
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 0:00:08
Adjacency State FULL

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 115： show ospf virtual-links のフィールドの説明

説明フィールド

OSPFネイバーと、そのネイバーへのリンクが
アップまたはダウンであるかを示します。

Virtual Link to router 172.31.101.2 is up

仮想リンクが形成される通過エリア。Transit area 0.0.0.1

仮想リンクが形成されるインターフェイス。via interface GigabitEthernet 0/3/0/0

仮想リンクによって OSPFネイバーに到達する
コスト。

Cost of usingusing 10

仮想リンク上の送信遅延（秒単位）。Transmit Delay is 1 sec

OSPFネイバーの状態。State POINT_TO_POINT

リンク用に設定されたさまざまなタイマーイン

ターバル（秒単位）。

Timer intervals

ネイバーからの次の helloメッセージが予想さ
れる時間（時:分:秒）。

Hello due in 0:00:08

ネイバー間の隣接状態。Adjacency State FULL
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （1159ページ）
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show protocols（OSPF）
ルータで実行されている OSPFv2プロセスに関する情報を表示するには、EXECモードで show
protocolsコマンドを使用します。

show protocols [afi-all| ipv4| ipv6] [all| protocol]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）指定されたアドレスファミリのすべてのプロトコルを指定しま

す。

all

（任意）ルーティングプロトコルを指定します。 IPv4アドレスファミリ
の場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• eigrp

• isis

• ospf

• rip

IPv6アドレスファミリの場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• eigrp

• isis

• ospfv3

protocol

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

読み取りrib

___________________
例 次は、OSPFコンフィギュレーションと show protocols ospf表示の結果です。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show running router ospf 1

router ospf 1
router-id Loopback0
nsf
redistribute connected
redistribute isis 3
area 0
mpls traffic-eng
interface Loopback0
!
interface Loopback1
!
interface Loopback2
!
interface GigabitEthernet 0/3/0/0
!
interface GigabitEthernet 0/3/0/1
!
interface GigabitEthernet 0/3/0/2
!
interface GigabitEthernet 0/3/0/3
!
!
mpls traffic-eng router-id Loopback0
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!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show protocols ospf
Routing Protocol OSPF 1
Router Id: 55.55.55.55
Distance: 110
Non-Stop Forwarding: Enabled
Redistribution:
connected
isis 3

Area 0
MPLS/TE enabled
GigabitEthernet 0/3/0/3
GigabitEthernet 0/3/0/2
GigabitEthernet 0/3/0/1
GigabitEthernet 0/3/0/0
Loopback2
Loopback0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 116： show protocols ospf フィールド説明

説明フィールド

このコンフィギュレーションのルータの ID。Router Id

他のプロトコルから送信されるルートに関連す

るOSPFルートのアドミニストレーティブディ
スタンス。

Distance

ノンストップフォワーディングのステータス。Non-Stop Forwarding

再配布されているプロトコルをリスト表示しま

す。

Redistribution

インターフェイスのリストとマルチプロトコル

ラベルスイッチングトラフィックエンジニア

リング（MPLSTE）のステータスをはじめとす
る現在のエリアに関する情報。

Area
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snmp context（OSPF）
OSPFインスタンスの SNMPコンテキストを指定するには、ルータコンフィギュレーションモー
ドまたは VRFコンフィギュレーションモードで snmp contextコマンドを使用します。 SNMPコ
ンテキストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp context context_name

no snmp context context_name

___________________
構文の説明 OSPFインスタンスの SNMPコンテキストの名前を指定します。context_name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストは指定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

snmp-serverコマンドは、OSPFインスタンスに対する SNMP要求を実行するように設定する必要
があります。 snmp-serverコマンドの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Management Command Reference』の「SNMP Server Commands」のモジュールを参照
してください。

プロトコルインスタンス、トポロジまたはVRFエンティティを使用して SNMPコンテキスト
をマッピングするには、snmp-server context mappingコマンドを使用します。ただし、この
コマンドの featureオプションは OSPFプロトコルでは機能しません。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFインスタンス 100の SNMPコンテキスト fooを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#snmp context foo

次に、snmp contextコマンドとともに使用するように snmp-serverコマンドを設定する例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server host 10.0.0.2 traps version 2c public udp-port
1620
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server community public RW
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server contact foo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server community-map public context foo

次に、OSPFインスタンス 100の SNMPコンテキストの設定例を示します。

snmp-server host 10.0.0.2 traps version 2c public udp-port 1620
snmp-server community public RW
snmp-server contact foo

snmp-server community-map public context foo

router ospf 100
router-id 2.2.2.2
bfd fast-detect
nsf cisco
snmp context foo
area 0
interface Loopback1
!
!
area 1
interface GigabitEthernet0/2/0/1
demand-circuit enable
!
interface POS0/3/0/0
!
interface POS0/3/0/1
!
!
!

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFインスタンスの SNMPトラップをイネー
ブルにします。

snmp trap（OSPF）, （1234ページ）
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説明コマンド

SNMP通知動作を指定します。snmp-server host

コミュニティアクセスストリングを設定して、

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）に
アクセスできるようにします。

snmp-server community

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）の
システム接点を設定します。

snmp-server contact

SNMPコンテキストと簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）コミュニティを関連付けま
す。

snmp-server community-map
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snmp trap（OSPF）
OSPFインスタンスの SNMPトラップをイネーブルにするには、VRFコンフィギュレーション
モードで snmp trapコマンドを使用します。 OSPFインスタンスの SNMPトラップをディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp trap

no snmp trap

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、VRF vrf-1でOSPFインスタンス 100の SNMPトラップをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)#snmp trap
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

OSPFインスタンスの SNMPコンテキストを指定し
ます。

snmp context（OSPF）, （1231ページ）
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snmp trap rate-limit（OSPF）
ウィンドウサイズおよびウィンドウのトラップの最大数の設定によって、OSPFによって送信さ
れるトラップの数を制御するには、ルータコンフィギュレーションモードで snmp trap rate-limit
コマンドを使用します。設定中にトラップのウィンドウサイズおよび最大数の設定をディセーブ

ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp trap rate-limit window-size max-num-traps

no snmp trap rate-limit window-size max-num-traps

___________________
構文の説明

トラップレート制限スライディングウィンドウのサイズを指定し

ます。

window-size

設定時に送信されたトラップの最大数を指定します。max-num-traps

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。このコマンドで snmp-server trap
ospf rate-limitコマンドが置き換えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー
ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、トラップレート制限スライディングウィンドウのサイズを30に設定し、送信されるトラッ

プの最大数を 100に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#snmp trap rate-limit 30 100
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spf prefix-priority（OSPFv2）
Shortest Path First（SPF）の実行中にグローバルルーティング情報ベース（RIB）への OSPFv2プ
レフィックスのインストールに優先順位を設定するには、ルータコンフィギュレーションモード

で spf prefix-priorityコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

spf prefix-priority route-policy policy-name

no spf prefix-priority route-policy policy-name

___________________
構文の説明 OSPFv2プレフィックス優先順位付けに適用するルートポリシーを指定し

ます。

SPFプレフィックス優先順位付けが設定されている場合、/32プ
レフィックスは、デフォルトでは優先されません。優先順位の

高いキューに /32プレフィックスを保持するには、ルートポリ
シーを適宜定義します。

（注）

route-policy
policy-name

___________________
コマンドデフォルト SPFプレフィックス優先順位付けはディセーブルです。

___________________
コマンドモード OSPFルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

SPFプレフィックス優先順位付けは、デフォルトでディセーブルです。ディセーブルモードで
は、/32プレフィックスは、その他のプレフィックスの前にグローバルRIBにインストールされま
す。

SPFプレフィックス優先順位付けがイネーブルの場合、ルートは、ルートポリシー基準と照合さ
れ、SPFの優先順位の設定に基づいて適切なプライオリティキューに割り当てられます。 /32プ
レフィックスを含む一致しないプレフィックスは、ロープライオリティキューに配置されます。
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すべての /32プレフィックスがハイプライオリティキューまたはミディアムプライオリティ
キューに設定されている場合は、次の単一ルートマップを設定します。

prefix-set ospf-medium-prefixes
0.0.0.0/0 ge 32

end-set

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv2 SPFプレフィックス優先順位付けを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set ospf-critical-prefixes
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 66.0.0.0/16
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy ospf-spf-priority
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in ospf-critical-prefixes then set

spf-priority critical
endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 66.0.0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# spf prefix-priority route-policy ospf-spf-priority

___________________
関連コマンド

説明コマンド

プレフィックスセットコンフィギュレーショ

ンモードを開始して、プレフィックスセット

を定義します。

prefix-set

ルートポリシーを定義して、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）
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stub（OSPF）
エリアをスタブエリアとして定義するには、エリアコンフィギュレーションモードで stubコマ
ンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

stub [no-summary]

no stub

___________________
構文の説明

（任意）Area Border Router（ABR;エリアボーダールータ）が要約リン
クアドバタイズメントをスタブエリアに送信するのを防ぎます。

no-summary

___________________
コマンドデフォルト スタブエリアは定義されていません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

スタブエリアのすべてのルータで stubコマンドを設定する必要があります。

スタブエリアの ABRで default-costコマンドを使用すると、ABRによってスタブエリアにアド
バタイズされるデフォルトルートのコストを指定します。

スタブエリアに送信されるリンクステートアドバタイズメント（LSA）の数をさらに減らすに
は、ABRで no-summaryキーワードを設定して、サマリー LSA（LSAタイプ 3）がスタブエリア
に送信されないようにすることができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、デフォルトコスト 20をスタブネットワーク 10.0.0.0に割り当てる方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# stub
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# default-cost 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアの認証をイネーブルにします。authentication（OSPF）, （1007ページ）

スタブエリアに送信されるデフォルトサマリー

ルートのコストを指定します。

default-cost（OSPF）, （1033ページ）
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summary-prefix（OSPF）
別のルーティングプロトコルからOpenShortest Path First（OSPF）プロトコルに再配布されるルー
トの集約アドレスを作成するには、適切なモードで summary-prefixコマンドを使用します。再配
布されるルートの集約をやめるには、このコマンドの no形式を使用します。

summary-prefix address mask [not-advertise| tag tag]

no summary-prefix address mask

___________________
構文の説明

アドレスの範囲を表すために指定するサマリーアドレス。address

サマリールートに使用される IPサブネットマスク。mask

（任意）アドレスとマスクのペアに一致するサマリールートがアドバ

タイズされないようにします。

not-advertise

（任意）ルートポリシーで再配布を制御するための「match」値とし
て使用できるタグ値。

tag tag

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを使用しない場合は、特定のアドレスがOSPFプロトコルに配布されている別のルー

トソースから、各ルートに対して作成されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

summary-prefixコマンドを使用すると、OSPF自律システム境界ルータ（ASBR）は、アドレスが
対応するすべての再配布されたルートの集約として、1つの外部ルートをアドバタイズします。
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このコマンドでは、OSPFに再配布されている、他のルーティングプロトコルからのルートのみ
が集約されます。

このコマンドを複数回使用して、複数のアドレスグループを集約できます。サマリーのアドバタ

イズに使用されるメトリックは、すべての特定ルートの中で最小のメトリックです。このコマン

ドは、ルーティングテーブルの容量縮小に有効です。

OSPFエリア間のルートを集約する場合は、rangeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、サマリーアドレス 10.1.0.0には、アドレス 10.1.1.0、10.1.2.0、10.1.3.0などが含まれ

ています。外部 LSAでは、アドレス 10.1.0.0だけがアドバタイズされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# summary-prefix 10.1.0.0 255.255.0.0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

エリア境界でルートを統合および集約します。range (OSPF), （1145ページ）
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timers lsa group-pacing
Open Shortest Path First（OSPF）リンクステートアドバタイズメント（LSA）を収集してグループ
化し、リフレッシュ、チェックサム、またはエージングを行う間隔を変更するには、適切なモー

ドで timers lsa group-pacingコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

timers lsa group-pacing seconds

no timers lsa group-pacing

___________________
構文の説明 LSAを収集してグループ化し、リフレッシュ、チェックサム、またはエー

ジングを行う間隔（秒数）です。範囲は 10～ 1800秒です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：240秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFの LSAグループペーシングはデフォルトでイネーブルです。リフレッシュ、チェックサ
ム、およびエージングのグループペーシングインターバルは、通常、デフォルトの設定で十分な

ので、この機能を設定する必要がありません。

LSAグループペーシングの期間は、ルータが処理するLSAの数に反比例します。たとえば、LSA
数が約 10,000の場合には、ペーシング間隔を短くしたほうが効果的です。小さなデータベース
（40～ 100 LSA）を使用する場合は、ペーシングインターバルを長くし、10～ 20分に設定して
ください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、LSAグループ間の OSPFぺーシングを 60秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# timers lsa group-pacing 60
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timers lsa min-arrival
任意の特定のOpen Shortest Path First（OSPF）リンクステートアドバタイズメント（LSA）の新し
いインスタンスがフラッド中に許可される頻度を制限するには、適切なモードで timers lsa
min-arrivalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

timers lsa min-arrival milliseconds

no timers lsa min-arrival

___________________
構文の説明

同じ LSAを許可する最小間隔（ミリ秒単位）。

範囲は 0～ 600000ミリ秒です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト milliseconds：100ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次の例では、同じ LSAを許可する最小間隔を 2秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# timers lsa min-arrival 2
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timers throttle lsa all（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）リンクステートアドバタイズメント（LSA）スロットリングを修
正するには、適切なモードで timers throttle lsa allコマンドを使用します。 LSAスロットリング
をデフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

timers throttle lsa all start-interval hold-interval max-interval

no timers throttle lsa all

___________________
構文の説明 LSAの最初の発生を生成するための遅延（ミリ秒単位）。範囲は 0

～ 600000ミリ秒です。
start-interval

同じ LSAの送信間の最小遅延（ミリ秒単位）。指定できる範囲は 1
～ 600000ミリ秒です。

hold-interval

同じ LSAの送信間の最大遅延（ミリ秒単位）。指定できる範囲は 1
～ 600000ミリ秒です。

max-interval

___________________
コマンドデフォルト start-interval：50ミリ秒

hold-interval：200ミリ秒

max-interval：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1248 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
timers throttle lsa all（OSPF）



lsa-start時間は、LSAの最初のインスタンスのフラッド前の遅延です。 lsa-hold間隔は、更新され
た LSAインスタンスのフラッド前の最小経過時間です。 lsa-max-wait時間は、更新された LSAイ
ンスタンスのフラッド前の最大可能経過時間です。

迅速なコンバージェンスのためには、lsa-start時間と lsa-hold間隔の時間数を短く設定します。た
だし、比較的大規模なネットワークでは、これにより、比較的短時間に、大量のLSAがフラッド
する可能性があります。 lsa-start時間と lsa-hold間隔のバランスは、反復してネットワークの規模
に到達します。 lsa-max-wait時間を使用すると、必ず合理的な時間内にOSPFを再収束できます。

LSAスロットリングは常にイネーブルになります。 timers throttle lsa allコマンドを使用して、
タイマー値を変更するか、noキーワードを指定して、デフォルト設定に戻すことができます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、開始、ホールド、最大待機間隔値をそれぞれ、500ミリ秒、1,000ミリ秒、90,000ミ

リ秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# timers throttle lsa all 500 1000 90000

次は、修正された LSAスロットリング設定を表示する show ospfコマンドからの出力例です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf

Routing Process "ospf 1" with ID 1.1.1.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border router
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Initial LSA throttle delay 500 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 1000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 90000 msecs
Minimum LSA interval 1000 msecs. Minimum LSA arrival 1 secs
Maximum number of configured interfaces 255
Number of external LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 2 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0
Non-Stop Forwarding enabled

Area BACKBONE(0) (Inactive)
Number of interfaces in this area is 2
SPF algorithm executed 8 times
Number of LSA 2. Checksum Sum 0x01ba83
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Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 1
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 9 times
Number of LSA 2. Checksum Sum 0x0153ea
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する概要を表
示します。

show ospf, （1165ページ）
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timers throttle spf（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）Shortest Path First（SPF）スロットリングを修正するには、適切な
モードで timers throttle spfコマンドを使用します。 SPFスロットリングをデフォルト設定に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

timers throttle spf spf-start spf-hold spf-max-wait

no timers throttle spf

___________________
構文の説明

初期 SPFスケジュール遅延（ミリ秒単位）です。指定できる範囲は 1～
600000ミリ秒です。

spf-start

2つの連続する SPF計算間の最小ホールドタイム（ミリ秒単位）です。
指定できる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。

spf-hold

2つの連続する SPF計算間の最大待機時間（ミリ秒単位）です。指定で
きる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。

spf-max-wait

___________________
コマンドデフォルト spf-start：50ミリ秒

spf-hold：200ミリ秒

spf-max-wait：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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spf-start時間は、最初に SPFを実行する前の遅延です。 spf-hold間隔は、連続して実行される SPF
間の最小経過時間です。 spf-max-wait時間は、SPF再実行前の最大可能経過時間です。

spf-start時間と spf-hold時間を短く設定すると、障害時により迅速にルーティングを代替パス
に切り替えますが、CPU処理時間の消費も大きくなります。

ヒント

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、開始、ホールド、最大待機間隔値をそれぞれ、5ミリ秒、1000ミリ秒、90000ミリ

秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# timers throttle spf 5 1000 90000
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transmit-delay（OSPF）
インターフェイスでリンクステート更新パケットを送信するために必要な推定時間を設定するに

は、適切なモードで transmit-delayコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

transmit-delay seconds

no transmit-delay seconds

___________________
構文の説明

リンクステートアップデートの送信に必要な時間（秒）。範囲は 1～
65535秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：1秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アップデートパケットのリンクステートアドバタイズメント（LSA）の伝送では、引数 seconds
で指定された数値分の経過時間を事前に増分する必要があります。値は、インターフェイスの送

信および伝播遅延を考慮して割り当てる必要があります。
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リンクでの送信前に遅延が加算されていない場合、LSAがリンクを介して伝播する時間は考慮さ
れません。この設定は、Cisco IOSXRソフトウェアでサポートされていない非常に低速のネット
ワークや非常に長時間（1秒より長い）の遅延が発生する衛星回路などのネットワーク上に限り
重要です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、インターフェイスGigabitEthernet 0/3/0/0の転送遅延を設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# transmit-delay 3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報
を表示します。

show ospf, （1165ページ）
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virtual-link（OSPF）
OpenShortest Path First（OSPF）仮想リンクを定義するには、エリアコンフィギュレーションモー
ドで virtual-linkコマンドを使用します。仮想リンクを削除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

virtual-link router-id

no virtual-link router-id

___________________
構文の説明

仮想リンクネイバーに関連付けられるルータ ID。ルータ IDは show ospfコマ
ンド表示で表示されます。ルータ IDには、4分割ドット付き 10進表記で指定
された任意の 32ビットルータ ID値を指定できます。

router-id

___________________
コマンドデフォルト 仮想リンクは定義されません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPF自律システムのすべてのエリアは、物理的にバックボーンエリア（エリア0）と接続してい
なければなりません。この物理接続が不可能である場合には、仮想リンクを使用して、非バック

ボーンエリアを経由してバックボーンに接続できます。また、仮想リンクを使用して、非バック

ボーンエリアを経由して、パーティション化されたバックボーンの 2つの部分を接続することも
できます。中継エリアとして知られている仮想リンクを構成するエリアには、完全なルーティン

グ情報がなければなりません。中継エリアはスタブエリアや Not-So-Stubby Areaであってはなり
ません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、任意のパラメータすべてにデフォルト値を使用して仮想リンクを確立する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# virtual-link 10.3.4.5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-vl)#

次の例では、mykeyと呼ばれるクリアテキスト認証を使用して、仮想リンクを構築する方法を示
しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# virtual-link 10.3.4.5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-vl)# authentication-key 0 mykey

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアの認証をイネーブルにします。authentication（OSPF）, （1007ページ）

OSPF仮想リンクのパラメータと現在の状態を
表示します。

show ospf virtual-links, （1225ページ）
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vrf（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを構成するに
は、ルータコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。 OSPF VRFを終了する
には、このコマンドの no形式を使用します。

vrf vrf-name

no vrf vrf-name

___________________
構文の説明 OSPFVRFの ID。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定できます。文字

列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。
vrf-name

___________________
コマンドデフォルト OSPF VRFは定義されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

vrfコマンドを使用すると、VRFを明示的に設定します。VRFコンフィギュレーションモードの
下で構成されたコマンド（interface [OSPF]および authenticationコマンド）は、自動的に当該
VRFと結びつきます。

VRFを修正または削除するには、エリアを作成するときに使用した形式と同じ形式の vrf-id引数
を指定する必要があります。

指定されたVRFをルータコンフィギュレーションから削除するには、no vrf vrf-idコマンドを
使用します。novrf vrf-idコマンドは、VRF、およびauthentication、default-cost、nssa、range、
stub、virtual-link、interfaceなどのすべての VRFオプションを削除します。

（注）
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VRFで起こりうるルータ ID変更を防ぐには、router-idコマンドを使用して、明示的にルータ ID
を設定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、VRF vrf1と GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0を設定する方法を示していま

す。 GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0は、自動的に VRF vrf1に結びつきます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFプロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPF）, （1157ページ）
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コ
マンド

このモジュールでは、IP Version 6（IPv6）Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルー
ティングプロトコルを設定およびモニタするために使用されるコマンドについて説明します。

OSPFv3の概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Routing Configuration Guide』の「Implementing OSPF on Cisco ASR 9000 Series Router」のモ
ジュールを参照してください。

• address-family（OSPFv3）, 1262 ページ

• area（OSPFv3）, 1264 ページ

• authentication（OSPFv3） , 1266 ページ

• auto-cost（OSPFv3）, 1268 ページ

• capability vrf-lite（OSPFv3）, 1270 ページ

• clear ospfv3 process, 1272 ページ

• clear ospfv3 redistribution, 1274 ページ

• clear ospfv3 routes, 1276 ページ

• clear ospfv3 statistics, 1278 ページ

• cost（OSPFv3）, 1280 ページ

• database-filter all out（OSPFv3）, 1282 ページ

• dead-interval（OSPFv3）, 1284 ページ

• default-cost（OSPFv3）, 1286 ページ

• default-information originate（OSPFv3）, 1288 ページ

• default-metric（OSPFv3）, 1290 ページ

• demand-circuit（OSPFv3）, 1292 ページ
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• distance ospfv3, 1294 ページ

• distribute-list prefix-list in, 1296 ページ

• distribute-list prefix-list out, 1298 ページ

• domain-id（OSPFv3）, 1301 ページ

• encryption, 1303 ページ

• flood-reduction（OSPFv3）, 1305 ページ

• graceful-restart（OSPFv3）, 1307 ページ

• hello-interval（OSPFv3）, 1309 ページ

• instance（OSPFv3）, 1311 ページ

• interface（OSPFv3）, 1313 ページ

• log adjacency changes（OSPFv3）, 1315 ページ

• maximum interfaces（OSPFv3）, 1317 ページ

• maximum-paths（OSPFv3）, 1319 ページ

• maximum redistributed-prefixes（OSPFv3）, 1321 ページ

• mtu-ignore（OSPFv3）, 1323 ページ

• neighbor（OSPFv3）, 1325 ページ

• network（OSPFv3）, 1328 ページ

• nssa（OSPFv3）, 1331 ページ

• nsr（OSPFv3）, 1333 ページ

• ospfv3 name-lookup, 1335 ページ

• packet-size（OSPFv3）, 1337 ページ

• passive（OSPFv3）, 1339 ページ

• priority（OSPFv3）, 1341 ページ

• range（OSPFv3）, 1343 ページ

• redistribute（OSPFv3）, 1345 ページ

• retransmit-interval（OSPFv3）, 1350 ページ

• router-id（OSPFv3）, 1352 ページ

• router ospfv3, 1354 ページ

• show ospfv3, 1356 ページ

• show ospfv3 border-routers, 1361 ページ

• show ospfv3 database, 1364 ページ

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1260 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド



• show ospfv3 flood-list, 1379 ページ

• show ospfv3 interface, 1382 ページ

• show ospfv3 message-queue, 1386 ページ

• show ospfv3 neighbor, 1388 ページ

• show ospfv3 request-list, 1396 ページ

• show ospfv3 retransmission-list, 1399 ページ

• show ospfv3 routes, 1402 ページ

• show ospfv3 statistics rib-thread, 1405 ページ

• show ospfv3 summary-prefix, 1407 ページ

• show ospfv3 virtual-links, 1409 ページ

• show protocols（OSPFv3）, 1412 ページ

• snmp context（OSPFv3）, 1415 ページ

• snmp trap（OSPFv3）, 1418 ページ

• snmp trap rate-limit（OSPFv3）, 1420 ページ

• spf prefix-priority（OSPFv3）, 1422 ページ

• stub（OSPFv3）, 1424 ページ

• stub-router, 1426 ページ

• summary-prefix（OSPFv3）, 1429 ページ

• timers lsa arrival, 1431 ページ

• timers pacing flood, 1433 ページ

• timers pacing lsa-group, 1435 ページ

• timers pacing retransmission , 1437 ページ

• timers throttle lsa all（OSPFv3）, 1439 ページ

• timers throttle spf（OSPFv3）, 1441 ページ

• trace（OSPFv3）, 1443 ページ

• transmit-delay（OSPFv3）, 1446 ページ

• virtual-link（OSPFv3）, 1448 ページ

• vrf（OSPFv3）, 1450 ページ
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address-family（OSPFv3）
OpenShortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）のアドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドを開始するには、ルータ OSPFv3コンフィギュレーションモードで address-familyコマンドを
使用します。アドレスファミリコンフィギュレーションモードをディセーブルにするには、こ

のコマンドの no形式を使用します。

address-family ipv6 [unicast]

no address-family ipv6 [unicast]

___________________
構文の説明 IP Version 6（IPv6）アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリは指定されません。

___________________
コマンドモード ルータ ospfv3コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、IPv6ユニキャストアドレスプレフィックスを使用して OSPFv3ルータプロセスを設定す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# address-family ipv6 unicast
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area（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）エリアを設定するには、適切なコンフィギュレー
ションモードで areaコマンドを使用します。 OSPFv3エリアを除去するには、このコマンドの
no形式を使用します。

area area-id

no area area-id

___________________
構文の説明 OSPFv3エリアの IDです。 area-id引数は、10進数値または IPv4アドレ

スのいずれかで指定できます。

area-id

___________________
コマンドデフォルト OSPFv3エリアは定義されません。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エリアは、areaコマンドを使用して明示的に設定する必要があります。

ルータをエリアコンフィギュレーションモード（プロンプトは config-router-ar）にするには area
コマンドを使用します。このモードからエリア固有の設定を行うことができます。このモードで

設定したコマンド（interfaceコマンドなど）は、そのエリアに自動でバインドされます。
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指定された OSPFv3エリアをルータ ospfv3設定から除去するには、no area area-idコマンドを
使用します。 no area area-idコマンドは、OSPFv3エリアオプションすべてを含む OSPFv3エ
リアおよび、そのエリアに設定されているOSPFv3インターフェイスとインターフェイスオプ
ションすべてを除去します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3プロセス 1のためにエリア 0を設定する例を示します。GigabitEthernet 0/1/0/1イン

ターフェイスも設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
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authentication（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）インターフェイスのためにプレーンテキスト、
Message Digest 5（MD5）認証、またはヌル認証をイネーブルにするには、適切なコンフィギュ
レーションモードで authenticationコマンドを使用します。このような認証を削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

authentication {ipsec spi spi-value {md5| sha1} [clear| password] password| disable}

no authentication

___________________
構文の説明 IP Security（IPSec）を指定します。ipsec

SecurityPolicy Index（SPI）値を指定します。範囲は256～4294967295
です。

spi spi-value

Message Digest 5（MD5）認証をイネーブルにします。md5

SHA1認証をイネーブルにします。sha1

（任意）キーを暗号化しないことを指定します。clear

（任意）双方向アルゴリズムを使用してキーを暗号化することを指

定します。

password

キーボードから入力できる任意の連続ストリングです。password

OSPFv3パケットの認証をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される authenticationパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される authenticationパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、インターフェイスは認証を使用しませ

ん。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション
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仮想リンクコンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

authenticationコマンドを使用すると、インターフェイスの認証タイプを指定できます。これは、
このインターフェイスが属するエリアで指定される認証より優先されます。このコマンドが、コ

ンフィギュレーションファイルに含まれていない場合、インターフェイスが属するエリアで設定

される認証（area authenticationコマンドで指定）が使用されます。

認証タイプおよびパスワードは、OSPFv3経由で通信する予定のすべてのOSPFv3インターフェイ
スで同一である必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、MD5認証をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# authentication ipsec spi 500 md5
1234567890abcdef1234567890abcdef
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auto-cost（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロトコルによりインターフェイスのデフォルト
メトリックの計算方法を制御するには、適切なコンフィギュレーションモードでauto-costコマン
ドを使用します。インターフェイスタイプだけに基づいてリンクコストを設定するには、この

コマンドの disable形式を使用します。インターフェイスの帯域幅に従ったインターフェイスの
OSPFv3メトリック計算を再度イネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

auto-cost [reference-bandwidth mbps| disable]

no auto-cost [reference-bandwidth mbps| disable]

___________________
構文の説明

（任意）速度をMbps（帯域幅）で設定します。範囲は 1～
4294967です。

reference-bandwidth mbps

（任意）インターフェイスタイプだけに基づいてリンクコスト

を設定します。

disable

___________________
コマンドデフォルト mbps：100 Mbps

___________________
コマンドモード ルータ ospfv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、OSPFv3は、インターフェイスの帯域幅に従ってインターフェイスのOSPFv3メ
トリックを計算します。
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このコマンドのnoauto-cost disable形式により、インターフェイスの帯域幅に従ったインターフェ
イスの OSPFv3メトリックの計算が再度イネーブルになります。

インターフェイスタイプだけに基づいてリンクコストを設定するには、disableキーワードを使
用します。

帯域幅が大きい複数のリンクが存在している場合に、大きい数を使用してそれらのリンクのコス

トを区別する必要がある場合があります。

OSPFv3が設定されているすべてのインターフェイスに対して、一貫した方法でコスト設定を行
う、つまりリンクコストを明示的に設定（costコマンドを使用）するか、適切なデフォルトを選
択（auto-costコマンドを使用）するかのいずれかを行うことが推奨されます。

costコマンドによって設定される値により、auto-costコマンドの結果のコストが上書きされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、自動コストのリファレンス値に 64を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# auto-cost reference-bandwidth 64

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFパス計算のインターフェイス（ネットワー
ク）のコストを明示的に指定します。

cost（OSPFv3）, （1280ページ）
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capability vrf-lite（OSPFv3）
特定の VRFのピアから受信した LSAの DNビットを無視し、その VRF内の自動 ABRステータ
スをディセーブルにするには、OSPFv3 VRFコンフィギュレーションモードで capability vrf-lite
コマンドを使用します。 LSAの DNビットの無視をディセーブルにし、VRFの自動 ABRステー
タスを再度イネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

capability vrf-lite

no capability vrf-lite

このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータ（Multi-VRF CEルータとも呼ばれる）が VRFに関連付けられたインターフェイスを介し
て直接接続されており、MPLS/VPNBGPバックボーンを介して他のPEに接続されていない場合、
capability vrf-liteコマンドを使用します。

OSPFv3がVRFでイネーブルの場合、ルータは常にABRです。 capability vrf-liteコマンドがイネー
ブルの場合、ルータは、エリア 0（バックボーンエリア）に接続されており、特定のVRFのこの
ルータで他の（非バックボーン）エリアがイネーブルになっている場合にだけ、ABRになりま
す。

このコマンドを使用すると、ルートは、VPNバックボーンに再導入される可能性があります。（注）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、VRF vrf1で OSPFv3インスタンス 1の VRF-Lite機能をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-vrf)#capability vrf-lite

___________________
関連コマンド 説明コマンド

OSPFv3コンフィギュレーションサブモードを開始し
ます。

vrf（OSPFv3）, （1450ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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clear ospfv3 process
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルータプロセスの除去も再設定も行わないでその
ルータプロセスをリセットするには、EXECモードで clear ospfv3processコマンドを使用します。

clear ospfv3 [process-name] [vrf vrf-name] process

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数を含めた場合
は、指定したルーティングプロセスだけが影響を受けます。その他の場合

は、すべての OSPFv3プロセスがリセットされます。

process-name

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRFをサポートするために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFv3ルータプロセスがリセットされると、OSPFv3は割り当てられているリソースをすべて解
放し、内部データベースをクリーンアップし、ルートをアンインストールし、OSPFv3の隣接ルー
タをすべてリセットします。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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router-id（OSPFv3）,（1352ページ）コマンドによってOSPFルータ IDを明示的に設定してい
ない場合は、clear ospfv3 processコマンドによりルータ ID設定をクリアできます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3プロセスをすべてリセットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospfv3 process

次に、OSPFv3プロセス 1をリセットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospfv3 1 process

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3プロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPFv3）, （1352ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1273

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
clear ospfv3 process



clear ospfv3 redistribution
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロセスによって発信されたタイプ 5およびタイ
プ 7のリンクステートアドバタイズメント（LSA）をすべてフラッシュするには、EXECモード
で clear ospfv3 redistributionコマンドを使用します。

clear ospfv3 [process-name] [vrf vrf-name] redistribution

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数を含めた場合
は、指定したルーティングプロセスだけが影響を受けます。その他の場合

は、すべての OSPFv3プロセスがリセットされます。

process-name

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRFをサポートするために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

再びルーティングテーブルが読み取られるようにするには、clear ospfv3 redistributionコマンド
を使用します。 OSPFv3では、タイプ 5およびタイプ 7のリンクステートアドバタイズメント
（LSA）を再生成し、ネイバーに送信します。 OSPFv3再配布で予期しないルートが出現したと
きは、このコマンドを使用することにより問題が訂正されます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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このコマンドを使用すると、大量の LSAがネットワークにフラッディングする可能性があり
ます。そのため、このコマンドを使用する場合は注意してください。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3再配布ルートすべてを他のプロトコルからクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospfv3 redistribution

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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clear ospfv3 routes
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）内部ルートテーブルをクリアするには、EXEC
モードで clear ospfv3 routesコマンドを使用します。

clear ospfv3 [process-name] [vrf vrf-name] routes

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数を含めた場合
は、指定したルーティングプロセスだけが影響を受けます。その他の場合

は、すべての OSPFv3プロセスがリセットされます。

process-name

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRFをサポートするために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

Shortest Path First（SPF）ルーティングテーブルの再計算を行わせることにより内部テーブルに強
制的にデータを再設定するには、clear ospfv3 routesコマンドを使用します。 OSPFv3ルーティン
グテーブルがクリアされると、グローバルルーティングテーブル内のOSPFv3ルートも再計算さ
れます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3ルーティングテーブルから OSPFv3ルートをすべてクリアし、有効なルートを再

計算する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospfv3 routes

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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clear ospfv3 statistics
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）統計情報カウンタをクリアするには、EXECモー
ドで clear ospfv3 statisticsコマンドを使用します。

clear ospfv3 [process-name] [vrf vrf-name] statistics [neighbor [type interface-path-id] [router-id]]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数を含めた場合
は、指定したルーティングプロセスだけが影響を受けます。

process-name

（任意）指定されたネイバーのカウンタだけをクリアします。neighbor

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

（任意）指定されたルータ ID。この引数は、IPv4アドレスに類似した、32
ビットのドット付き 10進表記である必要があります。この引数では、指
定したネイバーのカウンタだけがクリアされます。

router-id

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）を指定します。vrf

VRFの名前。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

OSPFv3 VRFをサポートするために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

以降の変更を観察しやすくするために統計情報をリセットするには、clear ospfv3 statisticsコマン
ドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0上のネイバーすべての OSPFv3統計カウンタをク

リアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospfv3 statistics neighbor GigabitEthernet 0/2/0/0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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cost（OSPFv3）
OSPFパス計算のためにインターフェイス（ネットワーク）のコストを明示的に指定するには、適
切なコンフィギュレーションモードで costコマンドを使用します。コストを除去するには、この
コマンドの no形式を使用します。

cost cost

no cost

___________________
構文の説明

リンクステートメトリックとして表される符号なし整数値。有効値の範囲

は 1～ 65535です。
cost

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される costパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される costパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルで指定されない場合、コストは、auto-costコマンドで指定した
インターフェイス帯域幅に基づきます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リンクステートメトリックは、ルータリンクアドバタイズメントでリンクコストとしてアドバ

タイズされます。

一般に、パスコストは次の式を使用して計算されます。

10^8 / bandwidth

この値がご使用のネットワークに適さない場合は、独自のパスコスト計算方式を使用できます。

costコマンドによって設定される値により、auto-costコマンドの結果のコストが上書きされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1でコスト値を 65に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# cost 65

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3プロトコルで、インターフェイスのデ
フォルトメトリックを計算する方法を制御しま

す。

auto-cost（OSPFv3）, （1268ページ）
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database-filter all out（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）インターフェイスへの送信リンクステートアドバ
タイズメント（LSA）をフィルタリングするには、適切なコンフィギュレーションモードで
database-filter all outコマンドを使用します。インターフェイスに対する LSAの転送を元に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

database-filter all out

no database-filter all out

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアに指定されている database filterパラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される database filterパラメータを採用します。

ルータOSPFv3コンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、データベー
スフィルタがディセーブルになり、すべての発信LSAがインターフェイスにフラッディングされ
ます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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neighborコマンド（database-filterキーワード付き）がネイバー単位で実行する機能と同じ機能を
実行するには、database-filter all outコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernet interface 0/2/0/3経由で到達可能なネイバーにOSPFv3 LSAがフラッディング

しないようにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# database-filter all out

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワークと相互接続す

る OSPFv3ルータを設定します。
neighbor（OSPFv3）, （1325ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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dead-interval（OSPFv3）
helloパケットが観察されなくなってから、ネイバーがデッドと宣言されるまでの間隔を設定する
には、適切なコンフィギュレーションモードで dead-intervalコマンドを使用します。デフォル
ト時間に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

dead-interval seconds

no dead-interval

___________________
構文の説明

間隔（秒数）を指定する符号なし整数です。この値は、同じネットワークリ

ンクのノードすべてで同一である必要があります。有効値の範囲は1～65535
です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアに指定されている dead intervalパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される dead intervalパラメータを採用します。

このコマンドをルータ OSPFv3コンフィギュレーションモードで指定しなかった場合、デッド間
隔は hello-interval（OSPFv3）コマンドで設定されている間隔の 4倍となります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

dead interval値が異なる場合、2台のOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルータが隣接
ルータになることはありません。

hello intervalが設定されている場合、dead interval値は、hello interval値より大きくなければなりま
せん。 dead interval値は、通常、hello interval値の 4倍の値に設定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernet interface 0/2/0/3の OSPFv3デッド間隔に 40秒を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# dead-interval 40

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Cisco IOS XRソフトウェアがインターフェイス
で送信するhelloパケットの間隔を指定します。

hello-interval（OSPFv3）, （1309ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1285

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
dead-interval（OSPFv3）



default-cost（OSPFv3）
OpenShortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）パケットのスタブエリアまたはNot-So-StubbyArea
（NSSA）に送信されるデフォルトサマリールートのコストを指定するには、エリアコンフィ
ギュレーションモードで default-costコマンドを使用します。割り当てられたデフォルトルート
のコストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

default-cost cost

no default-cost

___________________
構文の説明

スタブエリアまたは NSSAエリアに使用されるデフォルトサマリールートの
コストです。指定できる値は、1～ 16777214の範囲の 24ビット数値です。

cost

___________________
コマンドデフォルト cost：1

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

default-costコマンドは、スタブエリアまたは NSSAエリアに接続されているエリア境界ルータ
（ABR）だけで使用してください。

スタブエリアに接続されているルータおよびアクセスサーバのすべてで、そのエリアは、エリア

コンフィギュレーションサブモードで stub (OSPFv3)コマンドを使用してスタブエリアとして設
定されている必要があります。 default-costコマンドは、スタブエリアに接続されている ABRで
だけ使用してください。 default-costコマンドは、ABRによってスタブエリアに生成されるサマ
リーデフォルトルートのメトリックを提供します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、エリア 10.15.0.0に送信されるデフォルトルートにコスト 20を割り当てる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 10.15.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# stub
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# default-cost 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

エリアをスタブエリアとして定義します。stub（OSPFv3）, （1424ページ）
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default-information originate（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルーティングドメインにデフォルトの外部ルート
を生成するには、ルータ OSPFv3コンフィギュレーションモードで default-information originate
コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

default-information originate [route-policy policy-name] [always] [metric metric-value] [metric-type
type-value] [tag tag-value]

no default-information originate [route-policy policy-name] [always] [metric metric-value] [metric-type
type-value] [tag tag-value]

___________________
構文の説明

（任意）デフォルトの情報生成に適用するルートポリシーを指定しま

す。

route-policy
policy-name

（任意）ソフトウェアにデフォルトルートがあるかどうかにかかわら

ず、常に、デフォルトルートをアドバタイズします。

always

（任意）デフォルトルートの生成に使用するメトリックを指定します。

デフォルトのメトリック値は 1です。使用される値はプロトコル固有で
す。

metric metric-value

（任意）OSPFv3ルーティングドメインにアドバタイズされるデフォル
トルートに関連付ける外部リンクタイプを指定します。次のいずれか

の値を指定できます。

1：タイプ 1外部ルート

2：タイプ 2外部ルート

metric-type type-value

（任意）各外部ルートに付加する 32ビットのドット付き 10進値です。
この値は、OSPFv3プロトコル自体では使用されません。 Autonomous
SystemBoundaryRouter（ASBR;自律システム境界ルータ）間で情報を通
信するために使用できます。タグを指定しなかった場合は、ゼロ（0）
が使用されます。

tag tag-value

___________________
コマンドデフォルト OSPFv3ルーティングドメインへのデフォルト外部ルートは生成されません。

metric-value：1

type-value：タイプ 2
___________________
コマンドモード ルータ ospfv3コンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

redistributeコマンドまたは default-informationコマンドを使用して、OSPFv3ルーティングドメ
インにルートを再配布するといつでも、ソフトウェアは自動で ASBRになります。ただし、デ
フォルトでは、ASBRはデフォルトルートを OSPFv3ルーティングドメインに生成しません。
キーワード alwaysを指定した場合を除き、ソフトウェアには、デフォルトルートを生成する前
に、自身のためにデフォルトルートが設定されている必要があります。

OSPFv3プロセスに対して default-information originateコマンドを使用する場合は、デフォルト
ネットワークがルーティングテーブルにある必要があります。

ルーティングポリシーの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Command Reference』の「Routing Policy Commands」の章を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3ルーティングドメインに再配布されるデフォルトのルートのメトリックを 100に

指定し、タイプ 1の外部メトリックタイプを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#default-information originate metric 100 metric-type 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートを1つのルーティングドメインから他の
ルーティングドメインに再配布します。

redistribute（OSPFv3）, （1345ページ）
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default-metric（OSPFv3）
別のプロトコルから Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）に再配布されるルートのデ
フォルトメトリック値を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで default-metric
コマンドを使用します。デフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

default-metric value

no default-metric value

___________________
構文の説明

指定されたルーティングプロトコルに適したデフォルトメトリック値。value

___________________
コマンドデフォルト 各ルーティングプロトコルに適した、組み込みの自動メトリック変換です。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

default-metricコマンドは、redistributeコマンドと組み合わせて使用して、現在のルーティング
プロトコルで、再配布されるすべてのルートに対して同じメトリック値が使用されるようにしま

す。デフォルトのメトリックは、互換性のないメトリックを持つルートを再配布するという問題

を解決するために役立ちます。メトリックを変換しない場合は、必ずデフォルトのメトリックを

使用して、適切な代替メトリックを提供し、再配布を続行できるようにしてください。

OSPFコンフィギュレーションで設定されている default-metric値は、redistribute connectedコマン
ドを使用して OSPFに再配布される接続ルートに適用されません。接続ルートにデフォルト以外
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のメトリックを設定するには、redistribute connectedmetricmetric-valueコマンドを使用してOSPF
を設定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）と OSPFv3の両方のルーティングプロト

コルに対応しているルータを設定する例を示します。OSPFv3ルーティングプロトコルでは、IS-IS
派生のルートをアドバタイズし、それらのルートにメトリック 10を割り当てます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# default-metric 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# redistribute isis IS-IS_isp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートを1つのルーティングドメインから他の
ルーティングドメインに再配布します。

redistribute（OSPFv3）, （1345ページ）
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demand-circuit（OSPFv3）
インターフェイスを OSPFv3デマンド回線として扱うよう Open Shortest Path Firstバージョン 3
（OSPFv3）ルータプロセスを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで
demand-circuitコマンドを使用します。インターフェイスからデマンド回線の指定を削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

demand-circuit [disable]

no demand-circuit

___________________
構文の説明

（任意）設定の上位レベルで指定されている場合に、デマンド回線の設定

をディセーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアに指定されている demand circuitパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される demand circuitパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、インターフェイスはデマンド回線にな

りません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ポイントツーポイントインターフェイスでは、デマンド回線の 1つの端だけを demand-circuitコ
マンドで設定する必要があります。定期的な helloメッセージが抑止され、リンクステートアド
バタイズメント（LSA）の定期的な更新によってデマンド回線がフラッディングされません。こ
のコマンドを使用すると、トポロジが安定している場合に、下位のデータリンク層を閉じること

ができます。ポイントツーマルチポイントトポロジでは、マルチポイントの端だけをこのコマン

ドで設定する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernet interface 0/3/0/1をオンデマンド回線として設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# interface GigabitEthernet 0/3/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-if)# demand-circuit

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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distance ospfv3
ルートタイプに基づいてOpenShortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルートアドミニストレー
ティブディスタンスを定義するには、ルート ospfv3コンフィギュレーションモードで distance
ospfv3コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

distance ospfv3 {intra-area| inter-area| external} distance

no distance ospfv3

___________________
構文の説明

エリアのタイプです。次のいずれかの値を指定できます。

intra-area：エリア内のすべてのルート。

inter-area：エリアから別のエリアへのすべてのルート。

external：再配布により学習された、他のルーティングドメインから
のすべてのルート。

intra-area | inter-area |
external

ルートアドミニストレーティブディスタンスです。distance

___________________
コマンドデフォルト distance：110

___________________
コマンドモード ルータ ospfv3コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

キーワードをいずれか 1つ指定する必要があります。

distance ospfv3コマンドを使用して、アクセスリストと distanceコマンドの組み合わせによる機
能と同じ機能を実行します。ただし、distance ospfv3コマンドでは、アクセスリストを渡す特定
のルートではなく、ルートのグループ全体のディスタンスを設定します。
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distanceospfv3コマンドは、一般に、相互に再配布する複数のOSPFv3プロセスがあり、特定のプ
ロセスからの内部ルートのほうを他のプロセスからの外部ルートより優先する場合に使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、外部ディスタンスを 200に変更して、ルートの信頼性を下げる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# redistribute ospfv3 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# distance ospfv3 external 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# redistribute ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# distance ospfv3 external 200

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アドミニストレーティブディスタンスを定義し

ます。

distance ospf
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distribute-list prefix-list in
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）がルーティング情報ベース（RIB）にインストー
ルするルートをフィルタリングするには、適切なコンフィギュレーションモードで distribute-list
prefix-list inコマンドを使用します。フィルタを削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

distribute-list prefix-list prefix-list-name in

no distribute-list prefix-list prefix-list-name in

___________________
構文の説明 IP Version 6（IPv6）のプレフィックスリスト名です。このリストは、

RIBにインストールする IPv6プレフィックスを定義します。
prefix-list-name

___________________
コマンドデフォルト OSPFv3が認識したルートすべてが RIBにインストールされます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

このコマンドが OSPFv3 VRFコンフィギュレーションサブモードで
サポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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distribute-list prefix-listコマンドを使用して、OSPFv3がルータの RIBにインストールするルート
を制限します。このコマンドは、他の OSPFv3ルータに送信される情報や、それらのルータが計
算してインストールするルートには影響しません。

他のOSPFv3ルータではRIBにおけるいずれの欠落も認識しないため、欠落しているプレフィッ
クス宛のトラフィックを送信することがあります。それらのプレフィックスに対する他のプ

ロビジョニングが行われていない場合、パケットはドロップされます。

（注）

ルータospfv3コンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定すると、フィルタは、OSPFv3
によって計算されるすべてのルートに適用されます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定すると、フィルタは、そ

のインターフェイスを経由する送信トラフィックだけに適用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、アドレスの最初の 32ビットが 2001:e624であるルートを OSPFv3にインストールさせない

ようにする例を示します。 OSPFv3は、ネクストホップインターフェイスとして GigabitEthernet
interface 0/2/0/0を使用する 2002::/16へのルートもインストールしないよう指示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv6 prefix-list preflist1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# deny 2001:e624::/32 le 128
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# permit ::/0 le 128
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv6 prefix-list preflist2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# deny 2002::/16
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# permit ::/0 le 128
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# distribute-list prefix-list preflist1 in
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# distribute-list prefix-list preflist2 in
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distribute-list prefix-list out
他のルーティングプロトコルからOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）に再配布される
ルートをフィルタリングするには、適切なコンフィギュレーションモードでdistribute-listprefix-list
outコマンドを使用します。フィルタを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

distribute-list prefix-list prefix-list-name out [protocol [ process-id ]]

no distribute-list prefix-list prefix-list-name out [protocol [ process-id ]]

___________________
構文の説明 IP Version 6（IPv6）のプレフィックスリスト名です。このリストは、RIBにイン

ストールする IPv6プレフィックスを定義します。
prefix-list-name

（任意）ルートの再配布元であるソースプロトコルです。キーワードbgp、eigrp、
isis、ospfv3、static、および connectedのいずれかにすることができます。

staticキーワードは、IPv6スタティックルートを再配布する場合に使用します。

connectedキーワードは、IPv6がインターフェイスでイネーブルにされているため
に自動で確立されるルートを表します。OSPFv3や IntermediateSystem-to-Intermediate
System（IS-IS）などのルーティングプロトコルの場合、これらのルートは自律シ
ステムの外部として再配布されます。

protocol

（任意）bgpキーワードの場合、自律システム番号には次の範囲があります。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

• asdot形式の4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は1.0～65535.65535
です。

eigrpキーワードは、自律システム番号です。

isisキーワードの場合は、ルーティングプロセスのわかりやすい名前を定義する
任意の引数です。各ルータに指定できる IS-ISプロセスは1つだけです。ルーティ
ングプロセスの名前を作成することは、ルーティングを設定するときに名前を使

用することを意味します。

ospfv3キーワードの場合は、ルートの再配布元である適切な OSPFv3プロセス名
です。値は文字列の形式を取ります。 10進数を入力できますが、ストリングと
して内部に格納されます。

process-id

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1298 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
distribute-list prefix-list out



___________________
コマンドデフォルト redistribute（OSPFv3）, （1345ページ）コマンドで指定したプロトコルからのルートは、すべて

OSPFv3に再配布されます。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされ
ました。

リリース 3.9.0

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートは、他の複数のルーティングプロトコルからや、他の OSPFv3プロセスから OSPFv3に再
配布可能です。次にこれらのルートは、タイプ 5（外部）またはタイプ 7 Not-So-Stubby Area
（NSSA）のリンクステートアドバタイズメント（LSA）経由で他のOSPFv3ルートに伝達されま
す。 distribute-list prefix-list outコマンドを使用して、再配布されるルートを IPv6プレフィック
スリストと照合することにより再配布を制御します。プレフィックスリストによって許可され

るルートだけが OSPFv3に再配布されます。

OSPFv3に再配布されるプロトコルごとに、個別のプレフィックスリストを設定できます。すべ
てのプロトコルに適用されるプレフィックスリスト 1つを定義することもできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、アドレスの最初の 32ビットが 2001:e624であるルートを OSPFv3に再配布させないように

する例を示します。さらに、2064で始まるプレフィックスを持つルートはボーダーゲートウェ
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イプロトコル（BGP）自律システム 1から再配布されず、それらのルートは BGP自律システム 5
からだけ再配布されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv6 prefix-list p1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# deny 2001:e624::/32 le 128
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# permit ::/0 le 128
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv6 prefix-list p2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# deny 2064::/16 le 128
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# permit ::/0 le 128
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv6 prefix-list p3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv6-pfx)# permit 2064::/16 le 128
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# redistribute bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# redistribute bgp 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# distribute-list prefix-list p1 out
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# distribute-list prefix-list p2 out bgp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# distribute-list prefix-list p3 out bgp 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングドメインからOSPFv3の別のルー
ティングドメインにルートを再配布します。

redistribute（OSPFv3）, （1345ページ）
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domain-id（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）VPNルーティングおよび転送（VRF）ドメイン ID
を指定するには、VRFコンフィギュレーションモードで domain-idコマンドを使用します。
OSPFv3 VRFドメイン IDを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

domain-id [secondary] type [0005| 0105| 0205] value domain-id_value

no domain-id [secondary] type [0005| 0105| 0205] value domain-id-value

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3セカンダリドメイン ID。secondary

16進数形式でのプライマリ OSPFv3ドメイン ID。

• 0005：タイプ 0x0005

• 0105：タイプ 0x0105

• 0205：タイプ 0x0205

type

16進形式の OSPFドメイン IDの値。value

6バイトの 16進数としてのOSPFドメイン IDの拡張コミュニティ値。domain-id-value

___________________
コマンドデフォルト ドメイン IDは指定されません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ドメイン IDに値を指定しない場合、デフォルトはヌル（すべてのゼロ）プライマリドメイン ID
となります。 1つ以上のセカンダリドメイン IDを指定できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、タイプ 0105および値 AABBCCDDEEFFを使用してドメイン IDを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf vrf_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)# domain-id type 0105 value AABBCCDDEEFF

___________________
関連コマンド 説明コマンド

OSPFv3コンフィギュレーションサブモードを開始し
ます。

vrf（OSPFv3）, （1450ページ）
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encryption
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）パケットを暗号化および認証するには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで encryptionコマンドを使用します。暗号化を除去するには、この
コマンドの no形式を使用します。

encryption {disable | ipsec spi security-parameter esp{3des| aes| [192| 256]| des| null authentication| {md5|
sha1}}} {clear| password} password

no encryption

___________________
構文の説明 OSPFv3パケットの暗号化をディセーブルにします。disable

IPSec ESPの暗号化およびSecurity Parameter Index（SPI）値を使用し
た認証を指定します。

ipsec spi

SPI値です。範囲は 256～ 4294967295です。security-parameter

Encryption Service Payload（ESP）暗号化パラメータを指定します。esp

Triple DESアルゴリズムを指定します。3des

Advanced Encryption Standard（AES）アルゴリズムを指定します。aes

（任意）192ビット AESアルゴリズムを指定します。192

（任意）256ビット AESアルゴリズムを指定します。256

データ暗号規格（DES）アルゴリズムを指定します。des

ヌル認証を指定します。null authentication

Message Digest 5（MD5）認証をイネーブルにします。md5

SHA1認証をイネーブルにします。sha1

キーを暗号化しないことを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してキーを暗号化することを指定しま

す。

password

キーボードから入力できる任意の連続ストリングです。password

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション
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ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

encryptionコマンドを使用して、OSPFv3パケットを暗号化および認証します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3パケットを暗号化および認証する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#encryption ipsec spi 256 esp 3des clear
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flood-reduction（OSPFv3）
安定したトポロジにおけるリンクステートアドバタイズメント（LSA）の不要なフラッディング
を抑制するには、適切なコンフィギュレーションモードで flood-reductionコマンドを使用しま
す。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

flood-reduction [disable]

no flood-reduction

___________________
構文の説明

（任意）この機能を特定のレベルでオフにします。

disableキーワードは、ルータOSPFv3コンフィギュレーションモー
ドでは使用できません。

（注）

disable

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている flood reductionパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される flood reductionパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、フラッドリダクションはディセーブル

です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OpenShortest PathFirstバージョン3（OSPFv3）デマンド回線に対応するすべてのルータは、フラッ
ディングの削減に対応するルータと互換性があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、エリア 0の不必要な LSAのフラッディングを軽減する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# flood-reduction

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3関連のインターフェイス情報を表示し
ます。

show ospfv3 interface, （1382ページ）

個別インターフェイス単位で、OSPFv3ネイバー
情報を表示します。

show ospfv3 neighbor, （1388ページ）
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graceful-restart（OSPFv3）
グレースフルリスタートをイネーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで

graceful-restartコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドのno
形式を使用します。

graceful-restart [helper disable| interval interval| lifetime lifetime]

no graceful-restart [helper disable| interval interval| lifetime lifetime]

___________________
構文の説明

（任意）ルータの helperサポートレベルをディセーブルにしま
す。

helper disable

（任意）適切な再開の最小間隔を指定します。範囲は 90～ 3600
秒です。

interval interval

（任意）再開に続く最大のルートライフタイムを指定します。

範囲は 90～ 3600秒です。
lifetime lifetime

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、再開の最小間隔に 300秒を指定してグレースフルリスタート機能をイネーブルにする例を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# graceful-restart interval 300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3関連のインターフェイス情報を表示し
ます。

show ospfv3 interface, （1382ページ）

個別インターフェイス単位で、OSPFv3ネイバー
情報を表示します。

show ospfv3 neighbor, （1388ページ）
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hello-interval（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）がインターフェイス上で送信する helloパケットの
間隔を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードでhello-intervalコマンドを使用しま
す。デフォルト時間に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

hello-interval seconds

no hello-interval

___________________
構文の説明

間隔（秒単位）。この値は、特定のネットワーク上の全デバイスに対し

て同じにする必要があります。

seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている hello intervalパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される hello intervalパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、hello間隔は10秒（ブロードキャスト）
または 30秒です（非ブロードキャスト）。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

hello interval値は、helloパケットでアドバタイズされます。 hello intervalを短くするほどトポロジ
の変化が早く検出されますが、後続のルーティングトラフィックが多くなります。この値は、特

定のネットワーク上のすべてのルータおよびアクセスサーバで同じにする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernet interface 0/3/0/2の helloパケットの間隔に 15秒を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# hello-interval 15

___________________
関連コマンド

説明コマンド

helloパケットが検出されない時間がこの値を超
えるときにネイバーをデッドであると宣言する

間隔を設定します。

dead-interval（OSPFv3）, （1284ページ）
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instance（OSPFv3）
インターフェイス上で送信されるOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）パケットで使用
する8ビットのインスタンス IDを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで instance
コマンドを使用します。インスタンス IDを除去するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

instance instance-id

no instance instance-id

___________________
構文の説明 OSPFv3パケット内で送信されるインスタンス IDです。範囲は 0～ 255で

す。リンク上で通信する OSPFv3ルータすべてで同じ値を使用する必要が
あります。

instance-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される instanceパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される instanceパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルで指定されていない場合、インスタンスは 0です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFv3ルーティングプロトコルでは、関連しない複数のOSPFv3プロセスが、プロトコルパケッ
トを逆多重化する 8ビットの「インスタンス」値を使用してリンクを共有できます。各 OSPFv3
プロセスでは、設定されているインスタンス値をそのプロセスが送信する OSPFv3パケットに設
定し、他のOSPFv3プロセスからのインスタンス値が設定されている受信パケットを無視します。

instance-id引数を、router ospfv3コマンドによって指定される process-name引数と混同しない
でください。 instance-id引数は、OSPFv3プロトコルの一部として他のルータに送信される 8
ビットの整数であり、process-name引数は、特定のルータ内でだけ意味を持つ 1～ 40文字の
ASCIIストリングです。インスタンス ID値も router-idコマンドによって指定されるルータ
IDとは無関係です。ルータ IDは、OSPFv3ルーティングドメイン内で 1台のルータを一意に
識別する 32ビットの整数値です。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernet interface 0/3/0/1のインスタンス値に 42を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# instance 42

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）

OSPFv3のルーティングプロセスのルータ ID
を設定します。

router-id（OSPFv3）, （1352ページ）
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interface（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）が稼働するインターフェイスを定義するには、適
切なコンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用します。インターフェイスの
OSPFv3ルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは定義されません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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interfaceコマンドを使用して、特定のインターフェイスを OSPFv3エリアと関連付けます。その
インターフェイスは、そのインターフェイスの IPv6アドレスが変わってもそのエリアに関連付け
られたままになります。

IPv4アドレスにおける interfaceコマンドの動作同様、インターフェイスがOSPFルーティングプ
ロセスに関連付けられた後では、設定されている IPv6アドレスすべてがインターフェイス上でア
ドバタイズされます。唯一の違いは、IPv6アドレスはプライマリアドレスを複数持てる点です。

このコマンドは、ルータをインターフェイスコンフィギュレーションモード（プロンプトは、

config-router-ar-if）にします。このモードから、インターフェイス固有の設定を行うことができま
す。このモードで設定したコマンド（costコマンドなど）は、そのインターフェイスに自動でバ
インドされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、エリア 1に属す 2つのインターフェイスを定義する例を示します。 GigabitEthernet interface

0/3/0/1上のパケットのコスト値には 40が設定され、GigabitEthernet interface 0/3/0/2のコスト値は
65です。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# cost 40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# cost 65
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# exit
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log adjacency changes（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ネイバー状態変更のデフォルト Syslogメッセージ
を変更するには、適切なコンフィギュレーションモードで log adjacency changesコマンドを使用
します。隣接の変更のメッセージをすべて抑制するには、disableキーワードを使用します。

log adjacency changes [detail| disable]

___________________
構文の説明

（任意）すべての隣接状態の変更を表示します（DOWN、INIT、2WAY、
EXSTART、EXCHANGE、LOADING、FULL）。

detail

（任意）ネイバー状態の変更のメッセージをディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト ネイバーの状態変更のメッセージはイネーブルです。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、log adjacency changesコマンドを明示的に設定することなくOSPFv3ネイバーの
変更が通知されます。送信される Syslogメッセージによって、OSPFv3ピア関係の状態に対する
変更の概要が提供されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、ネイバーの状態変更のメッセージをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# log adjacency changes disable

次に、あらゆる OSPFv3ネイバーの状態変更の Syslogメッセージを再度イネーブルにする例を示
します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# log adjacency changes
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maximum interfaces（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロセスに設定できるインターフェイスの最大数
を制御するには、適切なコンフィギュレーションモードでmaximum interfacesコマンドを使用し
ます。コンフィギュレーションファイルからmaximuminterfacesコマンドを除去して、ルーティ
ングプロトコルに関してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

maximum interfaces number-interfaces

no maximum interfaces

___________________
構文の説明

この OSPFv3プロセスに設定できるインターフェイスの最大数で
す。範囲は 1～ 4294967295です。

number-interfaces

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されない場合、デフォルトの 1024が使用されます。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

インターフェイスの数の範囲は 1～ 4294967295から 1～ 1024に変
更されました。インターフェイスのデフォルト数が 255から 1024
に変更されました。

リリース 4.1.1

このコマンドが OSPFv3 VRFコンフィギュレーションサブモード
でサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3プロセスに最大 1500のインターフェイスを許可する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# maximum interfaces 1500
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maximum-paths（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）がサポートできる最大パラレルルート数を制御す
るには、適切なコンフィギュレーションモードで maximum pathsコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルから maximum pathsコマンドを除去して、ルーティングプロトコ
ルに関してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

maximum paths maximum-routes-number

no maximum paths

___________________
構文の説明 OSPFv3がルーティングテーブル内にインストールできるパラレル

ルートの最大数。範囲は 1～ 32です。
設定できるパスの最大数は 32で
す。

（注）

maximum-routes-number

___________________
コマンドデフォルト 32パス

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

パラレルルートの最大数が削減されると、既存のすべてのパスがプルーニングされ、パスは、新

しい最大数で再インストールされます。このルート削減の期間中、パケット損失が数秒間発生す

ることがあります。これはルートトラフィックに影響を与える可能性があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、宛先に最大 2つのパスを許可する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# maximum paths 2
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リリース 4.2.x

1320 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
maximum-paths（OSPFv3）



maximum redistributed-prefixes（OSPFv3）
OpenShortest PathFirstバージョン3（OSPFv3）に再配布されるプレフィックスの数を制限するか、
OSPFv3に再配布されるプレフィックスの数が最大に達したときに警告を生成するには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで maximum redistributed-prefixesコマンドを使用します。この値
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

maximum redistributed-prefixes limit [threshold] [warning-only]

no maximum redistributed-prefixes

___________________
構文の説明 OSPFv3への再配布が許可される IP Version 6（IPv6）プレフィックスの最大数で

す。または warning-onlyキーワードが指定されている場合であれば、システム
が警告メッセージを記録する以前に許可される、OSPFv3に再配布されるプレ
フィックスの数を設定します。範囲は 1～ 4294967295です。

warning-onlyキーワードも設定されている場合は、この値によって再
配布が制限されることはありません。その場合は、再配布されるプレ

フィックスがこの値に達すると警告メッセージが記録される、契機と

なる数に過ぎません。

（注）

limit

（任意）再配布されるプレフィックスの最大数に対して設定する値の%であり、
この割合に達すると警告メッセージが記録されます。

threshold

（任意）limit引数によって定義されている数のルートが再配布されたときに、
警告が記録されるようにします。追加の再配布が防止されることはありません。

warning-only

___________________
コマンドデフォルト limit：10240

threshold：75%

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）をOSPFv3に再配布することなどにより、IPv6ルート
が OSPFv3に誤って大量に投入されると、ネットワークに対する深刻なフラッディングが発生す
ることがあります。ルートの再配布数を制限すると、この潜在的な問題を回避できます。

maximum redistributed-prefixesコマンドが設定されていれば、再配布されるルートの数が設定さ
れている最大値に達した場合、ルートはそれ以上再配布されません（ただし、warning-onlyキー
ワードが設定されていない場合）。

再配布の制限は、外部 IPv6プレフィックスだけに適用されます。デフォルトルートおよび要約
ルートは制限されません。

Not-So-Stubby-Area（NSSA）のそれぞれについてこの制限が追跡されます。これは、NSSAへの再
配布が各 NSSAで独立して行われ、他のすべての標準エリアに依存していないためです。

ルータでOSPFv3プロセスに対して再配布されるプレフィックスの個数に関する知識に基づいて、
最大値を選択してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3プロセス 1に再配布できるプレフィックスの最大数に 2000を設定する例を示しま

す。再配布されたプレフィックスの数が 2000の 75 %（1500プレフィックス）に達すると、警告
メッセージが記録されます。制限に達し、ルートがそれ以上再配布されなくなると、別の警告が

記録されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# redistribute bgp 2406
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# maximum redistributed-prefixes 2000
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mtu-ignore（OSPFv3）
データベース記述子（DBD）パケットを交換するときに、Open Shortest Path Firstバージョン 3
（OSPFv3）ルータプロセスが、共通インターフェイス上でネイバーが同じ最大伝送単位（MTU）
を使用していることを検査しないようにするには、適切なコンフィギュレーションモードで

mtu-ignoreコマンドを使用します。デフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

mtu-ignore [disable]

no mtu-ignore

___________________
構文の説明

（任意）インスタンスで設定の上位レベルで指定されている、インスタンス内

の属性をディセーブルにします。

disableキーワードは、ルータ ospfv3コンフィギュレーションモード
では使用できません。

（注）

disable

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されているMTU無視パラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定されるMTU無視パラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルで指定されていない場合、OSPFv3は DBDパケットの交換時に
ネイバーから受信したMTUをチェックします。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFv3ネイバーが共通インターフェイス上で同じMTUを使用しているかどうかを検査するに
は、mtu-ignoreコマンドを使用します。このチェックは、ネイバーによる DBDパケットの交換
時に行われます。 DBDパケット内の受信したMTUが、受信インターフェイスに設定されている
MTUより大きい場合は、OSPF隣接関係は確立されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernet interface 0/1/0/3上で、受信した DBDパケットのMTU不一致の検出をディ

セーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# mtu-ignore
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neighbor（OSPFv3）
非ブロードキャストネットワークと相互接続するOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）
ルータを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで neighborコマンド
を使用します。設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor ipv6-address [priority number] [poll-interval seconds] [cost number] [database-filter all out]

no neighbor ipv6-address [priority number] [poll-interval seconds] [cost number] [database-filter all out]

___________________
構文の説明

ネイバーのリンクローカル IPVersion6（IPv6）アドレスです。この引数は、
RFC 2373に記述されている形式である必要があります。RFC 2373では、コ
ロンで区切った 16ビット値を使用して 16進数でアドレスを指定します。

ipv6-address

（任意）指定された IPアドレスに関連付けられた非ブロードキャストネイ
バーのルータプライオリティ値を示す8ビットの数値を指定します。priority
キーワードは、ポイントツーマルチポイントインターフェイスには適用さ

れません。

priority number

（任意）ポーリング間隔を示す符号なし整数値（秒数）を指定します。RFC
1247では、この値を hello intervalよりずっと大きくすることが推奨されて
います。poll-intervalキーワードは、ポイントツーマルチポイントインター
フェイスには適用されません。

poll-interval
seconds

（任意）ネイバーに 1～ 65535の整数を使用したコストを割り当てます。
コストが具体的に設定されていないネイバーについては、インターフェイス

のコストは costコマンドに基づいて想定されます。ポイントツーマルチポ
イントインターフェイスでは、cost numberだけが、キーワードと引数の唯
一機能する組み合わせです。 costキーワードは、非ブロードキャストマル
チアクセス（NBMA）ネットワークには適用されません。

cost number

（任意）OSPFv3ネイバーへの発信リンクステートアドバタイズメント
（LSA）をフィルタリングします。

database-filter all
out

___________________
コマンドデフォルト 指定されるコンフィギュレーションはありません。

priority number：0

poll-interval seconds：120秒（2分）

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

非ブロードキャストネットワークネイバーごとに、ソフトウェア設定にネイバーエントリ 1つ
を含める必要があります。ネイバーアドレスは、インターフェイスの IPv6リンクローカルアド
レスである必要があります。

隣接するルータが非アクティブになった（helloパケットがルータのデッドインターバル間に観察
されなかった）場合でも、デッドネイバーに helloパケットを送信しなければならない可能性が
あります。これらの helloパケットはポーリング間隔と呼ばれる低速レートで送信されます。

ルータが起動すると、helloパケットは非ゼロプライオリティのルータに対してだけ送信されま
す。つまり、指定ルータ（DR）とバックアップ指定ルータ（BDR）となりうるルータに対してだ
け送信されます。 DRおよび BDRが選択されると、DRおよび BDRがネイバーすべてに対する
helloパケットの送信を開始して、隣接関係を形成します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、非ブロードキャストネットワーク上のアドレス fe80::3203:a0ff:fe9d:f3feのルータを宣言す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# network non-broadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# neighbor fe80::3203:a0ff:fe9d:f3fe

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータプライオリティを設定します。これによ

り、このネットワークにおける指定ルータの特

定に役立ちます。

priority（OSPFv3）, （1341ページ）
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network（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ネットワークタイプに、そのメディアのデフォル
トのタイプ以外を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで networkコマンドを使
用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

network {broadcast| non-broadcast| {point-to-multipoint [non-broadcast]| point-to-point}}

no network

___________________
構文の説明

ネットワークタイプをブロードキャストに設定します。broadcast

ネットワークタイプを非ブロードキャストマルチアクセス

（NBMA）に設定します。
non-broadcast

ネットワークタイプをポイントツーマルチポイントに設定します。point-to-multipoint

（任意）ポイントツーマルチポイントネットワークを非ブロード

キャストに設定します。キーワード non-broadcastを使用する場合
は、neighborコマンドが必要です。

[ non-broadcast ]

ネットワークタイプをポイントツーポイントに設定します。point-to-point

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される networkパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される networkパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、OSPFv3ネットワークタイプはそのメ
ディアのデフォルトとなります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

networkコマンドを使用すると、たとえば、ネットワークのルータがマルチキャストアドレス指
定をサポートしていない場合に、ブロードキャストネットワークを NBMAネットワークとして
構成します。

通常、NBMAネットワークをブロードキャストまたは非ブロードキャストとして構成する場合
は、各ルータから各ルータあるいはフルメッシュのネットワークにまで仮想回線があると想定さ

れます。ただし、一部の構成の場合、この前提が当てはまらないことがあります。たとえば、部

分メッシュネットワークの場合です。その場合、OSPFv3ネットワークタイプは、ポイントツー
マルチポイントネットワークとして設定できます。直接接続されていない 2台のルータ間のルー
ティングは、両方のルータへの仮想回線のあるルータを経由して行われます。このコマンドを使

用するときには、ネイバーを構成する必要はありません。

networkコマンドが許可されていないインターフェイスでこのコマンドを発行すると、無視され
ます。

OSPFv3には、ポイントツーマルチポイントネットワークに関連する機能が 2つあります。この
機能の 1つは、ブロードキャストネットワークに適用され、もう 1つの機能は非ブロードキャス
トネットワークに適用されます。

•ポイントツーマルチポイントのブロードキャストネットワークでは、neighborコマンドを使
用できますが、当該ネイバーまでのコストを指定する必要があります。

•ポイントツーマルチポイントの非ブロードキャストネットワークでは、neighborコマンドを
使用してネイバーを識別する必要があります。ネイバーへのコストの割り当てはオプション

です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、イーサネットインターフェイスをポイントツーポイントであると設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface TenGigE0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# network point-to-point

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワークと相互接続す

る OSPFv3ルータを設定します。
neighbor（OSPFv3）, （1325ページ）
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nssa（OSPFv3）
エリアをNot-So-StubbyArea（NSSA）として設定するには、エリアコンフィギュレーションモー
ドで nssaコマンドを使用します。エリアから NSSAの区別を削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

nssa [no-redistribution] [default-information-originate [metric metric-value|metric-type type-value]]
[no-summary]

no nssa

___________________
構文の説明

（任意）ルータが NSSAエリア境界ルータ（ABR）の場合に、
redistributeコマンドを使用すると、ルートを通常のエリアにイン
ポートし、NSSAエリアにはインポートしません。

no-redistribution

（任意）タイプ 7のデフォルトをNSSAエリアに生成します。この
キーワードは、NSSA ABRまたは NSSA自律システム境界ルータ
（ASBR）だけで有効です。

default-information-originate

（任意）デフォルトルートの生成に使用するメトリックを指定しま

す。 nssaおよび defaultmetricコマンドを使用してデフォルトルー
トのメトリック値を指定しない場合、デフォルトのメトリック値は

10になります。使用される値はプロトコル固有です。

metric metric-value

（任意）Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルーティン
グドメインにアドバタイズされるデフォルトルートに関連付けら

れている外部リンクタイプを指定します。次のいずれかの値を指

定できます。

1：タイプ 1外部ルート

2：タイプ 2外部ルート

metric-type type-value

（任意）ABRがサマリーリンクアドバタイズメントを NSSAエリ
アに送信しないようにします。

no-summary

___________________
コマンドデフォルト NSSAエリアは未定義です。

default-metricコマンドを使用して値を指定しない場合、デフォルトのメトリック値は 10になり
ます。

デフォルトの type-valueはタイプ 2外部ルートです。___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

nssaコマンドが設定されているときは、デフォルトルートがNSSAABRに定義されている必要は
ありません。一方、このコマンドをNSSAASBRで設定する場合は、デフォルトルートが定義さ
れている必要があります。

NSSAは、エリア 0（バックボーンエリア）に対して設定できません。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、エリア 1を NSSAエリアとして設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# router-id 10.18.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# nssa
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nsr（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロトコルのノンストップルーティング（NSR）
を設定するには、OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードで nsrコマンドを使用します。
コンフィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻

すには、このコマンドの no形式を使用します。

nsr

no nsr

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト NSRは定義されていません。

___________________
コマンドモード OSPFv3ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、OSPFv3NSRはプロセスのスタートアップ時にディセーブルになります。イネー
ブルの場合、この状態はアクティブプロセスで記憶され、スタンバイ RPの存在および組み合わ
せの状態やスタンバイプロセスの状態に関らずこの状態となります。

NSRは複数のOSPFv3プロセスに対してイネーブルにすることができます。NSRをイネーブルに
できるプロセスの最大数は 4です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、OSPFv3プロセス 211に NSRを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 211
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#nsr

___________________
関連コマンド 説明コマンド

router ospfv3, （1354ページ）

show ospfv3, （1356ページ）
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ospfv3 name-lookup
ドメインネームシステム（DNS）名を検索するようOpenShortest PathFirstバージョン3（OSPFv3）
を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ospfv3 name-lookupコマンドを使
用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ospfv3 name-lookup

no ospfv3 name-lookup

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ルータはルータ IDまたはネイバー IDごとに表示されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ospfv3 name-lookupコマンドを使用して、ルータの検索作業を単純化します。ルータは、ルータ
IDまたはネイバー IDではなく、名前によって表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、すべての OSPFv3 showコマンドの表示で使用するために、DNS名を検索するよう OSPFv3

を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ospfv3 name-lookup
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packet-size（OSPFv3）
最大伝送単位（MTU）で指定されているサイズまでの範囲で Open Shortest Path Firstバージョン 3
（OSPFv3）のパケットのサイズを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで
packet-sizeコマンドを使用します。この機能をディセーブルにし、デフォルトパケットサイズ
を再設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

packet-size bytes

no packet-size

___________________
構文の説明

サイズ（バイト単位）。範囲は 256～ 10000バイトです。bytes

___________________
コマンドデフォルト 指定しなかった場合のデフォルトのパケットサイズは、1500バイトです。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

packet-sizeコマンドを使用して、OSPFv3パケットのサイズをカスタマイズします。OSPFv3プロ
トコルでは、パケットサイズおよびMTUサイズを比較し、小さいほうのパケットサイズ値を使
用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、パケットサイズを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf osp3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# packet-size 3500
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passive（OSPFv3）
インターフェイス上でOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）パケットの送信を抑制する
には、適切なコンフィギュレーションモードで passiveコマンドを使用します。 Passiveコンフィ
ギュレーションを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

passive [disable]

no passive

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3アップデートを送信します。

disableキーワードは、ルータ ospfv3コンフィギュレーションモー
ドでは使用できません。

（注）

disable

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される passiveパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される passiveパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルで指定されていない場合、passiveパラメータはディセーブルに
なり、OSPFv3更新がインターフェイスに送信されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFルーティング情報は、指定されたルータインターフェイスから送受信されません。指定し
たインターフェイスアドレスは、OSPFドメイン内のスタブネットワークとして表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3アップデートが GigabitEthernet interface 0/3/0/0、0/2/0/0、および 0/2/0/2で実行され

る状態の例を示します。他のインターフェイスはすべてパッシブモードであるため、OSPFv3アッ
プデートの送信が抑制されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# router-id 10.0.0.206
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# passive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# passive disable
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# passive disable
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# passive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# exit

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1340 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
passive（OSPFv3）



priority（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）リンクの指定ルータを決定するために役立つ、イ
ンターフェイスのルータプライオリティを設定するには、適切なコンフィギュレーションモード

でpriorityコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

priority value

no priority

___________________
構文の説明

ルータプライオリティ値を示す 8ビットの符号なし整数。範囲は 0～ 255
です。

value

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される priorityパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される priorityパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、デフォルトのプライオリティは1です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネットワークにアタッチされている 2つのルータがともに指定ルータになろうとした場合、ルー
タのプライオリティの高い方が優先されます。プライオリティが同じ場合、より高位のルータ ID
を持つルータが優先されます。ルータのプライオリティがゼロに設定されているルータには、指

定ルータまたはバックアップ指定ルータになる資格がありません。ルータプライオリティは、ブ

ロードキャストマルチアクセスネットワークおよび非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）
ネットワークへのインターフェイスの場合にだけ設定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernet interface 0/1/0/1でルータプライオリティ値に 4を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# priority 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワークと相互接続す

る OSPFv3ルータを設定します。
neighbor（OSPFv3）, （1325ページ）

OSPFv3ネットワークタイプを既定メディアの
デフォルト以外のタイプにします。

network（OSPFv3）, （1328ページ）
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range（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）のエリア境界にあるルートを統合および集約する
には、エリアコンフィギュレーションモードで rangeコマンドを使用します。デフォルト値に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

range ipv6-prefix/prefix-length [advertise| not-advertise] [cost number]

no range ipv6-prefix/prefix-length [advertise| not-advertise] [cost number]

___________________
構文の説明 IP Version 6（IPv6）プレフィックスの範囲に対して指定するサマリープレ

フィックスです。

この引数は、RFC 2373に記述されている形式である必要があります。RFC
2373では、コロンで区切った 16ビット値を使用して 16進数でアドレスを
指定します。

ipv6-prefix

IPv6プレフィックスの長さです。これは、プレフィックス（アドレスの
ネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す10進数値
です。 10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。

/ prefix-length

（任意）アドバタイズするアドレス範囲ステータスを設定し、タイプ 3サ
マリーリンクステートアドバタイズメント（LSA）を生成します。

advertise

（任意）アドレス範囲ステータスをDoNotAdvertiseに設定します。タイプ
3サマリー LSAは停止し、コンポーネントネットワークは他のネットワー
クからは非表示の状態となります。

not-advertise

（任意）範囲のコストを指定します。範囲は 1～ 16777214です。cost number

___________________
コマンドデフォルト エリアに対するルートの統合および集約は行われません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

rangeコマンドはエリア境界ルータ（ABR）でだけ使用します。このコマンドによって、エリア
のルートが統合または集約されます。その結果、1つの集約ルートがABRによって他のエリアに
アドバタイズされます。ルーティング情報は、エリア境界でまとめられます。エリアの外部で

は、アドレス範囲ごとに 1つのルートがアドバタイズされます。このプロセスをルート集約と呼
びます。

rangeコマンドを使用すると、複数の範囲を設定できます。したがって、OSPFv3では、多数の異
なるアドレス範囲のセットに対してアドレスを集約できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、サマリープレフィックス 4004:f000::/32によって定義される範囲内の IPv6プレフィックス

すべてについて、ABRによってサマリールート 1つが他のエリアにアドバタイズされるよう指定
する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# range 4004:f000::/32
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redistribute（OSPFv3）
1つのルーティングドメインから Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）にルートを再配
布するには、適切なコンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルから redistributeコマンドを削除し、ルートの再配布をしないデフォ
ルトの状態にシステムを戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

Border Gateway Protocol (BGP)

redistribute bgp process-id [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute bgp process-id [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [policy policy-name] [tag tag-value]

Local Interface Routes

redistribute connected [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute connected [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [policy policy-name] [tag tag-value]

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol (EIGRP)

redistribute eigrp process-id [match {external [1| 2]| internal}] [metric metric-value] [metric-type {1|
2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute eigrp process-id [match {external [1| 2]| internal}] [metricmetric-value] [metric-type {1|
2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

Intermediate System-to-Intermediate System (IS-IS)

redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [policy
policy-name] [tag tag-value]

no redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [policy
policy-name] [tag tag-value]

Open Shortest Path First Version 3 (OSPFv3)

redistribute ospfv3 process-idmatch{external| 1| 2| internal| nssa-external| [1| 2]} [metric metric-value]
[metric-type {1| 2}] [policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute ospfv3 process-id [match| {external| internal| nssa-external}] [metric metric-value]
[metric-type {1| 2}] [policy policy-name] [tag tag-value]

Static

redistribute static [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute static [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [policy policy-name] [tag tag-value]

___________________
構文の説明 BGPプロトコルからのルートを配布します。bgp
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bgpキーワードの場合、自律システム番号には次の範囲があります。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

isisキーワードの場合は、ルートの再配布元である IS-ISインスタンスの名
前です。値は文字列の形式を取ります。 10進数を入力できますが、スト
リングとして内部に格納されます。

ospfキーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFインスタンスの
名前です。値は文字列の形式を取ります。 10進数を入力できますが、ス
トリングとして内部に格納されます。

process-id

（任意）再配布ルートに使用されるメトリックを指定します。範囲は 1～
16777214です。宛先プロトコルと一致する値を使用してください。

metric metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされるルートに関連
付けられた外部リンクタイプを指定します。次の 2つの値のいずれかにす
ることができます。

• 1：タイプ 1外部ルート

• 2：タイプ 2外部ルート

metric-typeを指定しなかった場合のデフォルトは、タイプ 2外部ルートで
す。

metric-type { 1 | 2
}

（任意）各外部ルートに付加する 32ビットのドット付き 10進値を指定し
ます。この値はOSPFプロトコル自体では使用されませんが、外部LSA内
で伝達されます。範囲は 0～ 4294967295です。

tag t ag-value

（任意）設定されたポリシーの IDを指定します。ポリシーは、このソー
スルーティングプロトコルからOSPFへのルートのインポートをフィルタ
リングするために使用されます。

policy policy-name

インターフェイスの IPをイネーブルにしたことで、自動的に確立される
ルートを配布します。

connected

EIGRPプロトコルからのルートを配布します。eigrp

IS-ISプロトコルからのルートを配布します。isis

（任意）レベル 1ルートを他の IPルーティングプロトコルに個別に再配布
します。

level-1
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（任意）レベル 1とレベル 2の両方のルートを、他の IPルーティングプロ
トコルに再配布します。

level-1- 2

（任意）レベル 2ルートを他の IPルーティングプロトコルに個別に再配布
します。

level-2

OSPFプロトコルからのルートを配布します。ospf

（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに再配布する条件を指
定します。次の 1つ以上の条件を指定できます。

• internal：特定の自律システム内部のルート（エリア内およびエリア間
の OSPFルート）。

• external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ 1ま
たはタイプ 2の外部ルートとして OSPFにインポートされているルー
ト。

• nssa-external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ
1またはタイプ 2の Not-So-Stubby Area（NSSA）外部ルートとして
OSPFにインポートされているルート。

externalおよびnssa-externalオプションでタイプを指定しなかった場合は、
タイプ 1とタイプ 2の両方であると想定されます。

matchが指定されていない場合、デフォルトはフィルタリングなしとなり
ます。

match { internal |
external [ 1 | 2 ] |
nssa-external [ 1 | 2
]}

IPスタティックルートを再配布します。static

___________________
コマンドデフォルト ルートの再配布はディセーブルです。

metricmetric-value：デフォルトが 1であるBGPルートを除くすべてのプロトコルからのルートの
デフォルトは 20です。

metric-type type-value：タイプ 2外部ルート。

OSPFv3ルーティングプロトコルからのすべてのルートが再配布されます。

tag tag-value：値を指定しない場合、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）からのルートに
はリモート自律システム番号が使用されます。その他のプロトコルの場合、デフォルトは0です。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされ
ました。

リリース 3.9.0

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

属性を設定または照合するコマンドキーワードとルートポリシーの両方を使用してルートを

（OSPFに）再配布する場合、ルートは、まずルートポリシーによって制御され、次にキー
ワードの照合と設定が行われます。

（注）

いずれのキーワードの引数をディセーブルにしたり変更したりしても、他のキーワードの状態に

は影響しません。

レベル 1からレベル 2へのルートの再配布は、通常は自動です。レベル 2に再配布できるレベル
1ルートをさらに制御する必要がある場合などにこのコマンドを使用します。

レベル 2ルートをレベル 1に再配布する場合をルートリーキングと呼びます。デフォルトでは、
ルートリークはディセーブルです。つまり、レベル 2ルートはレベル 1リンクステートプロト
コルに自動で組み込まれません。レベル 2ルートをレベル 1ルートにリークさせるには、このコ
マンドを使用してその動作をイネーブルにする必要があります。

レベル 1からレベル 1への再配布およびレベル 2からレベル 2への再配布は許可されません。

内部メトリックが指定されたリンクステートパケットを受信するルータの場合、ルートのコスト

には、そのルータから再配布するルータまでのコストと宛先に達するまでのアドバタイズされた

コストの合計が考慮されます。外部メトリックでは、宛先に達するまでのアドバタイズされたコ

ストだけを考慮します。

再配布されるルーティング情報は、常に distribute-list prefix-list outコマンドによってフィルタリ
ングされる必要があります。このコマンドを使用することにより、管理者が意図するルートだけ

が、受信側のルーティングプロトコルに転送されます。

OSPFv3の考慮事項
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redistributeコマンドまたは default-informationコマンドを使用して、OSPFv3ルーティングドメ
インにルートを再配布した場合は、必ずルータは自動でASBRになります。ただし、デフォルト
では、ASBRはデフォルトルートを OSPFv3ルーティングドメインに生成しません。

OSPFv3プロセス間でルートが再配布されるとき、OSPFv3メトリックはまったく保持されませ
ん。

ルートが OSPFに再配布され、メトリックが metricキーワードで指定されていない場合、OSPF
は、メトリック 1を取得するBGPルートを除き、すべてのプロトコルからのルートのデフォルト
メトリックとして 20を使用します。さらに、ルータが 1つのOSPFv3プロセスから同じルータ上
の別のOSPFv3プロセスに再配布する場合に、デフォルトメトリックが指定されていない場合は、
元のプロセスに含まれているメトリックが再配布されるプロセスに継承されます。

BGPの考慮事項

接続されているルートのうちこのコマンドによって影響を受けるルートは、network（BGP）コマ
ンドによって指定されていないルートだけです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、スタティックルートを OSPFv3ドメインに再配布させる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# redistribute isis level-1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートをルーティングドメインに再配布しま

す。

default-information originate（OSPFv3）, （1288
ページ）

他のルーティングプロトコルからOSPFv3に再
配布されるルートをフィルタリングします。

distribute-list prefix-list out, （1298ページ）
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retransmit-interval（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）インターフェイスに属している隣接ルータのリン
クステートアドバタイズメント（LSA）再送信の時間間隔を指定するには、適切なコンフィギュ
レーションモードで retransmit-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

retransmit-interval seconds

no retransmit-interval

___________________
構文の説明

再送信間の時間（秒単位）。接続したネットワーク上の任意の 2つのルータ
間の予想往復遅延時間よりも大きくなければなりません。範囲は 1～ 65535
秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている retransmit intervalパラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される retransmit intervalパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、デフォルトの再送信間隔は 5秒です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータが自身のネイバーにLSAを送信する場合、ルータは確認応答メッセージを受信するまでそ
の LSAを保持します。確認応答を受信しなかった場合、ルータでは LSAを再送します。

このパラメータは慎重に設定してください。不要な再送信の原因になる場合があります。シリア

ル回線および仮想リンクの場合は、値を大きくする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードで、再送間隔値に 8秒を設定する例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# retransmit-interval 8
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router-id（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルーティングプロセスのルータ IDを設定するに
は、適切なコンフィギュレーションモードで router-idコマンドを使用します。デフォルトの方
法でルータ IDを決定するには、OSPFプロセスのクリアまたは再起動後にこのコマンドの no形
式を使用します。

router-id router-id

no router-id router-id

___________________
構文の説明 4分割のドット付き 10進表記で指定した 32ビットルータ IDrouter-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを設定しなかった場合は、ルータ上のインターフェイスで最も大きい IPアドレスが

ルータ IDになります。このとき、ループバックインターフェイスすべてが優先されます。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

router-idコマンドを使用して、一意の 32ビットの数値をルータ IDに明示的に指定することをお
勧めします。この設定によって、OSPFv3は、インターフェイスアドレス設定にかかわらず機能
できます。 clear ospf processコマンドを使用して OSPFプロセスをクリアするか、または OSPF
プロセスを再起動して no router-idコマンドを有効にします。

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードでは、OSPFは次の方法（プリファレンス順）で
ルータ IDの取得を試みます。
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1 デフォルトでは、OSPFプロセスの初期化時に、チェックポインティングデータベースにルー
タ IDがあるかどうかを確認します。

2 ルータコンフィギュレーションモードで OSPF router-idコマンドによって指定された 32ビッ
トの数値。（この値には任意の 32ビット値を指定できます。このルータのインターフェイス
に割り当てられた IPv4アドレス以外のアドレスを設定できます。また、ルーティング可能な
IPv4アドレスでなくてもかまいません。）

3 システムによって提供されるグローバルルータ ID（ブート時に見つかった最初のループバッ
クアドレス）。

OSPFv3プロセスがこのいずれのソースからもルータ IDを取得できなかった場合、ルータは次の
エラーメッセージを出します。

%OSPFv3-4-NORTRID : OSPFv3 process 1 cannot run - configure a router ID for this process

この時点で、OSPFv3はそのすべてのインターフェイスで事実上パッシブになります。OSPFv3を
実行するには、ここに示した方式のいずれかにより、ルータ IDを提供してください。

VRFコンフィギュレーションモードでは、ルータ IDを手動で設定する必要があります。そうし
ない場合、OSPFv3プロセスが VRFで動作可能な状態になりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、IPアドレス 10.0.0.10を OSPFv3プロセス 109に割り当てる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# router-id 10.0.0.10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルータプロセスを停止および再開する
ことなくリセットします。

clear ospfv3 process, （1272ページ）
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router ospfv3
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルーティングプロセスを設定するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで router ospfv3コマンドを使用します。OSPFv3ルーティング
プロセスを終了するには、このコマンドの no形式を使用します。

router ospfv3 process-name

no router ospfv3 process-name

___________________
構文の説明 OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名は

40文字以内の任意の英数字ストリングです。
process-name

___________________
コマンドデフォルト OSPFv3ルーティングプロセスは定義されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータごとに、複数の OSPFv3ルーティングプロセスを指定できます。最大 10個のプロセスを
設定できます。 OSPFv3プロセスは 4個以下にすることをお勧めします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、プロセス名に 1を使用して OSPFv3ルーティングプロセスをインスタンス化する例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3エリアを定義します。area（OSPFv3）, （1264ページ）

タイプによって OSPFv3インターフェイスを定
義します。

interface（OSPFv3）, （1313ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1355

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
router ospfv3



show ospfv3
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルーティングプロセスに関する一般情報を表示す
るには、EXECモードで show ospfv3コマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name] [vrf {all | vrf-name} ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれてい
る場合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バイ
トの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更され

ました。

リリース 3.9.0

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数 vrf
vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が含まれ
るようになりました。

リリース 4.1.0

ノンストップルーティング（NSR）情報がコマンドの出力に追加され
ました

リリース 4.2.0

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1356 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
show ospfv3



___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospfv3コマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 1

Routing Process "ospfv3 test" with ID 3.3.3.3
It is an autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,
static
Maximum number of redistributed prefixes 10240
Threshold for warning message 75%
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Initial LSA throttle delay 0 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 5000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 5000 msecs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Maximum number of configured interfaces 255
Number of external LSA 1. Checksum Sum 0x004468
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
Area BACKBONE(0) (Inactive)
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 1 times
Number of LSA 3. Checksum Sum 0x018109
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 117：show ospfv3 フィールドの説明

説明フィールド

OSPFv3プロセス名です。Routing Process "ospfv3 test" with ID

タイプは、内部、エリア境界、または自律シス

テム境界です。

It is
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説明フィールド

再配布されたルートのプロトコル別リスト。Redistributing External Routes from

再配布されるプレフィックスの数。Maximum number of redistributed prefixes

警告メッセージのしきい値。Threshold for warning message

SPF計算の遅延時間。Initial SPF schedule delay

連続する SPF間の最小ホールド時間。Minimum hold time between two consecutive SPFs

連続する SPF間の最大待機時間。Maximum wait time between two consecutive SPFs

LSAスロットリングの遅延時間。Initial LSA throttle delay

最初のスロットル遅延後に、保持期間によっ

て、LSA生成がバックオフされました。
Maximum hold time for LSA throttle

LSA生成に対する最大スロットル遅延。Maximum wait time for LSA throttle

最小 LSA到着。Minimum LSA arrival

設定されている LSAグループペーシングタイ
マー（秒単位）。

LSA group pacing timer

フラッディングペーシング間隔。Interface flood pacing timer

再送信ペーシング間隔。Retransmission pacing timer

設定されたインターフェイスの最大数。Maximum number of configured interfaces

外部 LSAの数。Number of external LSA

ルータに設定されているエリアの数。Number of areas in this router is

エリア内のインターフェイスの数。Number of interfaces in this area is

SPFアルゴリズムが実行された回数。SPF algorithm executed n times

LSAの数。Number of LSA

DCbitless LSAの数。Number of DCbitless LSA

表示 LSAの数。Number of indication LSA

Do Not Age LSAの数。Number of DoNotAge LSA
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説明フィールド

フラッドリストの長さ。Flood list length

次に、ドメイン IDの設定を表示する show ospfv3 vrfコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospfv3 0 vrf V1
Mon May 10 14:52:31.332 CEST

Routing Process "ospfv3 0" with ID 100.0.0.2 VRF V1
It is an area border and autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

bgp 1
Maximum number of redistributed prefixes 10240
Threshold for warning message 75%

Primary Domain ID:
0x0005:0xcafe00112233

Secondary Domain ID:
0x0105:0xbeef00000001
0x0205:0xbeef00000002

Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Initial LSA throttle delay 0 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 5000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 5000 msecs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Maximum number of configured interfaces 255
Maximum number of configured paths 16
Number of external LSA 2. Checksum Sum 0x015bb3
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
Auto cost is enabled. Reference bandwidth 100

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 2 times
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x02629d
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次に、VRF-Liteの設定を表示する show ospfv3 vrfコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospfv3 0 vrf V2
Mon May 10 18:01:38.654 CEST

Routing Process "ospfv3 0" with ID 2.2.2.2 VRF V2
VRF lite capability is enabled
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Initial LSA throttle delay 0 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 5000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 5000 msecs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Maximum number of configured interfaces 255
Maximum number of configured paths 16
Number of external LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of areas in this router is 0. 0 normal 0 stub 0 nssa
Auto cost is enabled. Reference bandwidth 100
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次に、ノンストップルーティング（NSR）がイネーブルであることを検証する show ospfv3コマ
ンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospfv3

Routing Process "ospfv3 100" with ID 3.3.3.3
NSR (Non-stop routing) is Enabled
It is an area border and autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

bgp 100
Maximum number of redistributed prefixes 10240
Threshold for warning message 75%

Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Initial LSA throttle delay 0 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 5000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 5000 msecs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Maximum number of configured interfaces 512
Maximum number of configured paths 16
Number of external LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of areas in this router is 15. 15 normal 0 stub 0 nssa
Auto cost is enabled. Reference bandwidth 100

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）
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show ospfv3 border-routers
エリア境界ルータ（ABR）および自律システム境界ルータ（ASBR）への内部 Open Shortest Path
Firstバージョン 3（OSPFv3）ルーティングテーブルエントリを表示するには、EXECモードで
show ospfv3 border-routersコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name] [vrf {all | vrf-name} ]border-routers [router-id]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれてい
る場合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

（任意）4分割ドット付き 10進表記で指定した 32ビットのルータ ID値で
す。

router-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が
含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospfv3 border-routersコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 border-routers

OSPFv3 1 Internal Routing Table
Codes: i - Intra-area route, I - Inter-area route
i 10.0.0.207 [1] via fe80::3034:30ff:fe33:3742, GigabitEthernet 0/3/0/0, ABR/ASBR, Area

1, SPF 3
i 10.0.0.207 [10] via fe80::204:c0ff:fe22:73fe, Ethernet0/0/0/0, ABR/ASBR, Area 0, SPF 7

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 118： show ospf border-routers のフィールドの説明

説明フィールド

このルートのタイプ。iはエリア内ルートを示
し、Iはエリア間ルートを示します。

i

宛先のルータ ID。10.0.0.207

このルートを使用するコスト。[1]

宛先に対するネクストホップ。fe80::3034:30ff:fe33:3742

fe80::3034:30ff:fe33:3742宛てのパケットは
GigabitEthernetインターフェイス 3/0/0/0に送信
されます。

GigabitEthernet 0/3/0/0

宛先のルータタイプ。これは、エリア境界ルー

タ（ABR）または自律システム境界ルータ
（ASBR）、あるいはその両方です。

ABR/ASBR

このルートが学習されたエリアのエリア IDArea 1

このルートをインストールするShortest PathFirst
（SPF）計算の内部番号

SPF 3
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）
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show ospfv3 database
特定のルータのOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）データベースに関連する情報のリ
ストを表示するには、EXECモードで show ospfv3 databaseコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database

show ospfv3 [process-name [area-id]] [vrf {all | vrf-name} ]database[adv-router [router-id]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [database-summary]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [external] [ link-state-id ]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [external] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ router-id ]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [external] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [grace] [ link-state-id ] [adv-router
[ router-id ]] [internal] [self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [inter-area prefix] [ link-state-id ]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] vrf vrf-name database [vrf {all | vrf-name} ] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ router-id ]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [inter-area prefix] [ link-state-id ]
[internal] [self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [inter-area router] [ link-state-id ]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [inter-area router] [ link-state-id ]
[internal] [adv-router [ router-id ]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [inter-area router] [ link-state-id ]
[internal] [self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [link] [ link-state-id ]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [link] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ router-id ]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [link] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [network] [ link-state-id ]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [network] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ router-id ]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [network] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [nssa-external] [ link-state-id ]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [nssa-external] [ link-state-id ]
[internal] [adv-router [ router-id ]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] vrf vrf-name database [nssa-external] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]
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show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [prefix] [ref-lsa] [router| network]
[ link-state-id ] [internal] [adv-router [ router-id ]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [prefix] [ref-lsa] [router| network]
[ link-state-id ] [internal] [self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] vrf vrf-name database [prefix] [ link-state-id ]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [prefix] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ router-id ]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [prefix] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [router] [ link-state-id ]

show ospfv3 [process-name area-id] [vrf {all | vrf-name} ]database [router] [adv-router [router-id]]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [router] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]][vrf {all | vrf-name} ] database [self-originate]

show ospfv3 [process-name [ area-id ]] [vrf {all | vrf-name} ]database [unknown [area| as| link]]
[ link-state-id ] [internal] [adv-router [ router-id ]] [self-originate]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。
プロセス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が
含まれている場合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが

表示されます。

process-name

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号です。area-id

（任意）指定されたルータのリンクステートアドバタイズメント

（LSA）をすべて表示します。
adv-router [ router-id ]

（任意）自律システム境界ルータ（ASBR）サマリーLSAに関する情
報だけを表示します。

asbr-summary

（任意）データベース内の各タイプの LSAの個数をエリアごとおよ
び合計で表示します。

database-summary

（任意）外部 LSAに関する情報だけを表示します。external

（任意）グレースフルリスタートリンクの状態に関する情報を表示

します。

grace

（任意）内部 LSAに関する情報だけを表示します。internal

（任意）自己生成 LSA（ローカルルータから）だけ表示します。self-originate
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（任意）LSAを一意に識別する LSA IDです。ネットワーク LSAお
よびリンク LSAでは、この IDは LSAの生成元であるルータのリン
クのインターフェイス IDです。

link-state-id

（任意）エリア間プレフィックス LSAに関する情報だけを表示しま
す。

inter-area prefix

（任意）エリア間ルータ LSAに関する情報だけを表示します。inter-area router

（任意）リンク LSAに関する情報だけを表示します。link

（任意）ネットワーク LSAの情報だけを表示します。network

（任意）Not-So-Stubby Area（NSSA）外部 LSAに関する情報だけを
表示します。

nssa-external

（任意）プレフィックス LSAに関する情報だけを表示します。prefix

（任意）参照されている LSAの情報を表示します。ref-lsa

（任意）ルータ LSAの情報だけを表示します。router

（任意）不明な LSAに関する情報だけを表示します。unknown

（任意）エリア LSAに関する情報だけを表示します。area

（任意）自律システム LSAに関する情報だけを表示します。as

OSPFVPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が
含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドのさまざまな形式により、さまざまな OSPFv3リンクステートアドバタイズメント
に関する情報が提供されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、引数およびキーワードを指定しない show ospfv3 databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 database

OSPFv3 Router with ID (10.0.0.207) (Process ID 1)

Router Link States (Area 0)

ADV Router Age Seq# Fragment ID Link count Bits
0.0.0.1 163 0x80000039 0 2 None
10.0.0.206 145 0x80000005 0 1 EB
10.0.0.207 151 0x80000004 0 1 EB
192.168.0.0 163 0x80000039 0 1 None

Net Link States (Area 0)

ADV Router Age Seq# Link ID Rtr count
10.0.0.207 152 0x80000002 1 3
192.168.0.0 163 0x80000039 1 2

Inter Area Prefix Link States (Area 0)

ADV Router Age Seq# Prefix
10.0.0.206 195 0x80000001 3002::/56
10.0.0.207 197 0x80000001 3002::/56
10.0.0.206 195 0x80000001 3002::206/128
10.0.0.207 182 0x80000001 3002::206/128

Inter Area Router Link States (Area 0)

ADV Router Age Seq# Link ID Dest RtrID
10.0.0.207 182 0x80000001 167772366 10.0.0.206
10.0.0.206 182 0x80000001 167772367 10.0.0.207

Link (Type-8) Link States (Area 0)
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ADV Router Age Seq# Link ID Interface
0.0.0.1 163 0x80000039 1 Et0/0/0/0
10.0.0.207 202 0x80000001 1 Et0/0/0/0
10.0.0.206 200 0x80000001 2 Et0/0/0/0

Intra Area Prefix Link States (Area 0)

ADV Router Age Seq# Link ID Ref-lstype Ref-LSID
192.168.0.0 163 0x80000039 0 0x2002 1
192.168.0.0 163 0x80000039 1 0x2001 0
10.0.0.207 157 0x80000001 1001 0x2002 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 119： show ospfv3 database フィールドの説明

説明フィールド

アドバタイジングルータの IDADV Router

リンクステートの経過時間です。Age

リンクステートシーケンス番号（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

Seq#

ルータ LSAフラグメント ID。Fragment ID

記述されたリンクの数。Link count

Bはルータがエリア境界ルータであることを示
します。Eはルータが自律システム境界ルータ
であることを示します。Vは、ルータが仮想リ
ンクのエンドポイントであることを示します。

Wは、ルータがワイルドカードマルチキャス
トレシーバであることを示します。

Bits

一意の LSA ID。Link ID

リンクに接続されたルータの数。Rtr count

記述されているルートのプレフィックス。Prefix

記述されているルータのルータ ID。Dest RtrID

LSAによって記述されているリンク。Interface

参照される LSAの LSAタイプ。Ref-lstype

参照される LSAの LSA ID。Ref-LSID
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次に、externalキーワードを指定した show ospfv3 databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 database external

OSPFv3 Router with ID (10.0.0.206) (Process ID 1)

Type-5 AS External Link States

LS age: 189
LS Type: AS External Link
Link State ID: 0
Advertising Router: 10.0.0.206
LS Seq Number: 80000002
Checksum: 0xa303
Length: 36
Prefix Address: 2222::
Prefix Length: 56, Options: None
Metric Type: 2 (Larger than any link state path)
Metric: 20
External Route Tag: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 120： show ospfv3 database external フィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPFv3 Router with ID

OSPFv3プロセス名です。Process ID

リンクステートの経過時間です。LS age

リンクステートタイプです。LS Type

リンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス番号（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number

LSのチェックサム（LSAの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）です。Length

記述されているルートの IPv6アドレスプレ
フィックス。

Prefix Address

IPv6アドレスプレフィックスの長さ。Prefix Length

外部タイプ。Metric Type
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説明フィールド

リンクステートメトリック。Metric

外部ルートタグ、各外部ルートに関連付けられ

る32ビットフィールド。このタグは、OSPFv3
プロトコル自体には使用されません。

External Route Tag

次に、inter-area prefixキーワードを指定した showospfv3 databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 database inter-area prefix

OSPFv3 Router with ID (10.0.0.206) (Process ID 1)

Inter Area Prefix Link States (Area 0)

LS age: 715
LS Type: Inter Area Prefix Links
Link State ID: 0
Advertising Router: 10.0.0.206
LS Seq Number: 80000002
Checksum: 0x3cb5
Length: 36
Metric: 1
Prefix Address: 3002::
Prefix Length: 56, Options: None

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 121： show ospfv3 database inter-area prefix のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPFv3 Router with ID

OSPFv3プロセス名です。Process ID

リンクステートの経過時間です。LS age

リンクステートタイプです。LS Type

リンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの IDAdvertising Router

リンクステートシーケンスです（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサムです（LSAの内
容すべての Fletcherチェックサム）。

Checksum
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説明フィールド

LSAの長さ（バイト数）です。Length

リンクステートメトリック。Metric

記述されているルートの IPv6プレフィックス。Prefix Address

記述されているルートの IPv6プレフィックス
の長さ。

Prefix Length

LAはプレフィックスが、ローカルアドレスで
あることを示します。MCは、プレフィックス
がマルチキャスト対応であることを示します。

NUはプレフィックスがユニキャスト対応では
ないことを示します。Pは、プレフィックスが
Not-So-Stubby Area（NSSA）エリア境界で伝播
される必要があることを示します。

Options

次に、inter-area routerキーワードを指定した show ospfv3 databaseコマンドの出力例を示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 database inter-area router

OSPFv3 Router with ID (10.0.0.206) (Process ID 1)

Inter Area Router Link States (Area 0)

LS age: 1522
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Inter Area Router Links
Link State ID: 167772366
Advertising Router: 10.0.0.207
LS Seq Number: 80000002
Checksum: 0xcaae
Length: 32
Metric: 1
Destination Router ID: 10.0.0.206

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 122： show ospfv3 database inter-area router のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPFv3 Router with ID

OSPFv3プロセス名です。Process ID

リンクステートの経過時間です。LS age
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説明フィールド

次のようなタイプオブサービスのオプション

です（タイプ 0に限る）。

DC：デマンド回線をサポートします。E：外部
LSAを処理できます。MC：IPマルチキャスト
を転送します。N：タイプ 7 LSAをサポートし
ます。R：ルータはアクティブです。V6：IPv6
ルーティングの計算に含めます。

Options

リンクステートタイプです。LS Type

リンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの IDです。Advertising Router

リンクステートシーケンスです（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサムです（LSAの内
容すべての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

リンクステートメトリック。Metric

記述されているルータのルータ ID。Destination Router ID

次に、linkキーワードを指定した show ospfv3 databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 database link

OSPFv3 Router with ID (10.0.0.206) (Process ID 1)

Link (Type-8) Link States (Area 0)

LS age: 620
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Link-LSA (Interface: Ethernet0/0/0/0)
Link State ID: 1 (Interface ID)
Advertising Router: 10.0.0.207
LS Seq Number: 80000003
Checksum: 0x7235
Length: 56
Router Priority: 1
Link Local Address: fe80::204:c0ff:fe22:73fe
Number of Prefixes: 1
Prefix Address: 7002::
Prefix Length: 56, Options: None

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 123： show ospfv3 database link のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPFv3 Router with ID

OSPFv3プロセス名です。Process ID

リンクステートの経過時間です。LS age

次のようなタイプオブサービスのオプション

です（タイプ 0に限る）。

DC：デマンド回線をサポートします。E：外部
LSAを処理できます。MC：IPマルチキャスト
を転送します。N：タイプ 7 LSAをサポートし
ます。R：ルータはアクティブです。V6：IPv6
ルーティングの計算に含めます。

Options

リンクステートタイプです。LS Type

リンクステート ID（インターフェイス ID）。Link State ID

アドバタイジングルータの IDです。Advertising Router

リンクステートシーケンスです（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサムです（LSAの内
容すべての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

送信元ルータのインターフェイスプライオリ

ティ。

Router Priority

インターフェイスのリンクローカルアドレス。Link Local Address

リンクに関連付けられたプレフィックスの数。Number of Prefixes

リンクに関連付けられたプレフィックスのリス

ト。

Prefix Address and Length
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説明フィールド

LAはプレフィックスが、ローカルアドレスで
あることを示します。MCは、プレフィックス
がマルチキャスト対応であることを示します。

NUはプレフィックスがユニキャスト対応では
ないことを示します。Pは、プレフィックスが
NSSAエリア境界で伝播される必要があること
を示します。

Options

次に、networkキーワードを指定した show ospfv3 databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 database network

OSPFv3 Router with ID (10.0.0.206) (Process ID 1)

Net Link States (Area 0)

LS age: 1915
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Network Links
Link State ID: 1 (Interface ID of Designated Router)
Advertising Router: 10.0.0.207
LS Seq Number: 80000004
Checksum: 0x4330
Length: 36

Attached Router: 10.0.0.207
Attached Router: 0.0.0.1
Attached Router: 10.0.0.206

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 124： show ospfv3 database network のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPFv3 Router with ID

OSPFv3プロセス名。Process ID 1

リンクステートの経過時間。LS age

次のようなタイプオブサービスのオプション

（タイプ 0に限る）。

DC：デマンド回線をサポートします。E：外部
LSAを処理できます。MC：IPマルチキャスト
を転送します。N：タイプ 7 LSAをサポートし
ます。R：ルータはアクティブです。V6：IPv6
ルーティングの計算に含めます。

Options

リンクステートタイプ。LS Type
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説明フィールド

指定ルータのリンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

ネットワークに接続されているルータをルータ

IDで示したリスト。
Attached Router

次に、prefixキーワードを指定した show ospfv3 databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 database prefix

OSPFv3 Router with ID (10.0.0.206) (Process ID 1)

Intra Area Prefix Link States (Area 1)

Routing Bit Set on this LSA
LS age: 356
LS Type: Intra-Area-Prefix-LSA
Link State ID: 0
Advertising Router: 10.0.0.206
LS Seq Number: 8000001e
Checksum: 0xcdaa
Length: 44
Referenced LSA Type: 2001
Referenced Link State ID: 0
Referenced Advertising Router: 10.0.0.206
Number of Prefixes: 1
Prefix Address: 8006::
Prefix Length: 56, Options: None, Metric: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 125： show ospfv3 database prefix のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPFv3 Router with ID

OSPFv3プロセス名。Process ID 1

リンクステートの経過時間。LS age

リンクステートタイプ。LS Type
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説明フィールド

指定ルータのリンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

参照されているプレフィックスのルータ LSA
またはネットワーク LSA。

Referenced LSA Type

ルータまたはネットワークLSAのリンクステー
ト ID。

Referenced Link State ID

参照される LSAのアドバタイジングルータ。Referenced Advertising Router

LSAにリストされたプレフィックスの数。Number of Prefixes

ルータまたはネットワークに関連付けられたプ

レフィックス。

Prefix Address

プレフィックスの長さ。Prefix Length

LAはプレフィックスが、ローカルアドレスで
あることを示します。MCは、プレフィックス
がマルチキャスト対応であることを示します。

NUはプレフィックスがユニキャスト対応では
ないことを示します。Pは、プレフィックスが
NSSAエリア境界で伝播される必要があること
を示します。

Options

プレフィックスのコスト。Metric

次に、routerキーワードを指定した show ospfv3 databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 database router

OSPFv3 Router with ID (10.0.0.206) (Process ID 1)

Router Link States (Area 0)

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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LS age: 814
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit)
LS Type: Router Links
Link State ID: 0
Advertising Router: 0.0.0.1
LS Seq Number: 8000003c
Checksum: 0x51ca
Length: 56
Number of Links: 2

Link connected to: a Transit Network
Link Metric: 10
Local Interface ID: 1
Neighbor (DR) Interface ID: 1
Neighbor (DR) Router ID: 10.0.0.207

Link connected to: a Transit Network
Link Metric: 10
Local Interface ID: 2
Neighbor (DR) Interface ID: 1
Neighbor (DR) Router ID: 10.0.0.0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 126： show ospfv3 database router のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPFv3 Router with ID

OSPFv3プロセス名。Process ID 1

リンクステートの経過時間。LS age

次のようなタイプオブサービスのオプション

（タイプ 0に限る）。

DC：デマンド回線をサポートします。E：外部
LSAを処理できます。MC：IPマルチキャスト
を転送します。N：タイプ 7 LSAをサポートし
ます。R：ルータはアクティブです。V6：IPv6
ルーティングの計算に含めます。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

指定ルータのリンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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説明フィールド

LSAの長さ（バイト数）。Length

このインターフェイスが接続されているネット

ワークのタイプ。値は次のとおりです。

• Another Router (point-to-point)。

• A Transit Network。

• A Virtual Link。

Link connected to

このリンクの OSPFコスト。Link Metric

ルータ上のインターフェイスを一意に識別する

番号。

Local Interface ID

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）
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show ospfv3 flood-list
インターフェイスへのフラッディングを待機している Open Shortest Path Firstバージョン 3
（OSPFv3）リンクステートアドバタイズメント（LSA）のリストを表示するには、EXECモード
で show ospfv3 flood-listコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name] [area-id] [vrf {all | vrf-name} ]flood-list [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス
名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれている場
合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が
含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospfv3 flood-listコマンドを使用して、OSPFv3パケットのペーシングを表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/3/0/0上で実行されるOSPFv3 1プロセスのエントリ 3つ

を表示している show ospfv3 flood-listコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 flood-list GigabitEthernet 0/3/0/0

Flood Lists for OSPFv3 1

Interface GigabitEthernet 0/3/0/0, Queue length 3
Link state retransmission due in 24 msec

Displaying 3 entries from flood list:

Type LS ID ADV RTR Seq NO Age Checksum
3 0.0.0.199 10.0.0.207 0x80000002 3600 0x00c924
3 0.0.0.200 10.0.0.207 0x80000002 3600 0x008966
4 10.0.0.206 10.0.0.207 0x80000008 0 0x001951

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 127：show ospfv3 flood-list のフィールドの説明

説明フィールド

情報が表示されるインターフェイス。Interface

フラッディングを待機している LSAの数。Queue length

次のリンクステート送信までの時間。Link state retransmission due in
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説明フィールド

LSAのタイプ。Type

LSAのリンクステート ID。LS ID

アドバタイズルータの IPアドレス。ADV RTR

LSAのシーケンス番号。Seq NO

LSAの経過時間（秒単位）。Age

LSAのチェックサム。Checksum

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）
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show ospfv3 interface
OpenShortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）インターフェイス情報を表示するには、EXECモー
ドで show ospfv3 interfaceコマンドを使用します。

show ospfv3 [ process-name ] [ area-id ] interface [vrf {all | vrf-name} ][type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス
名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれている場
合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1382 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
show ospfv3 interface



変更箇所リリース

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が
含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospfv3 interfaceコマンドは、2つの隣接ルータの隣接関係が形成されないときに使用しま
す。隣接関係とは、ルータが別のルータを検出したときに、データベースを同期化することで

す。

出力を調べて、物理リンクおよびプロトコルステータスを確認したり、ネットワークタイプおよ

びタイマーの間隔が隣接するルータの値と一致していることを確認したりできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0を指定した場合の show ospfv3 interfaceコマンドの

出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 interface GigabitEthernet 0/
2

/

0

/0GigabitEthernet 0/2/0/0 is up, line protocol is up
Link Local address fe80::203:a0ff:fe9d:f3fe, Interface ID 2
Area 0, Process ID 1, Instance ID 0, Router ID 10.0.0.206
Network Type BROADCAST, Cost: 10
BFD enabled, interval 300 msec, multiplier 5
Transmit Delay is 1 sec, State BDR, Priority 1
Designated Router (ID) 10.0.0.207, local address fe80::204:c0ff:fe22:73fe
Backup Designated router (ID) 10.0.0.206, local address fe80::203:a0ff:fe9d:f3fe
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:06

Index 0/2/1, flood queue length 0
Next 0(0)/0(0)/0(0)
Last flood scan length is 2, maximum is 9
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 1 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.0.0.207 (Designated Router)

Suppress hello for 0 neighbor(s)
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 128： show ospfv3 interface フィールドの説明

説明フィールド

物理リンクのステータス、およびプロトコルの

動作ステータス。

GigabitEthernet

インターフェイスのリンクローカルアドレス

およびインターフェイス ID。
Link Local Address

OSPFv3エリア ID、プロセス ID、インスタンス
ID、およびルータ ID。

Area

転送遅延およびインターフェイスステート。Transmit Delay

指定ルータ IDおよび各インターフェイス IPv6
アドレス。

Designated Router

バックアップ指定ルータ IDおよび各インター
フェイス IPv6アドレス。

Backup Designated router

タイマーインターバルの設定。Timer intervals configured

次の helloパケットをこのインターフェイスに
送信するまでの秒数。

Hello

リンク、エリア、および自律システムのフラッ

ディングインデックスとフラッディングキュー

エントリの数。

Index 0/2/1

次のリンク、エリアおよび自律システムは、情

報、データポインタ、および索引をフラッディ

ングします。

Next 0(0)/0(0)/0(0)

最後のフラッディングスキャンの長さ。Last flood scan length

最後のフラッディングスキャンの時間（ミリ秒

単位）。

Last flood scan time

ネットワークネイバーの数、および隣接ネイ

バーのリスト。

Neighbor Count

helloメッセージを抑制するネイバーの数。Suppress hello
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）
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show ospfv3 message-queue
キューディスパッチ値、ピーク長、および制限に関する情報を表示するには、EXECモードで
show ospfv3 message-queueコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name] [vrf {all | vrf-name} ] message-queue

___________________
構文の説明 OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数vrf
vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が含
まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf
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___________________
例 次に、show ospfv3 message-queueコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospfv3 message-queue
Mon May 31 16:07:47.143 CEST

OSPFv3 Process 0
Hello Thread Packet Input Queue:
Current queue length: 0
Peak queue length: 2
Queue limit: 5000
Packets received: 104091
Packets processed: 104091
Packets dropped: 0
Processing quantum: 10
Full quantum used: 0
Pulses sent: 104089
Pulses received: 104089

Router Thread Message Queue
Current queue length: 0
Peak queue length: 2
Low queue limit: 8000
Medium queuing limit: 9000
High queuing limit: 9500
Messages queued: 1472
Messages deleted: 0
Messages processed: 1472
Low queue drops: 0
Medium queue drops: 0
High queue drops: 0
Processing quantum: 300
Full quantum used: 0
Pulses sent: 1484
Pulses received: 1484
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show ospfv3 neighbor
個別インターフェイス単位でOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ネイバー情報を表示
するには、EXECモードで show ospfv3 neighborコマンドを使用します。

show ospfv3 [ process-name ] [ area-id ] [vrf {all | vrf-name} ]neighbor [type interface-path-id] [ neighbor-id ]
[detail]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス
名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれている場
合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示
されます。

area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

（任意）隣接ルータ ID。neighbor-id

（任意）指定されたすべてのネイバーの詳細を表示します（すべてのネイ

バーをリストします）。

detail

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が
含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospfv3 neighborコマンドは、隣接する 2つのルータの隣接関係が形成されないときに使用し
ます。隣接関係とは、ルータが別のルータを検出したときに、データベースを同期化することで

す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、各ネイバーのサマリー情報を 2行で表示している show ospfv3 neighborコマンドの出力例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 neighbor

Neighbors for OSPFv3 1

Neighbor ID Pri State Dead Time Interface ID Interface
10.0.0.207 1 FULL/ - 00:00:35 3 GigabitEthernet 0/3/0/0

Neighbor is up for 01:08:05
10.0.0.207 1 FULL/DR 00:00:35 2 Ethernet0/0/0/0

Neighbor is up for 01:08:05

Total neighbor count: 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 129： show ospfv3 neighbor のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。ID

指定ルータ選択のルータプライオリティ。プ

ライオリティが 0のルータは、指定ルータまた
はバックアップ指定ルータとして選択されませ

ん。

Pri

OSPFv3ステート。State

OSPFv3がネイバーデッドを宣言するまでに経
過する時間（時:分:秒）。

Dead Time

ルータ上のインターフェイスを一意に識別する

番号。

Interface ID

このネイバーに接続するインターフェイスの名

前。

Interface

OSPFv3ネイバーがアップ状態になっている期
間（時:分:秒）。

Neighbor is up

次に、ネイバー IDと一致するネイバーに関するサマリー情報を示す出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 neighbor 10.0.0.207

Neighbors for OSPFv3 1

Neighbor 10.0.0.207
In the area 0 via interface Ethernet0/0/0/0
Neighbor: interface-id 2, link-local address fe80::204:c0ff:fe22:73fe
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 10.0.0.207 BDR is 10.0.0.206
Options is 0x13
Dead timer due in 00:00:38
Neighbor is up for 01:09:21
Index 0/1/2, retransmission queue length 0, number of retransmission 1
First 0(0)/0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 1, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

Neighbor 10.0.0.207
In the area 1 via interface GigabitEthernet 0/3/0/0
Neighbor: interface-id 3, link-local address fe80::3034:30ff:fe33:3742
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
Options is 0x13
Dead timer due in 00:00:38
Neighbor is up for 01:09:21
Index 0/1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 1
First 0(0)/0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 1, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
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Total neighbor count: 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 130： show ospfv3 neighbor 10.0.0.207 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

OSPFv3ネイバーが認識されるエリアおよびイ
ンターフェイス。

In the area

インターフェイスのリンクローカルアドレス。link-local address

ネイバーのルータプライオリティおよびネイ

バー状態。

Neighbor priority

OSPFv3ステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します）。

Options

OSPFv3がネイバーデッドを宣言するまでに経
過する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFv3ネイバーがアップ状態になっている期
間（時:分:秒）。

Neighbor is up

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

次に、インターフェイスおよびネイバー IDを指定したときに、インターフェイス上のネイバー
IDが一致するネイバーを表示しているサンプル出力を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 neighbor GigabitEthernet 0/3/0/1 10.0.0.207
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Neighbors for OSPFv3 1

Neighbor 10.0.0.207
In the area 0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/1
Neighbor: interface-id 2, link-local address fe80::204:c0ff:fe22:73fe
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 10.0.0.207 BDR is 10.0.0.206
Options is 0x13
Dead timer due in 00:00:39
Neighbor is up for 01:11:21
Index 0/1/2, retransmission queue length 0, number of retransmission 1
First 0(0)/0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 1, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

Total neighbor count: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 131： show ospfv3 neighbor GigabitEthernet 0/3/0/1 10.0.0.207 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

OSPFv3ネイバーが認識されるエリアおよびイ
ンターフェイス。

In the area

インターフェイスのリンクローカルアドレス。link-local address

ネイバーのルータプライオリティおよびネイ

バー状態。

Neighbor priority

OSPFv3ステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します）。

Options

OSPFv3がネイバーデッドを宣言するまでに経
過する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFv3ネイバーがアップ状態になっている期
間（時:分:秒）。

Neighbor is up
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説明フィールド

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

次に、インターフェイスを指定したときに、インターフェイス上のネイバーすべてを表示してい

るサンプル出力を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 neighbor GigabitEthernet 0/3/0/1

Neighbors for OSPFv3 1

Neighbor ID Pri State Dead Time Interface ID Interface
10.0.0.207 1 FULL/DR 00:00:37 2 GigabitEthernet 0/3/0/1

Neighbor is up for 01:12:33

Total neighbor count: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 132： show ospfv3 neighbor GigabitEthernet 0/3/0/1 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor ID

指定ルータ選択のルータプライオリティ。プ

ライオリティが 0のルータは、指定ルータまた
はバックアップ指定ルータとして選択されませ

ん。

Pri

OSPFステート。State

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead Time

ルータ上のインターフェイスを一意に識別する

番号。

Interface ID

このネイバーに接続するインターフェイスの名

前。

Interface

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up
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次に、GigabitEthernet interface 0/3/0/1に関するネイバーの詳細情報を表示しているサンプル出力を
示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 neighbor GigabitEthernet 0/3/0/1 detail

Neighbors for OSPFv3 1

Neighbor 10.0.0.207
In the area 0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/1
Neighbor: interface-id 2, link-local address fe80::204:c0ff:fe22:73fe
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 10.0.0.207 BDR is 10.0.0.206
Options is 0x13
Dead timer due in 00:00:39
Neighbor is up for 01:13:40
Index 0/1/2, retransmission queue length 0, number of retransmission 1
First 0(0)/0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 1, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

Total neighbor count: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 133： show ospfv3 neighbor GigabitEthernet 0/3/0/1 detail のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

OSPFv3ネイバーが認識されるエリアおよびイ
ンターフェイス。

In the area

インターフェイスのリンクローカルアドレス。link-local address

ネイバーのルータプライオリティおよびネイ

バー状態。

Neighbor priority

OSPFv3ステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します）。

Options

OSPFv3がネイバーデッドを宣言するまでに経
過する時間（時:分:秒）。

Dead timer
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説明フィールド

OSPFv3ネイバーがアップ状態になっている期
間（時:分:秒）。

Neighbor is up

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）
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show ospfv3 request-list
ローカルルータが指定されたOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ネイバーおよびイン
ターフェイスに対して行っている保留中のリンクステート要求の最初の 10個を表示するには、
EXECモードで show ospfv3 request-listコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name] [area-id] [vrf {all | vrf-name} ]request-list [type interface-path-id] [neighbor-id]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれてい
る場合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示さ
れます。

area-id

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

（任意）物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

（任意）OSPFv3ネイバーのルータ IDです。この引数は、IPv4アドレスに
類似した、32ビットのドット付き 10進表記である必要があります。

neighbor-id

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が
含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、2つの隣接ルータでデータベースが同期されていない場合や、それらのルータ
間に隣接関係が形成されない場合などに使用します。隣接関係とは、ルータが別のルータを検出

したときに、データベースを同期化することです。

リストを参照すると、1台のルータが特定のデータベース更新のリクエストを試みているかどう
かを判断できます。一般に、リストで中断中であると示されているエントリは、アップデートの

配布中でないことを示します。このような動作の原因として考えられる理由の 1つは、ルータ間
における最大伝送単位（MTU）の不一致です。

このリストを参照して、破損していないことを確認することもできます。リストには、実際に存

在しているデータベースエントリが示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、OSPFv3 1プロセス上のネイバー 10.0.0.207の要求リストを表示するサンプル出力を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 1 request-list 10.0.0.207 GigabitEthernet 0/3/0/0

Request Lists for OSPFv3 1

Neighbor 10.0.0.207, interface GigabitEthernet 0/3/0/0 address fe80::3034:30ff:fe33:3742

Type LS ID ADV RTR Seq NO Age Checksum
1 192.168.58.17 192.168.58.17 0x80000012 12 0x0036f3
2 192.168.58.68 192.168.58.17 0x80000012 12 0x00083f
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 134： show ospfv3 request-list フィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータのルータ ID。Neighbor

このネイバーに接続するインターフェイスの名

前。

interface

ネイバーの IPv6アドレス。address

リンクステートアドバタイズメント（LSA）の
タイプ。

Type

LSAのリンクステート IDLS ID

アドバタイジングルータのルータ ID。ADV RTR

LSAのシーケンス番号。Seq NO

LSAの経過時間（秒単位）。Age

LSAのチェックサム。Checksum

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）

指定されたインターフェイス上で、ローカル

ルータが指定されたネイバーに送信する再送信

リストの最初の 10個のリンクステートエント
リを表示します。

show ospfv3 retransmission-list, （1399ページ）
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show ospfv3 retransmission-list
ローカルルータが指定されたインターフェイス経由で指定されたネイバーに送信する、再送信リ

スト内のリンクステートエントリの最初の 10個を表示するには、EXECモードで show ospfv3
retransmission-listコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name ] [area-id] [vrf {all | vrf-name} ]retransmission-list [type interface-path-id]
[neighbor-id]

___________________
構文の説明

（任意）Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルーティングプロ
セスを一意に識別する名前です。プロセス名は、router ospfv3コマンドで
定義されます。この引数が含まれている場合、指定されたルーティングプ

ロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示さ
れます。

area-id

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラ
インヘルプ機能を使用します。

type

（任意）物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

（任意）OSPFv3ネイバーの IPアドレスです。neighbor-id

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が
含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、2つの隣接ルータでデータベースが同期されていない場合や、それらのルータ
間に隣接関係が形成されない場合などに使用します。隣接関係とは、ルータが別のルータを検出

したときに、データベースを同期化することです。

リストを参照すると、1台のルータが特定のデータベース更新のリクエストを試みているかどう
かを判断できます。一般に、リストで中断中であると示されているエントリは、アップデートの

配布中でないことを示します。このような動作の原因として考えられる理由の 1つは、ルータ間
における最大伝送単位（MTU）の不一致です。

このリストを参照して、破損していないことを確認することもできます。リストには、実際に存

在しているデータベースエントリが示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、GigabitEthernet interface 0/3/0/0上のネイバー 10.0.124.4に対する再送信リストを表示するサ

ンプル出力を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospfv3 retransmission-list 10.0.124.4 GigabitEthernet 0/3/0/0

Neighbor 10.0.124.4, interface GigabitEthernet 0/3/0/0 address fe80::3034:30ff:fe33:3742

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 135： show ospfv3 retransmission-list 10.0.124.4 GigabitEthernet 0/3/0/0 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータのルータ ID。Neighbor

このネイバーに接続するインターフェイスの名

前。

interface

ネイバーの IPv6アドレス。address

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）

ローカルルータが指定されたネイバーとイン

ターフェイスに対して行っている最初の 10個
の保留中のリンクステートリクエストを表示し

ます。

show ospfv3 request-list, （1396ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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show ospfv3 routes
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルートテーブルを表示するには、EXECモードで
show ospfv3 routesコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name] vrf {all | vrf-name} routes [external| connected] [ipv6-prefix/prefix-length]

show ospfv3 [process-name] [vrf {all | vrf-name} ]routes summary

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、routerospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている
場合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）他のプロトコルから再配布されたルートを表示します。external

（任意）接続されているルートを表示します。connected

（任意）IP Version 6（IPv6）プレフィックスです。これにより、特定の
ルートへの出力が制限されます。

この引数は、RFC2373に記述されている形式である必要があります。RFC
2373では、コロンで区切った 16ビット値を使用して 16進数でアドレスを
指定します。

ipv6-prefix

（任意）IPv6プレフィックスの長さです。これは、プレフィックス（ア
ドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す

10進数値です。 10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。

/ prefix-length

ルートテーブルのサマリーを表示します。summary

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

デフォルト VRFを除くすべての VRFを表示します。all

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記のasplain形式がサポートされました。
入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バイトの
自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更されまし

た。

リリース 3.9.0

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数 vrf
vrf-nameが追加されました。コマンドの出力に、VRFの名前が含まれ
るようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospfv3 routesコマンドを使用して、OSPFv3プライベートルーティングテーブル（OSPFv3
によって計算されるルートだけを含む）を表示します。ルーティング情報ベース（RIB）内のルー
トに異常がある場合、ルートの OSPFv3コピーをチェックして、RIBの内容と一致するかどうか
を判断してください。一致しない場合は、OSPFv3と RIBの間に同期化の問題があります。ルー
トが一致している場合にルートが正しくないときは、OSPFv3におけるルーティングの計算でエ
ラーが発生しています。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、OSPFv3プロセス 1のルートテーブルを表示するサンプル出力を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 1 routes

Route Table for OSPFv3 1 with ID 10.3.4.2

* 3000:11:22::/64, Inter, cost 21/0, area 1
GigabitEthernet 0/3/0/0, fe80::3034:30ff:fe33:3742
10.0.0.207/200

* 3000:11:22:1::/64, Inter, cost 31/0, area 1
GigabitEthernet 0/3/0/0, fe80::3034:30ff:fe33:3742

10.0.0.207/1
* 3333::/56, Ext2, cost 20/1, P:0 F:0
GigabitEthernet 0/3/0/0, fe80::3034:30ff:fe33:3742

10.0.0.207/0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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* 6050::/56, Ext2, cost 20/1, P:0 F:0
GigabitEthernet 0/3/0/0, fe80::3034:30ff:fe33:3742

10.0.0.207/1
* 7002::/56, Intra, cost 10/0, area 0

Ethernet0/0/0/0, connected

* 3000:11:22::/64, Inter, cost 21/0, area 1
GigabitEthernet 0/3/0/0, fe80::3034:30ff:fe33:3742

10.0.0.207/200

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 136： show ospfv3 1 route のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルルータへのルートプレフィックス。3000:11:22::/64

プレフィックス 3000:11:22::/64はエリア間で
す。

Inter

プレフィックス 3000:11:22::/64に到達するため
に必要なリンクコストの合計。0.この例では、
20が外部コストです。

cost 21/0

プレフィックス 3000:11:22::/64宛てのパケット
は GigabitEthernet 0/3/0/0インターフェイスに送
信されます。

GigabitEthernet 0/3/0/0

プレフィックス 3000:11:22::/64へのパスのネク
ストホップルータ。

fe80::3034:30ff:fe33:3742

ルータ 10.0.0.207はこのルートをアドバタイズ
するルータです。

10.0.0.207

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）
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show ospfv3 statistics rib-thread
RIBスレッドの統計情報を表示するには、EXECモードで show ospfv3 statistics rib-threadコマン
ドを使用します。

show ospfv3 [process-name [area-id]] statistics rib-thread

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれている場
合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show ospfv3 statistics rib-threadコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospfv3 0 statistics rib-thread

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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Mon May 10 17:48:29.011 CEST
OSPFv3 0 RIB thread statistics
Queue statistics:
Last entry dequeue 10127056 msecs ago (14:59:42.171)
RIB thread active NO
Total RIB thread signals 30
Current queue length 0
Maximum queue length 2
Total entries queued 31
Total entries dequeued 31
Maximum latency (msec) 5.000
Average latency (msec) 0.323
Queue errors:
Enqueue errors 0
Dequeue errors 0
RIB batch statistics:
Batches sent to RIB 31
Batch all routes OK 31
Batch some routes backup 0
RIB batch errors:
Batches version mismatch 0
Batches missing connection 0
Batches no table 0
Batch route table limit 0
Batch route errors 0
Batch errors 0
Route table limit 0
Route path errors 0
Route errors 0
Path table limit 0
Path errors 0
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show ospfv3 summary-prefix
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）サマリーアドレス情報を表示するには、EXEC
モードで show ospfv3 summary-prefixコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name] [vrf vrf-name ]summary-prefix

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれてい
る場合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf { vrf_name}が追加されました。コマンドの出力に、VRFの名
前が含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

summary-prefixコマンドを使用して外部ルートの集約を設定した場合に、設定されたサマリーア
ドレスを表示するには show ospfv3 summary-prefixコマンドを使用します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、OSPFv3 1プロセスのサマリープレフィックスアドレスを表示するサンプル出力を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 1 summary-prefix

OSPFv3 Process 1, Summary-prefix

4004:f000::/32 Metric 20, Type 2, Tag 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 137：show ospfv3 1 summary-prefix のフィールドの説明

説明フィールド

IPv6プレフィックスの範囲に対して指定された
サマリープレフィックス。 IPv6プレフィック
スの長さ。

4004:f000::/32

サマリールートをアドバタイズするために使用

されるメトリック。

Metric

外部リンクステートアドバタイズメント

（LSA）メトリックタイプ。
Type

ルートマップで再配布を制御するために、タグ

値を「一致」値として使用できます。

Tag

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）

他のルーティングプロトコルからOSPFv3に再
配布されるルートのための集約アドレスを作成

します。

summary-prefix（OSPFv3）, （1429ページ）
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show ospfv3 virtual-links
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）仮想リンクのパラメータおよび現在の状態を表示
するには、EXECモードで show ospfv3 virtual-linksコマンドを使用します。

show ospfv3 [process-name] [vrf vrf-name ]virtual-links

___________________
構文の説明

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスを一意に識別する名前です。プロ
セス名は、router ospfv3コマンドで定義されます。この引数が含まれてい
る場合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

OSPF VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

OSPFv3 VRFの名前を指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

OSPFv3 VRF設定情報を表示するために、キーワードおよび引数
vrf { vrf_name}が追加されました。コマンドの出力に、VRFの名
前が含まれるようになりました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

showospfv3 virtual-linksコマンドに表示される情報は、OSPFv3ルーティング操作をデバッグする
際に有用です。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、OSPFv3 1プロセスの仮想リンクを表示するサンプル出力を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospfv3 1 virtual-links

Virtual Links for OSPFv3 1
Virtual Link to router 172.31.101.2 is up
Interface ID 16, IPv6 address 3002::206
Transit area 0.0.0.1, via interface GigabitEthernet 0/3/0/0, Cost of using 11
Transmit Delay is 5 sec, State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 0:00:08
Adjacency State FULL

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 138： show ospfv3 virtual-links フィールドの説明

説明フィールド

OSPFv3ネイバー、およびそのネイバーとのリ
ンクがアップまたはダウン状態であるか指定し

ます。

Virtual Link to router is up

仮想リンクインターフェイスの ID。Interface ID

仮想リンクのエンドポイントの IPv6アドレス。IPv6 address

仮想リンクが形成される通過エリア。Transit area

仮想リンクが形成されるインターフェイス。via interface

仮想リンクによって OSPFネイバーに到達する
コスト。

Cost

仮想リンク上の送信遅延。Transmit Delay

OSPFv3ネイバーの状態。State POINT_TO_POINT

リンク用に設定されたさまざまなタイマーイン

ターバル。

Timer intervals
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説明フィールド

ネイバーからの次の helloメッセージが予想さ
れる時間（時:分:秒）。

Hello due in

ネイバー間の隣接状態。Adjacency State

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。router ospfv3, （1354ページ）
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show protocols（OSPFv3）
ルータ上で実行されているOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロセスに関する情報
を表示するには、EXECモードで show protocolsコマンドを使用します。

show protocols [afi-all| ipv4| ipv6] [all| protocol]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）指定されたアドレスファミリのすべてのプロトコルを指定しま

す。

all

（任意）ルーティングプロトコルを指定します。 IPv4アドレスファミリ
の場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• eigrp

• isis

• ospf

• rip

IPv6アドレスファミリの場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• eigrp

• isis

• ospfv3

protocol

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのアドレスファミリは IPv4です。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りospf

___________________
例 次に、show protocolsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show protocols ipv6 ospfv3

Routing Protocol OSPFv3 1
Router Id:10.0.0.1
Distance:110
Redistribution:
None

Area 0
GigabitEthernet 0/2/0/2
Loopback1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 139： show protocols のフィールドの説明

説明フィールド

OSPFv3プロセスのルータ ID。Router Id

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    
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説明フィールド

プロトコルのアドミニストレーティブディスタ

ンス。この距離は、IS-ISなどの他のプロトコ
ルではなく、ルーティング情報ベース（RIB）
がルートに付与するプライオリティを決定しま

す。

Distance

この OSPFv3プロセスがルートを再配布するプ
ロトコル。

Redistribution

このプロセスで定義される OSPFv3エリア、お
よびその関連インターフェイス。

Area
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snmp context（OSPFv3）
OSPFv3インスタンスの SNMPコンテキストを指定するには、ルータコンフィギュレーション
モードまたはVRFコンフィギュレーションモードで snmpcontextコマンドを使用します。SNMP
コンテキストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp context context_name

no snmp context context_name

___________________
構文の説明 OSPFv3インスタンスのSNMPコンテキストの名前を指定します。context_name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストは指定されていません。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できないと考えられる場合、AAA管理者に連絡してください。

snmp-serverコマンドは、OSPFインスタンスに対する SNMP要求を実行するように設定する必要
があります。 snmp-serverコマンドの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Management Command Reference』の「SNMP Server Commands」のモジュールを参照
してください。

プロトコルインスタンス、トポロジまたはVRFエンティティを使用して SNMPコンテキスト
をマッピングするには、snmp-server context mappingコマンドを使用します。ただし、この
コマンドの featureオプションは OSPFv3プロトコルでは機能しません。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3インスタンス 100の SNMPコンテキスト fooを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#snmp context foo

次に、snmp contextコマンドとともに使用するように snmp-serverコマンドを設定する例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server host 10.0.0.2 traps version 2c public udp-port
1620
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server community public RW
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server contact foo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server community-map public context foo

次に、OSPFv3インスタンス 100の SNMPコンテキストの設定例を示します。

snmp-server host 10.0.0.2 traps version 2c public udp-port 1620
snmp-server community public RW
snmp-server contact foo

snmp-server community-map public context foo

router ospfv3 100
router-id 2.2.2.2
bfd fast-detect
nsf cisco
snmp context foo
area 0
interface Loopback1
!
!
area 1
interface GigabitEthernet0/2/0/1
demand-circuit enable
!
interface POS0/3/0/0
!
interface POS0/3/0/1
!
!
!

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3インスタンスのSNMPトラップをイネー
ブルにします。

snmp trap（OSPFv3）, （1418ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1416 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
snmp context（OSPFv3）



説明コマンド

SNMP通知動作を指定します。snmp-server host

コミュニティアクセスストリングを設定して、

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）に
アクセスできるようにします。

snmp-server community

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）の
システム接点を設定します。

snmp-server contact

SNMPコンテキストと簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）コミュニティを関連付けま
す。

snmp-server community-map

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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snmp trap（OSPFv3）
OSPFv3インスタンスの SNMPトラップをイネーブルにするには、VRFコンフィギュレーション
モードで snmp trapコマンドを使用します。 OSPFv3インスタンスの SNMPトラップをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp trap

no snmp trap

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、VRF vrf-1で OSPFv3インスタンス 100の SNMPトラップをイネーブルにする例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)#snmp trap

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

OSPFv3インスタンスの SNMPコンテキストを指定
します。

snmp context（OSPFv3）, （1415ページ）
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snmp trap rate-limit（OSPFv3）
ウィンドウサイズおよびウィンドウのトラップの最大数の設定によって、OSPFv3によって送信
されるトラップの数を制御するには、ルータOSPFv3コンフィギュレーションモードまたはOSPFv3
VRFコンフィギュレーションモードで snmp trap rate-limitコマンドを使用します。設定中にト
ラップのウィンドウサイズおよび最大数の設定をディセーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

snmp trap rate-limit window-size max-num-traps

no snmp trap rate-limit window-size max-num-traps

___________________
構文の説明

トラップレート制限スライディングウィンドウのサイズを指定しま

す。範囲は 2～ 60ウィンドウです。
window-size

設定時に送信されたトラップの最大数を指定します。範囲は 0～ 300
トラップです。

max-num-traps

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、VRF vrf1の OSPFv3インスタンス 100に対して、トラップレート制限スライディングウィ

ンドウのサイズを 50に設定し、送信されるトラップの最大数を 250に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-vrf)#snmp trap rate-limit 50 250
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spf prefix-priority（OSPFv3）
Shortest Path First（SPF）の実行中にグローバルルーティング情報ベース（RIB）への OSPFv3プ
レフィックスのインストールに優先順位を設定するには、ルータコンフィギュレーションモード

または VRFコンフィギュレーションモードで spf prefix-priorityコマンドを使用します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spf prefix-priority route-policy policy-name [disable]

spf prefix-priority route-policy policy-name

___________________
構文の説明

ルートのインストールに優先順位を設定するルートポリシーを指

定します。

route-policy

ルートポリシーの名前。policy-name

SPFプレフィックスのプライオリティをディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト SPFプレフィックス優先順位付けはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf
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___________________
例 次に、OSPFv3 SPFプレフィックス優先順位付けを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# prefix-set ospf3-critical-prefixes
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pfx)# 66.0.0.0/16
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# route-policy ospf3-spf-priority
RP/0/RP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in ospf-critical-prefixes then set
spf-priority critical
endif
RP/0/RP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
RP/0/RP0/CPU0:router(config-rpl)# commit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-rpl)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 66.0.0.1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ospf)# spf prefix-priority route-policy ospf-spf-priority

___________________
関連コマンド

説明コマンド

プレフィックスセットコンフィギュレーショ

ンモードを開始して、プレフィックスセット

を定義します。

prefix-set

ルートポリシーを定義して、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）
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stub（OSPFv3）
エリアをOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）のスタブエリアとして定義するには、エ
リアコンフィギュレーションモードで stubコマンドを使用します。この機能をディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

stub [no-summary]

no stub

___________________
構文の説明

（任意）エリア境界ルータ（ABR）によるスタブエリアへのサマリーリン
クアドバタイズメントの送信を無効にします。このオプションが指定され

ているエリアを完全スタブエリアと呼びます。

no-summary

___________________
コマンドデフォルト スタブエリアは定義されていません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

スタブエリアのすべてのルータで stubコマンドを設定する必要があります。スタブエリアの
ABRで default-cost areaコマンドを使用して、ABRによってスタブエリアにアドバタイズされる
デフォルトルートのコストを指定します。

スタブエリアコンフィギュレーションコマンドは、stubコマンドと default-costコマンドの 2つ
あります。スタブエリアに接続されているすべてのルートで、エリアは、stubコマンドを使用し
てスタブエリアとして設定される必要があります。 default-costコマンドは、スタブエリアに接
続されているABRでだけ使用してください。 default-costコマンドは、ABRによってスタブエリ
アに生成されるサマリーデフォルトルートのメトリックを提供します。
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スタブエリアに送信されるリンクステートアドバタイズメント（LSA）の数をさらに減らすに
は、ABRで no-summaryキーワードを設定して、サマリー LSA（LSAタイプ 3）がスタブエリア
に送信されないようにすることができます。

スタブエリアでは、自律システムの外部のルートに関する情報を受け入れません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、スタブエリア 5を作成し、このスタブエリアに送信されるデフォルトサマリールートに

コスト 20を指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# stub
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# default-cost 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スタブエリアに送信されるデフォルトサマリー

ルートのコストを指定します。

default-cost（OSPFv3）, （1286ページ）
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stub-router
スタブルータがアクティブな場合に自身を起点とするルータ LSAを変更するには、適切なコン
フィギュレーションモードで stub-routerコマンドを使用します。この機能をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

stub-router router-lsa [r-bit| v6-bit| max-metric] [always] [on-proc-migration interval] [on-proc-restart
interval] [on-switchover interval] [on-startup [interval| wait-for-bgp]] [summary-lsa [metric ]] [external-lsa
[ metric ]] [include-stub]

stub-router router-lsa [r-bit| v6-bit| max-metric]

___________________
構文の説明

常に、スタブルータでルータリンクステートアドバタイズメント（LSA）を
発信するように指定します。

router-lsa

ルータ LSAは、Rビットクリア（V6ビットセット）を使用して発信されま
す。つまり、ノードは中継ルータとして動作しません。直接接続されたネッ

トワーク（OSPFにネイティブ）は、OSPFエリア内で引き続き到達可能です。

r-bit

ルータ LSAは V6ビットクリア（および Rビットクリア）を使用して発信さ
れます。つまり、ノードは IPv6トラフィックを受信しません。他の OSPFv3
ルータは、V6ビットクリアが指定されているノードへのルートをインストー
ルしません。

v6-bit

ルータ LSAは、最大メトリックで発信されます。 r-bitおよび v6-bitモードと
は異なり、代替パスがない場合、ルータは引き続き中継ノードとして動作する

可能性があります。

max-metric

スタブルータモードは無条件にアクティブになります。always

スタブルータモードは、OSPFv3プロセスの移行時に目的の期間中、アクティ
ブになります。

on-proc-migration

スタブルータモードは、OSPFv3プロセスの再起動時に目的の期間中、アク
ティブになります。

on-proc-restart

スタブルータモードは、RPフェールオーバー時に目的の期間中、アクティブ
になります。

on-switchover

スタブルータモードは、ルータ起動（ブート）時にアクティブになります（設

定された期間中、または BGPコンバージェンスまで）。
on-startup
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スタブルータモードは、IPv6ユニキャストアドレスファミリのBGPコンバー
ジェンス時に終了します。このオプションは、グローバルルーティングテー

ブルのみで使用でき、デフォルト以外の VRFでは使用できません。このオプ
ションは、ルータの起動時に on-startupトリガーでのみサポートされます。

wait-for-bgp

イネーブルの場合、スタブルータがアクティブな場合に変更されたメトリッ

クでサマリー LSAがアドバタイズされます。この設定は、max-metricモード
に適用されます。

r-bitモードでは、ABR/ASBR機能は暗黙的にディセーブルであり、ルータは
中継機能を宣言しないため、ABR/ASBRとしてこのノードを使用しません（R
ビットクリア）。

イネーブルで、メトリックが明示的に設定されていない場合、アクティブなス

タブルータが 16711680（0xFF0000）の場合のサマリー LSAのデフォルトメ
トリック。

summary-lsa

イネーブルの場合、スタブルータがアクティブな場合に変更されたメトリッ

クで外部 LSAがアドバタイズされます。この設定は、max-metricモードに適
用されます。

r-bitモードでは、ABR/ASBR機能は暗黙的にディセーブルであり、ルータは
中継機能を宣言しないため、ABR/ASBRとしてこのノードを使用しません（R
ビットクリア）。

イネーブルで、メトリックが明示的に設定されていない場合、アクティブなス

タブルータが16711680（0xFF0000）の場合の外部LSAのデフォルトメトリッ
ク。

external-lsa

イネーブルの場合、スタブルータがアクティブな場合にルータ LSAを参照し
ているエリア内プレフィックス LSAは最大メトリック（0xffff）でアドバタイ
ズされます。

ネットワーク LSAを参照しているエリア内プレフィックス LSAはメトリック
を変更しません。

r-bitおよび max-metricモードで使用できます。

スタブルータがアクティブな場合、通常 LAビットセットおよび 0メトリッ
クでアドバタイズされる /128プレフィックスも最大メトリックおよびLAビッ
トクリアでアドバタイズされます。

include-stub

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション
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OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

一度にアクティブにできる方式は 1つだけです（Rビット、V6ビット、最大メトリック）。方式
の同時設定またはトリガーごとに異なる方式は、サポートされていません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、ルータ LSAを設定し、OSPFv3 VRF vrf_1で Rビットクリアを使用して発信する例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#vrf vrf_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-vrf)#stub-router router-lsa r-bit
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summary-prefix（OSPFv3）
他のルーティングプロトコルからOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロトコルに再
配布中のルートの集約アドレスを作成するには、適切なコンフィギュレーションモードで

summary-prefixコマンドを使用します。再配布されるルートの集約をやめるには、このコマンド
の no形式を使用します。

summary-prefix ipv6-prefix/prefix-length [not-advertise] tag tag

no summary-prefix ipv6-prefix/prefix-length

___________________
構文の説明 IP Version 6（IPv6）プレフィックスの範囲に対して指定するサマリープレ

フィックスです。

この引数は、RFC2373に記載されている形式にする必要があります。コロ
ン区切りの 16ビット値を使用して、アドレスを 16進数で指定します。

ipv6-prefix

IPv6プレフィックスの長さです。これは、プレフィックス（アドレスの
ネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す10進数値
です。 10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。

/ prefix-length

（任意）アドレスとマスクのペアに一致するサマリールートがアドバタイ

ズされないようにします。

not-advertise

（任意）再配布を制御するための「match」値として使用できるタグ値を指
定します。

tag tag

___________________
コマンドデフォルト ルータコンフィギュレーションモードでこのコマンドを使用しなかった場合は、他のルーティン

グプロトコルから OSFPv3プロトコルに再配布中のルートの集約アドレスは作成されません。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

summary-prefixコマンドを使用すると、OSPFv3自律システム境界ルータ（ASBR）は、アドレス
が対応するすべての再配布されたルートの集約として、1つの外部ルートをアドバタイズします。
このコマンドでは、OSPFv3に再配布されているルートのうち、他のルーティングプロトコルか
らのルートだけを集約します。

このコマンドを複数回使用して、複数のアドレスグループを集約できます。サマリーのアドバタ

イズに使用されるメトリックは、すべての特定ルートの中で最小のメトリックです。このコマン

ドは、ルーティングテーブルの容量縮小に有効です。

OSPFv3エリア間のルートを集約するには、rangeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、サマリープレフィックス 4004:f000:132が設定されているときにルート

4004:f000:1::/64、4004:f000:2::/64、および 4004:f000:3::/64がOSPFv3に再配布される場合、ルート
4004:f000::/32だけが外部リンクステートアドバタイズメントにアドバタイズされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# summary-prefix 4004:f000::/32

___________________
関連コマンド

説明コマンド

エリア境界でルートを統合および集約します。range（OSPFv3）, （1343ページ）
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timers lsa arrival
ソフトウェアがOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ネイバーから同じリンクステート
アドバタイズメント（LSA）を受け入れる最小間隔を設定するには、適切なコンフィギュレーショ
ンモードで timers lsa arrivalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

timers lsa arrival milliseconds

no timers lsa arrival

___________________
構文の説明

ネイバーからの同じ LSAの到着の受け入れと受け入れの間で経過する必
要のある最小遅延時間（ミリ秒単位）です。範囲は 0～ 60000ミリ秒で
す。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト 1000ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

timers lsa arrivalコマンドを使用して、同じ LSAを受け入れるための最小間隔を制御します。同
じ LSAとは、LSA ID番号、LSAタイプ、およびアドバタイジングルータ IDが同じ LSAインス
タンスを意味します。同じLSAのインスタンスが、設定されている間隔が経過する前に到着した
場合、その LSAはドロップされます。
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timers lsa arrivalコマンドの milliseconds値は、ネイバーの timers throttle lsa allコマンドの
hold-interval値以下にすることをお勧めします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、同一の LSAを受け入れる最小間隔を 2000ミリ秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# timers throttle lsa all 200 10000 45000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# timers lsa arrival 2000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

生成されている LSAのレート制限値を設定し
ます。

timers throttle lsa all（OSPFv3）, （1439ページ）
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timers pacing flood
リンクステートアドバタイズメント（LSA）フラッドパケットペーシングを設定するには、適切
なコンフィギュレーションモードで timers pacing floodコマンドを使用します。デフォルトのフ
ラッドパケットペーシング値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

timers pacing flood milliseconds

no timers pacing flood

___________________
構文の説明

フラッディングキュー内のLSAがアップデート間にペーシング処理され
る時間（ミリ秒単位）。範囲は 5ミリ秒～ 100ミリ秒です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト milliseconds：33

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFv3フラッドペーシングタイマーを設定することにより、OSPF送信キューでの連続するリ
ンクステート更新パケットのパケット間隔を制御できます。 timers pacing floodコマンドを使用
して、LSA更新の実行のペースを制御し、それにより大量のLSAがエリアにフラッディングする
結果として発生することのある、CPUまたはバッファの使用率が高くなる状況を回避します。

大部分のOSPFv3展開では、OSPFv3パケットペーシングタイマーのデフォルト設定で十分です。
OSPFv3パケットフラッディングの要件を満たす他のすべてのオプションを試みた後でなければ、
このパケットペーシングタイマーを変更しないでください。特に、ネットワークオペレータは、
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デフォルトのフラッドタイマーを変更する前に、集約、スタブエリアの使用方法、キューの調

整、およびバッファの調整を優先して行う必要があります。さらに、タイマー値の変更に関する

ガイドラインはありません。各 OSPFv3配置は固有であり、ケースバイケースベースで検討する
必要があります。ネットワークオペレータは、デフォルトのフラッドタイマー値を変更するこ

とで生じるリスクを念頭に置く必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3ルーティングプロセス 1の LSAフラッドパケットペーシング更新が 55ミリ秒の

間隔で発生するように設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# timers pacing flood 55

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスに関する一般的
な情報を表示します。

show ospfv3, （1356ページ）

OSPFv3リンクステートアドバタイズメント
（LSA）を収集してグループ化し、リフレッ
シュ、チェックサム、またはエージングを行う

間隔を変更します。

timers pacing lsa-group, （1435ページ）

LSA再送信パケットペーシングを設定します。timers pacing retransmission , （1437ページ）
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timers pacing lsa-group
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）リンクステートアドバタイズメント（LSA）を収
集してグループ化し、リフレッシュ、チェックサム、またはエージングを行う間隔を変更するに

は、適切なコンフィギュレーションモードで timers pacing lsa-groupコマンドを使用します。デ
フォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

timers pacing lsa-group seconds

no timers pacing lsa-group

___________________
構文の説明 LSAを収集してグループ化し、リフレッシュ、チェックサム、またはエー

ジングを行う間隔（秒数）です。範囲は 10～ 1800秒です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：240

OSPFv3の LSAグループペーシングはデフォルトでイネーブルです。

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

timers pacing lsa-groupコマンドを使用して、LSA更新の実行のペースを制御し、それにより大量
のLSAがエリアにフラッディングする結果として発生することのある、CPUまたはバッファの使
用率が高くなる状況を減らすことができます。OSPFv3パケットペーシングタイマーのデフォル
ト設定は、大部分の配置に適しています。 OSPFv3パケットフラッディングの要件を満たす他の
すべてのオプションを試みた後でなければ、このパケットペーシングタイマーを変更しないでく
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ださい。特に、ネットワークオペレータは、デフォルトのフラッディングタイマーを変更する

前に、集約、スタブエリアの使用方法、キューの調整、およびバッファの調整を優先して行う必

要があります。さらに、タイマー値の変更に関するガイドラインはありません。各 OSPFv3配置
は固有であり、ケースバイケースベースで検討する必要があります。ネットワークオペレータ

は、デフォルトのタイマー値を変更することで生じるリスクを念頭に置く必要があります。

Cisco IOS XRソフトウェアでは、LSAの定期リフレッシュをグループ化して、大規模トポロジに
おけるリフレッシュの LSAパッキング密度を向上させています。グループタイマーは LSAをグ
ループリフレッシュする間隔を制御しますが、このタイマーでは個々のLSAをリフレッシュする
頻度（デフォルトのリフレッシュレートは 30分）は変わりません。

LSAグループペーシングの期間は、ルータが処理する LSAの数に反比例します。たとえば、約
10,000のLSAがある場合、ペーシング間隔は短くなり、利益を得ることができます。小さなデー
タベース（40～ 100 LSA）を使用する場合は、ペーシングインターバルを長くし、10～ 20分に
設定してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3ルーティングプロセス 1で、LSAグループ間の OSPFv3グループパケットペーシ

ングアップデートを 60秒間隔で行うように設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# timers pacing lsa-group 60

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスに関する一般的
な情報を表示します。

show ospfv3, （1356ページ）

LSAフラッドパケットペーシングを設定しま
す。

timers pacing flood, （1433ページ）

LSA再送信パケットペーシングを設定します。timers pacing retransmission , （1437ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1436 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPFv3 コマンド
timers pacing lsa-group



timers pacing retransmission
リンクステートアドバタイズメント（LSA）再送信パケットペーシングを設定するには、適切な
コンフィギュレーションモードで timers pacing retransmissionコマンドを使用します。デフォル
トの再送信パケットペーシング値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

timers pacing retransmission milliseconds

no timers pacing retransmission

___________________
構文の説明

再送信キュー内の LSAのペースを指定する時間（ミリ秒単位）です。
範囲は 5ミリ秒～ 100ミリ秒です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト milliseconds：66

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

timers pacing retransmissionコマンドを使用して、OSPFv3送信キューでの連続するリンクステー
ト更新パケット間のパケット間隔を制御します。このコマンドでは、LSA更新の実行のペースを
制御します。エリアに非常に大量の LSAがフラッディングすると、LSA更新の結果、CPUまた
はバッファの使用率が高くなることがあります。このコマンドを使用すると、CPUまたはバッ
ファの使用率が低下されます。

OSPFv3パケット再送信ペーシングタイマーのデフォルト設定は、大部分の配置に適しています。
OSPFv3パケットフラッディングの要件を満たす他のすべてのオプションを試みた後でなければ、
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このパケット再送信ペーシングタイマーを変更しないでください。特に、ネットワークオペレー

タは、デフォルトのフラッディングタイマーを変更する前に、集約、スタブエリアの使用方法、

キューの調整、およびバッファの調整を優先して行う必要があります。さらに、タイマー値の変

更に関するガイドラインはありません。各 OSPFv3配置は固有であり、ケースバイケースベース
で検討する必要があります。ネットワークオペレータは、デフォルトのパケット再送信ペーシン

グタイマー値を変更することで生じるリスクを念頭に置く必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、OSPFv3ルーティングプロセス 1の LSAフラッドペーシング更新が 55ミリ秒の間隔で発

生するように設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# timers pacing retransmission 55

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスに関する一般的
な情報を表示します。

show ospfv3, （1356ページ）

LSAフラッドパケットペーシングを設定しま
す。

timers pacing flood, （1433ページ）

OSPFv3LSAを収集してグループ化し、リフレッ
シュ、チェックサム、またはエージングを行う

間隔を変更します。

timers pacing lsa-group, （1435ページ）
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timers throttle lsa all（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）のリンクステートアドバタイズメント（LSA）生
成のレート制限値を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで timers throttle lsa all
コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

timers throttle lsa all start-interval hold-interval max-interval

no timers throttle lsa all

___________________
構文の説明 LSAの生成に対する最小遅延（ミリ秒単位）です。 LSAの最初のインス

タンスは、常にローカル OSPFv3トポロジの変更の直後に生成されます。
次の LSAの生成は、開始間隔の前ではありません。範囲は 0～ 600000ミ
リ秒です。

start-interval

追加時間（ミリ秒単位）です。この値は、LSA生成の時間を制限する従属
レートを計算するために使用されます。指定できる範囲は 1～ 600000ミ
リ秒です。

hold-interval

同じ LSAの生成間の最大待機時間（ミリ秒単位）です。指定できる範囲
は 1～ 600000ミリ秒です。

max-interval

___________________
コマンドデフォルト start-interval：500ミリ秒

hold-interval：5000ミリ秒

max-interval：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが OSPFv3 VRFコンフィギュレーションモード
でサポートされました。

リリース 4.1.0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

「同じ LSA」とは、同じ LSA ID番号、LSAタイプ、およびアドバタイズルータ IDを含む LSA
インスタンスを意味します。 timers lsa arrivalコマンドの milliseconds値は、timers throttle lsa all
コマンドの hold-interval値以下に保つことをお勧めします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 この例は、OSPFv3 LSAスロットリングをカスタマイズして、start intervalに 200ミリ秒、hold

intervalに 10,000ミリ秒、maximum intervalに 45,000ミリ秒を設定する方法を示します。同じ LSA
を受信するインスタンス間の最小間隔は 2000ミリ秒です。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# timers throttle lsa all 200 10000 45000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# timers lsa arrival 2000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3ルーティングプロセスに関する一般的
な情報を表示します。

show ospfv3, （1356ページ）

ソフトウェアがOSPFv3ネイバーから同じ LSA
を受け入れる最小間隔を設定します。

timers lsa arrival, （1431ページ）
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timers throttle spf（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）の Shortest Path First（SPF）スロットリングをオン
にするには、適切なコンフィギュレーションモードで timers throttle spfコマンドを使用します。
SPFスロットリングをオフにするには、このコマンドの no形式を使用します。

timers throttle spf spf-start spf-hold spf-max-wait

no timers throttle spf spf-start spf-hold spf-max-wait

___________________
構文の説明

初期 SPFスケジュール遅延（ミリ秒単位）です。指定できる範囲は 1～
600000ミリ秒です。

spf-start

2つの連続する SPF計算間の最小ホールドタイム（ミリ秒単位）です。
指定できる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。

spf-hold

2つの連続する SPF計算間の最大待機時間（ミリ秒単位）です。指定で
きる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。

spf-max-wait

___________________
コマンドデフォルト spf-start：5000ミリ秒

spf-hold：10000ミリ秒

spf-max-wait：10000ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータ OSPFv3コンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが OSPFv3 VRFコンフィギュレーションモード
でサポートされました。

リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

SPF計算間の初回待機時間は、spf-start引数で指定される時間（ミリ秒単位）です。続いて適用
される各待機時間は、待機時間が spf-max-wait引数で指定される最大時間（ミリ秒単位）に達す
るまで、現在のホールド時間（ミリ秒単位）を 2倍した値になります。値がリセットされるま
で、または SPF計算間でリンクステートアドバタイズメント（LSA）が受信されるまで、従属待
機時間は最大のまま残ります。

spf-start時間および spf-hold時間に小さい値を設定すると、故障が発生したときに、代替パス
へのルーティングの切り替えが迅速に行われます。ただし、消費される CPU処理時間も多く
なります。

ヒント

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、開始、ホールド、および最大の待機間隔値を、それぞれ 5ミリ秒、1000ミリ秒、および

90,000ミリ秒をに変更する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# timers throttle spf 5 1000 90000

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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trace（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）バッファサイズを指定するには、ルータ ospfv3コ
ンフィギュレーションモードで traceコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

trace size buffer_name size

no trace size buffer_name size

___________________
構文の説明

既存のバッファを削除し、Nエントリを持つバッファを 1つ作成します。size

リストされている15バッファのうち1つのバッファを指定します。バッファ
の詳細については、表140：バッファタイプ,（1444ページ）を参照してくだ
さい。

buffer_name

選択したバッファの許容サイズを指定します。オプションは、0、256、1024、
2048、4096、8192、16384、32768、および 65536です。

トレースをディセーブルにするには、0を選択します。

size

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルータ ospfv3コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

トレースバッファは、実行時にさまざまなトラフィックイベントおよび処理イベントを保存する

ために使用されます。バッファが大きいほど、多くのイベントを保存できます。バッファがフル

になると、古いエントリが最新のエントリで上書きされます。大規模ネットワークでは、収容す
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るイベントの数を増やすために、トレースバッファサイズを大きくする必要がある場合がありま

す。

表 140：バッファタイプ

説明名前

隣接関係adj

dbd/フラッディングイベント/pktsadj_cycle

設定イベントconfig

エラーerrors

mda/rtrid/bfd/vrfevents

起動/HA/NSFha

helloイベント/pktshello

インターフェイスidb

I/Oパケットpkt

RIBのバッチ処理rib

spf/トポロジspf

spf/トポロジの詳細spf_cycle

mpls-tete

テスト情報test

メッセージキュー情報mq

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、1024エラートレースエントリを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 osp3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#trace size errors ?
0 disable trace
256 trace entries
512 trace entries
1024 trace entries
2048 trace entries
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4096 trace entries
8192 trace entries
16384 trace entries
32768 trace entries
65536 trace entries

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#trace size errors 1024
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transmit-delay（OSPFv3）
インターフェイスでリンクステート更新パケットを送信するために必要な推定時間を設定するに

は、適切なコンフィギュレーションモードで transmit-delayコマンドを使用します。デフォルト
値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

transmit-delay seconds

no transmit-delay seconds

___________________
構文の説明

リンクステートアップデートの送信に必要な時間（秒）。範囲は 1～
65535秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト 1秒

___________________
コマンドモード プロセスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

OSPFv3 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドがOSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモー
ドでサポートされました。

リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アップデートパケットのリンクステートアドバタイズメント（LSA）の伝送では、引数 seconds
で指定された数値分の経過時間を事前に増分する必要があります。値は、インターフェイスの送

信および伝播遅延を考慮して割り当てる必要があります。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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リンクでの送信前に遅延が加算されていない場合、LSAがリンクを介して伝播する時間は考慮さ
れません。この設定は、非常に低速のリンクでより重要な意味を持ちます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/3/0/0に伝送遅延に 3秒を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar-if)# transmit-delay 3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報
を表示します。

show ospfv3, （1356ページ）
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virtual-link（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）仮想リンクを定義するには、エリアコンフィギュ
レーションモードで virtual-linkコマンドを使用します。仮想リンクを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

virtual-link router-id

no virtual-link

___________________
構文の説明

仮想リンクネイバーに関連付けられるルータ ID。ルータ IDは showospfv3ディ
スプレイに表示されます。この値は、IPVersion4（IPv4）アドレスに類似した、
32ビットのドット付き 10進表記で入力する必要があります。デフォルトはあ
りません。

router-id

___________________
コマンドデフォルト 仮想リンクは定義されません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFv3では、非バックボーンエリアへのパスがあり、このパスを介して仮想リンクが機能でき
る場合は、すべてのエリアがバックボーンエリアに接続されている必要があります。バックボー

ンへの接続が失われた場合は、仮想リンクを確立して修復できます。

通過するエリアのサブモードに定義されている仮想リンクは、事実上、エリア0（バックボーン）
に属している仮想ポイントツーポイントインターフェイスです。仮想リンクでは、それが定義さ

れている中継エリアからではなく、バックボーンエリアからパラメータ値を継承します。
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リンクが適切に確立されるためには、各仮想リンクネイバーが各仮想リンクネイバーのルータ

IDを含む必要があります。 show ospfv3コマンドを使用して、OSPFv3プロセスのルータ IDを表
示します。

virtual-linkコマンドを使用して、ルータを仮想リンクコンフィギュレーションモード
（config-router-ar-vl）にします。このモードでは、仮想リンク固有の設定を行うことができます。
このモードで設定したコマンド（transmit-delayコマンドなど）は、その仮想リンクに自動でバイ
ンドされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、任意のパラメータすべてにデフォルト値を使用して仮想リンクを確立する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospfv3 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-ar)# virtual-link 10.3.4.5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報
を表示します。

show ospfv3, （1356ページ）

インターフェイス上でリンクステート更新パ

ケットを送信するために必要とされる時間を設

定します。

transmit-delay（OSPFv3）, （1446ページ）
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vrf（OSPFv3）
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタン
スを設定し、OSPFv3 VRFコンフィギュレーションサブモードを開始するには、ルータコンフィ
ギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。 OSPFv3 VRFを終了するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

vrf vrf-name

no vrf vrf-name

___________________
構文の説明 OSPFv3VRFの名前を指定します。名前が指定されていない場合、デフォ

ルトの VRFが使用されます。
vrf-name

___________________
コマンドデフォルト OSPFv3 VRFは設定されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

vrfコマンドを使用すると、VRFを明示的に設定します。このコマンドは、プロセス内のOSPFv3
のインスタンスを個別に作成します。VRFコンフィギュレーションモードの下で構成されたコマ
ンド（interface [OSPFv3]および authentication [OSPFv3]コマンド）は、自動的に当該 VRFと結
びつきます。

VRFを修正または削除するには、VRFを作成するときに使用した形式と同じ形式の vrf-name引数
を指定する必要があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次に、VRF vrf_1を設定し、OSPFv3VRFコンフィギュレーションサブモードを開始する例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospfv3 osp3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3)#vrf vrf_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospfv3-vrf)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFv3プロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPFv3）, （1352ページ）
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマン
ド

このモジュールでは、Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータでルーティン
グ情報ベース（RIB）に関する情報を表示および表示をクリアする各種のコマンドについて説明
します

RIBの概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Configuration Guide』の「Implementing RIB on Cisco ASR 9000 Series Router」のモジュー
ルを参照してください。

• address-family next-hop dampening disable, 1455 ページ

• clear route, 1457 ページ

• maximum prefix（RIB）, 1459 ページ

• lcc, 1461 ページ

• rcc, 1463 ページ

• recursion-depth-max, 1465 ページ

• router rib, 1467 ページ

• rump always-replicate, 1469 ページ

• show bcdl statistics, 1471 ページ

• show lcc statistics, 1473 ページ

• show mpls lsd forwarding, 1475 ページ

• show rcc, 1477 ページ

• show rcc statistics, 1479 ページ

• show rcc vrf, 1481 ページ

• show rib, 1483 ページ

• show rib afi-all, 1486 ページ
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• show rib attributes, 1489 ページ

• show rib client-id, 1491 ページ

• show rib clients, 1493 ページ

• show rib extcomms, 1496 ページ

• show rib firsthop, 1498 ページ

• show rib history, 1501 ページ

• show rib next-hop, 1503 ページ

• show rib opaques, 1506 ページ

• show rib protocols, 1509 ページ

• show rib recursion-depth-max, 1511 ページ

• show rib statistics, 1513 ページ

• show rib tables, 1516 ページ

• show rib trace, 1519 ページ

• show rib vpn-attributes, 1522 ページ

• show rib vrf, 1524 ページ

• show route, 1526 ページ

• show route backup, 1534 ページ

• show route best-local, 1538 ページ

• show route connected, 1541 ページ

• show route local, 1543 ページ

• show route longer-prefixes, 1546 ページ

• show route next-hop, 1549 ページ

• show route quarantined, 1552 ページ

• show route resolving-next-hop, 1555 ページ

• show route static, 1558 ページ

• show route summary, 1561 ページ
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address-family next-hop dampening disable
ルーティング情報ベース（RIB）のネクストホップダンプニングをディセーブルにするには、ルー
タコンフィギュレーションモードで address-family next-hop dampening disableコマンドを使用し
ます。 RIBネクストホップダンプニングをイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

address-family {ipv4| ipv6} next-hop dampening disable

no address-family {ipv4| ipv6} next-hop dampening disable

___________________
構文の説明 IP Version 4（IPv4）アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IP Version 6（IPv6）アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

___________________
コマンドデフォルト RIBネクストホップダンプニングがイネーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrib
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___________________
例 次に、IPv6アドレスファミリで RIBネクストホップダンプニングをディセーブルにする例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rib
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rib)# address-family ipv6 next-hop dampening disable

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1456 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
address-family next-hop dampening disable



clear route
IPルーティングテーブルからルートをクリアするには、EXECモードで clear routeコマンドを使
用します。

clear route [vrf {vrf-name| all}] {ipv4| ipv6| afi-all} {unicast| multicast| safi-all} [topology topo-name]
[ip-address mask]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

IP Version 4および IP Version 6のアドレスプレフィックスを指定します。afi -all

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィックスを指定し

ます。

safi-all

（任意）トポロジテーブル情報およびトポロジテーブル名を指定しま

す。

topology topo-name

（任意）指定したノードからのハードウェアリソースカウンタをクリア

します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。
ip-address node-id

ルーティング情報が表示されるネットワーク IPアドレス。ip-address

ネットワークマスクの指定方法には次の 2種類があります。

4分割されたドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスクを指
定できます。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対応す
るアドレスビットがネットワークアドレスであることを示します。

ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができます。
たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、アドレスの対応
するビットはネットワークアドレスであることを示します。

mask
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___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャスト VRFからルートがクリアされ

ます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear routeコマンドは、特定のネットワークまたは一致するサブネットアドレスまでのルート、
またはすべてのルートを IPルーティングテーブルから削除するときに使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrib

___________________
例 次に、サブネットアドレス 192.168.2.0とマスク 255.255.255.0に一致するすべてのルートを IPv4

ユニキャストルーティングテーブルから削除する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear route ipv4 unicast 192.168.2.0 255.255.255.0

次に、IPv4ユニキャストルーティングテーブルからすべてのルートを削除する例を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router# clear route ipv4 unicast

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングテーブルの現在の状態を表示しま

す。

show route, （1526ページ）
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maximum prefix（RIB）
VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに対してプレフィックス数の上限を設定する
には、グローバル VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードで maximum prefixコ
マンドを使用します。プレフィックス数の上限をデフォルト値に設定するには、このコマンドの

no形式を使用します。

maximum prefix maximum [ mid-threshold ]

no maximum prefix

___________________
構文の説明 VRFインスタンスで許可されているプレフィックスの最大数。範囲は 32

～ 2000000です。
maximum

（任意）maximum引数の値の何パーセントに達したら簡易ネットワーク
管理プロトコル（SNMP）トラップを生成し始めるか指定する整数。範囲
は 1～ 100です。

mid-threshold

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバル VRFアドレスファミリ設定

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximum prefix コマンドは、1つの VRFインスタンスが受信できるプレフィックスの最大数を
設定するときに使用します。

ルートの最大数は、スタティックまたは接続されたルートと同様にダイナミックルーティングプ

ロトコルにも適用されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrib

___________________
例 次に、許可されるプレフィックスの最大数を 1000に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# vrf vrf-A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-vrf-af)# maximum prefix 1000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIBに対して既知のすべてのテーブルを表示し
ます。

show rib tables, （1516ページ）
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lcc
IPv6または IPv4ラベルに対するラベル整合性チェッカ（lcc）バックグラウンドスキャンをイネー
ブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで lcc enableコマンドを使用します。
lccバックグラウンドスキャンをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

lcc {ipv4| ipv6} unicast {enable| period milliseconds}

no lcc {ipv4| ipv6} unicast {enable| period milliseconds}

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

スキャンの間隔をミリ秒単位で指定します。範囲は 100～ 600000ミ
リ秒です。

period milliseconds

___________________
コマンドデフォルト ラベル整合性チェッカはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みipv4
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操作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

___________________
例 次の例では、IPv6ラベルに対する lccをイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#lcc ipv6 unicast enable
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rcc
IPv6または IPv4ルートに対するルート整合性チェッカ（rcc）バックグラウンドスキャンをイネー
ブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで rcc enableコマンドを使用しま
す。 rccバックグラウンドスキャンをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

rcc {ipv4| ipv6} unicast {enable| period milliseconds}

no rcc {ipv4| ipv6} unicast {enable| period milliseconds}

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

スキャンの間隔をミリ秒単位で指定します。範囲は 100～ 600000ミ
リ秒です。

period milliseconds

___________________
コマンドデフォルト ルート整合性チェッカはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

periodオプションは、スキャンがトリガーされる頻度を制御するために使用します。スキャンが
トリガーされるたびに、バックグラウンドスキャンプロセスは前回終了したところから確認を再

開し、1バッファ分のルートを転送情報ベース（FIB）に送信します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みipv4

読み取り、書き込みipv6

___________________
例 次の例では、IPv6ユニキャストに対して rccを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#rcc ipv6 unicast enable

次の例では、IPv6ユニキャストに対して rccをイネーブルにして、スキャン間隔を 500ミリ秒に
設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#rcc ipv6 unicast period 500
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recursion-depth-max
ルート再帰チェックの深さの最大値を設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで

recursion-depth-maxコマンドを使用します。再帰チェックをデフォルト値に設定するには、この
コマンドの no形式を使用します。

recursion-depth-max maximum

no recursion-depth-max maximum

___________________
構文の説明

再帰チェックの最大の深さ。範囲は 5～ 16です。maximum

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの再帰の深さは 128です。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

recursion-depth-maxコマンドを使用して、再帰チェックの最大数を 5～ 16の範囲内で設定しま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrib
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___________________
例 次に、ルートの再帰チェックを 12に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rib
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rib)# recursion-depth-max 12
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router rib
ルーティング情報ベース（RIB）コンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで router ribコマンドを使用します。すべての RIBコンフィギュ
レーションを削除し、RIBルーティングプロセスを終了するには、このコマンドの no形式を使
用します。

router rib

no router rib

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ルータコンフィギュレーションモードはイネーブルになりません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbgp

読み取り、書き込みospf

読み取り、書き込みhsrp

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、RIBコンフィギュレーションモードを入力する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rib
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rump always-replicate
MTRなどの機能が設定された後でも、通常どおりに uRIBからmuRIBに複製する機能をイネーブ
ルにするには、ルータコンフィギュレーションモードで rump always-replicateコマンドを使用し
ます。 uRIBからmuRIBへの複製をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

rump always-replicate [ access-list ]

no rump always-replicate [ access-list ]

___________________
構文の説明

（任意）アクセスリストの名前。access-list-name

___________________
コマンドデフォルト uRIBからの muRIBへの複製はイネーブルです。

___________________
コマンドモード ルータアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

rump always-replicateコマンドを設定すると、ネットワーク内のルータを少しずつマルチトポロ
ジルーティングにアップグレードできるようになります。停止日を決めてすべてのルータを同時

に設定することは必要ないので、サービスの大きな中断が発生しません。 rump always-replicate
が設定されているときは、複製されたルートは、最低アドミニストレーティブディスタンスとし

て muRIBに追加されます。したがって、現在プロトコルによって muRIBにルートが入力されて
いる場合は、今後もそうなります。同じルートについては、プロトコルのルートのほうがアドミ

ニストレーティブディスタンスが高いため、複製されたルートよりも優先されます。

uRIBからの、より限定的なルートが不要なものである場合は、アクセスリストを設定し、そのリ
ストを通して複製ルートを実行することもできます。ルートがアクセスリストを通過した場合

は、そのルートは RUMPによって複製されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrib

___________________
例 次の例では、uRIBから muRIBへの複製をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rib
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rib)# address-family ipv4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rib-afi)# rump always-replicate
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show bcdl statistics
システム全体のルートプライオリティ設定中の、データのプロデューサ（RIB、LSDなど）また
はデータのコンシューマ（FIBなど）のキューおよびアップデートグループの統計情報を表示す
るには、EXECモードで show bcdl statisticsコマンドを使用します。

show bcdl statistics statistics_name

___________________
構文の説明

統計情報の名前statistics_name

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbcdl

___________________
例 次の例は、show bcdl statisticsの出力例です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bcdl statistics ipv4_lsd
UG 0
Pri 0 buffers sent = 0
Pri 1 buffers sent = 2
Pri 2 buffers sent = 12
Pri 3 buffers sent = 15
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Pri 4 buffers sent = 16
Pri 5 buffers sent = 3

UG 1
Pri 0 buffers sent = 2
Pri 1 buffers sent = 1
Pri 2 buffers sent = 120
Pri 3 buffers sent = 0
Pri 4 buffers sent = 1
Pri 5 buffers sent = 0

CBP POOLS STATS:
Transmit: bufs=730: sz=6224: num_free=730: num_issued=395: num_returned=395
Receive: bufs=50: sz=1104: num_free=50: num_issued=0: num_returned=0
Control: bufs=1024: sz=592: num_free=1024: num_issued=399: num_returned=399

Cumulative Stats
Transmit Queue: buffers in queue=0, buffers enqueued=194, buffers dequeued=194

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1472 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show bcdl statistics



show lcc statistics
ラベル整合性チェッカ（lcc）バックグラウンドスキャンの結果を表示するには、EXECモードで
show lcc statisticsコマンドを使用します。

show lcc {ipv4| ipv6} unicast statistics

___________________
構文の説明 IPv4アドレスプレフィックス。ipv4

IPv6アドレスプレフィックス。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りipv4

読み取りipv6
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___________________
例 次の例では、AFI-SAFI mplsv6ユニキャストのバックグラウンドスキャンの統計情報が表示され

ています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show lcc ipv6 unicast statistics

Background Scan Statistics for AFI-SAFI mplsv6-unicast:
======================================================

Scan enabled: False
Current scan-id: 0 Scan triggered: False
Configured period: 60 Current period: 0

Paused by range scan: False
Paused by route churn: False
Paused by error scan: False

Last data sent: 0 entries Damping percent: 70
Default route churn: 10 Current route churn: 0
Route churn last calculated at Dec 31 16:00:00.000

Logs stored for background scan ids:

Log for AFI-SAFI mplsv6-unicast:
================================

End Of Logs

次の例では、AFI-SAFI mplsv4ユニキャストのバックグラウンドスキャンの統計情報が表示され
ています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show lcc ipv4 unicast statistics

Background Scan Statistics for AFI-SAFI mplsv4-unicast:
======================================================

Scan enabled: False
Current scan-id: 0 Scan triggered: False
Configured period: 60 Current period: 0

Paused by range scan: False
Paused by route churn: False
Paused by error scan: False

Last data sent: 0 entries Damping percent: 70
Default route churn: 10 Current route churn: 0
Route churn last calculated at Dec 31 16:00:00.000

Logs stored for background scan ids:

Log for AFI-SAFI mplsv4-unicast:
================================

End Of Logs
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show mpls lsd forwarding
LSD書き換えのプライオリティおよびバージョン情報を表示するには、show mpls lsd forwarding
コマンドを detailオプションとともに使用します。

show mpls lsd forwarding detail

___________________
構文の説明 LSD書き換えのプライオリティおよびバージョン情報を表示するには、detail

キーワードを使用します。

detail

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmpls

___________________
例 この例は、show mpls lsd forwarding detailコマンドの出力例です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show mpls lsd forwarding

In_Label, (ID), Path_Info: <Type>
16002, (IPv4, 'default':4U, 2.1.1.1/32), 1 Paths

1/1: IPv4, 'default':4U, Gi0/3/0/3, nh=20.1.5.2, lbl=None, tun_id=0 flags=()
path-id=1, backup-path-id=0
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BCDL priority:3, LSD queue:5, version:7
Installed Jan 17 14:26:31.140 (05:03:11 ago)

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

説明フィールド

BCDLプライオリティ値BCDL priority:

LSDキュー番号LSD queue:

LSD書き換えのバージョン番号version:
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show rcc
ルート整合性チェッカ（RCC）情報を表示するには、EXECモードで show rccコマンドを使用し
ます。

show rcc {ipv4| ipv6} unicast [log| prefix netmask vrf vrf-name]

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）RCCログを指定します。log

（任意）開始プレフィックス。prefix

（任意）ネットワークマスク。netmask

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りipv4

___________________
例 次に、show rccコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rcc ipv4 unicast log

ipv4-unicast: disabled, count = 1000, period = 60, table wraps = 0
---------------------------------------------------------------------------
node checks performed errors

0/6/CPU0 0 0
0/4/CPU1 30 0
0/4/CPU0 0 0
0/1/CPU0 0 0
0/RP1/CPU0 120 0
0/RSP0/CPU0 z 0 0
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show rcc statistics
ルート整合性チェッカ（rcc）バックグラウンドスキャンの結果を表示するには、EXECモードで
show rcc statisticsコマンドを使用します。

show rcc {ipv4| ipv6} unicast statistics

___________________
構文の説明 IPv4アドレスプレフィックス。ipv4

IPv6アドレスプレフィックス。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りipv4

読み取りipv6
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___________________
例 次の例では、AFI-SAFI IPv6ユニキャストのバックグラウンドスキャンの統計情報が表示されて

います。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show rcc ipv6 unicast statistics

Background Scan Statistics for AFI-SAFI ipv6-unicast:
======================================================

Scan enabled: False
Current scan-id: 0 Scan triggered: False
Configured period: 60 Current period: 0

Paused by range scan: False
Paused by route churn: False
Paused by error scan: False

Last data sent: 0 entries Damping percent: 70
Default route churn: 10 Current route churn: 0
Route churn last calculated at Dec 31 16:00:00.000

Logs stored for background scan ids:

Log for AFI-SAFI ipv6-unicast:
================================

End Of Logs

次の例では、AFI-SAFI IPv4ユニキャストのバックグラウンドスキャンの統計情報が表示されて
います。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show rcc ipv4 unicast statistics

Background Scan Statistics for AFI-SAFI ipv4-unicast:
======================================================

Scan enabled: False
Current scan-id: 0 Scan triggered: False
Configured period: 60 Current period: 0

Paused by range scan: False
Paused by route churn: False
Paused by error scan: False

Last data sent: 0 entries Damping percent: 70
Default route churn: 10 Current route churn: 0
Route churn last calculated at Dec 31 16:00:00.000

Logs stored for background scan ids:

Log for AFI-SAFI ipv4-unicast:
================================

End Of Logs

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1480 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rcc statistics



show rcc vrf
オンデマンドルート整合性チェッカ（rcc）スキャンをAFI、SAFI、テーブル、プレフィックス、
またはテーブル内のプレフィックスセット全体に対して実行するには、EXECモードで show rcc
vrfコマンドを使用します。

show rcc {ipv4| ipv6} unicast prefix/mask vrf vrfname

___________________
構文の説明 IPv4アドレスプレフィックス。ipv4

IPv6アドレスプレフィックス。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。prefix /mask

VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

VRFの名前。vrfname

___________________
コマンドデフォルト なし。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りipv4

読み取りipv6
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___________________
例 次の例では、オンデマンド rccスキャンを IPv6プレフィックスに対して実行する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show rcc ipv6 unicast 2001:DB8::/32 vrf vrf_1

次の例では、オンデマンド rccスキャンを IPv4プレフィックスに対して実行する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show rcc ipv4 unicast 10.2.3.4/32 vrf vrf-1

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1482 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rcc vrf



show rib
ルーティング情報ベース（RIB）データを表示するには、EXECモードで showribを使用します。

show rib {ipv4| ipv6} {unicast| multicast}[firsthop| [ type interface-path-id]| next-hop| [ type
interface-path-id]| opaques | {attribute | ip-nexthop| ipfrr| safi-tunnel| summary | tunnel-nexthop}}|
protocols| [standby]| statistics| [name]| [standby]| topology| {topo-name| all}]

___________________
構文の説明

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。これ

はデフォルトです。

unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）登録済みファーストホップ通知アドレスを指定します。firsthop

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイスを識別します。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリ

ストを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用します。

interface-path-id

（任意）登録済みネクストホップ通知アドレスを指定します。next-hop

（任意）RIBにインストールされている隠されたデータを指定します。opaques

（任意）RIBにインストールされている隠された属性を指定します。attribute

（任意）RIBにインストールされている IPネクストホップデータを指
定します。

ip-nexthop

（任意）RIBにインストールされている Subaddress Family（SAFI;サブ
アドレスファミリ）トンネルの隠されたデータを指定します。

safi-tunnel

（任意）RIBにインストールされている隠されたデータの概要を指定し
ます。

summary
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（任意）RIBにインストールされているトンネルネクストホップの隠さ
れたデータを指定します。

tunnel-nexthop

（任意）登録済みプロトコルを指定します。protocols

（任意）指定の名前の RIB統計情報を指定します。statistics name

（任意）スタンバイ情報を指定します。standby

（任意）すべてのトポロジテーブルの情報を表示する必要があると指定

します。

all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りipv4

___________________
例 次に、show ribコマンドの実行例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib

ipv4 multicast

topology
BLUE
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RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib topology BLUE ipv4 multicast protocols
Protocol Handle Instance
isis 0 mt

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv4と IPv6の両方の RIB情報を表示します。show rib afi-all, （1486ページ）
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show rib afi-all
IPv4と IPv6の両方のアドレスファミリに関するルーティング情報ベース（RIB）データを表示す
るには、EXECモードで show rib afi-allコマンドを使用します。

show rib afi-all [attributes] [client-id] [clients] [extcomms] [firsthop] [history] [multicast] [next-hop]
[opaques] [protocols] [recursion-depth-max] [safi-all] [statistics] [tables] [trace] [unicast] [vpn-attributes]

___________________
構文の説明

（任意）RIBにインストールされているすべての Border Gateway
Protocol（BGP;ボーダーゲートウェイプロトコル）属性を表示しま
す。

attributes

（任意）クライアントに送信された再配布ルートの履歴が長いRIBク
ライアントの IDを表示します。

client-id

（任意）RIBクライアントを表示します。clients

（任意）RIBにインストールされているすべての拡張コミュニティを
表示します。

extcomms

（任意）登録済みファーストホップ通知アドレスを表示します。firsthop

（任意）RIBクライアントに送信された再配布ルートを表示します。history

（任意）マルチキャストコマンドを表示します。multicast

（任意）登録済みネクストホップ通知アドレスを表示します。next-hop

（任意）RIBにインストールされている隠されたデータを表示しま
す。

opaques

（任意）登録済みプロトコルを表示します。protocols

（任意）RIBでの再帰の最大深度を表示します。recursion-depth-max

（任意）ユニキャストコマンドとマルチキャストコマンドを表示し

ます。

safi-all

（任意）RIB統計情報を表示します。statistics

（任意）RIBで既知のテーブルを一覧表示します。tables

（任意）RIBトレースエントリを表示します。trace

（任意）ユニキャストコマンドを表示します。unicast
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（任意）RIBにインストールされているすべての VPN属性を表示し
ます。

vpn-attributes

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りipv4

___________________
例 次に、show rib afi-all attributesコマンドの実行例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib afi-all attributes

BGP attribute data in IPv4 RIB:

0 Attributes, for a total of 0 bytes.

BGP attribute data in IPv6 RIB:

0 Attributes, for a total of 0 bytes.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIB情報を表示します。show rib, （1483ページ）
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show rib attributes
ルーティング情報ベース（RIB）にインストールされているボーダーゲートウェイプロトコル
（BGP）の属性を表示するには、EXECモードで show rib attributesコマンドを使用します。

show rib attributes [summary] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）RIBにインストールされているBGP属性データの概要を表示
します。

summary

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib attributesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib attributes

BGP attribute data in IPv4 RIB:
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Attribute ID (0x2):size (68)
Attribute ID (0x3):size (52)
Attribute ID (0x4):size (68)
Attribute ID (0x5):size (52)

4 Attributes, for a total of 240 bytes.

Attribute ID : ID assigned for the attribute by BGP
size : size of the attribute data.
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show rib client-id
ルーティング情報ベース（RIB）の再配布の履歴を表示するには、EXECモードで showribclient-id
コマンドを使用します。

show rib client-id id redistribution history [standby]

___________________
構文の説明

クライアントの ID。範囲は 0～ 4294967295です。id

RIBクライアントに送信された再配布ルートで履歴の長いものを表
示します。

redistribution history

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show rib client-idコマンドを使用して、RIBからクライアントに VRFを介して送信されたルート
の追加、削除、更新の履歴を表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1491

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rib client-id



___________________
例 次に、show rib client-idコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib client-id 13 redistribution history

PID JID Client Location
151630 113 bcdl_agent node0_5_CPU0
Table ID: 0xe0000000

S 80.80.80.0/24[1/0] update, 5 path(s), 0x0 Jan 31 09:54:57.224
S 80.80.80.0/24[1/0] update, 6 path(s), 0x0 Jan 31 09:53:39.736
S 140.140.140.0/24[1/0] update, 1 path(s), 0x0 Jan 31 09:53:39.729
S 80.80.80.0/24[1/0] update, 5 path(s), 0x0 Jan 30 22:08:38.551
S 140.140.140.0/24 deleted, Jan 30 22:08:38.543
S 80.80.80.0/24[1/0] update, 6 path(s), 0x0 Jan 30 22:03:05.889
S 100.100.100.0/24[1/0] update, 1 path(s), 0x0 Jan 30 22:03:05.880

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 141：show rib client-id のフィールドの説明

説明フィールド

クライアントのプロセス ID。PID

クライアントのジョブ ID。JID

クライアント名。Client

クライアントが存在する場所ノード。Location

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIBクライアントを表示します。show rib clients, （1493ページ）
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show rib clients
ルーティング情報ベース（RIB）クライアントを表示するには、EXECモードで showrib clientsコ
マンドを使用します。

show rib [afi-all| ipv4| ipv6] clients [protocols| redistribution [history]] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これは
デフォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）クライアントプロトコルを指定します。protocols

（任意）クライアントによるプロトコルの再配布を指定します。redistribution

（任意）RIBクライアントに送信された再配布ルートを指定します。history

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show rib clientsコマンドを使用すると、RIBに登録済みのクライアントが一覧表示され、そのク
ライアントが再配布するプロトコルルート、およびそのクライアントに送信されたルートの履歴

も表示されます。
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再配布エントリの最大数は、バルクコンテンツダウンローダ（BCDL）では 5000、他のプロトコ
ルでは 500です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib clientsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib clients

Process Location Client ID Redist Proto
isis node0_5_CPU0 0 insync insync
ospf node0_5_CPU0 2 insync insync

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib clients redistribution

isis node0_5_CPU0
ipv4 uni vrf default insync route

static insync
ospf node0_5_CPU0

ipv4 uni vrf default insync route
static insync
local insync

bgp node0_5_CPU0
ipv4 uni vrf abc insync route

static insync
bcdl_agent node0_5_CPU0

ipv4 uni vrf default insync rib_fib
ipv4 uni vrf bar insync rib_fib
ipv4 uni vrf abc insync rib_fib
ipv4 uni vrf test insync rib_fib

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 142：show rib clients のフィールドの説明

説明フィールド

クライアントのプロセス名。Process

クライアントプロセスが実行されている場所。Location

RIBによってクライアントに割り当てられてい
る ID。

Client ID
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説明フィールド

クライアントが任意のプロトコルを再配布して

いるかどうか、このプロトコルでRIBのすべて
のルートが読み込まれているかどうかを示しま

す。

• insync：読み込まれています

• outsync：読み込まれていません

Redist

プロトコルが自身のすべてのルートをRIBに送
信したかどうか、更新の完了を信号通知したか

どうかを示します。

• insync：読み込まれています

• outsync：読み込まれていません

Proto
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show rib extcomms
ルーティング情報ベース（RIB）にインストールされているすべての拡張コミュニティを表示する
には、EXECモードで show rib extcommsコマンドを使用します。

show rib [afi-all| ipv4| ipv6] extcomms [summary] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これはデ
フォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）RIBのすべての拡張コミュニティの概要を指定します。summary

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib
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___________________
例 次に、show rib extcommsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib extcomms

Extended community data in RIB:

Extended community Ref count
COST:128:128:41984 1
EIGRP route-info:0x8000:0 1
EIGRP AD:1:25600 1
EIGRP RHB:255:0:16384 1
EIGRP LM:0x0:1:4470 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 143：show rib extcomms のフィールドの説明

説明フィールド

拡張コミュニティのタイプ。複数のプロトコル

を複数の拡張コミュニティに追加できます。

Extended Community

拡張コミュニティを参照するルートの数。Ref Count
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show rib firsthop
登録済みのファーストホップ通知アドレスを表示するには、EXECモードで show rib firsthopコ
マンドを使用します。

show rib [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| safi-all] firsthop [ client-name ] [type
interface-path-id| ip-address /prefix-length| ip-address mask| resolved| unresolved| damped] [summary]
[standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはす
べての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これはデ
フォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。これ

はデフォルトです。

unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

（任意）RIBクライアント名。client-name

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライン
ヘルプ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリ

ストを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を
使用してください。

interface-path-id

（任意）BGPがアドバタイズするネットワーク。ip-address

（任意）IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス
（アドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数

を示す 10進数値です。 10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける
必要があります。

/ prefix-length
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（任意）引数 ip-addressに適用されるネットワークマスク。ip-address mask

（任意）解決済みのネクストホップを指定します。resolved

（任意）未解決のネクストホップを指定します。unresolved

（任意）ダンプされたネクストホップを指定します。damped

（任意）ネクストホップ情報の概要を指定します。summary

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャスト VRFの登録済みファースト

ホップ通知アドレスが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

showrib firsthopコマンドは、さまざまなクライアントによってRIBに登録済みのファーストホッ
プのリストを、アドレスおよびその解決に使用されるインターフェイスとともに表示するときに

使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib firsthopコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib firsthop
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Registered firsthop notifications:
0.0.0.0/0 via 1.1.0.1 - MgmtEth0/5/CPU0/0, ospf/node0_5_CPU0
1.1.0.1/32 via 1.1.0.1 - MgmtEth0/5/CPU0/0, ipv4_static/node0_5_CPU0
1.1.1.1/32 via 1.1.1.1 - MgmtEth0/5/CPU0/0, ipv4_static/node0_5_CPU0
10.10.10.1/32 via 10.10.10.1 - Loopback0, ipv4_static/node0_5_CPU0
10.10.10.3/32 via 10.10.10.3 - Loopback0, ipv4_static/node0_5_CPU0
15.15.15.1/32 via 10.10.10.1 - Loopback0, ipv4_static/node0_5_CPU0
20.20.20.1/32 via 1.1.1.1 - MgmtEth0/5/CPU0/0, ipv4_static/node0_5_CPU0
30.30.30.1/32 via 1.1.1.2 - MgmtEth0/5/CPU0/0, ipv4_static/node0_5_CPU0
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show rib history
ルーティング情報ベース（RIB）クライアントの履歴情報を表示するには、EXECモードで show
rib historyコマンドを使用します。

show rib [afi-all| ipv4| ipv6] history [client-id client-id] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これは
デフォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）クライアントの IDを指定します。引数 client-idの範囲は、0
～ 4294967295です。

client-id client-id

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show rib historyコマンドを使用して、RIBがさまざまなクライアントに送信したルートを一覧表
示します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib historyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib history

JID Client Location
229 isis node0_5_CPU0
Table ID: 0xe0000000

S 80.80.80.0/24[1/0] update, 6 path(s), 04:32:09
S 100.100.100.0/24[1/0] update, 1 path(s), 04:32:09
S 40.40.40.0/24[1/0] update, 1 path(s), 04:32:09
S 15.15.15.0/24[1/0] update, 1 path(s), 04:32:09

JID Client Location
260 ospf node0_5_CPU0
Table ID: 0xe0000000

S 80.80.80.0/24[1/0] update, 6 path(s), 04:32:09
S 100.100.100.0/24[1/0] update, 1 path(s), 04:32:09
S 40.40.40.0/24[1/0] update, 1 path(s), 04:32:09
S 15.15.15.0/24[1/0] update, 1 path(s), 04:32:09

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 144：show rib history のフィールドの説明

説明フィールド

クライアントプロセスのジョブ ID。JID

クライアントプロセスの名前。Client

クライアントプロセスが実行される場所に関す

る情報。

Location
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show rib next-hop
登録済みのネクストホップ通知アドレスを表示するには、EXECモードで show rib next-hopコマ
ンドを使用します。

show rib [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| safi-all] next-hop [ client-name ]
[type interface-path-id| ip-address /prefix-length| ip-address mask| resolved| unresolved| damped] [summary]
[standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IPVersion4アドレスプレフィックスを指定します。これはデフォ
ルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。これは

デフォルトです。

unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

safi-all

（任意）RIBクライアント名。client-name

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

（任意）ルーティング情報が表示されるネットワーク IPアドレス。ip-address
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（任意）次の 2つの方法のうちいずれかで指定されるネットワークマス
ク。

• 4分割されたドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスク
を指定できます。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のとき
に対応するアドレスビットがネットワークアドレスであることを示

します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができま
す。たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、アドレ
スの対応するビットはネットワークアドレスであることを示します。

mask

（任意）IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（ア
ドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す

10進数値です。 10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける必要があり
ます。

/ prefix-length

（任意）解決済みのネクストホップを指定します。resolved

（任意）未解決のネクストホップを指定します。unresolved

（任意）ダンプされたネクストホップを指定します。damped

（任意）ネクストホップ情報の概要を指定します。summary

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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show rib next-hopコマンドは、さまざまなクライアントによって RIBに登録済みのネクストホッ
プのリストを、アドレスおよびその解決に使用されるインターフェイスとともに表示するときに

使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib next-hopコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib next-hop

Registered nexthop notifications:

0.0.0.0/0 via 172.29.52.1 - MgmtEth0/RP1/CPU0/0, ospf/node0_RP0_CPU0
172.29.52.1/32 via 172.29.52.1 - MgmtEth0/RP1/CPU0/0, ipv4_static/node0_RP0_CPU0
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show rib opaques
ルーティング情報ベース（RIB）にインストールされている隠されたデータを表示するには、EXEC
モードで show rib opaquesコマンドを使用します。

show rib [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| safi-all] opaques {attribute|
ip-nexthop| ipfrr| safi-tunnel| summary| tunnel-nexthop} [ rib-client-name ] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これはデ
フォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。これは

デフォルトです。

unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィックス

を指定します。

safi-all

RIBにインストールされている隠された属性を表示します。attribute

RIBにインストールされている IPネクストホップデータを表示します。ip-nexthop

RIBにインストールされている IP高速再ルーティング（IPFRR）の隠さ
れたデータを表示します。

IP/LDPプレフィックス単位 LFA-FRR機能が IOS XR Software
Release 4.0.1で導入されたため、show rib opaques ipfrrコマンド
は廃止予定となりました。 show routeコマンドは、バックアッ
プパスを決定するためのプレフィックス単位 LFA-FRR機能の
一部として使用します。

（注）

• show routeの出力には、すべての FRRバックアップパス
が表示されます。 FRRバックアップパスは、(!)を使用し
て示されます。

• show route detailの出力には、パス IDとバックアップパス
IDが表示され、パスが保護されているかどうかと、どのパ
スによって保護されているかを示します。

ipfrr
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RIBにインストールされているサブアドレスファミリ（SAFI）トンネル
の隠されたデータを表示します。

safi-tunnel

RIBにインストールされている隠されたデータの概要を表示します。summary

RIBにインストールされているトンネルネクストホップの隠されたデー
タを表示します。

tunnel-nexthop

（任意）RIBクライアント名。rib-client-name

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

ipfrrキーワードが廃止予定となりました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RIBサーバプロセスで情報が使用されない場合は、隠されたデータとして表示されます。 show
rib opaquesコマンドを使用して RIBにインストールされている隠されたデータを表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib opaquesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib opaques safi-tunnel

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1507

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rib opaques



Summary of safi tunnel opaque data in IPv4 RIB:

Opaque key: 1:10.1.0.2
Opaque data:
Tunnel Encap - ifhandle=0x1000180, type=L2TPv3, Params=[Session-id=0x1EB1127C, `

Cookielen=8, Cookie=0xA73A3E0AFCD419A6] Opaque key: 65535:10.0.101.1 Opaque data:

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib ipv6 opaques tunnel-nexthop

Summary of 6PE/6VPE IP over tunnel nexthop opaque data in IPv6 RIB:

Opaque key: 1:::ffff:10.1.0.2
Opaque key: 65535:::ffff:10.0.101.1
Opaque key: 65535:::ffff:10.0.101.2
Opaque key: 65535:::ffff:10.0.101.3
Opaque key: 65535:::ffff:10.0.101.4
Opaque key: 65535:::ffff:10.0.101.5

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 145：show rib opaques のフィールドの説明

説明フィールド

プロトコルクライアントによって入力された隠

されたデータの一意のキー。

Opaque key

指定のキーのデータ。Opaque data

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティング情報ベース（RIB）の現在のルー
ト情報を表示します。

show route, （1526ページ）

Open Shortest Path First（OSPF）トポロジテー
ブルを表示します。

show ospf routes, （1214ページ）
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show rib protocols
ルート追加のために登録されているプロトコルを表示するには、EXECモードで showribprotocols
コマンドを使用します。

show rib [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| safi-all] protocols [standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはす
べての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これはデ
フォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。これ

はデフォルトです。

unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャスト VRFの登録済みファースト

ホップ通知アドレスが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib protocolsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib protocols

Protocol Handle Instance
isis 0 rib
connected 1
static 2
local 3
bgp 4 102
ospf 5 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 146：show rib protocols のフィールドの説明

説明フィールド

プロトコルの名前。Protocol

プロトコルインスタンスに割り当てられている

ハンドル。

Handle

プロトコルインスタンス。Instance
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show rib recursion-depth-max
ルーティング情報ベース（RIB）の再帰の最大深度を表示するには、EXECモードで show rib
recursion-depth-maxコマンドを使用します。

show rib [afi-all| ipv4| ipv6] recursion-depth-max [standby]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これはデ
フォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show rib recursion-depth-maxコマンドを使用してRIBの再帰の最大深度を表示します。再帰の深
度は指定可能なネクストホップカウントで表されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1511

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rib recursion-depth-max



___________________
例 次に、show rib recursion-depth-maxコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib recursion-depth-max

IPv4:
-----
Maximum recursion depth in RIB:

Configured: 12
In Use: 128

IPv6:
-----
Maximum recursion depth in RIB:

Configured: 12
In Use: 128

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 147：show rib recursion-depth-max のフィールドの説明

説明フィールド

現在設定されている再帰の最大深度の値。Configured

RIBで使用されている再帰の最大深度の値。
RIBは新しい設定を有効にするための設定変更
後に再起動する必要があるため、この値が設定

値と異なる場合があります。

In Use
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show rib statistics
ルーティング情報ベース（RIB）の統計情報を表示するには、EXECモードで show rib statisticsコ
マンドを使用します。

show rib [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| safi-all] statistics [ client-name ]
[standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これは
デフォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。こ

れはデフォルトです。

unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

（任意）RIBクライアント名。client-name

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャスト VRFの登録済みファースト

ホップ通知アドレスが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show rib statisticsコマンドを使用して RIB統計情報を表示します。統計情報には、クライアント
から RIBに送信される要求やクライアントに再配布される情報が含まれます。

RIBは、次に挙げるような、クライアントから送信されるすべての要求のカウンタを保持します。

•ルートの動作

•テーブルの登録

•ネクストホップの登録

•再配布の登録

•属性の登録

•同期の完了

RIBは、要求の結果に関する情報も保持します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib statisticsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib statistics

RIB Statistics:
Received 142 batch messages

137 route operations, 0 attribute operations
0 opaque operations
11 complete operations, 0 convergent operations

Results of the batch message received:
142 successes
0 forward references, 0 invalid client id, 0 unknown errors
0 memory allocation errors, 0 client lookup errors, table lookup errors 0
0 proto lookup errors, 0 client proto lookup errors
ipv4_connected/node0_RP0_CPU0 last performed route operation
with status BATCH_SUCESS at Jun 26 21:43:33.601

Received 217422 light weight messages
4 route add requests, 2 route delete requests
10 protocol registered, 1 protocol unregistered
0 protocol modify, 0 protocol purged
14 protocol redistributions, 0 unregistered protocol redistributions
0 reset protocol redistributions
3 first hop registered, 1 first hop unregistered
3 advertisements, 0 unregistered advertisement
57 bind data, 97 update completes, 217230 other requests
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udp/node0_RP0_CPU0 last performed firsthop lookup operation
with status success at Jun 27 10:09:59.990

Received 0 nexthop batch messages
0 successes
0 inits
0 registers, 0 unregisters
0 register complete, 0 sync unregistered, 0 batch finished

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 148：show rib statistics のフィールドの説明

説明フィールド

受信する統計情報には、バッチメッセージと

ルート、属性、完了、コンバージェンス動作が

含まれます。

Received

バッチメッセージの結果。Results of the batch message received

RIBクライアントから送信されるライトウェイ
ト APIメッセージの数。

Received n light weight messages

RIBクライアントが送信し、RIBが受信したバッ
チ APIメッセージの数。

Received n nexthop batch messages

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1515

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rib statistics



show rib tables
ルーティング情報ベース（RIB）に対して既知であるテーブルをすべて表示するには、EXECモー
ドで show rib tablesコマンドを使用します。

show rib [afi-all| ipv4| ipv6] tables [summary] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これは
デフォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）テーブル情報の概要を表示します。summary

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show rib tablesコマンドを使用して RIBに対して既知のすべてのテーブルを表示します。ここに
はテーブル属性も表示されます。属性には、VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス、ア
ドレスファミリ、最大プレフィックス情報が含まれます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1516 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rib tables



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、アドレスを指定せずに入力した show rib tablesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib tables

Codes: N - Prefix Limit Notified, F - Forward Referenced
D - Table Deleted, C - Table Reached Convergence

VRF SAFI Table ID PrfxLmt PrfxCnt TblVersion N F D C
default uni 0xe0000000 2000000 72 137 N N N Y
default multi 0xe0100000 2000000 0 0 N N N Y

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 149：show rib tables のフィールドの説明

説明フィールド

VRFインスタンスの名前。VRF

サブアドレスファミリインスタンス。SAFI

RIBテーブルの ID。Table ID

RIBテーブルに設定されているプレフィックス
制限。

PrfxLmt

RIBテーブルに設定されているプレフィックス
の数。

PrfxCnt

テーブルのバージョン番号。TblVersion

プレフィックス制限が超過したときに送信され

るメッセージ。

N
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説明フィールド

参照される転送Yは、RIBでテーブルが作成さ
れていることを示します。これは、クライアン

トがこのテーブルを登録しているが RIBが
Router Space Infrastructure（RSI;ルータ空間イン
フラストラクチャ）からこのテーブルの情報を

取得していないことを表します。テーブルは

RSIが管理します。

F

Yは、テーブルが RSI削除されたが、RIBでこ
の情報をクリアしていないことを示します。

D

テーブルがコンバージェンスに達したことを示

します。

C
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show rib trace
ルーティング情報ベース（RIB）のすべてのライブラリコールトレーサ（ltrace）エントリを表示
するには、EXECモードで show rib traceコマンドを使用します。

show rib [afi-all| ipv4| ipv6] trace [clear| counts| event-manager| startup| sync| timing] [unique| wrapping]
[last entries] [hexdump] [reverse] [tailif] [stats] [verbose] [file name original location node-id| location
{all| node-id}]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これ
はデフォルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ルートのクリアトレースエントリを表示します。counts clear

（任意）トレースエントリのカウントを表示します。counts

（任意）RIBイベントマネージャのトレースエントリを表示しま
す。

event-manager

（任意）RIBスタートアップトレースエントリを表示します。startup

（任意）クライアント同期トレースエントリを表示します。sync

（任意）タイミングトレースエントリを表示します。timing

（任意）一意のエントリとそのカウントを表示します。unique

（任意）折り返しエントリを表示します。wrapping

（任意）最後のエントリに指定された数を表示します。範囲は 1～
4294967295です。

last entries

（任意）16進数表記のトレースを表示します。hexdump

（任意）最新のトレースから順に表示します。reverse

（任意）新たに追加されたトレースを表示します。tailif

（任意）統計情報を表示します。stats

（任意）内部デバッグ情報を表示します。verbose
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（任意）指定されたノードに関する特定ファイルのトレースエント

リを表示します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力しま
す。

file name original location
node-id

（任意）指定されたノードの ltraceエントリを表示します。 node-id
引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。 allキーワードを指定
すると、全ノードの ltraceエントリが表示されます。

location { all | node-id }

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show rib traceコマンドの出力例を示します

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib trace

1784 wrapping entries (13312 possible, 0 filtered, 1784 total)
Mar 16 14:59:27.947 rib/ipv4_rib/rib-startup 0/RSP0/CPU0 t1 Create: Management thread
Mar 16 14:59:27.959 rib/ipv4_rib/rib-startup 0/RSP0/CPU0 t2 Create: Management event

manager
Mar 16 14:59:28.346 rib/ipv4_rib/rib-io 0/RSP0/CPU0 t1 Initialise: RIB server
Mar 16 14:59:28.346 rib/ipv4_rib/rib-io 0/RSP0/CPU0 t1 Initialise: Client collection
Mar 16 14:59:28.676 rib/ipv4_rib/rib-io 0/RSP0/CPU0 t1 Initialise: DB collection
Mar 16 14:59:28.693 rib/ipv4_rib/rib-io 0/RSP0/CPU0 t1 Initialise: Timer tree
Mar 16 14:59:28.694 rib/ipv4_rib/rib-io 0/RSP0/CPU0 t1 RUMP: Bind to sysdb

/ipc/gl/ipv4-rib/ for protocol notification
Mar 16 14:59:29.102 rib/ipv4_rib/rib-startup 0/RSP0/CPU0 t2 Initialise: Debugging routine

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1520 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rib trace



Mar 16 14:59:29.128 rib/ipv4_rib/rib-io 0/RSP0/CPU0 t1 Register: read, select cb functions

Mar 16 14:59:29.137 rib/ipv4_rib/rib-startup 0/RSP0/CPU0 t1 Register: cerrno DLL name
lib_rib_error.dll
.
.
.
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show rib vpn-attributes
ルーティング情報ベース（RIB）にインストールされているすべての VPN属性を表示するには、
EXECモードで show rib vpn-attributesコマンドを使用します。

show rib [afi-all| ipv4| ipv6] vpn-attributes [summary] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）VPN属性情報を表示します。summary

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは IPv4アドレスプレフィックスです。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib
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___________________
例 次に、show rib vpn-attributesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib vpn-attributes

Extended community data in RIB:

Extended community Ref count
COST:128:128:41984 2
COST:128:129:42240 2
COST:128:129:44544 1
COST:128:129:169984 2
COST:128:129:307200 1
EIGRP route-info:0x0:0 6
EIGRP route-info:0x8000:0 2
EIGRP AD:444:25600 2
EIGRP AD:444:25856 2
EIGRP AD:444:28160 1
EIGRP AD:444:51200 1
EIGRP AD:444:153600 2
EIGRP RHB:255:0:16384 2
EIGRP RHB:255:1:16384 5
EIGRP RHB:255:1:256000 1
EIGRP LM:0x0:1:1500 3
EIGRP LM:0x0:1:1514 2
EIGRP LM:0x0:1:4470 3
EIGRP AR:0:192.168.0.13 6
EIGRP PM:11:0 6

MVPN attribute data in RIB:

MVPN Attribute Ref count
0:0:1:f4:0:0:0:1:1:1:1:1 1
0:0:2:bc:0:0:0:1:3:3:3:3 10
0:0:2:bc:0:0:0:1:3:3:3:4 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 150：show rib vpn-attributes のフィールドの説明

説明フィールド

プロトコルクライアントによって追加された拡

張コミュニティ。

Extended Community

同じ拡張コミュニティを参照するルートの数。Ref Count

MVPNをサポートするために BGPによって追
加されたコネクタ属性。

MVPN Attribute

同じ拡張コミュニティを参照するルートの数。Ref Count
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show rib vrf
ルーティング情報ベース（RIB）のすべての VRFテーブル情報を表示するには、EXECモードで
show rib vrfコマンドを使用します。

show rib vrf {vrf-name| all} [ipv4] [ipv6] [afi-all] [firsthop] [next-hop] [opaques] [protocols] [statistics
name]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）登録済みファーストホップ通知アドレスを指定しますfirsthop

（任意）登録済みネクストホップ通知アドレスを指定します。next-hop

（任意）RIBにインストールされている隠されたデータを指定しま
す。

opaques

（任意）登録済みプロトコルを指定します。protocols

（任意）nameで指定される RIB統計情報を指定します。statistics name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りipv4

___________________
例 次に、show rib vrf all statisticsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rib vrf all statistics
RP/0/RSP0/CPU0:router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIB情報を表示します。show rib, （1483ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1525

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show rib vrf



show route
ルーティング情報ベース（RIB）にある現在のルートを表示するには、EXECモードで show route
コマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast|multicast | safi-all] [protocol [ instance ]|
ip-address [ mask ]| ip-address/prefix-length] [standby] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべて
の VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all
}

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。これはデフォ
ルトです。

ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。これはデ

フォルトです。

unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

safi-all

（任意）ルーティングプロトコルの名前。ルーティングプロトコルを指定

する場合は、次のキーワードのいずれかを使用します。

• bgp

• eigrp

• isis

• ospf

• rip

• static

• local

• connected

protocol

（任意）指定のプロトコルのインスタンスを識別するために使用する数字ま

たは名前。

instance
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（任意）ルーティング情報が表示されるネットワーク IPアドレス。ip-address

（任意）次の2つの方法のうちいずれかで指定されるネットワークマスク。

• 4分割されたドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスクを
指定できます。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対
応するアドレスビットがネットワークアドレスであることを示しま

す。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができま
す。たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、アドレス
の対応するビットはネットワークアドレスであることを示します。

mask

（任意）IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（ア
ドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す

10進数値です。10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける必要がありま
す。

/prefix-length

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

（任意）指定したプレフィックスの詳細情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャスト VRFのルートが表示されま

す。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

高速再ルーティング（FRR）バックアップパス情報が追加されまし
た。

リリース 4.0.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

afi-allキーワードを使用する場合は、ip-addressおよび mask引数は使用できません。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、アドレスを指定せずに入力した show routeコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local, G - DAGR
A - access/subscriber, (!) - FRR Backup path

Gateway of last resort is 1.0.0.1 to network 0.0.0.0

S* 0.0.0.0/0 [1/0] via 1.0.0.1, 13:14:59
C 1.0.0.0/16 is directly connected, 13:14:59, MgmtEth0/5/CPU0/0
L 1.0.14.15/32 is directly connected, 13:14:59, MgmtEth0/5/CPU0/0
C 3.2.3.0/24 is directly connected, 00:04:39, GigabitEthernet0/3/0/0
L 3.2.3.2/32 is directly connected, 00:04:39, GigabitEthernet0/3/0/0
O E2 5.2.5.0/24 [110/20] via 3.3.3.1, 00:04:20, GigabitEthernet0/3/0/0
O E2 6.2.6.0/24 [110/20] via 3.3.3.1, 00:04:20, GigabitEthernet0/3/0/0
C 7.2.7.0/24 is directly connected, 00:04:20, GigabitEthernet0/3/0/7
L 7.2.7.2/32 is directly connected, 00:04:20, GigabitEthernet0/3/0/7
O E2 8.2.8.0/24 [110/20] via 3.3.3.1, 00:04:20, GigabitEthernet0/3/0/0

C 10.3.0.0/16 is directly connected, 13:14:59, GigabitEthernet0/0/0/0
L 10.3.0.2/32 is directly connected, 13:14:59, GigabitEthernet0/0/0/0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 151：show route のフィールドの説明

説明フィールド

ルートの取得方法を表すコード。出力に先行し

て表示されるコード凡例を参照してください。

この場合、ルートはスタティック（候補デフォ

ルト）から取得されます。

S*

角カッコ内の最初の数字は、情報の発信元から

のアドミニストレーティブディスタンスです。

2番目の数字はルートのメトリックです。

[1/0]

リモートネットワークのアドレスおよびプレ

フィックス長です。

1.0.0.0/16

指定のネットワークに到達できるようにするた

めのインターフェイスを指定します。

MgmtEthernet 0/5/CPU0/0

ルートの取得方法を表すコード。出力に先行し

て表示されるコード凡例を参照してください。

この場合、ルートは接続されています。

C

ルートの取得方法を表すコード。出力に先行し

て表示されるコード凡例を参照してください。

この場合、ルートはローカルです。

L

ルートの取得方法を表すコード。出力に先行し

て表示されるコード凡例を参照してください。

この場合、ルートはオンデマンドルーティング

（ODR）です。

O

ルートの取得方法を表すコード。出力に先行し

て表示されるコード凡例を参照してください。

この場合、ルートは OSPF外部タイプ 2です。

E2

スタティックルートに接続するリモートネッ

トワークのアドレスおよびプレフィックス長で

す。

8.2.8.0/24

リモートネットワークまでの次のルータのアド

レスを指定します。

via 3.3.3.1

ルートが更新された直近の時刻を指定します。13:14:59
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説明フィールド

（FRR）高速再ルーティングバックアップパ
ス情報をであることを示すコード。

(!)

特定のネットワークに関する情報が必要であると指定した場合は、さらに詳細な統計情報が表示

されます。次に、IPアドレスとともに show routeコマンドを入力したときの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route 10.0.0.0

Routing entry for 10.0.0.0/16
Known via "connected", distance 0, metric 0 (connected)
Installed Mar 22 22:10:20.906
Routing Descriptor Blocks
directly connected, via GigabitEthernet0/0/0/0
Route metric is 0

No advertising protos.

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）は、Link-State Packet（LSP;リンクステートパ
ケット）に IPアドレスの Type Lenght Value（TLV;タイプ、長さ、値）を含むことから、ネット
ワークにルートを付与するノードを識別するのに役立ちます。 IS-ISノードは、この TLV内の自
身のインターフェイスアドレスのいずれかを使用します。 IS-IS構成のインターフェイスのなか
でも推奨されるのがループバックアドレスです。他のネットワーキングデバイスで IPルートが
計算されるときに、この IPアドレスをオリジネータアドレスとして各ルートとともにルーティン
グテーブルに保存できます。

次に、IS-ISで構成されたルータの特定の IPアドレスを指定して実行した show routeコマンドの
出力例を示します。RoutingDescriptor Blocks（RDB;ルーティング記述子ブロック）レポート以下
に示される各パスは、2種類の IPアドレスを表示したものです。最初のアドレス（10.0.0.9）は、
ネクストホップアドレスで、2番目のアドレスはアドバタイズ IS-ISルータからのオリジネータ
IPアドレスです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route 10.0.0.1

Routing entry for 10.0.0.0/8
Known via "isis", distance 115, metric 10, type level-2

Installed Jan 22 09:26:56.210
Routing Descriptor Blocks:
* 10.0.0.9, from 10.0.0.9, via GigabitEthernet2/1
Route metric is 10

No advertising protos.

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 152：IP アドレスを指定して実行した show route のフィールドの説明

説明フィールド

ネットワークアドレスおよびマスク。Routing entry for

ルートの取得方法を表します。Known via

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1530 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show route



説明フィールド

情報の発信元のアドミニストレーティブディス

タンス。

distance

ルーティングプロトコルによって割り当てられ

ているルート値。

metric

IS-ISのタイプレベル。type

ネクストホップ IPアドレスと後続の情報の発
信元を表示します。

Routing Descriptor Blocks:

最初のアドレスはネクストホップ IPアドレス
で、それ以外は情報の発信元です。このレポー

トの次に、現在のルートのインターフェイスが

表示されます。

from ... via ...

このルーティング記述子ブロックの最良のメト

リック。

Route metric

他のプロトコルでは、ルートを自身の再配布コ

ンシューマにアドバタイズしていないことを示

します。ルートがアドバタイズされると、プロ

トコルは次のように一覧表示されます。

Redist Advertisers:
isis p
ospf 43

No advertising protos.

次に、show routeコマンドに topology topo-nameキーワードと引数を指定して実行する例を示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route ipv4 multicast topology green

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local, G - DAGR
A - access/subscriber, (!) - FRR Backup path

Gateway of last resort is not set

i L1 10.1.102.0/24 [115/20] via 10.1.102.41, 1w4d, GigabitEthernet0/1/0/0.1
i L1 10.3.3.0/24 [115/20] via 10.1.102.41, 1w4d, GigabitEthernet0/1/0/0.1
i L1 192.168.0.40/32 [115/20] via 10.1.102.41, 1w4d, GigabitEthernet0/1/0/0.1
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次の例では、show route summaryコマンドの出力に高速再ルーティング（FRR）バックアップパ
ス情報が表示されています。 FRRバックアップパスは、(!)を使用して示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show route summary

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local, G - DAGR
A - access/subscriber, (!) - FRR Backup path

Gateway of last resort is not set

B 1.2.3.4/32 [200/0] via 10.10.1.3, 00:01:40
C 2.0.0.0/30 is directly connected, 03:28:47, ServiceApp40
L 2.0.0.1/32 is directly connected, 03:28:47, ServiceApp40
C 2.0.1.0/30 is directly connected, 03:13:05, ServiceApp43
L 2.0.1.1/32 is directly connected, 03:13:05, ServiceApp43
C 2.4.1.0/24 is directly connected, 03:11:35, TenGigE0/4/0/0
L 2.4.1.2/32 is directly connected, 03:11:35, TenGigE0/4/0/0
C 3.1.0.0/30 is directly connected, 03:33:48, ServiceInfra1
L 3.1.0.2/32 is directly connected, 03:33:48, ServiceInfra1
C 3.1.3.0/30 is directly connected, 03:18:14, ServiceInfra2
L 3.1.3.2/32 is directly connected, 03:18:14, ServiceInfra2
C 5.3.0.0/16 is directly connected, 03:58:29, MgmtEth0/RP0/CPU0/0

is directly connected, 03:58:29, MgmtEth0/RP1/CPU0/0
L 5.3.16.10/32 is directly connected, 03:59:07, MgmtEth0/RP1/CPU0/0
L 5.3.16.12/32 [0/0] via 5.3.16.12, 03:58:29, MgmtEth0/RP0/CPU0/0
L 5.3.16.16/32 is directly connected, 03:58:29, MgmtEth0/RP0/CPU0/0
B 5.4.0.0/16 [200/0] via 10.1.1.10, 00:01:36
S 5.10.0.0/16 [1/0] via 5.3.0.1, 03:59:07
O 10.1.1.3/32 [110/11] via 40.1.10.1, 00:00:17, Bundle-Ether10

[110/11] via 200.40.1.101, 00:00:17, Bundle-Ether1.1
[110/0] via 100.100.2.1, 00:00:17, TenGigE0/2/0/3.1 (!)

L 10.1.1.6/32 is directly connected, 03:58:29, Loopback0
O 10.1.1.9/32 [110/22] via 40.1.10.1, 00:00:17, Bundle-Ether10

[110/22] via 200.40.1.101, 00:00:17, Bundle-Ether1.1
[110/0] via 100.100.2.1, 00:00:17, TenGigE0/2/0/3.1 (!)

O 10.1.1.10/32 [110/111] via 40.1.10.1, 00:00:17, Bundle-Ether10
[110/111] via 200.40.1.101, 00:00:17, Bundle-Ether1.1
[110/0] via 100.100.2.1, 00:00:17, TenGigE0/2/0/3.1 (!)

O 10.1.1.11/32 [110/0] via 40.1.1.1, 00:01:33, Bundle-Ether1 (!)
[110/101] via 40.3.3.2, 00:01:33, GigabitEthernet0/5/0/9

O 10.1.1.12/32 [110/111] via 40.1.10.1, 00:00:17, Bundle-Ether10
[110/111] via 200.40.1.101, 00:00:17, Bundle-Ether1.1
[110/0] via 100.100.2.1, 00:00:17, TenGigE0/2/0/3.1 (!)

O 10.1.1.16/32 [110/21] via 40.1.10.1, 00:00:17, Bundle-Ether10
[110/21] via 200.40.1.101, 00:00:17, Bundle-Ether1.1
[110/0] via 100.100.2.1, 00:00:17, TenGigE0/2/0/3.1 (!)

次の例では、show route detailコマンドの出力にパス IDとバックアップパス ID情報が表示され
ています。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show route 10.1.1.3 detail
Routing entry for 10.1.1.16/32
Known via "ospf 2", distance 110, metric 21, type intra area
Installed Oct 28 16:07:05.752 for 00:01:56
Routing Descriptor Blocks
40.1.10.1, from 10.1.1.16, via Bundle-Ether10, Protected
Route metric is 21
Label: None
Tunnel ID: None
Extended communities count: 0
Path id:2 Path ref count:0
Backup path id:33

200.40.1.101, from 10.1.1.16, via Bundle-Ether1.1, Protected
Route metric is 21
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Label: None
Tunnel ID: None
Extended communities count: 0
Path id:1 Path ref count:0
Backup path id:33

100.100.2.1, from 10.1.1.16, via TenGigE0/2/0/3.1, Backup
Route metric is 0
Label: None
Tunnel ID: None
Extended communities count: 0
Path id:33 Path ref count:2

Route version is 0xe (14)
No local label
IP Precedence: Not Set
QoS Group ID: Not Set
Route Priority: RIB_PRIORITY_NON_RECURSIVE_LOW (6) SVD Type RIB_SVD_TYPE_LOCAL
No advertising protos.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイス情報を一覧表示します。show interfaces

ルーティングテーブルの現在の内容をサマリー

形式で表示します。

show route summary, （1561ページ）

ルーティング情報ベース（RIB）にインストー
ルされている隠されたデータを表示します。

show rib opaques, （1506ページ）

Open Shortest Path First（OSPF）トポロジテー
ブルを表示します。

show ospf routes, （1214ページ）
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show route backup
ルーティング情報ベース（RIB）からのバックアップルートを表示するには、EXECモードで show
route backupコマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all]
backup [ip-address [mask] | ip-address /| prefix-length] ][standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all
}

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

safi-allsafi-all

（任意）バックアップルーティング情報が表示されるネットワーク IPアド
レス。

ip-address

（任意）次の 2つの方法のうちいずれかで指定されるネットワークマス
ク。

• 4分割ドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスクを指定
します。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対応する
アドレスビットがネットワークアドレスであることを示します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができま
す。たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、対応する
アドレスビットがネットワークアドレスであることを示します。

mask

（任意）IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（ア
ドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す

10進数値です。 10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける必要があり
ます。

/prefix-length

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby
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___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャスト VRFの RIBからのバックアッ

プルートが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show route backupコマンドを使用して、バックアップルートとして RIBにインストールされて
いるルートに関する情報を表示します。このコマンドは、現在選択されていてバックアップが存

在するアクティブなルートに関する情報も表示します。

afi-allキーワードを使用する場合は、ip-addressおよび mask引数は使用できません。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show route backupコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route backup

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local

S 172.73.51.0/24 is directly connected, 2d20h, GigabitEthernet 4/0/0/1
Backup O E2 [110/1] via 10.12.12.2, GigabitEthernet 3/0/0/1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 153：show route backup のフィールドの説明

説明フィールド

ルートの取得方法を表すコード。出力に先行し

て表示されるコードの凡例を参照してくださ

い。

S

ルートの IPアドレスと長さ。172.73.51.0/24

ルートがRIBにインストールされてからの経過
時間（hh:mm:ss表記）。

2d20h

ルートのアウトバウンドインターフェイス。GigabitEthernet4/0/0/1

エントリをルートのバックアップバージョンと

して識別します。通常、エントリは異なるルー

ティングプロトコルでインストールされます。

Backup

ルートの取得方法を表すコード。出力に先行し

て表示されるコード凡例を参照してください。

O

ルートのタイプ別コード。このコードは OSPF
および IS-ISのルートだけに該当します。

このコードが適用される OSPFルートのタイプ
は次のとおりです。

none：エリア内ルート

IA：エリア間ルート

E1：外部タイプ 1

E2：外部タイプ 2

N1：NSSA外部タイプ 1

N2：NSSA外部タイプ 2

このコードが適用される IS-ISルートのタイプ
は次のとおりです。

L1：レベル 1

L2：レベル 2

ia：エリア間

su：サマリールート

E2

ルートの距離とメトリック。[110/1]

ルートでのネクストホップの IPアドレス。10.12.12.2
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説明フィールド

このルートの OSPFバージョンのアウトバウン
ドインターフェイス。

GigabitEthernet3/0/0/1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIBの現在のルートを表示します。show route, （1526ページ）
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show route best-local
指定された宛先からの戻りパケットで使用する最良ローカルアドレスを表示するには、EXECモー
ドで show route best-localコマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all] best-local
ip-address [ standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィッ

クスを指定します。

safi-all

最良のローカル情報が表示される IPアドレス。ip-address

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャストVRFの最良ローカルアドレス

が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show route best-localコマンドを使用してルーティングテーブルの最良ローカルルート情報を表
示します。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show route best-localコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route best-local 10.12.12.1/32

Routing entry for 10.12.12.1/32
Known via "local", distance 0, metric 0 (connected)
Routing Descriptor Blocks
10.12.12.1 directly connected, via GigabitEthernet3/0/0/1
Route metric is 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 154：show route best-local のフィールドの説明

説明フィールド

要求された IPアドレスを識別します。Routing entry for

ルートの取得方法を表します。Known via

情報の発信元のアドミニストレーティブディス

タンス。

distance

ルーティングプロトコルによって割り当てられ

ているルート値。

metric

ネクストホップ IPアドレスと後続の情報の発
信元を表示します。

Routing Descriptor Blocks:
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説明フィールド

最初のアドレスはネクストホップ IPアドレス
で、次はルートが直接接続であるとするレポー

トです。このレポートの次に、現在のルートの

インターフェイスが表示されます。

10.12.12.1 Directly connected ... via ...

___________________
関連コマンド

説明コマンド

受信エントリとしてRIBにインストールされて
いる、ローカルアドレスを表示します。

show route local, （1543ページ）
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show route connected
ルーティングテーブルの現在の接続ルートを表示するには、EXECモードで show route connected
コマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all]
connected [ standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはす
べての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャストVRFのルーティングテーブル

の現在の接続ルートが表示されます。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show route connectedコマンドを使用してルーティングテーブルの接続ルートに関する情報を表
示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show route connectedコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route connected

C 1.68.0.0/16 is directly connected, 13:43:40, MgmtEth0/5/CPU0/0
C 3.3.3.0/24 is directly connected, 00:23:23, GigabitEthernet0/3/0/0
C 7.7.7.0/24 is directly connected, 00:33:00, GigabitEthernet0/3/0/7
C 10.0.0.0/16 is directly connected, 13:43:40, GigabitEthernet0/0/0/0
C 10.10.10.0/30 is directly connected, 13:43:40, Loopback0
C 11.11.11.0/24 is directly connected, 13:43:40, Loopback11

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 155：show route connected のフィールドの説明

説明フィールド

ルートが接続されていることを示すコード。C

ルートの IPアドレスと長さ。1.68.0.0/16

ルートがRIBにインストールされてからの経過
時間（hh:mm:ss表記）。

13:43:40

ルートのアウトバウンドインターフェイス。MgmtEth0/5/CPU0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIBの現在の内容を表示します。show route summary, （1561ページ）
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show route local
ルーティング情報ベース（RIB）からルーティングの更新を受け取るローカルルートを表示する
には、EXECモードで show route localコマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all]
local [type interface -path-id] [ standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィックス

を指定します。

safi-all

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を
使用してください。

interface-path-id

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャスト VRFの、RIBから更新を受け

取るローカルルートが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

showroute localコマンドを使用してルーティングテーブルのローカルルートに関する情報を表示
します。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show route localコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route local

L 10.10.10.1/32 is directly connected, 00:14:36, Loopback0
L 10.91.36.98/32 is directly connected, 00:14:32, GigabitEthernet6/0/0/1
L 172.22.12.1/32 is directly connected, 00:13:35, GigabitEthernet3/0/0/1
L 192.168.20.2/32 is directly connected, 00:13:27, GigabitEthernet4/0/0/1
L 10.254.254.1/32 is directly connected, 00:13:26, GigabitEthernet5/0/0/1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 156：show route local のフィールドの説明

説明フィールド

ルートがローカルであることを示すコード。L

ルートの IPアドレスと長さ。10.10.10.1/32

ルートがRIBにインストールされてからの経過
時間（hh:mm:ss表記）。

00:14:36
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説明フィールド

ルートのアウトバウンドインターフェイス。Loopback0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIBにプロトコルとして登録しているすべての
クライアントに関する情報を表示します。

show route connected, （1541ページ）
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show route longer-prefixes
ルーティング情報ベース（RIB）の現在のルートのうち、指定の数のビットを指定のネットワーク
と共有しているルートを表示するには、EXECモードで show route longer-prefixesコマンドを使
用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all]
longer-prefixes {ip-address mask | ip-address/prefix-length} [ standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべて
の VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all
}

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィックスを

指定します。

safi-all

ルーティング情報が表示されるネットワーク IPアドレス。ip-address

ネットワークマスクの指定方法には次の 2種類があります。

• 4分割されたドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスクを
指定できます。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対
応するアドレスビットがネットワークアドレスであることを示しま

す。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができま
す。たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、アドレス
の対応するビットはネットワークアドレスであることを示します。

mask

IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレスの
ネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す 10進数値
です。 10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける必要があります。

/ prefix-length

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby
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___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャストVRFの、RIBにある現在のルー

トのうち指定の数のビットをネットワークと共有しているルートが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

showroute longer-prefixesコマンドを使用して、長いプレフィックスの原因となるフォワーディン
グ問題のトラブルシューティングを実行します。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show route longer-prefixesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route longer-prefixes 172.16.0.0/8

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local

L 172.29.52.70/32 is directly connected, 4d15h, MgmtEth0/RSP0/CPU0/0
L 172.29.52.71/32 is directly connected, 4d15h, MgmtEth0/RP1/CPU0/0
L 172.29.52.72/32 [0/0] via 172.29.52.72, 4d15h, MgmtEth0/RSP0/CPU0/0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 157：show route longer-prefixes のフィールドの説明

説明フィールド

ルートの IPアドレスと長さ。172.29.52.70/32

ルートがRIBにインストールされてからの経過
時間（hh:mm:ssまたは ndnh）。

4d15h

ルートのアウトバウンドインターフェイス。MgmtEth0/RSP0 /CPU0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スタティックルートを確立します。router static

インターフェイス情報を一覧表示します。show interfaces

ルーティングテーブルの現在の内容をサマリー

形式で表示します。

show route summary, （1561ページ）
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show route next-hop
ネクストホップアドレスまたはインターフェイスによってルートをフィルタリングするには、

EXECモードで show route next-hopコマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all] next-hop
[ip-address][[standby]]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

（任意）ネクストホップ情報が表示される IPアドレス。ip-address

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しないと、ネクストホップゲートウェイまたはホストがデフォルトの IPv4ユ

ニキャスト VRFとして表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show route next-hopコマンドは、特定のネクストホップアドレスまたはインターフェイスを経由
するすべてのルートを見つけるときに使用します。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、ネクストホップアドレスでルートをフィルタリングする show route next-hopコマンドの出

力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route next-hop 1.68.0.1

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local

Gateway of last resort is 1.68.0.1 to network 0.0.0.0

S* 0.0.0.0/0 [1/0] via 1.68.0.1, 15:01:49
S 223.255.254.254/32 [1/0] via 1.68.0.1, 15:01:49

次に、ネクストホップインターフェイスでルートをフィルタリングする show route next-hopコマ
ンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route next-hop GigabitEthernet 0/1/0/2

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local

Gateway of last resort is 1.68.0.1 to network 0.0.0.0

C 11.1.1.0/24 is directly connected, 15:01:46, GigabitEthernet0/1/0/2
L 11.1.1.2/32 is directly connected, 15:01:46, GigabitEthernet0/1/0/2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 158：show route next-hop のフィールドの説明

説明フィールド

ルートの IPアドレスと長さ。11.1.1.0/24

ルートがRIBにインストールされてからの経過
時間（hh:mm:ssまたは ndnh）。

15:01:46

ルートのアウトバウンドインターフェイス。GigabitEthernet0/1/0/2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングテーブルの現在の内容を表示しま

す。

show route, （1526ページ）
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show route quarantined
相互に再帰的な（ループが発生している）ルートを表示するには、EXECモードで show route
quarantinedコマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all] quarantined
[ip-address/prefix-length]| ip-address mask] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはす
べての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

（任意）ループが発生しているルートの情報が表示されるIPアドレス。ip-address

（任意）IPアドレスプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス
（アドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット

数を示す 10進数値です。 10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付け
る必要があります。

/ prefix-length

（任意）引数 ip-addressに適用されるネットワークマスク。ip-address mask

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しないと、ネクストホップゲートウェイまたはホストがデフォルトの IPv4ユ

ニキャスト VRFとして表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RIB検疫では相互に再帰的なルートが検出されますが、ここで検疫されるのは相互の再帰が実際
に完了した最終ルートです。検疫ルートは、相互の再帰が解消したか確認するために定期的に評

価されます。再帰が引き続き存在する場合は、ルートは検疫対象のままとなります。再帰が解消

した場合は、ルートは検疫対象から外れます。

show route quarantinedコマンドを使用して相互に再帰的な（ループが発生している）ルートを表
示します。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show route quarantinedコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:routerr# show route quarantined

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local

S 10.10.109.1/32 [1/0] via 10.10.34.1, 00:00:01 (quarantined)
[1/0] via 10.10.37.1, 00:00:01 (quarantined)
[1/0] via 10.10.60.1, 00:00:01 (quarantined)
[1/0] via 10.10.68.1, 00:00:01 (quarantined)
[1/0] via 10.10.91.1, 00:00:01 (quarantined)
[1/0] via 10.10.93.1, 00:00:01 (quarantined)
[1/0] via 10.10.97.1, 00:00:01 (quarantined)

S 10.0.0.0/8 [1/0] via 11.11.11.11, 00:01:29 (quarantined)
S 10.10.0.0/16 [1/0] via 11.11.11.11, 00:01:29 (quarantined)
S 10.10.10.0/24 [1/0] via 11.11.11.11, 00:01:29 (quarantined)
S 10.10.10.10/32 [1/0] via 11.11.11.11, 00:00:09 (quarantined)
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 159：show route quarantined のフィールドの説明

説明フィールド

ルートの IPアドレスと長さ。10.10.109.1/32

ルートの距離とメトリック。[1/0]

ルートでのネクストホップの IPアドレス。via 10.10.34.1

ルートがRIBにインストールされてからの経過
時間（hh:mm:ssまたは ndnh）。

00:00:01

ルートが検疫対象であることを示します。(quarantined)

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングテーブルの現在の内容を表示しま

す。

show route, （1526ページ）
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show route resolving-next-hop
宛先アドレスまでのネクストホップゲートウェイまたはホストを表示するには、EXECモードで
show route resolving-next-hopコマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all]
resolving-next-hop ip-address [ standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

解決されるネクストホップ情報が表示される IPアドレス。ip-address

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しないと、ネクストホップゲートウェイまたはホストがデフォルトの IPv4ユ

ニキャスト VRFとして表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show route resolving-next-hopコマンドを使用すると、指定した宛先アドレスに対して再帰ルート
のルックアップが実行され、その宛先までの間で一番直近のルータ（ネクストホップ）に関する

情報が返されます。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show route resolving-next-hopコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route resolving-next-hop 10.1.1.1

Nexthop matches 10.1.1.1/32
Known via "local", distance 0, metric 0 (connected)
Installed Aug 22 01:57:08.514
Directly connected nexthops
10.1.1.1 directly connected, via Loopback0
Route metric is 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 160：show route resolving-next-hop のフィールドの説明

説明フィールド

一致するルートをインストールしているルー

ティングプロトコルの名前。

Known via

ルートのメトリック。Route metric is

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングテーブルの現在の内容を表示しま

す。

show route, （1526ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1556 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show route resolving-next-hop



Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1557

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIB コマンド
show route resolving-next-hop



show route static
ルーティング情報ベース（RIB）の現在のスタティックルートを表示するには、EXECモードで
show route staticコマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all]
static [ standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはす
べての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャストVRFのRIBの現在のスタティッ

クルートが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show route staticコマンドを使用してルーティングテーブルのスタティックルートに関する情報
を表示します。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、 show route staticコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route static

S 10.1.1.0/24 is directly connected, 00:54:05, GigabitEthernet3/0/0/1
S 192.168.99.99/32 [1/0] via 10.12.12.2, 00:54:04

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 161：show route static のフィールドの説明

説明フィールド

ルートがスタティックであることを示すコー

ド。

S

ルートの IPアドレスおよび距離。10.1.1.0/24

ルートがRIBにインストールされてからの経過
時間（hh:mm:ss表記）。

00:54:05

ルートのアウトバウンドインターフェイス。GigabitEthernet3/0/0/1

ルートの距離とメトリック。[1/0]
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングテーブルの現在の内容を表示しま

す。

show route, （1526ページ）
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show route summary
ルーティング情報ベース（RIB）の現在の内容を表示するには、EXECモードでshowroutesummary
コマンドを使用します。

show route [vrf {vrf-name| all}] [afi-all| ipv4| ipv6] [unicast| multicast| {topology topo-name}| safi-all]
summary [detail] [standby]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはす
べての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf-name | all }

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）ユニキャストおよびマルチキャストのアドレスプレフィック

スを指定します。

safi-all

（任意）パスの数や一部のプロトコルに固有のルート属性など、RIBの
内容に関する詳細な概要を表示します。

detail

（任意）スタンバイ情報を表示します。standby

___________________
コマンドデフォルト vrf vrf-nameを指定しない場合は、デフォルトの IPv4ユニキャスト VRFの RIBの内容が表示され

ます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show route summaryコマンドを使用してルーティング情報ベースのルートに関する情報を表示し
ます。

ルートの概要が頻繁に必要な場合（たとえばポーリング状況のとき）は、detailキーワードを指定
せずに show route summaryコマンドを使用します。検証目的で detailキーワードが使用される頻
度は高くありません。ルーティングデータベース全体をスキャンする必要があるため、消費され

る帯域幅が非常に多いからです。

topologyキーワードは、ipv4 multicastキーワードとともに使用する必要があります。ただし、
afi-allキーワードまたは safi-allキーワードを指定する場合を除きます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrib

___________________
例 次に、show route summaryコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route summary

Route Source Routes Backup Deleted Memory (bytes)
static 1 0 0 136
connected 2 1 0 408
local 3 0 0 408
ospf 1673 2 0 272
isis 2 0 0 272
Total 10 1 0 1496

この表は、show route summaryコマンドの出力のフィールドの説明です。

表 162：show route summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルーティングプロトコルの名前。Route Source

各ルートソースのルーティングテーブルに記

載されている選択済みルートの数。

Routes

選択されていないルート（選択済みルートの

バックアップ）の数。

Backup
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説明フィールド

RIBで削除対象としてマーキングされているが
まだ除去されていないルートの数。

Deleted

特定のルートソースに対するすべてのルートを

維持するために割り当てられているバイト数。

Memory

次に、detailキーワードを指定した show route summaryコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route summary detail

Route Source Active Route Active Path Backup Route Backup Path
static 1 1 0 0
connected 2 2 1 1
local 3 3 0 0
isis 1 1 1 1
Level 1: 0 0 1 1
Level 2: 1 1 0 0
ospf 1673 6 12 0 0
Intra-Area: 3 6 0 0
Inter-Area: 3 6 0 0
External-1: 0 0 0 0
External-2: 0 0 0 0
bgp 100 10 20 4 8
External: 5 10 4 8
Internal: 5 10 0 0
local: 0 0 0 0
Total 7 7 2 2

この表は、show route summary detailコマンドの出力のフィールドの説明です。

表 163：show route summary detail のフィールドの説明

説明フィールド

ルートの発信元。ルーティングプロトコルの

名前およびタイプ。

Route Source

ルーティングテーブルに存在する、各ルート

ソースのアクティブルートの数。

Active Route

ルーティングテーブルに存在する、各ルート

ソースのアクティブパスの数。

Active Path

各ルートソースの、選択済みルートのバック

アップであるルートの数。

Backup Route

各ルートソースの、選択済みパスのバックアッ

プであるパス数。

Backup Path
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングテーブルの現在の内容を表示しま

す。

show route, （1526ページ）
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIP コマン
ド

このモジュールでは、Routing Information Protocol（RIP）を設定およびモニタするために使用す
るコマンドについて説明します。

RIPの概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Configuration Guide』の「Implementing RIP on Cisco ASR 9000 Series Router」のモジュー
ルを参照してください。

• authentication keychain mode（RIP）, 1567 ページ

• auto-summary（RIP）, 1570 ページ

• broadcast-for-v2, 1572 ページ

• clear rip, 1574 ページ

• clear rip database, 1576 ページ

• clear rip interface, 1578 ページ

• clear rip out-of-memory, 1580 ページ

• clear rip statistics, 1582 ページ

• default-information originate（RIP）, 1584 ページ

• default-metric（RIP）, 1586 ページ

• distance（RIP）, 1588 ページ

• interface（RIP）, 1591 ページ

• maximum-paths（RIP）, 1593 ページ

• metric-zero-accept, 1595 ページ

• neighbor（RIP）, 1597 ページ

• nsf（RIP）, 1599 ページ
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• output-delay, 1601 ページ

• passive-interface（RIP）, 1603 ページ

• poison-reverse, 1605 ページ

• receive version, 1607 ページ

• redistribute（RIP）, 1609 ページ

• router rip, 1613 ページ

• route-policy（RIP）, 1615 ページ

• send version, 1617 ページ

• show protocols（RIP）, 1619 ページ

• show rip, 1622 ページ

• show rip database, 1624 ページ

• show rip interface, 1627 ページ

• show rip statistics, 1634 ページ

• site-of-origin（RIP）, 1636 ページ

• split-horizon disable（RIP）, 1638 ページ

• timers basic, 1640 ページ

• validate-update-source disable, 1642 ページ

• vrf（RIP）, 1644 ページ
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authentication keychain mode（RIP）
RIPインターフェイスに対して認証キーチェーンメカニズムをイネーブルにするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードまたは VRFインターフェイスコンフィギュレーション
モードで authentication keychain modeコマンドを使用します。 RIPインターフェイスの認証キー
チェーンコンフィギュレーションをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

authentication keychain keychain_name mode {md5| text}

no authentication keychain keychain_name mode {md5| text}

___________________
構文の説明 keychainコマンドを使用して設定されたキーチェーンの名前を指定します。

すべてのキーチェーンは、キーチェーンコンフィギュレーションコマ

ンドを使用してCisco IOSXRキーチェーンデータベース内で設定する
必要があります。『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Implementing Keychain
Management」のモジュールを参照してください。

（注）

keychain-name

認証キーチェーンモードがキー付きメッセージダイジェスト（md5）であるこ
とを指定します。

md5

認証キーチェーンモードがクリアテキストであることを指定します。text

___________________
コマンドデフォルト キーチェーン認証はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

VRFインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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すべてのキーチェーンは、キーチェーンコンフィギュレーションコマンドを使用して Cisco IOS
XRキーチェーンデータベース内で設定する必要があります。『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router System Security Configuration Guide』の「Implementing Keychain Management」のモ
ジュールを参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次の例では、RIP VRFインターフェイスに対してmd5モードの認証キーチェーンを設定する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#vrf vrf_rip_auth
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)#interface POS 0/6/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf-if)#authentication keychain key1 mode md5

次の例では、RIPインターフェイスに対してクリアテキストモードの認証キーチェーンを設定す
る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#interface POS 0/6/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)#authentication keychain key2 mode text

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングプロセスを設定し、Routing
Information Protocol（RIP）プロセスのルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router rip, （1613ページ）

VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス
を定義し、VRFコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

完全なコマンドリファレンス情報については、

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Command Reference』を参
照してください。

vrf（RIP）, （1644ページ）
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説明コマンド

キーチェーンを作成または変更します。

完全なコマンドリファレンス情報については、

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Command Reference』を参
照してください。

key chain（キーチェーン）

キーチェーンのキーを作成または変更します。

完全なコマンドリファレンス情報については、

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Command Reference』を参
照してください。

key（キーチェーン）

キーのテキスト文字列を指定します。

完全なコマンドリファレンス情報については、

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Command Reference』を参
照してください。

key-string（キーチェーン）
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auto-summary（RIP）
サブネットルートを自動サマライズしてネットワークレベルルートにする機能をイネーブルに

するには、適切なコンフィギュレーションモードで auto-summaryコマンドを使用します。この
機能をディセーブルにして、サブプレフィックスルーティング情報をクラスフルネットワーク境

界を越えて送信するには、このコマンドの no形式を使用します。

auto-summary

no auto-summary

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト Disabled

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

auto-summaryコマンドは、ルート集約をオンにするために使用します。ルート集約により、ルー
ティングテーブルにおけるルーティング情報の量が少なくなります。

切断されているサブネット間のルーティングを実行する必要がある場合は、自動サマライズをディ

セーブルにします。自動サマライズがオフの場合、サブネットがアドバタイズされます。自動サ

マライズはデフォルトでディセーブルになっています。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip
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___________________
例 次に、RIPの自動サマライズをオンにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# auto-summary

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VRFインスタンスを定義し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

vrf（RIP）, （1644ページ）
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broadcast-for-v2
Routing InformationProtocol（RIP）バージョン 2出力パケットをブロードキャストアドレスに送信
するには、適切なコンフィギュレーションモードで broadcast-for-v2コマンドを使用します。こ
の機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

broadcast-for-v2

no broadcast-for-v2

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト RIPv2出力パケットはブロードキャストされません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

broadcast-for-v2コマンドは、RIPバージョン 2ブロードキャストアップデートを、マルチキャス
トをリッスンしないホストにブロードキャストするために使用します。バージョン 2アップデー
ト（要求と応答）は、IPマルチキャストアドレス 244.0.0.9ではなく、IPブロードキャストアド
レス 255.255.255.255に送信されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip
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___________________
例 次に、全 RIPインターフェイスで、RIP v2出力メッセージをブロードキャストアドレスに送信す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# broadcast-for-v2
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clear rip
データベースエントリや統計情報など、Routing InformationProtocol（RIP）のVRFおよびインター
フェイス関連の情報をクリアするには、EXECモードで clear ripコマンドを使用します。

clear rip [vrf {vrf| all}]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

メモリ不足状態が原因で RIP VRFとインターフェイスがソフトウェアによって強制的に非アク
ティブ化された場合に、再度アクティブ化するには、clear rip、clear rip interface、または clear
rip out-of-memoryコマンドを使用してメモリ不足状態をクリアする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrip
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___________________
例 次に、RIP内のすべてのデータベース、インターフェイス、VRFエントリをクリアする例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:routerr# clear rip vrf all

___________________
関連コマンド

説明コマンド

データベースエントリや統計情報など、RIPの
インターフェイス関連の情報をクリアします。

clear rip interface, （1578ページ）

RIPのメモリ不足状態をクリアします。clear rip out-of-memory, （1580ページ）
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clear rip database
Routing Information Protocol（RIP）トポロジテーブルからデータベースエントリだけをクリアす
るには、EXECモードで clear rip databaseコマンドを使用します。

clear rip [vrf {vrf| all}] database [interface type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）特定のVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべて
の VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

（任意）トポロジエントリを消去するインターフェイスを指定します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、GigabitEthernet 0/1/0/0インターフェイスのトポロジテーブルのデータベースエントリだけ

をクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear rip database interface GigabitEthernet 0/1/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIPプロセスのデータベースおよびインターフェ
イスエントリ情報を表示します。

show rip statistics, （1634ページ）
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clear rip interface
データベースエントリや統計情報など、Routing Information Protocol（RIP）のインターフェイス関
連の情報をクリアするには、EXECモードで clear rip interfaceコマンドを使用します。

clear rip [vrf {vrf| all}] interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

トポロジエントリを消去するインターフェイスを指定します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

メモリ不足状態が原因で RIP VRFとインターフェイスがソフトウェアによって強制的に非アク
ティブ化された場合に、再度アクティブ化するには、clear rip、clear rip interface、または clear
rip out-of-memoryコマンドを使用してメモリ不足状態をクリアする必要があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、ルートや統計情報などのインターフェイス関連のデータすべてを GigabitEthernet 0/1/0/0イ

ンターフェイスからクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear rip vrf vpn-1 interface GigabitEthernet 0/1/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

データベースエントリや統計情報など、RIPの
VRFおよびインターフェイス関連の情報をクリ
アします。

clear rip, （1574ページ）

RIPのメモリ不足状態をクリアします。clear rip out-of-memory, （1580ページ）
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clear rip out-of-memory
Routing Information Protocol（RIP）のメモリ不足状態をクリアするには、EXECモードで clear rip
out-of-memoryコマンドを使用します。

clear rip [vrf {vrf| all}] out-of-memory [interface type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

（任意）トポロジエントリを消去するインターフェイスを指定します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear rip out-of-memoryコマンドを使用すると、メモリ不足状態が完全にクリアされ、RIPプロセ
スによって VRFまたはインターフェイスを強制的にシャットダウンできるようになります。
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ルータでメモリが不足し始めると、RIPプロセスは、Normal、Minor、Severe、Criticalとして定義
される各メモリ状態の間を遷移します。

• Normal状態では、RIP VRFとインターフェイスは正常に機能します。

• Minor状態では、現在アクティブな RIP VRFとインターフェイスはアクティブなままになり
ます。現在アクティブでない VRFとインターフェイスは、RIPプロセスが Normal状態に遷
移するまでアクティブになることができません。

• Severe状態では、RIPプロセスが別の状態に遷移するまで、いくつかのVRFとインターフェ
イスが強制的にダウン状態にされます。

• Critical状態では、RIPプロセスが強制的にシャットダウンされます。

Severe状態で強制的にシャットダウンされた VRFとインターフェイスは、RIPプロセスがMinor
状態または Normal状態に遷移しても、自動的にアクティブ化されません。 Severe状態で VRFま
たはインターフェイスが強制的にダウン状態にされた場合、clear rip、clear rip interface、または
clear rip out-of-memoryコマンドを実行すると Forced Down状態がクリアされ、VRFまたはイン
ターフェイスが再度アクティブ化されます。

show ripコマンドおよび show rip interfaceコマンドを使用すると、現在のメモリ不足状態を表示
できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、RIPプロセスのメモリ不足状態をクリアする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear rip out-of-memory

___________________
関連コマンド

データベースエントリや統計情報など、RIPの
VRFおよびインターフェイス関連の情報をクリ
アします。

clear rip, （1574ページ）

データベースエントリや統計情報など、RIPの
インターフェイス関連の情報をクリアします。

clear rip interface, （1578ページ）

RIPの設定とステータスを表示します。show rip, （1622ページ）

RIPトポロジテーブルのインターフェイスエン
トリ情報を表示します。

show rip interface, （1627ページ）
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clear rip statistics
Routing Information Protocol（RIP）統計情報をクリアするには、EXECモードで clear rip statistics
コマンドを使用します。

clear rip [vrf {vrf| all}] statistics [interface type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

（任意）トポロジエントリをクリアするインターフェイスを指定します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、すべての RIP統計情報を消去する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear rip statistics

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIPプロセスのデータベースおよびインターフェ
イスエントリ情報を表示します。

show rip statistics, （1634ページ）
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default-information originate（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）のデフォルトルートを生成するには、適切なコンフィギュレー
ションモードで default-information originateコマンドを使用します。RIPのデフォルトルートを
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

default-information originate [route-policy name]

no default-information originate

___________________
構文の説明

デフォルトルートの条件を示すルートポリシーの名前。route-policy name

___________________
コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip
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___________________
例 次に、ルーティングテーブルに対してルートポリシーを実行した結果に基づき、RIPアップデー

トでデフォルトルートを開始する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# default-information originate route-policy policy1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIPネイバーにアドバタイズするアップデート
や、RIPネイバーから受信するアップデートに、
ルーティングポリシーを適用します。

route-policy（RIP）, （1615ページ）
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default-metric（RIP）
他のプロトコルから Routing Information Protocol（RIP）に再配布されるルートのデフォルトメト
リック値を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで default-metricコマンドを使
用します。デフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

default-metric number-value

no default-metric

___________________
構文の説明

デフォルトのメトリック値。範囲は 1～ 15です。number-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトメトリックは設定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RIPですべての再配布ルートに同じメトリック値を使用するには、default-metricコマンドを
redistributeコマンドとともに使用します。デフォルトメトリックを使用すると、妥当な代替メ
トリックを設定し、再配布を可能にすることで、互換性のないメトリックを使用したルートを再

配布するという問題を解決することができます。再配布される他のプロトコルに対して異なるメ

トリックを設定する場合は、redistributeコマンドで route-policyオプションを使用します。

再配布されるルートで使用されるRIPメトリックは、ルートポリシーによって決まります。ルー
トポリシーが設定されていないか、ルートポリシーで RIPメトリックが設定されていない場合
は、再配布されるプロトコルに基づいてメトリックが決定されます。BGPによって再配布される
VPNv4ルートの場合、リモート PEルータで設定された RIPメトリックが有効であれば、それが
使用されます。
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その他すべての場合（BGP、IS-IS、OSPF、EIGRP、接続済み、スタティック）は、default-metric
コマンドで設定されたメトリックが使用されます。有効なメトリックが決定できない場合、再配

布は起こりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、自律システム 109がルーティングプロトコル RIPと Open Shortest Path First（OSPF;オープ

ンショーテストパスファースト）の両方を使用する例を示します。この例は、OSPFから取得し
たルートを RIPを使用してアドバタイズし、OSPFから取得したルートに RIPメトリック 10を割
り当てます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)# default-metric 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)# redistribute ospf 109

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートを 1つのルーティングドメインから RIP
に再配布します。

redistribute（RIP）, （1609ページ）
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distance（RIP）
Routing InformationProtocol（RIP）によって検出されたルートに割り当てるアドミニストレーティ
ブディスタンスを定義するには、適切なコンフィギュレーションモードでdistanceadmin-distance
コマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから距離の定義を削除し、システムを

デフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

distance admin-distance [prefix prefix-length| prefix mask]

no distance admin-distance

___________________
構文の説明 RIPルートに割り当てるアドミニストレーティブディスタンス。範囲は 0～ 255

です。

admin-distance

（任意）ルーティング情報が表示されるネットワーク IPアドレス。prefix

（任意）prefix-length引数は、IPプレフィックスの長さを指定します。これは、
プレフィックス（アドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接

ビット数を示す 10進数値です。 10進数値の前にスラッシュを付ける必要があ
ります。 IPv4アドレスの場合の範囲は 0～ 32です。

prefix-length

（任意）次の 2つの方法のうちいずれかで指定されるネットワークマスク。

• 4分割ドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスクを指定しま
す。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対応するアドレス
ビットがネットワークアドレスであることを示します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができます。
たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、アドレスの対応す
るビットがネットワークアドレスであることを示します。

mask

___________________
コマンドデフォルト admin-distance：120

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

distanceコマンドを使用し、他のプロトコルルートに対する RIPルートのプリファレンスを変更
します。アドミニストレーティブディスタンスと再配布機能を同時に使用する場合は、RIPネイ
バーから受け取るルートや RIPネイバーにアドバタイズするルートに対する振る舞いが影響を受
ける可能性があります。

数値的に、アドミニストレーティブディスタンスは 0～ 255の整数です。通常、値が大きいほ
ど、信頼性の格付けが下がります。 255のアドミニストレーティブディスタンスは、ルーティン
グ情報源がまったく信頼できないため、無視すべきであることを意味します。

distanceコマンドを実行する順序は、割り当てられるアドミニストレーティブディスタンスに予
期せぬ方法で影響を与える可能性があります。

次の表に、デフォルトのアドミニストレーティブディスタンスをリストします。

表 164：各ルーティングプロトコルのデフォルトのアドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンス値ルーティングプロトコル

0接続されているインターフェイス

0インターフェイス外部のスタティックルート

1ネクストホップへのスタティックルート

5EIGRPサマリールート

20EBGP

90内部 EIGRP

110OSPF

115IS-IS

120RIPバージョン 1および 2

170外部 EIGRP

200IBGP

255不明
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、特定のプレフィックスに対してアドミニストレーティブディスタンスを設定する例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# distance 85 192.168.10.0/24

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートを 1つのルーティングドメインから RIP
に再配布します。

redistribute（RIP）, （1609ページ）
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interface（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）が動作するインターフェイスを定義し、インターフェイスコン
フィギュレーションモードに移行するには、ルータコンフィギュレーションモードで interface
コマンドを使用します。インターフェイスに対する RIPルーティングをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
てください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドをコンフィギュレーションモードで指定しない場合、インターフェイスに対する

RIPルーティングはイネーブルになりません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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interfaceコマンドは、特定のインターフェイスを RIPプロセスに関連付けるために使用します。
インターフェイスの IPv4アドレスが変更された場合でも、インターフェイスがプロセスに関連付
けされた状態は変わりません。

このコマンドを使用すると、ルータをインターフェイスコンフィギュレーションモードにしま

す。このモードから、インターフェイス固有の設定を実行できます。このモードで設定したコマ

ンド（broadcast-for-v2,（1572ページ）コマンドなど）は、そのインターフェイスに自動的にバイ
ンドされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、RIPプロセスのインターフェイスコンフィギュレーションモードに移行し、GigabitEthernet

インターフェイス 0/1/0/0上でRIPバージョン 2メッセージをブロードキャストアドレスに送信す
る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# ?

broadcast-for-v2 Specify broadcast address for RIP v2 output packet
commit Commit the configuration changes to running
describe Describe a command without taking real actions
do Run an exec command
exit Exit from this submode
metric-zero-accept Accept rip update with metric 0 to compensate a common bug
no Negate a command or set its defaults
passive-interface Suppress routing updates on this interface
poison-reverse Enable poison reverse
receive Advertisement reception
route-policy Apply route policy to routing updates
send Advertisement transmission
show Show contents of configuration
site-of-origin SOO community for prefixes learned over this interface
split-horizon Disable split horizon

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# broadcast-for-v2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIPバージョン 2出力パケットをブロードキャ
ストアドレスに送信します。

broadcast-for-v2, （1572ページ）
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maximum-paths（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）がルーティングテーブルに追加する等コストパラレルルート
の最大数を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで maximum-pathsコマンドを
使用します。コンフィギュレーションファイルから maximum-pathsコマンドを削除し、システ
ムを RIPに関してデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

maximum-paths maximum

no maximum-paths

___________________
構文の説明 RPがルーティングテーブル内にインストールできるパラレルルートの最

大数。範囲は 1～ 32です。
maximum

___________________
コマンドデフォルト 4パス

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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___________________
例 次の例では、1つの宛先に最大 16の等価コストパスが許可されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# maximum-paths 16
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metric-zero-accept
RIPで、メトリックにゼロ（0）が設定されたRIPアップデートからのルーティングエントリを受
け付けるようにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでmetric-zero-accept
コマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから metric-zero-acceptコマンドを削
除し、システムをRIPに関してデフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

metric-zero-accept

no metric-zero-accept

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト メトリックゼロ（0）で受信した RIPルートは無視されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RIPアップデートからのルーティングエントリに対してmetric-zero-acceptコマンドを設定した後
は、RIPはこれらのルートを受け付けた後でメトリックを 1に設定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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___________________
例 次に、メトリックがゼロのルーティングエントリを受け付けるように RIPインターフェイスを設

定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# metro-zero-accept
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neighbor（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）情報を交換する隣接ルータを定義するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで neighborコマンドを使用します。エントリを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

neighbor ip-address

no neighbor ip-address

___________________
構文の説明

ルーティング情報を交換するピアルータの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト 隣接ルータは定義されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルーティング情報のポイントツーポイント（非ブロードキャスト）交換を許可するには、neighbor
コマンドを使用します。ルータコンフィギュレーションモードで、neighborコマンドを
passive-interfaceコマンドとともに使用すると、ルータのサブセットと LAN上のアクセスサーバ
の間でルーティング情報を交換できます。

複数の neighborコマンドを使用して、他のネイバーまたはピアを指定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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___________________
例 次に、特定のネイバーに対するRIPアップデートの送信を許可する例を示します。1つのネイバー

につきアップデートのコピーが 1つ生成されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)# neighbor 172.16.1.2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイス上でのRIPアップデートの送
信を抑止します。

passive-interface（RIP）, （1603ページ）
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nsf（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）プロセスのシャットダウンまたは再起動後にRIPルート上のノ
ンストップフォワーディング NSFを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで nsf
コマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システム

をデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

nsf

no nsf

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト NSFはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

nsfコマンドを使用した場合、NSFライフタイムがアップデート時間の2倍に自動的に設定されま
す（最小値は60秒）。RIPプロセスは、この時間に再コンバージする必要があります。コンバー
ジェンスが NSFライフタイムを超える場合、ルートは Routing Information Base（RIB;ルーティン
グ情報ベース）から除去され、NSFが失敗することがあります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip
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___________________
例 次に、RIP NSFを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)# nsf
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output-delay
送信するRouting Information Protocol（RIP）アップデートのパケット間遅延を変更するには、適切
なコンフィギュレーションモードで output-delayコマンドを使用します。遅延を削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

output-delay delay

no output-delay delay

___________________
構文の説明

複数パケット RIPアップデートにおける連続パケット間の遅延（ミリ秒単
位）。範囲は 8～ 50です。

delay

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは遅延なしです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

output-delayコマンドは、高速で送信する相手のルータが低速であり、その速度で受信ができない
可能性がある場合に使用します。このコマンドを設定すると、ルーティングテーブルから情報が

失われることを防ぐことができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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___________________
例 次に、パケット間遅延を 10ミリ秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)# output-delay 10
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passive-interface（RIP）
インターフェイス上でRouting Information Protocol（RIP）アップデートの送信を抑止するには、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードで passive-interfaceコマンドを使用します。アッ
プデートの抑止を解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

passive-interface

no passive-interface

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト インターフェイス上で RIPアップデートが送信されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

受動インターフェイス上でルーティングアップデートのマルチキャスト（またはブロードキャス

ト）アドレスへの送信が停止されている間も、そのインターフェイス上でのネイバーからのルー

ティングアップデートの受信と処理は続行されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/0で RIPアップデートのマルチキャスト（またはブ

ロードキャスト）を停止する例を示します。RIPアップデートの受信は正常に続行されます。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/3は、正常にアップデートを送受信します。また、RIPアッ
プデートは適切なインターフェイス上でネイバー 172.168.1.2にユニキャストされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# neighbor 172.16.1.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# passive-interface
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIPプロトコル情報を交換する隣接ルータを定
義します。

neighbor（RIP）, （1597ページ）
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poison-reverse
Routing Information Protocol（RIP）ルートアップデートのポイズンリバース処理をイネーブルに
するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで poison-reverseコマンドを使用し
ます。RIPアップデートのポイズンリバース処理をディセーブルにするには、このコマンドのno
形式を使用します。

poison-reverse

no poison-reverse

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ポイズンリバース処理はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートポイズニングとは、ルーティングループを防止するための機能です。特定のルートが到達

可能ではなくなったときに、そのことを他のルータに通知します。実質的に、そのルートは他の

ルータのルーティングテーブルから削除されます。システムデフォルトであるスプリットホラ

イズンは、RIPを通じて学習したルートを、そのルートを学習したインターフェイスからはアド
バタイズしないようにする機能です。

poison-reverseコマンドは、RIPルータアップデートのポイズンリバース処理をイネーブルにし
ます。ルートポイズニング情報を受信したルータは、ポイズニング情報を送信元ルータに返しま

す。このプロセスを「ポイズンリバース」といいます。このプロセスによって、同じインター

フェイス上のすべてのルータが確実に、ポイズニングされたルート情報を受信済みになります。

ポイズンリバースとスプリットホライズンの両方が設定されている場合は、単純なスプリット

ホライズン動作（ルートを学習したインターフェイスからのそのルートの抑止）がポイズンリ
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バース動作で置き換えられます。スプリットホライズンがディセーブルの場合、ポイズンリバー

スの設定は無視されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、RIPが動作するインターフェイスでポイズンリバース処理をイネーブルにする例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# poison-reverse

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スプリットホライズンメカニズムをディセー

ブルにします。

split-horizon disable（RIP）, （1638ページ）
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receive version
バージョン固有のパケットを受け付けるようにRouting Information Protocol（RIP）インターフェイ
スを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで receive versionコマンド
を使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

receive version {1| 2| 1 2}

no receive version {1| 2| 1 2}

___________________
構文の説明

バージョン 1のパケット1

バージョン 2のパケット2

バージョン 1と 2のパケット1 2

___________________
コマンドデフォルト Version 2

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

receiveversionコマンドは、RIPのデフォルトの動作を変更するために使用します。このコマンド
は、設定中のインターフェイスだけに適用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip
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___________________
例 次に、RIPバージョン 1と 2のパケットを受け付けるようにインターフェイスを設定する例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# receive version 1 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バージョン固有のパケットを送信するように

RIPインターフェイスを設定します。
send version, （1617ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1608 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIP コマンド
receive version



redistribute（RIP）
別のルーティングドメインから受け取ったルートを Routing Information Protocol（RIP）に再配布
するには、適切なコンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用します。コンフィ
ギュレーションファイルから redistributeコマンドを削除し、ルートの再配布をしないデフォル
トの状態にシステムを戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

Border Gateway Protocol (BGP)

redistribute bgp process-id [route-policy name] [external| internal| local]

no redistribute bgp process-id

Connected Interface Routes

redistribute connected [route-policy name]

no redistribute connected

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol (EIGRP)

redistribute eigrp process-id [route-policy name]

no redistribute eigrp process-id

Intermediate System-to-Intermediate System (ISIS)

redistribute isis process-id [route-policy name] [level-1| level-1-2| level-2]

no redistribute isis process-id

Open Shortest Path First (OSPF)

redistribute ospf process-id [route-policy name] [match {external [1| 2]| internal| nssa-external [1| 2]}]

no redistribute ospf process-id

IP Static Routes

redistribute static [route-policy name]

no redistribute static

___________________
構文の説明 BGPプロトコルからのルートを配布します。bgp
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• bgpキーワードの場合：

◦ 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

◦ asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

◦ asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

• eigrpキーワードの場合は、ルートの再配布元である EIGRPインスタ
ンスの名前です。値は文字列の形式を取ります。10進数を入力できま
すが、ストリングとして内部に格納されます。

• isisキーワードの場合は、ルートの再配布元である IS-ISインスタンス
の名前です。値は文字列の形式を取ります。 10進数を入力できます
が、ストリングとして内部に格納されます。

• ospfキーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFインスタン
スの名前です。値は文字列の形式を取ります。10進数を入力できます
が、ストリングとして内部に格納されます。

process-id

（任意）BGP外部ルートだけを指定します。external

（任意）BGP内部ルートだけを指定します。internal

（任意）BGPローカルルートだけを指定します。local

（任意）設定されたポリシーの IDを指定します。ポリシーは、このソース
ルーティングプロトコルから RIPへのルートのインポートをフィルタする
ために使用されます。

route-policy name

（任意）レベル 1 IS-ISルートだけを他のルーティングプロトコルに再配布
します。

level-1

（任意）レベル 1とレベル 2の IS-ISルートを他のルーティングプロトコル
に配布します。

level-1-2

（任意）レベル 2 IS-ISルートだけを他のルーティングプロトコルに配布し
ます。

level-2
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（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに再配布する条件を指定
します。次の 1つ以上の条件を指定できます。

• internal：特定の自律システム内部のルート（エリア内およびエリア間
の OSPFルート）。

• external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ 1ま
たはタイプ 2の外部ルートとして OSPFにインポートされているルー
ト。

• nssa-external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ
1またはタイプ2のNot-So-StubbyArea（NSSA）外部ルートとしてOSPF
にインポートされているルート。

externalおよび nssa-externalオプションでタイプを指定しなかった場合は、
タイプ 1とタイプ 2の両方であると想定されます。

matchが指定されていない場合、デフォルトはフィルタリングなしとなりま
す。

[ match { external
[ 1 | 2 ] | internal |
nssa-external [ 1 |
2 ]]} [ route-policy
name ]

IPスタティックルートを再配布します。static

___________________
コマンドデフォルト ルートの再配布はディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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属性とルートポリシーを設定または一致させるための両方のコマンドキーワードを使用して、

ルートを RIPに再配布する場合、ルートにまずルートポリシーが適用され、その後キーワー
ド照合と設定が行われます。

（注）

再配布されたルーティング情報は、route-policy nameキーワードと引数でフィルタできます。こ
のフィルタリングにより、管理者が意図したルートだけが RIPによって再配布されます。

再配布されるルートで使用されるRIPメトリックは、ルートポリシーによって決まります。ルー
トポリシーが設定されていないか、ルートポリシーで RIPメトリックが設定されていない場合
は、再配布されるプロトコルに基づいてメトリックが決定されます。BGPによって再配布される
VPNv4ルートの場合、リモート PEルータで設定された RIPメトリックが有効であれば、それが
使用されます。

その他すべての場合（BGP、IS-IS、OSPF、EIGRP、接続済み、スタティック）は、default-metric
コマンドで設定されたメトリックが使用されます。有効なメトリックが決定できない場合、再配

布は起こりません。

ルーティングポリシーの詳細については、『CiscoASR9000 Series Aggregation Services Router Routing
CommandReference』のCiscoASR9000 Series Router「」のモジュールの「Routing PolicyCommands」
を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、BGPルートを RIPプロセスに再配布する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# redistribute bgp 100

___________________
関連コマンド

説明コマンド

他のプロトコルからRIPに再配布されるルート
のデフォルトメトリック値を設定します。

default-metric（RIP）, （1586ページ）
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router rip
ルーティングプロセスを設定し、Routing InformationProtocol（RIP）プロセス用のルータコンフィ
ギュレーションモードに移行するには、グローバルコンフィギュレーションモードで router rip
コマンドを使用します。 RIPルーティングプロセスをオフにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

router rip

no router rip

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ルータプロセスは定義されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、RIPのルータプロセスを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
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次に、RIP用のルータコンフィギュレーションモードに移行し、そのモードで実行できるコマン
ドの一覧を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# ?

auto-summary Enable automatic network number summarization
broadcast-for-v2 Send RIP v2 output packets to broadcast address
commit Commit the configuration changes to running
default-information Control distribution of default information
default-metric Set metric of redistributed routes
describe Describe a command without taking real actions
distance Define an administrative distance
do Run an exec command
exit Exit from this submode
interface Enter the RIP interface configuration submode
maximum-paths Maximum number of paths allowed per route
neighbor Specify a neighbor router
no Negate a command or set its defaults
nsf Enable Cisco Non Stop Forwarding
output-delay Interpacket delay for RIP updates
redistribute Redistribute information from another routing protocol
route-policy Apply route policy to routing updates
show Show contents of configuration
timers Adjust routing timers
validate-update-source Validate source address of routing updates
vrf Enter the RIP vrf configuration submode

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)#
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route-policy（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）ネイバーにアドバタイズするアップデートや、RIPネイバーか
ら受信するアップデートにルーティングポリシーを適用するには、適切なコンフィギュレーショ

ンモードで route-policyコマンドを使用します。ルーティングポリシーのアップデートへの適用
をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

route-policy name {in| out}

no route-policy name {in| out}

___________________
構文の説明

ルートポリシーの名前。name

ポリシーを着信ルートに適用します。in

ポリシーを発信ルートに適用します。out

___________________
コマンドデフォルト ポリシーは適用されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

着信ルートまたは発信ルートのルーティングポリシーを指定するには、route-policyコマンドを使
用します。ポリシーを使用すると、ルートのフィルタリングやルート属性の変更ができます。
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ルートポリシーがインターフェイスと VRFの両方に設定されている場合、インターフェイス
ルートポリシーが適用されます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、インターフェイス上で受信したルーティングアップデートをフィルタする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# route-policy updpol-1 in
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send version
バージョン固有のパケットを送信するようにRouting Information Protocol（RIP）インターフェイス
を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで send versionコマンドを使
用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

send version {1| 2| 1 2}

no send version {1| 2| 1 2}

___________________
構文の説明

バージョン 1のパケット1

バージョン 2のパケット2

バージョン 1とバージョン 2のパケット1 2

___________________
コマンドデフォルト Version 2

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

send versionコマンドは、RIPのデフォルトの動作を変更するために使用します。このコマンド
は、設定中のインターフェイスだけに適用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip
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___________________
例 次に、RIPバージョン 2のパケットだけを送信するようにインターフェイスを設定する例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# send version 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バージョン固有のパケットを受け付けるように

RIPインターフェイスを設定します。
receive version, （1607ページ）
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show protocols（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）プロセスコンフィギュレーションに関する情報を表示するに
は、EXECモードで show protocolsコマンドを使用します。

show protocols [ipv4| afi-all] [all| protocol] [default-context| vrf vrf-name] [private]

___________________
構文の説明

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）指定されたアドレスファミリのすべてのプロトコルを指定しま

す。

all

（任意）ルーティングプロトコルを指定します。

• IPv4アドレスファミリの場合、オプションはeigrp、bgp、isis、ospf、
および ripです。

protocol

（任意）デフォルトコンテキスト情報を表示します。このキーワードは、

eigrpまたは ripプロトコルを指定した場合に使用できます。
default-context

（任意）指定されたプロセスの VPNルーティング/転送（VRF）情報を表
示します。このキーワードは、eigrpまたは ripプロトコルを指定した場
合に使用できます。

vrf vrf-name

（任意）プライベート EIGRPデータを表示します。このキーワードを使
用できるのは、eigrpプロトコルが指定されているときです。

private

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータ上で実行中のプロトコルに関する情報を取得して、どのプロトコルがアクティブであるか

を迅速に判断するには、show protocolsコマンドを使用します。このコマンドを使用すると、実
行中のプロトコルの重要な特性が要約されて表示されます。コマンドの出力は、選択されたプロ

トコルによって異なります。

RIPの場合、コマンド出力には、インスタンス番号、デフォルト ASコンテキスト、ルータ ID、
デフォルトネットワーク、距離、最大パスなどが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りRIP

___________________
例 次に、show protocols ripコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show protocols rip
Routing Protocol RIP
2 VRFs (including default) configured, 2 active
25 routes, 16 paths have been allocated
Current OOM state is "Normal"
UDP socket descriptor is 37
VRF Active If-config If-active Routes Paths Updates
default Active 3 3 11 7 30s

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 165：show protocols のフィールドの説明

説明フィールド

設定されている VRFの数VRFs configured

アクティブな VRFの数VRFs active

割り当てられているルートの数Routes

割り当てられているパスの数Paths

RIPプロセスの現在のメモリ不足状態OOM state

現在の UDPソケット記述子の値UDP socket
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show rip
Routing Information Protocol（RIP）の設定とステータスを表示するには、EXECモードで show rip
コマンドを使用します。

show rip [vrf {vrf| all}]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrip

___________________
例 次に、show ripコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rip

RIP config:
Active?: Yes
Added to socket?: Yes
Out-of-memory state: Normal
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Version: 2
Default metric: Not set
Maximum paths: 4
Auto summarize?: No
Broadcast for V2?: No
Packet source validation?: Yes
NSF: Disabled
Timers: Update: 30 seconds (25 seconds until next update)

Invalid: 180 seconds
Holddown: 180 seconds
Flush: 240 seconds

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 166：show rip のフィールドの説明

説明フィールド

アクティブ状態設定。Active?

RIPが設定されたインターフェイス上のマルチ
キャストグループ設定。 yesの場合、これらの
インターフェイス上でアップデートが受信され

ます。

Added to socket?

RIPのメモリ不足状態には、Normal、Minor、
Severe、Criticalがあります。

Out-of-memory state

バージョン番号は 2です。Version

デフォルトメトリック値（設定されている場

合）。設定されていない場合、Not setになりま
す。

Default metric

RIPルート単位で許可された最大パスの数。Maximum paths

自動サマライズ状態設定。Auto summarize?

RIPバージョン 2ブロードキャスト設定。Broadcast for V2?

RIPへの受信ルーティングアップデートの送信
元 IPアドレスの検証設定。

Packet source validation?

RIPネットワークタイマー設定。Timers

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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show rip database
Routing Information Protocol（RIP）トポロジテーブルのデータベースエントリ情報を表示するに
は、EXECモードで show rip databaseコマンドを使用します。

show rip [vrf {vrf| all}] database [prefix prefix-length| prefix mask]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべての
VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

（任意）ルーティング情報が表示されるネットワーク IPアドレス。prefix

（任意）prefix-length引数は、IPプレフィックスの長さを指定します。これは、
プレフィックス（アドレスのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接

ビット数を示す 10進数値です。 10進数値の前にスラッシュ記号を付ける必要
があります。 IPv4アドレスの場合の範囲は 0～ 32です。

prefix-length

（任意）次の 2つの方法のうちいずれかで指定されるネットワークマスク。

• 4分割ドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスクを指定しま
す。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが1のときに対応するアドレス
ビットがネットワークアドレスであることを示します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができます。
たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、アドレスの対応す
るビットがネットワークアドレスであることを示します。

prefix-mask

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

サマリーアドレスエントリは、関連する子ルートが要約される場合にだけデータベースに現れま

す。サマリーアドレスの最後の子ルートが無効になると、そのサマリーアドレスもルーティン

グテーブルから削除されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrip

___________________
例 次に、show rip databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rip database

Routes held in RIP's topology database:
10.0.0.0/24

[0] directly connected, GigabitEthernet0/6/0/0
10.0.0.0/8 auto-summary
12.0.0.0/24

[5] distance: 20 redistributed
12.0.0.0/8 auto-summary
50.50.0.0/24

[1] via 10.0.0.20, next-hop 10.0.0.20, Uptime: 1s, GigabitEthernet0/6/0/0
50.50.1.0/24 (inactive)

[1] via 10.0.0.20, next-hop 10.0.0.20, Uptime: 1s, GigabitEthernet0/6/0/0
50.0.0.0/8 auto-summary
90.90.0.0/24

[5] distance: 20 redistributed
90.90.1.0/24

[5] distance: 20 redistributed

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 167：show rip database のフィールドの説明

説明フィールド

RIPで接続されたルートのプレフィックスとプ
レフィックス長。

10.0.0.0/24は GigabitEthernet 0/6/0/0に直接接続
されています。 [0]はメトリックを表します。

10.0.0.0/24

[0] directly connected, GigabitEthernet0/6/0/0

10.0.0.0/8は自動サマリーエントリです。10.0.0.0/8 auto-summary
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説明フィールド

12.0.0.0/24は再配布されるルートです。メト
リックは 5で、距離は 20です。

12.0.0.0/24

[5] distance: 20 redistributed

宛先ルート 50.50.0.0/24が RIPを通じて学習さ
れ、ソース 10.0.0.20がGigabitEthernet 0/6/0/0か
らそれをアドバタイズしました。ルートが最後

に更新されたのは 1秒前です。

50.50.0.0/24

[1] via 10.0.0.20, next-hop 10.0.0.20, Uptime: 1s,
GigabitEthernet0/6/0/0

宛先ルート 50.50.1.0/24はルーティングテーブ
ルでアクティブではありません。

50.50.1.0/24 (inactive)

[1] via 10.0.0.20, next hop 10.0.0.20, Uptime: 1s,
GigabitEthernet0/6/0/0
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show rip interface
Routing Information Protocol（RIP）トポロジテーブルのインターフェイスエントリ情報を表示す
るには、EXECモードで show rip interfaceコマンドを使用します。

show rip [vrf {vrf| all}] interface [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたはすべ
ての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

（任意）トポロジエントリをクリアするインターフェイスを指定します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

コマンド出力が認証キーチェーンコンフィギュレーション情報

を含むように変更されました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrip

___________________
例 次に、show rip interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rip interface

GigabitEthernet0_6_0_0
Rip enabled?: Yes
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Up
IP address: 10.0.0.12/24
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Joined multicast group?: Yes

GigabitEthernet0_6_0_2
Out-of-memory state: Normal
Rip enabled?: Yes
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Up
IP address: 12.0.0.12/24
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Joined multicast group?: Yes

RIP peers attached to this interface:
12.0.0.13

uptime: 3 version: 2
packets discarded: 0 routes discarded: 402

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 168：show rip interface のフィールドの説明

説明フィールド

RIPルーティングプロトコルがインターフェイ
スでイネーブルかどうかを示します。

Rip enabled?

インターフェイス上の現在のメモリ不足状態を

示します。

Out-of-memory state
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説明フィールド

インターフェイス上で RIPバージョン 2出力パ
ケットをブロードキャストアドレスに送信する

かどうかを示します。

Broadcast for V2

このインターフェイスが、メトリックにゼロ

（0）が設定されたRIPアップデートからのルー
ティングエントリを受け付けるかどうかを示し

ます。

Accept Metric 0?

このインターフェイス上でパケットを送出する

ためにRIPが使用するバージョンを示します。
Send versions:

このインターフェイス上でRIPが受け付けるパ
ケットのバージョンを示します。

Receive versions:

インターフェイスがアップ状態かダウン状態か

を示します。

Interface state:

インターフェイスの IPアドレス。IP address:

メトリックコスト値を示します。Metric Cost:

スプリットホライズンがこのインターフェイス

でイネーブルかどうかを示します。

Split horizon:

ポイズンリバースがこのインターフェイスでイ

ネーブルかどうかを示します。

Poison Reverse:

インターフェイスがRIPマルチキャストグルー
プ224.0.0.9に属しているかどうかを示します。

Joined multicast group?:

このインターフェイス上のRIPネイバーの一覧
です。

RIP peers attached to this interface

12.0.0.13

このネイバーがアップ状態になっている時間の

長さを示します。

uptime: 3

このネイバーから受信するパケットのバージョ

ンを示します。

version: 2

このネイバーから受信したパケットのうち、破

棄されたパケットの数を示します。

packets discarded: 0
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説明フィールド

このネイバーから受信したルートのうち、破棄

されたルートの数を示します。

routes discarded: 402

デフォルト VRF での RIP インターフェイスの認証キーチェーン設定

次に示す show rip interface interface-path-idコマンドの出力例には、デフォルト VRFでの RIPイ
ンターフェイスの認証キーチェーン設定が表示されています。

MD5暗号化アルゴリズムを使用する既存のキーチェーンがRIPインターフェイス上で設定されて
いる場合：

GigabitEthernet0/3/0/3 (Forward Reference)
Rip enabled?: No
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Unknown State
IP address: 0.0.0.0/0
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Socket set options:
Joined multicast group?: No
LPTS filter set?: No
Authentication mode: MD5 Key chain: <key-chain-name>
Current active send key id: <send key id>
Current active receive key id: <recv key id>
Packets received: <num-rx-packets>
Authenticated packets received: <num-auth-rx-packets>
Packets dropped due to wrong keychain config: <num-rx-wrong-auth-cfg-pkts>
Packets received without authentication data: <num-rx-auth-missing-pkt>
Packets received with invalid authentication: <num-rx-invalid-auth-pkt>

RIPインターフェイス上で設定されたキーチェーンが存在しないか、アクティブキーがない場合：

GigabitEthernet0/3/0/3 (Forward Reference)
Rip enabled?: No
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Unknown State
IP address: 0.0.0.0/0
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Socket set options:
Joined multicast group?: No
LPTS filter set?: No

Authentication mode: MD5 Key chain: <key-chain-name>
No active key found in keychain database.
Packets received: <num-rx-packets>
Authenticated packets received: <num-auth-rx-packets>
Packets dropped due to wrong keychain config: <num-rx-wrong-auth-cfg-pkts>
Packets received without authentication data: <num-rx-auth-missing-pkt>
Packets received with invalid authentication: <num-rx-invalid-auth-pkt>
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RIPインターフェイス上で設定されているキーチェーンにアクティブキーがあるが、MD5暗号化
アルゴリズムを使用するように設定されていない場合：

GigabitEthernet0/3/0/3 (Forward Reference)
Rip enabled?: No
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Unknown State
IP address: 0.0.0.0/0
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Socket set options:
Joined multicast group?: No
LPTS filter set?: No

Authentication mode: MD5 Key chain: <key-chain-name>
Key(s) not configured with MD5 cryptographic algorithm.
Packets received: <num-rx-packets>
Authenticated packets received: <num-auth-rx-packets>
Packets dropped due to wrong keychain config: <num-rx-wrong-auth-cfg-pkts>
Packets received without authentication data: <num-rx-auth-missing-pkt>
Packets received with invalid authentication: <num-rx-invalid-auth-pkt>

RIPインターフェイス上で認証キーチェーンが設定されていない場合：

GigabitEthernet0/3/0/3 (Forward Reference)
Rip enabled?: No
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Unknown State
IP address: 0.0.0.0/0
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Socket set options:
Joined multicast group?: No
LPTS filter set?: No

Authentication mode is not set.
Packets received: <num-rx-packets>

デフォルト以外の VRF での RIP インターフェイスの認証キーチェーン設定

次に示す show rip vrf vrf-name interface interface-path-idコマンドの出力例には、デフォルト以外の
VRFでの RIPインターフェイスの認証キーチェーン設定が表示されています。

MD5暗号化アルゴリズムを使用する既存のキーチェーンがRIPインターフェイス上で設定されて
いる場合：

GigabitEthernet0/3/0/3 (Forward Reference)
Rip enabled?: No
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
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Interface state: Unknown State
IP address: 0.0.0.0/0
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Socket set options:
Joined multicast group?: No
LPTS filter set?: No

Authentication mode: MD5 Key chain: <key-chain-name>
Packets received: <num-rx-packets>
Authenticated packets received: <num-auth-rx-packets>
Packets dropped due to wrong keychain config: <num-rx-wrong-auth-cfg-pkts>
Packets received without authentication data: <num-rx-auth-missing-pkt>
Packets received with invalid authentication: <num-rx-invalid-auth-pkt>

RIPインターフェイス上で設定されたキーチェーンが存在しないか、アクティブキーがない場合：

GigabitEthernet0/3/0/3 (Forward Reference)
Rip enabled?: No
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Unknown State
IP address: 0.0.0.0/0
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Socket set options:
Joined multicast group?: No
LPTS filter set?: No

Authentication mode: MD5 Key chain: <key-chain-name>
No active key found in keychain database.
Packets received: <num-rx-packets>
Authenticated packets received: <num-auth-rx-packets>
Packets dropped due to wrong keychain config: <num-rx-wrong-auth-cfg-pkts>
Packets received without authentication data: <num-rx-auth-missing-pkt>
Packets received with invalid authentication: <num-rx-invalid-auth-pkt>

RIPインターフェイス上で設定されているキーチェーンにアクティブキーがあるが、MD5暗号化
アルゴリズムを使用するように設定されていない場合：

GigabitEthernet0/3/0/3 (Forward Reference)
Rip enabled?: No
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Unknown State
IP address: 0.0.0.0/0
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Socket set options:
Joined multicast group?: No
LPTS filter set?: No

Authentication mode: MD5 Key chain: <key-chain-name>
Key(s) not configured with MD5 cryptographic algorithm.
Packets received: <num-rx-packets>
Authenticated packets received: <num-auth-rx-packets>
Packets dropped due to wrong keychain config: <num-rx-wrong-auth-cfg-pkts>
Packets received without authentication data: <num-rx-auth-missing-pkt>
Packets received with invalid authentication: <num-rx-invalid-auth-pkt>
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RIPインターフェイス上で認証キーチェーンが設定されていない場合：

GigabitEthernet0/3/0/3 (Forward Reference)
Rip enabled?: No
Out-of-memory state: Normal
Broadcast for V2: No
Accept Metric 0?: No
Send versions: 2
Receive versions: 2
Interface state: Unknown State
IP address: 0.0.0.0/0
Metric Cost: 0
Split horizon: Enabled
Poison Reverse: Disabled
Socket set options:
Joined multicast group?: No
LPTS filter set?: No

Authentication mode is not set.
Packets received: <num-rx-packets>

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 169：show rip [vrf <vrf-name>] interface のフィールドの説明

MD5認証モードはイネーブルです。Authentication mode: MD5 Key chain

アクティブ送信キー ID。Current active send key id

アクティブ受信キー ID。Current active receive key id

インターフェイスの受信パケット数。Packets received

認証が有効な状態で受信されたパケットの数。Authenticated packets received

誤ったキーチェーン設定が原因でドロップされ

たパケットの数。

Packets dropped due to wrong keychain config

認証データなしで受信されたパケットの数。Packets received without authentication data

認証が無効な状態で受信されたパケットの数。Packets received with invalid authentication

IOSXRキーチェーンデータベース内にアクティ
ブキーがありません。

No active key found in keychain database

キーはMD5暗号化アルゴリズムを使用するよ
うに設定されていません。

Key(s) not configured with MD5 cryptographic
algorithm

認証モードは設定されていません。Authentication mode is not set
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show rip statistics
Routing Information Protocol（RIP）トポロジテーブルの統計エントリ情報を表示するには、EXEC
モードで show rip statisticsコマンドを使用します。

show rip [vrf {vrf| all}] statistics

___________________
構文の説明

（任意）特定の VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスまたは
すべての VRFインスタンスを指定します。

vrf { vrf | all }

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りrip

___________________
例 次に、show rip statisticsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rip statistics

RIP statistics:
Total messages sent: 5597
Message send failures: 0
Regular updates sent: 5566
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Queries responsed to: 0
RIB updates: 6
Total packets received: 5743
Discarded packets: 0
Discarded routes: 0
Number of routes allocated: 18
Number of paths allocated: 14

Route malloc failures: 0
Path malloc failures: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 170：show rip statistics フィールドの説明

説明フィールド

送信された RIPパケットの数。Total messages sent

パケット送信処理に失敗した回数。Message send failures

RIPクエリーに対する応答としてRIPアップデー
トが送信された回数。

Queries responsed to

RIBに送信されたルート追加/削除メッセージの
数。

RIB updates

受信した RIPパケットの数。Total packets received

受信したRIPパケットのうち、破棄された数。Discarded packets

受信したRIPアップデートパケットのうち、破
棄されたルートの数。

Discarded routes

RIP内部トポロジデータベース用に割り当てら
れたルートの数。

Number of routes allocated

RIP内部トポロジデータベース用に割り当てら
れたパスの数。

Number of paths allocated

ルート割り当て中の失敗の数。Route malloc failures

ルート割り当て中の失敗の数。Path malloc failures

割り当てられたルートの数のフィールドに表示される値は、RIPデータベースに存在するルー
トの数と同じとは限りません。

（注）
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site-of-origin（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）インターフェイスに対して Site of Origin（SoO）フィルタリン
グを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで site-of-originコマンドを
使用します。インターフェイス上でSoOフィルタリングをディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

site-of-origin {as-number : number| ip-address : number}

no site-of-origin {as-number : number| ip-address : number}

___________________
構文の説明 Autonomous System（AS;自律システム）番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は1～4294967295
です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

自律システム番号とネットワーク番号はコロンで区切ります。

as-number:

ネットワーク番号。2バイトのAS番号を使用する場合、範囲は0～4294967295
です。 4バイトの AS番号を使用する場合、範囲は 0～ 65535です。

number

IPアドレス引数には、ドット付き 10進数表記の、4つの部分からなる IPアド
レスを指定します。

IPアドレスとネットワーク番号はコロンで区切ります。

ip-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

バックドアリンクを使用したサイト間のMPLSVPNリンクを含む複雑なトポロジをサポートする
必要がある場合、RIPプロセスは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）から再配布される
ルートに対する SoO属性を取得できる必要があります。

プレフィックスが再び送信元サイトにアドバタイズされないように、サイトから発信されたルー

トの識別に使用する SoO BGP拡張コミュニティ属性を設定するには、site-of-originコマンドを使
用します。SoO拡張コミュニティは、プロバイダーエッジ（PE）ルータがルートを学習したサイ
トを一意に識別します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、RIPインターフェイス上で SoOフィルタリングを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip) interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# site-of-origin 10.0.0.1:20
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split-horizon disable（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）プロセスのスプリットホライズンをディセーブルにするには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで split-horizondisableコマンドを使用します。
スプリットホライズンをイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

split-horizon disable

no split-horizon disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト RIPプロセスでスプリットホライズンはイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

設定の中で split-horizon disableコマンドを明示的に指定できます。

スプリットホライズンがディセーブルの場合、ポイズンリバースの設定は無視されます。

一般に、アプリケーションで正しくルートをアドバタイズするために必要であることが確実で

ない限り、スプリットホライズンのデフォルトの状態を変更しないことをお勧めします。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1638 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの RIP コマンド
split-horizon disable（RIP）



___________________
例 次に、Packet-over-SONET/SDHリンク上でスプリットホライズンをディセーブルにする例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# split-horizon disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIPルータアップデートのポイズンリバース処
理をイネーブルにします。

poison-reverse, （1605ページ）
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timers basic
Routing Information Protocol（RIP）ネットワークタイマーを調整するには、ルータコンフィギュ
レーションモードで timers basicコマンドを使用します。タイマーをデフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

timers basic update invalid holddown flush

no timers basic

___________________
構文の説明

アップデートを送信する頻度を秒単位で指定します。これは、ルーティングプロト

コルの基本的なタイミングパラメータです。範囲は 5～ 50000です。
update

ルートが無効であると宣言するまでの期間（秒単位）です。update引数の値の 3倍
以上であることが必要です。ルートをリフレッシュするアップデートがない場合、

ルートは無効になります。その場合、ルートはホールドダウン状態になります。そ

のルートはアクセス不可と見なされ、到達不能としてアドバタイズされます。範囲

は 15～ 200000です。

invalid

より良いパスに関するルーティング情報を抑止する期間（秒単位）です。 update引
数の値の 3倍以上であることが必要です。ルートが到達不能であることを示すアッ
プデートパケットを受信すると、そのルートはホールドダウン状態になります。そ

のルートはアクセス不可と見なされ、到達不能としてアドバタイズされます。ホー

ルドダウンの期限が切れると、他のソースによってアドバタイズされたルートが受

け付けられ、ルートがアクセス可能になります。範囲は 15～ 200000です。

holddown

ルートをルーティングテーブルから削除する前に待つ時間の長さを秒単位で指定し

ます。指定する長さは、invalid引数の値よりも大きいことが必要です。 invalidタイ
マー値よりも小さい場合は、ホールドダウン期間に基づく処理が適切に行われず、

ホールド期間終了前に新しいルートが受け付けられることになります。範囲は 16
～ 250000です。

flush

___________________
コマンドデフォルト update：30

invalid：180

holddown：180

flush：240

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RIPの基本的なタイミングパラメータは調整可能です。 RIPは、分散型の非同期ルーティングア
ルゴリズムを実行するため、これらのタイマーはネットワーク内のすべてのルータで同じである

必要があります。

現在およびデフォルトのタイマー値を表示するには、show ripコマンドを使用します。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip

___________________
例 次に、5秒ごとにアップデートをブロードキャストするよう設定する例を示します。ルートを 15

秒間受信しないと、そのルートは使用不能と宣言されます。以降の情報はさらに 15秒間抑止さ
れます。フラッシュ期間の終了時に、ルーティングテーブルからルートがフラッシュされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip) timers basic 5 15 15 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RIPの設定とステータスを表示します。show rip, （1622ページ）
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validate-update-source disable
Routing Information Protocol（RIP）の受信ルーティングアップデートの送信元 IPアドレスを検証
する Cisco IOS XRソフトウェアの機能を停止するには、ルータコンフィギュレーションモード
で validate-update-source disableコマンドを使用します。この機能を再度イネーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

validate-update-source disable

no validate-update-source disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト RIPの受信アップデートの送信元 IPアドレスは常に検証されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

validate-update-source disableコマンドを使用すると、検証は行われません。

デフォルトでは、受信ルーティングアップデートの送信元 IPアドレスが、受信インターフェイス
に対して定義されたアドレスのいずれかと同じ IPネットワーク上にあることが確認されます。

unnumbered IPインターフェイス（IP unnumberedとして設定されたインターフェイス）では、
チェックは行われません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip
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___________________
例 次に、送信元検証をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip) validate-update-source disable
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vrf（RIP）
VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを定義してVRFコンフィギュレーションモー
ドを開始するには、ルータコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。 VRF
インスタンスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

vrf vrf-name

no vrf vrf-name

___________________
構文の説明

特定の VPNルーティング/転送インスタンスを指定します。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト VRFは定義されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

VRFインスタンスを設定するには、vrfコマンドを使用します。 VRFインスタンスは、プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータで保持される VPNルーティング/転送テーブルを収集したものです。

VRFコンフィギュレーションモードでは、auto-summaryコマンドなど、ルータコンフィギュ
レーションモードで使用できるすべてのコマンドを実行できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrip
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___________________
例 次の例では、VRFコンフィギュレーションモードを開始し、そのモードで実行できるRIPコマン

ドの一覧を表示する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# vrf vpn-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)# ?

auto-summary Enable automatic network number summarization
broadcast-for-v2 Send RIP v2 output packets to broadcast address
commit Commit the configuration changes to running
default-information Control distribution of default information
default-metric Set metric of redistributed routes
describe Describe a command without taking real actions
distance Define an administrative distance
do Run an exec command
exit Exit from this submode
interface Enter the RIP interface configuration submode
maximum-paths Maximum number of paths allowed per route
neighbor Specify a neighbor router
no Negate a command or set its defaults
nsf Enable Cisco Non Stop Forwarding
output-delay Interpacket delay for RIP updates
redistribute Redistribute information from another routing protocol
route-policy Apply route policy to routing updates
show Show contents of configuration
timers Adjust routing timers
validate-update-source Validate source address of routing updates

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-vrf)#
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Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティン
グポリシー言語コマンド

このモジュールでは、ルーティングポリシーを作成、変更、モニタ、および保守するために使

用される Cisco IOS XRソフトウェアのルーティングポリシー言語（RPL）コマンドについて説
明します。

RPLの概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Configuration Guide』の「Implementing Routing Policy on Cisco ASR 9000 Series Router」の
モジュールを参照してください。

• abort（RPL）, 1652 ページ

• add, 1654 ページ

• apply, 1656 ページ

• as-path in, 1658 ページ

• as-path is-local, 1660 ページ

• as-path length, 1662 ページ

• as-path neighbor-is, 1664 ページ

• as-path originates-from, 1667 ページ

• as-path passes-through, 1670 ページ

• as-path-set, 1673 ページ

• as-path unique-length, 1675 ページ

• community is-empty, 1677 ページ

• community matches-any, 1679 ページ

• community matches-every, 1682 ページ

• community-set, 1685 ページ

• delete community, 1688 ページ

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

    OL-26053-03-J 1647



• delete extcommunity rt, 1690 ページ

• destination in, 1692 ページ

• done, 1695 ページ

• drop, 1697 ページ

• edit, 1699 ページ

• end-global, 1702 ページ

• end-policy, 1704 ページ

• end-set, 1706 ページ

• extcommunity rt is-empty, 1708 ページ

• extcommunity rt matches-any, 1710 ページ

• extcommunity rt matches-every, 1713 ページ

• extcommunity rt matches-within, 1715 ページ

• extcommunity-set cost, 1717 ページ

• extcommunity-set rt, 1719 ページ

• extcommunity-set soo, 1721 ページ

• extcommunity soo is-empty, 1723 ページ

• extcommunity soo matches-any, 1725 ページ

• extcommunity soo matches-every, 1728 ページ

• if, 1730 ページ

• local-preference, 1738 ページ

• med, 1740 ページ

• next-hop in, 1742 ページ

• orf prefix in, 1744 ページ

• origin is, 1746 ページ

• pass, 1748 ページ

• path-type is, 1750 ページ

• policy-global, 1752 ページ

• prefix-set, 1754 ページ

• prepend as-path, 1757 ページ

• protocol, 1759 ページ

• rd in, 1761 ページ
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• rd-set, 1763 ページ

• replace as-path, 1765 ページ

• rib-has-route, 1767 ページ

• route-has-label, 1769 ページ

• route-policy（RPL）, 1771 ページ

• route-type is, 1773 ページ

• rpl editor, 1775 ページ

• rpl maximum, 1777 ページ

• set aigp-metric, 1779 ページ

• set community, 1781 ページ

• set core-tree, 1783 ページ

• set dampening, 1785 ページ

• set eigrp-metric, 1788 ページ

• set extcommunity cost, 1790 ページ

• set extcommunity rt, 1792 ページ

• set ip-precedence, 1794 ページ

• set isis-metric, 1796 ページ

• set label, 1798 ページ

• set level, 1800 ページ

• set local-preference, 1802 ページ

• set med, 1804 ページ

• set metric-type（IS-IS）, 1806 ページ

• set metric-type（OSPF）, 1808 ページ

• set next-hop, 1810 ページ

• set origin, 1812 ページ

• set ospf-metric, 1814 ページ

• set path-selection, 1816 ページ

• set qos-group（RPL）, 1818 ページ

• set rib-metric, 1820 ページ

• set rip-metric, 1822 ページ

• set rip-tag, 1824 ページ
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• set rpf-topology, 1826 ページ

• set spf-priority, 1828 ページ

• set tag, 1830 ページ

• set traffic-index, 1832 ページ

• set vpn-distinguisher, 1834 ページ

• set weight, 1836 ページ

• show rpl, 1838 ページ

• show rpl active as-path-set, 1840 ページ

• show rpl active community-set, 1843 ページ

• show rpl active extcommunity-set, 1846 ページ

• show rpl active prefix-set, 1849 ページ

• show rpl active rd-set, 1852 ページ

• show rpl active route-policy, 1855 ページ

• show rpl as-path-set, 1858 ページ

• show rpl as-path-set attachpoints, 1860 ページ

• show rpl as-path-set references, 1863 ページ

• show rpl community-set, 1866 ページ

• show rpl community-set attachpoints, 1868 ページ

• show rpl community-set references, 1871 ページ

• show rpl extcommunity-set, 1874 ページ

• show rpl inactive as-path-set, 1877 ページ

• show rpl inactive community-set, 1880 ページ

• show rpl inactive extcommunity-set, 1883 ページ

• show rpl inactive prefix-set, 1886 ページ

• show rpl inactive rd-set, 1889 ページ

• show rpl inactive route-policy, 1891 ページ

• show rpl maximum, 1894 ページ

• show rpl policy-global references, 1896 ページ

• show rpl prefix-set, 1898 ページ

• show rpl prefix-set attachpoints, 1900 ページ

• show rpl prefix-set references, 1903 ページ
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• show rpl rd-set, 1906 ページ

• show rpl rd-set attachpoints, 1908 ページ

• show rpl rd-set references, 1911 ページ

• show rpl route-policy, 1914 ページ

• show rpl route-policy attachpoints, 1917 ページ

• show rpl route-policy inline, 1920 ページ

• show rpl route-policy references, 1923 ページ

• show rpl route-policy uses, 1926 ページ

• show rpl unused as-path-set, 1929 ページ

• show rpl unused community-set, 1932 ページ

• show rpl unused extcommunity-set, 1935 ページ

• show rpl unused prefix-set, 1937 ページ

• show rpl unused rd-set, 1941 ページ

• show rpl unused route-policy, 1943 ページ

• source in, 1947 ページ

• suppress-route, 1949 ページ

• tag, 1951 ページ

• unsuppress-route, 1953 ページ

• vpn-distinguisher is, 1955 ページ
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abort（RPL）
ルートポリシーまたはセット定義を廃棄してグローバルコンフィギュレーションモードに戻る

には、適切なコンフィギュレーションモードで abortコマンドを使用します。

abort

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

プレフィックスセットコンフィギュレーション

ルート識別子セットコンフィギュレーション

ASパスセットコンフィギュレーション

コミュニティセットコンフィギュレーション

拡張コミュニティセットコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、開始されたルートポリシー定義を廃棄して、グローバルコンフィギュレーション

モードに戻る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path is-local then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# abort
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

次の例では、開始されたプレフィックスセット定義を廃棄して、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set legal-ipv4-prefix-examples
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.1.1,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.2.0/24,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# abort
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
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add
Routing Information Protocol（RIP）または Enhanced Interior Gateway Protocol（EIGRP）の既存のメ
トリックに値を追加するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで addコマンド
を使用します。

add {eigrp-metric bandwidth delay reliability loading max-transmission| rip-metric {number| parameter}}

___________________
構文の説明 EIGRPメトリック属性を指定します。eigrp-metric

キロビット/秒単位の帯域幅。範囲は 0～ 4294967295です。bandwidth

10マイクロ秒単位の遅延。範囲は 0～ 4294967295です。delay

信頼性メトリック。 255は 100 %の信頼性です。範囲は 0～ 255で
す。

reliability

有効な帯域幅（ロード）。 255は 100 %ロード済みです。範囲は 0
～ 255です。

loading

パスの最大伝送。範囲は 0～ 65535です。max-transmission

RIPメトリック属性を指定します。rip-metric

4ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 16です。number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

addの値が許可されている最大値を超えると、メトリックが追加されます。結果のメトリックが
ルーティングプロトコルの最大を超えると、（クライアントのルーティングプロトコルによっ

て）ルートがドロップされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、RIPメトリック値のオフセット方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# add rip-metric 4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

次の例では、EIGRPメトリック値の設定方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# add eigrp-metric 50000 24000 230 14000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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apply
パラメータ化または未パラメータ化ポリシーを別のポリシー内から実行するには、ルートポリ

シーコンフィギュレーションモードで applyコマンドを使用します。

apply policy_name [argument1, argument2, . . . , argumentN]

___________________
構文の説明

ルートポリシーの名前。policy_name

（任意）パラメータ名。 argumentは、値（たとえば「100」）でもパ
ラメータ（たとえば「$parameter」）でもかまいません。

argument

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

apply policy-namesにワイルドカードのサポートが追加され
ました。

リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ポリシー（パラメータ化か未パラメータ化かにかかわらず）を別のポリシー内から実行するには、

applyコマンドを使用します。これにより、ポリシーの共通ブロックの再利用が可能になります。

ワイルドカードを apply policy namesで使用できます。これは、ネストされたワイルドカード適用
シナリオをサポートします。ワイルドカードを指定するには、アスタリスク（*）を apply policy
nameの一部分の代わりに挿入します。ワイルドカードは、apply policy nameのその部分に任意の
値が一致することを示します。ネストされたワイルドカード apply policyでは、ワイルドカード
（*）に基づく適用のネストが可能になります。このワイルドカード操作を利用すると、すべて
のポリシーを呼び出す汎用的な applyステートメントを 1つ宣言し、呼び出されるポリシーの中
で、ルータ上で定義されている特定の英数字特性のセットを定義することができます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ポリシー CustomerInをルートポリシー SetLocalPrefに適用して、ルートでローカル

優先順位を条件付きで設定します。パラメータ20、30、40、および50は、パラメータ化ポリシー
SetLocalPrefに渡されます。この場合、ローカル優先順位は次のように設定されます。

• 20：コミュニティ 217:20がルートに存在する場合

• 30：コミュニティ 217:30がルートに存在する場合

• 40：コミュニティ 217:40がルートに存在する場合

• 50：コミュニティ 217:50がルートに存在する場合

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy SetLocalPref ($lp0, $lp1, $lp2, $lp3, $lp4)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if community matches-any ($lp0:$lp1)then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference $lp1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif community matches-any ($lp0:$lp2) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference $lp2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif community matches-any ($lp0:$lp3) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference $lp3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif community matches-any ($lp0:$lp4) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference $lp4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy CustomerIn($cust)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# apply SetLocalPref ($cust, 20, 30, 40, 50)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy Cust_217
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# apply CustomerIn(217)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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as-path in
ルートの ASパスに一致する ASパスセットがあるかどうかを調べるには、ルートポリシーコン
フィギュレーションモードで as-path inコマンドを使用します。

as-path in {as-path-set-name| inline-as-path-set| parameter}

___________________
構文の説明 ASパスセットの名前。as-path-set-name

インライン ASパスセット。インライン ASパスセットは、括
弧で囲む必要があります。

inline-as-path-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

as-path inコマンドは、ルートの ASパスに一致する ASパスセットがあるかどうかを調べるとき
に ifステートメント内の条件式として使用します。 ASパスは、ルートが通過する自律システム
番号のシーケンスです。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1658 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
as-path in



as-path inコマンドの評価結果が trueとなるのは、関連付けられたASパスセットで定義されてい
る正規表現のうち少なくとも 1つがルートの ASパス属性と一致する場合です。

ASパスセットが定義されていても、その中に要素が含まれていない場合は、as-path in条件式コ
マンドは falseを戻します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 たとえば、次のように定義された、my-as-setという名前の ASパスセットがあると仮定します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# as-path-set my-as-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# ios-regex '_12$',
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# ios-regex '_13$'
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# end-set

また、次のような as-path-set-name引数を使用するポリシー（抜粋）があるとします。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path in my-as-set then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#

set my-as-set内の 1つ以上の正規表現の一致が、ルートに関連付けられた ASパスと一致する場合
は、条件内のASパスは trueであると評価されます。定義済みでも空のASパスセットの場合は、
この演算子は falseを戻します。

上記のポリシー抜粋と等価のバージョンを次に示します。このバージョンでは、inline-as-path set
変数が使用されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path in (ios-regex ‘_12$,ios-regex ‘_13$’) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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as-path is-local
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートを発信したのが、このルータなのか、またはこ
の自律システムまたは連合内の別のルータなのかを判別するには、ルートポリシーコンフィギュ

レーションモードで as-path is-localコマンドを使用します。

as-path is-local

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このルータ（またはこの自律システムまたは連合内の別のルータ）がルートを発信したかどうか

を判別するには、ifステートメント内で as-path is-localコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

自律システムまたは連合内でローカルに発信されたルートは、空の ASパスを伝送します。ボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）指定では、ルートが自律システム境界または連合境界をま
たがってアドバタイズされると、ローカル自律システム番号または連合 IDが自律システムパス
に追加されます。また、ローカルに発信された集約の ASパスは、ポリシーによって変更された
場合を除き空です。

is-local演算子は、自律システムパスが空の場合は trueであると評価されます。空のASパスは、
自律システムに対してローカルである ASパスを BGPで表す方法です。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ASパスがローカルの場合は、ローカル優先順位は 100に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path is-local then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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as-path length
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートの ASパスにある ASNの数を比較するには、
ルートポリシーコンフィギュレーションモードで as-path lengthコマンドを使用します。

as-path length {eq| is| ge| le} {number| parameter}

___________________
構文の説明

等しい、以上、以下。eq | is | ge | le

11ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 2047
です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ASパスの長さに基づいて条件チェックを実行するには、ifステートメント内で as-path lengthコ
マンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

このコマンドでは、特定の整数値を指定することも、整数値の範囲をge演算子や le演算子で指定
することもできます。これらの整数のいくつかまたはすべてをパラメータ化できます。演算子
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は、パス内の自律システムごとに 1をカウントします。ルートが集約され、1つ以上の ASセッ
トを含んでいる可能性がある場合は、length演算子は、存在するセットごとに 1を追加します。
ASセットの存在は通常、このルートが集約されたルートであること、および集約されたルート
は、セット内の自律システムの 1つを含むコンポーネントルートを持っていたことを示していま
す。同様に、連合の場合も、パス内の連合、またはパス内の連合セットごとにカウント 1が追加
されます。ヌルの ASパスの長さはゼロです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ASパスの長さが 10に等しい場合は、ローカル優先順位は 100に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path length eq 10 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートの ASパスを ASパスセットに一致させ
ます。

as-path in, （1658ページ）

ASパスを、ルートを発信したAS番号で始まる
ASシーケンスと比較します。

as-path originates-from, （1667ページ）

指定した整数またはパラメータが ASパス内の
任意の場所に現れるかどうか、または指定した

整数およびパラメータのシーケンスが ASパス
内の任意の場所に同じ順序で現れるかどうかを

検査します。

as-path passes-through, （1670ページ）

ASパスの長さに基づいて特定のチェックを実
行します。

as-path unique-length, （1675ページ）
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as-path neighbor-is
ASパスの先頭にある自律システム番号を、1つ以上の値またはパラメータのシーケンスと照合し
てテストするには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで as-path neighbor-isコマン
ドを使用します。

as-path neighbor-is as-number-list [exact]

___________________
構文の説明

自律システム番号のシーケンスを表す、単一引用符で囲まれた数値またはパラメー

タ。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～ 65535.65535
です。

as-number-list

（任意）exactキーワードを使用して、as-number-list値は、ルートのASパスと完
全に一致しなければならないことを指定します。exactキーワードを使用しない場
合は、as-number-list引数内のいずれかの要素が、ルートの ASパス内にあるその
要素の 1つ以上の繰り返しと一致します。

exact

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1664 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
as-path neighbor-is



___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ASパスの先頭にある自律システム番号を、1つ以上の整数値またはパラメータのシーケンスと照
合してテストするには、ifステートメント内でas-pathneighbor-isコマンドを条件式として使用し
ます。言い換えれば、自律システム番号のシーケンスが、このルートを受信した隣接する自律シ

ステムで始まるパスと一致するかどうかを調べるためにテストします。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

このコマンドには、同等の正規表現（ios-regex）があります。たとえば、ASpath neighbor-is「1」
は「^1_」になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例は、不完全な設定を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path neighbor-is '10' then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path neighbor-is '$asnum' then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path neighbor-is '10 20' then

これらのステートメントは、ASパス上の最初の自律システム番号が、neighbor-isステートメント
内で指定されたパラメータまたは整数値と同じ順序で一致する場合に、trueであると評価されま
す。隣接する自律システムの場所がたまたま ASセットである場合は、neighbor-is演算子に対す
る対応する引数が ASセットの要素であれば、演算子は trueであると評価されます。

exactキーワードを指定しない場合は、ASパスで繰り返される自律システム番号は無視されます。
次に例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path neighbor-is '10 20' then

これは、次の番号で始まる ASパスと一致します。

10 10 10 20 ...

また、次の番号で始まる ASパスとも一致します。

10 20 ....
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exactキーワードを指定した場合は、繰り返しは無視されません。そのため、

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path neighbor-is '10 20' exact then

は、これらの ASパスの最初ではなく 2番目と一致します。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートの ASパスを ASパスセットに一致させ
ます。

as-path in, （1658ページ）

ルートのASパスにあるASNの番号を比較しま
す。

as-path length, （1662ページ）

ASパスを、ルートを発信したAS番号で始まる
ASシーケンスと比較します。

as-path originates-from, （1667ページ）

指定した整数またはパラメータが ASパス内の
任意の場所に現れるかどうか、または指定した

整数およびパラメータのシーケンスが ASパス
内の任意の場所に同じ順序で現れるかどうかを

検査します。

as-path passes-through, （1670ページ）

ASパスの長さに基づいて特定のチェックを実
行します。

as-path unique-length, （1675ページ）
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as-path originates-from
ASパスを、ルートを発信した AS番号で始まる ASシーケンスと比較するには、ルートポリシー
コンフィギュレーションモードで as-path originates-fromコマンドを使用します。

as-path originates-from as-number-list [exact]

___________________
構文の説明

自律システム番号のシーケンスを表す、単一引用符で囲まれた数値またはパラメー

タ。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～ 65535.65535
です。

as-number-list

（任意）exactキーワードを使用して、as-number-list値は、ルートのASパスと完
全に一致しなければならないことを指定します。exactキーワードを使用しない場
合は、as-number-list引数内のいずれかの要素が、ルートの ASパス内にあるその
要素の 1つ以上の繰り返しと一致します。

exact

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ASパスを自律システムシーケンスと比較するには、ifステートメント内で as-path originates-from
コマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

originates-from演算子は、ASパスの反対側にある自律システム番号を参照する点を除き、neighbor-is
演算子と似ています。言い換えれば、この演算子は、ルートを発信した自律システムとパスを比

較します。これは、自律システム番号のシーケンスを表す、単一引用符で囲まれた数値またはパ

ラメータを使用できます。複数の番号がリストで指定されている場合は、リストされる自律シス

テム番号のシーケンスは、ルートを発信した自律システムに対応する最後の番号とともに、ASパ
ス内のサブシーケンスとして表示される必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例は、不完全な設定を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path originates-from '10 11' then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path originates-from '$asnum 11' then

上記の例の最初の行は、自律システム 11がルートを発信してから、自律システム 10にアドバタ
イズし、そこから最終的にルートが伝播された場合は、trueであると評価されます。ルートが集
約されていて、発信元の自律システムの場所にASセットが含まれている場合は、originates-from
演算子に対する引数が ASセットに含まれていれば、originates-from演算子は trueであると評価
されます。

exactキーワードを指定しない場合は、ASパスで繰り返される自律システム番号は無視されます。
次に例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path originates-from '10 11' then

次の番号で終わる自律システムパスと一致します。

...10 10 10 11
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また、次の番号で終わる自律システムパスと一致します。

...10 11

exactキーワードを指定した場合は、繰り返しは無視されません。そのため、

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path originates-from '10 11' exact then

は、これらの自律システムパスの最初ではなく 2番目と一致します。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートの ASパスを ASパスセットに一致させ
ます。

as-path in, （1658ページ）

ルートのASパスにあるASNの番号を比較しま
す。

as-path length, （1662ページ）

指定した整数またはパラメータが ASパス内の
任意の場所に現れるかどうか、または指定した

整数およびパラメータのシーケンスが同じ順序

で現れるかどうかを検査します。

as-path passes-through, （1670ページ）

ASパスの長さに基づいて特定のチェックを実
行します。

as-path unique-length, （1675ページ）
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as-path passes-through
指定した整数またはパラメータが ASパス内の任意の場所に現れるかどうか、または指定した整
数およびパラメータのシーケンスが ASパス内の任意の場所に同じ順序で現れるかどうかを検査
するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで as-path passes-throughコマンドを
使用します。

as-path passes-through as-number-list [exact]

___________________
構文の説明

自律システム番号のシーケンスを表す、単一引用符で囲まれた数値またはパラメー

タ。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 4294967295
です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～ 65535.65535
です。

as-number-list

（任意）exactキーワードを使用して、as-number-list値は、ルートのASパスと完
全に一致しなければならないことを指定します。exactキーワードを使用しない場
合は、as-number-list引数内のいずれかの要素が、ルートの ASパス内にあるその
要素の 1つ以上の繰り返しと一致します。

exact

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定した整数またはパラメータが ASパス内の任意の場所に現れるかどうか、または整数および
パラメータのシーケンスが現れるかどうかを検査するには、ifステートメント内で as-path
passes-throughコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

passes-through演算子は、単一引用符で囲まれた整数またはパラメータのシーケンスを引数として
使用します。また、単一の整数またはパラメータを引数として使用することもできます。指定し

た整数またはパラメータが ASパス内の任意の場所に現れる場合、または指定した整数およびパ
ラメータのシーケンスが ASパス内の任意の場所に同じ順序で現れる場合は、これは trueである
と評価されます。これには、ASパス内の originates-fromまたは neighbor-isの場所も含まれま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例は、不完全な設定を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path passes-through '10' then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path passes-through '$asnum' then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path passes-through '10 11' then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path passes-through '10 $asnum 12' then

exactキーワードを指定しない場合は、ASパスで繰り返される自律システム番号は無視されます。
例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path passes-through '9 10 11' then

これは、次の番号が含まれる ASパスと一致します。

...9 10 10 10 11 ....

また、次の番号が含まれる ASパスとも一致します。

...9 10 11...
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exactキーワードを指定した場合は、繰り返しは無視されません。したがって、次のようにしま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path passes-through '9 10 11' exact then

は、これらの ASパスの最初ではなく 2番目と一致します。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートの ASパスを ASパスセットに一致させ
ます。

as-path in, （1658ページ）

ルートのASパスにあるASNの番号を比較しま
す。

as-path length, （1662ページ）

ASパスを、ルートを発信したAS番号で始まる
ASシーケンスと比較します。

as-path originates-from, （1667ページ）

ASパスの長さに基づいて特定のチェックを実
行します。

as-path unique-length, （1675ページ）
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as-path-set
名前付きASパスセットを作成するには、グローバルコンフィギュレーションモードでas-path-set
コマンドを使用します。名前付き ASパスセットを削除するには、このコマンドの no形式を使
用します。

as-path-set name

no as-path-set name

___________________
構文の説明 ASパスセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付き ASパスセットを作成するには、as-path-setコマンドを使用します。

ASパスセットは、ASパス属性と一致させるための演算で構成されます。

このコマンドは、ASパスセットコンフィギュレーションモードを開始します。このモードで
は、ios-regexキーワードを使用して、正規表現のタイプを指定できます。正規表現は、単一引用
符で囲む必要があります。

インラインセットの形式は、コンマ区切りの表現の括弧で囲んだリストです。

正規表現の作成に関する詳細について『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Getting
Started Guide』の付録「Understanding Regular Expressions, Special Characters and Patterns」を参照し
てください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、aset1という名前の ASパスセットの定義を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# as-path-set aset1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# ios-regex '_42$',
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# ios-regex '_127$'
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# end-set

この ASパスセットは、2つの要素で構成されています。一致する演算で使用する場合は、この
ASパスセットは、ASパスが自律システム番号 42または 127のいずれかで終わる任意のルート
と一致します。

次の例では、インラインセットを示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path in (ios-regex '_42$', ios-regex$ '_127$')
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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as-path unique-length
ASパスの長さに基づく特定のチェック（ASパスにある固有のASNの数とのマッチング）を実行
するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで as-path unique-lengthコマンドを使
用します。

as-path unique-length {eq| is| ge| le} {number| parameter}

___________________
構文の説明

等しい、以上、以下。eq | is | ge | le

11ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 2047
です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ASパスの長さに基づいてマッチングを実行するには、ifステートメント内でas-pathunique-length
コマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）
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unique-length演算子は length演算子と似ていますが、ASパスに同じ自律システム番号が複数回
埋め込まれていても、ルートへの埋め込みは 1回とカウントする点が異なります。したがって、
ASパスが 333 333 111 222 123 444 444 444の場合に、unique-length演算子は値 5を戻すのに対し
て、length演算子は値 8を戻します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ASパスの長さに基づいたチェックの実行方法を示します。ASパスが指定された値

と一致する場合は、ローカル優先順位は 100に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path unique-length eq 10 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path unique-length ge 10 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path unique-length le 10 then

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path unique-length eq $integerparam then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path unique-length ge $geparam then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if as-path unique-length le $leparam then

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# endif

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ASパスの長さに基づいて条件チェックを実行
します。

as-path length, （1662ページ）
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community is-empty
ルートに関連付けられたコミュニティ属性がないかどうかを確認するには、ルートポリシーコン

フィギュレーションモードで community is-emptyコマンドを使用します。

community is-empty

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートに関連付けられたコミュニティ属性があるかどうかをチェックするには、ifステートメン
ト内で community is-emptyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

このコマンドは引数を使用しません。また、ルートに関連付けられたコミュニティ属性がない場

合だけ、trueであると評価されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、ルートに関連付けられたコミュニティ属性がない場合は、ローカル優先順位は 100

に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if community is-empty then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
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community matches-any
コミュニティセットの任意の要素が一致するかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィ

ギュレーションモードで community matches-anyコマンドを使用します。

community matches-any {community-set-name| inline-community-set| parameter}

___________________
構文の説明

コミュニティセットの名前。community-set-name

インラインコミュニティセット。インラインコミュニティセッ

トは、括弧で囲む必要があります。

inline-community-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コミュニティセットの任意の要素が一致するかどうかを調べるには、ifステートメント内で
community matches-anyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

matches-any演算子を使用する単純条件の評価結果が trueとなるのは、ルートのコミュニティ属性
のコミュニティ要素のうち少なくとも 1つが、コミュニティセットオペランド内の要素の 1つと
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一致する場合です。ルート内のコミュニティが名前付きセットまたはインラインセットでのどの

指定内容とも一致しない場合は、条件は falseであると評価されます。同様に、ルート内にコミュ
ニティがまったくない場合は、条件は falseであると評価されます。

ルート内のコミュニティを、名前付きセットまたはインラインセットでの指定内容と一致させる

作業は直感的です。セットでのコミュニティの指定が、コロンで区切られた 16ビット 10進数の
よくある指定であるか、well-knownコミュニティの 1つである場合は、指定がルート内にあるも
のと同じ 32ビット数を表していれば、コミュニティは指定内容と一致します。コミュニティの
指定でワイルドカードを使用すると、ルート内のコミュニティがワイルドカードの指定によって

表される多数のコミュニティの 1つである場合は、これが一致します。インラインセットでは、
コミュニティの指定内容はパラメータ化されることがあります。この場合は、パラメータの値が

指定されていれば、関連するマッチングが行われます。

コミュニティのマッチングは、範囲と正規表現の演算子を使用して行うこともできます。範囲の

指定は、[low-value .. high-value]と入力します。コミュニティ値のコンマで区切られた半分のいず
れかまたは両方に範囲を含めることができます。次に、有効な範囲の指定を示します。

10:[100..1000]
[10..100]:80
[10..100]:[100..2000]

さらに、64512～ 65534の範囲を指定するには、private-asキーワードを使用することができま
す。正規表現は、ios-regexキーワードと、その後に有効な正規表現ストリングを続けて指定しま
す。

ルートのコミュニティ値は一度に 1つ、一致指定とマッチングされます。そのため、regexの一
致指定は、コミュニティ値のシーケンスではなく、1つの個々のコミュニティ値を表す必要があ
ります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、my-community-setという名前付きコミュニティセットと、

community-matches-any-exampleというルートポリシーが作成されます。このポリシーは、
my-community-setコミュニティセットに1つ以上のコミュニティがあるすべてのルートについて、
local-preferenceを 100に設定します。ルートにそのようなコミュニティがない場合は、最初の半
分の範囲が 10～ 25で、残りの半分が値 35であるコミュニティがこのルートにあるかどうかがポ
リシーによってチェックされます。この場合、local-preferenceは 200に設定されます。ない場合
は、30:100～ 30:500の範囲内にあるコミュニティ値の有無がチェックされます。この場合、
local-preferenceは 300に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# community-set my-community-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 10:20,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 10:30,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 10:40
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# end-set

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy community-matches-any-example
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if community matches-any my-community-set then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif community matches-any ([10..25]:35) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif community matches-any (30:[100..500])

then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コミュニティセットのすべての要素を一致させ

ます。

community matches-every, （1682ページ）
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community matches-every
コミュニティセットのすべての要素が一致するかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィ

ギュレーションモードで community matches-everyコマンドを使用します。

community matches-every {community-set-name| inline-community-set| parameter}

___________________
構文の説明

コミュニティセットの名前。community-set-name

インラインコミュニティセット。インラインコミュニティセッ

トは、括弧で囲む必要があります。

inline-community-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コミュニティセットのすべての要素が一致するかどうかを調べるには、ifステートメント内で
community matches-everyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

matches-every演算子を使用する単純条件が trueであると評価されるのは、指定された名前付き
セットまたはインラインセット内のすべての指定内容が、ルート内の少なくとも 1つのコミュニ
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ティ値と一致する場合です。名前付きセットまたはインラインセット内のコミュニティの指定が

一致しない場合は、演算は falseであると評価されます。

ルート内のコミュニティを、名前付きセットまたはインラインセットでの指定内容と一致させる

作業は直感的です。セットでのコミュニティの指定が、コロンで区切られた 16ビット 10進数の
よくある指定であるか、well-knownコミュニティの 1つである場合は、指定がルート内にあるも
のと同じ 32ビット数を表していれば、コミュニティは指定内容と一致します。コミュニティの
指定でワイルドカードを使用すると、ルート内のコミュニティがワイルドカードの指定によって

表される多数のコミュニティの 1つである場合は、これが一致します。インラインセットでは、
コミュニティの指定内容はパラメータ化されることがあります。この場合は、パラメータの値が

指定されていれば、関連するマッチングが行われます。

コミュニティのマッチングは、範囲と正規表現の演算子を使用して行うこともできます。範囲の

指定は、[low-value .. high-value]と入力します。コミュニティ値のコンマで区切られた半分のいず
れかまたは両方に範囲を含めることができます。次に、有効な範囲の指定を示します。

10:[100..1000]
[10..100]:80
[10..100]:[100..2000]

そのため、2つのコミュニティ範囲の指定を持つmatches-every演算は、それぞれの範囲に対応す
るコミュニティが 1つずつルートに存在する必要があることを意味します。たとえば、次のス
テートメントがあるとします。

if community matches-every (10:[100..200],20:[100..200]) then

このステートメントは、ルート内の1つ以上のコミュニティが範囲10:[100.200]内にあり、ルート
内の 1つ以上のコミュニティが範囲 20:[100..200]内にある場合に trueであると評価されます。

さらに、64512～ 65534の範囲を指定するには、private-asキーワードを使用することができま
す。

正規表現は、ios-regexキーワードと、その後に単一引用符で囲まれた有効な正規表現ストリング
を続けて指定します。ルートのコミュニティ値は一度に 1つ、一致指定とマッチングされます。
そのため、regexの一致指定は、コミュニティ値のシーケンスではなく、1つの個々のコミュニ
ティ値を表す必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、community-matches-every-exampleという名前のルートポリシーは、my-community-set

コミュニティセット内に 3つすべてのコミュニティがすべてあるすべてのルートについて、
local-preference値を 100に設定します。 3つすべてのコミュニティはないが、最初の正規表現と
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一致するコミュニティがあるルートでは、local-preference値は 200に設定されます。最後に、最
後の正規表現と一致する残りすべてのルートでは、local-preference値は 300に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# community-set my-community-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 10:20,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 10:30,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 10:40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# end-set

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy community-matches-every-example
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if community matches-every my-community-set then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rp-elseif)# elseif community matches-every (ios-regex

’_10:[0-9]0_’) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif community matches-every

(ios-regex’_20:[0-9]0_’) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コミュニティセットの任意の要素を一致させま

す。

community matches-any, （1679ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1684 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
community matches-every



community-set
コミュニティセットを定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードでcommunity-set
コマンドを使用します。コミュニティセットを削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

community-set name

no community-set name

___________________
構文の説明

コミュニティセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コミュニティを照合するための正規表現や範囲を指定できます。コミュニティ値を設定するため

に、範囲または正規表現を含むコミュニティセットを使用しようとすると、そのようなポリシー

の付加の試行時に拒否されます。

コミュニティセットは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コミュニティ属性とのマッチ
ングのためにコミュニティ値を保持しています。コミュニティは、32ビット量です。表記上の
便宜のために、それぞれのコミュニティ値は半分に分けて、コロンで区切った、0～ 65535の範
囲内の 2つの符号なし 10進整数で表す必要があります。

コミュニティセットのインライン形式では、パラメータ化もサポートされます。コミュニティの

16ビット部分のそれぞれをパラメータ化できます。
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ルーティングポリシー言語（RPL）では、標準のwell-knownコミュニティ値のシンボル名が用意
されています。accept-ownは 0xFFFF0001、internetは 0:0、no-exportは 65535:65281、no-advertise
は 65535:65282、local-asは 65535:65283です。

RPLでは、コミュニティの指定でワイルドカードを使用するためのファシリティも用意されてい
ます。ワイルドカードを指定するには、コミュニティ指定の 16ビット部分の 1つの代わりに、
アスタリスク（*）を挿入します。これは、コミュニティのその部分の任意の値が一致することを
示します。

すべてのコミュニティセットに、少なくとも 1つのコミュニティ値が含まれている必要がありま
す。空のコミュニティセットは無効であり、ポリシー設定システムによって拒否されます。

コミュニティセットは、次の形式で入力できます。

説明形式

「#」で始まるコメント#-remark

ワイルドカード（任意のコミュニティまたはそ

の一部）

*

コミュニティ番号の半分（16ビット）0～ 65535

範囲を開始する左角カッコ[

Accept-Own（BGPのwell-knownコミュニティ）accept-own

DFA（決定性有限オートマトン）スタイルの正
規表現

dfa-regex

インターネット（BGPの well-knownコミュニ
ティ）

internet

従来の IOSスタイルの正規表現ios-regex

ローカル AS外部に送信しない（BGPの
well-knownコミュニティ）

local-AS

どのピアにもアドバタイズしない（BGPの
well-knownコミュニティ）

no-advertise

次の ASにエクスポートしない（BGPの
well-knownコミュニティ）

no-export

BGPプライベート ASの範囲 [64512..65534]内
で一致

private-as
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コミュニティセットの dfa-regexおよび ios-regex構文は "['][^':&<> ]*:[^':&<> ]*[']"です。つ
まり、regexの先頭が一重引用符（"）であり、その後に任意の文字（一重引用符、コロン、ア
ンパサンド、小なり、大なり、またはスペースは含まれない）の文字列、コロン、任意の文字

（一重引用符、コロン、アンパサンド、小なり、大なり、またはスペースを含まない）の文字

列、一重引用符を指定します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、cset_accept_ownという名前のコミュニティセットが作成されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#community-set cset_accept_own
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)#accept-own
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)#end-set

次の例では、cset1という名前のコミュニティセットが作成されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# community-set cset1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 12:34,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 12:56,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 12:78,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# internet
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# end-set

次の例では、cset2という名前のコミュニティセットが作成されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# community-set cset2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 123:456,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# no-advertise,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# end-set

次の例では、cset3という名前のコミュニティセットが作成されます。このポリシーはワイルド
カードを使用して、コミュニティの自律システム部分が 123であるすべてのコミュニティを一致
させます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# community-set cset3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# 123:*
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-comm)# end-set
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delete community
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートに関連付けられたコミュニティ属性を削除する
には、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで delete communityコマンドを使用しま
す。

delete community {all| in {community-set-name| inline-community-set| parameter}| not in
{community-set-name| inline-community-set| parameter}}

___________________
構文の説明 well-knownコミュニティを除くすべてのコミュニティを削除します。all

名前付きコミュニティセットまたはインラインコミュニティセットのい

ずれかにリストされている、ルートに関連付けられたコミュニティをす

べて削除します。

in

コミュニティセットの名前。community-set-name

インラインコミュニティセット。インラインコミュニティセットは、

括弧で囲む必要があります。

inline-community-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

名前付きコミュニティセットまたはインラインコミュニティセットのい

ずれかにリストされておらず、well-knownコミュニティではないコミュ
ニティをすべて削除します。

not in

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPルートに関連付けられたコミュニティ属性を削除するには、delete communityコマンドを使
用します。

delete communityコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用で
きます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストにつ
いては、ifコマンドを参照してください。

（注）

コミュニティは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートで伝達される 32ビット値で
す。それぞれのルートは、番号なしリストにゼロ以上のコミュニティを持つことができます。

well-knownコミュニティ（internet、no-export、no-advertise、または local-as）はルートから削除で
きますが、この削除は明示的に行う必要があります。このコマンドは、ある程度注意して使用す

る必要があります。通常、well-knownコミュニティの削除が必要になるような状況はほとんどあ
りません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、名前付きコミュニティセットまたはインラインコミュニティセットのいずれかに

リストされている、ルートに関連付けられたコミュニティそれぞれの削除方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# delete community in my_community_set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# delete community in (10:[0..50],20:[60..80])

次の例では、well-knownコミュニティを含むすべてのコミュニティを削除する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# delete community in (internet, no-export, no-advertise,
local- as, *:*)

次の例では、well-knownコミュニティを除くすべてのコミュニティを削除する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# delete community all

次の例では、ルートから well-knownコミュニティ値 internetを削除する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# delete community in (internet)
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delete extcommunity rt
ボーダーゲートウェイプロトコル（ルート）に関連付けられたルートターゲット（RT）拡張コ
ミュニティ属性を削除するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで delete
extcommunity rtコマンドを使用します。

delete extcommunity rt {all| in {extcommunity-set-name| inline-extcommunity-set| parameter}| not in
{extcommunity-set-name| inline-extcommunity-set| parameter}}

___________________
構文の説明

拡張コミュニティをすべて削除します。all

名前付き拡張コミュニティセットまたはインライン拡張コミュニティ

セットのいずれかにリストされている、ルートに関連付けられた拡張コ

ミュニティをすべて削除します。

in

拡張コミュニティセットの名前。extcommunity-set-name

インライン拡張コミュニティセット。インライン拡張コミュニティセッ

トは、括弧で囲む必要があります。

inline-extcommunity-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

名前付き拡張コミュニティセットまたはインライン拡張コミュニティ

セットのいずれかにリストされておらず、well-known拡張コミュニティ
ではない拡張コミュニティをすべて削除します。

not in

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルート内の BGPルートターゲット拡張コミュニティリストから拡張コミュニティ値を削除する
には、delete extcommunity rtコマンドを使用します。

delete extcommunity rtコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして
使用できます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリス
トについては、ifコマンドを参照してください。

（注）

拡張コミュニティは、通常のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コミュニティと似ていま
すが、より多くのデータを含んでおり、その中に情報をエンコードするための構造が充実してい

ます。

拡張コミュニティは、SoO:AS:tag、SoO:IP:tag、RT:AS:tag、または RT:IP:tagの形式で指定できま
す。

拡張コミュニティセットの要素ではワイルドカード（*）と正規表現を使用できます。

名前付き拡張コミュニティセットまたはインライン拡張コミュニティセットの値を引数として使

用するこのコマンドの形式は、同等です。このコマンドは、名前付きセットまたはインライン

セットのいずれかにリストされている、それぞれの拡張コミュニティをすべて削除します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、拡張コミュニティがすべて削除されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# delete extcommunity rt all

次の例では、my-extcommunity-setにリストされている拡張コミュニティがすべて削除されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# delete extcommunity rt in my-extcommunity-set

次の例では、名前付きインライン拡張コミュニティセットにリストされている、ルートに関連付

けられた拡張コミュニティが削除されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# delete extcommunity rt in (67:29, 67:55)
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destination in
名前付きプレフィックスセットまたはインラインプレフィックスセット内に一致する宛先エン

トリがあるかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードでdestination
inコマンドを使用します。

destination in {prefix-set-name| inline-prefix-set| parameter}

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。prefix-set-name

インラインプレフィックスセット。インラインプレフィックス

セットは、括弧で囲む必要があります。

inline-prefix-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きプレフィックスセットまたはインラインプレフィックスセット内に一致する宛先エン

トリがあるかどうかを調べるには、ifステートメント内で destination inコマンドを条件式として
使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1692 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
destination in



このコマンドは、名前付きプレフィックスセットまたはインラインプレフィックスセットのい

ずれかの値を引数として使用します。宛先エントリが、プレフィックスセットまたはインライン

プレフィックスセット内の任意のエントリと一致する場合は、条件は trueを戻します。定義され
ていても、要素が含まれていないプレフィックスセットを使用して宛先を一致させようとする

と、falseが戻されます。

ルーティングポリシー言語（RPL）には、宛先と一致するものがプレフィックスリストにあるか
どうかを in演算子を使用して調べる機能があります。destination inコマンドは、プロトコルに依
存しません。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）では、ルートの宛先は、Network Layer Reachability
Information（NLRI;ネットワーク層到着可能性情報）としても知られています。これは、プレ
フィックス値とマスク長からなります。

RPLでは、ドット付き 10進数形式で指定された 32ビットの IPv4プレフィックスと、コロン区切
りの 16進数形式で指定された 128ビットの IPv6プレフィックスがサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、my-prefix-setという名前のプレフィックスセットが定義され、use-destination-inとい

う名前のルートポリシーが作成されます。 use-destination-inルートポリシーの中では、destination
inコマンドを ifステートメント内で使用して、宛先が my-prefix-setという名前のプレフィックス
セット内にあるかどうかを調べます。ある場合は、ローカル優先順位は 100に設定されます。
my-prefix-set内になくても、次のプレフィックス指定と一致する場合は、ローカル優先順位は200
に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set my-prefix-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.0.1/32,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# fe80::203:0:0:0/64,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.0.2/24 le 32
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy use-destination-in
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in my-prefix-set then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif destination in (10.0.0.1/32, 10.0.0.2/24 le
32) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

次の例では、ipv6-prefix-setという名前のプレフィックスセットが定義され、ipv6-destination-inと
いう名前のルートポリシーが作成されます。 ipv6-destination-inルートポリシーの中では、destination
inコマンドを ifステートメント内で使用して、宛先が ipv6-prefix-setという名前のプレフィックス
セット内にあるかどうかを調べます。ある場合は、ネクストホップは 2001:abcd:fedc::1に設定さ
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れます。 ipv6-prefix-set内になくても、次のプレフィックス指定と一致する場合は、ネクストホッ
プは 1111:2222:3333:4444:5555:6666:7777:8888に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set ipv6-prefix-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 2001:0:0:1::/64,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 2001:0:0:2::/64,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 2001:0:0:3::/64,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 2001:0:0:4::/64
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy ipv6-destination-in
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in ipv6-prefix-set then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set next-hop 2001:abcd:fedc::1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif destination in (2001::1, 2002:1:2:3::/64)

then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set next-hop

1111:2222:3333:4444:5555:6666:7777:8888
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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done
ポリシーの実行を停止してルートを受け入れるには、ルートポリシーコンフィギュレーション

モードで doneコマンドを使用します。

done

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ポリシーの実行を停止してルートを受け入れるには、doneコマンドを使用します。

doneコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。 if
ステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、ifコ
マンドを参照してください。

（注）

doneステートメントを検出すると、ルートは合格となり、ポリシーステートメントはこれ以上実
行されません。 doneステートメントの前にルートに対して行った変更はすべて、有効なままで
す。
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ルートポリシーのデフォルトアクションは、明示的に渡されなかったか、アクションによっ

て変更が試みられなかったすべてのルートをドロップするか、廃棄することです。ルーティ

ングポリシー言語（RPL）には、特に「照合句」はありません。これは、デフォルトのドロッ
プ動作は、ルートが明示的に合格となるか、アクションステートメントを使用してルートの

変更が試みられたかによって制御されることを意味します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、29.0.0.0/8 le 32で宛先が正常に一致する場合は、実行は set community 102:12を超え

て次のステートメントまで続行されます。39.0.0.0/8 le 32の実行で宛先が正常に一致する場合は、
doneステートメントの検出時にポリシーの実行は停止します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy done_st_example
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in (29.0.0.0/8 le 32) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set community 102:12
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in (39.0.0.0/8 le 32) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set community 102:39
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# done
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in (49.0.0.0/8 le 32) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set community 102:49
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in (59.0.0.0/8 le 32) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set community 102:59
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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drop
ルートを廃棄するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで dropコマンドを使用
します。

drop

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートをドロップするには、ルートポリシー内で dropコマンドを使用します。

dropコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。 if
ステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、ifコ
マンドを参照してください。

（注）

このコマンドを使用すると、ルートがドロップされます。ルートのドロップ後は、ポリシーはこ

れ以上実行されません。したがって、ポリシーの最初の 2つのステートメントを実行した後で、
dropステートメントが検出されると、ポリシーにそれ以降のステートメントが存在する場合で
も、ルートは廃棄され、実行は即時に停止します。
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ルートポリシーのデフォルトアクションは、明示的に渡されなかったか、アクションによっ

て変更が試みられなかったすべてのルートをドロップするか、廃棄することです。ルーティ

ングポリシー言語（RPL）には、特に「照合句」はありません。これは、デフォルトのドロッ
プ動作は、ルートが明示的に合格となるか、アクションステートメントを使用してルートの

変更が試みられたかによって制御されることを意味します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、プレフィックスセットpset1内に宛先アドレスが含まれているルートがすべてドロッ

プされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in pset1 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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edit
ルートポリシー、プレフィックスセット、ASパスセット、コミュニティセット、または拡張コ
ミュニティセットの内容を編集するには、EXECモードで editコマンドを使用します。

edit {route-policy| prefix-set| as-path-set| community-set| extcommunity-set {rt| soo}| policy-global|
rd-set} name [nano| emacs| vim| inline {add| prepend| remove} set-element]

___________________
構文の説明

ルートポリシーの内容を編集します。route-policy

プレフィックスセットの内容を編集します。prefix-set

ASパスセットの内容を編集します。as-path-set

コミュニティセットの内容を編集します。community-set

指定されたタイプの拡張コミュニティセットの内容を編集します。extcommunity-set

BGPルートターゲット（RT）拡張コミュニティを編集します。rt

BGP Site of Origin（SoS）拡張コミュニティを編集します。soo

policy-global定義の内容を編集します。policy-global

route-distinguisherセットの内容を編集します。rd-set

ルートポリシー、プレフィックスセット、ASパスセット、コミュニ
ティセット、拡張コミュニティセット、RouteDistinguisher（RD;ルー
ト識別子）セット、またはグローバルパラメータの名前。

name

（任意）GNU Nanoテキストエディタを使用します。nano

（任意）Micro Emacsエディタを使用します。emacs

（任意）VI Improvedエディタを使用します。vim

（任意）コマンドラインを使用します。inline

要素をセットに追加します。add

要素の先頭にセットを追加します。prepend

要素をセットから削除します。remove
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セット要素の値。

コンマで区切られた複数の要素のセットをインラインで編集

するには、引用符を使用して、エントリ全体を1つの引数に
まとめます。例：
edit extcommunity-set rt rt_set inline add "4:4,5:4"

（注）

set-element

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのエディタは GNU nanoテキストエディタです。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートポリシー、プレフィックスセット、ASパスセット、コミュニティセット、拡張コミュニ
ティセット、グローバルポリシー、またはルート宛先セットの内容を編集するには、editコマン
ドを使用します。

Nanoでの編集後に、編集バッファを保存して、Ctrl+Xキーストロークを使用してエディタを終了
します。

Emacsでの編集後に、Ctrl+Xおよび Ctrl+Sのキーストロークを使用して編集バッファを保存しま
す。エディタを保存して終了するには、Ctrl+Xおよび Ctrl+Cのキーストロークを使用します。

VIMでの編集後に、現在のファイルに書き込んで終了するには、:wq、:x、または ZZのキースト
ロークを使用します。終了して確認するには、:qキーストロークを使用します。終了して変更を
廃棄するには、:q!キーストロークを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、policy_Aポリシーがエディタで開きます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# edit route-policy policy_A

----------------------------------------
== MicroEMACS 3.8b () == rpl_edit.139281 ==
if destination in (2001::/8) then
drop

endif
end-policy
!

== MicroEMACS 3.8b () == rpl_edit.139281 ==
Parsing.
83 bytes parsed in 1 sec (82)bytes/sec
Committing.
1 items committed in 1 sec (0)items/sec
Updating.
Updated Commit database in 1 sec

解析エラーがある場合は、編集を続行するかどうかを尋ねられます。

RP/0/RSP0/CPU0:router#edit route-policy policy_B
== MicroEMACS 3.8b () == rpl_edit.141738
route-policy policy_B
set metric-type type_1
if destination in (2001::/8) then

drop
endif

end-policy
!
== MicroEMACS 3.8b () == rpl_edit.141738 ==
Parsing.
105 bytes parsed in 1 sec (103)bytes/sec

% Syntax/Authorization errors in one or more commands.!! CONFIGURATION
FAILED DUE TO SYNTAX/AUTHORIZATION ERRORS
set metric-type type_1
if destination in (2001::/8) then

drop
endif

end-policy
!

Continue editing? [no]:

yesと答えると、エディタは、中断した場所からテキストバッファを続行します。 noと答える
と、実行コンフィギュレーションは変更されず、編集セッションは終了します。

ポリシーを開いた後で、通常のエディタコマンドを使用して操作してから、保存して実行コン

フィギュレーションにコミットできます。
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end-global
グローバルパラメータの定義を終了して、グローバルパラメータコンフィギュレーションモー

ドを終了するには、グローバルパラメータコンフィギュレーションモードで end-globalコマン
ドを使用します。

end-global

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルパラメータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

グローバルパラメータの定義を終了して、グローバルパラメータコンフィギュレーションモー

ドを終了するには、end-globalコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、end-globalコマンドにより、グローバルパラメータの定義が終了します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#policy-global
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rp-gl)# glbpathtype ‘ebgp’
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rp-gl)# glbtag ‘100’
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rp-gl)# end-global
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

グローバルパラメータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

policy-global, （1752ページ）
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end-policy
ルートポリシーの定義を終了して、ルートポリシーコンフィギュレーションモードを終了する

には、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで end-policyコマンドを使用します。

end-policy

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートポリシーの定義を終了して、ルートポリシーコンフィギュレーションモードを終了する

には、end-policyコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、end-policyコマンドにより、ルートポリシーの定義が終了します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#route-policy med-to-local-pref
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#if med eq 150 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif med eq 200 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-elseif)# set local-preference 60
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-elseif)# elseif med eq 250 then
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-elseif)# set local-preference 0

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートポリシーを定義して、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）, （1771ページ）
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end-set
ASパスセット、プレフィックスセット、コミュニティセット、および拡張コミュニティセッ
ト、または RDセットの定義を終了して、グローバルコンフィギュレーションモードに戻るに
は、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで end-setコマンドを使用します。

end-set

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ASパスセットコンフィギュレーション

プレフィックスセットコンフィギュレーション

コミュニティセットコンフィギュレーション

拡張コミュニティセットコンフィギュレーション

ルート識別子セットコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ASパスセット、プレフィックスセット、コミュニティセット、または拡張コミュニティセット
の定義を終了するには、end-setコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、end-setコマンドにより、aset1という名前の ASパスセットの定義が終了します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# as-path-set aset1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# ios-regex '_42$',
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# ios-regex '_127$'

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-as)# end-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

次の例では、my_rd_setという名前のRDセットを作成して、end-setコマンドを使用して定義を終
了する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# rd-set my_rd_set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# 172.16.0.0/16:*,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# 172.17.0.0/16:100,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# 192:*,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# 192:100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# end-set

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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extcommunity rt is-empty
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートに関連付けられたルートターゲット（RT）拡
張コミュニティ属性があるかどうかを確認するには、ルートポリシーコンフィギュレーション

モードで extcommunity rt is-emptyコマンドを使用します。

extcommunity rt is-empty

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPルートに関連付けられた拡張コミュニティ属性があるかどうかを確認するには、ifステート
メント内で extcommunity rt is-emptyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

is-empty演算子には引数はありません。ルートに関連付けられた拡張コミュニティ属性がない場
合に trueであると評価されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、拡張コミュニティが空の場合は、ローカル優先順位は 100に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy extcommunity-is-empty-example
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if extcommunity rt is-empty then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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extcommunity rt matches-any
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートターゲット（RT）拡張コミュニティセットの
任意の要素に一致するかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュレーションモード

で extcommunity rt matches-anyコマンドを使用します。

extcommunity rt matches-any {extcommunity-set-name| inline-extcommunity-set| parameter}

___________________
構文の説明 RT拡張コミュニティセットの名前。extcommunity-set-name

インラインRT拡張コミュニティセット。インライン拡張コミュ
ニティセットは、括弧で囲む必要があります。

inline-extcommunity-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

拡張コミュニティセットの要素に一致するかどうかを調べるには、ifステートメント内で
extcommunity rt matches-anyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）
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matches-any演算子を使用する単純条件は、ルート内の少なくとも1つの拡張コミュニティが名前
付きセットまたはインラインセットでの拡張コミュニティの指定内容と一致する場合は、trueで
あると評価されます。ルート内の拡張コミュニティが名前付きセットまたはインラインセットで

のどの指定内容とも一致しない場合は、この単純条件は falseであると評価されます。同様に、
ルート内に拡張コミュニティがまったくない場合は、条件は falseであると評価されます。

ルート内の拡張コミュニティを、名前付きセットまたはインラインセットでの指定内容と一致さ

せる作業は直感的です。インラインセットでは、拡張コミュニティの指定内容はパラメータ化さ

れることがあります。この場合は、パラメータの値が指定されていれば、関連するマッチングが

行われます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、my-extcommunity-setという名前の拡張コミュニティセットと、

my-extcommunity-set-example($tag,$ip)という名前のパラメータ化されたルートポリシーが定義さ
れます。 extcommunity rt matches-anyコマンドを ifステートメント内で使用し、ルート内の少な
くとも 1つの拡張コミュニティが名前付きセット内の拡張コミュニティ指定の 1つと一致する場
合にローカルプリファレンスを 100に設定することを指定します。名前付きセットでの任意の指
定内容と一致する拡張コミュニティがルート内に存在しない場合は、条件は falseであると評価さ
れ、拡張コミュニティがインライン拡張セットと比較されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# extcommunity-set rt my-extcommunity-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10:615,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10:6150,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 15.15.15.15:15
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# end-set

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy my-extcommunity-set-example($tag,$ip)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if extcommunity rt matches-any my-extcommunity-set then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif extcommunity rt matches-any (10:20, 10:$tag)
then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif extcommunity rt matches-any ($ip:$tag)
then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif extcommunity rt matches-any (2.3.4.5:$tag)
then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 400
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP RT拡張コミュニティセットのすべての要
素を一致させます。

extcommunity rt matches-every, （1713ページ）
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extcommunity rt matches-every
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートターゲット（RT）拡張コミュニティセットの
すべての要素が一致しているかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュレーション

モードで extcommunity rt matches-everyコマンドを使用します。

extcommunity rt matches-every {extcommunity-set-name| inline-extcommunity-set| parameter}

___________________
構文の説明 RT拡張コミュニティセットの名前。extcommunity-set-name

インラインRT拡張コミュニティセット。インライン拡張コミュ
ニティセットは、括弧で囲む必要があります。

inline-extcommunity-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RT拡張コミュニティセットのすべての要素が一致しているかどうかを調べるには、ifステートメ
ント内で extcommunity rt matches-everyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）
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matches-every演算子を使用する単純条件は、ルートの拡張コミュニティ属性の拡張コミュニティ
値がすべて、拡張コミュニティセットまたはインラインセットの少なくとも 1つの要素と一致す
る場合は、trueであると評価されます。ルート内の拡張コミュニティが名前付きセットまたはイ
ンラインセットでのどの指定内容とも一致しない場合は、この単純条件は falseであると評価され
ます。同様に、ルート内に拡張コミュニティがまったくない場合は、条件は falseであると評価さ
れます。

ルート内の拡張コミュニティを、名前付きセットまたはインラインセットでの指定内容と一致さ

せる作業は直感的です。インラインセットでは、拡張コミュニティの指定内容はパラメータ化さ

れることがあります。この場合は、パラメータの値が指定されていれば、関連するマッチングが

行われます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、my-extcommunity-setという名前の拡張コミュニティセットと、

extcommunity-matches-every-example ($as, $tag)という名前のパラメータ化されたルートポリシーが
定義されます。条件 extcommunity rt matches-everyがこのポリシーの ifステートメントで使用され
ます。 trueであると評価される場合は、local-preference値は 100に設定されます。 falseであると
評価される場合は、拡張コミュニティはインラインセットを使用して評価されます。その条件が

trueであると評価される場合は、local-preference値は 200に設定されます。 falseであると評価さ
れる場合は、local-preference値は 300に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# extcommunity-set rt my-extcommunity-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10:20,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10:30,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10:40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# end-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy extcommunity-matches-every-example($as,$tag)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if extcommunity rt matches-every my-extcommunity-set
then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif extcommunity rt matches-every (10:20, 10:$tag,
$as:30) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP RT拡張コミュニティセットの任意の要素
を一致させます。

extcommunity rt matches-any, （1710ページ）
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extcommunity rt matches-within
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートターゲット（RT）の拡張コミュニティセット
の少なくとも 1つの要素が一致しているかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュ
レーションモードで extcommunity rt matches-withinコマンドを使用します。

extcommunity rt matches-within {rt-type-extcommunity-set-name| inline-extcommunity-set| parameter}

___________________
構文の説明 RT拡張コミュニティセットの名前。rt-type-extcommunity-set-name

カッコで囲まれたインライン RT拡張コミュニティセッ
ト。

inline-extcommunity-set

「$」記号を前に付けたパラメータ名。parameter

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

拡張コミュニティセットの要素が一致しているかどうかを調べるには、ifステートメント内で
extcommunity rt matches-withinコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

matches-within演算子を使用する単純条件の評価結果が trueとなるのは、ルートの拡張コミュニ
ティのすべての要素が、拡張コミュニティセットの任意の要素と一致する場合です。たとえば、
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「c」はルートからの RTで、「m」はポリシーから設定された RTです。 extcommunity rt
matches-withinを設定した場合は、「c」の値のそれぞれが「m」の任意の（1つ以上の）値に一
致する必要があります。

ルート内の拡張コミュニティを、名前付きセットまたはインラインセットでの指定内容と一致さ

せる作業は直感的です。インラインセットでは、拡張コミュニティの指定内容はパラメータ化さ

れることがあります。この場合は、パラメータの値が指定されていれば、関連するマッチングが

行われます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、my-extcommunity-setという名前の拡張コミュニティセットと、

my-extcommunity-set-example($tag,$ip)という名前のパラメータ化されたルートポリシーが定義され
ます。 extcommunity rt matches-withinコマンドを ifステートメントの中で使用し、ルートのすべ
ての拡張コミュニティ値が、名前付きセットで指定された拡張コミュニティの任意の要素と一致

する場合にローカルプリファレンスを 100に設定することを指定します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#extcommunity-set rt my-extcommunity-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)#10:615,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)#10:6150,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)#15.15.15.15:15
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)#end-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#route-policy my-extcommunity-set-example($tag,$ip)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#if extcommunity rt matches-within my-extcommunity-set
then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)#set local-preference 100
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extcommunity-set cost
コスト拡張コミュニティセットを定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

extcommunity-set costコマンドを使用します。コスト拡張コミュニティセットを削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

extcommunity-set cost name

no extcommunity-set cost name

___________________
構文の説明

コスト拡張コミュニティセットの名前。 name引数では大文字と小文字が区別さ
れます。この引数は任意の英数字を含むことができ、最大63文字の長さにするこ
とができます。

name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

より多くのコスト拡張コミュニティ形式のサポートが追加さ

れました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コスト拡張コミュニティセットを定義するには、extcommunity-set costコマンドを使用します。

拡張コミュニティセットは、通常のコミュニティ値の代わりに拡張コミュニティ値が含まれてい

る点を除き、コミュニティセットと似ています。拡張コミュニティ値は、64ビットの構造化さ
れた値です。拡張コミュニティセットでは、名前付き形式とインライン形式もサポートされま

す。

コスト拡張コミュニティは次の形式で入力できます。
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• #-remark：「#」で開始されるコメント

• 0-255：10進数

• abort：RPL定義を廃棄し、トップレベルの設定に戻ります。

• end-set：セットの定義の終了

• exit：サブモードの終了

• igp:：IGPを挿入のポイントとするコストコミュニティ

• pre-bestpath:：最良パス前を挿入のポイントとするコストコミュニティ

• show：部分的な RPL設定を表示

それぞれのルートポリシーブロックまたはシーケンスで複数のコストコミュニティセット句を

設定できます。各 cost community set句には、異なる ID（0～ 255）を持たせる必要があります。
その他すべての属性が等しい場合、最も低い cost-valueを持つ cost community set句が最良パス選
択プロセスにより優先されます。

コミュニティセットと同様に、インライン形式では、パラメータ化ポリシー内のパラメータ化が

サポートされます。拡張コミュニティ値のいずれかの部分をパラメータ化できます。

すべての拡張コミュニティセットに、少なくとも 1つの拡張コミュニティ値が含まれている必要
があります。空の拡張コミュニティセットは無効であり、ポリシー設定システムによって拒否さ

れます。

拡張コミュニティセットの要素ではワイルドカード（*）と正規表現を使用できます。

___________________
例 次の例では、extcomm-costという名前のコスト拡張コミュニティセットが定義されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# extcommunity-set cost extcomm-cost
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# IGP:90:914,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# Pre-Bestpath:91:915
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# end-set
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extcommunity-set rt
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートターゲット（RT）拡張コミュニティセットを
定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで extcommunity-set rtコマンドを使用
します。 RTコミュニティセットを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

extcommunity-set rt name

no extcommunity-set rt name

___________________
構文の説明 RT拡張コミュニティセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

より多くのRT拡張コミュニティ形式のサポートが追加され
ました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPのRT拡張コミュニティセットを定義するには、extcommunity-set rtコマンドを使用します。

拡張コミュニティを照合するための正規表現や範囲を指定できます。コミュニティの照合をサ

ポートするために、正規表現や範囲を拡張コミュニティセットの中で使用できるようになってい

ます。拡張コミュニティセット値を設定するための範囲または正規表現が含まれる拡張コミュニ

ティセットを使用することは、そのようなポリシーの付加の試行時に拒否されます。

extcommunityセット RTは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）RT拡張コミュニティ属
性とのマッチングのためにRT拡張コミュニティ値を保持しています。RT拡張コミュニティは次
の形式で入力できます。
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• #-remark：「#」で開始されるコメント

• *：ワイルドカード（任意のコミュニティまたはその一部）

• 1-4294967295：32ビットの 10進数

• 1-65535：16ビットの 10進数

• A.B.C.D/M:N：拡張コミュニティ：IPv4プレフィックス形式

• A.B.C.D:N：拡張コミュニティ：IPv4形式

• ASN:N：拡張コミュニティ：ASPLAIN形式

• X.Y:N：拡張コミュニティ：ASDOT形式

• dfa-regex：DFA（決定性有限オートマトン）スタイルの正規表現

• ios-regex：従来の IOSスタイルの正規表現

コミュニティセットの dfa-regexおよび ios-regex構文は "['][^':&<> ]*:[^':&<>
]*[']"です。つまり、regexの先頭が一重引用符（"）であり、その後に任意の
文字（一重引用符、コロン、アンパサンド、小なり、大なり、またはスペー

スは含まれない）の文字列、コロン、任意の文字（一重引用符、コロン、ア

ンパサンド、小なり、大なり、またはスペースを含まない）の文字列、一重

引用符を指定します。

（注）

Nは、1～ 65535の範囲内の数値です。

___________________
例 次の例では、extcomm-rtという名前の RT拡張コミュニティセットが定義されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# extcommunity-set rt extcomm-rt
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10002:666
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10.0.0.2:666
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# end-set
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extcommunity-set soo
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）Site of Origin（SoO）拡張コミュニティセットを定義
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで extcommunity-set sooコマンドを使用し
ます。 SoO拡張コミュニティセットを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

extcommunity-set soo name

no extcommunity-set soo name

___________________
構文の説明 SoO拡張コミュニティセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

より多くの SoO拡張コミュニティ形式のサポートが追加さ
れました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

SoO拡張コミュニティセットを定義するには、extcommunity-set sooコマンドを使用します。

extcommunityセット sooは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）SoO拡張コミュニティ属
性とのマッチングのためにSoO拡張コミュニティ値を保持しています。SoO拡張コミュニティは
次の形式で入力できます。

• #-remark：「#」で開始されるコメント

• *：ワイルドカード（任意のコミュニティまたはその一部）

• 1-4294967295：32ビットの 10進数
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• 1-65535：16ビットの 10進数

• A.B.C.D/M:N：拡張コミュニティ：IPv4プレフィックス形式

• A.B.C.D:N：拡張コミュニティ：IPv4形式

• ASN:N：拡張コミュニティ：ASPLAIN形式

• X.Y:N：拡張コミュニティ：ASDOT形式

• abort：RPL定義を廃棄し、トップレベルの設定に戻ります。

• dfa-regex：DFAスタイルの正規表現

• end-set：セットの定義の終了

• exit：サブモードの終了

• ios-regex：従来の IOSスタイルの正規表現

• show：部分的な RPL設定を表示

Nは、サイトに固有の番号です。

___________________
例 次の例では、extcomm-sooという名前の SoO拡張コミュニティセットが定義されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# extcommunity-set soo extcomm-soo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 66:60001,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 77:70001,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 88:80001,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 99:90001,

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 100.100.100.1:153
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# end-set
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extcommunity soo is-empty
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートに関連付けられた Site of Origin（SoO）拡張コ
ミュニティがあるかどうかを判別するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで

extcommunity soo is-emptyコマンドを使用します。

extcommunity soo is-empty

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPSoOルートに関連付けられた拡張コミュニティ属性があるかどうかを確認するには、ifステー
トメント内で extcommunity soo is-emptyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

is-empty演算子には引数はありません。ルートに関連付けられた SoO拡張コミュニティ属性がな
い場合に trueであると評価されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、ルートに関連付けられた SoO拡張コミュニティがない場合は、ローカル優先順位は

100に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy extcommunity-is-empty-example
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if extcommunity soo is-empty then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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extcommunity soo matches-any
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）Site of Origin（SoO）拡張コミュニティセットの任意
の要素が一致するかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで

extcommunity soo matches-anyコマンドを使用します。

extcommunity soo matches-any {extcommunity-set-name| inline-extcommunity-set| parameter}

___________________
構文の説明 SoO拡張コミュニティセットの名前。extcommunity-set-name

インライン SoO拡張コミュニティセット。インライン拡張コ
ミュニティセットは、括弧で囲む必要があります。

inline-extcommunity-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

拡張コミュニティセットの要素が一致するかどうかを調べるには、ifステートメント内で
extcommunity soo matches-anyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）
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matches-any演算子を使用する単純条件は、ルート内の少なくとも1つの拡張コミュニティが名前
付きセットまたはインラインセットでの拡張コミュニティの指定内容と一致する場合は、trueで
あると評価されます。ルート内の拡張コミュニティが名前付きセットまたはインラインセットで

のどの指定内容とも一致しない場合は、この単純条件は falseであると評価されます。同様に、
ルート内に拡張コミュニティがまったくない場合は、条件は falseであると評価されます。

ルート内の拡張コミュニティを、名前付きセットまたはインラインセットでの指定内容と一致さ

せる作業は直感的です。インラインセットでは、拡張コミュニティの指定内容はパラメータ化さ

れることがあります。この場合は、パラメータの値が指定されていれば、関連するマッチングが

行われます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、extcomm-sooという名前の SoO拡張コミュニティセットと、

my-extcommunity-set-example($tag,$ip)という名前のパラメータ化されたルートポリシーが定義さ
れます。

extcommunity soo matches-anyという名前の条件ルートポリシーが、このポリシーの ifステートメ
ントで使用されます。 trueであると評価される場合は、ローカル優先順位値は 100に設定されま
す。

falseであると評価される場合は、SoO拡張コミュニティはインラインセットを使用して評価され
ます。 trueであると評価される場合は、ローカル優先順位値は 200に設定されます。

falseであると評価される場合は、SoO拡張コミュニティは別のインラインセットを使用して評価
されます。 trueであると評価される場合は、ローカル優先順位値は 300に設定されます。

falseであると評価される場合は、SoO拡張コミュニティは別のインラインセットを使用して評価
されます。 trueであると評価される場合は、ローカル優先順位値は 400に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# extcommunity-set soo extcomm-soo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 66:60001,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 77:70001,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 88:80001,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 99:90001,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 100.100.100.1:153
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# end-set

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy my-extcommunity-set-example($tag,$ip)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if extcommunity soo matches-any extcomm-soo then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif extcommunity soo matches-any (10:20, 10:$tag)
then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif extcommunity soo matches-any ($ip:$tag)
then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif extcommunity soo matches-any (2.3.4.5:$tag)
then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 400
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP RT拡張コミュニティセットの任意の要素
を一致させます。

extcommunity rt matches-any, （1710ページ）

BGP SoO拡張コミュニティセットのすべての
要素を一致させます。

extcommunity soomatches-every, （1728ページ）
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extcommunity soo matches-every
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）Site of Origin（SoO）拡張コミュニティセットのすべ
ての要素が一致するかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで

extcommunity soo matches-everyコマンドを使用します。

extcommunity soo matches-every {extcommunity-set-name| inline-extcommunity-set| parameter}

___________________
構文の説明 SoO拡張コミュニティセットの名前。extcommunity-set-name

インライン SoO拡張コミュニティセット。インライン拡張コ
ミュニティセットは、括弧で囲む必要があります。

inline-extcommunity-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

SoO拡張コミュニティセットのすべての要素が一致するかどうかを調べるには、ifステートメン
ト内で extcommunity soo matches-everyコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）
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matches-every演算子を使用する単純条件は、ルートの拡張コミュニティ属性の拡張コミュニティ
値がすべて、拡張コミュニティセットまたはインラインセットの少なくとも 1つの要素と一致す
る場合は、trueであると評価されます。ルート内の拡張コミュニティが名前付きセットまたはイ
ンラインセットでのどの指定内容とも一致しない場合は、この単純条件は falseであると評価され
ます。同様に、ルート内に拡張コミュニティがまったくない場合は、条件は falseであると評価さ
れます。

ルート内の拡張コミュニティを、名前付きセットまたはインラインセットでの指定内容と一致さ

せる作業は直感的です。インラインセットでは、拡張コミュニティの指定内容はパラメータ化さ

れることがあります。この場合は、パラメータの値が指定されていれば、関連するマッチングが

行われます。

___________________
例 次の例では、my-extcomm-rt-setという名前の拡張コミュニティセットと、

extcommunity-matches-every-example($as, $tag)という名前のパラメータ化ルートポリシーが定義さ
れます。条件 extcommunity soo matches-everyがこのポリシーの ifステートメントで使用され、こ
れが trueであると評価される場合は、local-preference値は 100に設定されます。 falseであると評
価される場合は、拡張コミュニティはインラインセットを使用して評価されます。その条件が

trueであると評価される場合は、local-preference値は 200に設定されます。 falseであると評価さ
れる場合は、local-preference値は 300に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# extcommunity-set soo my-extcomm-rt-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10:20,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10:30,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# 10:40
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ext)# end-set

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy extcommunity-matches-every-example($as, $tag)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if extcommunity soo matches-every my-extcomm-rt-set then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif extcommunity soo matches-every (10:20, 10:$tag,
$as:30) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# else
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP SoO拡張コミュニティセットの任意の要
素を一致させます。

extcommunity soo matches-any, （1725ページ）
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if
特定のルートに対して行うアクションまたはディスポジションを決定するには、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードで ifコマンドを使用します。

if conditional-expression then action-statement [ action-statement ] [elseif conditional-expression then
action-statement [ action-statement ]] [else action-statement [ action-statement ]] endif

___________________
構文の説明

特定のルートで行う必要があるアクションまたはディスポジション

を決定する式。

conditional-expression

if条件が trueの場合に、アクションステートメントを実行します。then

テストのシーケンスをつなぎ合わせます。elseif

if条件が falseの場合に、アクションステートメントを実行します。else

ifステートメントを終了します。endif

ルートを変更する操作のシーケンス。action-statement

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

「適用条件ポリシー」のサポートが追加され、ルートポリシーを

別のルートポリシーの ifステートメント内で使用できるようにな
りました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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ifコマンドは、特定のルートに対して行うアクションまたはディスポジションを、条件式を使用
して決定します。表 171：条件式, （1731ページ）に、条件式をリストします。

アクションステートメントは、ルートに変更を加える操作のシーケンスであり、その操作のほと

んどは setキーワードによって区別されます。ルートポリシーでは、これらの操作はグループ化
できます。表 172：アクションステートメント, （1734ページ）に、アクションステートメント
をリストします。

適用条件ポリシーを利用すると、ルートポリシーを別のルートポリシーの ifステートメントの中
で使用できます。
Route-policy policy_name
If apply policyA and apply policyB then
Set med 100
Else if not apply policyD then
Set med 200
Else
Set med 300
Endif
End-policy

表 171：条件式

説明コマンド

ルートの ASパスを ASパスセットに一致させ
ます。 ASパスは、ルートが通過する自律シス
テム番号のシーケンスです。

as-path in, （1658ページ）

ルータ（またはこの自律システムまたは連合内

の別のルータ）がルートを発信したかどうかを

判別します。

as-path is-local, （1660ページ）

ASパスの長さに基づいて条件チェックを実行
します。

as-path length, （1662ページ）

ASパスの先頭にある自律システム番号を、1つ
以上の整数値またはパラメータのシーケンスと

照合してテストします。

as-path neighbor-is, （1664ページ）

ASパスを、ルートを発信したAS番号で始まる
ASシーケンスと照合してテストします。

as-path originates-from, （1667ページ）

指定した整数またはパラメータが ASパス内の
任意の場所現れるかどうか、または整数および

パラメータのシーケンスが現れるかどうかを調

べるためにテストします。

as-path passes-through, （1670ページ）

ASパスの長さに基づいて特定のチェックを実
行します。

as-path unique-length, （1675ページ）
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説明コマンド

ルートに関連付けられたコミュニティ属性があ

るかどうかを調べます。

community is-empty, （1677ページ）

コミュニティセットの任意の要素を一致させま

す。

community matches-any, （1679ページ）

コミュニティセットのすべての要素を一致させ

ます。

community matches-every, （1682ページ）

名前付きプレフィックスセットまたはインライ

ンプレフィックスセット内の宛先エントリを

一致させます。

destination in, （1692ページ）

ルートに関連付けられた RT拡張コミュニティ
属性があるかどうかを調べます。

extcommunity rt is-empty, （1708ページ）

RT拡張コミュニティセットの要素を一致させ
ます。

extcommunity rt matches-any, （1710ページ）

RT拡張コミュニティセットのすべての要素を
一致させます。

extcommunity rt matches-every, （1713ページ）

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルー
トターゲット（RT）拡張コミュニティセット
の少なくとも 1つの要素が一致するかどうかを
調べます。

extcommunity rt matches-within, （1715ページ）

ルートに関連付けられたSoO拡張コミュニティ
属性があるかどうかを調べます。

extcommunity soo is-empty, （1723ページ）

SoO拡張コミュニティセットの要素を一致させ
ます。

extcommunity soo matches-any, （1725ページ）

SoO拡張コミュニティセットのすべての要素を
一致させます。

extcommunity soomatches-every, （1728ページ）

BGP local-preference属性を指定します。local-preference, （1738ページ）

Multi Exit Discriminator（MED）を整数値または
パラメータ化された値と比較します。

med, （1740ページ）
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説明コマンド

ルートに関連付けられたネクストホップを、名

前付きプレフィックスセットまたはインライン

プレフィックスセットのいずれかに含まれてい

るデータと比較します。

next-hop in, （1742ページ）

プレフィックスセットまたはインラインプレ

フィックスセット内のプレフィックスを一致さ

せます。

orf prefix in, （1744ページ）

送信元属性の値をテストします。origin is, （1746ページ）

パスタイプをテストします。path-type is, （1750ページ）

プロトコルがルートをインストールするかどう

かをチェックします。

protocol, （1759ページ）

ルートに関連付けられた RDを、名前付き RD
セットまたはインライン RDセットのいずれか
に含まれているデータと比較します。

rd in, （1761ページ）

ルートがルーティング情報ベース（RIB;ルー
ティング情報ベース）内にあるかどうかを

チェックします。

rib-has-route, （1767ページ）

ルートにマルチプロトコルラベルスイッチン

グ（MPLS）ラベルがあるかどうかをチェック
します。

route-has-label, （1769ページ）

BGP、OSPF、または IS-ISへの再配布の実行中
にルートタイプを比較します。

route-type is, （1773ページ）

ルートの発信元を、名前付きプレフィックス

セットまたはインラインプレフィックスセッ

トのいずれかの中にあるデータと照合してテス

トします。

source in, （1947ページ）

特定のタグ値を一致させます。tag, （1951ページ）

VPN識別子を、指定された値と比較します。vpn-distinguisher is, （1955ページ）
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表 172：アクションステートメント

説明コマンド

ルートポリシー定義を廃棄して、グローバル

コンフィギュレーションモードに戻ります。

abort（RPL）, （1652ページ）

既存の値にオフセットを追加します。add, （1654ページ）

パラメータ化ポリシーまたは未パラメータ化ポ

リシーを別のポリシー内から実行します。

apply, （1656ページ）

ルート内のコミュニティリストからコミュニ

ティ値を削除します。

delete community, （1688ページ）

ルート内の拡張コミュニティリストから拡張コ

ミュニティ値を削除します。

delete extcommunity rt, （1690ページ）

これ以上処理を行わずにこのルートを受け入れ

ます。

done, （1695ページ）

ルートをドロップします。drop, （1697ページ）

ルートポリシーの定義を終了して、ルートポ

リシーコンフィギュレーションモードを終了

します。

end-policy, （1704ページ）

ルートが変更されていない場合でも、ユーザは

ポリシーブロックでの実行を続行することを指

定します。

pass, （1748ページ）

ASパスの先頭に、自律システム番号を追加し
ます。

prepend as-path, （1757ページ）

ASパス内のAS番号またはプライベートAS番
号のシーケンスを、設定済みのローカル ASに
置き換えます。

replace as-path, （1765ページ）

BGPコミュニティ属性を設定します。set community, （1781ページ）

BGPルートダンプニングを設定します。set dampening, （1785ページ）

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）メトリック値を設定します。

set eigrp-metric, （1788ページ）

ルートでコストの拡張コミュニティを置き換え

るか、追加します。

set extcommunity cost, （1790ページ）
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説明コマンド

ルートで RTの拡張コミュニティを置き換える
か、追加します。

set extcommunity rt, （1792ページ）

パケットを分類するために IP precedenceを設定
します。

set ip-precedence, （1794ページ）

IS-ISメトリック属性値を設定します。set isis-metric, （1796ページ）

BGPラベル属性値を設定します。set label, （1798ページ）

再配布されたルートを送信する IS-ISレベルを
設定します。

set level, （1800ページ）

自律システムパスのプリファレンス値を指定し

ます。

set local-preference, （1802ページ）

MED値を設定します。set med, （1804ページ）

IS-ISがメトリックを内部メトリックとして処理
するか、外部メトリックとして処理するかを制

御します。

set metric-type（IS-IS）, （1806ページ）

OSPFがコストをタイプ 1メトリックとして処
理するか、タイプ 2メトリックとして処理する
かを制御します。

set metric-type（OSPF）, （1808ページ）

特定のルートに関連付けられたネクストホップ

を置き換えます。

set next-hop, （1810ページ）

送信元属性を変更します。set origin, （1812ページ）

OSPFプロトコルのメトリック属性値を設定し
ます。

set ospf-metric, （1814ページ）

パケットを分類するためにQoSグループを設定
します。

set qos-group（RPL）, （1818ページ）

テーブルポリシーの RIBメトリック属性値を
設定します。

set rib-metric, （1820ページ）

RIPメトリック属性を設定します。set rip-metric, （1822ページ）

ルートタグ属性を設定します。set rip-tag, （1824ページ）

タグ属性を設定します。set tag, （1830ページ）
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説明コマンド

トラフィック索引属性を設定します。set traffic-index, （1832ページ）

BGPルートの重み値を設定します。set weight, （1836ページ）

集約の特定の要素を抑制する必要がある（つま

り、アドバタイズしない必要がある）ことを指

定します。

suppress-route, （1949ページ）

集約の特定の要素を抑制解除する必要があるこ

とを指定します。

unsuppress-route, （1953ページ）

VPN識別子値を設定します。set vpn-distinguisher, （1834ページ）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ASパスがセット as-path-set-1内にあるルートはすべてドロップされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path in as-path-set-1 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#

then句の中では、複数のアクションステートメントを任意の順序で指定することもできます。

次の例では、ifステートメントに 2つのアクションステートメントがあります。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if origin is igp then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set med 42
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# prepend as-path 73 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#

ifコマンドでは、次のように、式が falseの場合に実行する else句を指定することもできます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if med eq 200 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set community (12:34) additive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# else
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# set community (12:56) additive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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ルーティングポリシー言語（RPL）には、elseifコマンドを使用した構文もあり、次の例に示すよ
うに、一連のテストを一続きで記述できます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if med eq 150 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif med eq 200 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 60
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif med eq 250 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# set local-preference 110
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# else
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# set local-preference 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#

次の例に示すように、ifステートメント内のステートメント自体が ifステートメントになること
があります。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if community matches-any (12:34, 56:78) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if med eq 150 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#

示されているポリシー設定では、コミュニティ値 12:34または 56:78が関連付けられたすべての
ルートで、ローカル優先順位属性の値が 100に設定されます。ただし、これらのルートのいずれ
かでMulti Exit Descriminator（MED）値が 150になっている場合は、コミュニティ値 12:34または
56:78とMED 150の両方が指定された各ルートはドロップされます。
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local-preference
BGPルートの local-preference属性を整数値またはパラメータ化された値と比較するには、ルート
ポリシーコンフィギュレーションモードで local-preferenceコマンドを使用します。

local-preference {eq| is| ge| le} {number| parameter}

___________________
構文の説明

等しい、完全一致、以上、以下。eq | is | ge | le

32ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～
4294967295です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

local-preference属性を整数値またはパラメータ化された値と比較するには、ifステートメント内で
local-preferenceコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

MEDは 32ビットの符号なし整数です。 eq演算は、local-preferenceをスタティック値またはパラ
メータ化ポリシーに渡されたパラメータ化された値と比較して、その値と等しいかどうかを判断
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します。「より大きいか等しい」の比較をge演算子で行うことや、「より小さいか等しい」の比
較を le演算子で行うこともできます。

___________________
例 次の例では、local-preferenceが 10の場合にローカルプリファレンスが 100に設定されます。

RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl)# if local-preference eq 10 then
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set weight 100
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl)#
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med
Multi Exit Discriminator（MED）を整数値またはパラメータ化された値と比較する、または BGP
ルートのMED属性を整数値と比較するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで
medコマンドを使用します。

med {eq| is| ge| le} {number| parameter}

___________________
構文の説明

等しい、完全一致、以上、以下。eq | is | ge | le

32ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～
4294967295です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MEDを整数値またはパラメータ化された値と比較するには、ifステートメント内でmedコマンド
を条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1740 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
med



MEDは 32ビットの符号なし整数です。 eq演算は、MEDをスタティック値またはパラメータ化
ポリシーに渡されたパラメータ化された値と比較して、その値と等しいかどうかを判断します。

「より大きいか等しい」の比較をge演算子で行うことや、「より小さいか等しい」の比較を le演
算子で行うこともできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、medコマンドの条件に一致する場合にローカルプリファレンスが 100に設定されま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if med eq 10 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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next-hop in
ルートに関連付けられたネクストホップを、インラインプレフィックスセットまたは名前付きプ

レフィックスセットの中のデータと比較するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモー

ドで next-hop inコマンドを使用します。

next-hop in {prefix-set-name| inline-prefix-set| parameter}

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。prefix-set-name

インラインプレフィックスセット。インラインプレフィックス

セットは、括弧で囲む必要があります。

inline-prefix-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートに関連付けられたネクストホップを、インラインプレフィックスセットまたは名前付きプ

レフィックスセットの中のデータと比較するには、ifステートメント内で next-hop inコマンドを
条件式として使用します。プレフィックスセット内の任意の値がルートのネクストホップと一致

する場合は、結果は trueです。要素が含まれていない名前付きプレフィックスセットを参照する
比較は、falseを戻します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1742 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
next-hop in



ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

ネクストホップは、ドット付き 10進数で入力される IPv4アドレス、またはコロンで区切られた
16進数として入力される IPv6アドレスです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、next-hop inコマンドの条件に一致する場合にローカルプリファレンスが 100に設定

されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if next-hop in some-prefix-set then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# if next-hop in (10.0.0.5, fe80::230/64) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set local-preference 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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orf prefix in
発信ルートフィルタ（ORF）を設定するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモード
で orf prefix inコマンドを使用します。

orf prefix in {prefix-set-name| inline-prefix-set}

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。prefix-set-name

インラインプレフィックスセット。インラインプレフィックス

セットは、括弧で囲む必要があります。

inline-prefix-set

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

特定のプレフィックスがプレフィックスセットまたはインラインプレフィックスセット内にあ

るかどうかを調べるには、orf prefix inコマンドを使用します。

このコマンドは、名前付きプレフィックスセットまたはインラインプレフィックスセットのい

ずれかの値を引数として使用します。宛先 NLRIがプレフィックスセット内のいずれかのエント
リと一致する場合は、trueを戻します。定義されていても、要素が含まれていないプレフィック
スセットを使用して宛先を一致させようとすると、falseが戻されます。

このコマンドは、BGP内の orf route-policy付加ポイントのコンテキストで使用されます。ルート
の宛先は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ではネットワーク層到着可能性情報（NLRI）
としても知られています。これは、プレフィックス値とマスク長からなります。ルーティング

ポリシー言語（RPL）では、プレフィックスに対する操作が用意されており、in演算子を使用し
て、プレフィックス一致指定のリストと一致しているかどうかを調べることができます。
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___________________
例 次の例では、プレフィックスセット orfpreset1と、orfpolicyという名前のルートポリシーが定義

されます。次に、orfpolicyがネイバー orfの付加ポイントに適用されます。

ルートのプレフィックスが、orfpreset1で指定されたプレフィックス（211.105.1.0/24、211.105.5.0/24、
211.105.11.0/24）のいずれかと一致する場合は、プレフィックスはドロップされます。プレフィッ
クスが in（211.105.3.0/24、211.105.7.0/24、211.105.13.0/24）と一致する場合は、プレフィックスは
受け入れられます。ネイバーが同じフィルタ更新を行うことができるように、BGPは、このイン
バウンドフィルタリングのほかに、許可または拒否を示すこれらのプレフィックスエントリを

アップストリームネイバーに送信します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set orfpreset1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 211.105.1.0/24,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 211.105.5.0/24,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 211.105.11.0/24
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set
!
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy orfpolicy
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if orf prefix in orfpreset1 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if orf prefix in (211.105.3.0/24, 211.105.7.0/24,
211.105.13.0/24) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
!
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# neighbor 1.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr-af)# orf route-policy orfpolicy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP ORFおよびインバウンドフィルタリング
基準を指定します。

orf
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origin is
特定の送信元タイプと一致しているかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュレー

ションモードで origin isコマンドを使用します。

origin is {igp| egp| incomplete| parameter}

___________________
構文の説明 Interior Gateway Protocolを指定します。igp

エクステリアゲートウェイプロトコルを指定します。egp

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）が BGPまたは Interior Gateway
Protocol（IGP）以外の手段によって最初にルートを学習した（たとえば、
設定によってルートを学習した）ことを指定します。

incomplete

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

送信元属性の値をテストするには、ifステートメント内で origin isコマンドを条件式として使用
します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）
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BGPルートの送信元は列挙型です。igp、egp、または incompleteです。

このコマンドはパラメータ化できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、送信元を ifステートメントの中でテストし、igpまたは egpかどうかを調べます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if origin is igp or origin is egp then

次の例では、特定の送信元タイプと一致させるために、パラメータが使用されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy bar($origin)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if origin is $origin then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set med 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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pass
以降の処理のためにルートを合格とするには、ルートポリシーコンフィギュレーションモード

で passコマンドを使用します。

pass

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このルートが変更されていない場合でもユーザがこのポリシーブロックでの実行を続行を希望し

ていることを示すには、passコマンドを使用します。

passコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。 if
ステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、ifコ
マンドを参照してください。

（注）

ポリシーブロックの実行が終了すると、このポリシーブロックで変更されたか、このポリシー

ブロックで passディスポジションを受信したルートはすべてポリシーを渡し、そのポリシーの実
行は終了します。このポリシーブロックが別のポリシーブロック内から適用される場合に、ルー

トが渡されるか変更されると、このポリシーブロックを適用したポリシーブロックでの実行は続

行されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ルートを変更せずに無条件に受け入れる方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# pass

次の例では、宛先が prefix-set permitted内にある場合は、ルートを変更せずに無条件で受け入れま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in permitted then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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path-type is
パスタイプが一致しているかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュレーションモー

ドで path-type isコマンドを使用します。

path-type is {ibgp| ebgp| parameter}

___________________
構文の説明

内部 BGPパスを指定します。ibgp

外部 BGPパスを指定します。ebgp

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要がありま
す。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

パスタイプが一致しているかどうかを調べるには、ifステートメント内でpath-type isコマンドを
条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、パスが外部 BGPパスの場合は、ルートが受け入れられます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if path-type is ebgp then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# else
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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policy-global
グローバルパラメータを定義して、グローバルパラメータコンフィギュレーションモードを開

始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで policy-globalコマンドを使用します。
グローバルパラメータを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

policy-global

no policy-global

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

グローバルパラメータを定義して、グローバルパラメータコンフィギュレーションモードを開

始するには、policy-globalコマンドを使用します。

RPLでは、ポリシー定義内で使用できるシステム全体のグローバルパラメータの定義がサポート
されます。グローバルパラメータ値は、パラメータ化ポリシーのローカルパラメータと類似し

たポリシー定義内で直接使用できます。パラメータ化ポリシーのパラメータ名とグローバルパラ

メータ名との間に「衝突」がある場合は、ポリシー定義に対してローカルなパラメータが優先さ

れ、実質的にグローバルパラメータが「隠され」ます。さらに、特定のグローバルパラメータ

が任意のポリシーによって参照されている場合は、削除されないように、検証メカニズムが実施

されます。グローバルパラメータとパラメータ化の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router Routing Configuration Guide』の「Implementing Routing Policy on Cisco
ASR 9000 Series Router Cisco IOS XR Software」のモジュールを参照してください。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1752 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
policy-global



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、グローバルパラメータの設定方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-global
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rp-gl)# glbpathtype ‘ebgp’
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rp-gl)# glbtag ‘100’
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rp-gl)# end-global

次の例では、上記で定義したグローバルパラメータ gbpathtypeと glbtagが globalparam引数で利
用されています。これは、非パラメータ化ポリシーに対して定義されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy globalparam
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if path-type is $glbpathtype then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set tag $glbtag
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

グローバルパラメータの定義を終了します。end-global, （1702ページ）
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prefix-set
プレフィックスセットコンフィギュレーションモードを開始して、プレフィックスセットを定

義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで prefix-setコマンドを使用します。名
前付きプレフィックスセットを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

prefix-set name

no prefix-set name

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

プレフィックスセットコンフィギュレーションモードを開始して、プレフィックスセットを定

義するには、prefix-setコマンドを使用します。

プレフィックスセットは、プレフィックス一致指定のコンマ区切りのリストです。これは、それ

ぞれ 4つの部分（アドレス、マスク長、最小マッチング長、最大マッチング長）がある IPv4また
は IPv6プレフィックス一致指定を保持しています。アドレスは必須ですが、他の 3つの部分は任
意です。アドレスは、標準の 4分割ドット付き 10進数の IPv4アドレスか、コロンで区切られた
16進数の IPv6アドレスです。マスク長（存在する場合）は、IPv4プレフィックスの場合は 0～
32、IPv6プレフィックスの場合は 0～ 128の範囲内の負以外の 10進整数で、その前のアドレスは
スラッシュで区切ります。アドレスと任意のマスク長の後には、任意の最小マッチング長が続

き、これはキーワード ge（以上（greater than or equal to）のニーモニック）で表され、その後に
IPv4の場合は 0～ 32、IPv6の場合は 0～ 128の範囲内の負以外の 10進整数が続きます。最後に
は、任意の最大マッチング長が続き、これはキーワード le（以下（less than or equal to）のニーモ
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ニック）で表され、その後に IPv4の場合は 0～ 32、IPv6の場合は 0～ 128の範囲内の負以外の
別の 10進整数が続きます。比較するプレフィックスの正確な長さを指定するための構文ショー
トカットは、eqキーワード（等しい（equal to）のニーモニック）です。

プレフィックス一致指定にマスク長がない場合は、デフォルトのマスク長は、IPv4では 32、IPv6
では 128です。デフォルトの最小マッチング長はマスク長です。最小マッチング長を指定する場
合は、デフォルトの最大マッチング長は、IPv4プレフィックスでは 32未満、IPv6プレフィック
スでは 128未満にする必要があります。指定しない場合は、最小長と最大長のいずれも指定しな
いと、デフォルトの最大長はマスク長になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、legal-ipv4-prefix-examplesという名前のプレフィックスセットを示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set legal-ipv4-prefix-examples
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.1.1,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.2.0/24,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.3.0/24 ge 28,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.4.0/24 le 28,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.5.0/24 ge 26 le 30,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.0.6.0/24 eq 28
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set

プレフィックスセットの最初の要素は、唯一の有効値 10.0.1.1/32またはホストアドレス 10.0.1.1
と一致します。 2番目の要素は、唯一の有効値 10.0.2.0/24と一致します。 3番目の要素は、
10.0.3.0/28～ 10.0.3.255/32の範囲のプレフィックス値と一致します。 4番目の要素は、10.0.4.0/24
～ 10.0.4.240/28の範囲の値と一致します。 5番目の要素は、10.0.5.0/26～ 10.0.5.252/30の範囲内
のプレフィックスと一致します。 6番目の要素は、10.0.6.0/28～ 10.0.6.240/28の範囲内にある長
さ 28の任意のプレフィックスと一致します。

次のプレフィックスセットはすべて、無効なプレフィックス一致指定からなります。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set INVALID-PREFIX-EXAMPLES
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.1.1.1 ge 16,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.1.2.1 le 16,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.1.3.0/24 le 23,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.1.4.0/24 ge 33,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 10.1.5.0/25 ge 29 le 28
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set

最小長と最大長のいずれも、マスク長がなく無効です。最大長は、少なくともマスク長でなけれ

ばなりません。最小長は、IPv4プレフィックスの最大長である 32未満でなければなりません。
最大長は、最小長以上でなければなりません。

次の例では、legal-ipv6-prefix-examplesという名前の有効な IPv6プレフィックスセットを示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set legal-ipv6-prefix-examples
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 2001:0:0:1::/64,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 2001:0:0:2::/64,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 2001:0:0:3::/64,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 2001:0:0:4::/64
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set
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prepend as-path
ASパスの先頭に自律システム番号を追加するには、ルートポリシーコンフィギュレーション
モードで prepend as-pathコマンドを使用します。

prepend as-path {as-number| parameter| most-recent} [number| parameter]

___________________
構文の説明

パスの先頭に追加する自律システム番号。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

as-number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

最新の自律システム番号を先頭に追加する必要があることを指定します。most-recent

（任意）自律システム番号を先頭に追加する必要がある回数。範囲は 1～
63です。

number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの numberは 1です。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポート
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン ASパスの先頭に自律システム番号を追加するには、prepend as-pathコマンドを使用します。
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prepend as-pathコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用で
きます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストにつ
いては、ifコマンドを参照してください。

（注）

このコマンドは、1つまたは 2つの引数を使用できます。最初の引数（numberまたは parameter
のいずれか）は、パスの先頭に追加する自律システム番号です。任意の 2番目の引数（numberま
たは parameterのいずれか）は、自律システム番号を先頭に追加する必要がある回数です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、自律システム番号 666.1を ASパスの先頭に 3回追加する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# prepend as-path 666.1 3

次の例では、自律システム番号 666.0を ASパスの先頭に 1回追加する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# prepend as-path 666.0 1
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protocol
ルートをインストールするプロトコルをチェックするには、ルートポリシーコンフィギュレー

ションモードで protocolコマンドを使用します。

protocol {in| (protocol-set)| is| protocol-name}

___________________
構文の説明

セットのメンバを指定します。protocol-set引数では、次のキーワードをカッ
コで囲んで指定します。

• bgp：ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）

• connected：接続ルート

• eigrp：Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）

• isis：ISO Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）

• ospf：Open Shortest Path First（OSPF）

• ospfv3：Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）

• rip：Routing Information Protocol（RIP）

• static：スタティックルート

キーワードは、コンマで区切る必要があります。

in ( protocol-set )

単一のプロトコル名を指定します。受け入れられるキーワードは、protocol-set
引数と似ています。

is protocol-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートをインストールするプロトコルを指定するには、ifステートメント内で protocolコマンド
を条件式として使用します。

protocol-setにリストされているプロトコルが、フィルタリングされるルートのオリジネータであ
るかどうかを判別するには、inキーワードを使用します。

protocol-nameが完全一致かどうかを判別するには、isキーワードを使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ifステートメント内で protocolコマンドを条件式として使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy rip1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if protocol in (connected, static) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# add rip-metric 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# elseif protocol is bgp 1 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# add rip-metric 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# elseif protocol is ospf 2 then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# add rip-metric 4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-elseif)# else
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# add rip-metric 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router rip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip)# interface GigabitEthernet0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rip-if)# route-policy rip1 out

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1760 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
protocol



rd in
ルートに関連付けられたルート識別子（RD）を、名前付きまたはインラインの RDセットに含ま
れている RDと比較するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで rd inコマンド
を使用します。

rd in {rd-set-name| inline-rd-set| parameter}

___________________
構文の説明 RDセットの名前。rd-set-name

インラインRDセット。インラインRDセットは、括弧で囲む必要
があります。

inline-rd-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

宛先エントリが名前付きプレフィックスセットまたはインラインプレフィックスセットにある

かどうかを調べるには、ifステートメント内で rd inコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）
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このコマンドは、名前付き RDセットまたはインライン RDセットのいずれかの値を引数として
使用します。宛先エントリが、RDセットまたはインライン RDセット内の任意のエントリと一
致する場合は、条件は trueを戻します。定義されていても、要素が含まれていない RDセットを
使用して RDと一致させようとすると、falseが戻されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、インライン RDセット値を引数として指定した rd inコマンドを示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if rd in (128.1.0.0/16:100) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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rd-set
ルート識別子（RD）セットを定義して、RDコンフィギュレーションモードを開始するには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで rd-setコマンドを使用します。

rd-set name

no rd-set name

___________________
構文の説明 RDコミュニティセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RD要素のセットを作成し、RDコンフィギュレーションモードを開始するには、rd-setコマンド
を使用します。 RDセットは、固有のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）VPN IPv4アド
レスをグローバルに作成するために、IPv4アドレスが前に付いた 64ビット値です。

mでは、マスク長がサポートされます。（注）

RD値は、次のコマンドを使用して定義できます。

• a.b.c.d/m:*：IPv4形式の BGP VPN RDとワイルドカード文字。たとえば、10.0.0.2/24.0:*で
す。

• a.b.c.d/m:n：IPv4形式の BGP VPN RDとマスク。たとえば、10.0.0.2/24:666です。

• a.b.c.d:*：IPv4形式の BGP VPN RDとワイルドカード文字。たとえば、10.0.0.2:*です。
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• a.b.c.d:n：IPv4形式の BGP VPN RD。たとえば、10.0.0.2:666です。

• asn:*：ASN形式の BGP VPN RDとワイルドカード文字。たとえば、10002:*です。

• asn:n：ASN形式の BGP VPN RD。たとえば、10002:666です。

• x.y:*：4バイトの ASN形式の BGP VPN RDとワイルドカード文字。たとえば、10002.101:*
です。

• x.y:n：4バイトの ASN形式の BGP VPN RD。たとえば、10002.101:666です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、called my_rd_setという RDセットの作成方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# rd-set my_rd_set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# 172.16.0.0/16:*,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# 172.17.0.0/16:100,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# 192:*,
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# 192:100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rd)# end-set
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replace as-path
ASパス内の AS番号またはプライベート AS番号のシーケンスを、設定済みのローカル AS番号
で置き換えるには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで replace as-pathコマンド
を使用します。

replace as-path {[as-number-list parameter]| private-as}

___________________
構文の説明

（任意）置き換える AS番号のシーケンス。シーケンスは、単一引用符（‘
’）で囲む必要があります。 2バイトまたは 4バイトのAS番号を使用できま
す。

• 2バイト値は、16ビットの符号なし 10進数値で入力します。範囲は 0
～ 65535です。

• 4バイト値は、2つの 16ビットの符号なし 10進値をピリオドで区切っ
て入力します。範囲は 1.0～ 65535.65535です。

as-number-list

（任意）パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

BGPのプライベートASの範囲内で一致させます。範囲は 64512～ 65534で
す。

private-as

___________________
コマンドデフォルト なし。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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ASパス内の AS番号またはプライベート AS番号のシーケンスをローカル AS番号で置き換える
には、replace as-pathコマンドを使用します。たとえば、ASパスが「67 65534 100 65533 5 78 89
90」で、ローカル AS番号が 900の場合に、次のように入力します。

replace as-path ‘5 78’

ASパス内の「5 78」が 900（ローカル ASから）で置き換えられ、新しいパスは「67 65534 100
65533 900 89 90」となります。

次のステートメントについて考えてみます。

replace as-path private-as

65534と 65533はプライベート ASの範囲内にあるため、900で置き換えられます。パスは「67
900 100 900 5 78 89 90」となります。パスの長さは同じままです。

replace as-pathコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できま
す。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、
ifコマンドを参照してください。

replace as-pathコマンドは、ルーティングループを引き起こす可能性がある ASパスの内容を
変更します。

注意

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、replace as-pathコマンドを使用して、ASパス内の AS番号を置き換える方法を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy drop-as-1234
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# replace as-path ‘90 78 45 $asnum’
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# replace as-path private-as
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# replace as-path ‘9.9 7.89 14.15 $asnum’
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# replace as-path ‘9 89 14.15 $asnum’
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rib-has-route
プレフィックスセット内のリストで指定されているルートがルーティング情報ベース（RIB）に
存在するかどうかをチェックするには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで

rib-has-routeコマンドを使用します。

rib-has-route in {prefix-set-name| inline-prefix-set| parameter}

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。prefix-set-name

インラインプレフィックスセット。インラインプレフィックス

セットは、括弧で囲む必要があります。

inline-prefix-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートは、アクティブな場合はアドバタイズされます。ルートは、ルーティング情報ベース（RIB）
にすでにインストールされている場合はアクティブであると見なされます。

rib-has-routeコマンドで使用されるプレフィックスセットには、2つの一致指定が含まれていま
す。最初の指定では、ルートの完全一致が要求され（たとえば、10.10.0.0/16は完全に一致する
ルートです）、2番目の指定では、1つのルートの一致またはより具体的な任意のルートの一致が
許可されます（たとえば、10.10.0.0/16 le 32は 10.10.0.0/16ルートと任意の長さのプレフィックス
と一致します）。
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特定のプレフィックスを持つアクティブルートがRIBに存在するかどうかをチェックするには、
ifステートメント内で rib-has-routeコマンドを条件式として使用します。ステートメントによっ
て、基準と一致するアクティブルートが示される場合は、追加のアクションが実行されます。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照してく
ださい。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、プレフィックスセット 10.10.0.0/16に含まれているルートが RIB内にあるかどうか

を調べるために ifステートメントが使用されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if rib-has-route in (10.10.0.0/16 ge 16) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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route-has-label
再配布中にルートにマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベルがあるかどうかを
チェックするには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで route-has-labelコマンドを
使用します。

route-has-label

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

再配布中にルートにMPLSラベルが存在するかどうかをチェックするには、ifステートメント内
で route-has-labelコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照してく
ださい。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ifステートメントで、MPLSラベルがルートに存在するかどうかを調べます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if route-has-label then
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#
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route-policy（RPL）
ルートポリシーを定義して、ルートポリシーコンフィギュレーションモードを開始するには、

グローバルコンフィギュレーションモードで route-policyコマンドを使用します。ポリシー定義
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

route-policy name [(parameter1, parameter2, . . . , parameterN)]

no route-policy name (parameter1, parameter2, . . . , parameterN)

___________________
構文の説明

ルートポリシーの名前。name

（任意）パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。すべての parameter全体をカッコ「()」で囲む必要があります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートポリシーを定義して、ルートポリシーコンフィギュレーションモードを開始するには、

route-policyコマンドを使用します。

ポリシー定義によって、ポリシーステートメントの名前付きバンドルが作成されます。ポリシー

定義は、route-policyコマンドと、その後に続く名前、ポリシーステートメントのグループ、およ
び end-policyコマンドで構成されます。

ポリシー名は、ポリシーをプロトコルにバインドするためのハンドルとして機能します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1771

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
route-policy（RPL）



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、検出されたルートをすべてドロップする、drop-everythingという名前の単純なポリ

シーを示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy drop-everything
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

ポリシーの共通ブロックを再利用できるように、ポリシーは他のポリシーを参照していることも

あります。このような他のポリシーへの参照は、applyコマンドを使用して行います。次に、単
純な例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy drop-as-1234
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path passes-through '1234' then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# apply check-communities
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# else
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

applyコマンドは、ルートが自律システム 1234を通過して受信されたものである場合にポリシー
check-communitiesを実行することを示しています。当てはまる場合は、ルートのコミュニティが
チェックされ、検出された内容に基づいて、ルートは未変更のまま受け入れられるか、変更され

て受け入れられるか、またはドロップされます。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルートポリシーの定義を終了します。end-policy, （1704ページ）
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route-type is
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）、Open Shortest Path First（OSPF）、または Integrated
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）への再配布の実行中に、ルートタイプが一致し
ているかどうかを調べるには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで route-type isコ
マンドを使用します。

route-type is {local| interarea| internal| type-1| type-2| level-l| level-2| parameter}

___________________
構文の説明 local値を使用して、ローカルで生成されたBGPルートを一致させます。local

interarea値を使用して、IS-ISエリア間のルートを一致させます。interarea

internal値を使用して、OSPF内およびエリア間のルートを一致させます。internal

タイプ 1値を使用して、タイプ 1 OSPFルートを一致させます。type-1

タイプ 2値を使用して、タイプ 2 OSPFルートを一致させます。type-2

レベル 1値を使用して、レベル 1 IS-ISルートを一致させます。level-1

レベル 2値を使用して、レベル 2 IS-ISルートを一致させます。level-2

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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BGP、OSPF、または IS-ISへの再配布の実行中にルートタイプを比較するには、ifステートメン
ト内で route-type isコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

有効なキーワードは、local、internal、interarea、type-1、type-2、level-1、および level-2です。
これらのいずれかの値に埋め込むパラメータ化された値も使用されることがあります。 local値
は、ローカルで生成されたBGPルートを一致させるために使用されます。 internal値は、OSPF内
およびエリア間のルートを一致させるために使用されます。 type-1値と type-2値は、タイプ 1お
よびタイプ 2のOSPF外部ルートかどうかを調べるために使用されます。 level-1、level-2、および
interareaの各値は、それぞれのタイプの IS-ISルートかどうかを調べるために使用されます。

ルートタイプは一致演算子であるため、これは ifステートメントと thenステートメントの条件
句で使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ローカル以外のルートがドロップされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if route-type is local then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# else
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-else)# drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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rpl editor
デフォルトのルーティングポリシー言語（RPL）エディタを設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで rpl editorコマンドを使用します。

rpl editor {nano| emacs| vim}

___________________
構文の説明

デフォルトの RPLエディタを GNU nanoに設定します。nano

デフォルトの RPLエディタを EMACSに設定します。emacs

デフォルトの RPLエディタを VIMに設定します。vim

___________________
コマンドデフォルト Nanoエディタがデフォルトです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、デフォルトの RPLエディタが Nanoに設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# rpl editor nano

次の例では、デフォルトの RPLエディタが EMACSに設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# rpl editor emacs

次の例では、デフォルトの RPLエディタが VIMに設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# rpl editor vim
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rpl maximum
ルーティングポリシーサブシステムのシステム制限を設定するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで rpl maximumコマンドを使用します。

rpl maximum {lines| policies} number

___________________
構文の説明

設定の行数制限を設定します。範囲は 1～ 131072です。lines number

ポリシー数制限を設定します。範囲は 1～ 5000です。policies number

___________________
コマンドデフォルト lines number：65536

policies numbers：3500

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルーティングポリシーサブシステムのシステム制限を設定するには、rplmaximumコマンドを使
用します。したがって、rplmaximum設定の行は、ルーティングポリシー内にステートメントと
して出現することはありません。このコマンドは、ルーティングポリシーサブシステムにリソー

ス制限を適用します。設定の最大行数とポリシーの数を設定するには、rpl maximumコマンドを
使用します。

設定の行数には、開始と終了のステートメントも含まれます。たとえば、route-policyとend-policy
です。セットの設定の各行もカウントされます。

設定の行は、一度だけカウントされます。使用されるたびにカウントされるわけではありません。

同様に、applyステートメントでポリシーを複数回使用しても、1つだけのポリシーとしてカウン
トされます。
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ユーザは、行とポリシーのデフォルト値を変更できますが、最大値を超えることも、現在設定さ

れている行またはポリシーの数より低い値に行とポリシーの値を設定することもできません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、RPLシステム制限の最大数が変更されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# rpl maximum lines 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# rpl maximum policies 6

___________________
関連コマンド

説明コマンド

設定の行とポリシーの数の最大制限を表示しま

す。

show rpl maximum, （1894ページ）
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set aigp-metric
Accumulated interior Gateway Protocol（AiGP）属性情報を使用して発信プレフィックスを設定する
には、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set aigp-metricコマンドを使用します。

set aig-metric{igp-cost| value}

___________________
構文の説明

内部ルーティングプロトコルコストを指定します。igp-cost

AiGPメトリック値を指定します。 32ビットの 10進数です。範囲は 0
～ 4294967295です。

value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-polcy

___________________
例 次の例では、AiGPメトリックをルートポリシーの igpコストとして設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy aigp_policy
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set aigp-metric igp-cost

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーごとの Accumulated interior Gateway
Protocol（AiGP）属性の送受信をイネーブルに
します。

aigp

コストコミュニティの Accumulated interior
Gateway Protocol（AiGP）値を送信します。

aigp send-cost-community
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set community
ルートのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コミュニティ属性を設定するには、ルートポ
リシーコンフィギュレーションモードで set communityコマンドを使用します。

set community {community-set-name| inline-community-set| parameter} [additive]

___________________
構文の説明

コミュニティセット名。community-set-name

インラインコミュニティセット。インラインコミュニティセッ

トは、括弧で囲む必要があります。

inline-community-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

（任意）ルート内のコミュニティにコミュニティを追加します。additive

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPコミュニティ属性を設定するには、set communityコマンドを使用します。

set communityコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用でき
ます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについ
ては、ifコマンドを参照してください。

（注）
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コミュニティは、BGPルートで伝達される 32ビット値です。それぞれのルートは、番号なしリ
ストにゼロ以上のコミュニティを持つことができます。

このコマンドは、ルート内のコミュニティを置き換えるときや、任意指定の additiveキーワード
を使用してコミュニティを追加するときに使用します。

インラインセットをサポートするその他のコミュニティ形式と同様に、コミュニティの 16ビッ
ト部分のいずれかまたは両方をパラメータ化できます。また、well-knownコミュニティの名前で
ある internet（0:0）、no-advertise（65535:65281）、no-export（65535:65282）、および local-AS
（65535:65283）も使用できます。インラインコミュニティセットの中の 16ビットの部分はそれ
ぞれ、peerasとして指定することもできます。これは、ルートの受信元であるネイバーの AS番
号を表します。ネイバー ASで 4バイト ASNが採用されている場合は、IANAで割り当てられた
16ビット値 23456（AS_TRANS）が代わりに peerasとして使用されます。

additiveキーワードを指定しない場合は、既存のコミュニティ（well-knownコミュニティ以外）
がすべて削除され、指定したコミュニティで置き換えられます。 additiveキーワードは、ルート
内にすでに存在するコミュニティはすべてそのままで、さらにコミュニティのリストが追加され

ることを指定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、set communityコマンドを使用する不完全な設定を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set community (10:24)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set community (10:24, $as:24, $as:$tag)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set community (10:24, internet) additive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set community (10:24, $as:24) additive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set community (10:24, peeras:24) additive
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set core-tree
マルチキャスト配信ツリー（MDT）タイプを設定するには、ルートポリシーコンフィギュレー
ションモードで set core-treeコマンドを使用します。

set core-tree {gre-rosen| mldp-inband| mldp-partitioned-mp2mp| mldp-partitioned-p2mp| mldp-rosen|
rsvp-te-partitioned-p2mp| parameter}

___________________
構文の説明 IP GRE RosenコアMDTタイプを指定しますgre-rosen

MLDP InBandコアMDTタイプを指定しますmldp-inband

MLDP Partitioned MP2MPコアMDTタイプを指定しますmldp-partitioned-mp2mp

MLDP Partitioned P2MPコアMDTタイプを指定しますmldp-partitioned-p2mp

MLDP RosenコアMDTタイプを指定しますmldp-rosen

RSVP TEコアコアMDTタイプを指定しますrsvp-te-partitioned-p2mp

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要
があります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 この例では、マルチキャスト配信ツリータイプが IP GRE Rosenコアに設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#route-policy policy_mdt_type
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#set core-tree gre-rosen
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set dampening
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートダンプニングを設定するには、ルートポリシー
コンフィギュレーションモードで set dampeningコマンドを使用します。

set dampening {halflife {minutes| parameter}|max-suppress {minutes| parameter}| reuse {seconds|
parameter}| suppress {penalty-units| parameter}| others default}

___________________
構文の説明

ペナルティが減少されるまでの時間（分単位）を指定します。ルートに

ペナルティが割り当てられると、半減期期間後にペナルティは半減され

ます。ペナルティを小さくするプロセスは 5秒ごとに発生します。範囲
は 1～ 45です。

halflife minutes

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

ルートを抑制できる最大時間（分単位）を指定します。範囲は1～20000
です。half-lifeの値がデフォルトに設定されている場合、最大抑制時間は
デフォルトの 60分になります。

max-suppress minutes

ルートをフラップするためのペナルティが、設定済みの値（秒単位）を

下回るのに十分減少すると、ルートの抑制は解除されます。ルートの抑

制中止プロセスは、10秒経過ごとに発生します。範囲は 1～ 20000で
す。

reuse seconds

ルートがフラップするたびに1000ペナルティを指定します。ルートのペ
ナルティが設定済みの制限を超えると、ルートは抑制されます。範囲は

1～ 20000です。

suppress penalty-units

コマンドの 4つすべてのキーワード値を指定しない場合は、コマンドは
others defaultで終わる必要があります。この指定は、定義されていない
キーワードはそのデフォルトに設定されることを示しています。

others default

___________________
コマンドデフォルト half-life：15分

max-suppress：60分（half-lifeの 4倍）

reuse：750秒

suppress：2000ペナルティ単位

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPプロトコルでは、指数のバックオフアルゴリズムを使用したルートダンプニングがサポート
されます。このアルゴリズムは、サポートされる 4つのBGP値（half-life、max-suppress、reuse、
および suppress）を設定することで制御されます。BGPルートダンプニングを設定するには、set
dampeningコマンドを使用します。

set dampeningコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用でき
ます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについ
ては、ifコマンドを参照してください。

（注）

4つのキーワードのうち少なくとも 1つに値を設定する必要があります。 set dampeningコマンド
で、サポートされるキーワードのうち 3つ以下の値を定義する場合は、設定が others defaultで終
わる必要があります。これは、コマンドで定義されていないキーワード値をそのデフォルト値に

設定することを示します。

キーワードは、コマンド内で任意の順序で現れることがあります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、半減期は 20分に設定され、最大抑制時間は

90分に設定されます。それぞれのコマンドは、othersdefaultで終わる必要があります。定義され
ているキーワードは 3つ以下であるからです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set dampening halflife 20 others default
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set dampening max-suppress 90 others default
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次の例では、4つのすべてのキーワードが定義されています。これは、このコマンドで others
defaultが使用されないことを意味します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set dampening halflife 15 max-suppress 60 reuse 750
suppress 2000

次のコマンドは、others default がないため無効です。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set dampening reuse 700

次の例では、パラメータが使用されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set dampening halflife $p1 suppress $p4 reuse $p3
max-suppress $p2
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set eigrp-metric
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ルートメトリックを設定するには、ルートポ
リシーコンフィギュレーションモードで set eigrp-metricコマンドを使用します。

set eigrp-metric bandwidth delay reliability loading mtu

___________________
構文の説明

ルートの最小帯域幅（キロビット/秒）。範囲は 1～ 4294967295です。bandwidth

ルートの遅延（数十マイクロ秒）。遅延は 1か、または 39.1ナノ秒の倍数
である正の数値。範囲は 1～ 4294967295です。

delay

パケット送信が成功する可能性（0～ 255の数字で表す）。値 255は 100%
の信頼性を意味し、0は信頼性がないことを意味します。

reliability

1～ 255（255は 100%のロード）の数値で表された、ルートの有効な帯域
幅。

loading

ルートの最大伝送単位（MTU）のサイズ（バイト）。値の範囲は1～65535
です。

mtu

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

既存の EIGRPメトリック値をさらにオフセットするには、addコマンドを使用できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ルートポリシー policy_1の EIGRPメトリックが調整されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set eigrp-metric 1400 120 250 100 1500
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

既存の値にオフセットを追加します。add, （1654ページ）
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set extcommunity cost
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コスト拡張コミュニティ属性を設定するには、ルート
ポリシーコンフィギュレーションモードで set extcommunity costコマンドを使用します。

set extcommunity cost {cost-extcommunity-set-name| cost-inline-extcommunity-set| parameter} [additive]

___________________
構文の説明

コスト拡張コミュニティセット名。cost-extcommunity-set-name

インラインコスト拡張コミュニティセット。インラインコスト

拡張コミュニティセットは、括弧で囲む必要があります。

cost-inline-extcommunity-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

（任意）ルート内の拡張コミュニティにコストの拡張コミュニティ

を追加します。

additive

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートの拡張コミュニティを置き換える、または任意指定のadditiveキーワードを使用してコミュ
ニティを追加するには、set extcommunity costコマンドを使用します。コストコミュニティは、
パケット転送のためにローカライズされたカスタムの決定が行われるように、BGPで最適パス選
択プロセスをタイブレークするために使用される拡張コミュニティです。拡張コミュニティ形式

は、最適パスアルゴリズムの異なるポイントでの決定に影響する標準の Point Of Insertion（POI;
挿入ポイント）を定義します。
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set extcommunity costコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使
用できます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリスト
については、ifコマンドを参照してください。

（注）

インラインセットをサポートするその他の拡張コミュニティ形式と同様に、コミュニティのいず

れかまたは両方の部分をパラメータ化できます。通常のコミュニティと同じように、additiveキー
ワードを使用して、これらの拡張コミュニティを置き換えるのではなく、すでに存在する拡張コ

ミュニティに追加することを指定できます。 additiveキーワードを指定しないと、コストの既存
の拡張コミュニティ（well-knownコミュニティ以外）はすべて削除され、特定のコミュニティに
置き換えられます。 additiveキーワードは、ルート内にすでに存在する、コストの拡張コミュニ
ティはすべてそのままで、さらに拡張コミュニティセットが追加されることを指定します。

well-knownコミュニティには、internet、local-AS、no-advertise、および no-exportが含まれます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例は、set extcommunity costコマンドを使用する不完全な設定を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set extcommunity cost (IGP:10:20)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set extcommunity cost (Pre-Bestpath:33:44)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set extcommunity cost (IGP:11:21)
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set extcommunity rt
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートターゲット（RT）拡張コミュニティ属性を設
定するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set extcommunity rtコマンドを
使用します。

set extcommunity rt {rt-extcommunity-set-name| rt-inline-extcommunity-set| parameter} additive

___________________
構文の説明

ルートターゲット拡張コミュニティセット名。rt-extcommunity-set-name

インラインルートターゲット拡張コミュニティセット。インライ

ンルートターゲット拡張コミュニティセットは、括弧で囲む必要

があります。

rt-inline-extcommunity-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

（任意）ルート内の拡張コミュニティに RTの拡張コミュニティを
追加します。

additive

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートの拡張コミュニティを置き換える、または任意指定のadditiveキーワードを使用してコミュ
ニティを追加するには、set extcommunity rtコマンドを使用します。
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set extcommunity rtコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用
できます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストに
ついては、ifコマンドを参照してください。

（注）

インラインセットをサポートするその他の拡張コミュニティ形式と同様に、コミュニティのいず

れかまたは両方の部分をパラメータ化できます。通常のコミュニティと同じように、additiveキー
ワードを使用して、これらの拡張コミュニティを置き換えるのではなく、すでに存在する拡張コ

ミュニティに追加することを指定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、set extcommunity rtコマンドを使用する不完全な設定を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set extcommunity rt (10:24)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set extcommunity rt (10:24, $as:24, $as:$tag)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set extcommunity rt (10:24, internet) additive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set extcommunity rt (10:24, $as:24) additive

additiveキーワードを指定しないと、コストの既存の拡張コミュニティ（well-knownコミュニティ
以外）はすべて削除され、特定のコミュニティに置き換えられます。 subadditiveキーワードは、
ルート内にすでに存在する、コストの拡張コミュニティはすべてそのままで、さらに拡張コミュ

ニティのリストが追加されることを指定します。
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set ip-precedence
IP precedenceを設定するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set ip-precedence
コマンドを使用します。

set ip-precedence {number| parameter}

___________________
構文の説明 precedenceの値。優先順位値は 0～ 7の数値です。

• 7：network（ネットワーク制御優先順位でパケットを設定）

• 6：internet（インターネットワーク制御優先順位でパケットを設定）

• 5：critical（クリティカル優先順位でパケットを設定）

• 4：flash-override（フラッシュ上書き優先順位でパケットを設定）

• 3：flash（フラッシュ優先順位でパケットを設定）

• 2：immediate（即時優先順位でパケットを設定）

• 1：priority（プライオリティ優先順位でパケットを設定）

• 0：routine（ルーチン優先順位でパケットを設定）

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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パケットを分類するために IP precedenceを設定するには、set ip-precedenceコマンドを使用しま
す。このコマンドは、BGPテーブルポリシー付加ポイントでサポートされます。プレフィック
スは、フォワーディングプレーンでの後続の処理のためにマーキングされます。BGPによるQoS
ポリシー伝達（QPPB）がインターフェイスでイネーブルになっている場合は、対応するトラフィッ
クシェーピングとポリシングは、IP precedenceまたは QoSグループ IDに基づくパケット分類を
使用して実行されます。 QPPBの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Modular Quality of Service Configuration Guide』を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、set ip-precedenceコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set ip-precedence 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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set isis-metric
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）メトリック属性値を設定するには、ルートポリ
シーコンフィギュレーションモードで set is-is metricコマンドを使用します。

set isis-metric {number| parameter}

___________________
構文の説明 24ビットの整数。範囲は 0～ 16777215です。number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要がありま
す。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISに再配布されるルートの IS-ISメトリック属性値を設定するには、set isis-metricコマンドを
使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、IS-ISメトリック属性値は 1000に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set isis-metric 1000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1797

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
set isis-metric



set label
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ラベル属性値を設定するには、ルートポリシーコン
フィギュレーションモードで set labelコマンドを使用します。

set label {explicit-null| implicit-null| parameter}

___________________
構文の説明 well-knownの明示的な値である 0にラベルを設定します。explicit-null

well-knownの暗黙的な値である 3にラベルを設定します。implicit-null

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

配置の優先順位に基づいて explicit-nullまたは implicit-nullにラベルを設定するには、ルートポリ
シー内のラベル割り当ての付加ポイントで set labelコマンドを使用します。 AS間の操作では、
ASBRは、独自のループバックの一部をそのピアに送信し、暗黙的なヌルまたは明示的なヌルの
いずれかのラベルを付けます。

___________________
例 次の例では、ラベルの設定方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy labelpolicy
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in (206.141.1.0/24) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set label explicit-null
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# elseif destination in (206.141.3.0/24) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# elseif destination in (206.141.4.0/24) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set label explicit-null
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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set level
再配布されたルートにアドバタイズされる Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リン
クステートパケット（LSP）レベルを設定するには、ルートポリシーコンフィギュレーション
モードで set levelコマンドを使用します。

set level {level-1| level-2| level-1-2| parameter}

___________________
構文の説明

再配布されたルートがルータのレベル 1LSPでアドバタイズされることを
指定します。

level-1

再配布されたルートがルータのレベル 2LSPでアドバタイズされることを
指定します。

level-2

再配布されたルートがルータのレベル 1およびレベル 2 LSPでアドバタイ
ズされることを指定します。

level-1-2

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

再配布されたルートにアドバタイズされる LSPレベルを設定するには、IS-IS set levelコマンドを
使用します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1800 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
set level



set levelコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。
ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、if
コマンドを参照してください。

（注）

このコマンドでは、levelキーワードのパラメータ化がサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、レベルはレベル 2に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy bgp_isis_redist
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in (172.2.0.0/16 ge 16) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set level level-2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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set local-preference
ルートのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ローカル優先順位属性を設定するには、ルー
トポリシーコンフィギュレーションモードで set local-preferenceコマンドを使用します。

set local-preference {number| parameter}

___________________
構文の説明 32ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 4294967295

です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 100です。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

自律システムパスの優先順位の値を指定するには、set local-preferenceコマンドを使用します。
ローカル優先順位は非推移的な（自律システム境界を越えません）属性で、BGP最適パス計算（最
も高いローカル優先順位が選択されます）で考慮される 2番目のメトリックです。重みは、最良
パスで評価される最初のメトリックですが、これはルータに対してローカルであり、iBGPピアだ
けに伝播されます。BGP最良パスの計算については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Routing Configuration Guide』の「Implementing BGP on Cisco ASR 9000 Series Router Cisco
IOS XR Software」のモジュールを参照してください。
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set local-preferenceコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用
できます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストに
ついては、ifコマンドを参照してください。

（注）

ローカル優先順位は 32ビットの符号なし整数です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ローカル優先順位値は 10に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set local-preference 10

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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set med
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）Multi ExitDiscriminator（MED）属性を設定するには、
ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set medコマンドを使用します。

set med{number| parameter| igp-cost| {+| {number| parameter}| -| {number| parameter}}| max-reachable}

___________________
構文の説明 32ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 4294967295

です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

MED値を、Interior Gateway Protocol（IGP）ルートのコストに設定して、
BGPルートのネクストホップを解決します。

igp-cost

MEDを、MED +または -スタティックオフセットに設定します。 +ま
たは -の後には整数またはパラメータを指定する必要があります。

+ | -

MED値を、最大有効値である 4294967295に設定します。max-reachable

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

32ビットの符号なし整数であるMED値を設定するには、set medコマンドを使用します。
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set medコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。
ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、if
コマンドを参照してください。

（注）

このコマンドの引数として指定できるのは、整数、パラメータ、igp-costキーワード、または数学
演算子（+または -）と整数またはパラメータです。MEDの IGPコストへの設定は、アウトバウ
ンド BGPポリシーだけでサポートされます。その他の BGP付加ポイントに適用されたポリシー
ではMEDを IGPコストに設定できません。

max-reachableキーワードを指定すると、ルートは到達可能なままにしてMEDを最大値に設定し
ます。

+または -バリアントを使用すると、ユーザは、MEDをMED +または -スタティックオフセッ
トに設定できます。また、ユーザがオフセットをMED値に追加するか減算できるようにするバ
リアントは、アンダーフローまたはオーバーフローの有無についてチェックする範囲です。減算

の結果値のアンダーフローが発生する場合は、MED値はゼロに設定されます。値のオーバーフ
ローが発生する場合は、値は、MEDの最大値である 4294967295に設定されます。MEDを
4294967295に設定すると、ルートは到達不能になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の 2つの例では、（整数 156を使用して）直接指定されるか、パラメータとしてポリシーに渡

される値にMEDを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set med 156
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set med $med_param

次の例では、BGPルートのネクストホップを解決する IGPルートのコストにMED値を自動的に
設定するよう BGPに指示する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set med igp-cost
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set metric-type（IS-IS）
Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）メトリックタイプを設定するには、
ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set metric-typeコマンドを使用します。

set metric-type{internal| external| parameter}

___________________
構文の説明

メトリックタイプを内部に設定します。internal

メトリックタイプを外部に設定します。external

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IS-ISがメトリックを内部メトリックとして処理するか、外部メトリックとして処理するかを制御
するには、IS-IS set metric-typeコマンドを使用します。

set metric-typeコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用でき
ます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについ
ては、ifコマンドを参照してください。

（注）

このコマンドでは、パラメータ化はサポートされません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、IS-ISメトリックタイプは内部に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set metric-type internal
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set metric-type（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）によるルートのコスト計算方法を制御するには、ルートポリシー
コンフィギュレーションモードで set metric-typeコマンドを使用します。

set metric-type {type-1| type-2| parameter}

___________________
構文の説明

タイプ 1メトリックの計算にルートでのコストセットと、トポロジに関
連したコストを使用します。

type-1

タイプ2メトリックの計算にルートでのコストセットだけを使用します。type-2

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFがコストをタイプ 1メトリックとして処理するか、タイプ 2メトリックとして処理するかを
制御するには、OSPF set metric-typeコマンドを使用します。

set metric-typeコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用でき
ます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについ
ては、ifコマンドを参照してください。

（注）
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タイプ 1またはタイプ 2の値は、OSPFがこのルートのコストを計算する方法を制御します。タ
イプ 2メトリックでは、ルートでのコストセットだけが使用されます。タイプ 1メトリックで
は、ルートでのコストセットと、トポロジに関連したコストが計算に使用されます。

このコマンドでは、パラメータ化はサポートされません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、OSPFメトリックタイプはタイプ 1に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set metric-type type-1
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set next-hop
特定のルートに関連付けられたネクストホップを置き換えるには、ルートポリシーコンフィギュ

レーションモードで set next-hopコマンドを使用します。

set next-hop {ipv4-address| ipv6-address| peer-address| parameter| self} [destination-vrf]

___________________
構文の説明

有効な IPv4アドレス。ipv4-address

有効な IPv6アドレス。ipv6-address

ネクストホップを、リモートボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
ピアの IPアドレスに設定します。

peer-address

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要がありま
す。

parameter

それ自体をネクストホップに設定します。self

（任意）ルートのネクストホップを宛先 VPN Routing and Forwarding
（VRF; VPNルーティング/転送）のコンテキストで解決する必要があ
ることを指定します。このキーワードは、IPv4または IPv6アドレスま
たはパラメータを使用する場合に使用可能です。

destination-vrf

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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特定のアドレスに関連付けられたネクストホップを置き換えるには、setnext-hopコマンドを使用
します。

set next-hopコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できま
す。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについて
は、ifコマンドを参照してください。

（注）

このポリシーが付加された BGPネイバーのアドレスがネクストホップとなるように設定するに
は、set next-hop peer-addressコマンドを使用します。

ネクストホップは、ドット付き 10進数で入力される有効な IPv4アドレス、またはコロンで区切
られた 16進数として入力される IPv6アドレスです。

BGP IPv6リンクローカルネクストホップの設定にはこのコマンドを使用できません。

destination-vrfキーワードは、主にレイヤ 3 VPNネットワークでルートのインポート時に使用さ
れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ネクストホップは有効な IPv4アドレスに設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set next-hop 10.0.0.5

次の例では、ネクストホップはパラメータ値 $nexthopに設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set next-hop $nexthop

次の例では、ネクストホップは宛先 VRFコンテキストを持つ有効な IPv4アドレスに設定されま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set next-hop 10.0.0.5 destination-vrf
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set origin
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）送信元属性を変更するには、ルートポリシーコンフィ
ギュレーションモードで set originコマンドを使用します。

set origin {igp| incomplete| egp| parameter}

___________________
構文の説明

送信元タイプを Interior Gateway Protocol（IGP）に設定します。igp

送信元タイプを不完全に設定します。incomplete

送信元タイプをExterior Gateway Protocol（EGP;エクステリアゲートウェ
イプロトコル）に設定します。

egp

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

送信元属性を変更するには、set originコマンドを使用します。

set originコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。
ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、if
コマンドを参照してください。

（注）
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ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートの送信元は、igp、egp、または incompleteで
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、送信元属性は EGPに設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set origin egp
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set ospf-metric
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルメトリック属性値を設定するには、ルートポリシー
コンフィギュレーションモードで set ospf-metricコマンドを使用します。

set ospf-metric {number| parameter}

___________________
構文の説明 24ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 4294967295

です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFに再配布されるルートのメトリックを設定するには、setospf-metricコマンドを使用します。
OSPFメトリック演算子は、整数値またはパラメータのいずれかを受け入れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、OSPFメトリック属性値は 1000に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set ospf-metric 1000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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set path-selection
パス選択基準を設定し、ボーダーゲートウェイプロトコルのパスをインストールまたはアドバタ

イズするには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set path-selectionコマンドを使
用します。

set path-selection {backup number| group-best| all| best-path} [install] [multipath-protect] [advertise]

___________________
構文の説明 BGPバックアップパスを指定します。backup

BGPバックアップパス番号を指定します。 3ビットの 10進数で
す。範囲は 0～ 7です。

number

BGPグループ最良パスを指定します。group-best

すべての BGPパスを指定します。all

BGP最良パスを指定します。best-path

パスをインストールします。install

マルチパス保護をインストールし、アドバタイズします。multipath-protect

パスをアドバタイズします。advertise

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

multipath-protectキーワードが追加されました。リリース 4.0.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例は、ルートポリシー path_selection_plcyのパス選択を advertise backup path 3として設定す

る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy path_selection_plcy
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set path-selection backup 3 advertise

___________________
関連コマンド

説明コマンド

プレフィックスの追加パス選択機能を設定しま

す

additional-paths selection

有効なピアとの間で 1つのプレフィックスに対
する複数のパスを送信する機能を設定します。

additional-paths send

有効なピアとの間で 1つのプレフィックスに対
する複数のパスを受信する機能を設定します。

additional-paths receive

最良外部パスを iBGPおよびルートリフレクタ
ピアにアドバタイズします。

advertise best-external
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set qos-group（RPL）
Quality of Service（QoS）グループを設定するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモー
ドで set qos-groupコマンドを使用します。

set qos-group {number| parameter}

___________________
構文の説明 QoSグループ ID。指定できる範囲は 0～ 31です。number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要がありま
す。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

パケットを分類するために Qosグループを設定するには、set qos-groupコマンドを使用します。

このコマンドは、BGPテーブルポリシー付加ポイントでサポートされます。プレフィックスは、
フォワーディングプレーンでの後続の処理のためにマーキングされます。 BGPによる QoSポリ
シー伝達（QPPB）がインターフェイスでイネーブルになっている場合は、対応するトラフィック
シェーピングとポリシングは、IP precedenceまたは QoSグループ IDに基づくパケット分類を使
用して実行されます。QPPBの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Configuration Guide』を参照してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、set qos-groupコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set qos-group 12
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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set rib-metric
テーブルポリシーのルーティング情報ベース（RIB）メトリック属性値を設定するには、ルート
ポリシーコンフィギュレーションモードで set rib-metricコマンドを使用します。

set rib-metric {number| parameter}

___________________
構文の説明 32ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 4294967295

です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPルートの RIBメトリック属性値を設定するには、set rib-metricコマンドを使用します。

RIB内のすべてのルートにメトリックが関連付けられており、リンクの特性に基づいてコストが
特定の宛先に到達することを指定します。 set rib-metricコマンドは、BGPルートがRIBにインス
トールされるときにRIBメトリックを変更します。RIBにインストールされるBGPルートのアッ
プグレードまたはダウングレードができるようになります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、RIBメトリック属性は 1000に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set rib-metric 1000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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set rip-metric
Routing InformationProtocol（RIP）メトリック属性を設定するには、ルートポリシーコンフィギュ
レーションモードで set rip-metricコマンドを使用します。

set rip-metric {number| parameter}

___________________
構文の説明 4ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 16です。number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要がありま
す。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RIPに再配布されるルートのコスト属性を設定するには、set rip-metricコマンドを使用します。

RIPメトリック値を増加させるには、addコマンドを使用できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、ルートポリシー policy_1の RIPメトリック番号が調整されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set rip-metric 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

既存の値にオフセットを追加します。add, （1654ページ）
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set rip-tag
Routing Information Protocol（RIP）ルートのルートタグ属性を設定するには、ルートポリシーコ
ンフィギュレーションモードで set rip-tagコマンドを使用します。

set rip-tag {number| parameter}

___________________
構文の説明 16ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は0～65535です。number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要がありま
す。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RIPに再配布されるルートの RIPタグ属性を設定するには、set rip-tagコマンドを使用します。
RIPタグ演算子は、整数値またはパラメータのいずれかを受け入れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、ルートポリシー policy_1の RIPタグが調整されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set rip-tag 1000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
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set rpf-topology
ReversePathForwarding（RPF）を、特定の発信元およびグループの任意のデフォルトまたはデフォ
ルト以外のテーブルに設定するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set
rpf-topologyコマンドを使用します。

set rpf-topology [vrf vrf-name] {ipv4| ipv6} {unicast| multicast| parameter} topology table-name

___________________
構文の説明

（任意）IPv4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IPv6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要がありま
す。

parameter

発信元またはグループのデフォルトまたはデフォルト以外のトポロジ

テーブルを指定します。

topology

英数字の名前ストリング。table-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトまたは現在のトポロジ設定。

___________________
コマンドモード ルーティングポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmulticast

___________________
例 次の例では、set rpf-topologyコマンドの実行方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# config
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy green
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set rpf-topology ipv6 multicast topology t12

次の例では、複数のトポロジでトポロジテーブルのRPFを作成する状況における、set rpf-topology
コマンドの使用を示します。

route-policy mt4-p1
if destination in (225.0.0.1, 225.0.0.11) then
set rpf-topology ipv4 multicast topology t201

elseif destination in (225.0.0.2, 225.0.0.12) then
set rpf-topology ipv4 multicast topology t202

elseif destination in (225.0.0.3, 225.0.0.13) then
pass

endif
end-policy
!

route-policy mt4-p3
if destination in (225.0.0.8) then
set rpf-topology ipv4 multicast topology t208

elseif destination in (225.0.0.9) then
set rpf-topology ipv4 multicast topology t209

elseif destination in (225.0.0.10) then
set rpf-topology ipv4 multicast topology t210

else
drop

endif
end-policy
!

___________________
関連コマンド

説明コマンド

PIMでルートポリシーを割り当てて、Reverse
PathForwarding（RPF）トポロジを選択します。

rpf topology
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set spf-priority
OSPFShortest PathFirst（SPF）プライオリティを設定するには、ルートポリシーコンフィギュレー
ションモードで set spf-priorityコマンドを使用します。

set spf-priority {critical| high| medium}

___________________
構文の説明 SPFの criticalプライオリティを設定しますcritical

SPFの highプライオリティを設定しますhigh

SPFの mediumプライオリティを設定しますmedium

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 この例では、SPFプライオリティを criticalとして設定します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#route-policy policy_spf_priority
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#set spf-priority critical

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Shortest Path First（SPF）実行時のグローバル
ルーティング情報ベース（RIB）への OSPFv2
プレフィックスインストールのプライオリティ

を設定します。

spf prefix-priority（OSPF）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1829

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
set spf-priority



set tag
タグ属性を設定するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set tagコマンドを
使用します。

set tag {number| parameter}

___________________
構文の説明 32ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 0～ 4294967295

です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

タグ属性を設定するには、set tagコマンドを使用します。

set tagコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。 if
ステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、ifコ
マンドを参照してください。

（注）

タグは、ルーティング情報ベース（RIB）内の特定のルートに関連付けることができる、ルーティ
ングプロトコルに依存しない 32ビットの整数です。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）では、タグ属性は、テーブルポリシー付加ポイントだ
けで設定できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、タグ属性は 10に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set tag 10

次の例では、タグ属性はパラメータ値 $tag_paramに設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set tag $tag_param
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set traffic-index
トラフィック索引属性を設定するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで set
traffic-indexコマンドを使用します。

set traffic-index {number| parameter| ignore}

___________________
構文の説明

トラフィック索引属性に割り当てられた整数値。範囲は 1～ 63です。number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ポリシーアカウンティングを
行わないことを指定します。

ignore

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

トラフィック索引属性を設定するには、set traffic-indexコマンドを使用します。

set traffic-indexコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用でき
ます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについ
ては、ifコマンドを参照してください。

（注）

トラフィック索引は、BGPの特殊な属性です。これは、ハードウェアを転送することによって保
守されるカウンタセットへの索引として使用されます。また、特定の属性を持つルートを使用し
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て転送されるパケットおよびバイトカウンタを追跡するためにも使用されます。これらのカウン

タは、インターフェイスごとにイネーブルおよびディセーブルにできます。

トラフィック索引属性は、テーブルポリシー付加ポイントだけで設定でき、1～ 63の値または値
ignoreを使用できます。トラフィック索引を ignoreに設定すると、BGPポリシーアカウンティ
ングは行われません。また、この値のパラメータ化がサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、自律システム 1234で発信されたすべてのルートについてトラフィック索引が 10に

設定されるポリシーが作成されます。

RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config)# route-policy count-as-1234
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl)# if as-path originates-from ‘1234’ then
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set traffic-index 10
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl-if)# else
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl-if)# pass
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

このポリシーは、BGP table-policyコマンドを使用して付加できます。カウンタは、適切なコマン
ドを使用して、さまざまなインターフェイスでイネーブルにできます。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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set vpn-distinguisher
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）VPN識別子属性を変更するには、ルートポリシーコ
ンフィギュレーションモードで set vpn-distinguisherコマンドを使用します。

set vpn-distinguisher {number| parameter}

___________________
構文の説明 32ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 1～ 4294967295

です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

VPN識別子属性を変更するには、set vpn-distinguisherコマンドを使用します。

set originコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。
ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、if
コマンドを参照してください。

（注）

VPN識別子は、拡張された個々の VPNを制御するために、また AS間の VPNネットワーク内で
AS境界でのルートターゲットのマッピングを回避するために、レイヤ 3 VPNネットワークで使
用されます。ルートターゲット拡張コミュニティは、ネイバーアウトバウンドで削除され、VPN
識別子値は、拡張コミュニティとして BGPルートで適用されます。別の AS内の隣接ルータで
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ルートを受信すると、VPN識別子は削除され、ルートターゲット拡張コミュニティにマッピング
されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、VPN識別子属性は 456に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set vpn-distinguisher 456

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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set weight
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートの重み値を設定するには、ルートポリシーコ
ンフィギュレーションモードで set weightコマンドを使用します。

set weight {number| parameter}

___________________
構文の説明 BGPルートの重み値に割り当てられた数値。重みは 16ビットです。範

囲は 0～ 65535です。
number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

BGPルートの重み値を設定するには、set weightコマンドを使用します。

setweightコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できます。
ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、if
コマンドを参照してください。

（注）

重みは、BGPローカル優先順位を上書きするためにルートに適用できる値です。これは、BGPピ
アルータに通知されるBGP属性ではありません。重み値を設定するには、RPLを使用できます。

同じネットワーク層到着可能性情報（NLRI）を持つ 2つの BGPルートがある場合は、他の BGP
属性の値がどのように設定されていても、重みが高いルートが選択されます。ただし、重みが重
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要なのは、ローカルルータに対してだけです。これは、同じ自律システム内にある場合でも、あ

る BGPスピーカーから別のスピーカーに送信されません。

シスコルータでは、BGPルートがローカルルータによって発信されている場合でも、その重みは
自動的に 32768に設定されます。BGPルートが別のルータから学習される場合は、その重みは自
動的に 0に設定されます。そのため、デフォルトでは、ローカルで発信されたルートは、BGPに
よって学習されたルートよりも優先されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、ルートの重みは 10に設定されてから、パラメータ値 $weight_paramに設定されま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set weight 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# set weight $weight_param

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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show rpl
システム全体の RPL設定を表示するには、EXECモードで show rplコマンドを使用します。

show [running-config] rpl [maximum {lines configuration-limit| policies policies-limit}| editor {emacs|
nano| vim}]

___________________
構文の説明

（任意）configuration-limit引数を表示します。running-config

（任意）設定の最大行数とポリシーの数を表示します。maximum

（任意）設定が制限される行数を表示します。範囲は 1～ 131072で
す。

configuration-limit引数は、running-configキーワードを指定した場合
に使用可能です。

lines configuration-limit

（任意）ポリシー数制限を表示します。範囲は 1～ 5000です。

configuration-limit引数は、running-configキーワードを指定した場合
に使用可能です。

policies policies-limit

（任意）デフォルトの RPLエディタを指定します。このキーワード
は、running-configキーワードを指定した場合に使用可能です。

editor

（任意）デフォルトの RPLエディタとしてMicro Emacsを表示しま
す。

emacs

（任意）デフォルトの RPLエディタとして nanoを表示します。nano

（任意）デフォルトの RPLエディタとして Vimを表示します。vim

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次に、show running-config rplコマンドの出力を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-config rpl

extcommunity-set rt ext_comm_set_rt_ex1
1.2.3.4:34

end-set
!
prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
route-policy policy_2
if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any com_set_exl) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

___________________
関連コマンド

説明コマンド

設定の行とポリシーの数の最大制限を表示しま

す。

show rpl maximum, （1894ページ）
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show rpl active as-path-set
付加ポイントで使用されている少なくとも 1つのポリシーによって参照されている ASパスセッ
トを表示するには、EXECモードで show rpl active as-path-setコマンドを使用します。

show rpl active as-path-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）アクティブなASパスセットのオブジェクトおよび参照されているす
べてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

システムで使用中であり、ポリシー付加ポイントで直接または間接的に参照されている ASパス
セットをすべて表示するには、show rpl active as-path-setコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
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!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_2 detail

prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
community-set comm_set_ex1
65500:1,
65500:2,
65500:3

end-set
!
extcommunity-set rt ext_comm_set_rt_ex1

1.2.3.4:34
end-set
!
route-policy policy_2

if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1 detail

prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex1
ios-regex '^_655--$',
ios-regex '^_65501_$'

end-set
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!

この設定例では、show rpl active as-path-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl active as-path-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following as-path-sets are ACTIVE
-------------------------------------
as_path_set_ex1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているコミュニ

ティセットを表示します。

show rpl active community-set, （1843ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている拡張コミュ

ニティセットを表示します。

show rpl active extcommunity-set, （1846ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルートポリ

シーを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているプレフィッ

クスセットを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）
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show rpl active community-set
付加ポイントで使用されている少なくとも 1つのポリシーによって参照されているコミュニティ
セットを表示するには、EXECモードで show rpl active community-setコマンドを使用します。

show rpl active community-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）アクティブなコミュニティセットのオブジェクトおよび参照されてい

るすべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

システムで使用中であり、ポリシー付加ポイントで直接または間接的に参照されているコミュニ

ティセットをすべて表示するには、show rpl active community-setコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
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!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_2 detail

prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
community-set comm_set_ex1
65500:1,
65500:2,
65500:3

end-set
!
extcommunity-set rt ext_comm_set_rt_ex1

1.2.3.4:34
end-set
!

route-policy policy_2
if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1 detail

prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex1
ios-regex '^_655--$',
ios-regex '^_65501_$'

end-set
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!

この設定例では、show rpl active community-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl active community-set
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ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following community-sets are ACTIVE
---------------------------------------
comm_set_ex1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている ASパス
セットを表示します。

show rpl active as-path-set, （1840ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている拡張コミュ

ニティセットを表示します。

show rpl active extcommunity-set, （1846ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルートポリ

シーを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているプレフィッ

クスセットを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルート識別

子セットを表示します。

show rpl active rd-set, （1852ページ）
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show rpl active extcommunity-set
付加ポイントで使用されている少なくとも 1つのルートポリシーによって参照されている、コス
ト、ルートターゲット（RT）、および Site of Origin（SoO）の拡張コミュニティセットを表示す
るには、EXECモードで show rpl active extcommunity-setコマンドを使用します。

show rpl active extcommunity-set [cost| rt| soo] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）すべての拡張コミュニティコストセットを表示します。cost

（任意）すべての拡張コミュニティ RTセットを表示します。rt

（任意）すべての拡張コミュニティ SoOセットを表示します。soo

（任意）アクティブな拡張コミュニティセットのオブジェクトおよび参照さ

れているすべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト すべての拡張コミュニティセットが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

システムで使用中であり、ポリシー付加ポイントで直接または間接的に参照されている拡張コミュ

ニティセットをすべて表示するには、show rpl active extcommunity-setコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_2 detail

prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
community-set comm_set_ex1
65500:1,
65500:2,
65500:3

end-set
!
extcommunity-set rt ext_comm_set_rt_ex1

1.2.3.4:34
end-set
!

route-policy policy_2
if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1 detail

prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex1
ios-regex '^_655--$',
ios-regex '^_65501_$'

end-set
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
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if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!

この設定例では、show rpl active extcommunity-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl active extcommunity-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached

UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following extcommunity-sets are ACTIVE
------------------------------------------
ext_comm_set_rt_ex1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている ASパス
セットを表示します。

show rpl active as-path-set, （1840ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているコミュニ

ティセットを表示します。

show rpl active community-set, （1843ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルートポリ

シーを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているプレフィッ

クスセットを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルート識別

子セットを表示します。

show rpl active rd-set, （1852ページ）
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show rpl active prefix-set
付加ポイントで使用されている少なくとも 1つのポリシーによって参照されているプレフィック
スセットを表示するには、EXECモードで show rpl active prefix-setコマンドを使用します。

show rpl active prefix-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）アクティブなプレフィックスセットのオブジェクトおよび参照されて

いるすべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

システムで使用中であり、ポリシー付加ポイントで直接または間接的に参照されているプレフィッ

クスセットをすべて表示するには、show rpl active prefix-setコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
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!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_2 detail

prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!

community-set comm_set_ex1
65500:1,
65500:2,
65500:3

end-set
!
extcommunity-set rt ext_comm_set_rt_ex1

1.2.3.4:34
end-set
!

route-policy policy_2
if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1 detail

prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex1
ios-regex '^_655--$',
ios-regex '^_65501_$'

end-set
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
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次の例では、アクティブなプレフィックスセットを示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl active prefix-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following prefix-sets are ACTIVE
------------------------------------
prefix_set_1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている ASパス
セットを表示します。

show rpl active as-path-set, （1840ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているコミュニ

ティセットを表示します。

show rpl active community-set, （1843ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている拡張コミュ

ニティセットを表示します。

show rpl active extcommunity-set, （1846ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルートポリ

シーを表示します。

show rpl route-policy attachpoints, （1917ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルート識別

子セットを表示します。

show rpl active rd-set, （1852ページ）
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show rpl active rd-set
付加ポイントで使用されている少なくとも 1つのポリシーによって参照されているルート識別子
（RD）セットを表示するには、EXECモードで show rpl active rd-setコマンドを使用します。

show rpl active rd-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）アクティブなルートポリシーのオブジェクトおよび参照されているす

べてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

システムで使用中であり、ポリシー付加ポイントで直接または間接的に参照されている RDセッ
トをすべて表示するには、show rpl active rd-setコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

rd-set rdset1
10:151,
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100.100.100.1:153,
100.100.100.62/31:63

end-set
!
rd-set rdset2

10:152,
100.100.100.1:154,
100.100.100.62/31:89

end-set
!
route-policy rdsetmatch

if rd in rdset1 then
set community (10:112)

elseif rd in rdset2 then
set community (10:223)

endif
end-policy
!
router bgp 10
bgp router-id 10.0.0.1
address-family vpnv4 unicast

neighbor 10.10.10.1
remote-as 10
address-family ipv4 unicast
route-policy rdsetmatch in
!
!

この設定例では、show rpl active rd-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl active rd-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached INACTIVE -- Only referenced
by policies which are not attached UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not
referenced

The following rd-sets are ACTIVE
------------------------------------------

rdset1
rdset2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている ASパス
セットを表示します。

show rpl active as-path-set, （1840ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているコミュニ

ティセットを表示します。

show rpl active community-set, （1843ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている拡張コミュ

ニティセットを表示します。

show rpl active extcommunity-set, （1846ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているプレフィッ

クスセットを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）
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説明コマンド

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルートポリ

シーを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）
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show rpl active route-policy
付加ポイントで使用されている少なくとも 1つのポリシーによって参照されているルートポリ
シーを表示するには、EXECモードで show rpl active route-policyコマンドを使用します。

show rpl active route-policy [detail]

___________________
構文の説明

（任意）アクティブなルートポリシーのオブジェクトおよび参照されているす

べてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

システムで使用中であり、ポリシー付加ポイントで直接または間接的に参照されているポリシー

をすべて表示するには、show rpl active route-policyコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
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!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1

route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_2

route-policy policy_2
if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

この設定例では、show rpl active route-policyコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl active route-policy

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following policies are (ACTIVE)
-----------------------------------
policy_1
policy_2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている ASパス
セットを表示します。

show rpl active as-path-set, （1840ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているコミュニ

ティセットを表示します。

show rpl active community-set, （1843ページ）
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説明コマンド

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されている拡張コミュ

ニティセットを表示します。

show rpl active extcommunity-set, （1846ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているプレフィッ

クスセットを表示します。

show rpl active prefix-set, （1849ページ）

付加ポイントで使用されている少なくとも 1つ
のポリシーによって参照されているルート識別

子セットを表示します。

show rpl active rd-set, （1852ページ）
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show rpl as-path-set
ASパスセットの内容を表示するには、EXECモードで show rpl as-path-setコマンドを使用しま
す。

show rpl as-path-set [name| states| brief]

___________________
構文の説明

（任意）ASパスセットの名前。name

（任意）すべての未使用ステート、非アクティブステート、およびアク

ティブステートを表示します。

states

（任意）表示を、設定なしの ASパスセットすべての名前のリストに制限
します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

表示を、設定なしのASパスセットすべての名前のリストに制限するには、任意の briefキーワー
ドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1

route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy

この設定例では、show rpl as-path-set as_path_set_ex1コマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl as-path-set as_path_set_ex1

as-path-set as_path_set_ex1
ios-regex '^_65500_$',
ios-regex '^_65501_$'

end-set

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きコミュニティセットの設定を表示しま

す。

show rpl community-set, （1866ページ）

名前付き拡張コミュニティセットの設定を表示

します。

show rpl extcommunity-set, （1874ページ）

名前付きルートポリシーの設定を表示します。show rpl route-policy, （1914ページ）

名前付きプレフィックスセットの設定を表示し

ます。

show rpl prefix-set, （1898ページ）
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show rpl as-path-set attachpoints
名前付きASパスセットを参照する、付加ポイントで使用されるポリシーをすべて表示するには、
EXECモードで show rpl as-path-set attachpointsコマンドを使用します。

show rpl as-path-set name attachpoints

___________________
構文の説明 ASパスセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きセットを直接または間接的に参照する、付加ポイントで使用されるポリシーをすべて表

示するには、show rpl as-path-set attachpointsコマンドを使用します。

ASパスセット名は必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
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!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1

route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_2

route-policy policy_2
if (destination in prefix_set_ex1) then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

この設定例では、show rpl as-path-set as_path_set_ex1 attachpointsコマンドは、次の情報を表示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl as-path-set as_path_set_ex1 attachpoints

BGP Attachpoint:Neighbor

Neighbor/Group type afi/safi in/out referring policy attached policy
----------------------------------------------------------------------------
10.0.101.2 -- IPv4/uni in policy_1 policy_1
10.0.101.3 -- IPv4/uni in policy_2 policy_2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 173：show rpl as-path-set attachpoints フィールドの説明

説明フィールド

付加ポイントの場所。BGP Attachpoint

ネイバー上の付加ポイントの IPアドレス。Neighbor/Group

アドレスファミリモードを表示します。type
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説明フィールド

アドレスファミリ IDまたは後続のアドレス
ファミリ ID。

afi/safi

ポリシーをインポートまたはエクスポートしま

す。

in/out

ASパスセットを参照するポリシー。referring policy

付加ポイントで使用されるポリシー。attached policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きコミュニティセットを参照する、付加

ポイントで使用されるポリシーをすべて表示し

ます。

show rpl community-set attachpoints, （1868ペー
ジ）

名前付きポリシーを参照する、付加ポイントで

使用されるポリシーをすべて表示します。

show rpl route-policy attachpoints, （1917ページ）

名前付きプレフィックスセットを参照する、付

加ポイントで使用されるポリシーをすべて表示

します。

show rpl prefix-set attachpoints, （1900ページ）
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show rpl as-path-set references
名前付き ASパスセットを参照するポリシーをすべてリストするには、EXECモードで show rpl
as-path-set referencesコマンドを使用します。

show rpl as-path-set name references [brief]

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。name

（任意）出力を、名前付き ASパスセットに関する詳細情報ではなく、
要約表だけに制限します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きASパスセットを直接または間接的に参照するポリシーをすべて表示するには、showrpl
as-path-set referencesコマンドを使用します。

出力を、ASパスセットに関する詳細情報ではなく、要約表だけに制限するには、任意の brief
キーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1

route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy

この設定例では、show rpl as-path-set as_path_set_ex1 referencesコマンドは、次の情報を表示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl as-path-set as_path_set_ex1 references

Usage Direct -- Reference occurs in this policy
Usage Indirect -- Reference occurs via an apply statement

Status UNUSED -- Policy is not in use at an attachpoint (unattached)
Status ACTIVE -- Policy is actively used at an attachpoint
Status INACTIVE -- Policy is applied by an unattached policy

Usage/Status count
--------------------------------------------------------------

Direct 1
Indirect 0

ACTIVE 1
INACTIVE 0
UNUSED 0

route-policy usage policy status
--------------------------------------------------------------

policy_1 Direct ACTIVE

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 174：show rpl as-path-set references フィールドの説明

説明フィールド

ASパスセットを参照するすべてのポリシーの
使用方法とステータスを表示します。

使用方法の値は Directまたは Indirectです。

ポリシーステータスの値は、ACTIVE、
INACTIVE、または UNUSEDです。

Usage/Status
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説明フィールド

それぞれの使用方法とステータスのオプション

と一致するポリシーの数。

count

ASパスセットを参照するルートポリシーの名
前。

route-policy

ポリシーの使用方法のタイプ。usage

ポリシーのステータス。policy status

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きコミュニティセットを参照するポリ

シーをすべてリストします。

show rpl community-set references, （1871ページ）

名前付きポリシーを参照するポリシーをすべて

リストします。

show rpl route-policy references, （1923ページ）

名前付きプレフィックスセットを参照するポリ

シーをすべてリストします。

show rpl prefix-set references, （1903ページ）
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show rpl community-set
コミュニティセットの設定を表示するには、EXECモードで show rpl community-setコマンドを
使用します。

show rpl community-set [name| states| brief]

___________________
構文の説明

（任意）コミュニティセットの名前。name

（任意）すべての未使用ステート、非アクティブステート、およびアクティ

ブステートを表示します。

states

（任意）表示を、設定なしのコミュニティセットすべての名前のリストに

制限します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

表示を、設定なしのコミュニティセットすべての名前のリストに制限するには、任意のbriefキー
ワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy

この設定例では、show rpl community-set comm_set_ex2コマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl community-set comm_set_ex2

community-set comm_set_ex2
65501:1,
65501:2,
65501:3

end-set

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットの設定を表示します。show rpl as-path-set, （1858ページ）

名前付き拡張コミュニティセットの設定を表示

します。

show rpl extcommunity-set, （1874ページ）

名前付きプレフィックスセットの設定を表示し

ます。

show rpl prefix-set, （1898ページ）

名前付き RDセットの設定を表示します。show rpl rd-set, （1906ページ）

名前付きルートポリシーの設定を表示します。show rpl route-policy, （1914ページ）
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show rpl community-set attachpoints
名前付きコミュニティセットを参照する、付加ポイントで使用されるポリシーをすべて表示する

には、EXECモードで show rpl community-set attachpointsコマンドを使用します。

show rpl community-set name attachpoints

___________________
構文の説明

コミュニティセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きコミュニティセットを直接または間接的に参照する、付加ポイントで使用されるポリ

シーをすべて表示するには、show rpl community-set attachpointsコマンドを使用します。

コミュニティセット名は必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
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neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
!
route-policy policy_2

if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then <<<<<
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

この設定例では、show rpl community-set attachpointsコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl community-set ext_comm_set_rt_ex1 attachpoints

BGP Attachpoint:Neighbor

Neighbor/Group type afi/safi in/out referring policy attached policy
----------------------------------------------------------------------------
10.0.101.3 -- IPv4/uni in policy_2 policy_2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 175：show rpl community-set attachpoints フィールドの説明

説明フィールド

付加ポイントの場所。BGP Attachpoint

ネイバー上の付加ポイントの IPアドレス。Neighbor/Group

アドレスファミリモードを表示します。type

アドレスファミリ IDまたは後続のアドレス
ファミリ ID。

afi/safi

ポリシーをインポートまたはエクスポートしま

す。

in/out

ASパスセットを参照するポリシー。referring policy

付加ポイントで使用されるポリシー。attached policy
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットを参照する、付加ポイ
ントで使用されるポリシーをすべて表示しま

す。

show rpl as-path-set attachpoints, （1860ページ）

名前付きプレフィックスセットを参照する、付

加ポイントで使用されるポリシーをすべて表示

します。

show rpl prefix-set attachpoints, （1900ページ）

名前付き RDセットを参照する、付加ポイント
で使用されるポリシーをすべて表示します。

show rpl rd-set attachpoints, （1908ページ）

名前付きポリシーを参照する、付加ポイントで

使用されるポリシーをすべて表示します。

show rpl route-policy attachpoints, （1917ページ）
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show rpl community-set references
名前付きコミュニティセットを参照するポリシーをすべてリストするには、EXECモードで show
rpl community-set referencesコマンドを使用します。

show rpl community-set name references [brief]

___________________
構文の説明

コミュニティセットの名前。name

（任意）出力を、コミュニティセットに関する詳細情報ではなく、要約

表だけに制限します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きコミュニティセットを参照するポリシーをすべて表示するには、showrpl community-set
referencesコマンドを使用します。

出力を、コミュニティセットに関する詳細情報ではなく、要約表だけに制限するには、任意の

briefキーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
route-policy policy_2
if (destination in prefix_set_ex1) then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy

この設定例では、show rpl extcommunity-set comm_set_ex1 referencesコマンドは、次の情報を表
示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl extcommunity-set comm_set_ex1 references

Usage Direct -- Reference occurs in this policy
Usage Indirect -- Reference occurs via an apply statement

Status UNUSED -- Policy is not in use at an attachpoint (unattached)
Status ACTIVE -- Policy is actively used at an attachpoint
Status INACTIVE -- Policy is applied by an unattached policy

Usage/Status count
--------------------------------------------------------------

Direct 1
Indirect 0

ACTIVE 1
INACTIVE 0
UNUSED 0

route-policy usage policy status
--------------------------------------------------------------

policy_2 Direct ACTIVE

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 176：show rpl community-set references フィールドの説明

説明フィールド

コミュニティセットを参照するすべてのポリ

シーの使用方法とステータスを表示します。

使用方法の値は Directまたは Indirectです。

ステータスの値は、ACTIVE、INACTIVE、お
よび UNUSEDです。

Usage/Status

それぞれの使用方法とステータスのオプション

と一致するポリシーの数。

count

コミュニティセットを参照するルートポリシー

の名前。

route-policy

ポリシーの使用方法のタイプ。usage

ポリシーのステータス。policy status

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットを参照するポリシーを
すべてリストします。

show rpl as-path-set references, （1863ページ）

名前付きプレフィックスセットを参照するポリ

シーをすべてリストします。

show rpl prefix-set references, （1903ページ）

名前付き RDセットを参照するポリシーをすべ
てリストします。

show rpl rd-set references, （1911ページ）

名前付きポリシーを参照するポリシーをすべて

リストします。

show rpl route-policy references, （1923ページ）
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show rpl extcommunity-set
拡張コミュニティセットの設定を表示するには、EXECモードで show rpl extcommunity-setコマ
ンドを使用します。

show rpl extcommunity-set [name [attachpoints| references]] [cost| rt| soo] [ name ] [brief] [states]

___________________
構文の説明

（任意）コミュニティセットの名前。name

（任意）このコミュニティセットの付加ポイントをすべて表示します。attachpoints

（任意）このコミュニティセットを使用するポリシーをすべて表示しま

す。

references

（任意）すべての拡張コミュニティコストセットを表示します。cost

（任意）すべての拡張コミュニティ RTセットを表示します。rt

（任意）すべての拡張コミュニティ SoOセットを表示します。soo

（任意）表示を、設定なしの拡張コミュニティセットすべての名前のリ

ストに制限します。

brief

（任意）すべての未使用ステート、非アクティブステート、およびアク

ティブステートを表示します。

states

___________________
コマンドデフォルト 付加ポイントも参照も指定されていない場合は、設定済みのすべての拡張コミュニティセットが

表示されます

コスト、RT、SoOのどれも指定されていない場合は、設定済みのすべての拡張コミュニティセッ
トが表示されます

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

表示を、設定なしの拡張コミュニティセットの名前のリストに制限するには、任意の briefキー
ワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次の例では、ext_comm_set_rt_ex1という名前の RTコミュニティセットについて、拡張コミュニ

ティの設定が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl extcommunity-set rt ext_comm_set_rt_ex1

ext_comm_set_rt_ex1
1.2.3.4:34

end-set
!

次の例では、拡張コミュニティの設定がすべてのRTセットオブジェクトとともに表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl extcommunity-set rt

Listing for all Extended Community RT Set objects

extcommunity-set rt extrt1
66:60001

end-set
!
extcommunity-set rt rtset1
10:615,
10:6150,
15.15.15.15:15

end-set
!
extcommunity-set rt rtset3
11:11,
11.1.1.1:3

end-set
!
extcommunity-set rt extsoo1
66:70001

end-set
!
extcommunity-set rt rtsetl1
100:121,
100:122,
100:123,
100:124,
100:125,
100:126,
100:127,
100:128,
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7.7.7.7:21
end-set
!

次の例では、拡張コミュニティの設定がすべてのコストセットオブジェクトとともに表示されま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl extcommunity-set cost

Listing for all Extended Community COST Set objects

extcommunity-set cost costset1
IGP:90:914,
Pre-Bestpath:91:915

end-set
!
extcommunity-set cost costset2
IGP:92:916,
Pre-Bestpath:93:917,
IGP:94:918,
Pre-Bestpath:95:919

end-set
!

次の例では、拡張コミュニティの設定がすべての SoOセットオブジェクトとともに表示されま
す。

Extended Community SOO Set objects

extcommunity-set soo sooset1
10:151,
100.100.100.1:153

end-set
!
extcommunity-set soo sooset3
11:11,
11.1.1.1:3

end-set
!

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットの設定を表示します。show rpl as-path-set, （1858ページ）

名前付きコミュニティセットの設定を表示しま

す。

show rpl community-set, （1866ページ）

名前付きプレフィックスセットの設定を表示し

ます。

show rpl prefix-set, （1898ページ）

名前付き RDセットの設定を表示します。show rpl rd-set, （1906ページ）

名前付きルートポリシーの設定を表示します。show rpl route-policy, （1914ページ）
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show rpl inactive as-path-set
あるポリシーによって参照されているが、付加ポイントで使用されているどのポリシー内にもな

いASパスセットを表示するには、EXECモードで show rpl inactive as-path-setコマンドを使用し
ます。

show rpl inactive as-path-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）非アクティブなASパスセットのオブジェクトおよび参照されている
すべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

付加ポイントで直接または間接的に使用中ではないが、システム内の少なくとも 1つのポリシー
によって参照されているASパスセットをすべて表示するには、show rpl inactive as-path-setコマ
ンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
route-policy sample
if (destination in sample) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2

if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample1
apply policy_3
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end-policy

この設定例では、show rpl inactive as-path-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl inactive as-path-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following as-path-sets are INACTIVE
---------------------------------------
as_path_set_ex2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないコミュニティセットを表示します。

show rpl inactive community-set, （1880ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない拡張コミュニティセットを表示します。

show rpl inactive extcommunity-set, （1883ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないプレフィックスセットを表示します。

show rpl inactive prefix-set, （1886ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない RDセットを表示します。

show rpl inactive rd-set, （1889ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないルートポリシーを表示します。

show rpl inactive route-policy, （1891ページ）
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show rpl inactive community-set
あるポリシーによって参照されているが、付加ポイントで使用されているどのポリシー内にもな

いコミュニティセットを表示するには、EXECモードで show rpl inactive community-setコマンド
を使用します。

show rpl inactive community-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）非アクティブなコミュニティセットのオブジェクトおよび参照されて

いるすべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

付加ポイントで直接または間接的に使用中ではないが、システム内の少なくとも 1つのポリシー
によって参照されているコミュニティセットをすべて表示するには、showrpl inactivecommunity-set
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
route-policy sample2
if (destination in sample2) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2

if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample2
apply policy_3
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end-policy

この設定例では、show rpl inactive community-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl inactive community-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following community-sets are INACTIVE
------------------------------------------
comm_set_ex2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない ASパスセットを表示します。

show rpl inactive as-path-set, （1877ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない拡張コミュニティセットを表示します。

show rpl inactive extcommunity-set, （1883ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないプレフィックスセットを表示します。

show rpl inactive prefix-set, （1886ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない RDセットを表示します。

show rpl inactive rd-set, （1889ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないルートポリシーを表示します。

show rpl inactive route-policy, （1891ページ）
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show rpl inactive extcommunity-set
あるポリシーによって参照されているが、付加ポイントで使用されているどのポリシー内にもな

い拡張コミュニティセットを表示するには、EXECモードで show rpl inactive extcommunity-set
コマンドを使用します。

show rpl inactive extcommunity-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）非アクティブな拡張コミュニティセットのオブジェクトおよび参照さ

れているすべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

付加ポイントで直接または間接的に使用中ではないが、システム内の少なくとも 1つのポリシー
によって参照されている拡張コミュニティセットをすべて表示するには、show rpl inactive
extcommunity-setコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
route-policy sample3
if (destination in sample3) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2

if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample3
apply policy_3
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end-policy

この設定例では、show rpl inactive extcommunity-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl inactive extcommunity-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following extcommunity-sets are INACTIVE
--------------------------------------------
ext_comm_set_rt_ex2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない ASパスセットを表示します。

show rpl inactive as-path-set, （1877ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないコミュニティセットを表示します。

show rpl inactive community-set, （1880ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないプレフィックスセットを表示します。

show rpl inactive prefix-set, （1886ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない RDセットを表示します。

show rpl inactive rd-set, （1889ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないルートポリシーを表示します。

show rpl inactive route-policy, （1891ページ）
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show rpl inactive prefix-set
あるポリシーによって参照されているが、付加ポイントで使用されているどのポリシー内にもな

いプレフィックスセットを表示するには、EXECモードで show rpl inactive prefix-setコマンドを
使用します。

show rpl inactive prefix-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）非アクティブなプレフィックスセットのオブジェクトおよび参照され

ているすべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

付加ポイントで直接または間接的に使用中ではないが、システム内の少なくとも 1つのポリシー
によって参照されているプレフィックスセットをすべて表示するには、showrpl inactive prefix-set
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
route-policy sample4
if (destination in sample4) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2

if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample4
apply policy_3
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end-policy

この設定例では、show rpl inactive prefix-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl inactive prefix-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following prefix-sets are INACTIVE
--------------------------------------
sample4
prefix_set_ex2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない ASパスセットを表示します。

show rpl inactive as-path-set, （1877ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないコミュニティセットを表示します。

show rpl inactive community-set, （1880ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない拡張コミュニティセットを表示します。

show rpl inactive extcommunity-set, （1883ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないルートポリシーを表示します。

show rpl inactive route-policy, （1891ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない RDセットを表示します。

show rpl inactive rd-set, （1889ページ）
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show rpl inactive rd-set
あるポリシーによって参照されているが、付加ポイントで使用されているどのポリシー内にもな

いルート識別子（RD）セットを表示するには、EXECモードで show rpl inactive rd-setコマンド
を使用します。

show rpl inactive rd-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）非アクティブなRDセットのオブジェクトおよび参照されているすべ
てのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

付加ポイントで直接または間接的に使用中ではないが、システム内の少なくとも 1つのポリシー
によって参照されている RDセットをすべて表示するには、show rpl inactive rd-setコマンドを使
用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

rd-set rdset1
10:151,
100.100.100.1:153,
100.100.100.62/31:63

end-set
!
rd-set rdset2
10:152,
100.100.100.1:154,
100.100.100.62/31:89

end-set
!

この設定例では、show rpl inactive rd-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl inactive rd-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached INACTIVE -- Only referenced
by policies which are not attached UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not
referenced

The following rd-sets are INACTIVE
------------------------------------------

rdset1
rdset2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない ASパスセットを表示します。

show rpl inactive as-path-set, （1877ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないコミュニティセットを表示します。

show rpl inactive community-set, （1880ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない拡張コミュニティセットを表示します。

show rpl inactive extcommunity-set, （1883ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないプレフィックスセットを表示します。

show rpl inactive prefix-set, （1886ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないルートポリシーを表示します。

show rpl inactive route-policy, （1891ページ）
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show rpl inactive route-policy
あるポリシーによって参照されているが、付加ポイントで使用されているどのポリシー内にもな

いルートポリシーを表示するには、EXECモードで show rpl inactive route-policyコマンドを使用
します。

show rpl inactive route-policy [detail]

___________________
構文の説明

（任意）非アクティブなルートポリシーのオブジェクトおよび参照されている

すべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

付加ポイントで直接または間接的に使用中ではないが、システム内の少なくとも 1つの他のポリ
シーによって参照されているポリシーをすべて表示するには、show rpl inactive route-policyコマ
ンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
route-policy sample3
if (destination in sample3) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2

if destination in prefix_set_ex1 then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample3
apply policy_3
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end-policy

この設定例では、show rpl inactive route-policyコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl inactive route-policy

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following policies are (INACTIVE)
-------------------------------------
sample3
policy_3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない ASパスセットを表示します。

show rpl inactive as-path-set, （1877ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないコミュニティセットを表示します。

show rpl inactive community-set, （1880ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない拡張コミュニティセットを表示します。

show rpl inactive extcommunity-set, （1883ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ないプレフィックスセットを表示します。

show rpl inactive prefix-set, （1886ページ）

あるポリシーによって参照されているが、付加

ポイントで使用されているどのポリシー内にも

ない RDセットを表示します。

show rpl inactive rd-set, （1889ページ）
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show rpl maximum
設定の行とポリシーの数の最大制限を表示するには、EXECモードで show rplmaximumコマンド
を使用します。

show rpl maximum [lines| policies]

___________________
構文の説明

（任意）設定の行数制限を設定します。lines

（任意）ポリシー数制限を設定します。policies

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

設定の行およびポリシーの現在の合計、現在の制限、および最大制限を表示するには、show rpl
maximumコマンドを使用します。

表示を設定の行数制限に制限するには、任意の linesキーワードを使用します。表示をポリシー数
制限に制限するには、任意の policiesキーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、show rpl maximumコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl maximum
Current Current Max
Total Limit Limit

------------------------------------------------------------
Lines of configuration 3 65536 131072
Policies 1 3500 5000
Compiled policies size (kB) 0

表 177：show rpl maximumフィールドの説明, （1895ページ）に、この出力で表示される重要な
フィールドの説明を示します。

表 177：show rpl maximum フィールドの説明

説明フィールド

ポリシーの行の現在の合計、現在の制限、およ

び最大制限を表示します。

Lines of configuration

ポリシーの現在の合計、現在の制限、および最

大制限を表示します。

Policies

ポリシーの現在のコンパイル済み合計を KB単
位で表示します。

Compiled policies size (kB)

___________________
関連コマンド

説明コマンド

設定の行数とポリシーの数の最大を設定しま

す。

rpl maximum, （1777ページ）
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show rpl policy-global references
policy-global定義を表示するには、EXECモードで show rpl policy-global referencesコマンドを使
用します。

show rpl policy-global references [brief]

___________________
構文の説明

（任意）表示を、ポリシー名のリストに制限します。brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

policy-global
infinity '16'

end-global
!
route-policy set-rip-unreachable

set rip-metric $infinity
end-policy
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!

この設定例では、show rpl policy-global referencesコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl policy-global references

Usage Direct -- Reference occurs in this policy Usage Indirect -- Reference occurs via an
apply statement

Status UNUSED -- Policy is not in use at an attachpoint (unattached) Status ACTIVE -- Policy
is actively used at an attachpoint Status INACTIVE -- Policy is applied by an unattached
policy

Usage/Status count
--------------------------------------------------------------

Direct 1
Indirect 0

ACTIVE 0
INACTIVE 0
UNUSED 1

Usage Status Route-policy
--------------------------------------------------------------

Direct UNUSED set-rip-unreachable
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show rpl prefix-set
プレフィックスセットの設定を表示するには、EXECモードで show rpl prefix-setコマンドを使用
します。

show rpl prefix-set [name| states| brief]

___________________
構文の説明

（任意）プレフィックスセットの名前。name

（任意）すべての未使用ステート、非アクティブステート、およびアク

ティブステートを表示します。

states

（任意）表示を、設定なしの拡張コミュニティセットすべての名前のリス

トに制限します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セットは他のセットまたはポリシーを階層的に参照できないため、show rpl policyコマンドと同
様に detailキーワードは存在しません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次の例では、プレフィックスセット pset1の設定が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl prefix-set pset1
!
prefix-set pset1
10.0.0.1/0,
10.0.0.2/0 ge 25 le 32,
10.0.0.5/8 ge 8 le 32,
10.168.0.0/16 ge 16 le 32,
172.16.0.9/20 ge 20 le 32,
192.168.0.5/20 ge 20 le 32
end-set

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットの設定を表示します。show rpl as-path-set, （1858ページ）

名前付きコミュニティセットの設定を表示しま

す。

show rpl community-set, （1866ページ）

名前付き拡張コミュニティセットの設定を表示

します。

show rpl extcommunity-set, （1874ページ）

名前付きルートポリシーの設定を表示します。show rpl route-policy, （1914ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J 1899

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
show rpl prefix-set



show rpl prefix-set attachpoints
名前付きプレフィックスセットを参照する、付加ポイントで使用されるポリシーをすべて表示す

るには、EXECモードで show rpl prefix-set attachpointsコマンドを使用します。

show rpl prefix-set name attachpoints

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きプレフィックスセットを直接または間接的に参照する、付加ポイントで使用されるポリ

シーをすべて表示するには、show rpl prefix-set attachpointsコマンドを使用します。

プレフィックスセット名は必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
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!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2
if (destination in prefix_set_ex1) then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy

この設定例では、show rpl prefix-set prefix_set_ex1 attachpointsコマンドは、次の情報を表示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl prefix-set prefix_set_ex1 attachpoints

BGP Attachpoint:Neighbor

Neighbor/Group type afi/safi in/out referring policy attached policy
----------------------------------------------------------------------------
10.0.101.2 -- IPv4/uni in policy_1 policy_1
10.0.101.3 -- IPv4/uni in policy_2 policy_2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 178：show rpl prefix-set attachpoints フィールドの説明

説明フィールド

付加ポイントの場所。BGP Attachpoint

ネイバー上の付加ポイントの IPアドレス。Neighbor/Group

アドレスファミリモード。type

アドレスファミリ IDまたは後続のアドレス
ファミリ ID。

afi/safi
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説明フィールド

ポリシーをインポートまたはエクスポートしま

す。

in/out

ASパスセットを参照するポリシー。referring policy

付加ポイントで使用されるポリシー。attached policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットを参照する、付加ポイ
ントで使用されるポリシーをすべて表示しま

す。

show rpl as-path-set attachpoints, （1860ページ）

名前付きコミュニティセットを参照する、付加

ポイントで使用されるポリシーをすべて表示し

ます。

show rpl community-set attachpoints, （1868ペー
ジ）

名前付きポリシーを参照する、付加ポイントで

使用されるポリシーをすべて表示します。

show rpl route-policy attachpoints, （1917ページ）
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show rpl prefix-set references
名前付きプレフィックスセットを参照するポリシーをすべてリストするには、EXECモードで
show rpl prefix-set referencesコマンドを使用します。

show rpl prefix-set name references [brief]

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。name

（任意）出力を、名前付きプレフィックスセットに関する詳細情報では

なく、要約表だけに制限します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きプレフィックスセットを参照するポリシーをすべてリストするには、show rpl prefix-set
referencesコマンドを使用します。

出力を、名前付きプレフィックスセットに関する詳細情報ではなく、要約表だけに制限するに

は、任意の briefキーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

prefix-set ten-net
10.0.0.0/16 le 32
end-set
prefix-set too-specific
0.0.0.0/0 ge 25 le 32
end-set
route-policy example-one
if destination in ten-net then
drop
else
set local-preference 200
apply set-comms
endif
end-policy
route-policy set-comms
set community (10:1234) additive
end-policy

route-policy example-three
if destination in too-specific then
drop
else
apply example-one
pass
endif
end-policy

次の例では、プレフィックスセット ten-netを参照する各ポリシーの使用方法とステータスを示す
情報を表示します。 briefキーワードは、表示を、プレフィックスセットに関する詳細情報では
なく、要約表だけに制限します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl prefix-set ten-net references brief

Usage Direct -- Reference occurs in this policy
Usage Indirect -- Reference occurs via an apply statement

Status UNUSED -- Policy is not in use at an attachpoint (unattached)
Status ACTIVE -- Policy is actively used at an attachpoint
Status INACTIVE -- Policy is applied by an unattached policy

Usage/Status count
-------------------------------------------------------------

Direct 1
Indirect 1

ACTIVE 0
INACTIVE 1
UNUSED 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 179：show rpl prefix-set name references フィールドの説明

説明フィールド

プレフィックスセットを参照するすべてのポリ

シーの使用方法とステータスを表示します。

Usage/Status
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説明フィールド

それぞれの使用方法とステータスのオプション

と一致するポリシーの数。

count

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットを参照するポリシーを
すべてリストします。

show rpl as-path-set references, （1863ページ）

名前付きコミュニティセットを参照するポリ

シーをすべてリストします。

show rpl community-set references, （1871ページ）

名前付きポリシーを参照するポリシーをすべて

リストします。

show rpl route-policy references, （1923ページ）
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show rpl rd-set
ルート識別子（RD）セットの設定を表示するには、EXECモードで show rpl rd-setコマンドを使
用します。

show rpl rd-set [name| states| brief]

___________________
構文の説明

（任意）RDセットの名前。name

（任意）すべての未使用ステート、非アクティブステート、およびアク

ティブステートを表示します。

states

（任意）表示を、設定なしのRDセットすべての名前のリストに制限しま
す。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

セットは他のセットまたはポリシーを階層的に参照できないため、show rpl policyコマンドと同
様に detailキーワードは存在しません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次の例では、RDセット rdset1の設定が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl rd-set rdset1

rd-set rdset1
10:151,
100.100.100.1:153,
100.100.100.62/31:63

end-set

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットの設定を表示します。show rpl as-path-set, （1858ページ）

名前付きコミュニティセットの設定を表示しま

す。

show rpl community-set, （1866ページ）

名前付き拡張コミュニティセットの設定を表示

します。

show rpl extcommunity-set, （1874ページ）

名前付きプレフィックスセットの設定を表示し

ます。

show rpl prefix-set, （1898ページ）

名前付きルートポリシーの設定を表示します。show rpl route-policy, （1914ページ）
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show rpl rd-set attachpoints
名前付きルート識別子（RD）セットを参照する、付加ポイントで使用されるポリシーをすべて表
示するには、EXECモードで show rpl rd-set attachpointsコマンドを使用します。

show rpl rd-set name attachpoints

___________________
構文の説明 RDセットの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付き RDセットを直接または間接的に参照する、付加ポイントで使用されるポリシーをすべ
て表示するには、show rpl rd-set attachpointsコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

route-policy rdsetmatch
if rd in rdset1 then
set community (10:112)

elseif rd in rdset2 then
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set community (10:223)
endif

end-policy

router bgp 10
address-family vpnv4 unicast
exit
neighbor 10.0.101.1
remote-as 11
address-family vpnv4 unicast
route-policy rdsetmatch in

!

この設定例では、show rpl rd-set rdset1 attachpointsコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl rd-set rdset attachpoints

BGP Attachpoint: Neighbor

Neighbor/Group type afi/safi in/out vrf name
--------------------------------------------------
10.0.101.1 -- IPv4/vpn in default

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 180：show rpl rd-set attachpoints フィールドの説明

説明フィールド

指定されたRDが使用されるBGPネイバーまた
はネイバーグループ。

Neighbor/Group

RDセットが使用されるBGPアドレスファミリ
またはサブアドレスファミリ。

afi/safi

方向in/out

RDセットが使用される VRF名。vrf name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットを参照する、付加ポイ
ントで使用されるポリシーをすべて表示しま

す。

show rpl as-path-set attachpoints, （1860ページ）

名前付きコミュニティセットを参照する、付加

ポイントで使用されるポリシーをすべて表示し

ます。

show rpl community-set attachpoints, （1868ペー
ジ）

名前付きプレフィックスセットを参照する、付

加ポイントで使用されるポリシーをすべて表示

します。

show rpl prefix-set attachpoints, （1900ページ）
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説明コマンド

名前付きポリシーを参照する、付加ポイントで

使用されるポリシーをすべて表示します。

show rpl route-policy attachpoints, （1917ページ）
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show rpl rd-set references
名前付きルート識別子（RD）セットを参照するポリシーをすべてリストするには、EXECモード
で show rpl rd-set referencesコマンドを使用します。

show rpl rd-set name references [brief]

___________________
構文の説明 RDセットの名前。name

（任意）出力を、RDセットに関する詳細情報ではなく、要約表だけに
制限します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付き RDセットを参照するポリシーをすべてリストするには、show rpl rd-set referencesコマ
ンドを使用します。

出力を、名前付きRDセットに関する詳細情報ではなく、要約表だけに制限するには、任意のbrief
キーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

route-policy rdsetmatch
if rd in rdset1 then
set community (10:112)

elseif rd in rdset2 then
set community (10:223)

endif
end-policy
!
router bgp 10
address-family vpnv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.1
remote-as 11
address-family vpnv4 unicast
route-policy rdsetmatch in
!

この設定例では、show rpl rd-set rdset1 referencesコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl rd-set rdset1 references

Usage Direct -- Reference occurs in this policy
Usage Indirect -- Reference occurs via an apply statement

Status UNUSED -- Policy is not in use at an attachpoint (unattached)
Status ACTIVE -- Policy is actively used at an attachpoint
Status INACTIVE -- Policy is applied by an unattached policy

Usage/Status count
--------------------------------------------------------------

Direct 1
Indirect 0

ACTIVE 1
INACTIVE 0
UNUSED 0

route-policy usage policy status
--------------------------------------------------------------

rdsetmatch Direct ACTIVE

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 181：show rpl rd-set name references フィールドの説明

説明フィールド

ルートポリシーの名前。route-policy

ルートポリシーの参照使用方法のタイプ。usage

ルートポリシーのステータス。policy status
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットを参照するポリシーを
すべてリストします。

show rpl as-path-set references, （1863ページ）

名前付きコミュニティセットを参照するポリ

シーをすべてリストします。

show rpl community-set references, （1871ページ）

名前付きプレフィックスセットを参照するポリ

シーをすべてリストします。

show rpl prefix-set references, （1903ページ）

名前付きポリシーを参照するポリシーをすべて

リストします。

show rpl route-policy references, （1923ページ）
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show rpl route-policy
ルートポリシーの設定を表示するには、EXECモードで show rpl route-policyコマンドを使用し
ます。

show rpl route-policy [name [detail]| states| brief]

___________________
構文の説明

（任意）ルートポリシーの名前。name

（任意）ポリシーが使用するすべてのポリシーとセットの設定を表示しま

す。

detail

（任意）すべての未使用ステート、非アクティブステート、およびアク

ティブステートを表示します。

states

（任意）表示を、設定なしの拡張コミュニティセットすべての名前のリス

トに制限します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

表示を、設定なしのポリシーの名前のリストに制限するには、任意のbriefキーワードを使用しま
す。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次の例では、policy_1という名前のルートポリシーの設定が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1

route-policy policy_1
if destination in prefix_set_1 and not destination in sample1 then
if as-path in aspath_set_1 then
set local-preference 300
set origin igp

elseif as-path in as_allowed then
set local-preference 400
set origin igp

else
set origin igp

endif
else
drop

endif
set med 120
set community (8660:612) additive
apply set_lpref_from_comm

end-policy

任意の detailキーワードを使用すると、次の例で示すように、ルートポリシー policy_1が使用す
るすべてのルーティングポリシー言語（RPL）ポリシーとセットが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1 detail

!
prefix-set sample1
0.0.0.0/0,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
10.0.0.0/8 ge 8 le 32,
192.168.0.0/16 ge 16 le 32,
224.0.0.0/20 ge 20 le 32,
240.0.0.0/20 ge 20 le 32

end-set
!
prefix-set prefix_set_1
10.0.0.1/24 ge 24 le 32,
10.0.0.5/24 ge 24 le 32,
172.16.0.1/24 ge 24 le 32,
172.16.5.5/24 ge 24 le 32,
172.16.20.10/24 ge 24 le 32,
172.30.0.1/24 ge 24 le 32,
10.0.20.10/24 ge 24 le 32,
172.18.0.5/24 ge 24 le 32,
192.168.0.1/24 ge 24 le 32,
192.168.20.10/24 ge 24 le 32,
192.168.200.10/24 ge 24 le 32,
192.168.255.254/24 ge 24 le 32
end-set
!
as-path-set as_allowed
ios-regex '.* _1239_ .*',
ios-regex '.* _3561_ .*',
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ios-regex '.* _701_ .*',
ios-regex '.* _666_ .*',
ios-regex '.* _1755_ .*',
ios-regex '.* _1756_ .*'

end-set
!
as-path-set aspath_set_1
ios-regex '_9148_',
ios-regex '_5870_',
ios-regex '_2408_',
ios-regex '_2531_',
ios-regex '_197_',
ios-regex '_2992_'

end-set
!
route-policy set_lpref_from_comm
if community matches-any (2:50) then
set local-preference 50

elseif community matches-any (2:60) then
set local-preference 60

elseif community matches-any (2:70) then
set local-preference 70

elseif community matches-any (2:80) then
set local-preference 80

elseif community matches-any (2:90) then
set local-preference 90

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if destination in prefix_set_1 and not destination in sample1 then
if as-path in aspath_set_1 then
set local-preference 300
set origin igp

elseif as-path in as_allowed then
set local-preference 400
set origin igp

else
set origin igp

endif
else
drop

endif
set med 120
set community (8660:612) additive
apply set_lpref_from_comm

end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットの設定を表示します。show rpl as-path-set, （1858ページ）

名前付きコミュニティセットの設定を表示しま

す。

show rpl community-set, （1866ページ）

名前付き拡張コミュニティセットの設定を表示

します。

show rpl extcommunity-set, （1874ページ）

名前付きプレフィックスセットの設定を表示し

ます。

show rpl prefix-set, （1898ページ）
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show rpl route-policy attachpoints
名前付きポリシーを参照する、付加ポイントで使用されるポリシーをすべて表示するには、EXEC
モードで show rpl route-policy attachpointsコマンドを使用します。

show rpl route-policy name attachpoints

___________________
構文の説明

ポリシーの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きポリシーを直接または間接的に参照する、付加ポイントで使用されるポリシーをすべて

表示するには、show rpl route-policy attachpointsコマンドを使用します。

ポリシー名は必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
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!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1

route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_2

route-policy policy_2
if (destination in prefix_set_ex1) then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!

次のコマンドは、policy_2のルートポリシー付加ポイントを表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_2 attachpoints

BGP Attachpoint: Neighbor

Neighbor/Group type afi/safi in/out vrf name
--------------------------------------------------
10.0.101.2 -- IPv4/uni in default
10.0.101.2 -- IPv4/uni out default

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 182：show rpl route-policy attachpoints フィールドの説明

説明フィールド

付加ポイントの場所。BGP Attachpoint

ネイバー上の付加ポイントの IPアドレス。Neighbor/Group

アドレスファミリモードを表示します。type

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1918 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
show rpl route-policy attachpoints



説明フィールド

アドレスファミリ IDまたは後続のアドレス
ファミリ ID。

afi/safi

VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス
の名前。

vrf name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットを参照する、付加ポイ
ントで使用されるポリシーをすべて表示しま

す。

show rpl as-path-set attachpoints, （1860ページ）

名前付きコミュニティセットを参照する、付加

ポイントで使用されるポリシーをすべて表示し

ます。

show rpl community-set attachpoints, （1868ペー
ジ）

名前付きプレフィックスセットを参照する、付

加ポイントで使用されるポリシーをすべて表示

します。

show rpl prefix-set attachpoints, （1900ページ）
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show rpl route-policy inline
ポリシーが拡張インラインを使用するポリシーとセットをすべて表示するには、EXECモードで
show rpl route-policy inlineコマンドを使用します。

show rpl route-policy name inline

___________________
構文の説明

ポリシーの名前。name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定されたルートポリシーの設定を調べるには、show rpl route-policy inlineコマンドを使用しま
す。ポリシーが使用するポリシーとセットはすべてひとまとめにされ、拡張インライン化表示さ

れます。

ポリシー名は必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1920 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
show rpl route-policy inline



___________________
例 次のコマンドは、ルートポリシー policy_1を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy policy_1

!
route-policy policy_1
if destination in prefix_set_1 and not destination in martians then
if as-path in aspath_set_1 then
set local-preference 300
set origin igp

elseif as-path in as_allowed then
set local-preference 400
set origin igp

else
set origin igp

endif
else
drop

endif
set med 120
set community (8660:612) additive
apply set_lpref_from_comm

end-policy

次のコマンドは、ルートポリシー policy_1と、このルートポリシーが参照するその他すべての
セットまたはポリシーをインライン化表示します。 inlineキーワードを追加すると、ルートポリ
シー policy_1が使用するすべての RPLオブジェクトの設定がインライン化表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show rpl policy policy_1 inline

route-policy policy_1
if destination in (91.5.152.0/24 ge 24 le 32, 91.220.152.0/24 ge 24 le 32, 61.106.52.0/24
ge 24 le 32, 222.168.199.0/24
ge 24 le 32, 93.76.114.0/24 ge 24 le 32, 41.195.116.0/24 ge 24 le 32, 35.92.152.0/24 ge

24 le 32, 143.144.96.0/24 ge 24
le 32, 79.218.81.0/24 ge 24 le 32, 75.213.219.0/24 ge 24 le 32, 178.220.61.0/24 ge 24 le
32, 27.195.65.0/24 ge 24 le 32)
and not destination in (0.0.0.0/0, 0.0.0.0/0 ge 25 le 32, 10.0.0.0/8 ge 8 le 32,

192.168.0.0/16 ge 16 le 32, 224.0.0.0/20
ge 20 le 32, 240.0.0.0/20 ge 20 le 32) then
if as-path in (ios-regex '_9148_', ios-regex '_5870_', ios-regex '_2408_', ios-regex

'_2531_', ios-regex '_197_',
ios-regex '_2992_') then

set local-preference 300
set origin igp

elseif as-path in
(ios-regex '.* _1239_ .*', ios-regex '.* _3561_ .*', ios-regex '.* _701_ .*', ios-regex
'.* _666_ .*', ios-regex '.* _1755_ .*',
ios-regex '.* _1756_ .*') then

set local-preference 400
set origin igp

else
set origin igp

endif
else
drop

endif
set med 120
set community (8660:612) additive
# apply set_lpref_from_comm
if community matches-any (2:50) then
set local-preference 50

elseif community matches-any (2:60) then
set local-preference 60

elseif community matches-any (2:70) then
set local-preference 70
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elseif community matches-any (2:80) then
set local-preference 80

elseif community matches-any (2:90) then
set local-preference 90

endif
# end-apply set_lpref_from_comm

end-policy
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show rpl route-policy references
名前付きポリシーを参照するポリシーをすべてリストするには、EXECモードでshowrplroute-policy
referencesコマンドを使用します。

show rpl route-policy name references [brief]

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。name

（任意）出力を、名前付きポリシーに関する詳細情報ではなく、要約表

だけに制限します。

brief

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

名前付きポリシーを参照するポリシーをすべてリストするには、show rpl route-policy references
コマンドを使用します。

出力を、ポリシーに関する詳細情報ではなく、要約表だけに制限するには、任意のbriefキーワー
ドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

prefix-set ten-net
10.0.0.0/16 le 32
end-set
prefix-set too-specific
0.0.0.0/0 ge 25 le 32
end-set
route-policy example-one
if destination in ten-net then
drop
else
set local-preference 200
apply set-comms
endif
end-policy
route-policy set-comms
set community (10:1234) additive
end-policy
route-policy example-three
if destination in too-specific then
drop
else
apply example-one
pass
endif
end-policy

次のコマンドは、ポリシー set-commsに関する情報と、このポリシーがどのように参照されるか
を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy set-comms references

Usage Direct -- Reference occurs in this policy
Usage Indirect -- Reference occurs via an apply statement

Status UNUSED -- Policy is not in use at an attachpoint (unattached)
Status ACTIVE -- Policy is actively used at an attachpoint
Status INACTIVE -- Policy is applied by an unattached policy

Usage/Status count
--------------------------------------------------------------

Direct 1
Indirect 1

ACTIVE 0
INACTIVE 1
UNUSED 1

route-policy usage policy status
--------------------------------------------------------------

example-one Direct INACTIVE
example-three Indirect UNUSED

使用方法Directは、ルートポリシー example-oneがポリシー set-commsに直接適用されること（つ
まり、example-oneには、形式 apply set-commsの行があること）を示します。使用方法 Indirect
は、ルートポリシー example-threeが、ルートポリシー set-commsを直接適用しないことを示して
います。ただし、ルートポリシー example-threeはポリシー example-oneを適用します。このルー
トポリシーは、次にポリシー set-commsを適用するため、example-threeからルートポリシー
set-commsへの間接参照が存在します。
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Status列は、3つのステートのうち 1つを示しています。ポリシーは、付加ポイントで使用中の場
合はアクティブです。上の例では、example-oneも example-threeも付加ポイントで使用中ではな
いため、考えられるステートは UNUSEDまたは INACTIVEの 2つが残ります。ルートポリシー
example-oneは、このルートポリシーを参照する他のポリシー（example-three）があるため非アク
ティブですが、example-oneも、example-oneを参照しているどのポリシーも付加ポイントで使用
中ではありません。ルートポリシー example-threeは付加ポイントで使用されておらず、システ
ム内の他のルートポリシーはこのルートポリシーを参照していないため、このルートポリシー

のステータスは未使用です。

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 183：show rpl route-policy references フィールドの説明

説明フィールド

指定されたポリシーを参照するすべてのポリ

シーの使用方法とステータスを表示します。

使用方法の値は Directまたは Indirectです。

ステータスの値は、ACTIVE、INACTIVE、お
よび UNUSEDです。

Usage/Status

それぞれの使用方法とステータスのオプション

と一致するポリシーの数。

count

指定されたポリシーを参照する複数のポリシー

の 1つの名前。
route-policy

ポリシーの使用方法のタイプ。usage

ポリシーのステータス。policy status

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前付きASパスセットを参照するポリシーを
すべてリストします。

show rpl as-path-set references, （1863ページ）

名前付きコミュニティセットを参照するポリ

シーをすべてリストします。

show rpl community-set references, （1871ページ）

名前付きプレフィックスセットを参照するポリ

シーをすべてリストします。

show rpl prefix-set references, （1903ページ）
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show rpl route-policy uses
指定された名前付きポリシーに関する情報を表示するには、EXECモードで show rpl route-policy
usesコマンドを使用します。

show rpl route-policy name uses {policies| sets| all} [direct]

___________________
構文の説明

ポリシーの名前。name

名前付きポリシーが使用するすべてのポリシーのリストを生成します。policies

ポリシーによって使用される名前付きセットをすべてリストします。sets

名前付きポリシーが参照するセットとポリシーの両方のリストを生成しま

す。

all

（任意）名前付きポリシーブロックで直接使用されるポリシーまたはセット

だけをリストします。 applyステートメントの結果として発生するセットま
たはポリシー参照はリストされません。

direct

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

指定された名前付きポリシーに関する情報を表示するには、show rpl route-policy usesコマンドを
使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、設定例を示します。

prefix-set ten-net
10.0.0.0/16 le 32
end-set
prefix-set too-specific
0.0.0.0/0 ge 25 le 32
end-set
route-policy example-one
if destination in ten-net then
drop
else
set local-preference 200
apply set-comms
endif
end-policy
route-policy set-comms
set community (10:1234) additive
end-policy
route-policy example-three
if destination in too-specific then
drop
else
apply example-one
pass
endif
end-policy

次のコマンドは、ポリシー oneと set-commsをリストします。また、プレフィックスセット
too-specificと ten-netをリストします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy example-three uses all

Policies directly and indirectly applied by this policy:
----------------------------------------------------------

example-one set-comms

Sets referenced directly and indirectly
----------------------------------------
(via applied policies) in this policy:

type prefix-set:
ten-net too-specific

セット example-oneと set-commsは、ポリシー example-threeによって使用されるポリシーとしてリ
ストされます。ポリシーexample-oneがリストに表示されているのは、ルートポリシーexample-three
によって applyステートメントで使用されているからです。ポリシー set-commsは、example-one
によって適用されるため、これもリストされます。同様に、プレフィックスセット too-specific
は、ポリシー example-threeの ifステートメントで直接使用され、プレフィックスセット ten-net
はポリシー example-oneで使用されます。任意の directキーワードは、次の例に示すように、出
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力を、example-threeブロック自体の中で使用されるセットとポリシーだけに制限するために使用
できます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl route-policy example-three uses all direct

Policies directly applied by this policy:
------------------------------------------

example-one

Sets used directly in this policy
------------------------------------
type prefix-set:

too-specific

この出力からわかるように、directキーワードを使用すると、ルートポリシー set-commsとプレ
フィックスセット ten-netは出力に表示されなくなります。このコマンドの direct形式で考慮さ
れるのは、指定されたルートポリシーで使用されるセットとポリシー、および applyステートメ
ントの階層に従った場合に使用される可能性がある追加のポリシーやセットに限定されます。

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 184：show rpl route-policy uses フィールドの説明

説明フィールド

ポリシー設定で使用されるタイプを表示しま

す。

typeの値は、prefix-set、community-set、
extcommunity-set、および as-path-setです。

type
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show rpl unused as-path-set
定義済みでも、付加ポイントでポリシーによって使用されていないか、applyステートメントを使
用してポリシーで参照されていない ASパスセットを表示するには、EXECモードで show rpl
unused as-path-setコマンドを使用します。

show rpl unused as-path-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）未使用のASパスセットのオブジェクトおよび参照されているすべて
のオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ポリシー内の付加ポイントで直接または間接的に使用中ではなく、システム内のどのポリシーに

よっても参照されていない ASパスセットをすべて表示するには、show rpl unused as-path-setコ
マンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!
as-path-set as_path_set_ex1
ios-regex '^_65500_$',
ios-regex '^_65501_$'

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex2
ios-regex '^_65502_$',
ios-regex '^_65503_$'

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex3
ios-regex '^_65504_$',
ios-regex '^_65505_$'

end-set
!
route-policy sample
if (destination in sample) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2
if (destination in prefix_set_ex1) then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
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route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample
apply policy_3

end-policy

この設定例では、show rpl unused as-path-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl unused as-path-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following as-path-sets are UNUSED
-------------------------------------
as_path_set_ex3

___________________
関連コマンド

まったく参照されていないコミュニティセット

を表示します。

show rpl unused community-set, （1932ページ）

まったく参照されていない拡張コミュニティ

セットを表示します。

show rpl unused extcommunity-set, （1935ページ）

まったく参照されていないプレフィックスセッ

トを表示します。

show rpl unused prefix-set, （1937ページ）

まったく参照されていない RDセットを表示し
ます。

show rpl unused rd-set, （1941ページ）

まったく参照されていないルートポリシーを表

示します。

show rpl unused route-policy, （1943ページ）
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show rpl unused community-set
定義済みでも、付加ポイントでポリシーによって使用されていないか、applyステートメントを使
用してポリシーで参照されていないコミュニティセットを表示するには、EXECモードで show
rpl unused community-setコマンドを使用します。

show rpl unused community-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）未使用のコミュニティセットのオブジェクトおよび参照されているす

べてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ポリシー内の付加ポイントで直接または間接的に使用中ではなく、システム内のどのポリシーに

よっても参照されていないコミュニティセットをすべて表示するには、show rpl unused
community-setコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!

community-set comm_set_ex1
65500:1,
65500:2,
65500:3

end-set
!
community-set comm_set_ex2
65501:1,
65501:2,
65501:3

end-set
!
community-set comm_set_ex3
65502:1,
65502:2,
65502:3

end-set
!
route-policy sample
if (destination in sample) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2
if (destination in prefix_set_ex1) then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
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set community (10:333) additive
endif

end-policy
!
route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample
apply policy_3

end-policy

この設定例では、show rpl unused community-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl unused community-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following community-sets are UNUSED
---------------------------------------
comm_set_ex3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

まったく参照されていないASパスセットを表
示します。

show rpl unused as-path-set, （1929ページ）

まったく参照されていない拡張コミュニティ

セットを表示します。

show rpl unused extcommunity-set, （1935ページ）

まったく参照されていないプレフィックスセッ

トを表示します。

show rpl unused prefix-set, （1937ページ）

まったく参照されていない RDセットを表示し
ます。

show rpl unused rd-set, （1941ページ）

まったく参照されていないルートポリシーを表

示します。

show rpl unused route-policy, （1943ページ）
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show rpl unused extcommunity-set
定義済みでも、付加ポイントでポリシーによって使用されていないか、applyステートメントを使
用してポリシーで参照されていない拡張コミュニティセットを表示するには、EXECモードで
show rpl unused extcommunity-setコマンドを使用します。

show rpl unused extcommunity-set [cost| detail| rt| soo]

___________________
構文の説明

（任意）未使用の拡張コミュニティコストオブジェクトを表示します。cost

（任意）未使用の拡張コミュニティ RTオブジェクトを表示します。rt

（任意）未使用の拡張コミュニティ SoOオブジェクトを表示します。soo

（任意）未使用の拡張コミュニティセットのオブジェクトおよび参照されてい

るすべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ポリシー内の付加ポイントで直接または間接的に使用中ではなく、システム内のどのポリシーに

よっても参照されていない拡張コミュニティセットをすべて表示するには、show rpl unused
extcommunity-setコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy

___________________
例 次に、show rpl unused extcommunity-setコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router:router# show rpl unused extcommunity-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following extcommunity-sets are UNUSED
------------------------------------------
ext_comm_set_ex3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

まったく参照されていないASパスセットを表
示します。

show rpl unused as-path-set, （1929ページ）

まったく参照されていないコミュニティセット

を表示します。

show rpl unused community-set, （1932ページ）

まったく参照されていないプレフィックスセッ

トを表示します。

show rpl unused prefix-set, （1937ページ）

まったく参照されていない RDセットを表示し
ます。

show rpl unused rd-set, （1941ページ）

まったく参照されていないルートポリシーを表

示します。

show rpl unused route-policy, （1943ページ）
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show rpl unused prefix-set
定義済みでも、付加ポイントでポリシーによって使用されていないか、applyステートメントを使
用してポリシーで参照されていないプレフィックスセットを表示するには、EXECモードで show
rpl unused prefix-setコマンドを使用します。

show rpl unused prefix-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）未使用のプレフィックスセットのオブジェクトおよび参照されている

すべてのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ポリシー内の付加ポイントで直接または間接的に使用中ではなく、システム内のどのポリシーに

よっても参照されていないプレフィックスセットをすべて表示するには、showrplunusedprefix-set
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.101.2
remote-as 100
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_1 in
!
!
neighbor 10.0.101.3
remote-as 12
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_2 in
!
!
!

prefix-set sample
0.0.0.0/0,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
10.0.0.0/8 ge 8 le 32,
192.168.0.0/16 ge 16 le 32,
224.0.0.0/20 ge 20 le 32,
240.0.0.0/20 ge 20 le 32

end-set
!
prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
prefix-set prefix_set_ex2
220.220.220.0/24 ge 24 le 32,
220.220.120.0/24 ge 24 le 32,
220.220.130.0/24 ge 24 le 32

end-set
!
prefix-set prefix_set_ex3
221.221.220.0/24 ge 24 le 32,
221.221.120.0/24 ge 24 le 32,
221.221.130.0/24 ge 24 le 32

end-set
!
route-policy sample
if (destination in sample) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2
if (destination in prefix_set_ex1) then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive
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endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample
apply policy_3

end-policy
--------------------------
ext_comm_set_ex3

この設定例では、show rpl unused prefix-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl unused prefix-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following prefix-sets are UNUSED
------------------------------------
prefix_set_ex3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

まったく参照されていないASパスセットを表
示します。

show rpl unused as-path-set, （1929ページ）

まったく参照されていないコミュニティセット

を表示します。

show rpl unused community-set, （1932ページ）

まったく参照されていない拡張コミュニティ

セットを表示します。

show rpl unused extcommunity-set, （1935ページ）

まったく参照されていない RDセットを表示し
ます。

show rpl unused rd-set, （1941ページ）

まったく参照されていないルートポリシーを表

示します。

show rpl unused route-policy, （1943ページ）
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show rpl unused rd-set
定義済みでも、付加ポイントでポリシーによって使用されていないか、applyステートメントを使
用してポリシーで参照されていないルート識別子（RD）セットを表示するには、EXECモードで
show rpl unused rd-setコマンドを使用します。

show rpl unused rd-set [detail]

___________________
構文の説明

（任意）未使用のRDセットのオブジェクトおよび参照されているすべてのオ
ブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ポリシー内の付加ポイントで直接または間接的に使用中ではなく、システム内のどのポリシーに

よっても参照されていない RDセットをすべて表示するには、show rpl unused rd-setコマンドを
使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 show rpl unused rd-setコマンドは、次の情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl unused rd-set

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following rd-sets are UNUSED
------------------------------------------
None found with this status.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

まったく参照されていないASパスセットを表
示します。

show rpl unused as-path-set, （1929ページ）

まったく参照されていないコミュニティセット

を表示します。

show rpl unused community-set, （1932ページ）

まったく参照されていない拡張コミュニティ

セットを表示します。

show rpl unused extcommunity-set, （1935ページ）

まったく参照されていないプレフィックスセッ

トを表示します。

show rpl unused prefix-set, （1937ページ）

まったく参照されていないルートポリシーを表

示します。

show rpl unused route-policy, （1943ページ）
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show rpl unused route-policy
定義済みでも、付加ポイントで使用されていないか、applyステートメントを使用して参照されて
いないルートポリシーを表示するには、EXECモードで show rpl unused route-policyコマンドを
使用します。

show rpl unused route-policy [detail]

___________________
構文の説明

（任意）未使用のルートポリシーのオブジェクトおよび参照されているすべ

てのオブジェクトの内容を表示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

定義済みでも、付加ポイントで使用されていないか、applyステートメントを使用して別のポリ
シーから参照されていないルートポリシーを表示するには、show rpl unused route-policyコマン
ドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りroute-policy
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___________________
例 次に、設定例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show run | begin prefix-set

Building configuration...
prefix-set prefix_set_ex1
10.0.0.0/16 ge 16 le 32,
0.0.0.0/0 ge 25 le 32,
0.0.0.0/0

end-set
!
prefix-set prefix_set_ex2
220.220.220.0/24 ge 24 le 32,
220.220.120.0/24 ge 24 le 32,
220.220.130.0/24 ge 24 le 32

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex1
ios-regex '^_65500_$',
ios-regex '^_65501_$'

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex2
ios-regex '^_65502_$',
ios-regex '^_65503_$'

end-set
!
as-path-set as_path_set_ex3
ios-regex '^_65504_$',
ios-regex '^_65505_$'

end-set
!
community-set comm_set_ex1
65500:1,
65500:2,
65500:3

end-set
!
community-set comm_set_ex2
65501:1,
65501:2,
65501:3

end-set
!
extcommunity-set rt ext_comm_set_rt_ex1
1.2.3.4:34

end-set
!
extcommunity-set rt ext_comm_set_rt_ex2
2.3.4.5:36

end-set
!
route-policy sample
if (destination in sample) then
drop

endif
end-policy
!
route-policy policy_1
if (destination in prefix_set_ex1) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex1) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_2
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if (destination in prefix_set_ex1) then
if (community matches-any comm_set_ex1) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex1) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_3
if (destination in prefix_set_ex2) then
set local-preference 100

endif
if (as-path in as_path_set_ex2) then
set community (10:333) additive

endif
end-policy
!
route-policy policy_4
if (destination in prefix_set_ex2) then
if (community matches-any comm_set_ex2) then
set community (10:666) additive

endif
if (extcommunity rt matches-any ext_comm_set_rt_ex2) then
set community (10:999) additive

endif
endif

end-policy
!
route-policy policy_5
apply sample
apply policy_3

end-policy
!
route ipv4 0.0.0.0/0 10.91.37.129
route ipv4 10.91.36.0/23 10.91.37.129
route ipv4 10.91.38.0/24 10.91.37.129
end

次の例では、定義済みのルートポリシーのうち、付加ポイントで使用されておらず、別のポリ

シーからapplyステートメントを使用して参照されてもいないものを、showrplunused route-policy
コマンドを使用して表示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show rpl unused route-policy

ACTIVE -- Referenced by at least one policy which is attached
INACTIVE -- Only referenced by policies which are not attached
UNUSED -- Not attached (directly or indirectly) and not referenced

The following policies are (UNUSED)
-----------------------------------
policy_1
policy_2
policy_4
policy_5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

まったく参照されていないASパスセットを表
示します。

show rpl unused as-path-set, （1929ページ）
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説明コマンド

まったく参照されていないコミュニティセット

を表示します。

show rpl unused community-set, （1932ページ）

まったく参照されていない拡張コミュニティ

セットを表示します。

show rpl unused extcommunity-set, （1935ページ）

まったく参照されていないプレフィックスセッ

トを表示します。

show rpl unused prefix-set, （1937ページ）

まったく参照されていない RDセットを表示し
ます。

show rpl unused rd-set, （1941ページ）
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source in
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートの発信元を、名前付きプレフィックスセットま
たはインラインプレフィックスセットのいずれかに含まれているアドレスと照合してテストする

には、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで source inコマンドを使用します。

source in {prefix-set-name| inline-prefix-set| parameter}

___________________
構文の説明

プレフィックスセットの名前。prefix-set-name

インラインプレフィックスセット。インラインプレフィックス

セットは、括弧で囲む必要があります。

inline-prefix-set

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があり
ます。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートの発信元を、名前付きプレフィックスセットまたはインラインプレフィックスセットの

いずれのデータと照合してテストするには、ifステートメント内で source inコマンドを条件式と
して使用します。含まれている要素がゼロのプレフィックスセットを参照する比較は、falseを戻
します。
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ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

BGPルートの発信元は、ルートの受信元の隣接ルータの IPピアリングアドレスです。

プレフィックスセットには、IPv4と IPv6の両方のプレフィックス指定を含めることができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、BGPルートの発信元は、プレフィックスセットmy-prefix-set内のデータと照合して

テストされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy-A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if source in my-prefix-set then

次の例では、BGPルートの発信元は、インライン IPv4プレフィックスセット内のデータと照合
してテストされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy-B
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if source in (10.0.0.8, 10.0.0.20) then

次の例では、ルートの発信元は、インライン IPv6プレフィックスセット内のデータと照合してテ
ストされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy policy-C
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if source in (2001:0:0:1::/64, 2001:0:0:2::/64) then

___________________
関連コマンド

説明コマンド

プレフィックスセットコンフィギュレーショ

ンモードを開始して、プレフィックスセット

を定義します。

prefix-set, （1754ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1948 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
source in



suppress-route
BGP集約の特定の要素を抑制する必要があることを指定するには、ルートポリシーコンフィギュ
レーションモードで suppress-routeコマンドを使用します。

suppress-route

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

集約の特定の要素を抑制する必要がある（つまり、BGPがアドバタイズしない必要がある）こと
を指定するには、suppress-routeコマンドを使用します。個々のネイバーの suppress-routeコマン
ドを上書きする方法については、unsuppress-route,（1953ページ）コマンドを参照してください。

suppress-routeコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用できま
す。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについては、
ifコマンドを参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、宛先が 10.1.0.0/16内にある場合は、ルートはアドバタイズされません。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# oute-policy check-aggregater
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in (10.1.0.0/16) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# suppress-route

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# end-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

集約の特定の要素を抑制解除する必要があるこ

とを指定します。

unsuppress-route, （1953ページ）
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tag
特定のタグ値と比較するには、ルートポリシーコンフィギュレーションモードで tagコマンドを
使用します。

tag {eq| ge| le| is} {integer| parameter}

___________________
構文の説明

等しい、以上、以下。eq | ge | le | is

整数値。範囲は 0～ 4294967295です。integer

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があ
ります。

parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

特定のタグ値と比較するには、ifステートメント内で tagコマンドを条件式として使用します。

ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

タグは、RIB内の特定のルートに関連付けることができる 32ビットの整数です。

eq演算子は、特定のタグ値またはパラメータ値と一致するかどうかを調べます。バリアント ge
と leは、指定した値またはパラメータ以上または以下であるタグ値の範囲と一致するかどうかを
調べます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、タグが 10と等しい場合は、条件は trueを戻します。

RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-rpl)# if tag eq 10 then
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unsuppress-route
BGP集約の特定の要素を抑制解除する必要があることを指定するには、ルートポリシーコンフィ
ギュレーションモードで unsuppress-routeコマンドを使用します。

unsuppress-route

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

集約の特定の要素を抑制解除する必要がある（つまり、BGPが再度アドバタイズできるようにす
る）ことを指定するには、unsuppress-routeコマンドを使用します。このコマンドは、BGP集約
の生成で抑制されたルートに影響します。ルートを抑制解除する要求が、ポリシー内のneighbor-out
付加ポイントで検出されると、ポリシー内の集約付加ポイントで suppress-routeコマンドを使用
してルートが抑制された場合でも、影響を受けるルートがそのネイバーにアドバタイズされるこ

とが保証されます。

unsuppress-routeコマンドは、ifステートメント内でアクションステートメントとして使用でき
ます。 ifステートメント内で使用可能なすべてのアクションステートメントのリストについて
は、ifコマンドを参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy
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___________________
例 次の例では、宛先が 10.1.0.0/16内にある場合は、ルートはアドバタイズされません。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy check-aggregate
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in (10.1.0.0/16) then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# unsuppress-route

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy

ポリシーがneighbor-out付加ポイントで付加されると仮定すると、ポリシー内の集約付加ポイント
でルート 10.1.0.0/16が抑制された場合は、10.1.0.0/16はネイバーにアドバタイズされます。ルー
トを抑制解除するための特定のポリシーが付加されない限り、他のBGPネイバーへのアドバタイ
ズについてルートの抑制は継続されます。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGP集約の特定の要素を抑制する必要があるこ
とを指定します。

suppress-route, （1949ページ）
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vpn-distinguisher is
特定のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）VPN識別子と一致するかどうかを調べるには、
ルートポリシーコンフィギュレーションモードで vpn-distinguisher isコマンドを使用します。

vpn-distinguisher is {number| parameter}

___________________
構文の説明 32ビットの符号なし整数に割り当てられた値。範囲は 1～ 4294967295

です。

number

パラメータ名。パラメータ名の前には、「$」を付ける必要があります。parameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルートポリシーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

送信元属性の値をテストするには、ifステートメント内で vpn-distinguisher isコマンドを条件式
として使用します。

VPN識別子は、拡張された個々の VPNを制御するために、また AS間の VPNネットワーク内で
AS境界でのルートターゲットのマッピングを回避するために、レイヤ 3 VPNネットワークで使
用されます。ルートターゲット拡張コミュニティは、ネイバーアウトバウンドで削除され、VPN
識別子値は、拡張コミュニティとして BGPルートで適用されます。別の AS内の隣接ルータで
ルートを受信すると、VPN識別子は削除され、ルートターゲット拡張コミュニティにマッピング
されます。
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ifステートメント内で使用可能なすべての条件式のリストについては、ifコマンドを参照して
ください。

（注）

このコマンドはパラメータ化できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroute-policy

___________________
例 次の例では、送信元を ifステートメントの中でテストし、igpまたは egpかどうかを調べます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if origin is igp or origin is egp then

次の例では、特定の送信元タイプと一致させるために、パラメータが使用されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy bar($origin)
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if origin is $origin then
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# set med 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl-if)# endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)#

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

1956 OL-26053-03-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルーティングポリシー言語コマンド
vpn-distinguisher is



Cisco ASR 9000 シリーズルータのスタティッ
クルーティングコマンド

このモジュールでは、CiscoASR9000シリーズアグリゲーションサービスルータ上でスタティッ
クルートの確立に使用するコマンドについて説明します。

スタティックルーティングの概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router Routing Configuration Guide』の「Implementing Static Routes on Cisco
ASR 9000 Series Router」のモジュールを参照してください。

• address-family（スタティック）, 1958 ページ

• maximum path（スタティック）, 1960 ページ

• route（スタティック）, 1962 ページ

• router static, 1967 ページ

• track（スタティック）, 1969 ページ

• vrf（スタティック）, 1971 ページ
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address-family（スタティック）
スタティックルートの設定時にさまざまなアドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始するには、適切なコンフィギュレーションモードで address-familyコマンドを使用します。
アドレスファミリのサポートをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

address-family {ipv4| ipv6} {unicast| multicast}

no address-family {ipv4| ipv6} {unicast| multicast}

___________________
構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。このオプションを使用
できるのは、スタティックルータコンフィギュレーションモードだけです。

ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。このオプションを

使用できるのは、スタティックルータコンフィギュレーションモードだけ

です。

multicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始するときに VRFコンフィギュレーショ

ンモードを入力しなかった場合は、すべてのスタティックルートがデフォルトVRFに属します。

___________________
コマンドモード ルータスタティックコンフィギュレーション

VRFルータスタティックコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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スタティックルーティングセッションの設定時にさまざまなアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始するには、address-familyコマンドを使用します。アドレスファミリコン
フィギュレーションモードから、routeコマンドを使用してスタティックルートを設定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みstatic

___________________
例 次に、IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router static
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static)# address-family ipv6 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スタティックルートを確立します。route（スタティック）, （1962ページ）
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maximum path（スタティック）
スタティックルートの許容最大数を変更するには、スタティックルータコンフィギュレーショ

ンモードでmaximumpathコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルからmaximum
pathコマンドを削除して、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

maximum path {ipv4| ipv6} value

no maximum path {ipv4| ipv6} value

___________________
構文の説明 IP Version 4（IPv4）アドレスプレフィックスまたは IP Version 6（IPv6）

アドレスプレフィックスを指定します。

ipv4 | ipv6

指定したAFIのスタティックルートの最大数。範囲は1～140000です。value

___________________
コマンドデフォルト value：4000

___________________
コマンドモード スタティックルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximum pathコマンドを使用して、指定されたテーブルのスタティックルートの設定済み最大
許容数を、現在設定されているスタティックルートの数よりも少なくした場合、この変更は拒否

されます。また、複数のルートを 1つのバッチとしてコミットするときに、グループ化の結果と
して設定済みスタティックルート数が最大許容数を超えることになる場合は、バッチの最初の n
個のルートおよびそれまでに設定済みの数が受け入れられ、残りは拒否されます。 n引数は、最
大許容数とそれまでに設定済みの数の差です。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みstatic

___________________
例 次に、スタティック IPv4ルートの最大数を 100000に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static)# maximum path ipv4 100000

次に、上記の設定を削除し、スタティック IPv4ルートの最大数をデフォルトに設定する例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static)# no maximum path ipv4 100000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スタティックルータコンフィギュレーション

モードを開始します。

route（スタティック）, （1962ページ）

ルーティングテーブルのスタティックルート

を表示します。

show route static
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route（スタティック）
スタティックルートを確立するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで route
コマンドを使用します。コンフィギュレーションから routeコマンドを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

prefix/mask [vrf vrf-name] {ip-address| type interface-path-id [ip-address| type interface-path-id] [track
track-object-name] [tunnel-id tunnel-id] [vrflabel vrf-label] [ distance ] [description text] [tag tag]
[permanent]}

no prefix/mask [vrf vrf-name] {ip-address| type interface-path-id [ip-address| type interface-path-id] [track
track-object-name] [tunnel-id tunnel-id] [vrflabel vrf-label] [ distance ] [description text] [tag tag]
[permanent]}

___________________
構文の説明

宛先の IPルートプレフィックスおよびプレフィックスマスク。

ネットワークマスクは、次のいずれかの方法で指定できます。

• 4分割ドット付き10進表記のアドレスで指定するネットワークマスク。
たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対応するアドレス
ビットがネットワークアドレスであることを示します。

•スラッシュ（/）と数字による表記。たとえば、/8は、マスクの最初の
8ビットが 1であり、アドレスの対応するビットはネットワークアドレ
スであることを示します。

prefix / mask

（任意）宛先 VRFを指定します。このオプションは、IPv4アドレスファミ
リを指定した場合に使用できます。

all、default、および globalを名前に使用できません。

次の例では、IPv4 VRFを設定する方法を示します。

router static
address-family ipv4 unicast
10.1.1.0/24 vrf vrf_a 192.168.1.1

router static
vrf vrf_a
address-family ipv4 unicast
10.1.1.0/24 192.168.1.1

vrf vrf-name
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ネットワークに到達するために使用可能なネクストホップの IPアドレス。

• IPv4アドレスの場合：インターフェイスの typeと interface-path-id引数
を指定しない場合は、IPアドレスは必須であり、省略できません。 IP
アドレスとインターフェイスタイプおよびインターフェイスパスを指

定できます。

• IPv6リンクローカルアドレスの場合：インターフェイスの typeと
interface-path-id引数は必須です。インターフェイスの typeと
interface-path-id引数が指定されていない場合は、ルートは無効です。

転送ルータの IPアドレスまたはインターフェイスまたは仮想イン
ターフェイスパス IDを、任意の順序で設定することができます。

（注）

ip-address

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
してください。

転送ルータの IPアドレスまたはインターフェイスまたは仮想イン
ターフェイスパス IDを、任意の順序で設定することができます。

（注）

interface-path-id

（任意）アドミニストレーティブディスタンス。範囲は 1～ 254です。distance

（任意）スタティックルートの説明を指定します。description text

（任意）ルートポリシーを使用して再配布を制御するための照合値として使

用できるタグ値を指定します。範囲は 1～ 4294967295です。
tag tag

（任意）ネクストホップインターフェイスがシャットダウンした場合または

ネクストホップ IPアドレスが到達不能な場合であっても、ルートをルーティ
ングテーブルから削除しないことを指定します。

permanent

スタティックルートのオブジェクトトラッキングをイネーブルにします。track
track-object-name

トンネル IDを指定します。tunnel-id tunnel-id

VRFラベルを指定します。vrflabel vrf-label

___________________
コマンドデフォルト スタティックルートは確立されません。
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vrf vrf-name: VRFが指定されていない場合は、このコンフィギュレーションを行っている VRFが
使用されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

track track-object-nameキーワードおよび引数が追加されま
した。

リリース 4.2.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

スタティックルートが適切なのは、ソフトウェアが宛先へのルートを動的に作成できない場合で

す。

スタティックルートは、デフォルトアドミニストレーティブディスタンスとして1を持ちます。
この数字が小さいと優先ルートを指します。デフォルトでは、スタティックルートは、ルーティ

ングプロトコルで学習したルートよりも優先されます。ダイナミックルートでスタティックルー

トを上書きさせる場合、スタティックルートとともにアドミニストレーティブディスタンスを設

定できます。たとえば、Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルで追加される、アドミニスト
レーティブディスタンスが 120のルートを設定できます。 OSPFダイナミックルートで上書きさ
れるスタティックルートにするには、120よりも大きいアドミニストレーティブディスタンスを
指定します。

ルーティングテーブルは、インターフェイスをポイントしているスタティックルートを「直接接

続されている」と見なします。直接接続されたネットワークが IGPルーティングプロトコルに
よってアドバタイズされるのは、対応する interfaceコマンドがそのプロトコルのルータ設定スタ
ンザに含まれている場合です。

スタティックルートは常に VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスに関連付けられます。
VRFには、デフォルトVRFまたは指定のVRFを設定できます。VRFを指定すると、スタティッ
クルートを設定できる VRFコンフィギュレーションモードを開始できるようになります。 VRF
を指定しない場合は、デフォルト VRFスタティックルートを設定できます。

スタティックルートを設定するには、router staticコマンドを使用します。スタティックルート
を設定するには、ルータスタティックコンフィギュレーションモードを開始してからアドレス

ファミリコンフィギュレーションモードまたは VRFコンフィギュレーションモードを開始する
必要があります。 VRFコンフィギュレーションモードでのスタティックルートの設定について
は、vrf（スタティック）コマンドを参照してください。アドレスファミリモードを開始した後、
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複数のスタティックルートを入力できます。次に、IPv4および IPv6のアドレスファミリコン
フィギュレーションモードで複数のスタティックルートを設定する例を示します。

defaultという名前では VRFを作成できませんが、デフォルト VRFを参照することはできま
す。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みstatic

___________________
例 次に、IPv6ユニキャストアドレスファミリスタティックルートを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router static
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static)# address-family ipv6 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)# 2b11::327a:7b00/120 GigabitEthernet0/2/0/7
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)# 2b11::327a:7b00/120 GigabitEthernet0/6/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)# 2b11::327a:7b00/120 2b11::2f01:4c
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)# 2b11::327a:7b00/120 2b11::2f01:4d
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)# 2b11::327a:7b00/120 2b11::2f01:4e
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)# 2b11::327a:7b00/120 2b11::2f01:4f
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)# 2b11::327a:7b00/120 2b11::2f01:50

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family（スタティック）,（1958ページ）

Border Gateway Protocol（BGP;ボーダーゲート
ウェイプロトコル）ルーティングプロセスの

ネットワークのリストを指定します。

network (BGP)

ルーティングテーブルの現在の内容を表示しま

す。

show route

ルーティングテーブルのスタティックルート

を表示します。

show route static

ルーティングテーブルの現在の内容をサマリー

形式で表示します。

show route summary
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説明コマンド

ルータスタティックコンフィギュレーション

モードを開始します。

router static, （1967ページ）

VRFスタティックルートコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

vrf（スタティック）
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router static
スタティックルータコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで router staticコマンドを使用します。すべてのスタティックルートコンフィ
ギュレーションを削除し、スタティックルーティングプロセスを終了するには、このコマンドの

no形式を使用します。

router static

no router static

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト スタティックルーティングプロセスは定義されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みstatic

読み取り、書き込みbgp、ospf、hsrp、isis、vrrp、multicast、または
network
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___________________
例 次に、スタティックルータコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router static
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family（スタティック）,（1958ページ）

ルーティングテーブルの現在の内容を表示しま

す。

show route

ルーティングテーブルのスタティックルート

を表示します。

show route static

ルーティングテーブルの現在の内容をサマリー

形式で表示します。

show route summary

スタティックルートを確立します。route（スタティック）, （1962ページ）

VRFスタティックルートコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

vrf（スタティック）
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track（スタティック）
スタティックルートのオブジェクトトラッキングをイネーブルにするには、適切なコンフィギュ

レーションモードで trackコマンドを使用します。オブジェクトトラッキングをディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

ip-address / length [vrf vrf-name] {nexthop| type interface-path-id} [track object-name]

no ip-address / length [vrf vrf-name] {nexthop| type interface-path-id} [track object-name]

___________________
構文の説明

送信先プレフィックスを指定します。ip-address / length

ネクストホップの VRFを指定します。このオプションは、IPv4および
IPv6アドレスファミリを指定した場合に使用できます。 vrf-nameには、
all、default、および globalという名前は使用できません。

vrf vrf-name

転送ルータのアドレスを指定します。nexthop

インターフェイスタイプを指定します。詳細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使
用してください。

interface-path-id

トラッキング対象オブジェクトの名前を指定します。object-name

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトトラッキングはディセーブルです。トラッキング対象のオブジェクトは指定されて

いません。

___________________
コマンドモード スタティック IPv4アドレスファミリ

スタティック VRF IPv4アドレスファミリ

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

オブジェクト名を指定するときは、32文字まで入力できます。指定したオブジェクトが IOS XR
データベースに存在しない場合は、そのオブジェクトは作成されるまで前方参照されます。ただ

し、トラッキングコンフィギュレーションによって前方参照されるオブジェクトは「down」とし
て扱われます。

ファーストホップルータとコアとの間で障害が発生したときは、トラッキングオブジェクトは

「Down」となります。スタティックルータはプライマリパス（このオブジェクトをトラッキン
グしていたパス）を取り消して、バックアップパスをインストールします（存在する場合）。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みstatic

___________________
例 次の例では、オブジェクト object1のトラッキングをイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router static
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-afi)#100.0.24.0/24 204.0.23.2 track object1
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vrf（スタティック）
VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを設定してVRFコンフィギュレーションモー
ドを開始するには、ルータコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからVRFインスタンスを削除して、システムをデフォルトの状態に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

vrf vrf-name

no vrf vrf-name

___________________
構文の説明 VRFインスタンスの名前。 all、default、および globalを名前に使用で

きません。

vrf-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード スタティックルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

VRFインスタンスを設定するには、vrfコマンドを使用します。 VRFインスタンスは、プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータで保持される VPNルーティング/転送テーブルを収集したものです。

スタティックルートには必ず VRFが関連付けられます。VRFは完全にユーザ設定可能です。ス
タティックルートは 1つの VRF内で一意です。スタティックルートのポイント先は、ネクスト
ホップインターフェイス、ネクストホップ IPアドレス、またはその両方です。ポイント先が存
在する VRFは、スタティックルートに対して設定された VRFと同じでも、別のものでもかまい
ません。たとえば、ルート 172.168.40.0/24および 172.168.50.0/24が次のように設定されていると
します。

router static
vrf vrf_A
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address ipv4 unicast
172.168.40.0/24 loopback 1
172.168.50.0/24 vrf vrf_B 192.168.1.2

ルート 172.168.40.0/24および 172.168.50.0/24は vrf_Aに属します。ルート 172.168.50.0/24が vrf_A
にインストールされるのは、ネクストホップ 192.168.1.2（vrf_Bのルート）が到達可能になった
後です。

デフォルト VRFルートを設定している場合は、VRFコンフィギュレーションモードを開始する
必要はありません。たとえば、ルート 192.168.1.0/24および 192.168.2.0/24が次のように設定され
ているとします。

router static
address ipv4 unicast
192.168.1.0/24 loopback 5
192.168.2.0/24 10.1.1.1

ルート 192.168.1.0/24および 192.168.2.0/24はデフォルト VRFのルートです。

defaultという名前では VRFを作成できませんが、デフォルト VRFを参照することはできま
す。

（注）

IPインターフェイス上で VRFの割り当て、削除、または変更を行う前に、IPv4/IPv6アドレスを
インターフェイスから削除する必要があります。これを事前に行わない場合、IPインターフェイ
ス上での VRF変更はすべて拒否されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みstatic

___________________
例 次に、VRFインスタンスを設定し、VRFコンフィギュレーションモードを開始する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router static
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static)# vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-static-vrf)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始し、スタティックルートを設定できる

ようにします。

address-family（スタティック）,（1958ページ）
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Cisco ASR 9000 シリーズルータの RCMD コマ
ンド

このモジュールでは、RCMDの設定および診断に使用するコマンドについて説明します。

RCMDの概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router RoutingConfigurationGuide』の「Implementing RCMD」のモジュールを参照してください。

• router-convergence, 1974 ページ

• monitor-convergence（IS-IS）, 1976 ページ

• monitor-convergence（OSPF）, 1978 ページ

• collect-diagnostics（RCMD）, 1980 ページ

• event-buffer-size（RCMD）, 1982 ページ

• max-events-stored（RCMD）, 1984 ページ

• monitoring-interval（RCMD）, 1986 ページ

• node disable（RCMD）, 1988 ページ

• priority（RCMD）, 1990 ページ

• protocol（RCMD）, 1992 ページ

• storage-location, 1994 ページ

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

    OL-26053-03-J 1973



router-convergence
ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/診断（rcmd）コンフィギュレーショ
ンモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで router-convergenceコマ
ンドを使用します。ルータ収束モニタリングコンフィギュレーションをすべて削除して rcmdモー
ドを終了するには、このコマンドの no形式を使用します。

router-convergence [disable]

no router-convergence

___________________
構文の説明

（任意）ルータ全体のルート収束のモニタリングをディセーブルにしま

す。

disable

___________________
コマンドデフォルト RCMDはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd
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___________________
例 次の例では、router-convergenceコマンドを設定して rcmdコンフィギュレーションモードをイネー

ブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

IS-ISプロトコルのルート収束モニタリングをイネー
ブルにします。

monitor-convergence（IS-IS）,（1976ページ）

OSPFルート収束モニタリングをイネーブルにしま
す。

monitor-convergence（OSPF）,（1978ページ）
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monitor-convergence（IS-IS）
IS-ISプロトコルのルート収束モニタリングをイネーブルにするには、アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードで monitor-convergenceコマンドを使用します。ルート収束モニタリング
をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

monitor-convergence

no monitor-convergence

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ルート収束モニタリングはディセーブルです。

___________________
コマンドモード アドレスファミリ IPv4ユニキャスト

アドレスファミリ IPv4マルチキャスト

アドレスファミリ IPv6ユニキャスト

アドレスファミリ IPv6マルチキャスト

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次の例では、IPv6マルチキャスト SAFIの下で IS-ISのルート収束モニタリングを設定する方法を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router isis isp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis)#address-family ipv6 multicast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-isis-af)#monitor-convergence

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリン

グ/診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始し
ます。

router-convergence, （1974ページ）

OSPFルート収束モニタリングをイネーブルにします。monitor-convergence（OSPF）, （1978
ページ）
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monitor-convergence（OSPF）
OSPFルート収束モニタリングをイネーブルにするには、ルータ OSPFコンフィギュレーション
モードでmonitor-convergenceコマンドを使用します。OSPFルート収束モニタリングをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

monitor-convergence

no monitor-convergence

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 収束モニタはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みospf

___________________
例 次の例では、OSPFプロセスのルート収束モニタリングをイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#monitor-convergence
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリン

グ/診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始し
ます。

router-convergence, （1974ページ）

IS-ISプロトコルのルート収束モニタリングをイネーブルに
します。

monitor-convergence（IS-IS）, （1976
ページ）
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collect-diagnostics（RCMD）
指定されたノードの診断情報を収集するには、ルータ収束コンフィギュレーションモードで

collect-diagnosticコマンドを使用します。診断情報の収集をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

collect-diagnostics location

no collect-diagnostics location

___________________
構文の説明

ラインカードの場所を指定します。location

___________________
コマンドデフォルト 診断情報の収集はディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータ収束コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

特定のラインカードの場所に対して診断情報の収集をイネーブルにするには、部分的に修飾され

たセマンティックを指定できます。ただし、場所どうしがオーバーラップするように設定するこ

とはできません。これは、エラーを回避するためです。次に示すラック（Rack）とスロット（Slot）
の組み合わせが受け入れられます。

• */*/*

• R/*/*

• R/S/*

いずれかの場所でワイルドカードの組み合わせがすでにディセーブルにされている場合、その組

み合わせにオーバーラップするその他の組み合わせが拒否されます。次に例を示します。

• */*/*がディセーブルの場合は、他のディセーブルコマンドはすべて拒否されます
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• R/*/*がディセーブルの場合は、*/*/*および R/S/*のディセーブル化は拒否されます

• R/S/*がディセーブルの場合は、*/*/*および R/*/*のディセーブル化は拒否されます

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd

___________________
例 次の例では、ノード0/3/CPU0に対するRCMD診断情報収集をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#collect-diagnostics 0/3/CPU0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/
診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始します。

router-convergence, （1974ページ）
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event-buffer-size（RCMD）
イベントトレースを保存するイベントバッファサイズ（単位はイベント数）を指定するには、

ルータ収束コンフィギュレーションモードで event-buffer-sizeコマンドを使用します。バッファ
サイズのコンフィギュレーションをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

event-buffer-size number

no event-buffer-size

___________________
構文の説明

イベント数を指定します。範囲は 100～ 500です。number

___________________
コマンドデフォルト 100イベント。

___________________
コマンドモード ルータ収束コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

event-buffer-sizeコンフィギュレーションは、ltraceバッファサイズを制御します。 ltraceは、設定
されたイベント数まで保存されます。デフォルトは、100イベントで、ネットワークの予測チャー
ンに基づいて設定できます。イベントバッファの値は、すべてのRPおよびモニタリング対象LC
のメモリ使用量に影響を与えます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd
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___________________
例 次の例では、イベントバッファのサイズを 500イベントとして設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#event-buffer-size 500

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/
診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始します。

router-convergence, （1974ページ）
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max-events-stored（RCMD）
RCMDサーバに保存されるイベントの最大数を設定するには、ルータ収束コンフィギュレーショ
ンモードでmax-events-storedコマンドを使用します。保存されるイベントの数を削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

max-events-stored number

___________________
構文の説明

保存されるイベントの最大数を指定します。範囲は 10～ 500です。number

___________________
コマンドデフォルト 100イベント。

___________________
コマンドモード ルータ収束コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

max-events-storedコンフィギュレーションは、RCMDサーバに保存されるイベントの数を制御し
ます。この数に達すると、古いイベントが削除されます。デフォルトは、100イベントで、ネッ
トワークの予測チャーンに基づいて設定できます。保存されるイベントの値は、RCMDサーバに
よるメモリ使用量に影響を与えます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd
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___________________
例 次の例では、RCMDサーバに保存するイベントの数を 500と設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#max-events-stored 500

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/
診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始します。

router-convergence, （1974ページ）
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monitoring-interval（RCMD）
ログを収集する間隔（分単位）を設定するには、ルータ収束コンフィギュレーションモードで

monitoring-intervalコマンドを使用します。モニタリング間隔のコンフィギュレーションをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

monitoring-interval minutes

no monitoring-interval minutes

___________________
構文の説明

ログを収集する間隔（分）を指定します。範囲は 5～120分です。minutes

___________________
コマンドデフォルト モニタリング間隔は 15分です。

___________________
コマンドモード ルータ収束コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

monitoring-intervalタイマーは、RCMDサーバによる収束データの収集、処理、およびアーカイブ
（任意）を制御します。

データ損失を防止するために、検出されたイベントの数が設定済みのサイジングパラメータを超

えたときに間欠的処理をトリガーすることができます。ただし、このことは保証されません。こ

のメカニズムはスロットリングされるからです。

ログを手動で収集するには、rcmd trigger-data-collectコマンドを使用します。 syslogが生成され
るのは、高いチャーンが検出されて収集メカニズムがスロットリングされるときです。これは、

一部のイベントのデータが失われた可能性があることを示します。スロットリングメカニズム

は、毎分 1処理です。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd

___________________
例 次の例では、モニタリング間隔を 5分として設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#monitoring-interval 5

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/
診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始します。

router-convergence, （1974ページ）
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node disable（RCMD）
指定した場所でのルート収束のモニタリングをディセーブルにするには、ルータコンフィギュ

レーションモードで node disableコマンドを使用します。再び指定の場所でモニタリングするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

node node-id disable

no node node-id disable

___________________
構文の説明 RCMDモニタリングをディセーブルにするラインカードの場所を指定します。指

定されたノードでのRCMDモニタリングをディセーブルにします。このノードか
らのデータは、生成されるレポートには表示されません。特定の LCを入力する
ことも、ワイルドカードを使用することもできます。

node-id

___________________
コマンドデフォルト すべての LCの更新時間が収集され、報告されます。診断モードはすべての LCでディセーブル

です。

___________________
コマンドモード ルータ収束コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

拡張性を高めるために、特定の LCまたはラックでのモニタリングをディセーブルにします。 LC
の更新時間が、RCMDによる測定対象のコア IGP/LDP収束に影響を与えることがない場合に、そ
の LCでのモニタリングをディセーブルにします。

モニタリングをイネーブルにした LCでは、診断モードをイネーブルにすることができます（し
きい値も指定）。EEMインフラを使用して、ルータからのデバッグデータ収集のためのスクリプ
トをトリガーできるようになります。診断モードを使用するのは、デバッグ目的に限定してくだ

さい。通常の RCMDモニタリングと比較すると、CPUへの負荷が高いためです。
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次に示すラック（Rack）とスロット（Slot）の組み合わせだけが受け入れられます。

• */*/*

• R/*/*

• R/S/*

いずれかの場所でワイルドカードの組み合わせがすでにディセーブルにされている場合、その組

み合わせにオーバーラップするその他の組み合わせが拒否されます。次に例を示します。

• */*/*がディセーブルの場合は、他のディセーブルコマンドはすべて拒否されます

• R/*/*がディセーブルの場合は、*/*/*および R/S/*のディセーブル化は拒否されます

• R/S/*がディセーブルの場合は、*/*/*および R/*/*のディセーブル化は拒否されます

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd

___________________
例 次の例では、ラック 0および任意のスロット（ワイルドカード *を使用）のすべてのノードでの

モニタリングをディセーブルにする方法を説明します。
RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#node 0/*/* disable

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/
診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始します。

router-convergence, （1974ページ）
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priority（RCMD）
low/high/critical/mediumプライオリティの更新に関する RCMDレポーティングパラメータを設定
するには、RCMDプロトコルコンフィギュレーションモードで priorityコマンドを使用します。
プライオリティの設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

priority {Critical| High| Low| Medium} [disable] [leaf-network leaf-network-number] [threshold value]

no priority {Critical| High| Low| Medium}

___________________
構文の説明 criticalルートのルート収束のモニタリングを設定します。Critical

highプライオリティルートのルート収束のモニタリングを設定します。High

lowプライオリティルートのルート収束のモニタリングを設定します。Low

mediumプライオリティルートのルート収束のモニタリングを設定しま
す。

Medium

指定されたプライオリティのルート収束のモニタリングをディセーブル

にします。

disable

リーフネットワークのルート収束のモニタリングを設定します。 SPF
の一部として追加または削除されたリーフネットワークを100個までリ
ストします。

leaf-network

モニタされるリーフネットワークの最大数を指定します。範囲は 10～
100です。

leaf-network-number

収束のしきい値をミリ秒単位で設定します。収束時間がこの設定値を超

えた場合に、診断情報の収集がトリガーされます。

threshold

しきい値を指定します（ミリ秒単位）。範囲は 0～ 4294967295です。value

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルータ収束プロトコルコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

priorityコマンドは、特定のプロトコルおよびプレフィックスプライオリティのデータを収集し
てしきい値を適用するために使用します。

拡張性が理由で、記録できるリーフネットワークは最大 100個となっています。しきい値のデ
フォルト値はありません。この値は、実際のネットワークでの経験に基づいて決定する必要があ

ります。しきい値の指定は、診断情報の収集をトリガーするために必要です。mediumまたは low
プライオリティのルートに対するモニタリングをディセーブルにすると、拡張性の向上に役立ち

ます。リーフネットワークについては具体的な順序は保証されず、変更されたプレフィックスの

うち最初の N個が記録されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd

___________________
例 次の例では、OSPFプロトコルの criticalルートのルート収束のモニタリングを設定する方法を示

します。リーフネットワークは 100個、しきい値は 1ミリ秒です。
RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#protocol OSPF
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd-proto)#priority high
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd-proto-prio)#leaf-network 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd-proto-prio)#threshold 1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/
診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始します。

router-convergence, （1974ページ）
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protocol（RCMD）
どのプロトコルに対して RCMDパラメータを設定するかを指定するには、ルータ収束コンフィ
ギュレーションモードで protocolコマンドを使用します。そのプロトコルを RCMDから削除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

protocol {ISIS| OSPF}

no protocol {ISIS| OSPF}

___________________
構文の説明 RCMD内の OSPFプロトコルに関連するパラメータを設定しますISIS

RCMD内の IS-ISプロトコルに関連するパラメータを設定しますOSPF

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルータ収束コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RCMDのモニタリングは、特定のOSPFまたは ISISプロトコルインスタンスに対してイネーブル
にする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd
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___________________
例 次の例では、OSPFプロトコルに対して RCMDパラメータをイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#protocol OSPF
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd-proto)#priority high
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd-proto-prio)#leaf-network 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd-proto-prio)#threshold 1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/
診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始します。

router-convergence, （1974ページ）
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storage-location
しきい値を超えたときに収集される拡張ルーティング診断情報の保存場所を指定するには、ルー

タ収束コンフィギュレーションモードで storage-locationコマンドを使用します。ルーティング
診断情報を特定の場所に保存することをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用
します。

storage-location [diagnostics directory-path| diagnostics-sizemaximum-directory-size| reports directory-path|
reports-size maximum-directory-size]

no storage-location

___________________
構文の説明

診断レポートを保存するための絶対ディレクトリパスを指定しま

す。

diagnostics

診断レポートを保存するための絶対ディレクトリのパスを指定し

ます。

directory-path

診断ディレクトリの最大サイズを指定します。diagnostics-size

診断ディレクトリのサイズを指定します。範囲は 5～ 80%です。maximum-directory-size

レポートを保存するための絶対ディレクトリパスを指定します。reports

レポートを保存するための絶対ディレクトリのパスを指定します。directory-path

レポートディレクトリの最大サイズを指定します。範囲は 5～
80%です。

reports-size

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの保存場所はありません。メカニズムはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータ収束コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

保存場所は、ローカルディスクまたはリモート tftp領域です。

RCMDサーバには、定期的にレポートを保管用に XML形式でアーカイブする機能があります。
このメカニズムがイネーブルになるのは、アーカイブの場所が設定されたときです。診断モード

で収集されるデバッグデータは、設定された診断場所にダンプされます（設定されていない場合

は破棄されます）。ローカルディスクを使用するときは、ディスク領域の何パーセントを使用す

るかを指定できます。RCMDサーバは、この制限に達すると古いレポートを削除します。アーカ
イブ（特に、ローカルディスクでのアーカイブ）は、CPUを大量に使用します。リモート XML
サーバを使用して定期的にレポートをルータから収集し、サーバのローカルストレージにアーカ

イブしてください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みrcmd

___________________
例 次の例では、レポートの保存場所を tftp://202.153.144.25/auto/tftp-chanvija-blr/rcmd/dump/reportsと

設定し、診断情報の保存場所を /harddisk:/rcmd_logsと設定する方法を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router-convergence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd)#storage-location
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd-store)#diagnostics /harddisk:/rcmd_logs
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rcmd-store)#reports
tftp://202.153.144.25/auto/tftp-chanvija-blr/rcmd/dump/reports

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ルート収束モニタリングを設定し、ルータ収束モニタリング/
診断（rcmd）コンフィギュレーションモードを開始します。

router-convergence, （1974ページ）
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additional-paths install backupコマンド 10
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address-family（OSPFv3）コマンド 1262
address-family（OSPF）コマンド 1001
address-family（スタティック）コマンド 1958
addコマンド 1654
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aigpコマンド 32
allocate-labelコマンド 36
allowas-inコマンド 38
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as-formatコマンド 40
as-overrideコマンド 41
as-path-loopcheck out disableコマンド 43
as-path-setコマンド 1673
as-path inコマンド 1658
as-path is-localコマンド 1660

as-path lengthコマンド 1662
as-path neighbor-isコマンド 1664
as-path originates-fromコマンド 1667
as-path passes-throughコマンド 1670
as-path unique-lengthコマンド 1675
authentication-key（OSPF）コマンド 1010
authentication keychain mode md5（RIP）コマンド 1567
authentication keychainコマンド 641
authentication（OSPFv3）コマンド 1266
authentication（OSPF）コマンド 1007
auto-cost（OSPFv3）コマンド 1268
auto-cost（OSPF）コマンド 1013
auto-summary（EIGRP）コマンド 643
auto-summary（RIP）コマンド 1570
autonomous-systemコマンド 645

B

bandwidth-percent（EIGRP）コマンド 647
bfd address-family ipv4 destinationコマンド 563
bfd address-family ipv4 fast-detectコマンド 565
bfd minimum-interval address-family ipv4コマンド 567
bfd address-family ipv4 multiplierコマンド 570
bfd address-family ipv4 timersコマンド 573
bfd（BGP）コマンド 47
bfd fast-detectコマンド 575
bfd minimum-intervalコマンド 579
bfd multiplierコマンド 585
bfdコマンド 561
bgp as-path-loopcheckコマンド 53
bgp attribute-downloadコマンド 54
bgp auto-policy-soft-reset disableコマンド 56
bgp bestpath as-path ignoreコマンド 58
bgp bestpath compare-routeridコマンド 60
bgp bestpath cost-community ignoreコマンド 62
bgp bestpath med alwaysコマンド 64
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bgp bestpath med confedコマンド 66
bgp bestpath med missing-as-worstコマンド 69
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bgp cluster-idコマンド 73
bgp confederation identifierコマンド 75
bgp confederation peers command 77
bgp dampeningコマンド 79
bgp default local-preferenceコマンド 82
bgp enforce-first-as disableコマンド 84
bgp fast-external-fallover disableコマンド 86
bgp graceful-restart graceful-resetコマンド 91
bgp graceful-restart purge-timeコマンド 93
bgp graceful-restart restart-timeコマンド 95
bgp graceful-restart stalepath-timeコマンド 97
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bgp import-delayコマンド 99
bgp label-delayコマンド 101
bgp log neighbor changes disableコマンド 103
bgp maximum neighborコマンド 105
bgp redistribute-internalコマンド 107
bgp router-idコマンド 109
bgp scan-timeコマンド 111
bgp update-delayコマンド 113
bgp write-limitコマンド 115
broadcast-for-v2コマンド 1572
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capability orf prefixコマンド 121
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circuit-typeコマンド 757
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clear bgp dampeningコマンド 130
clear bgp externalコマンド 132
clear bgp flap-statisticsコマンド 134
clear bgp nexthop performance-statisticsコマンド 136
clear bgp nexthop registrationコマンド 138
clear bgp peer-dropsコマンド 140
clear bgp performance-statisticsコマンド 142
clear bgp self-originatedコマンド 144
clear bgp shutdownコマンド 146
clear bgp softコマンド 148
clear bgpコマンド 127

clear eigrp neighborsコマンド 649
clear eigrp topologyコマンド 651
clear isis processコマンド 759
clear isis routeコマンド 761
clear isis statisticsコマンド 763
clear ospf processコマンド 1017
clear ospf redistributionコマンド 1019
clear ospf routesコマンド 1021
clear ospf statisticsコマンド 1023
clear ospfv3 processコマンド 1272
clear ospfv3 redistributionコマンド 1274
clear ospfv3 routesコマンド 1276
clear ospfv3 statisticsコマンド 1278
clear rip databaseコマンド 1576
clear rip interfaceコマンド 1578
clear rip out-of-memoryコマンド 1580
clear rip statisticsコマンド 1582
clear ripコマンド 1574
clear routeコマンド 1457
collect-diagnostics（RCMD）コマンド 1980
community-setコマンド 1685
community is-emptyコマンド 1677
community matches-anyコマンド 1679
community matches-everyコマンド 1682
cost-fallback（OSPF）コマンド 1027
cost（OSPFv3）コマンド 1280
cost（OSPF）コマンド 1025
csnp-intervalコマンド 765

D

dampening（BFD）コマンド 591
database-filter all out（OSPFv3）コマンド 1282
database-filter all out（OSPF）コマンド 1029
dead-interval（OSPFv3）コマンド 1284
dead-interval（OSPF）コマンド 1031
default-cost（OSPFv3）コマンド 1286
default-cost（OSPF）コマンド 1033
default-information originate（BGP）コマンド 152
default-information originate（IS-IS）コマンド 767
default-information originate（OSPFv3）コマンド 1288
default-information originate（OSPF）コマンド 1035
default-information originate（RIP）コマンド 1584
default-informationコマンド 653
default-metric（BGP）コマンド 154
default-metric（EIGRP）コマンド 655
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default-metric（OSPFv3）コマンド 1290
default-metric（OSPF）コマンド 1037
default-metric（RIP）コマンド 1586
default-originateコマンド 156
delete communityコマンド 1688
delete extcommunity rtコマンド 1690
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demand-circuit（OSPF）コマンド 1039
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destination inコマンド 1692
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distance ospfv3コマンド 1294
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echo ipv4 sourceコマンド 596
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set weightコマンド 1836
sham-linkコマンド 1163
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show bgp session-groupコマンド 467
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show isisコマンド 893
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show mpls lsd forwardingコマンド 1475
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show ospfv3 routesコマンド 1402
show ospfv3 statistics rib-threadコマンド 1405
show ospfv3 summary-prefixコマンド 1407
show ospfv3 virtual-linksコマンド 1409
show ospfv3コマンド 1356
show ospf virtual-linksコマンド 1225
show ospfコマンド 1165

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J IN-7

索引



show protocols（BGP）コマンド 502
show protocols（EIGRP）コマンド 723
show protocols（IS-IS）コマンド 974
show protocols（OSPFv3）コマンド 1412
show protocols（OSPF）コマンド 1228
show protocols（RIP）コマンド 1619
show rccコマンド 1477
show rib afi-allコマンド 1486
show rib attributesコマンド 1489
show rib client-idコマンド 1491
show rib clientsコマンド 1493
show rib extcommsコマンド 1496
show rib firsthopコマンド 1498
show rib historyコマンド 1501
show rib next-hopコマンド 1503
show rib opaquesコマンド 1506
show rib protocolsコマンド 1509
show rib recursion-depth-maxコマンド 1511
show rib statisticsコマンド 1513
show rib tablesコマンド 1516
show rib traceコマンド 1519
show rib vpn-attributesコマンド 1522
show rib vrfコマンド 1524
show ribコマンド 1483
show rip databaseコマンド 1624
show rip interfaceコマンド 1627
show rip statisticsコマンド 1634
show ripコマンド 1622
show route backupコマンド 1534
show route best-localコマンド 1538
show route connectedコマンド 1541
show route localコマンド 1543
show route longer-prefixesコマンド 1546
show route next-hopコマンド 1549
show route quarantinedコマンド 1552
show route resolving-next-hopコマンド 1555
show route staticコマンド 1558
show route summaryコマンド 1561
show routeコマンド 1526
show rpl active as-path-setコマンド 1840
show rpl active community-setコマンド 1843
show rpl active extcommunity-setコマンド 1846
show rpl active prefix-setコマンド 1849
show rpl active rd-setコマンド 1852
show rpl active route-policyコマンド 1855
show rpl as-path-set attachpointsコマンド 1860
show rpl as-path-set referencesコマンド 1863

show rpl as-path-setコマンド 1858
show rpl community-set attachpointsコマンド 1868
show rpl community-set referencesコマンド 1871
show rpl community-setコマンド 1866
show rpl extcommunity-setコマンド 1874
show rpl inactive as-path-setコマンド 1877
show rpl inactive community-setコマンド 1880
show rpl inactive extcommunity-setコマンド 1883
show rpl inactive prefix-setコマンド 1886
show rpl inactive rd-setコマンド 1889
show rpl inactive route-policyコマンド 1891
show rpl maximumコマンド 1894
show rpl policy-global referencesコマンド 1896
show rpl prefix-set attachpointsコマンド 1900
show rpl prefix-set referencesコマンド 1903
show rpl prefix-setコマンド 1898
show rpl rd-set attachpointsコマンド 1908
show rpl rd-set referencesコマンド 1911
show rpl rd-setコマンド 1906
show rpl route-policy attachpointsコマンド 1917
show rpl route-policy inlineコマンド 1920
show rpl route-policy referencesコマンド 1923
show rpl route-policy usesコマンド 1926
show rpl route-policyコマンド 1914
show rpl unused as-path-setコマンド 1929
show rpl unused community-setコマンド 1932
show rpl unused extcommunity-setコマンド 1935
show rpl unused prefix-setコマンド 1937
show rpl unused rd-setコマンド 1941
show rpl unused route-policyコマンド 1943
show rplコマンド 1838
show svd roleコマンド 505
show svd stateコマンド 507
shutdown（BGP）コマンド 509
shutdown（IS-IS）コマンド 979
shutdown（rpki-server）コマンド 511
single-topologyコマンド 980
site-of-origin（BGP）コマンド 515
site-of-origin（EIGRP）コマンド 727
site-of-origin（RIP）コマンド 1636
snmp-server traps isisコマンド 982
snmp context（OSPFv3）コマンド 1415
snmp context（OSPF）コマンド 1231
snmp trap（OSPF）コマンド 1234
snmp trap rate-limit（OSPFv3）コマンド 1420
snmp trap rate-limit（OSPF）コマンド 1236
socket receive-buffer-sizeコマンド 517

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

IN-8 OL-26053-03-J  

索引



socket send-buffer-sizeコマンド 519
soft-reconfiguration inboundコマンド 521
source inコマンド 1947
speaker-idコマンド 525
spf-intervalコマンド 983
spf prefix-priority（IS-IS）コマンド 985
spf prefix-priority（OSPFv2）コマンド 1238
spf prefix-priority（OSPFv3）コマンド 1422
split-horizon disable（EIGRP）コマンド 729
split-horizon disable（RIP）コマンド 1638
storage-location（RCMD）コマンド 1994
stub-routerコマンド 1426
stub（EIGRP）コマンド 731
stub（OSPFv3）コマンド 1424
stub（OSPF）コマンド 1240
summary-address（EIGRP）コマンド 734
summary-prefix（IS-IS）コマンド 987
summary-prefix（OSPFv3）コマンド 1429
summary-prefix（OSPF）コマンド 1242
suppress-routeコマンド 1949
suppressedコマンド 989

T

table-policyコマンド 527
tag（IS-IS）コマンド 991
tagコマンド 1951
timers active-timeコマンド 736
timers basicコマンド 1640
timers bgpコマンド 532
timers（BGP）コマンド 529
timers lsa arrivalコマンド 1431
timers lsa group-pacingコマンド 1244
timers lsa min-arrivalコマンド 1246
timers nsf route-hold（EIGRP）コマンド 738
timers pacing floodコマンド 1433
timers pacing lsa-groupコマンド 1435
timers pacing retransmissionコマンド 1437
timers throttle lsa all（OSPFv3）コマンド 1439

timers throttle lsa all（OSPF）コマンド 1248
timers throttle spf（OSPFv3）コマンド 1441
timers throttle spf（OSPF）コマンド 1251
topology-idコマンド 993
trace（IS-IS）コマンド 995
trace（OSPFv3）コマンド 1443
track（スタティック）コマンド 1969
transmit-delay（OSPFv3）コマンド 1446
transmit-delay（OSPF）コマンド 1253
transport（rpki-server）コマンド 535
ttl-securityコマンド 537

U

unsuppress-routeコマンド 1953
update-sourceコマンド 542
update limitコマンド 540
username（rpki-server）コマンド 549
useコマンド 544

V

validate-update-source disableコマンド 1642
varianceコマンド 740
virtual-link（OSPFv3）コマンド 1448
virtual-link（OSPF）コマンド 1255
vpn-distinguisher isコマンド 1955
vrf（BGP）コマンド 551
vrf（EIGRP）コマンド 742
vrf（OSPFv3）コマンド 1450
vrf（OSPF）コマンド 1257
vrf（RIP）コマンド 1644
vrf（スタティック）コマンド 1971

W

weightコマンド 553

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.2.x    

   OL-26053-03-J IN-9

索引



   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.2.x

IN-10 OL-26053-03-J  

索引


	Cisco ASR 9000 シリーズ アグリゲーション サービス ルータ ルーティング コマンド リファレンス リリース 4.2.x
	目次
	はじめに
	マニュアルの変更履歴
	マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの BGP コマンド
	accept-own
	additional-paths install backup
	additional-paths receive
	additional-paths selection
	additional-paths send
	address-family（BGP）
	advertise best-external
	advertisement-interval
	af-group
	aggregate-address
	aigp
	aigp send-cost-community
	allocate-label
	allowas-in
	as-format
	as-override
	as-path-loopcheck out disable
	attribute-filter group
	bfd（BGP）
	bgp as-path-loopcheck
	bgp attribute-download
	bgp auto-policy-soft-reset disable
	bgp bestpath as-path ignore
	bgp bestpath compare-routerid
	bgp bestpath cost-community ignore
	bgp bestpath med always
	bgp bestpath med confed
	bgp bestpath med missing-as-worst
	bgp client-to-client reflection disable
	bgp cluster-id
	bgp confederation identifier
	bgp confederation peers
	bgp dampening
	bgp default local-preference
	bgp enforce-first-as disable
	bgp fast-external-fallover disable
	bgp graceful-restart
	bgp graceful-restart graceful-reset
	bgp graceful-restart purge-time
	bgp graceful-restart restart-time
	bgp graceful-restart stalepath-time
	bgp import-delay
	bgp label-delay
	bgp log neighbor changes disable
	bgp maximum neighbor
	bgp redistribute-internal
	bgp router-id
	bgp scan-time
	bgp update-delay
	bgp write-limit
	capability additional-paths receive
	capability additional-paths send
	capability orf prefix
	capability suppress 4-byte-as
	clear bgp
	clear bgp dampening
	clear bgp external
	clear bgp flap-statistics
	clear bgp nexthop performance-statistics
	clear bgp nexthop registration
	clear bgp peer-drops
	clear bgp performance-statistics
	clear bgp self-originated
	clear bgp shutdown
	clear bgp soft
	default-information originate（BGP）
	default-metric（BGP）
	default-originate
	description（BGP）
	distance bgp
	dmz-link-bandwidth
	dscp（BGP）
	ebgp-multihop
	export route-policy
	export route-target
	import route-policy
	import route-target
	ignore-connected-check
	keychain
	keychain-disable
	keychain inheritance-disable
	label-allocation-mode
	local-as
	maximum-paths（BGP）
	maximum-prefix（BGP）
	mpls activate（BGP）
	mvpn
	neighbor（BGP）
	neighbor-group
	network (BGP)
	network backdoor
	next-hop-self
	next-hop-unchanged
	nexthop resolution prefix-length minimum
	nexthop route-policy
	nexthop trigger-delay
	nsr（BGP）
	orf
	password（BGP）
	password（rpki-server）
	password-disable
	Precedence
	preference（rpki-server）
	purge-time（rpki-server）
	rd
	receive-buffer-size
	redistribute（BGP）
	refresh-time（rpki-server）
	response-time（rpki-server）
	remote-as（BGP）
	remove-private-as
	retain local-label
	retain route-target
	route-policy (BGP)
	route-reflector-client
	router bgp
	rpki server
	selective-vrf-download disable
	send-buffer-size
	send-community-ebgp
	send-extended-community-ebgp
	session-group
	session-open-mode
	show bgp
	show bgp advertised
	show bgp af-group
	show bgp attribute-key
	show bgp cidr-only
	show bgp community
	show bgp convergence
	show bgp dampened-paths
	show bgp flap-statistics
	show bgp inconsistent-as
	show bgp labels
	show bgp l2vpn rd
	show bgp l2vpn vpls
	show bgp neighbor-group
	show bgp neighbors
	show bgp neighbors nsr
	show bgp nexthops
	show bgp nsr
	show bgp paths
	show bgp policy
	show bgp process
	show bgp regexp
	show bgp route-policy
	show bgp session-group
	show bgp sessions
	show bgp summary
	show bgp summary nsr
	show bgp truncated-communities
	show bgp update-group
	show bgp vrf imported-routes
	show protocols（BGP）
	show svd role
	show svd state
	shutdown（BGP）
	shutdown（rpki-server）
	signalling disable
	site-of-origin（BGP）
	socket receive-buffer-size
	socket send-buffer-size
	soft-reconfiguration inbound
	speaker-id
	table-policy
	timers（BGP）
	timers bgp
	transport（rpki-server）
	ttl-security
	update limit
	update-source
	use
	username（rpki-server）
	vrf（BGP）
	weight

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの双方向フォワーディング検出コマンド
	address-family ipv4 unicast（BFD）
	bfd
	bfd address-family ipv4 destination
	bfd address-family ipv4 fast-detect
	bfd address-family ipv4 minimum-interval
	bfd address-family ipv4 multiplier
	bfd address-family ipv4 timers
	bfd fast-detect
	bfd minimum-interval
	bfd multipath include location
	bfd multiplier
	clear bfd counters
	dampening（BFD）
	echo disable
	echo ipv4 source
	echo latency detect
	echo startup validate
	interface（BFD）
	ipv6 checksum
	multihop ttl-drop-threshold
	show bfd
	show bfd client
	show bfd counters
	show bfd mib session
	show bfd multipath
	show bfd session
	show bfd summary

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの EIGRP コマンド
	address-family（EIGRP）
	authentication keychain
	auto-summary（EIGRP）
	autonomous-system
	bandwidth-percent（EIGRP）
	clear eigrp neighbors
	clear eigrp topology
	default-information
	default-metric（EIGRP）
	distance（EIGRP）
	hello-interval（EIGRP）
	hold-time（EIGRP）
	interface（EIGRP）
	log-neighbor-changes
	log-neighbor-warnings
	maximum-paths（EIGRP）
	maximum-prefix（EIGRP）
	metric（EIGRP）
	metric maximum-hops
	metric weights
	neighbor（EIGRP）
	neighbor maximum-prefix
	next-hop-self disable
	nsf disable（EIGRP）
	passive-interface（EIGRP）
	redistribute（EIGRP）
	redistribute maximum-prefix
	route-policy（EIGRP）
	router eigrp
	router-id（EIGRP）
	show eigrp accounting
	show eigrp interfaces
	show eigrp neighbors
	show eigrp topology
	show eigrp traffic
	show protocols（EIGRP）
	site-of-origin（EIGRP）
	split-horizon disable（EIGRP）
	stub（EIGRP）
	summary-address（EIGRP）
	timers active-time
	timers nsf route-hold（EIGRP）
	variance
	vrf（EIGRP）

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの IS-IS コマンド
	address-family（IS-IS）
	address-family multicast topology（IS-IS）
	adjacency-check disable
	advertise passive-only
	circuit-type
	clear isis process
	clear isis route
	clear isis statistics
	csnp-interval
	default-information originate（IS-IS）
	disable（IS-IS）
	distance（IS-IS）
	fast-reroute per-link（IS-IS）
	fast-reroute per-prefix（IS-IS）
	fast-reroute per-link priority-limit（IS-IS）
	fast-reroute per-link use-candidate-only（IS-IS）
	fast-reroute per-prefix load-sharing disable（IS-IS）
	fast-reroute per-prefix tiebreaker（IS-IS）
	fast-reroute per-prefix use-candidate-only（IS-IS）
	hello-interval（IS-IS）
	hello-multiplier
	hello-padding
	hello-password
	hello-password keychain
	hello-password accept
	hostname dynamic disable
	ignore-lsp-errors
	interface（IS-IS）
	ispf
	is-type
	log adjacency changes（IS-IS）
	log pdu drops
	lsp fast-flood threshold
	lsp-gen-interval
	lsp-interval
	lsp-mtu
	lsp-password
	lsp-password accept
	lsp-refresh-interval
	maximum-paths（IS-IS）
	maximum redistributed-prefixes（IS-IS）
	max-lsp-lifetime
	mesh-group（IS-IS）
	metric（IS-IS）
	metric-style narrow
	metric-style transition
	metric-style wide
	min-lsp-arrivaltime
	mpls ldp auto-config
	mpls ldp sync（IS-IS）
	mpls traffic-eng（IS-IS）
	mpls traffic-eng multicast-intact（IS-IS）
	mpls traffic-eng path-selection ignore overload
	mpls traffic-eng router-id（IS-IS）
	net
	nsf (IS-IS)
	nsf interface-expires
	nsf interface-timer
	nsf lifetime（IS-IS）
	passive（IS-IS）
	point-to-point
	priority（IS-IS）
	propagate level
	redistribute（IS-IS）
	retransmit-interval（IS-IS）
	retransmit-throttle-interval
	router isis
	set-attached-bit
	set-overload-bit
	show isis
	show isis adjacency
	show isis adjacency-log
	show isis checkpoint adjacency
	show isis checkpoint interface
	show isis checkpoint lsp
	show isis database
	show isis database-log
	show isis fast-reroute
	show isis hostname
	show isis interface
	show isis lsp-log
	show isis mesh-group
	show isis mpls traffic-eng adjacency-log
	show isis mpls traffic-eng advertisements
	show isis mpls traffic-eng tunnel
	show isis neighbors
	show isis protocol
	show isis route
	show isis spf-log
	show isis statistics
	show isis topology
	show protocols（IS-IS）
	shutdown（IS-IS）
	single-topology
	snmp-server traps isis
	spf-interval
	spf prefix-priority（IS-IS）
	summary-prefix（IS-IS）
	suppressed
	tag（IS-IS）
	topology-id
	trace（IS-IS）

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの OSPF コマンド
	address-family（OSPF）
	adjacency stagger
	area（OSPF）
	authentication（OSPF）
	authentication-key（OSPF）
	auto-cost（OSPF）
	capability opaque disable
	clear ospf process
	clear ospf redistribution
	clear ospf routes
	clear ospf statistics
	cost（OSPF）
	cost-fallback（OSPF）
	database-filter all out（OSPF）
	dead-interval（OSPF）
	default-cost（OSPF）
	default-information originate（OSPF）
	default-metric（OSPF）
	demand-circuit（OSPF）
	disable-dn-bit-check
	distance（OSPF）
	distance ospf
	distribute-list
	domain-id（OSPF）
	domain-tag
	fast-reroute（OSPFv2）
	fast-reroute per-link exclude interface
	fast-reroute per-prefix exclude interface（OSPFv2）
	fast-reroute per-prefix lfa-candidate（OSPFv2）
	fast-reroute per-prefix use-candidate-only（OSPFv2）
	flood-reduction（OSPF）
	hello-interval（OSPF）
	ignore lsa mospf
	interface（OSPF）
	log adjacency changes（OSPF）
	loopback stub-network
	max-lsa
	max-metric
	maximum interfaces（OSPF）
	maximum-paths（OSPF）
	maximum redistributed-prefixes（OSPF）
	message-digest-key
	mpls ldp auto-config（OSPF）
	mpls ldp sync（OSPF）
	mpls traffic-eng（OSPF）
	mpls traffic-eng igp-intact（OSPF）
	mpls traffic-eng multicast-intact（OSPF）
	mpls traffic-eng router-id（OSPF）
	mtu-ignore（OSPF）
	multi-area-interface
	neighbor（OSPF）
	neighbor database-filter all out
	network（OSPF）
	nsf（OSPF）
	nsf flush-delay-time（OSPF）
	nsf interval（OSPF）
	nsf lifetime（OSPF）
	nsr（OSPF）
	nssa（OSPF）
	ospf name-lookup
	packet-size（OSPF）
	passive（OSPF）
	priority（OSPF）
	protocol shutdown
	queue dispatch flush-lsa
	queue dispatch incoming
	queue dispatch rate-limited-lsa
	queue dispatch spf-lsa-limit
	queue limit
	range (OSPF)
	redistribute（OSPF）
	retransmit-interval（OSPF）
	route-policy（OSPF）
	router-id（OSPF）
	router ospf
	security ttl（OSPF）
	sham-link
	show ospf
	show ospf border-routers
	show ospf database
	show ospf flood-list
	show ospf interface
	show ospf mpls traffic-eng
	show ospf message-queue
	show ospf neighbor
	show ospf request-list
	show ospf retransmission-list
	show ospf routes
	show ospf sham-links
	show ospf summary-prefix
	show ospf virtual-links
	show protocols（OSPF）
	snmp context（OSPF）
	snmp trap（OSPF）
	snmp trap rate-limit（OSPF）
	spf prefix-priority（OSPFv2）
	stub（OSPF）
	summary-prefix（OSPF）
	timers lsa group-pacing
	timers lsa min-arrival
	timers throttle lsa all（OSPF）
	timers throttle spf（OSPF）
	transmit-delay（OSPF）
	virtual-link（OSPF）
	vrf（OSPF）

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの OSPFv3 コマンド
	address-family（OSPFv3）
	area（OSPFv3）
	authentication（OSPFv3）
	auto-cost（OSPFv3）
	capability vrf-lite（OSPFv3）
	clear ospfv3 process
	clear ospfv3 redistribution
	clear ospfv3 routes
	clear ospfv3 statistics
	cost（OSPFv3）
	database-filter all out（OSPFv3）
	dead-interval（OSPFv3）
	default-cost（OSPFv3）
	default-information originate（OSPFv3）
	default-metric（OSPFv3）
	demand-circuit（OSPFv3）
	distance ospfv3
	distribute-list prefix-list in
	distribute-list prefix-list out
	domain-id（OSPFv3）
	encryption
	flood-reduction（OSPFv3）
	graceful-restart（OSPFv3）
	hello-interval（OSPFv3）
	instance（OSPFv3）
	interface（OSPFv3）
	log adjacency changes（OSPFv3）
	maximum interfaces（OSPFv3）
	maximum-paths（OSPFv3）
	maximum redistributed-prefixes（OSPFv3）
	mtu-ignore（OSPFv3）
	neighbor（OSPFv3）
	network（OSPFv3）
	nssa（OSPFv3）
	nsr（OSPFv3）
	ospfv3 name-lookup
	packet-size（OSPFv3）
	passive（OSPFv3）
	priority（OSPFv3）
	range（OSPFv3）
	redistribute（OSPFv3）
	retransmit-interval（OSPFv3）
	router-id（OSPFv3）
	router ospfv3
	show ospfv3
	show ospfv3 border-routers
	show ospfv3 database
	show ospfv3 flood-list
	show ospfv3 interface
	show ospfv3 message-queue
	show ospfv3 neighbor
	show ospfv3 request-list
	show ospfv3 retransmission-list
	show ospfv3 routes
	show ospfv3 statistics rib-thread
	show ospfv3 summary-prefix
	show ospfv3 virtual-links
	show protocols（OSPFv3）
	snmp context（OSPFv3）
	snmp trap（OSPFv3）
	snmp trap rate-limit（OSPFv3）
	spf prefix-priority（OSPFv3）
	stub（OSPFv3）
	stub-router
	summary-prefix（OSPFv3）
	timers lsa arrival
	timers pacing flood
	timers pacing lsa-group
	timers pacing retransmission
	timers throttle lsa all（OSPFv3）
	timers throttle spf（OSPFv3）
	trace（OSPFv3）
	transmit-delay（OSPFv3）
	virtual-link（OSPFv3）
	vrf（OSPFv3）

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの RIB コマンド
	address-family next-hop dampening disable
	clear route
	maximum prefix（RIB）
	lcc
	rcc
	recursion-depth-max
	router rib
	rump always-replicate
	show bcdl statistics
	show lcc statistics
	show mpls lsd forwarding
	show rcc
	show rcc statistics
	show rcc vrf
	show rib
	show rib afi-all
	show rib attributes
	show rib client-id
	show rib clients
	show rib extcomms
	show rib firsthop
	show rib history
	show rib next-hop
	show rib opaques
	show rib protocols
	show rib recursion-depth-max
	show rib statistics
	show rib tables
	show rib trace
	show rib vpn-attributes
	show rib vrf
	show route
	show route backup
	show route best-local
	show route connected
	show route local
	show route longer-prefixes
	show route next-hop
	show route quarantined
	show route resolving-next-hop
	show route static
	show route summary

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの RIP コマンド
	authentication keychain mode（RIP）
	auto-summary（RIP）
	broadcast-for-v2
	clear rip
	clear rip database
	clear rip interface
	clear rip out-of-memory
	clear rip statistics
	default-information originate（RIP）
	default-metric（RIP）
	distance（RIP）
	interface（RIP）
	maximum-paths（RIP）
	metric-zero-accept
	neighbor（RIP）
	nsf（RIP）
	output-delay
	passive-interface（RIP）
	poison-reverse
	receive version
	redistribute（RIP）
	router rip
	route-policy（RIP）
	send version
	show protocols（RIP）
	show rip
	show rip database
	show rip interface
	show rip statistics
	site-of-origin（RIP）
	split-horizon disable（RIP）
	timers basic
	validate-update-source disable
	vrf（RIP）

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータのルーティング ポリシー言語コマンド
	abort（RPL）
	add
	apply
	as-path in
	as-path is-local
	as-path length
	as-path neighbor-is
	as-path originates-from
	as-path passes-through
	as-path-set
	as-path unique-length
	community is-empty
	community matches-any
	community matches-every
	community-set
	delete community
	delete extcommunity rt
	destination in
	done
	drop
	edit
	end-global
	end-policy
	end-set
	extcommunity rt is-empty
	extcommunity rt matches-any
	extcommunity rt matches-every
	extcommunity rt matches-within
	extcommunity-set cost
	extcommunity-set rt
	extcommunity-set soo
	extcommunity soo is-empty
	extcommunity soo matches-any
	extcommunity soo matches-every
	if
	local-preference
	med
	next-hop in
	orf prefix in
	origin is
	pass
	path-type is
	policy-global
	prefix-set
	prepend as-path
	protocol
	rd in
	rd-set
	replace as-path
	rib-has-route
	route-has-label
	route-policy（RPL）
	route-type is
	rpl editor
	rpl maximum
	set aigp-metric
	set community
	set core-tree
	set dampening
	set eigrp-metric
	set extcommunity cost
	set extcommunity rt
	set ip-precedence
	set isis-metric
	set label
	set level
	set local-preference
	set med
	set metric-type（IS-IS）
	set metric-type（OSPF）
	set next-hop
	set origin
	set ospf-metric
	set path-selection
	set qos-group（RPL）
	set rib-metric
	set rip-metric
	set rip-tag
	set rpf-topology
	set spf-priority
	set tag
	set traffic-index
	set vpn-distinguisher
	set weight
	show rpl
	show rpl active as-path-set
	show rpl active community-set
	show rpl active extcommunity-set
	show rpl active prefix-set
	show rpl active rd-set
	show rpl active route-policy
	show rpl as-path-set
	show rpl as-path-set attachpoints
	show rpl as-path-set references
	show rpl community-set
	show rpl community-set attachpoints
	show rpl community-set references
	show rpl extcommunity-set
	show rpl inactive as-path-set
	show rpl inactive community-set
	show rpl inactive extcommunity-set
	show rpl inactive prefix-set
	show rpl inactive rd-set
	show rpl inactive route-policy
	show rpl maximum
	show rpl policy-global references
	show rpl prefix-set
	show rpl prefix-set attachpoints
	show rpl prefix-set references
	show rpl rd-set
	show rpl rd-set attachpoints
	show rpl rd-set references
	show rpl route-policy
	show rpl route-policy attachpoints
	show rpl route-policy inline
	show rpl route-policy references
	show rpl route-policy uses
	show rpl unused as-path-set
	show rpl unused community-set
	show rpl unused extcommunity-set
	show rpl unused prefix-set
	show rpl unused rd-set
	show rpl unused route-policy
	source in
	suppress-route
	tag
	unsuppress-route
	vpn-distinguisher is

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータのスタティック ルーティング コマンド
	address-family（スタティック）
	maximum path（スタティック）
	route（スタティック）
	router static
	track（スタティック）
	vrf（スタティック）

	Cisco ASR 9000 シリーズ ルータの RCMD コマンド
	router-convergence
	monitor-convergence（IS-IS）
	monitor-convergence（OSPF）
	collect-diagnostics（RCMD）
	event-buffer-size（RCMD）
	max-events-stored（RCMD）
	monitoring-interval（RCMD）
	node disable（RCMD）
	priority（RCMD）
	protocol（RCMD）
	storage-location

	索引

